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この報告 書 は,日 本 自転車振興 会 か ら競輪収益の一部 であ

る機械 工業振興資 金の補助 を受 け て昭和51年 度に実施 した

「海外 におけ る情報処理 および情報処理産 業の実態調査」の

一環 と してと りまとめた ものであ ります。
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当財 団では,わ が 国の情報産業の発展 に資す るために,海 外の情報処 理お よび

コンピュー タ産 業の動 向 を取 りま とめ,毎 年各種の調査報告書 を発行 してお りま

す。

本報告書 「海外 の情報産業」は,海 外情報処理産業の実態調査 の一 環 として,

当財団が入手 した資料 あるいは海外 調査団の派 遣などを中心 に,海 外各国の政策
く

施策,コ ンピュータお よび関連サ ー ビス産業の動向,問 題点 な どについて分析 し

た ものです。

本書が広 く各方面 に利用 され,読 者各位の ご参考 となれば幸甚 に存ず る次第で

す。

昭和52年3月

財 団法人 日本 情報処理開発協 会

会 長 植 村 甲午郎
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総 論

`

1976年,そ れ は 新 た な る コ ン ピ ュー タ ・エ ー ジへ の幕 あ けの 年 で あ った と記

録 さ れ る で あ ろ う。 市 場環 境 は相 変 らず 急 速 な展 開 を続 け て い るが,76年 は単

に 話 題 が 多 か った 年 とい うだ けで は な く,将 来 の 技 術 動 向 や市 場 環 境 を 暗示 す る

よ うな で き事 が 数 多 く起 った年 で あ り,こ の 意 味 か ら新 た な る時 代 へ の黎 明 の 時

で あ った と言 うべ きで あ ろ う。

.
●

.

分 散 処理 へ の遣

す で に60年 代 に思 想 的 萌 芽 が み られ た 分 散処 理 は,76年 にな って 具 体 的 な も

の と して その アー キ テ クチ ャ ーが 次 々 と各 メ ー カ ーか ら発 表 され,そ の80年 代

へ 向 け ての 方 向 性 は,か つ て の"幻 のMIS"と は 異 な り,現 実 の もの とな った 。

分 散 処 理 と呼 ば れ る処 理 形 態 の 実 際 の 姿 は,単 な る デー タ ・エ ン トリーの 分 散

か ら,負 荷,デ ー タ ・ベ ー スの 分散 ま で,様 々な形 態 が見 られ る が,デ ー タ ・ベ

ー スの 分 散 に よ る処 理 方 式 は 今後 極 め て 関心 の高 い 分野 で あ る
。

IBMは す で に74年9月 にSNA(SystemsNetworkArchtecture)を 発表 し

て お り,徐 々 に その 内 容 に 拡充 して きた が,76年 に は,従 来 の ツ リー構 造 型 の も

の か ら,複 数 の ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ が接 続 され る コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク

・アー キ テ クチ ャ ー まで 幅広 い シス テ ム 構成 を可 能 に して い る 。 シ リー ズ/1ミ

ニ コ ン ピ ュー タの発 表 も,SNA戦 略 の,す なわ ちIBMの 次 期戦 略 の,一 環 と し

て位 置 づ け られ る。

す で にBurroughs,Univacも 独 自の ネ ッ トワー ク ・ア ー キ テ クチ ャー を発表

して お り,77年 早 々にはHoneywe11も 名 の りを あ げて い る。

ミニ コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー もネ ッ トワー ク体 系 の 整備 に向 けて 動 い て お り,

DECNETを 発 表 し て い るDEC(Digita1EquipmentCorp.)に 続 き,H-P
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(Hewlett-Packard),Interdata,Modcomp等 の 各 社 も意 欲 を 見 せ て い

る 。Citibank,MidAtlanticToyotaDistributersな ど の 先 進 的 な ユ ー ザ

ー は
,フ ル サ イ ズ ・メ イ ン フ レ ー ム(い わ ゆ る汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 本 体)を 返 却 し,

ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ に よ る ネ ッ ト ワ ー ク処 理 を 行 う と い う注 目 す べ き 動 き を み せ て

お り,こ の 分 散 処 理 の 進 展 は ミニ コ ン ・メ ー カ ー に と っ て 今 後 積 極 的 に 向 か うべ

き 方 向 を示 唆 し て い る 。

●

プ ラグ ・コ ンパ テ ィプ ルCPU

60年 代 には,CalComp,Memorex,Ampexな どが プ ラ グ ・コ ンパ テ ィブル

周 辺 機 器 でIBM市 場 侵 入 を狙 った が,今 度 は プ ラ グ ・コ ンパ テ ィブルCPUでI

BM本 体 リプ レー ス を狙 う とこ ろが 出 て きた 。75年 に 出荷 を始 め,76年 には 事 業

が 軌 道 に 乗 ったAmdah1,NationalSemiconductorの 開 発 した 製 品 の 販 売 に乗

り出 した 大 手 リー ス会 社Itelで あ る 。 さ らにCDCは,370/145エ ミュ レ ー タ

販 売 計 画 を持 って お り,リ ー ス会 社DPFも,こ れ ら各 社 とは 異 った 方 法 で は あ

るが,IBMCPUの リプ レー ス を狙 って い る模様 で あ る。

中 で もAmdah1のIBM市 場 蚕 食は 順 調 で,IBMが 絶 対 的優 位 を誇 る保 険 業界

で もカス トマ ー を 獲得 してい る 。株 式 公 開 に も成 功 したAmdah1は,富 士 通 と と

もにAmdahlInternationalを 設 立,欧 州 市 場 の本 格 的 開 拓 に も乗 り出 した 。

こ う したAmdah1の 動 きに対 し,IBMは 値 下 げ やAP(付 加 プ ロセ ッサ)シ ス

テ ム の 発表 で部 分 的対 応 をは か って きたが,77年3月 末 にな って370/168の 上位

機 種3033を 発 表,同 時 に370ラ イ ンの 値 下 げの 意 向 を明 らか に して い る。Am-

dah1は これ に対 し470V./7の 開 発 意 向 を表 明,IBMの 超 大型 機 市場 侵 略 へ の

フ ァイ トを もや して い る。

76年 に な って一 つ の 流 れ と して 定 着 した プ ラ ・コ ンCPU戦 略 は,77年 も数 多

くの 話題 を提供 す る こ と とな ろ う。
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■

混 迷 の 電気 通 信 分 野

FCCが71年 に コ ン ピ ュー タ/通 信 規 制 政策 を打 ち出 し てか ら5年,コ ン ピ ュ

ー タ(デ ー タ処 理)と 通 信 技 術の 高度 化/融 合 に よ って,こ の分 野 は 再 度 混 迷 の

度 合 い を強 め て きた 。AT&Tに よ るDataspeed40/4タ ー ミナ ル は,デ ー タ処 理

か 通 信 サ ー ビスか とい う論 争 を提 起 し,FCCは つ い に第2次 コ ン ピ ュ ー タ/通

信調査 に着手 す るに至 った。

68年,69年 に お け る カー ター ホ ン裁 定,特 殊 通 信会社(SCC)認 可 以 来,

FCCの 競争 導 入 政 策 は依 然 続 行 し,76年 には 国 内 衛星 通 信 分野 で,IBM参 加

のSBSが 認可 され た 。一 方 では,SCCの 老 舗 として,そ の技 術 力 が 高 く評 価 さ

れ てい たDatranが 突 如 と して 撤 退 す るな ど,AT&Tの 巨大 な 力 を改 め て 印象 づ

け る出 来 事 もあ った 。

AT&Tは さ らに,76年 消 費 者 通 信 改 正 法 案 と称 す る法 案 を議 会 に 提 出,FCC

の競 争 政 策 お よびSCCな ど競合 企 業 に対 し,大 が か りな攻 勢 に出 た。同 法 案 に対

して,反 対 陣営 は ベ ル 法案 とい う通 称 を付 け,こ れ また全 力 をあ げ て阻 止 しよ う

とし てい る。

　
■

NIS指 向を 強 め る サ ー ビス ・ベ ン ダー

コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス 産 業 で は,NIS(ネ ッ トワー ク ・イ ン フ ォ メー シ ョ

ン ・サ ー ビス),フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビス,バ ッチ ・サ ー ビス,

ソ フ トウ ェア ・プ ロ ダ ク ト,専 門 サ ー ビスな ど,多 彩 なサ ー ビスが 脚 光 を 浴 び て

い る 。申 で もNISは 急 速 な 進 展 を見 せ て お り,有 力NISベ ン ダ ー の 日 本 を含

め た海 外 へ の 進 出 に 伴 う国 際 的 な ネ ッ トワ ー クの 形成 な ど多 くの話 題 を呼 ん で い

る。 ま た,大 手NISベ ン ダ ーは,各 種 サ ー ビス を含 めた,マ ル チ ・サ ー ビス ・

ベ ンダ ー を指 向 して お り,こ の 傾 向 は今 後 ます ま す著 し くな るだ ろ う。

欧 州 で の新 た な 動 き

欧 州 コ ン ピ ュ ー タ産 業 界 の 足 跡 に は,ナ シ ョナ リズ ム,政 府 補助 金,協 調 と競

一3一



合,連 合 と離 散 とい った様 々な 道標 が立 て られ てい る。 これ らの 全 て に共通 して

い た のは,欧 州 各 国 あ るい は 全 欧 州 レベ ルで の コ ン ピ ュー タ産 業強 化,対 米 国籍

企 業競 争 とい う 目的 地 で あ った 。 しか し最 後 の 道標,す なわ ちUnidataの 崩壊以

降 は,従 来 と全 く異 った方 向が 模 索 され よ うと して い る 。

ミニ コ ン ピュ ー タ,小 型 ビジ ネ ス ・シ ス テ ム,周 辺 端 末 機 器へ の 傾注 が そ れ だ 。

英ICLに よ るSingerビ ジ ネ ス ・マ シン ズ事 業部 買収,仏 政府 の小 型 機 ・周 辺 機

器 業界統 合 計 画 ・ 西 独 の 第3次 情 報 処 理 振 興策,Philipsの 汎用 事 業 撤退,さ ら

にECの 政策 な ど,一 連 の 動 きが それ を物 語 って い る。

英ICLは,ニ ュー レ イ ン ジ2900の 整備 を急 ぐ一 方,Singerの ビジネス ・マ

シ ンズ事 業 海 外 部 門 お よ び 同子 会 社Cogarの 吸 収 に よ って ,小 型 機,POSビ ジ

ネスの裾 野 を一 挙 に広 げ,欧 州 大陸 お よび 米国 市場 な ど海 外 で の 事 業体 制 を強 化

してい る。 また,政 府 に対 しては,助 成 金 よ り も優 先 買 上 げ策 の徹 底 を要 求 して

い る。

仏政 府 に よ る ミニ コ ン ・周 辺 端 末機 器 業界 再 編 成 策 は,76年 に その 一 部 が 具

体 的成 果 とな って現 わ れ て い る。政 府 は最 終 的 に この 業 界 を2～3グ ル ープ に統

合 し,強 化 ・育 成 した い意 向 を持 って い る他,部 品 業 界 の 強 化 ももくろんで いる。

汎用 コ ン ピュ ー タ本 体 事 業 の強 化 も放 棄 され た わ け で は な く,そ れ まで の 路 線 と

は 一 線 を 画 す る仏 米 連 合 企 業 を実 現 させ,こ の仏 政 府 最後 の賭 け と もい うべ きC

II-HBに 莫 大 な金 を投 じて援 助 す る こ とに して い る。

Unidataの 崩 壊 以後 自主 路 線 を歩 むSiemensに 対 す る西 独 政 府 の 援 助 は,相

変 らず 続 け られ て い るが,76年 か ら開始 され た 第3次 情 報 処 理 振 興政策 で は,小

型 コン ピ ュ ー タ/タ ー ミナ ル/周 辺 装 置 分 野 の 重 視 が 明確 に 打 出 され て お り,

Siemensへ の助 成 金 が 減 額 され る一 方,Nixdorf,Kienzle,TriumphWe-

rkeな ど を始 め とす る小 型 シ ス テ ム ・メ ー カー に対 す る助 成 が 大 幅 に増 額 され て

い る。

欧 州の 情 報 処 理 産 業 は,76年 に 大 きな転 換 点 を迎 え た とい え よ う。小 型 機 ・周

辺 機 器 分 野 の 重 視,そ して純 欧 州 路線 の放 棄 で あ る。 ミニ コ ン,小 型 機 は,分 散

一4一



処理方式 においては大型汎用機 と同等のパ ワーを発揮 し,ま た これ ら小 型 システ

ムは,コ ンピュー タ未導入の中小 企業 とい うぼ う大な潜在市場 を有 してい る。混

血企 業CII-HBの 誕生 に象徴 され る純 欧州路線か らの転換 は,第2,第3の 混血

企 業が生れ る可能性 を示 した し,少 くと も非 欧州企業 との提携 は従来 に増 して促

進 され ることが予想 され る。世界 的規模で の企業再編劇の新たな るタネが生 れた

と言 って も過言では ない。

■

一5一



'

●
り

匂

●



II.欧 米 主 要 国 編



、

-

●

、

●0



1.米 国市場の概要

汎用 コ ン ピュー タ

汎 用 コ ン ピ ュー タ 設置 状 況

米 国 の調 査 会 社IDC(InternationalDataCorp.)の 最新 統 計 に よれ ば,

1976年 末 現 在 米国 に設 置 されてい る汎用 コンピュー タ(超 小型 を除 く)は61,126台,

金 額 に して372億&700万 ドル(約10兆1β61億 円)に 達 して い る。

これ よ り1年 前 のIDC調 査 に よ れ ば,75年 末 現 在 の設 置 台 数 は62,817台,

金 額 に して335億8,500万 ドル(約10兆755億 円)と な ってお り,1年 後 は設

置 金 額 が37億200万 ドル(約1兆1,106億 円)増 加 してい る もの の,台 数 は

1,700台 近 く減少 して い る。 設 置 金 額 が 増 加 して い るに もか か わ らず,台 数 が 前
!

年 を下 回 った理 由 と して,次 の2つ が 指 摘 され る。 す な わ ち,① 一 部 の 小 型 機(

IBMシ ス テ ム/3ク ラス)ユ ー ザ ーが,超 小型 機(IBMシ ステム/32ク ラス)

ヘ ダ ウ ン ・グ レ ー ドす る とい う注 目すべ き動 きが あ った こと ,そ して② 中 型 機 ユ

ー ザ ー の 一 部 は ,ひ き続 きよ り大 型 の シ ス テ ム を導入 す る こ とで シ ス テ ムの 統 合

化 を図 って い る,と い う こ とで あ る 。 しか し この 台 数減 少 傾 向 は,76年 だ け の

一 時 的 な 現 象 とみ られ
,77年 以降 は 再 び 台 数,金 額 両 方 の増 加 が 予想 され て い

る。

市 場 の過 半 はIBMに 牛 耳 られ て お り,金 額比 で は70%,台 数 比 で も67%に

の ぼ って い る。台 数 ベ ー スで はHIS(HoneywellInformationSystems)が こ

れ に 次 ぎ,Univacが わ ず か の 差 で 続 い て い るが,金 額 ベー ス で はHISとUni-

vacの 位 置 は逆 転 す る。Univacは,RCAの カス トマ ー ・ベ ー ス を 傘下 におさめ

て以 来,着 々 とその 勢 力 を広 げ て い る よ うで,76年 には,つ い に 設 置 ベ ー ス で

第2位 にの し上 って い る。 な お,HISの ベ ー ス に は,Xeroxの カ ス トマ ー ・ベ ー

ー7一



ス507台,約4億 ドル は 含 まれ て い な い。仮 に これ を含 めた とす る と,HISの カ

ス トマ ー ・ベ ー スは,台 数,金 額共 第2位 とな る。

図 は76年 末 の 米 国 コ ンピ ュー タ市 場 シ ェア を ま とめ た もので あ る。

なお,こ れ らの数字 は全 て 米 国籍 メ ー カ ー に よ る もの で あ り,欧 州 あ るい は 日 本

か らの 輸 入 シス テ ムは 含 ま れ て い ない 。 輸 入 シ ス テ ムは,現 時 点 にお い て 非常 に

少 な い とみ られ て い る。

コン ピュ ー タの 規模 別 に市 場 をみ る と,台 数 で は シス テ ム/3ク ラス の小 型 機

が 全 体 の43%を 占め,370/115ク ラズ の 小 中型 が24%で これ に次 い で い る。

以 下,コ ン ピ ュー タの 規模 が 大 き くな るに つ れ て台数 は少 な くな り,370/168以

上 の超 大 型 機 は,993台 で市 場 の わ ず か1.6%を 占め る にす ぎな い。

一 方 ,金 額 ベ ー ス で み る と市 場 の様 相 は一 変す る 。3,200台 弱 で 台数 比 で は5.2

%に す ぎな い大 型 機(370/158ク ラス)の 設置 金 額 が 最 も多 く,約110億 ドル

で 全体 の30%弱 に な ってい る 。 これ に次 ぐの が370/125ク ラス の中 型 機 で,約

80億 ドル,21%に 達 してい る。台 数では最 も少 ない 超 大 型 機 の設 置 が 金 額 で は3

番 目に位 して お り,64億 ドル で17%と な ってい る。

図 皿一1-1:.1976年 末 現 在 の 図 皿一1-2:1976年 末現 在 の

米 国 コ ン ピ ュー タ市 場 シ ェ ア 米 国 コ ン ピュー タ市 場 シ ェア

(汎 用 の み,台 数 ベ ース)(汎 用 の み,設 置金 額 ベ ー ス)
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産 業 別 で は,サ ー ビス ・ビ ュー ロ ーお よび耐久 財 製 造 業 で の設 置 が共 に58億 ド

ル強 で 最 も多 い 。35億 ドル の 汎用 コ ン ピ ュー タが 導 入 され て い る連 邦政 府がこれ

に次 い で い る。 連邦 政 府 は 単一 ユ ーザ ー とみな す こ とが で き るか ら,こ れ は世 界

最 大 の コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザ ーで あ る とい え る。

銀行,保 険 で の設 置 も多 く,銀 行 で は27億 ドル,保 険業 界 で は24億 ドルの コ

ン ピュー タが 使 われ て い る。

75年 末 時 点 との比 較 を み る と,最 も成 長 が 大 きか ったの は 連 邦政 府 で,設 置 金

額 は1年 間で20.4%の 伸 び とな って い る。17.8%増 の 州 ・地 方 政 府 が これ に次

い で お り,以 下 卸 売 り,医 療,小 売 り,公 益,サ ー ビス ・ビ ュー ロー,保 険,そ

の他 金 融 の 各 分 野 が,成 長 率 で 平 均 を上 回 って い る。

米 国籍 コ ン ピュー タ ・メ ー カ ーが 海 外 に設 置 して い る汎 用 コ ン ピ ュー タは,約

53,000台,金 額 に して 約300億 ドルに達 して い る。海 外 市場 で もIBMの 絶 対的優

位 性 は ゆ るが ず,HISとUnivacが 続 い て い るが,HISの 仏 国 拠 点Honeywe11

-BullがCIIと 合 併 ,米Honeywe11の 持 株 比 率が 過 半 数 を 割 った た め,統 計 上

で のHISの 海外 設 置 ベ ース は か な り減少 す る こ とに な る。

米 国 内 向 け 出荷 は,75年 は景 気 後 退 の

図 皿一1-3:産 業 別 汎 用 コンピュータ余 波
を うけ て前 年 比13%近 い 落 ち込 み 設 置 状 況

を みせ,76年 も75年 とほ ぼ 同レベル に と(76年 末 現 在)

どま った 。一 般 経 済 情 勢 が 好 転 し た に も

か か わ らず,出 荷 の 伸 び 悩 み が み られ た

の は,各 社 か らの 新 型機 の発 表 を待 って

の 買 い控 えの 傾 向 が あ った た め で あ る。

出荷 か ら レ ンタ ル ・バ ックお よ び売 却

分 な ど を差 引 い た純 増 分 は,75年 もわず

か なが ら増 加 傾 向 を みせ て お り,76年 は

さ らに よ り大 きな 伸 び を示 して い る。

77年 は,絶 対 的 に 不 足 とな りつ つ あ る

一9一

その他

公 益 ～㍑)
1,872

教AS・i%)

(纈1

養 分

%)

連 邦 政 府

3,506

(9.4%)

製 造 業

9,075

(24.3%)

(単 位:100万 ドル)



コ ン ピ ュー タ ・パ ワ ー を補 うた め のCPUア ップ グ レ ー ドや 新 規導 入 が かな りの程

度 見 込 まれ,出 荷 は15%近 い 伸 び が 予 想 され る 。 しか し この 多 くは リプレース メ

ン トとみ られ,市 場 規 模 の 純 増 は さ ほ どで は な い と予想 され て い る。

ユ ーザ ーのEDP関 連 投 資 意 欲 は か な り高 ま って お り,中 で もハ ー ドウェアお よ

び外 部 サ ー ビス に対 す る支 出 の 伸 び が 予想 され てい る。 イ ン フ レが 沈 静 化 して き

てい ることと併せ考 える と,ユ ーザ ーの77年 のEDP投 資 は,か な りの 実 質 的成 長 と

な る とみ られ,こ れ に と もない 汎 用 コ ン ピュー タの 出荷 増 が 期 待 され て い るの で

あ る。

米 国 商務 省 も,"19771ndustrialOutlook"の 中 で,コ ン ピ ュー タお よ び

関連 機 器 に 対 す る需要 の 高 ま りを予 想 してお り,こ れ らの市 場 は14%の 伸 びが

期 待 され る と して い る。

コ ン ピ ュー タ機 器 の 生 産 の うちの か な

りの部分 一26%一 一は,輸 出 に振 り向 け られ て

お り,米 国 貿易 に大 きな 貢 献 を して い る。

商務省 が速 報 として ま と めた とこ ろ に よ

れ ば,76年 の 貿易 収 支 は,全 体 とし て59

億 ドル の赤 字 とな ってい るが,エ レ ク ト

ロ ニ クス産 業 は14億 ドル の 貿 易 黒 字 を

生 ん で い る。中 で もコ ン ピ ュー タ機 器 の

貢献 は 著 し く,輸 出が25億8,000万 ドル

で あ った の に対 し輸 入 は わず か7,300万

ドル で,差 引25億1,000万 ドル の 貿 易

黒 字 とな り,一 般 消 費 者 向 け エ レ ク トロ

ニ クス製 品 お よび テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョ

ン機 器 の 貿 易赤 字16億7,000万 ドル,そ

して電 子 管 お よび 半導 体 で の赤 字3億

200万 ドル を補 い,エ レ ク トロニ ク ス産

一10一

図 皿一1-4.EDP関 係 投 資 状 況

(単 位100万 ドル)

(単 位:100万 ドル)
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業 を貿 易 黒字 産業 と して い る。

コ ン ピ ュー タ機 器 の76年 の 輸 出 額 は,75年 の22億3,000万 ドル に 比べ15

%の 伸 びで,黒 字 額 も前 年 の21億9,000万 ドル に比 べ14%増 とな って い る 。し

か しこの 一方,輸 入 は,そ の絶 対 額 は小 さい ものの,は るか に急 激 な伸 び を みせ

び

て い る 。75年 の輸 入 実 績 は,4,100万 ドルで あ ったか ら,76年 は 実 に78%増

とな った こ とに な る。 特 に注 目され るの は12月 の輸 入 額 で,こ の 月 だ け で76年

全 体 の 約1/4,1,640万 ドルが 輸 入 され てい る。 輸 入 先 は 主 に,カ ナ ダ,日 本,

そ して 仏 の 各国 で あ る。

米 国 の コ ン ピ ュー タ産 業は 世 界 を リー ドして お り,こ れ まで ほ とん ど海外 か ら

の 侵 攻 を受 けて こなか った 。 しか し,輸 入 の急 増 にみ られ る よ うに,米 国 コン ビ

図 皿一1-5:主 要 本体 メ ー カー の

76年 売 上 げ 高

(単 位.100万 ドル)

16β04

300
一

200

100

000

膓 3,268一
200

100

000

膓
600 Σ

2,520

500
国 一

400
一

唱

5 2,310

300 ば

』

一

200 =
9

100
ω

一

る 2,010
000 3

」

一
8 ば L902

900 o o
一

口= z

/ 吻
o 葛

400 o
o 9

」

300 ;
㊤

図 皿一1-6:主 要 本 体 メ ー カー の

76年 純益 額

(単 位100万 ドル)

2.40e

2β90

2.380

一11一



ユー タ産 業 に も海 外 か らの 侵 略 の 手 が伸 ば され つ つ あ るよ うだ 。 コ ン ピ ュー タ ・

メ ー カーの 多 国籍 化 に よ り輸 入 が ふ え るこ と も事 実 で あ り,例 え ばHISな どは,

中 型 機の 開 発 ・製 造 な どを仏 や イ タ リーな どで 行 なってい る。しか し,米 国 メーカ

ー に と っての 純粋 な 外 的脅 威 も確 実 な高 ま りを みせ て お り,商 務 省 は 前 述 の レポ

ー トの 中で ,日 本 の コ ン ピ ュー タ産 業 が 米国 勢 に とって 最 大 の 脅 威 に な るであ ろ

う と述べ て い る。

こ うした 事 業環 境 の 中 で 各 シス テ ム ・メー カーは 自己の カ ス トマ ー ・ベ ー スの

確 保 と拡 大 を 目 ざ して 各種 の 戦 略 を展 開 して い る。主 要 本 体 メ ー カ ーの76年 決

算 は軒 な み増 収 増 益 の 好 決算 で,77年 も明 るい見 通 しに あ る と表 明 して い る。全

体 と して の 市場成 長 が 期待 で き る と して も,個 々の 企業 の成 長 とは 直 接 的 に結 び

つ くわ けで は な い 。IBMと い う超 巨人 に支 配 され る この産 業 での 競 争 環 境 は 熾

烈 を極 め て お り,各 企 業の 業 績 内容 や 客観 的 にみ た 今 後 の 展 望 は一 様 で は ない 。

76年 に米 国籍 本 体 メ ー カ ー に よ り全 世界 に 出荷 され た 汎用 コ ン ピ ュー タは,

109億 ドル に達 して い るが,そ の うち72億 ドル はIBMに よ る もの で,こ れ に

Amdah1お よびPCMを 含 め たIBMベ ー スは,実 に80億 ドル 弱 にの ぼ って い る。

他 の本体 メ ー カ ーに よ る出 荷 は,Univacの7億9,000万 ドル,Burroughsの7

億 ドル の 順 とな って お り,設 置 ベ ー スで はBurroughsを 大 き く上 回 るHISの76

年 出荷 額 は,前 年 比7%減 の6億8,000万 ドル に と どま って い る。 この 外,C

DCも 前 年 に比 べ 若 干 の 低 下 をみ せ て お り,NCRは ほぼ 前 年 並 の 出 荷 水準 に と ど

ま った。 大 き な伸 び率 を達 成 した の はDECで,前 年 比45%増 の1億3,500万 ド

ル(ミ ニ コ ン を 除 く)を 達 成 して い る。
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ミニ コ ン ピュ ー タ

い わ ゆ る ミニ コ ン ピ ュー タ と呼 ば れ る超 小型 コン ピュー タの利 用 は,こ こ数 年

急 速 な伸 び をみ せ て お り,米 国 籍 メ ー カ ー に よ る76年 の 出荷 は64,000台 弱,金

額 に して19億 ドル に の ぼ って い る。

ミニ コ ン ピ ュー タの定 義 づ けは,近 年 ます ます困 難 とな って きて お り,特 にI

BMが シス テ ム/32を 出 し てSBC(小 型 ビジネ ス ・コ ン ピュ ー タ)と 呼 ばれ る

事 務 用 超小 型 コ ン ピュ ー タの 市 場 を確 立 してか らは,そ の 境界 線 は 一 層 あ い ま い

な もの とな って い る。 事 実 シ ス テ ム ・メ ー カ ーに よ るSBCの 多 くは,そ の本 体 に

ミニ コ ン を用 い て い る。 い わ ゆ る トラデ ィ シ ョナル ・ミニ とい われ る もの は,基

本 シス テ ム が2,000～25,000ド ル の価 格 レ ンジに あ り,メ モ リは4K～64KW,

ワ ー ド ・サ イズ は8～16ビ ッ トの コ ン ピュー タ を指 してい る。 この 下 にマイクロ

ミニ と称 す るLSI応 用 マ シ ンが あ り,こ れ は,1,000ド ル 以下 で しか も最 低 の4

KWの メ モ リ もつ けず,プ ロセ ッサ ・ボ ー ドの み で販 売 され る こ と もまれ で は ない 。

CAI(ComputerAutomationInc.)のNakedMiniな どが そ の 好 例 で あ る。

ス ーパ ー ミニあ るい は メ ガ ミニ と呼 ば れ る超 高性 能 ミニ コ ン ピ ュ ー タ が こ れ ら

の 最 上 位 に ラ ン ク され る。 これ は,当 然 なが ら価格 も最 も高 く,ワ ー ド ・サ イ ズ

も16ビ ッ トか それ 以 上,最 大 メモ リ容 量 は64KW以 上 で,メ モ リ ・サ イ クル ・

タ イ ム は1マ イ ク ロ秒 以 下 の もの で あ る。 ソ フ トウ ェ ア も,オ ペ レー テ ィ ン グ ・

シス テ ム,ア セ ン ブ ラ そ して 最 低1つ の 高級 言 語 コ ンパ イ ラ を有 し て い る。

現 在 の市 場 の 過 半 は,ト ラデ ィ シ ョナ ル ・ミニ,つ ま り普 通 の ミニ コ ン ピ ュー

タが 占 め て い るが,将 来 動 向 と して は,ス ーパ ー ミニ が中 心 勢 力 に な る とみ られ

る。 マ イ ク ロ ミニ の現 在 の 市 場 規 模 は小 さ く,将 来 もさほ ど大 きな市 場 にな る と

は思 われ な い 。 これ は,最 近 特 に急 激 な発 展 を みせ て い る マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ お

よび マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の利 用 が よ り広範 に行 わ れ る とみ られ るた めで あ る。
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75年 は 前 年 に比 べ 伸 び 率 が 大 幅 に下 った ミニ コ ン ピュ ー タ産 業 も,76年 は 再

び40%近 い成 長 率 を達 成 した よ うで あ る 。75年 に米 国 籍 ミニ コ ン ・ メ ー カ ー

が国 内事 業 で 得 た 収 入 は8億5,500万 ドル,こ れ は 前 年 実績7億2,500万 ドル に

比べ わず か17.9%の 伸 びで あ る。76年 は11億9,000万 ドル ・レベ ル に達 した と

み られ,39.2%の 伸 び 率 とな った 。 海 外で の 事 業収 入 お よ び輸 出 額 を含 めた ミニ

コ ン事 業全 収 入 は,74年 が10億8,000万 ドル,75年 が13億7,500万 ドル,そ

して76年 が18億7,000万 ドル と推 測 され て い る。 全体 で の伸 び率 は,75年 が

27.3%,76年 が36.0%で,米 国 内事 業 ほ どの変 動 は み られ な い。

ミニ コ ン ピ ュー タ 市場 で最 大の 勢力 を有 して い るの は い うま で もな くDEC(D-

igitalEquipmentCorp.)で,75年 は 米 国 系 メー カー の全 ミニ コ ン収 入 の

36.4%を 占 め,76年 に は そ の シ ェ アは38%に 達 して い る。出 荷台 数 で も圧 倒 的

に他 メー カ ー を引 き離 して お り,75年 には 全 体 の26.6%に 当 る13,800台 を,

そ して76年 には30.6%の19,500台 を 出荷 し てい る 。

DECに 次 ぎ有 力 な 市 場 勢 力 とな って い るの はH-P(Hewlett-Packard)

で,75年 には2億4,000万 ドル(シ ェ ア17.5%),そ して76年 に は3億400

万 ドル(同16.3%)の 収 入 を得 てい る。

DG(DataGeneral)が これ に次 い で

お り,1億1,200万 ドル(シ ェア&1%)

の収 入 を75年 に,そ して1億7,900万

ドル(同9.6%)を76年 に得 てい る 。

収 入 規模 で はH-Pに 準 ず るDGだ が,

その 製 造 す る ミニ コ ンの 単 価 が 低 い た め,

出荷 台 数 で はH-Pを 抜 い て2位 に つ け

てい る。75年 のH-Pの 全 世 界 出 荷 数

は4,500台,75年 は5,500台 で あるのに

対 し,DGは75年 に4,800台 を出 荷,

76年 には6,800台 を 出荷 し,金 額 比で の

図 皿一1-7:収 入 規 模 で み た

ミニ コ ン ピ ュ ー タ 市 場 シ ェ ア

(76年,米 国 籍 メ ー カ ー の み)－

Microdata

ComputerAutomation

ControlData1 ,9

ModComp2

Varian
21%

Interdata
30%

TexasInstruments

3.1。6

76年 総収入:18ca7,000万 ドル
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H-Pと の差 を縮 め る一 方,台 数 比 で の

差 を広 げ て い る。

これ ら トップ3社 に 続 くの がHIS(H-

oneywellInfoTmationSystems)で,

76年 に は1,600台 を出 荷 し,1億1,200

万 ドル の 収 入 を得 てお り,レ ベ ル6ミ ニ

コ ン ピ ュー タ ・ラ イ ンの 整 備 に よ り,市

場 シ ェアの 拡 大 を意 図 して い るが,そ の

前 途 は 決 し て楽 観 で きる もので は な い

(Honeywel1の 項 参 照)。

シ リー ズ/1を 発表 して ミニ コン ピ ュ

ー タ分 野 に斬 り込 み をか け たIBMの 動向

は,そ の 企 業力 か らして,近 い将 来 決 し

て無 視で きな い 勢 力 に な る とみ られ る 。

図 皿一1-8:専 用 お よ び ミニ コ ン ピ

ュ ー タ ・メ ー カ ー 別 設 置 台 数

(米 国 内,1975年 末)

4・359(・
.・・/.)

5.180(3.

誓難

DigitalEquipment

40.743(28.0%)

砕'吉

小 型 ビジ ネ ス ・コ ン ピ ュー タ

IBMが シ ス テ ム/32を 発表 して 以来,こ の ク ラス の コ ン ピ ュー タ に対す る関

心 は急 速 に 高 ま り,参 入 メ ー カー,モ デ ル数 も激 増 してい る。

76年 末 現 在,こ の 市 場 に参 入 して い るベ ンダ ー は 約100社,市 場 に 出 ま わ って

い る機種 は230を 越 えて い る。 しか もこの中 で は,32の サ ブモ デル を持 つIBM

シス テ ム/32も1機 種 と して 数 え られ て お り,こ れ らサ ブモ デ ル を含 め た全 機

種 数 は,驚 くべ き数字 とな ろ う。 約100社 の ベ ン ダ ーの う ち半 数 以上 は,CPU

をOEM購 入 し ての シス テ ム販 売 で あ る。 これ ら機 種 の他 に,納 入 開始 前 の 既発 表

モデ ル が 数 十 機 種 あ る。

76年 に納 入 が 開始 され た,あ るい は 発 表 され た シ ステ ムだ け を見 て も,シ ス テ

ム/32の サ ブ モ デ ル を除 い て62種 にの ぼ って お り,こ の ク ラス の コ ン ピュ ー タ

が76年 にい か に急 速 な展 開 を みせ 始 め たか が わ か る 。 この 市場 の 形成,発 展 に
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先 鞭 をっ け たIBMは,シ ス テム/32を 上下 両方 向 に拡 張 し,新 た に17の サ ブ モ

デ ル を追 加発 表 す ると と もに,産 業 分野 別 の ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ,IAPの

種 類 を豊富 に し,ソ フ トウ ェ アの充 実 も図 った 。 さ らに,ベ ス ト ・セ ラ ー機 シス

テ ム/3の 最 下 位 機種 モ デ ル4の 発 表,モ デ ル15の 強化 バ ー ジ ョン15Dの 発表,

そ して モ デル12の メモ リ ・ア ップ と,上 位 分 野 の地 歩 堅 め も行 な って い る。

小 型 ビジ ネ ス ・コ ン ピュー タ(SBC)市 場 は,そ の4割 を本体 メ ー カ ーに,4割

弱 をSBCベ ン ダ ーに,そ して その 残 りを ミニ コ ン ・メ ー カ ーに よ って 占 め られ

て い る。 本体 メ ー カーで 最 大 の シ ェ アを有 して い るの がIBMで,NCRが そ の 半

分 以 下 で これ に 続 い て お り,Burroughsが 細 々 と これ に食 い 込 ん で い る。SBC

ベ ン ダ ーの 勢 力 を二 分 してい るの がWangLab .とBasic/Four両 社 で,一 企

業 と して はWangがIBMに 次 ぎ,Basic/Fourが これ に 次 ぐ シ ェア を有 して い

る 。 ミニ コ ン ・メー カー に よ る市 場 占有 の半 分 はDECに よ る もの で あ る。こう し

て み る と,SBC市 場 の 大半 はIBM,Wang,Basic/Four,DEC,NCR,そ し

てBurroughsに よ って 占 め られ てお り残 りの90社 以 上 が全 体 の2割 に も満た な

い 市 場 で ひ しめ きあ ってい る。

SBCは,今 まで コ ン ピ ュー タ を導 入 し てい なか った よ うな中小 規 模 の事 業所 を

主 な対 象 と して お り,潜 在 市 場性 は 極 め て大 きい とい え る。 しか し メー カ ー 間 の

競 争 は 激 し く,い ず れ 企 業 再 編 の 時 を迎 え るで あ ろ うこ とは十 分 予想 され る。

マ イ ク ロプ ロセ ッサ

マ イ ク ロプ ロセ ッサ お よび マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの利 用 が急 激 に 広が ってい る

こ と も注 目され る 。

マ イ ク ロプ ロ セ ッサ の コス トは,市 場 出 現 以 来 急 速 に 低下 して お り,今 後 も5

年 毎 に1/10に な るとの 予想 もされ て い る。 その 低 コス ト性,簡 便 さ等 に よ り利

用 も急 速 に広 ま って お り,あ る調 査 に よれ ば,マ イ ク ロ プ ロセ ッサ 市場 は79年

ま で は年 間48%の 成長 を続 け るだ ろ う と予 想 され て い る。

マ イ ク ロ プ ロセ ッサ の今 後 の技 術 お よ び市場 動 向 と して は,2つ の 方向 が 考 え
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られ る。1つ はIntel8080の よ うな 汎用 プ ロセ ッサ と して の 方 向で,こ れ に は

各種 サ ポ ー ト ・ハ ー ドウ ェ アお よび ソ フ トウ ェアの 拡 充が 必 要 と され て い る。 も

う1つ は,TI(TexasInstruments)のTMS1000に 代 表 さ れ るよ うな 大 量

OEM指 向 の マ イ ク ロ プ ロセ ッサ で,こ の方 面 では 価 格 の切 下 げ が急 務 とな る。

有 力 経 済 誌BusinessWeekは,76年7月5日 号 で,マ イ ク ロ プ ロセ ッサ を と

りあ げ,"THESMARTMACHINEREVOLUTION-Providingproducts

withbrainpower"と 題 して マ イ ク ロコ ン ピュ ー タの各産 業 や 一 般 消費 生 活 に

及 ぼ す 広 範 な影 響 な どを 論 じ てい る。BusinessWeekの 報道 を待 つ ま で も な く,

この ち っぽ け な ワン チ ップ ・コ ン ピ ュー タは,現 実 に各 方面 で 広 範 に利 用 され 始

め て い る。

産 業 機械,各 種計 測 機 器 へ の組 込 み,そ して 自動 車 や船舶,航 空 機 へ の と う載,

さ らには ビデ オ ・ゲ ー ム や オ ー ブ ンな ど一 般 消費 者 製 品 に も利 用 は 拡 大 して い る。

デ ー タ処 理 分 野 では,タ ー ミナル を始 め とす る各 種 周辺 機 器 へ の 組 込 み は勿 論,

HISの レベ ル6や66/85に 代 表 され るよ うに,ミ ニ コ ン ピ ュー タ や 超 大 型 コン

ピュ ー タ に も組 込 まれ て い る。
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政府 の コン ピュー タ利用状 況

連 邦 政 府

(1)EDP利 用 状 況

米 連 邦 政府 は,単 一組 織 体 と して は世 界 最 大 の コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザ ーで,76

年 度 末 現 在 で 合 計44億1,400万 ドル(約1兆3,242億 円)のEDP機 器 が 使 われ

てい る 。

GSA(一 般 調 達 庁)は,毎 年 連邦 政 府 に お け る コ ン ピ ュ ー タ利 用 状 況 を公表 し

てい る。 それに よれば,こ の 巨大市場 の過半は,IBM,CDC,Univacの"政 府 御三

家"に よ り占め られ て い る。 しか し,そ の 比 率は年 々低 下 して お り,特 にIBM

は,こ こ数年 間 連 続 して 台 数,金 額共 減少 し続 けて い る。

76年 度 末 現 在 連 邦 政 府 部 内に設 置 され て い るIBMの コ ン ピ ュー タ(CPU)は

1,202台,メ モ リは8,421台,1/O機 器 は12,113台,コ ミュニケ ー シ ョ ン ・タ

ー ミナル は4
,965台,そ の 他28,634台 で,合 計55,335台,金 額 に して14億

3,900万 ドル(約4,317億 円)で あ る。 前 年 度 末 に比 べ る と,各 機 器の台 数,金 額

と も減 少 して い る。

CPUは118台,メ モ リは846

台,1/0機 器 は331台,タ ー ミナ

ルは102台,そ の 他 は1,306台 で

合 計2,703台,金 額 ベ ース に して

1億200万 ドル の 減 少 をみ せ て い

る。 これ に伴 い,全 連 邦 政府 市 場

に 占 め る シ ェア も台 数 比 で は31.1

%(75年 度 末)か ら27.0%に,

そ して 金 額 比 で は35.8%か ら32.6

表 皿 一1-1 エレクトロニクス市場 としての連 邦政府

(単 位:10億 ドル)

1973 1974 1975 1976 1979

国 防

調 達 5.18 5.62 5.95 6.34 7.77

R&D,試 験,評 価 2.85 3.42 3.67 3.89 4.65

運 営 ・維持 2.36 2.57 2.72 2.85・ 3.10

小 計 1α39 11.62 12.34 13.07 15.51

NASA 似83 0.75 α80 0.81 α85

運 輸 040 036 037 038 α52

厚 生 ・教育 α32 0.37 037 038 α41

エ ネル ギー関連R&D 一 α01 α03 060 0.90

合 計 11.93 13.10 13.90 14.70 17.38
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%へ と 低 下 し て い る 。

IBMに 次 ぐ シ ェ ア を 有 し て い るCDC,Univacも 減 少 傾 向 を 顕 著 に し て い る 。

CDCの ベ ー ス は,75年 度 末 で7億4,700万 ドル で17.4%の シ ェ アを 有 し て い た

が,76年 度 末 に は7億2,700万 ドル(約2,181億 円)で,シ ェ ア も16.5%に 低

下 して い る 。 台 数 は,そ の 絶 対 数 は23,809台 か ら25,124台 へ と1,315台 増 加 し

て い る に もか か わ らず,シ ェ ア は12.8%か ら12.3%へ と わ ず か な が ら低 下 し て

い る 。

UnivacもCDC'と 同 様 の パ タ ー ン を示 し て い る 。 す な わ ち,金 額 は6億600万

ドル か ら5億8,290万 ドル(約1,748億7,000万 円)へ と 減 少 し,シ ェ ア も こ れ に

つ れ て14.1%か ら13.2%へ と 低 下 し て い る が,台 数 ベ ー ス で は20,034台 か ら

20,305台 と わ ず か な が ら も増 加 と な り,シ ェ ア は 逆 に10.7%か ら9.9%へ と 低

下 し て い る 。

こ う し た"政 府 御 三 家"の 凋 落 傾 向 の 一 方 で,ミ ニ コ ン ・メ ー カ ー の シ ェ ア は

相 変 らず 増 え 続 け て い る 。

DECは 総 設 置 台 数7,888台 か ら10,392台 へ と31.7%の 伸 び と な り,シ ェ ア も

4.2%か ら5.1%へ と 増 大 し た 。 金 額 ベ ー ス で も前 年 度 末 の9,900万 ドル(2.3,%)

か ら76年 度 末 は1億2,330万'ド ル(約366億9,000万 円;シ ェ ア2,8%)へ と初

め て1億 ドル の 大 台 を 突 破 して い る 。

H-P( 、Hewlett-Packard)も 台 数 比,金 額 比 共 に シ ェ ア を 増 大 さ せ て い

る 。 台 数 は75年 度 の2,033台 か ら39.1%増 え て2,828台 と な り,設 置 金 額 は

2,050万 ドル か ら2,800万 ドル へ と増 加 し て い る 。 しか し シ ェ アの 伸 び は そ れ ほ

ど著 し くな く,台 数 比 で は1.1%か ら1.4%へ,金 額 比 で はO.48%か ら0.63%に

伸 び た に と ど ま って い る 。

台 数 お よ び 金 額 の 伸 び が 特 に 著 し か っ た の はDG(DataGenera1)で あ る 。 台

数 は1,322台 か ら1,914台 へ と 実 に44.8%の 伸 び を 示 し,金 額 も1,210万 ドル か

ら,1,550万 ドル へ と28.4%増 加 し て い る 。 し か し 絶 対 額 が 小 さ い た め,シ ェ ア

の 伸 び は さ ほ ど で は な く,台 数 比 で はO.2%増 え て0。9%に,ま た 金 額 比 で はO.07
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%増 えてO.35%に な った にす ぎな い 。

(2)ブ ル ッ クス法 を め ぐる動 き

ブ ル ックス法 は,そ の名 が示 す よ うに下 院政 府 活動 小 委 員 会 の ジ ャ ック ・ブル

ックス(JackBrooks,テ キ サ ス州 選 出)委 員 長 の名 を冠 し た もの で,10年 前

に発 効,連 邦 政 府 のADP機 器 調 達 にお い て 競 争 環 境 を刺 激 して き た。しか し,同

法 の適 用 は まだ まだ不 十 分 で,今 だ に十 分 な競 争 環 境 が つ く り出 され て お らず,

これ が ひい て は 連 邦政 府 の余 分 な支 出増 につ なが ってい る,と して 同法 の 適 用 に

対 して の 論 議 が 活 発 に 行 わ れ て い る 。

76年6月 に行 われ た 同委 員会 の聴 聞会 に お い て も,ブ ル ック ス議 員 は,同 法

の 適 用 が 十 分 に行 われ て い ない との 不 満 を示 した 。

聴 聞会 の 開 始早 々,ブ ル ック ス氏 は,行 政 活 動 小委 員会 の 収 集 した 統 計 結 果 を

採 り上 げ,GSAが 関 与 した完 全 な競 合 調 達 の 割 合 は,1968年 の60%か ら1975

年 に は36%に 減 少 して い る事 実 を指 摘 し た。 最 初 の 証 人 と して登 場 した会計検査

院(GAO)の ドナ ル ド ・L・ ス キ ャ ン トル バJリー(Donald.L.Scantlebury)

氏 は,行 政 機 関 の 調 達 に見 られ る 「恐 るべ き」 傾 向 につ いて 語 り,必 要度 を十 分

検 討 せ ず,し か も調 達 規 定 を無 視 した独 断 的調 達 が 如 何 に多 い か,当 該 装 置 が 実

際 には 必 要 な段 階 に至 って い な い の に や た ら新 型 シス テ ム が導 入 され て い る事 実

等の指摘 を行 な った。特 に幾 つかの例 に於 て は,調 達 内 規 が意 識 的 に無 視 され て し

ま って い る と も述 べ て い る。

しか しな が ら,GSA・ADTS(一 般 調 達 庁 デ ー タ処 理 お よび テ レ コ ミュニ ケー

シ ョン局)のT・ パ ッコ リ アス(T.Puckorius)局 長 に よれ ば,シ ス テ ム を調

達 購 入 す る機 関 は ほん の 短 期 間 それ を必 要 とす る場 合 が 多 く,そ の他 の ケ ー スに

お い て も,既 設 置 メ イ ン フ レ ー ム用 に周 辺 装置 の取 得 を伴 な うこ とが あ るた め,

競 争 入 札 の よ うな購 入 方 法 は 「不 適 当」 で あ る との こ とだ。

彼 は,連 邦 関係 の調 達 過 程 に競 争 を一 層 導 入 し得 る可能 性 にっ い て は賛 意 を表

した が,そ の場 合 で も,第3者 サ プ ラ イ ヤ ーの 有 効 利 用 が もっ と図 られ な け れ ば
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な らな い と主 張 した 。 「単 一 タ イ プお よび モ デ ル」 あ るいは 「単 一 タ イ プお よび

モデ ル ま たは それ に相 当 す る もの 」 とい う調 達基 準 が適 切 な 時,市 場 が 自由競 争

な らGSAが 介入 しな くて も,1社 依存 調達(Solesourceprocurement)と

い う弊 害 は 随分 避 け られ るだ ろ う,と も語 って い る。

小 委 員会 聴 聞 会 で は2つ の 業 界 団 体,即 ちCBEMAとCCIAが 証 言 した が,当

然の こ となが ら,競 争 調 達 と標 準 の 問題 に つい ては 官 庁 側 とは 全 く正 反 対 の 論 旨

に沿 った もの だ った 。

CBEMA会 長 ピー タ ー ・マ クロ ス キ ー(PeterMcCloskey)は 「調達 購 入の方

式 に も段 階 を設 け るべ きで あ る」 と主 張 して お り,GSAが 助 言 的 役 割 を果す な ら

ユ ー ザ ー機 関はDPの 要 求 度 を決 定す る 主要 的地 位 を 占め るべ きだ と して い る 。

ま た,連 邦 政 府 機 関 が シス テ ムの リース よ り買 い取 りを強 調 す る傾 向 に つ い て も,

非 難 の 目を向 け て い る。 つ ま り時 代遅 れ の そ して非 能 率 な運 用 しか 出 来 ない は ず

だ,と い う訳 だ 。

マ ク ロ スキ ー会 長 は,「 過 去10年 の歴 史は 結 論 として,Brooks法 が,政 府 へ

製品 や サ ー ヴ ィス を供 給 す る会 社 の 数 を増 加 させ,又,政 府 のADP需 要 を満たす

競 争 を大 い に 刺 激 して き た,と い うこ と を示 し てい る。 その 上,ADP装 置の入手

に 関 し て政 府 は,確 か に 「実 質 的 節 約 が で きた」 と して ブ ル ック ス法 を 賞賛 しな

が らも,ま だ十 分 で は な い と して 次の よ うに 語 って い る。

「我 々の 第 一 の 関心 は,連 邦 政 府 が 明 らか に,コ ス トを切 り下 げ,生 産性 を増

し,経 営 管 理 上 の 意 志 決定 の質 を 高 め,か つ 政 府 の サ ー ヴ ィス を 改善 す る う えで,

ADP技 術 の 恩 恵 を十 分 に 利 用 す る ことがで きていない,と い うことで ある。 この10

年 に渡 って,連 邦 政府 は,ADP技 術 の利 用 にお け る指導 的地 位 か ら転 落 して,

二,三 の 科学 機 関 を 除 い て は,私 企 業 に 大 き く引 き 離 され て し ま った。 その ひ と

つ の 証 拠 は,GSAの 連邦 政 府ADP明 細 目録 に載 っ てい る装 置 の うち た った32

%が,今 日生 産 され て い るADP装 置 に使 われ てい る技 術 を組 み 入 れ て い るに す

ぎず,残 りの68%は,も は や生 産 され て い な くて,時 代 遅 れ にな りつ つ あ る製 品

か ら成 って い る,と い う事実 で あ る。 それ とは対 照 的 に,私 企 業 で は全 く逆 の様

一21一



相 を呈 してい る。 す な わ ち,そ の 装 置 の74%が 今 日 の技 術 を 取 り入 れ た もの で

あ り,26%だ け が もは や生 産 され て い な い装 置 か ら成 って い る にす ぎな い 。」

彼 は又,「 問題 は ブ ル ックス法 自 体か ら派 生 して い るので は な く,こ こ10年 に

渡 る法 の 履行 の仕 方 か ら出 て い るの で あ る。 ブル ックス法 は 政 府 のADP資 源 管

理 の た め の 秀れ た 概 念 的 法 的 枠 組 を提 供 して い るの だが,そ れ が,政 府 の 全 体 的

ADP資 源 を管 理 運 営 す る こ と よ り も,ADP機 器調 達 シ ス テ ム を履 行 す るた め に ,

主 に,し か も非 効 果 的 に,使 わ れ て い た とい うこ とが,問 題 な の で あ る。」 と言

って い る 。

そ して,今 日 の不 幸 な状 況 を つ ぐ り出 した要 因 と して次 の5つ をあ げ て い る 。

第1に,組 織機 構 の 細 分 化 と,そ の調 整 の 欠 落 の せ い で,ブ ル ックス法 が も くろ

ん だ よ うな包 括 的 なADPリ ソー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ム を 開設 し,コ ン トロ

ー ルす るた めの 行 政 支 部 に お け る効 果 的 な リー ダー シ ップが なか
った こ と。 第2

には,ADP運 営 に関 す る現 行 の 予 算 編 成 方 法が,利 益 を極 大 化 す る こ と を著 し

く阻 み,設 備 の 時 代 遅 れ 化 を助 長 し,調 達 過程 につ き もの の コ ス トや 遅 滞 を悪 化

させ て い る とい う こ と。第3は,政 府 のADP調 達 プ ロセ スは 長 す ぎ,金 が か か り

す ぎ,複 雑 す ぎ る とい う こ と。 第4に,ユ ー ザ ー機 関 が,故 意 に ブル ックス法 に

よ って付 与 され た責 務 か ら解 除 され て しま っ た こ と。 そ して第5に,政 府 のADP

機 器 保 有 量 が増 大 の 一 途 を辿 って い る こ とが 非効 率 を生 ん で い る とい う こ とで あ

る。

そ してCBEMAと して の これ か らg)問 題 に 対 す る勧 告 を提 示 し,管 理 の行 き届

い たADP投 資 計 画 の 重 要 性 を説 い てい る。

マ ク ロスキ ー会 長 が,連 邦 政 府 の 諸機 関 がADP機 器 の 調 達 に 関 し十分な監督権

を有 してい な い と して い るの に 対 し,CCIAの ジ ャ ック ・ビ ドル(JackBiddle)

会長 は逆 の 見解 を示 して い る 。

彼 は,ブ ル ック ス法 力『関 係 機 関 に,経 済 性,性 能,国 家 の安 全 等 を基 準 に した

調 達統 制 機 関(DPA)の 要 求 を満 た す よ う求 めて い る点 を指 摘 し,更 に,GSAは

これ らの諸 規制 を拡 大 解 釈 し,実 質 的 にDPAの あ らゆ る 要 求 を包 み込 んで しまっ
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てい ると述べた。その結果,連 邦政府機関の調達 は全 くの分散化状況 を呈 してい

るとい う訳だ㌔

ブル ックス議員 は聴聞会では終始 ビ ドルの見解 に同意を示 した。議事 の最後 ま

で明示 きれずに残 った問題は,議 会 がどの よ うに政府諸機 関に現在以上の規制 を

加 えるか とい う点だ 。この問題 に勿論密接 な関係 を持 っているが,政 府活動 に鈴

をつけ る過程で,情 報処理産業 にどん な制約が これ以上 課せ られ るか とい った疑

問 も残 され てい る。

(3)オ ン ライ ン ・サ ー ビス 導 入 計 画

連 邦政 府 は,コ ス ト低 減 の た め,商 用 オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス の 集 権 的 導 入 計 画

を従 来 か ら進 めて お り,76年 は や っ とそれ が 実 施 に移 され るに 至 った 。
e

この 計画 の 中心 とな るの は,GSA・ADTSで,パ ッコ リアス 同 局 長 に よれ ば,

この サ ー ビス 調達 契 約 は,あ らゆ る種 類 の リモ ー ト ・バ ッチ お よ び会 話 型 テ レ プ

ロセ シ ン グ ・サ ー ビス,並 び に これ らに関 連 す る教 育 ・訓練,ド キ ュメ ンテ ー シ

・ン,ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ な どの サ ポ ー ト ・サ ー ビス を,GSAを 介 して 連

邦政 府 部 内 に導 入 させ よ う とい う もの で あ る 。業 者 に対 す る契 約 は,期 間 と条件

(例 え ば応 答 時 間 とか サ ー ビス時 間 な ど)を 指 定 す る 「基本 契 約」 と,こ れ に 価

格 の項 目 が加 わ った 「マル チ プ ル ・ア ウ ォー ド契 約 」 とが あ る。

基 本 契 約 あ るい は マル チ プル ・ア ウ ォー ド契 約 を得 た か らとい って,そ れ が 直

ちに具 体 的 な業 務 開 始 を意 味 す る もの で はな い 。 契 約 者 にな った とい うこ とは,

連 邦政 府 の 各 機 関 か ら具 体 的 な テ レ プ ロセ シ ン グ ・サ ー ビス業 務 を 請 負 うこ とが

で き るサ プ ラ イ ヤ ーの リス トに 載 った とい うこ と を意 味 して い るの に す ぎ な い の

だ 。

各政 府 機 関 は,マ ル チ プ ル ・ア ウ ォー ド契約 の 代 りに基本 契 約 に 基 づ い て完 全

な 競争 入 札 に よ って サ プラ イ ヤ ー を決 定 で き るの で あ る。 ま た,各 機 関 は サ ー ビ

ス ・ベ ン ダーの 指 名 発 注 を行 うこ と もで き る が,こ の場 合 は マ ル チ プ ル 契 約 者 リ

ス トか ら選 ば な けれ ば な らな い 。
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マル チ プル ・ア ウ ォー ド契 約 者 リス トの 中 か ら発 注 業 者 を選 ぶ場 合 は,各 機 関

は 「最 低 の シ ステ ム ・ラ イ フ ・コス トで ニ ー ズ を満 して くれ るサ プ ラ イ ヤ ーは ど

こか とい うこ とを決 め る経 済性 評価 」 を しな けれ ば な らな い とGSAは 定 めてい る。

この 場 合,シ ス テ ム ・ラ イ フ ・コス トには 付 随 す るサ ポ ー ト ・サ ー ビス や,必 要

と され る 場合 は コ ンバ ー ジ ョン ・コス トも含 まれ る。

業 者 選 定 に 当 って,GSAが 実 際 に 行使 す る コ ン トロ ー ル権 は,年 間契 約 額 が20

万 ドル あ るい は契 約 業務 額 が50万 ドル以上 の もの に対 す る発 注 前 の 審 査 の み で

あ る。 これ は 最 も適 した 業者 に発 注 され た か ど うか を確 認 す るた めで あ る。 パ ッ

コ リア ス氏 に よれ ば,初 年 度 契 約 の うち80%が この 審 査対 象 に な るであろ うとい

う。

GSAに よ るこ のTSP(テ レ プ ロセ シ ン グ調 達 計 画)の 第 一 号契 約 者 と して,ワ

シ ン トンのCOMNET(ComputerNetworkCorp.)が11月 に発 注 を 得てい る。

このTSPで 最 も影 響 を受 け る とみ られ るの はCSC(ComputerSciences

Corp.)で あ ろ う。 とい うの は,CSCは 全 米 約200ヵ 所 の連 邦 政 府 機 関 に対 し

Infonetサ ー ビス を提 供 して お り,TSPが 完 全 に実施 され た な らば,現 在 のCSC

カ ス トマ ー は少 く と も,他 の サ プ ラ イ ヤー を も考 慮 し な けれ ば な らな くな るか ら

だ 。現 在 のInfonet契 約 は,77年9月30日 で 切 れ るが,そ の 後 もCSCが 引 き

続 き契 約 を獲 得 で き るか を 危 ぶ む向 き も少 くは な い 。

しか しな が らCSCは,当 然 なが ら,強 気 の 見解 を示 して お り,さ らに客 観 的 に

み て もCSCに 有 利 な 条 件 が あ る。つ ま り,GSAが コ ンバ ー ジ ョン ・ コス トも業

者 選 定 の 際の 重 要 フ ァ クタ ー と して定 め てい るこ とで あ る。 か な り大規 模 で か つ

長 期 に わ た る契 約 に 関 しては,コ ンバ ー ジ 。ンを無 料 で 行 う として い るベ ン ダー

もい る とい わ れ るが,少 く と もそ うで な い 契 約 に お い て は,CSCの 圧倒 的優位 に

は 変 化 は あ るま い 。

州 政 府

(1)コ ン ピ ュー タ設 置 状 況
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●

NASIS(TheNationalAssociationforStateInformationSystems)

が ま とめた 最 新 の 調 査 に よれ ば,75年7月1日 現 在,米 国 の州 政 府(50州)に は

合 計599台 の コ ン ピ ュー タが設 置 され て い る。 この うち大型 は159台 で 全 体 の

27%,中 型 が189台 で31%,小 型 は35%,212台 と最 も多 く,ミ ニ コン ピ ュ

ー タは7%の35台 を 占 め て い る
。

この調 査 は毎 年 行 われ て お り,今 回 で6回 目を迎 えた もので あ るが,年e"と の

増 減 の比 較 は,正 確 には行 ない得ない 。これ は,そ の年 に よ り回答 を寄 せ て くる州

の 数 が 異 な って い る た めで あ る。

1973年 と74年 に 回答 して きた45州 の コ ン ピ ュー タの 総 数 は,460台 か ら

452台 へ の 若 干 の 減 少 を みせ て い る。一 方,74年,75年 の 両 年 に報告 を寄せ た

49州 で は,そ の 総 数 は496台 か ら583台 へ,87シ ス テ ムの 増 加 をみ せ て い る。

この うち31シ ス テ ムは,6州 か らの 報告 が 修 正 され た こ とに よ る もの で あ るが,

残 りの56シ ス テ ムは 純 然 と し た設 置の 伸 び とみ る こ とがで き る 。

74年 と75年 を システム規 模 とい う観 点 か ら比 較 す る と,大 型 機 の 伸 びが 著 し

いの が 注 目 され る。74年 で は 全体 の20%,101シ ス テ ムで あ った もの が(49

州),75年 に は 前述 の よ うに,27%, 図 皿一1-9:メ ー カ ー別 に み た 州 政 府

159シ ス テ ム に増 え て い る。小型 機 は,の コ ン ピュー タ設 置状 況

全体 に 占め る割 合 は変 らな か った ものの,-1975.7.1現 在,50州,台 数 比 一

実数 で は35台 の増 加 を示 して い る。

メ ー カー別 で は,や は りIBMが 最 も多

く全 体 の過 半 を占 め て お り,こ れ に次 い

でUnivacが 多 い のが 注 目 され る 。

コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム の導 入 方 法 は,

図 か らも明 らか な よ うに,リ ー スが 最 も

一 般 的で あ る
。71年 か ら74年 にかけて

は,リ ー スの 割 合 の 減 少 傾 向が み られ た

が,75年 は1%と わ ず か なが ら増 加 の 気
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表 皿 一1-2:コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン装 置 お よ び デ ー タ ・エ ン ト リ ー装 置 の 利 用 状 況
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ネ バ ダ 55 179 11 0 36,268 19 0 21 0 0 6,569

ニ ュ ー バ ン プ シ ャ ー 9 107 1 0 1,500 13 0 37 0 0 4,131

ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 225 707 25 4 48,276 309 400 16 16 0 76,045

ニ ュ ー メ キ シ コ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ 33 201 11 0 127 42 6 0 70

ノ ー ス ダ コ タ 8 57 0 2 2,700 8 9 36 0 0 35,000

オ ハ イ オ 123 298 14 0 98,284.55 196 10 245 3 0 58,210

オ ク ラ ホ マ 10 352 15 0 68,023 91 38 19 12 0 13,455

オ レ ゴ ン 179 325 24 2 82,199 102 76 80 20 0 36,433

ペ ン シ ル バ ニ ア 250 933 0 0 155,650 226 607 149 41 0 137,047

ロ ー ド ア イ ラ ン ド 6 37 3 0 5.4 45 0 35 0 0 9.2

サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 10 168 4 2 8,721 143 10 35 41 0 29,111

サ ウ ス ダ コ タ 17 46 6 0 9,990 12 0 23 0 1 5,243
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(注2)216

1

0

40,538

139,411

ユ タ 114 174 0 3 62,911 19 σ 65 8 3 12,344

バ ー モ ン ト 1 55 4 0 11,421 20 0 12 0 0 4,587

バ ー ジ ニ ア 125 0 0 3 21,415 27 507 44 22 0 62,822

ウ エ ス ト ・ バ ー ジ ニ ア 18 163 5 0 40,466 34 0 75 3 0 20,584

ウ ィ ス コ ン シ ン 88 485 13 0 114β14 129 0 118 0 0 37,043

ワ イ オ ミ ン グ 46 28 0 3 43 0 8 8 55

合 計 ・3
,626 11,503 394 161 3,881 2β39 2,969 546 466

・注1… …+は 増 設分 のみ。

一は リプ レース された機器数

・注2… … ス テ ー シ ョ ン 数



配 をみせ て い る。 買取 りに よ る シ ス テ ム導入 は,こ こ3年 ほ ど着 実 な 伸 び を示 し

て い る。一 方,一 部 購入,一 部 リー ス とい う混 合 方 式 は,一 時 増 加 の 傾 向 を みせ

て い たが,74～75年 に か け て は4%の 減少 を示 して い る。

シス テ ム ・サ イ ズ 別 に み た 導 入 方 法 は,興 味 あ るパ タ ー ン をみ せ て い る。 大 型

シス テ ムで は,74年 か ら75年 に か け て リー スが へ り,買 取 りが9%か ら19%

へ と大 き く増加 した 。 中型 シス テ ムで は,リ ー スに よ る導 入 が 若 干 の 増 加 を示 し,

混 合 方 式 は29%か ら20%へ と9%の 減少 をみ せ て い る。

小 型 シ ステ ム で は,リ ー ス め 割 合 は変 らない が,買 取 りの 比 率 が 混合 型 が 減 っ

た分 だ け増 加 して い る。 ミニ コ ン ピ ュー タは,リ ー スが 大 幅 にふ え,買 取 りが 激

減 してい るのが 目立 つ 。 ミニ コ ンに お け る この 大 きな 変 動 が 何 に起 因す るの か は

定 か で は な い 。 あ るい は,設 置 台 数 が翌 年 に修 正 報 告 され た よ うに,次 回の 調 査

で 修 正 され るの か も しれ な い 。

1971

1972

1973

1974

1975

図 皿 一1-10:コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の 導 入 方 法

0 50 100%
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(2)EDP関 連 支 出

EDPに 対 す る支 出の う ち,最 大 の支 出項 目は 人件 費で,こ の 項 目 に解 答 を 寄

せ た28州 の平 均 で は,全EDP支 出の うち52%が 人 件 費 に 費 され てい る。 ハ ー

ドウ ェ アが35%で これ に 次 い で い る。 コ ンサ ル タ ン トに対 す る支 出 も全 体 の6

%を 占 め てい る 。外 部 ソ フ トウ ェ アに対 す る支 出 は1%と 低 い 。

ハ ー ドウ ェア ・コ ス トの 全 支 出 に 占 め る割 合 は,74年 と比べ る と2%程 度 の 減

少 とな ってお り,ま た,72年 と73年 が41%を 占 め てい た こ と を比 べ る と,減

少 傾 向 は 明 らか とな る。 さ らに,75年 に回 答 を寄せ た28州 で は,76年 の 予 算

に 占 め るハ ー ドウ ェ ア ・コス トの 割 合 は さ らに減少 す るで あ ろ うと して お り,ハ

ー ドウ ェ アの 占 め る割合 の 減 少 は 定 ま った 方 向 で あ るとみ る こ とが で き よ う。

これ は,① コ ン ピュー タ ・ハ ー ドウ ェアの統 合化,② 管理 の 改 善,③ リー ス や

購 入 に よる調 達 方 法 の 改革,そ し て④ 給 与 上 昇 に よ る人件 費 の増 大 な どの 結 果 で

あ る 。

各 州 の予 算 は 年 毎 に増 大 して お り,EDP予 算 総額 も必然 的 に増 大 し て い る。

ソ フ トウ ェ ァ

モ鵠 その他
コン21,

th↓タント(6%

9,44

6%

図 皿 一1-11:EDP支 出の 内訳(28州)

ソ フ トウ ェア

4,902

(1%)

(単 位:1000ド ル)

75年 度 実 績

支出総額:3億4298万4000ド ル

人 件 費

204,544

(50%)

ハ ー ドウ エア

136,785

(34%)

(単 位:1㎜ ドル)

76年 度 見込

支 出総額:4億971万5000ド ル
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報 告 が あ った28州 の,州 予 算 に 占 め るEDP予 算(高 等 教 育 を除 く)の 割 合 の 平

均 は0.62%で あ るが,州 に よ るバ ラ ツキは 大 き く,最 大2.27%か ら0.39%ま で

にわ た って い る。

EDP予 算(高 等 教 育 を除 く)の 州政 府 予 算 に 占 め る比 重 を よ り正確 にみるため

に,州 政 府 に よ って 実 際 に使 わ れ た 資金 との 割 合 をみ る と,75年 予 算 に お け る

EDP予 算 の 割 合 は,O.62%か らO.83%へ と増 え る 。 こ の州 政 府 に よって実 際 に

使 われ た 資金 とは,州 政 府 予 算 か ら,地 方 政 府 へ の 交付 金 を引 いた もの で あ る。

人 件 費は,75年 のEDP支 出 の52%を 占めて お り,50州 で は 合 計3億2,500

万 ドル～3億5,000万 ドル に 達す る と推 定 され る。 要員 は,同 じ く50州 で43,000

人 に の ぼ って い る 。

コ ンサ ル タ ン トに対 す る コス トは,比 較 的一 定 して お り,人 件 費 の 重 要 な 関連

費 目で あ る。75年 実 績 お よび76年 見 込 み に お い て,コ ンサ ル タ ン ト支 出 は,

EDP予 算 の約6%を 占 め て い る。

コ ンサ ル テ ィ ングの 導 入 が 多いの は,保 健 ・社 会 福 祉,法 律 施行,歳 入,会 計

管 理,ADP管 理 の 各 分野 で あ る。75,76年 を比 較 す る と,最 後 の2項 目の 増

大 が 目 につ くが,こ れ は 情 報 シス テ ム が今 後 と も州 の あ らゆ る管理 部 門 に おい て

重要 性 を増 して い る こ との 証 拠 で あ る。
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メー カー に対 す る評価

カス トマー ・ロイ ヤ ル テ ィ調 査

この 調 査 は,米 国 の調 査 会 社IDC(InternationalDataCorp.)が 例年 行 な

ってい る もの で,米 国主 要 コ ン ピュ ー タ ・メー カ ーの顧 客 の 移 動 状 況 を調べ て い

るユ ニ ー クな もの で あ る。 今 回で10回 目 を迎 え,75年 の 状 況 と76年 の 予 測 を

ま とめ てい る 。 この 調 査 は,

①IDCの デ ー タ ・フ ァイ ル に基 づ き,75年 お よび76年 に 単一 あ るい は 複 数

の メ ー カーか らコ ン ピ ュー タ を導 入 した,あ る い は 発注 し た ユ ー ザ ーに 関 して 行

な われ た。

② 米 国 内ユ ーザ ー お よ び米 国 籍 メ ー カーの み に 限 られ て い る。

③ 汎 用 コ ン ピ ュー タの み を調 査 対 象 と し,そ の取 得方 法 は 考 慮 して い な い 。

④ 数 字 は 設 置 場 所,シ ス テ ム数,シ ス テ ム価 格 をベ ー ス と してい る。

⑤ 従 来 か らの コ ン ピ ュー タ を導 入 して い た ユ ー ザ ー(設 置 場 所)の み を対 象 と

し,初 導 入 の 場 合 は 別 に分 析 して い る。

な どの 限 界 を伴 な っ てい るが,競 争 相 手 か らどの 程度 の カ ス トマ ー を獲 得 し た

か,あ るい は 逆 に どの 程 度 自分 の 顧 客 を横 ど りされ た か な どが 明 らか に され て お

り,ユ ーザ ーが 現 在 の シス テ ム,ベ ンダーに対 し,ど う評 価 してい るか を知 る一 つ

の 足 が か りを提 供 し てい る とい え よ う。

(1)概 要

今 回 の 調 査 で 現 れ た全 体 的 な特 徴 的傾 向 と して は,

①IBMは そ の 堅 実 な ロ イ ヤル ・ベ ース を基 盤 に増 々競 合 力 を強 めて お り,一 方

その 他 の メ ー カ ーの 勢 力 は その 製 品 ライ ンや カ ス トマ ー ・ベ ー スの 変 転 に応 じ て

盛 衰 を繰 り返 して い る 。
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② 過 去 の投 資 が 足 跡 とな って,CPUベ ン ダ ーの転 換 は増 々難 か しくなってい る

の で,有 効 な ロ イ ヤル テ ィ調 査 は,ユ ーザ ーが 周 辺機 器,ソ フ トウ ェ ア ・パ ヅケ

ー ジ
,さ らには 代 替の デ ー タ処 理 方 法 を選 択 す る局面 な どを も含 め て考 察 す べ き

時が きて い るの か もしれ ない 。

と い う こ とで あ った 。

ま た,ベ ン ダ ー毎 にみ た 主 な特 徴 として,次 の こ とが あ げ られ る。

・シ ング ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ トを対 象 とした ロ イ ヤル テ ィで はIBMが1975年

も首 位 を保 ったが,1976年 にはBurroughsに 追 抜 か れ た 。 また 金 額ベ ー ス で見

た ロ イ ヤル テ ィ ・ラ ンキ ングでは,IBMは この4年 間 に4位 か ら2位 に上 昇し好調

さ を裏 付 け て い る 。

・非IBMユ ー ザ ー を対 象 と した ロイ ヤ ル テ ィで はBurroughsが 依 然 トップ を

占 め て お り,1976年 に は4つ の カテ ゴ リー の 内3つ でIBMを 抜 き去 った 。Bur-

roughsは また,新 規 に獲 得 した サ イ トと ロ イヤ ル ・サ イ トの 両 部 門 の 設 置 金 額

で 驚 異 的 な伸 び 率 を示 した 。

・Univacは シ ン グル ・ベ ン ダ ー ・サ イ トの ロ イヤ ル テ ィと競 合 力 で 着 実 に 上

昇 カ ー ブを えが い て お り,金 額 ベ ー スで も1974年 以 来 赫 々た る戦 果 を あ げ てい

る。 今 後 もこの ま ま推 移 す る もの と思 わ れ る 。

・NCRは 製 品 ラ イ ンの 幅 を極 力 抑 えて い るの で,た と え殆 ど全 部 の カテ ゴリー

で 変 化 に乏 し くて もカ ス トマ ー ・ベ ー スの 安 定 性 は変 らな い 。 同社 の 新 モ デ ル,

Criterionシ リー ズの 発 表 は,カ ス トマ ー の ロ イ ヤ ル テ ィを維持 す る効 果 を あげ

て い る。

・既 存 機 種 の 回収 期 を迎 え しか もそれ らが 中 古 コン ピ ュー タ市 場 で 必 ず し も好

評 裡 に 迎 え られ て い ない の で,Honeywel1の 場 合 は問 題 が 多 い 。だが 固有 ユ ーザ

ー の 僅 か な 部分 が 移 行 しよ う と して い るだ け な の で,ロ イ ヤ ル テ ィ自体 に は 目立

った 変動 が な い と解 釈 出来 よ う。

・そ の 他 の 本体 メ ー カー の場 合,標 準 的 な ロ イ ヤル テ ィの面 で 防 備力 に 欠 け る

が,競 合 力 の 点 で 徐 々に点 数 をか せ い で い る。DECの シス テム ー10がIBM360
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を,そ してSinger-10がIBMSystem/3を リプ レ ースす る傾 向 が 見 て とれ る。

設 置 ベ ー ス全体 を見 渡 した 時,移 行 傾 向 は依 然 続 い て い る と言 え よ う。 米 国 の

ユ ー ザ ー ・サ イ トの4分 の1弱 が と もか くメイ ン フ レ ーム の転 換 を選 ん で い る。

中 に は,中 古 コ ン ピ ュ ー タ市 場 で 探 し出 した 旧型 のCPUを 購入 してそれ までのCP

Uに 替 えてい る と こ ろ もあ るが,大 部 分 の ユ ー ザ ーは 新 シス テ ム の 改 良 され た 価

格 性能 比 に着 目 して移 行 を行 な って い る よ うで あ る。

(2)シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ ト

シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ ト とは,単 一 の メ ー カ ー か ら シ ス テ ム を 導 入 して い

る ユ ー ザ ー ・サ イ トの こ と で,こ れ に 対 し,複 数 の メ ー カ ー か ら シ ス テ ム を 導 入

し て い る ユ ー ザ ー は ミ ッ ク ス ト ・サ イ ト と 呼 ば れ る 。

表H-1-3は シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ ト ロ イ ヤ ル テ ィ を ま と め た も の,

そ し て 図 皿一1-12は67年 か らの ロ イ ヤ ル テ ィ ・プ ロ フ ィ ー ル を ま と め た もの で

で あ る 。

図 皿 一1-12:シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ トの ロ イ ヤ ル テ ィ ・プ ロ フ ィ ー ル
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(3)金額 ベ ース で み た ロイ ヤ ル テ ィ

金 額 ベ ー スで み た ロ イ ヤル テ ィ とは,年 末 の ロ イ ヤル ・サ イ トの シス テ ム価 格

を,各 年 当初 の カ ス トマ ー ・ベ ー ス と比 較 した もの で,こ の カ ス トマ ー ・ベ ー ス

には年 初 に 当該 ベ ン ダ ーが 関 与 して い た 全 サ イ トが 含 まれ てい る。 す な わ ち これ

は,ロ イ ヤ ル ・ベ ー ス に どれ だ けの金 額 が と どま った か,あ るい は そ れ に よ りど

れ だ け の 金 が生 み 出 され た か を示 す 指標 で あ る。

また,全 サ イ トに お け るベ ン ダ ーの設 置 シス テ ム価 格 の 変動 全体 を概 観 した も

の が金 額 ベ ー ス で の競 合 力 で,こ れ に は年 初 に 当 該ベ ン ダ ーが 関与 して い なか っ

た"転 移(Crack)"サ イ トが 含 まれ て い る。

1975年 に ライバ ル ・メ ー カ ーの装 置 を導 入 した ミ ックス ト ・サ イ ト(い わ ゆ

る 「ノ ンロ イ ヤ ル」 に分 類 され る)の 場 合,そ の 設 置 シス テ ム価 格 は分 母 と分 子

の双 方 に投 入 され る 。 この サ イ トは 当該 ベ ンダ ーの シス テ ムの全部ではな くその一

部 を撤去 した と ζ うだ 。 つ ま り,ノ ンロ イ ヤ ル ・サ イ トで 撤去 され る シ ス テ ムが

多 い ほ ど,当 該 ベ ンダ ー の設 置 シス テ ム価 格 は 低 くな る わ け だ 。一 方,ア ップ グ

レー ドに 当 って ラ イ バ ル ・メ ー カーの シ ス テ ム を導 入 し た ノ ンロ イ ヤ ル ・サ イ ト

を多 くか か え るベ ン ダ ー ほ ど,算 定 公 式 で よ り大 きな 負 担 を課 せ られ る こ とに な

る 。勿 論 こ うした ノ ン ロ イ ヤ ル ・サ イ ト数 の増 加 は 他 の プ ラ ス要 因 の 効 果 をそ れ

だ け減殺 す るわ け だ 。逆 に ミ ックス ト ・サ イ トで ア ップ グ レ ー ドの 選 択対 象 に な

れ ば,当 該 サ プ ラ イ ヤ ー にはプ ラ ス効 果 が 出 る。

IBMに 対 す る カ ス トマ ーの ロイ ヤル テ ィは相 変 らず 高 く,370/138,148の

設 置 が現 在 の ペ ー ス で進 め ば,当 然 競 合 メ ー カー は,IBMの 高 率 の ロイヤルテ ィ

持 続 を覚 話 しな けれ ば な らな い。 た だAmdahlとItel両 社の プ ラ グ ・コ ンパ テ

ィブルCPUに よ る進 出 や,未 導 入 サ イ トへ の他 メ ー カ ーの接 近 は,従 来 の メ イ ン

フ レー ム局 面 の転 換 よ り大 き な ウ ェー トを 持つ もの と思 わ れ る。CPU以 外の分野

,つ ま りタ ー ミナ ル,プ リン タ,マ ス ・ス トー レ ッジ ・メモ リな どの カス トマ ー

・ロイ ヤル テ ィにっ い て は,巨 人IBMと 言 え ど もアキ レス腱 は あ る。

初 導 入 ユ ー ザ ー の分 析 で はIBMのSystem/3と32が 他 メ ー カー を圧 倒 して
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壷 皿 一1-3:シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ トの ロ イ ヤ ル テ ィ

他 社か ら

獲得 した

カストマー

(1)

他 社 へ流

出した

カストマー

(2)

自社 へ毒

発注 して

きた

カストマー

(3)

ロ イヤルテ ィ(%)① カス トマー獲得

/減 少 状 況 ②

(%)1973年 1974年 1975年 1976年

実 績 実 績 予 測※ 実 績 予 測 1973年 1974年 1975年 1976年

Burroughs

HIS

NCR

Univac/気CA

そ の 他 ①

87

36

20

37

50

17

57

42

42

8

150

148

206

126

17

90

85

88

61

37

89

80

81

70

56

91

73

85

85

60

90

72

83

75

68

93

57

82

84

SS

41

7

-7

-22

SS

43

2

-14

-15

SS

42

-10

-9

-3

SS

60

-14

-11

17

SS③

小 計

IBM

230

109

166

173

647

1846

80

94

79

94

82

92

80

91

77

91

4

-1

2

-1

8

-3

8

-3

合 計 339 339 2493 90 90 89 88 87 一 一 一 一

〈注〉
(3)

① ロ イ ヤ ル テ ィ ー

(2}+(3)

(1)一(2)

② カ ス トマ ー 変 動 状 況 一

②+(3)

③ サ ン プ ル が 少 な い た め デ ー タ を

示 せ な い 。

※1975年 実 績は,、2,832サ イ トのサ ンプルを

ベ ースに して算定 した。(1974年 の場 合は

3,356サ イ ト)1976年 の 予測値 は,621サ イ

トのサ ンプルを ベースとして推算 した。

(1975年 の 予測 値の場合773サ イ トであった。)
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表11-1-4:金 額 ペ ー ス か ら 見 た ロ イ ヤ ル テ ィ と 競 合 力

ー

ω
O
ー

1975年 金 額 ベースで見 た 競 合 力 ② 1975年

平 均 システム価格

設 置ベース
ロイヤルテ ィ ①

(単 位:1000ド ル)

僧位1100万 ドル) 1972年 1973年 1974年 1975年 1976年 1972年 1973年 1974年 1975年 1976年 撤 去 追 加

IBM 2,517 1.02 1.07 1.21 1.22 1.36 α05 010 0.24 0.25 040 600 900

Burroughs 188 0.99 1.29 1.34 1.46 1.25 α38 0.60 α63 079 0.57 550 750

HIS 267 1.00 1.08 1.21 0.98 0.87 0.30 0.27 0.40 003 一 〇.02 550 700

NCR 91 1.09 1.15 1.04 1.00 1.12 0.06 0.20 α08 α05 α21 250 300

Univac 281 0.76 α94 1.16 1.10 1.48 一 〇
.16 0.00 0.26 0.24 0.39 400

1

750

その他 153 α90 0.89 α97 1.16 0.90 一〇〇2 α08 α13 α58 0.27
・

550 950

〈注 〉 各年末
における ロイヤル ・サ イ トの シス テム価 格の合計

① 一

各年 初めに おけ る当該 メー カーに よる設置 シス テム価格の合計

(各 年末の システム価格 の合 計)一(各 年 初めの システ ム価格の合計)

② 一

各年初めにおけ る当該メー カーに よる設置 システム価格の合計

(EDPIndustryReport77-1-21)
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お り,BurroughsのB1700やB700が 健 闘 し て い る 。IBMのSystem/32は,

エ ン ト リー ・レ ベ ル で は 最 もポ ピ ュ ラ ー な シ ス テ ム と し て 好 評 を 博 し て い る よ う

だ 。

直接 的 評 価

サ プ ライ ヤ ー に対 す る評 価 を直接 求 め た調 査 もあ る 。

米 国 の調 査 会 社DataproResearchCorp.カs例 年 行 って い るユ ーザ ー評 価 調 査

が それ で あ る。76年 の 調 査 は,前 回 と同 じ く6月 に 行 わ れ,ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ

トウ ェ ア,お よ び サ ポ ー ト体 制 な ど に対 す る評 価 が 調 査 され た が,今 回は,汎 用

コン ピ ュー タ と と もに小 型 ビジ ネ ス コ ン ピュー タお よび ミニ コ ン ピ ュー タ に対 し

て もその 評 価 が 求 め られ て い る。

(1)汎 用 コ ン ピュ ー タ

汎 用 コ ン ピ ュー タ に 対 す るユ ー ザ ー評価 で は,1,765件 の 回答 が 得 られ,合

計2,095台 の コ ン ピュ ー タに 対 す る評価 が 寄 せ られ た 。 この結 果 を メ ー カ ー毎 に

ま とめ た の が表 皿一1-5で あ る。

今 回 の 調査 で新 た に 登場 した 興味 あ る シス テ ムは,Amdahl470V/6,DEC

System-20そ してUnivac90/30で あ る。 中 で もAmdah1は,今 後 の プ ラ ・コ

ンCPUサ プ ライ ヤ ー の動 向 を予 想 す る上 か ら も注 目 され る と こ ろだ った 。調査 時

点 で 設 置 が 明 らか とな って い た470V/6は15シ ス テ ム,調 査 に 回答 を寄せて きた

の は こ の う ち40%の6件 で あ ったか ら,そ の 評 価 は か な り全 体 を反 映 して い る

とみ る こ とが で き よ う。

調 査 に よれ ば,470V/6の ユ ー ザ ーは,特 に オ ペ レー シ ョンの容 易 性,メ ン

テ ナ ン ス ・サ ー ビス に対 し高 い 評 価 を 与 えて お り,全 体 的 な 満 足度 で はDEC・,

Xeroxに 次 い で 高 い 評 点 と な って い る。 な お こ の評 点 は4を 非 常 に満 足,1を 不

満 とす る4段 階 評価 に よ る もの で あ る。

DECは,前 年 に 引 き続 き全 体 的 満 足度 で メ ー カー中 最高 の 評 価 を受 け てい る。

注 目さ れ る新 シス テ ム,DECSystem-20は,回 答 件 数 が わずか2件 で あ り,

一37一



表 皿 一1-5:汎 用 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム に 対 す る ユ ー ザ ー 評 価

ー

ω
o◎

ー

メ ー カ 一 名 Burrou一 Control Digital Honey一

加重平均 Amdah1 ghs Data Equip一 wel1 IBM NCR Univac Xerox 平 均

によるユーザー評価 ment

全 体 的 満 足 度 3.2 3.0 3.0 3.7 2.9 3.1 2.8 3.1 3.4 3.1

オペ レーシ ョンの容易性 3.8 3.6 3.4 3.9 3.1 3.3 3.6 3.3 3.8 315

本 体 の 信 頼 性 3.2 3.0 2.8 3.8 3.3 3.5 3.4 3.3 3.8 3.3

周 辺 機 器 の 信 頼 性 3.0 2.5 2.6 3.5 2.8 3.1 2.9 2.8 2.9 2.9

メ ンテナンス ・サー ビスの迅 速 性 3.8 2.9 3.4 3.5 3.0 3.3 3.7 3.3 3.3 3.3

メンテナンス ・サー ビスの効 率 3.7 2.6 3.2 3.3 2.8 33 3.5 3.1 3.2 3.2

技 術 サ ポ ー ト 3.3 2.3 2.8 3.1 2.7 2.5 2.5 2.8 2.6 2.7

オペ レーテ ィング ・シス テ ム 2.6 3.6 3.0 3.6 3.0 3.0 3.4 3.1 3.7 3.2

コンパ イラ お よび アセ ンブラ 2.6 3.2 2.9 3.3 3.0 3.0 3.0 3.0 3.4 3.0

アプ リケー ション ・プログラム 2.5 2.9 2.4 2.5 2.7 2.6 2.7 2.3 2.6

プ ロ グラ ミングの容易性 3.2 3.5 2.8 3.9 3.0 2.9 2.8 3.1 3.2 3.2

コ ン バ ー ジ ョ ン の 容 易 性 3.4 3.0 2.7 3.7 2.6 2.6 2.7 3.0 3.0 3.0

(注)4.0が 最 高の4段 階 評価



ユ ー ザ ー ・ベ ー ス を代 表 す る とは 言 い 難 い が,評 点 は ほ とん どの 項 目で4と い う

最 高値 を マ ー ク した。DECは この 他 に も,オ ペ レ ー シ ・ンの 容 易 性,本 体 の 信 頼

性,周 辺 機器 の信 頼 性,プ ロ グ ラ ミン グの 容 易 性 の 各 項 目で も各 メ ー カー 中最 高

の 評 価 を得 て い る。

な お 回答 して きた ユ ーザ ー の メ ー カー別 内訳 は次 の 通 り:Amdahl6件(6台)

Burroughs130件(156台),CDC43件(72台),DEC22件(26台),

HIS117件(138台),IBM1,257件(1,449台),NCR60件(71台),

Univac113件(146台),Xerox17件(31台)。

② 小型 ビジ ネ ス ・コ ン ピ ュ ー タお よび ミニ コ ン ピ ュー タ

この 調 査 に 回 答 して きた の は758ユ ーザ ー,コ ン ピュー タの 数 は1,738台 で あ

った 。 コ ン ピ ュー タの モ デ ル は65種 類,ベ ン ダ ー数 は26社 以 上 に達 して い る。

ア プ リケ ー シ ・ン も多 岐 にわ た って い るが,ビ ジ ネス ・デ ー タ処 理 が 最 も多 く,

全 体 の6割 以 上 とな って お り,22%の デ ー タ通 信 が これ に次 い で い る。 そ の 他

の主 な アプ リケ ーシ ・ンをみ る と,科 学 技 術計 算 が20%,リ ア ル タ イ ム ・コ ン ト

ロ ー ルが15%,デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン トが12%,そ の 他19%と な って

い る 。合 計 は100%を 軽 くオ ー バ ーす るが,こ れ は2つ 以 上 の アプ リケ ー シ ョン

で 使 われ て い るのが 多い た めで ある 。 ま た,ビ ジネ ス計算 が過 半 を 占 め て い るの

は,System/3,32,B1700,Century50～151な どの小 型 ビジ ネ ス ・ コ

ン ピ ュー タが含 まれ て い る た めで あ る 。

これ らコ ン ピ ュー タ ・シス テ ム に対 す る評 価 をま とめたの が 表 皿一1-6で あ

る 。 しか しな が らこれ は,汎 用 コ ン ピ ュー タの 調 査 に比 べ て も,全 ユ ー ザ ー ・ベ

ー ス に 対 す る回 答件 数 は非 常 に小 さ く,し た が って ユ ーザ ーの 意 見 を正 確 に反 映

して い る とは 言 い 難 い 。 これ らの デ ー タは む し ろ,当 該 メ ー カー が どの 分 野 に 強

くま た どの 分野 に弱 い か,を 知 る うえで の 一 つ の 参 考 デ ー タ と して 用 い るべ きで

あ ろ う。特 に ミニ コ ン ピュー タは,使 わ れ る ア プ リケ ー シ ョンに よ る適 ・不 適 が

あ った り,OEM,シ ステ ム ・ハ ウ スか らの 供 給 や他 メー カ ー製 周 辺 機 器 の接 続

もあ た りま え の こ とで あ る た め,こ の 点 は 注 意 が 必 要で あ る。
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表11-1-6:小 型 ビ ジ ネ ス コ ン ピ ュ ー タ お よ び ミニ コ ン ピ ュ ー タ に 対 す る ユ ー ザ ー 評 価
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プライバ シ ー保護 をめ ぐる動 き

1974年 末の米国議会は1974年 プライバ シー法案を通過 させ た。 その起 爆剤

とな ったのは ウ オーターゲー ト事件 であ り,政 府 に よる個人情報の無節操 な収集

であ った。 この法案は,そ れまで に提 案 され た公正な情報活動に関す る原則の多

くを具 体化 した ものであ り,連 邦政府 に次の様 な業務を要請 してい る。

1)個 人 情報 シス テムの全ての登録 。

2)個 人が 自分に関す る情報 が どの よ うな形で フ ァイルに収 め られてい るか を

知 る手段 の確 立 。

3)連 邦政府 関係 フ ァイル中の個人情 報に正確 さを要求す る手段 と,個 人 およ

び フ ァイル管理者間の紛争 を解決 す る手 続の確立。

4)本 人の承諾 な くして組織 間で個人情報 を共有す ることを制限す る措置。

5)人 事 データの正確 さを保 証す る措置 の採用。

6)連 邦,州 お よび各地方政府 に よる社会 保障番号の乱用禁止。

1974年 プライバ シー法 は単な る一里塚 で あ って,決 してセキ ュ リテ ィや プラ

イバ シーを扱 う最初の立法措置 ではない。勿論最後の ものでは ない。現在で も,

刑 事司法制度 に関連 した プライバ シー法や連 邦活動 に従事す る民 間企業 を対象 と

したデータ保護 法があ るし,州 議会 の多 くは沢 山の関係法案 を審議中だ。

米 国の プライバ シー保護に関す る76年 の動 きを概観 し,将 来への展望 をはか っ

てみよ う。

76年 の 動 き

1976年 の 幕 明 け は,Honeywe11社 が2月3～5日,3月16～18日,5月

4～6日 の3回 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム ・セ キ ュ リ テ ィと プ ラ イ バ シ ー に 関 す る

共 同 セ ミナ ー を 開 い た こ とか ら始 ま っ た 。 民 間 企 業,政 府 関 係 者,同 社 の コ ン ビ
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ユ一 夕,セ キ ュ リテ ィ専 門 家 の3者 が,StanfordResearch研 究 所 との 共 同 作

業 で 用 意 した 実例 を も とに討 議 を重 ね た 。 また2月 に はDPMAが,連 邦 及 び 州 両

レベ ルの 立 法 関 係 者 に,プ ラ イバ シ ー保 護 調 査 委 員会 の 調査 結 果 が 公 表 され るま

で,民 間分 野 を適 用 範 囲 とす る プ ラ イバ シ ー法 案 の 立法 化 は見 合 せ るべ きだ と公

式 に 要 請 し た 。DPMAは,事 実 が 明 らか に な った 時生 じる必 要 性 だ け が 法 制 化 の

根 拠 と な り得 る と主 張 した 。

一 方ADAPSOは その プ ライ バ シ ー及 び セ キ ュ リテ ィに関 す る特 別 委 員 会 を通

じて,プ ラ イ バ シ ー とセ キ ュ リテ ィの 包括 的 分野 を連邦 政 府が 先 取 りす る こ と に対
,/

して支持 を与える声 明 を出 した 。ADAPSOの ジ ェロ ー ム ・L・ ドレイ ヤ ー(Jer-

omeL.Dreyer)副 会 長 は,「 デ ー タは,自 動 車,ハ ー ドコ ピー,電 話 回線 を介

した 電 子 イ ンパ ル ス等 様 々な 形式 で 州境 を越 えて その個 人 デ ー タが 伝 送 され るの

を禁 ず る よ うな州 法 は,我 々 と して は 耐 え 難 い もの だ」 と語 ってい る。

6月 にはDPMAが プ ライバ シ ー諸 法 案 に 対処 す る ガ イ ドライ ンを刊 行 し た。ま

た プ ライバ シー保 護調 査 委 員 会(PPSC)は,大 統 領 と議会 に1974年 プ ライバ

シ ー法 の 規 定 に従 って,「 連 邦 税 納 税 申告 書 の 機 密 保 護」 と題 す る レ ポ ー トを送

付 し た 。

6月 下 旬,Battelle社 のColumbus研 究 所 は,コ ン ピ ュー タ ・デ ー タの セキ

ュ リテ ィ とプ ライ バ シ ー に関 す る調 査 を と りま と めた 。 この調 査 は,金 融機 関 の

コ ン ピ ュー タ ・オ ペ レー シ ョン に係 わ る プ ラ イ バ シ ーの 所 要 条件 と総 合 的 な シス

テ ム ・セ キ ュ リテ ィ を取 り扱 って い る。 も う一 つ の 調 査 は,オ ハ イ オ州 の犯 罪 記

録 シス テ ム に お け るプ ライ バ シー とセ キ ュ リテ ィを検 討 した もの だ 。

PPSCは6月10～11日 に,ロ サ ンゼ ル スで 民 間の 診 療 機 関 の記 録 保 管業 務 を

対 象 と した 公聴 会 を 開 いた 。 また 同 委 員 会 は11月11～12日,首 都 ワ シ ン トン

で,教 育 機 関 の 個 人 デ ー タ保 管 業 務 に関 す る公 聴会 を開 い た 。 これ らの 公聴 会は,

10月7～8日 に ロ サ ン ゼ ル スで 持 たれ た 公聴 会 の延 長 上 に あ る もの だ 。 その

主 要 テ ー マ は,家 族教 育権 とプ ラ イ バ シー に 関 す る法律(1974年)が 小 中 学 校 の

記 録 保 管 方 針 と業務 に与 え る イ ンパ ク トで あ った 。公 聴 会 は また12月9～10日
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δ

に首 都 ワ シ ン トンで も開 催 され,雇 用 促進 機 関 の記 録保持 が その論 題 と され た 。

ニ ュ ー ヨ ・一ーク市 のCACIInc.は7月,「 プ ライ バ シー立 法 一そ の コ ン ピ ュー

タ化 され た情 報 へ の 影 響 と将 来動 向 」 と題す る レポ ー トを刊 行 した 。 この 報 告 書

の 中 心 論 点 は,連 邦,州 に お け る プ ラ イバ シー 立 法 化,一 般 的 傾 向,デ ー タ処 理

活 動 へ の 影 響,法 制 化 の準 備 で あ る。 また これ に は,各 州 の 立 法 状 況 と,プ ラ イ

バ シ ーへ の影 響 分 析 の 展 開 法 が 含 まれ てい る。

プ ラ イ バ シ ー とセ キ ュ リテ ィの 問 題 で1年 の 締 め くく りを行 った の はNBSだ 。

同 局 は12月 コー ド化 標 準 を設 定 し,コ ン ピュ ー タ ・デー タの セ キ ュ リテ ィに 重

大 な 一 石 を投 じる こ とに な った。NBSコ!ピ ュ 一 夕科学 技 術 研 究 所 の ル ー ス ・

M・ デ ー ビス(RuthM.Darvis)所 長 は,「 これ は コ ン ピ ュー タ ・デ ー タ を

高度 に保 護 出来 る,そ して一 般 の 利 用 が 初 め て 認 め られ て い る連 邦 標 準 で あ る」

と語 った 。

プ ラ イ バ シー 保 護 委 員 会

プ ラ イバ シー保 護 委 員 会(PPSC)は,

「1974年 プ ラ イバ シ ー 法」 第5条 に よ

り設 立 され,そ の 第5条(b)項 は特 に同

委 に対 して 次 の こ と を要 求 して い る 。

1)本 委 員会 は,連 邦 政 府 機 関,地 方 自

治体,民 間組 織 が 所 有 す る デ ー タ ・バ ン

ク,自 動 デ ー タ処 理 プ ロ グ ラ ム,情 報 シ

ステ ム を調 査 し,個 人 的 情 報の保 護 に 必

要 な基 準 と その 効 果 的 実 施 手 段 を決 定 す

る。

2)本 委 員 会 は,プ ライ バ シー法 の所 要

条件 と原 則が,法 律,行 政 行 為,自 発 的

採用 等 に よ り どの 範 囲 ま で上 記 組 織 の 情

委 員 長:DavidF.Linowes

経 営 コ ン サ ル タ ン トLev-

enthol&Horwath社

副 委 員 長:WillisH.Ware

RandCorp.

委 員BarryGoldwater,Jr

カ リ フ ォ ル ニ ア州 選 出 議

員,

1974年 プ ラ イ バ シ ー 法

起 草 者

Edwardkoch

ニ ュ ー ヨ ー ク 州 選 出 議 員

下 院1984号 議 案 及 び 情
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報活動 に適用 し得 るかを,大 統 領並びに

議会 に勧告す る。 また政府 や社会 の情報

に対 す る正 当な必要性 を満た しなが らも,

同時 に個人の プライバ シーを保 護す る必

要措 置 を決定 し,法 律的な勧 告 を行な う。

同委員会は,そ の職責を果すた めまず

次 の3つ の基本 プ ログラムを策定 した。

①調 査対象組織の記録保管業務 の評価,

② 大多数の組織活動 に共通 した多様 な情

報問題の分析(所 謂 「横 断課 題調査計画」),

③組 織によ る個人 データ利用 に影 響を及

ぼす将来動 向の評価 。

(1)記録保管 業務評価計画

基本3計 画の中 で最 も目立 った活動で

あ り,計 画実行 に当 って14種 の組織 の

記録保管業務 を徹 底的に理解把握す るこ

とか ら着手 された。 これ らの組織 は,'

1974年 プライバ シー法が議会 を通過 し

た時,同 委の調査対象 として推薦 された

もの だ。同委員会は,現 行の連邦 法州 法

が データの乱用か ら十分個人 を保 護 して

い るが,ま た プライバ シー法の所 要条件

と原則 をこ うした組織 をカバー し得 るよ

う法律 的に拡充 され るべ きか 等を考慮に

入れ つつ,ど の よ うな記録保管 業務が各

タイプの組織 に存在 してい るか,あ るい

報 活 動 に 関 わ る プ ラ イ バ

シ ー概 念 を 企 業 等 に 法 的

に 適 用 させ る他 法 案 の 起

草 者

WilliamO.Bailey

AetnaLi‡e&Casual

tyInsuranceCo.社 長

WilliamB.Dickinson

前PhiladelphiaEve-'

ningBulletin誌 編 集

部 長

RobertJennessen

ミ ネ ソ タ 州 議 会 議 員,向

州 の 情 報 プ ラ イ バ シ ー 法

起 草 者,弁 護 士 。

タップ:CaroleW.Parsons

同 委 事 務 局 長,前 大 統 領

プ ラ イ バ シ ー 権 諮 問 委 員

会 事 務 局 副 主 任,保 健 教

育 厚 生省 長官,自 動 個人 デ

ー タ ・シ ス テ ム 諮 問 委 員

会 主 要 ス タ ッ フ 。 な お 後

者 の 諮 問 委 は,「 レ コ ー

ド,コ ン ピ ュ ー タ,市 民

権 」 と 題 さ れ た 所 謂 「H

・E・W報 告 書 」 を 公 表

した 。
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は従来存在 し得 るかについて確定作 業 を

行 った。

この作 業は各 ケースに対 し5日 間 を予

定 し,関 係 機関の出席 を求 める公聴会 と

RonaldL.Plesser

同委 法 律 顧 問,首 都 ワ シ

ン トン地 区前 検 事(公 共

利益 担 当)。

書面に よる意見陳述 を中軸 として実施 され た。公聴会 開催前 に委 員会 スタ ッフは,

関係分野の文献 を検討 し,当 該分野組織の記録保 管業務に精 通 した人 々にイ ンタ

ビューを行 った 。勿論必 要な らば,公 聴会 閉会後追跡調査が同ス タ ッフの手 で行

われた。

調査対象 とな った14タ イプの組織 は次 の通 りだ:① 郵送 リス ト収集機 関及び

ダイ レク ト ・メール販売 業者② クレジ ット ・カー ド発行業者③ 金融機 関④旅 行代

理店(座 席予約 サー ビス)⑤ 保険業者⑥ 診療機関及 び第3者 支払機 関⑦ 消費 者信

用機 関⑧ アメ リカ国税局及 び州 ・地方 自治体の関連税務機関⑨ 住宅供 給支援 組織

⑩教 育機 関⑪統計機関及 び研究組織⑫社 会福祉機 関⑬経営者団体,労 働組合,雇

用促 進機 関⑭1974年 プライバシー法の適用連邦機 関

同委 員会 は,最 初 に民 間組織の記録保管業務 に着 目し,上 記 リス トの8番 目ま

での分野について公聴会 と照会調査 を完了 した。また10月 終 りと11月 初 めに教

育機関,12月 に雇用 促進機 関の記録 につ いて公聴会 を持 った。今後 も引 き続 き残

る分野 について公聴会 を開 くが,第14項 の連邦政府 機関に対す る公 聴会の 形式

は他 と異な るか も知れ ない。ま た州政府 及び地方 自治体の記 録保管 業務 につ いて

は別 に調 査チ ームを組 んでい る。

この活動 に関す る最終報告書は77年6月 に発表 される予定 にな ってい る。

②横断課題調査計画

この大多数の組織活動 に共通 した 多様 な情報課題の分析調査計画 は,正 式の公

聴 会を開催す る方法 を とらず にタスク ・フ ォースを活用 してい る。書類分析,セ

ミナ ー,非 公式 の論議が その活動形態だ。

この計画の基本 的な照会調査 分野は次の3分 野 である。

① 共通の活動 及び基準:プ ライバ シー法 の規制下にない人 々に対す る連邦政府
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機 関記 録 の 公 表 は 如 何 に処 理 すべ きか,社 会 保 障 番 号 や 「広 汎 な識 別 番 号 」 の 利

用 は 如 何,と い った 問 題 が含 まれ る 。

② 既 存の 実 施 体 系:現 行 の連 邦 ・州両 政 府 の 情 報 活 動 と法規 の分 析,公 正 な 情

報 活 動 関 係 法 と提 案 が 示 す基 準 に合 せ るた め民 間組 織 が払 ってい る コ ス トと 自発

的努 力 の 検 討 。

③ その 他 の社 会 政策 目標 に 対す る影 響:連 邦 情 報 活動 自由 法(FederalFre-

edomInformationPracticesAct)と プ ラ イバ シー 法 との 間 に み られ る摩擦

の検 討 。

(3)将来動 向 の 評 価

同 委 員会 は,記 録 保管 活 動 と公 正 な情 報 業 務 に対 す る展 望 の双 方 が 持 つ 将 来動

向 を予 測 す る計 画 を実 施 して い る。 また そ の一 環 と して,1990年 迄 の コ ン ピ ュ

ー タ ・テ ク ノ ロ ジー進 展 状 況 の 予 測 も試 み て い る
。

こ うした動 向 調査 とは別 に,過 去 の 公 聴 会 で組 織 的 な記 録保 管 業務 が 持 つ傾 向

と将 来生 起 す る と思 われ る課 題 につ い て 多 大 の 関心 が払 わ れ た が,こ れ は 起 り得

る乱 用 に つい て 報告 書 中 にか な りの スペ ー ス を さ こ う とす る証左 で あ ろ う。

喧

-

プ ライ バ シー 侵 害 の 例

プ ラ イバ シー保 護 調 査 委 員 会 に よ り,プ ラ イバ シー侵 害 の 具体 的 な例 が い くつ

か 明 らか に され た 。 白 日の 下 に さ らされ た これ らの侵 害 の例 の殆 ん どは,単 な る

偶 発 事故 に よ る もので は な く,む し ろ標準 的 な運 用 手 順 か ら起 ってい る こ とが 明

らか とな ったの で あ る。

2月 末の 公 聴会 で,AmericanExp .ress,SearsRoebuck,BankofAme-

ricaの 各 証 人 は,顧 客 の 料 金 勘 定 に 関 す る情報 を 当事 者 に知 らせ ず に,恒 常 的

に 信用 調 査 機 関,政 府 機 関,民 間 の 弁 護 士 等 に提 供 して い る こ とを証 言 で 明 らか

に した 。

大抵 の場 合 こ う した 情 報 は,そ れ を共 有 して い た企 業 の各 支 店 で 用 い られ た り,

全 く当該 企 業 の サ ー ビスや 販 売 活 動 に 関心 を示 さなか った 潜在 カス トマ ー に ア タ
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ックす る目的で小売 業者や金融機 関によって利用 されていた 。ある銀行関係者は

公聴会 で,銀 行 が貸付 を拒否す る理由は顧客の経済 的状 態よ りむ しろ銀行 自体の

財政状況に依処 す ると前置 きしなが らも,「 信 用調 査機関の持つ個人情報記録 を

見 て,貸 付け(ロ ーン)が 拒否 され ることもあ り得 る」 と語 った。 この種 の拒絶

は個人の信用や名望に係 わる問題だけに重大であ る。更に,資 格 を持 ってい るに

も拘 らず,そ の提供 す る情報が どこに行 ってしまうか判 らない と懸念 して,生 命

保 険や健康保険 に加 入 していない数千 人の証言が,公 聴会 に寄 せ られた。

性病,心 臓発作,精 神科の カウンセ リング等の治療 を受けた患者が,保 険金支

払 請求を申 し立てた場合,そ の関連デ ータが本人の同意な しに散逸 して しま って

い るこ とも多い 。こ うなる と自動車保 険のよ うな まるで無 関係の権利 までが侵害

され ることに なる。

一般市民 に とって未知 の存在で ある連邦政府が ,信 用調査機関の有力な顧客で

あ る事実 も明 らか にされ た。

退役軍人局や市民サ ー ビス委 員会は,信 用調査機 関を利用 して,利 益 を受け る

ための資格,保 証人の適 格性,申 請事項等をチ ェックしてい る。

またFBIや 地方の警察機 関が,裁 判所の命令無 しで長距 離電話記録,信 用調査

報告書などを使用 してい ることも証言 された。

こうした暴 露が重 な り,多 くの組織が個人の プライバシーを保護す る目的で政

策 の修正 を発表 し始 めた。一時,全 国の新聞の経済 ニ ュース欄 を賑 わせた こ とも

あ る。

論議 を呼 ん だFBlの メ ッセー ジ 交換 シス テ ム

FBIの 提 案 した連 邦 政 府 管 理 の メ ッセ ー ジ交 換 シス テ ム も76年 に 白熱 した論

議 を呼ん だ 。

FBIは 司法 省 内 に強 く働 きか け エ ドワー ド ・H・ レ ビ(EdwardH.Levi)司

法 長官 か ら承 認 を得 よ う と した が,大 統 領府の テ レコ ミュニケーシ ョン政 策 局,多

くの 議 員,地 方 の 法 律 執 行 係 官 等 が,地 方 の警 察 の 業務 を も包 摂 す る通 信 ネ ッ ト
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ワ ー クが連 邦 政府 の管 理下 に お か れ て は困 る とい うの で 猛 烈 に反 対 し た。 しか し,

レ ビ司法 長 官 は決 定 を 下す 前 に そ の 職 を離 れ る こ と とな り,こ の問 題 につ い ての

決定 は下 され て い な い。

犯 罪記 録 に対 す る保 護 法 案の 起 草 問題 も論 議 の 的 とな ったが,こ れ も結 論 が 出

ず じま いの状 況 に あ る。

こ との起 りは76年3月 の 連 邦 最 高裁 判 決 に 始 ま る。 この 判 決 で最 高 裁 は,自 分

の逮 捕 記 録 が 悪用 され た と して訴 え てい た原 告 の プ ライ バ シー権 を,"プ ラ イバ

シー権 は連 邦政 府 の 関与 す る もの で は ない"と の 意志 表 示 に よ り,否 定す る判 決

を出 した。 これ に対 し,ジ ョン ・V・ タニ ー(JohnV.Tunny)上 院 議 員(カ リ

フ ォル ニ ア州選 出,民 主 党)は,犯 罪 記 録 の 不 注意 かつ 不 必 要 な 流布 に対 して 個

人 が 唯一 自己 を防御 す る手 段 が 連 邦 法 で あ る と して,自 ら委 員 長 を 努 め る 「憲 法

上 の権 利 に関 す る小 委 員 会 」 に 犯 罪記 録 プ ラ イバ シー法 案 を提 出 した もの 。

最 高裁 は この判 決 で,事 実 上,廃 棄 され てい な い逮 捕 歴 記 録 は有 効 で あ り,警

察 は そ の流 用 に当 って わ ざわ ざ廃 棄処 分 を待 つ 必 要 が な い との意 志 表 示 を して い

る とい え る。現 行 の連 邦 法 で 逮 捕記 録 の プ ラ イバ シ ー とセ キ ュ リテ ィを規 定 して

い る もの にはOmnibusCrimeControlAct(犯 罪 取 締 一 括 法)の 修 正 条 項 が

あ り,ま た法 律執 行 援 助 局(LEAA;LawEnforcementAssistanceAdmims-

tration)へ の予 算 措 置 を規 定 した 法律 の 一 部 条 文 で,こ の 種 の デ ー タ の プ ラ イ

バ シー やセ キ ュ リテ ィは,連 邦 政 府 が バ ックア ップす る機 関 に よ って 最 大限 保 護

され ね ば な らな い と うた われ て い る。

事 件 は,ケ ン タ ッキ ー 州 ル イ ス ビル の エ ドワ ー ド ・D・ デ ー ビス(EdwardD.

Davis皿)が1972年 の ク リス マ ス ・シー ズ ン に800軒 の 商 店 に 回覧 され リス トに

自分 が 「現 役 の万 引 き」 と して 掲 載 され て お り,著 し く名誉 を傷 つ け られ た と し

て 最 高裁 に訴 えて い た もの だ 。LouisvilleCourierJournalandTimes誌

の カメ ラマ ンで あ るデ ー ビス氏 は,1971年6月14日 万 引 きの 罪名で逮捕 された

が結 局 告 発 は取 り下 げ られ た 。 と こ ろが そ の18ヵ 月 後,当 の 回 覧 状 が まわ され た

時 点 で 彼の 逮 捕記 録 が 廃 棄 され て い なか った とい うわ け だ 。 予 審 記 録 に よ る と彼
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に は 全 く前科 は ない 。

この 裁 判 で デ ー ビス氏 は,憲 法上 の プ ライ バ シー権,有 罪確 定 ま で 潔 白 の身 と

し て扱 われ る権 利,何 の 通 告 もな く犯 罪 者 と して ラベ ル を は られ な い 権 利 等 を肩

に,警 察 の過 剰 行 為 を訴 えた 。

裁 判 所 側 は こ の 事件 を司 法 権 上 の 問 題 と して処 分 し,プ ラ イバ シ ー その もの は

市民 権 で も憲 法 上 の 権利 で もない と説 明 した 。 更 に,失 業 とい うよ うな具 体 的 被

害 を 受 け てい な い の で,名 誉 殿 損 として 連 邦 法 廷 で 審 理 すべ き問 題 で もない と突

っぱ ね た 。

こ う した 事件 を背 景 に タニ ー上 院 議 員が 犯 罪 記 録 の プ ライ バ シー保 護 に の り出

した の で あ るが,選 挙 で苦 戦 を強 い られ,彼 の 犯 罪 記 録 プ ライ バ シー法 案 を引 っ

込 め て し ま った 。 とい うの は 「この法 律 が 犯 罪 記 録 へ の ア クセ ス を制 限 す る」 と

判 断 した 選 挙 区 の 新 聞 社 が,圧 力 を か け たか らだ 。

彼 は11月 の 選 挙 でS.1.ハ ヤ カ ワ(S.1.Hayakawa)に 敗 れ,こ の 法 案

の 主 題 が77年 に ど うな るか 宙 ぶ ら りん とな って しま った。

●

州 レベ ルで の プ ラ イバ シー 保 護

州 レ ベ ルの プ ライ バ シー保 護 活動 も徐 々に 活発 化 して お り,公 正 情 報 活動 法 も

ミネ ソ タ,マ サ チ ュー セ ッツ,ユ タ,バ ー ジ ニ ア,コ ネチ カ ッ ト,ア ー カ ンサ ス,

オ ハ イ オ,カ リ フ ォル ニ アの 各 州 で 制定 され て い る。

カ リ フ ォル ニ アの プ ライ バ シー保 護 法 は,民 間 分野 を も包 摂 し た もの で,そ の

規定 に よ る と,個 人 情 報 の 機 械 処 理 シ ス テ ム を有 す る あ らゆ る企 業,行 政 機 関 は,

広 い意 味 で この 範 疇 に入 る シス テ ムの 存在 と利 用 を届 けねば な らず,同 時 に,内

蔵 す る情 報 の 性 格,情 報 を入 手 す る可能 性 の あ る人,デ ー タ ・マ ネ ジ ャ ーの 姓 名,

住 所,電 話 番 号 もそ の届 け 出要 件 の 中 に含 まれ て い る。

企 業 ま た は行 政 機 関 が保 有 す る情 報 の 中 に 自分 の もの が含 まれ てい る者 は,姓

名 又 は社 会 保 障 番 号 で 当該 フ ァイ ル に ア クセ ス出 来 る限 り,5ド ル以 下 の 料金 で

誰 で もそ の情 報 の 「プ リン ト ・ア ウ ト」 を入 手 す る資 格 が あ る,と され て い る。
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個人デー タの当事者が フ ァイル中の情報 に誤 りを発見すれば,彼 は データ ・マ

ネジャーにその旨通報 し,情 報の修正 を要求す ることがで きる。

当該 デー タの本人 とデータ ・マネジャーが要請 された訂正 にっいて 合意に達 し

ない場合 は,そ の個人は100語 以内の ステー トメン トを提示 し,以 後3年 間彼の

フ ァイルの全受領者 にこの陳述書が添付 されねばな らないことにな ってい る。

また,デ ー タ ・パ ンクへの蓄積情報の提供 を求 め られた個人は,デ ータの使 用

法,入 手可能 者,ど の種の法律が当該情報の公開 を当人 に要請す るか,情 報提供

を拒 める場 合の合意要件は何か等 にっいて知 らされねばな らない。

この法案 は,訴 訟手続の開示 に関す る事項だ けでな く司法記録 を も除 外してお

り,社 会保 障番 号やその他の識別数字の使用 に関しては制限を設 けてい ない。

この法案には,民 事,刑 事両分野の罰則が盛 り込 まれていて,無 資格の個人 に

情 報 を提供 したDP従 事者やDP従 事者か ら不 法 に情報を得 よ うとした者 には

5,000F]レの科料 が課せ られ てい る。

第 二 段 階 に入 っ た プ ライバ シー 保 護 問題

プ ラ イ バ シ ーや セ キ ュ リテ ィの 法案 は1975年 に 実体 化 し始 め た 。 技 術 史家 は

恐 ら く,こ の1975年 を,デ ー タ ・セ キ ュ リテ ィとプ ラ イバ シ ーに 対 す る関心 の

第 一 段 階,つ ま り個 人 情報 の 乱 用 を 問題 に す るス テ ップか ら次 の段 階 に移 った年

と して指 摘 す るだ ろ う。

第2段 階で は,我 々は如 何 に して プ ライ バ シー とセ キ ュ リテ ィの セ ー フ ガ ー ド

を実 施 に移 す べ きか が 課題 とな ろ う。

しか し,1974年 プ ライ バ シー 法 が 制定 され,も し本 人 が 連 邦 ・州 政 府 機関で

働 く際社 会 保 障 ナ ンバ ー の 提 示 を求 め られ た ら拒 むこ とが で きる よ うに な った

ばか りで あ るの に,1976年 税 制 改 革 法 は,州 に対 して運 転免許 公布,運 転 手登録,

社 会 補助,特 許 境 界 設 定 計 画 な どで その ナ ンバ ーの 提 示 を 要求 出 来 る 権利 を与 え

返 して しま った とい う破 行現 象 もみ られ る。

1977年9月 に プ ライ バ シ ー保 護 調 査 委 は,民 間 部 門 の個 人記 録保管 に関す る標
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準 を,正 式答 申の形で議会 に勧告す るはず だ。同委 員会が,一 括法案 の形式 でな

く特定分野 の乱用 を矯正す るた めの立法 や自発的同意 を要求 す るとの見方 があ る

が,現 状 では判然 としない。

だが一 つ確 かな ことは,現 行法では誰 が個人情報の所有 者 かという問題 一 当該

本人かあ るいは情報の保有組織か 一 に何の解決 も与えていない事実だ 。
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2.米 国 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業

概 要

コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス産 業 の マ ーケ ッ トは,1975年 の45億 ドルか ら1981

年 には110億 ドル と今 後5年 間 に 実 に2倍 以 上 に達 す るだ ろ う。 この急 速 な成長

に対 して 問 題 とな るの は,ベ ン ダ ーが い か に して熟 練 ス タ ッフを得,育 成 し,確

保 す るか とい うこ とで あ る。1970年 末 の米 国 に おけ る経 済 情 勢,さ らにAT&

TとIBMの 競合 等,不 明 な点 もあ るが,い ず れ に し ろ コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス

産 業 は 図 皿一2-1に 示 した よ うに 今後 急 速 な進 展 を見 せ る こ とは 明 らか で あ る。

メ イ ン フ レ ーム ・メ ー カ ーの熾 烈 な 競 合 状況 もあ って,1981年 に お け る コ ン ピ

ュー タ ・サ ー ビス の マ ーケ ッ トは,最 低見 積 りの90億 ドル,最 大 見積 りの115

億 ドルの間 とな ってい る。なお コンピュータ ・サー ビスは,ユ ーザーが インハ ウス ・コ

ン ビ ュー タへ 移 行 しつ つ あ る傾 向 を見 せ て い る こ とか ら も,新 しい アプ リケ ー シ

ョン ・サ ー ビスが 極 め て 重 要 で あ る。 同様 に,NISに っ い て も,ユ ー ザ ー の イン

ハ ウ ス化へ の傾 向 が 伸 展 を幾分 抑 制 して い る と言 う もの の,バ ッチ ・サ ー ビス か

ら,リ モ ー ト ・バ ッチ ・サ ー ビスへ の移 行 に よ り全 体 と して は充 分進 展 の余 地 を

残 して お り,1981年 の マ ー ケ ッ トは,サ ー ビス産 業全 体 の3分 の1に 達 す る だ

ろ う。

一 方 ,ソ フ トウ ェ ア につ い て言 え ば,ハ ー ドウ ェアの複 雑 化,高 度 化 に伴 い,

ます ます重 要 とな って い るが,効 率 的 ソ フ トウ ェア ・サ ー ビス 体 制 に ま だ 問題 が

あ り,こ れが サ ー ビス 産 業発 展 の 阻害 要因 と もな って い る。連 邦 政 府 は 最 近,内

部 のEDPグ ル ー プ を利 用 す るよ り,む しろ外 部 の コ ン ピ ュー タ ・サー ビス業者を

利 用 す ろ傾 向 が 顕 著 に な って きて い る。

NISは,前 に も述べ た よ うに,幾 分 ス ロー ダ ウ ン して い る もの の,リ モ ー ト
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,

・バ ッチ ・サ ー ビス の台 頭 に よ り決 して将 来 が 暗い とい うの で は な い が ,技 術 的

進 歩,機 密 保 持 等 に つ いて の 強 力 な対 応 策 が望 まれ る。サ ー ビス企 業 に と って の

競 合 相 手 は,イ ンハ ウス処 理 で あ るが,こ れ は,か な り規 模 の 大 きい ユ ー ザ ー に

つ い て言 え る こ とで,し たが って これ か らの メ イ ン ・ターゲ ッ トは 中 規 模 以 下 の

ユ ーザ ー に 向 け られ るべ きで あ ろ う。

バ ッチ ・サ ー ビス お よ び専 門 サ ー ビスは,さ して今 後 利益 を得 る とは 思 え ない

し,ま た 興 味 の あ る分 野 と も言 え ない 。一 方,フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ

ー ビス(FM)は
,今 後NIS分 野 のFMの 進 展 もあ って,お お む ね 有 望 なマ ーケ ッ

トで あ る と言 え るが,こ れ は,金 融 お よび 銀 行 業界 のEDP分 野 に対 す る支 出の増

加 が そ の理 由 とな ってい る 。

1980年 代 の コ ン ピ ュー タ産 業 の 注 目す べ き点 は,ビ ジ ネス お よ び 政 府 関 係 分

野 にお け る音 声 イ ン プ ッ トで あ ろ う。通 信 回線 と コ ン ピュ ー タの結 合 は 今 後 ます

ます 密 接 に な り,多 くの コ ン ピ ュ ー タ部 図ll-2-1:潜 在 コンピュータ ・サービス

門 で な い ス タ ッフが,コ ン ピュー タに ア

クセ ス す る可 能 性 が 追求 され るだ ろ う。

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス ・ベ ンダ ーは,

この こ と も含 め,ま た メ イ ン フ レー ム,

タ ー ミナル お よ び周 辺機 器 等の ハ ー ドウ

ェアの 急 速 の 変 化,複 雑 化,高 度 化 に対

処 して い く必 要 が あ る。

(噌{立}偲 ド ノレ)

!5.0

7

㌘

い α・

1

50

・マーケ ットの 成 長

(1975-1981)

1975

Al

モー ドお よ び タイ プ別 サー ビス に よ る
B

コ ン ピ ュー タ ・サー ビス市 場

A・IBM進 出

図 皿 一2-2に 示 した よ うに,コ ン ピ

ュー タ ・サ ー ビス産 業 は,今 後 年 平 均16

%の 割 合 で成 長 す るが特 に,NISお よび

ソ フ トウ ェア製 品 サ ー ビスは,平 均 成 長

A

B

年

9761977197819791980198]

IBM進 出
ノフトウェアの完全なアンパノ ドリング

インハウス化
規制
経済の停滞
マーケフト状況に対するベンダーの反応不足

・ソフトウェアの完全な アンバンドリング

・イ ン ハ ウス化

B・ 規 制
・経 済 の 停 滞
・マ ーケ ッ ト状 況 に対 す るベ ン ダー

の 反 応 不足
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率20%以 上 と極 め て高 い 数字 を示 し て 図il-2-2:モ ー ド別 コ ンピュータ ・サ

い る。NISの 成 長 は 高 い もの の,ベ ン ダ

ー は常 に 業界 を リー ドす る立 場 で 技 術 的

リー ダー シ ップ をベ ー ス と して特 に中 堅

企 業 ユ ーザ ーに対 す るサ ー ビス に力 を入

れ る必 要 が あ る。

フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・ サ ー ビ

ス は,1981年 に は1975年 の約2倍 の

売上 を 示 す だ ろ うが,こ れ は,金 融 お よ

び 銀行 業 界 にお け る業界 向FMサ ー ビス の

増加,政 府 との 契 約 継 続 な どが 原 因 とな

って い る。

図n-2-3に 示 した よ うに,専 用 ア

プ リケ ー シ 。ンは,処 理 サ ー ビス の う ち

で 極 めて 高い 成 長 率 を今 後5カ 年 に対 し

一 ビス に よ る マ ー ケ ッ ト(1975～1981)

1

ドル

些o
]ρ00 ≡

ぴ000 璽
≡

9000 ㎜1'
L540

aoOO 旧lm

ア000

2580

ぴ000

竺

0

0000∩‥4っ3

鯉一ー一瓶

頭

至
剛
ぷ

∨ 目
皿]
口

OOOl

㌍
褒

:;、

彪 3β00
吻
口

U20
uoo

19751976

冒 専門サーピ・

田田z㌶;《

Eコ バ。チ・tiービ・

吻 字 ㍑ 、

口Nls

1981年

用 語 の 定 義

NIS=ベ ン ダ ー 側 の セ ン ト ラ ル ・ コ ン ピ ュ ー タに よ り,デ ー タ ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワ ー

ク を介 し て ユ ー ザ ー 側 に 設 置 され た タ ー ミナ ル を 通 じ て 処 理 サ ー ビ ス を 行 う ネ ッ ト ワ ー ク ・

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス 。 この サ ー ビス に は モ ー ド別 に イ ン タ ラ ク テ ィ ブ,リ モ ー ト

・バ ッ チ,デ ー タ ・ベ ー ス な ど が あ る 。

フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト:ユ ー ザ ー の デ ー タ 処 理 機 能 の 全 て あ る い は1部 に 対 す る,長 期 契 約

(通 常 少 な く と も1年 以 上)に よ る マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビ ス 。

こ の サ ー ビ ス に は.ユ ー ザ 側 に 集 中 し た オ ン サ イ ト ・ベ ー ス と コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ラ イ ン

sを 介 し て 行 う リ モ ー ト処 理 機 能 を ベ ー ス と し た2種 類 が あ る
。

ソ フ ト ウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト:ユ ー ザ ー が イ ン ハ ウ ス で 使 用 す る た め に 購 入 も し く は リ ー ス す る ソ フ

ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ の こ と で,OS,ユ ー テ ィ リ テ ィ,ラ ンゲ ー ジ ・ル ー チ ン 等 メ ー カ ー

に よ っ て 提 供 さ れ る もの,さ ら に こ れ ら の シ ス テ ム の 機 能 を 増 加 し,他 の 機 能 も付 加 し た,

デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン トな ど の シ ス テ ム ・パ ッ ケ ー ジ と汎 用 も し く は 専 用 の ア プ リ ケ

ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ の2種 類 が あ る 。

専 用 サ ー ビ ス:EDPシ ス テ ム ・コ ン サ ル テ ィ ン グ,シ ス テ ム ・ デ ザ イ ン お よ び プ ロ グ ラ ミ ン グ,

そ の 他 の プ ロ フ ェ シ ョ ナ ル ・サ ー ビス を指 す 。 こ の サ ー ビス に 対 す る 支 払 い は 時 間 と ジ ョ ブ

に 対 し て 行 う も の で,固 定 料 金 もあ る 。

■

令

一54一



図 皿 一2-3:サ ー ビ ス ・タ イ プ 別 コ ン ピ ュ ー タ 処 理 サ ー ビ ス ・マ ー ケ ッ ト

β

㌔

専 用

アプ リケー ション

11億9,000万 ドル

(37%)

ユーティリティ

9億7,000万 ドル

(31%)

ユーティリテ ィ

20億8,000万 ドル

(26%)

専 用

アプリケーション

34億3,000万 ドル

(44%)

1975年 総 額:31pmg,OOO.万 ドル

1981年 総 額:78億1,000万 ドル

(注)・ ン ピ 。 一 タ処 理 サ ー ビス とはNIS,・ ・ッチ … シ リ テ ・ ・マ ネ ジ メ ン トの合 言+を い う・

て示 して い るが,汎 用 ビジ ネ ス計 算 も平均 的 な成 長 率 を示 す だ ろ う。 したが って,

サ ー ビス ・ベ ン ダ ーは,業 界/ア プ リケ ー シ ョン/ユ ーザ ー規 模 を ベ ー ス とし た,

アプ ロ ーチ を マ ーケ ッ トに対 して 行 って い く必 要 が あ る。 この意 味でADP,Tym-

share,SBC等 は 成 功 し た と言 え るだ ろ う。汎 用 ビジネス計 算 に つ い て言 えば,

今 後 小型 ビジ ネ ス分 野 に対 す るサ ー ビス を 強化 す る こ とが 重 要 で,一 方 ユ ー テ ィ

リテ ィに つ い ては,現 在 で も,コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ スの売 上 の ソー ス とな る の

は,こ の 分 野 で あ る こ と,ま たNISに お け るユ ー テ ィ リテ ィの 重 要 性 か ら今 後

と も重要 な 役 割 を演 じ るで あ ろ う。

●

ユー ザ ー 規 模 別 に み た コ ン ピ ュー タ ・サー ビス 市 場

・図ll-2-4に 示 した よ うに,小 規 模 ユ ーザ ーが コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス 業 界

の最 大 の ユ ー ザ ーで,特 にEDPの 導 入 を 新た に 考 え て い る企 業 が 有 望 で あ る 。こ

れ らの 企 業 はNISお よ び バ;チ ・サ ー ビスの ク ラ イ ア ン トとな る一 方,大 規 模 ユ

ー ザ ーは ,企 業 内 オ ン ライ ン ・シス テ ム の形 成 等EDP分 野 の イ ン ハ ウス 化 が 今

後 ます ます 進 む こ とか ら,コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス分 野 の 利 用 率 の 成 長 は さ し て

望 め ない だ ろ う。
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業 界 別 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス ・マ ー ケ ッ トの 推 移図 皿 一2-5

業 種
一 「

年 ユ ー ザ ー 支 出

2004006008001,0001,2001,4001,6001,800百 万 ドル

業 種 年 ユ ー ザ ー 支 出

2004006008001,0001,2001,4001,6001,800百 万 ドル

個別製品製造業

75

76

78

81

lIIll..1. 1

教 育 事 業

75

76

78

81

.`IIll`Il
-100

-117

-153

.220

.660

761

997

1,570

プロセス製造業

75

76

78

81

405

460
.595 小 売 業

75

76

78

81

222

255

364
.570910

運 輸 業

75

76

78

81

一126

-143

197

315

卸 売 業

75

76

78

81

331

377
「502

710

公 益 事 業

75

76

78

81

208

242

335

463

.

連 邦 政 府

75

76

・625

'700

78

81

978

1,622

銀 行 お よ び

金 融 業

75 775

州 お よ び
地 方 政 府

75

76

78

81

198

226

298

495

95476

78 1,3231
,970

81

保 険 業

75

76

78

81

352

389
'

486 サ ー ビ ス 業

75

76

78

81

・213

257

394

710 655

医 療 産 業

75

76

78

81

230

.270

367

610

その 他 の産業

75

76

78

81

215

249
'342

490

合 計

75

76

78

81

1,0002.0003,0004,0005,0006.000-7000&0009,0001α00011,000百 万 ドル1'び..JlI

5,400

1.'

4,660

7,331
'

11,310

G
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∂

図 皿一2-5に は 業界 別 の コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス業界 マ ーケ ッ トの 展 望 を示

した が,こ れ を見 て も明 らか な よ うに,各 業 界 に お け るマ ーケ ッ ト ・サ イ ズ が

業 界 の サ イ ズは 異 な づて い なが ら殆 ん ど変 らない こ とは 驚 くべ き事 実 で あ る 。 こ

れ は,各 業界 にお け るサ ー ビスの 利 用 が,特 定 の サ ー ビス に集 中 した 形 とな って

い る こ とが 多 い こ とが 一 つ の要 因 とな って い る。 したが って,業 界 向 けの 特 定 サ

ー ビス以 外 の サ ー ビスに 対 して,サ ー ビス ・ベ ン ダー は 目を 向 け るべ きで あ ろ う。

表 皿一2-1に 米 国(1部 カ ナ ダ を含 む)に お け る大手 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ

ス ・ベ ンダ ー につ い て 紹 介 した 。

図 皿 一2-4:ユ ーザ ー規 模 別 コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス マ ー ケ ッ ト

小規模

13億7,000

万 ドル

(29%)

中 規 模 超大 規模

8億1,500万10億9・500万 ドル

ドノレ(23%)

(18%)

1975年 総 額:46億6,000万 ドル

大 規模

20億9500万 ドル

(19%)

小 規 模

32億7,000万 ドル

(29%)

超 大規 模

23億300万 ドル

(20%)

1981年 総 額:113億1,000万 ドル
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表 皿 一2-1大 手 コ ン ビU－ 夕 ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ー (売 上:1000万 ドル以上)

会 社 名 所 在 地 代 表 者

APPLIEDDATA Route206CenterPrinceton JohnR.Bennett

RESEARCH,Inc. NewJerseyO8540

'

(President)

AUTOMATICDATA 405Route3 FrankR.

PROCESSING,Inc. Clifton,New.JerseyO7015 Launtenberg

(President)

BOEINGCOMPUTER P.O.Box708 RワWTharrington

STRVICES,Inc. Dover,NJO7801 (Presi「dent)

CONTROLDATA 81.0034thAvenueSouth WilliamC.

CORPORATION Minneapolis,Minnesota55420 Norris

(ChairmanandPres一

ident)
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一

'

コ ン ピ ュ ー タ

サ ービス関連 最新決算状況 サー ビス内容,そ の他

要 員 数

200 売 上:12,500,000ド ル ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ サ ー ビ ス の う ち

∂
(75年12月 決 算) 80%が シ ス テ ム ・ソ フ ト ウ ェ ア

/内 コ ン ピ
ュ ー タ ・ 、 ・主な システム製品

サ ー ビ ス －AUTOFLOW
●

、10,000,000ド ノレ!
－ROSCOE(リ モ ー ト会話型OS)

一1 .IBRARIAN(人 事 フ ァ イ ル)

6,500 売 上:188,000,000ド ル
'

・独 立 系 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ド ス 最 大 の ベ ン ダ ー

(76年6月 推 定) ・バ ッチ ・サー ビス(85%)お よ びNIS(15%)

・処 理 サー ビスには給与 計算 ,受 取勘定,支 払勘定,在 庫

管理,財 務 サー ビス等多岐に わたる。

・設置 コ ンピュー タ(各 地域の処 理 センターに設置)

－IBM360お よ び370
,55台(こ の う ち370シ リ ー

ズは約10台)

－DECPDP10
,12台;PDP8,90台

－Burroughs4700 ,2台,Honeywell2200,3台,

UNIVAC418,3台

3,500 売 上:132,000,000ド ル ・主な製品およびサ ー ビス

(75年12月 推 定) －MAINSTREAM:リ モ ー ト・コ ン ピ ュ ー テ ィン グ ・サ

一 ビス ・ネ ッ ト ワ ー ク

－REACT:デ ー タ ・マネ ー ジメ ン ト ・シ ステ ム(MAINS -

TREAMネ ッ トワ ー クを通 じて 利 用 可 能)料 金7,500ド ル

ーSSDM:シ ス テム ・ソ フ トウ ェ ア開 発 お よ び メ ンテ ナ ンス

ー そ の 他 各 シ ス テ ム ・パ ッ ケ ー ジ多 数

・主 な 設 置 コ ン ピ ュ ー タ:IBM370/168…3台
,IBM

370/165,IBM370/158…3台 他

12,000

(コ ンピュータ ・

サ ービス部 門)

売」二:1,246,369,000ド ノレ

(76年12月 決 算)

・SDSMをCDCの 中 に サ ー ビ ス 部 門 と し て 設 け コ ン ピ ュ

ー タ ・サ ー ビ ス を行 っ て い る が
,こ の サ ー ビ ス の 中 に は

Cyber-netお よ びSBCが 主 な も の で あ る 。

・CYBERNETサ ー ビス:CDCのCyber70
,170,6000

シ リーズを 用 い た ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビス

・SBC:IBMと の 訴 訟 に よ る 示 談 の 結 果 得 た
。 こ れ を通

じ タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス お よ び ソ フ ト ウ ェ ア ・

サ ー ビ ス を 行 っ て い る 。

・極 め て 多 くのCDCの コ ン ピ ュ ー タ を 世 界 各 国 に 設 置 し

て い る 。
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会 社 名 所 在 地 代 表 者

COMPUTER 650NorthSepulveda WilliamR.

SCIENCES・ BoulevardEISegundo, Hoover

CORPORATION Calif.90245 (Chavimanand

President)

CINCOMSYSTEM, 2300MontanaAvenue TomeNies.

Inc. Cincinatti,Ohio45211 (ChiefExecutive

Officer)

・

COMSHARE 3001SouthStateStreet RichardL.

INCORPORATED

「
AnnArbor,Michigan48106 Crandall

(President)

ELECTRONIC 7171ForestLane H.RossPerot

DATASYSTEMS Dallas,Texas (Chairmanofthe

CORPORATION BoardandChiefEx－

. ecutiveOfficer)

GREYHOUND GreyhoundTower OlieSwanky

COMPUTER Phoenix,Arizona85077 (President)

CORPORATION
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コ ン ピ ュ ー タ

サー ビス関連 最新決算状況 サー ビス内容,そ の他

要 員 数

7,196 売 上:219,910,000ド ル ・米 国 最 大 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ー

(76年4月 決 算)
・NIS(INFONET)(22%),フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ー ジ

メ ン ト ・サ ー ビ ス(20%),専 用 サ ー ビ ス(特 に ソフ ト

ウェア)(58%)と 多 領 域 サ ービスをカバーす るマル

チ ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ー

・政府関係の プロジェク トが多 く(63%),INFONETサ

一 ビスも行っているが
,INFONETは 現 在1400の カ ス トマ

一を保有

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ:10台 のUnivac1108,1台 のIBM

360/195

305 売 」二:15,500,000ド ノレ
・ デ ー タ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンお よ び デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ

(76年9月 推 定) ン ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジの 売 上 が 全 体 の90%

以上を占めてい る。

・ソ フ ト ウ ェ ア 製 品 と し て は:

・TOTAL:デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ー ジメ ン ト・シス テ ム

・Environ/1:オ ン ラ イ ン,テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ コ ン

トロ ー ル ・パ ッ ケ ー ジ

・その 他 コ ンサ ル テ ィン グに す る ソ フ トウ ェア ・サ ー ビス

300 売 上:12,312,478ド ル ・主 サ ー ビス はNISで そ の 他 ソ フ ト ウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト ・

(75年6月 決 算) サ ービスお よび専門サ ー ビスがあ る。

・同社の主サ ービス

－COMPASS:専 門 会計 サービス(現 在60社 以 上 の会

計専門会社が ユーザー)

一4 .1.1.シ ス テ ム=電 話 会 社 用 の ト ラ フ ィ ッ ク ・ マ ネ ー

ジ,装 置 等 の コ ン ト ロ ー ル ・シ ス テ ム)

－PRO/FILES:ス キ ル ・ イ ン ベ ン ト リ ー を 含 め た 人

事 マ ネ ー ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム

3,660 売 」二:123,896,000ド ノレ
・主 サ ー ビ ス 分 野 は フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト・EDS

(75年6月 決 算) は特にFM分 野 の リーデ ィング企業であ る。

・業界向けとしては最近特に医療分野からめ売上が増加し

て い る 。

800 売 上:56,000,000ド ル
・ バ ッチ

,NIS,フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジメ ン ト,デ ー タ ・エ ン トリー

(76年12月 決 算) な ど幅広い サー ビスを行 ってい る。

㍗ヨコ ン ピ ュ 一 夕 ー 、 ・その他 第3者 リースの サー ビスを行 ってお りIBM360シ リーズ の

サ ー ビス 最大の リース会社 であ る。

、10,000,000ド ソレ,
・同 社 は 最 近IBMコ ンパ チカ レの テープ とか ディス ク ・ドライ ブ
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会 社 各 所 在 地 代 表 者

HEALTHAPPLICATION 1633BayshoreHighway RobertE.
.

SYSTEMS Burlingame,.California・94010 Abrams

(President)

INFORMATICS 21031VenturaBoulevard Dr.WalterF.

Inc. WoodlandHills,California Bauer

91364 (President)

THEINSCOSYSTEMS 3501StateHighwayNo.66 FrancisB.

CORPORATION Neptune, .NewJerseyO7753 Wadelton

(President)

INTERACTIVE 486TottenPondRoad JackA.Arnow

DATACORPORATION Waltham,Massachusetts (President)

02154
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コンピュー タ

サー ビス関連

要 員 数

最新決算状況 サー ビス内容,そ の他

の製作に乗 り出した

・IBM360シ リーズの127Cの コ ンピュータを保有 して

い る。

1β00 売 上:36,000,000ド ル

(75年9月 決 算)

・医 療 分 野 に 対 す る 専 用 の デ ー タ処 理 サ ー ビス お よ び フ ァ

シ リ テ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ ー ビス を 行 っ て い る。

・設 置 コ ン ピ ュ ー タの 主 な もの は:

IBM370/]58,IBM370/145,IBM360/30S,40S

計4台

1,800 売 上:57,000,000ド ル

(76年12月 決 算)

・種 々 の サ ー ビス を 幅 広 く 行 う マ ル チ ・サ ー ビス ・ベ ン ダ

ー で あ る
。

・主 な ソ フ ト ウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト

ーMARKIV(デ ー タ ・マネ ー ジメ ン ト)

-INTERCOMM,BETACOMM,MINICOMM(3つ

と も テ レ プ ロ セ ッ シ ン グ ・モ ニ タ ー)

-LIFE-COMM皿(生 命 保 険 会 社 向),ACCOUN-

TINGIVそ の 他

・ タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス の 実 施

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ:IBM370/158,2台

1,118 売 上:29,200,000ド ル

(75年12月 決 算)

・バ ッ チ ・サ ー ビ ス;70%,ソ フ ト ウ ェ ア サ ー ビ ス30%

・保 険 会 社(ContinentalInsurance社)か ら の ス ピ ン

オ フ に よ り 同 業 界 向 け の 専 用 サ ー ビス に 強 い 。

・ コ ン ピ ュ ー タの 時 間 貸 。

・設 置 コ ン ピ ュー タ

ーIBM370/1586台 －IBM360/50S
,2台

－IBM360/67-IBM360/30S
,4台

－IBM370/115

300

人以 上

売 上:12,000,000ド ル

(75年12月 決 算)

・NIS(80%),ソ フ ト ウ ェア ・プ ロ ダ ク ト(15%) ,

専用 サー ビス(5%)

・主 な サ ー ビ ス製 品

－CPS:財 務 関 係 分 析 シ ス テ ム

ーANALYSTICS:財 務 サ ー ビ ス(株 式 市 場 向 け)

-XPORT:投 資 分 析 専 用 ア プ リケ ー シ ョ ン

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ:IBM370/168,IBM370/135,

DECPDP-llS,2台

¶
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会 社 名 ・ 所 在 地 代 表 者

ITELDATA 3CorporateParkDrive WilliamH.Bird

SERVICES WhitePlains,NewYork10604 (President)

KEYDATA 20WilliamStreet 1..Edwin

CORPORATION Wellesley,Massachusetts Donegan,Jr.

02180 (President)

MANUFACTURING 320NorthMain KennethR.

DATASYSTEMS, AnnArbor,Michigan48103 Stephanz

Inc. (President)

、

MARTINMARIETTA 300EastJoppaRoad BarryD,Rowe

DATASYSTEMS Baltimore,Marryland21204 (President)

`
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コ ン ピ ュ ー タ

サ ー ビス関連 最新決算状況 サー ビス内容,そ の他

要 員 数

950 売 上:25,900,000ド ル ・パ ッ チ ・サ ー ビス(67%),NIS(33%)

(75年12月 決 算) ・NISの 主 な 使 い 方 は イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・モ ー ドで あ る 。

・ア プ リケ ー シ ョ ン ・サ ー ビス は 主 と し て 中 小 規 模 ビ ジ ネ

ス向であ る。

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

－IBM370/155,4台

－IBM360/40
,7台

－IBM360/30

－Burroughs5500

275 売 上:13,477,823ド ル ・ タ イ ム シ ェ ア リ ン グ を ベ ー ス と し たNIS

(75年7月 決 算)
・ア プ リケ ー シ ョ ン(汎 用 ビ ジ ネ ス 分 野)

一財 務 レ ポ ー ト

一 オ ー ダ ー ・ エ ン ト リ ー

.

一購売管理 システム

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

－DECPDP-10-UNIVAC494S

230 売 上:11,583,000ド ル ・コンピュータに よる製 造業向けNCテ ー プの作成(タ イ

(75年8月 決算) ム シ ェ ア リ ン グ ・ベ ー ス)

－COMPACT皿:NC用 コン ピュータ ・ランゲ ージ(ソ フ トウ

エア ・パ ッケージ)

－ACTIONCENTRALWITHCOMPACT皿:ミ

ニ コ ン ピ ュ 一 夕 お よ びCOMPACTnソ フ トに よ る タ ー

ン ・ キ ー ・ シ ス テ ム

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

－DECPDP-11/45S,数 台,DECPDP-10,

－XDS940S,5台

1200 売 」二:1,053,366,000ド ノレ
・フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト,NIS,ソ フ トウ ェア ・プ ロ ダ ク ト

(800 (75年12月 決算) お よ び 専 用 サー ビス を 行 う マルチ ・サー ビス ・ベ ンダー

inU,S,)
〆 、

内 コ ン ピ ュ ー タ ・ ・売上 の約半分 が親会社 に対す るサー ビス

サー ビス ・ アプリケー ション で はMAS ,モ ジュラー ・アプ リケー ション ・シ

43,0001000ド ル 推 定
、 ノ

ステム がIBMの インハウス用 として有名。

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

－IBM370/168S,2台 －IBM370/135

－IBM370/158S,2台 －IBM360/50

－IBM370/445-CDC6500

、
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会 社 名 所 在 地 代 表 者

MULTIPLEACCESS 885DonMillsRoad JohnO.

LIMITED DonMillis,Ontario McCutcheon

M3CIW2Canada (President)

・

NATIONALDATA OneNationalDataPlaza GeorgeW

CORPORATION CorporateSquare Thorpe

Atlanta,Georgia30329
(Pre§ident)

、

NATIONALCSS, 542WestportAvenne RichardH.

INCORPORATED Norwalk,ConneticutO6851 Orenstein

(Chairmanofthe

Board,Director)

'

」

ON-LINESYSTEMS, 115EvergreenHeights JohnT.Godfrey
,

Inc. DrivePittsburgh.Pennsylvan一 (Chairmanofthe
. ia15229 Board)

'
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コンピュー タ

サ ー ビス関連

要 員 数

最新決算状況 サー ビス内容,そ の他

500 売 上:35,993,000ド ル

(76年3月 決 算)

・米 国 ,カ ナ ダ を 含 め,NIS,ソ フ トウェア ・プロダク ト,バ

ッあ 専 用 サ ー ビ ス な ど を 行 う マル チ ・サービス ・ベ ンダーで

あ る。

・主 な サ ー ビ ス お よ び ア プ リ ケ ー シ ョ ン

ーFIPAC:財 務 プ ラ ン お よ び コ ン ト ロ ー ル ・シ ス テ ム

ーCOMPAID:ネ ッ ト ワ ー ク ・ シ ス テ ム

ーAMECO:メ タルお よび コンク リー トに 関 す る デ ザ イ ン

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

・IBM370/168S
,2台 －CDC6600,6500,Cyber

72,1700-UNIVAC494S,3台

1β00 売 上:32,946,000ド ル

(76年5月 決 算)

・専 用NISの 提 供

・多 くの 専 用 ア プ リケ ー シ
ョ ン

ー ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド ・ オ ー ソ ラ イ ゼ ィ シ
ョ ン

ー 銀 行 預 金 お よ び バ ラ ン ス ・レ ポ ー ト ・シ ス テ ム

ー ホ テ ル お よ び モ テ ル の 予 約 シ ス テ ム

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

ーUnivac494S
,3台 －UNIVAC9400S,2台

－BurroughsB-6700

606 売 上:35,603,000ド ル

(76年2月 決 算)

・年 間 売 上 の91%がNIS
,残 りは バ ッ チ処 理 お よ び 専

門 サ ー ビス

・主 な サ ー ビ ス

ーTSSサ ー ビ ス

ー ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス:財 務 関 係
,デ ー タ ・ベ

ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン トな どの カ ス トマ ー 向 け プ ロ グ ラ

ム 開 発 サ ー ビ ス

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ:-IBM370/168 -IBM36(レ/673台

－IBM370/158
,2台

一 そ の 他IBM360シ リー ズ

250 ラ……」二:11,957,027ド ノレ

(76年4月 決 算)

・主 と し てNIS(90%)
,そ の 他,フ ァシ リテ ィ ・マネージメ ン

トお よ び ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ー ビ ス な ど

・主 製 品

一 〇LIVER:デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・ シ ス

テ ム

ーOSCAR:プ ロジェク ト・スケ ジ
ュー リング お よ び コン トロール

・システム

ーFMS:財 務 モ デ ル ・ シ ス テ ム

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ:-DECPDP10S
,12台,

-DECPDP11/45S ,22台

一67一



会 社 名 所 在 地 代 表 者

OPTIMUMSYSTEMS

Inc.

2801NorthwesternParkway

SantaClara,CA95051

s

StanleyL.

Neeley

(President)

RAPIDATA,Inc. 20NewDutchLane

Fairfield,NJO7006

RobertJ.旬.

0'Brien

(President)

TYMSHARECORPORATION 2705ValleyGreenDrive

Cupertino,California95014

'

TomO,Rourke

(President)

UNITEDCOMPUTING

SYSTEMS,INC

2525WashingtonKansas

City,Missouri64108

G.JackLorenz

(President・)

UNIVERSITYCOMPUTING

COMPANY

i

7200StemmonsFreeway

Dallas,Texas75247

FrankL.

Harry

(President)
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コ ン ピ ュ ー タ

サー ビス関連 最新決定状況 サー ビス内容,そ の他

要 員 数

1,050 売 上:26,500,000ド ル ・主に連邦政府,地 方 自治体 ,医 療分野,金 融,保 険分野

(75年7月 決 算) に 対 す るNISお よ び バ ッ チ ・サ ー ビス を 行 う。

・主 サ ー ビス 製 品

－GEMUNIS:汎 用 地方 自治体情 報 システム(給 料計算
,

一般元帳)

－MICS:製 造 業 向 情 報
,コ ン ト ロ ー ル ・シ ス テ ム

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ

－IBM360/65S
,2台 コBM370/158S,2台,

－IBM370/168S,2台

287 売 」二:14,772,314ド)レ ・完 全 なNISベ ン ダ ー

(75年12月 決 算)
－RAPIDLINK:ユ ー ザ ー がRAPIDATAの ネ ッ トワ ー

クを通 じて,HOSTの 使 用 を行 う。

－RAPIDVOICE:タ ッ チ ・ トー ン電 話 に よ る イ ンプッ

トと音声に よる応答

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ:-IBM370/158-DEC1070 ,2台

一 且oneywel1437
,13台 －DEC1080

1,500 売上:56,442,669ド ル ・主 と し てNIS(65%)そ の 他 バ ッ チ ・サ ー ビ ス(20%)

(75年12月 決 算) フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジメ ン ト(20%),ソ フ トウ ェ ア ・サ

一ビス(5%)な どのサービスも1部 行な ってい る
。

一同社のTymnetは 全 米90ヵ 所(ノ ー ド)を 結 ぶネ ッ

トワ ー ク で,そ の 他 ロ ン ド ン,パ リ,日 本 な どに も 進 出

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ はHOSTと し て ど の ノ ー ドか ら も接

続可能でIBM370シ リ ーズな ど合計約40台

●

500 赴:22,000,000ド ノレ

(75年12月 決 算)

・殆 ん ど がNIS(97%)で
,わ ず か3%が ソ フ トウ ェ ア ・

プ ロ ダ ク ト分 野 の 売 上

・主 製 品:

-FORESIGHT:財 務 モ デ ル お よ び マ ネ ー ジ メ ン ト ・

レ ポ ー ト用 ビ ジ ネ ス ・ プ ラ ニ ン グ ・ ラ ンゲ ー ジ

ーFORETAX:連 邦
,州 等 の 各 種 税 金 用 シ ス テ ム

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ:-CDC6600
,2台 －CPC6500,

-CDC3300
,2台,-CDCCyber174,175

-IBM360/65
,-Honeywell1648

1,200

(米 国 内)

2,030

(海 外)

売 上:80,369,000ド ル

(74年12月 決 算)

・事 務 計 算 お よ び 技 術 計 算 向NISお よ び ソ フ ト ウ ェ ア ・

プ ロ ダ ク ト ・サ ー ビス

・UCCの 製 品 は 銀 行 分 野
,科 学 技 術 計 算,商 用 分 野 の3

デ ィ ビ ジ ョ ン よ り サ ー ビ ス が 行 わ れ る。

・設 置 コ ン ピ ュ ー タ ーIBM370/155-Univac1108S

5台,-IBM360/65,2台 －CDC6600

一69一



産 業別 コン ピュー タ ・サ ー ビス利用状 況

(1)個 別 製 品 製 造 業

リモ ー ト ・コ ン ピ ュー テ ィン グ ・サ ー ビスは,中 小 規模 企 業 の バ ッチ ・サ ー ビ

スか らの 移 行,特 に在 庫 管 理 とか 生 産 管 理 へ の利 用 に よ って今 後 大 きな発 展 が期

待 で き る。 こ の業 界 の 中 で も,運 輸 機 械 製 造 業 は,イ ン タ ラ クテ ィ ブ ・サ ー ビ ス

と して の 大手 ベ ン ダ ーで あ るGE,Tymshare,Cyphernetics等 の大 きなクライ

ア ン トとな ってい る。

専 用 アプ リケ ー シ ョンは,NCと かCAD(UCC,NCSS,MCAUTOな ど)な ど,

この 業界 で は有 望で あ る 。 フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トは,こ の 業 界 で は さ して

重 要 で あ る とは言 えな い 。 とい うのは,殆 ん どの 製 造 業 者 は,そ の 工 場 を多 くの

地 区 に 分 散 して い るた め,集 中 した フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビス を受

け る こ とが 困難 だか らで あ る。

バ ッチ ・サ ー ビスは,か っ て汎 用 ビ ジ ネス 分野 で 非 常 に 多 くの 売 上 を得 て い た 。

特 に小 規 模 企 業 に対 す る会 計処 理 とか 給 与計 算 な ど,殆 ん どの バ ッチ ・サ ー ビス

ベ ン ダ ーの 製造 業 に お け る売 上 は10～20%に 達 して い た と言 え る。 しか し,最 近

の バ ッチ か らNISへ の 移 行,ま た イ ンハ ウス 化の 傾 向 は,バ ッチ ・サ ー ビ ス の

衰 退 を物 語 って い る。

ソ フ トウ ェア ・プ ロダ ク トにつ い て は,ア プ リケーシ ョン ・パ ッケ ー ジが 小 規 模

企 業 に対 す るサ ー ビス と して 今 後 有 力 な分 野 とな るが,シ ス テ ム ・パ ッケ ー ジの

急 速 な進 展 も見 逃 す こ とは で き ない 。 し たが って,ソ フ トウ ェア全 体 の伸 び は 極

め て有 望 と言 え る 。専 門 サ ー ビスは,シ ス テ ム ・プ ラ ニ ン グ,サ ポ ー ト機能 の 提

供 等将 来 性 が あ る と言 え る。
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(2)プ ロセ ス 製 造 業

プ ロセ ス 製 造 業 とは,あ る工 程 を経 て最 終 製 品 を製 造す る加 工 業 の こ とを指 す

が ・ この 業界 の 代 表 的 な もの と して は,食 料 品 お よ び石油 関 連 産 業 が あ る。

NISは,石 油 関係,化 学,ド ラ ッグ業 界 に お け る科 学 技 術 計 算 分野 で 大 きな

売 上 を得 て い る。 食 料品 関係 で は,モ デ リン グ とか 生産 計 画 な どORの 分 野 で イ

ン タ ラ クテ ィ ブ ・モ ー ドで の 利 用 に 対 して 効 果 を発 揮 して い る。

フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トは,他 の どの 産 業 よ り も低 い 率 で あ って この 業 界

で は さ して 今 後 と も関 心 は な い と言 え る。

バ ッチ ・サ ー ビスは,個 別製 品 製 造 業 と同様,中 小企 業 の会 計 計 算 ,給 与 計 算

な ど に お い て 威 力 を 発 揮 し て い た が,こ こで も,や は りNISお よ びイ ンハ ウス

化 へ の傾 向 が み られ,将 来 性 に とぼ しい と言 え る。 しか し,食 料 品 分 野 に お け る

オ ー ダ ー処 理,販 売 分 析 に おい ては,今 後 と も幾 分 可能 性 が あ る と言 え よ う。

ソ フ トウ ェ ア につい ては,ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジは この 業 界 で は,さ

して有 望 とは 言 え な いが,他 産 業 に 比 較 す る と,か な り特 異 な 利用 が見 られ る こ

とか ら,シ ス テ ム ・パ ッケ ー ジに つ い て は 有 力 で あ る。

専 門 サ ー ビスは,個 別 製 品 製 造 業 に 比 較 す る と数 は少 な い が,大 規 模 な シ ス テ

ム開 発 に関 す る コ ン トラ ク トが紙 製造 業 に お け る財務 シス テ ム の 開発 な ど に見 ら

れ る。

全体 的 にみ て,プ ロセ ス製 造 業 は,個 別 製 品 製 品製 造 業 に比 較 す る と,ス ケ ー

ルは小 さ く,EDP分 野 に対 す る支 出度 が 小 さ い。

(3)運 輸 業

航 空 輸 送 会 社 が,NISの 最 大 の ユ ーザ ーで あ り,ま たベ ン ダ ーで あ る と も言 え

る 。典 型 的 な ア プ リケ ー シ ョンは,予 約 とチ ケ ッ ト販 売,フ ラ イ ト計 画,メ ンテ

ナ ン ス ・コン トロー ル,食 事 ス ケ ジ ュー ル,会 計計 算 な どで あ る。 貨物 トラ ック

輸 送 は,現 在 まで の と こ ろ,大 手 トラ ック業 者 にお け るオ ン ライ ン処 理 に コ ン ピ

ュー タ利用 が 見 られ る程度 で あ るが,極 め て将 来 性の 高 い分 野 と言 え る 。
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フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・マ ー ケ ッ トは,航 空 輸 送 会 社 が 特 にNIS分 野

に お け る 大 きな ユ ーザ ー とな って い るが,こ れ は,同 業界 が 高度 で 特 殊 な 用 途 の

た め に マ シ ンが導 入 され る こ とが 要 因 とな って い る。一 方,貨 物 トラ ック輸 送に

お け る フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン トは,さ して 重 要 とは言 え ない が,今 後 シス テ

ムの 複 雑 性 が 要求 され る よ うに な って くる と可 能 性 が 出 て くる。

アプ リケ ー シ 。ン ・パ ッケ ー ジは,航 空 輸 送 会社 で は,大 規 模 なチ ケ ッ ト ・シ

ス テ ム が 販 売 され て い るが,大 した数 で は な い 。 む しろ貨 物 トラ ック輸 送 とか鉄

道 輸送 の た めの 汎 用 ビジ ネ ス ・シス テ ムが 中小 規 模 企 業 に 多 く販 売 され てい る。

一 方 ,ソ フ トウ ェア開 発 につ い て は,運 輸 業 は さ して 大 きな ユ ー ザ ーで あ る とは

言 えな い 。 これ は,航 空 輸送 業 が,極 め て特 殊 な 分野 で あ り,同 業 界 は 自分 自身

の ス タ ッフ を抱 え てい る こ と,ま た,他 の 輸送 業 は意 外 と保 守 的で あ るこ とな ど

が そ の 原 因 とな ってい る 。

全 般 的 に み て輸 送 業 に お け る コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業 は,航 空 輸 送 業 を除

き,低 調 と言 え るが,今 後 の 輸 送 貨物 に対 す る規 制 の 強 化,レ ポ ー トの提 出 業務

の増 加 な ど に よ い,将 来 の 伸 び 率 は 高 い と言 える。

(4)公益 事 業

公 益事 業 に お け るNISの マ ー ケ ッ トは,比 較 的 大 きい と言 え るが,こ れ は 特

に電 話 等 コ ミュニ ケ ー シ ・ン関 係 の 分 野 が 強 力 で あ る こ とが 原 因 とな って い る。

しか し,今 後5年 間 の う ちに,イ ン ハ ウス化 の 傾 向 も見 られ る こ と も事 実 で あ る。

フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン トは,こ の業 界 で は ポ ピ ュ ラー とは 言 えな い 。 フ ァ

シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トの数 少 い 可 能 性 の1つ は,電 話 会 社 等 が 内部 タ イ ム シ ェ

ア リ ング ・シス テ ム の導 入時 に必 要 と され る程 度 で あ ろ う。

バ ッチ ・サ ー ビス は,小 規 模企 業 に よ って必 要 と され る ビ リン グ ・サ ー ビス,

科 学 技 術 計算 な どで あ るが,全 体 と して の伸 び は 低 い 。 ま た,ソ フ トウ ェア ・プ

ロ ダ ク トに っ い て は,こ の 業界 は 大 きな フ ァク ター を持 ってい る とは 思 え ない が,

これ は 例 え ば,Bellが 自社 で開 発 した ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジを 同社 のオペ レ

ー72一



一 テ ィ ング企 業 に与 え る こ とな どが その 要因 とな って い る。 シス テ ム ・パ ッケ ー

ジ は アプ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジの約2倍 の 売上 を見せ るが,ア プ リケ ー シ ョ

ン ・パ ッケ ー ジ に つ い ては 小 規 模 企 業 は 汎用 ビジ ネス ・パ ッケ ー ジ を,大 規 模 ユ

ー ザ ー は ,科 学 技 術計 算 用 パ ッケ ー ジ を購入 す るだ ろ う。

専 門 サ ー ビス は,政 府 お よ び公 共 事 業体 が,今 後 イ ンハ ウ ス化 よ り も,む し ろ

外 部 サ ー ビス の 購 入 の傾 向 が 強 い こ とか ら,将 来有 望な マ ーケ ッ トで あ る と言 え

る。 しか し,ア プ リケ ー シ ョンの ニ ー ズが 今 後5年 間 に変 化 す る こ とか ら,レ ー

バ ー ・コス トの 増 加 の 割 には,売 上 規 模 は 大 して大 きい とは言 え ない 。

(5)銀行 お よび 金 融 業

す で に,銀 行 お よ び金融 業 は,コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス業界 の 最大 の ユ ー ザ ー

で あ るが,1981年 には,さ らに1975年 の3倍 の マ ーケ ッ トに達 す るだ ろ う。

表 皿一2-2:商 用 銀 行 に お け る コン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業の 状 況

規 模 超大規模 大 規 模 中 規 模 小 規 準

預金高 10億 ドル以上 10億 ジ>5億 ドル 5億 ドノジ>1億 ドル 1億 ドル 以 下

銀行数 70 100 620 13,570

インハウス

処理
ソ フ トウ ェア ・ フ ァシリテ ィ ・ (NIS) SP

主 アプ リケ
ー シ ョン

プロダクト

(SP)

マネジメント

(FM)

一 ー ー ー 一

FM

SP

-一 一 一 一 ー ー ー ー ー 一 一

NIS
バッチ

FM
－

第2次 的ア FM

プリケーション NIS NIS (NIS) 一

(集金計算等) SP SP バッチ

銀行外処理

取引銀行 SP SP

FM __(EM⊃_

カス トマ ー' FM FM

サービス バッチ バ ッチ バ ッチ

SP SP SP

この 業界 に お い て は 商業 銀 行 が 全 体 の70%を 占 めて い るが,企 業規 模 別 の サ

ー ビス の利 用 状 況 を表 皿一2-2に 示 した 。
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(6)保 険 業

生 命 保 険,損 害 保 険 にお け るオ ン ラ イ ン に よ るセ ー ル ス ・サ ポ ー トに対 す るニ

ー ズは ,保 険料 率 の 計 算 分 野 が 非 常 に大 きい 。 生 活 の 多様 化,種 々の 年 金,そ の

他 セ キ ュ リテ ィの 問題 等,生 命 保 険 の 関 与 す る分 野 が 拡 大 して い る こ と もあ って

NISに 対 す る今 後 の ニ ー ズは 高 い と言 え る。 この 分 野 の 大手 ベ ン ダー と しては,

Multiple-Access,Cybertec,McAuto,SBC,ISSSな どが あ る 。

フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トは,Medicaid/Medicare/Champusな どの コ

ン トラ ク トに よ って 行 わ れ てい るが,国 立 健 康 保 険 法 の制 定 に よ って,今 後 の フ

ァシ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン トの将 来 は余 り期 待 で き る とは言 え ない 。

バ ッチ ・サ ー ビス に対 す る保 険 業界 の支 出 は,多 くは小 規 模 企 業 とか,大 規 模

企 業 の地 方 事務所 に対 す るサ ー ビス に よ って 占 め られ て い る が,こ れ らの 支 出 の

少 な く と も30%はCOMと か デ ー タ ・エ ン トリに対 してで あ る 。

ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク トは,シ ス テ ム ・パ ッケ ー ジよ りア プ リケ ー シ ョン ・

パ ッケ ー ジに将 来性 が あ る と言 え る 。 しか し,'こ の 分野 は,す で に大 手 の,Asy-

st,InsuranceSystemsofAmerica,MultipleFundingCorp.ofAmeri-

ca,TCC,ValueComputing,IBM,McAUTOな どに よ っ て 占 め られ て い る。

専 門 サ ー ビス につ い ては,保 険 業 の 多 くは 自社 に コ ン ピ ュー タ を導 入 し,オ ペ

レー トして い く こ とか ら,極 めて 有 望 な マ ーケ ッ トで あ る 。 し たが って,独 立

ベ ン ダ ー だ けで な くメ イ ン フ レー ム ・メ ー カ ー も この 分 野 で 活 躍 して い る 。

保 険 業 に おい て は ス ピン オ フの 傾 向 が 強 く,ス ピ ンオ フ企 業 が 他 の 中 小 企 業 に

対 して サ ー ビス してい るケ ース が 多 い(Contihenta1保 険会 社 の ス ピン オ フ:

INSCOな ど)。

■

(7)医 療

医 療 業 界 は,コ ン ピ ニー タ ・サ ー ビス産 業 に と って極 めて 有 望 な マ ーケ ッ トで

あ る。 特 に,政 府 に よ る料金 の コ ン トロー ル,レ コ ー ド ・キ ー ピン グ等 は,サ ー

ビス の 多様 化 を うな が して い る 。
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NISは,1981年 に は2億 ドル の売 上 に達 す るが,こ の うち,中 小病院に対 す

る患 者 の記 録 とか請 求 書 の発 行 等 が 占 め る割合 は非 常 に高 い 。 さ らに在 庫 管 理 と

か 在 庫 計 画 等 の ア プ リケ ー シ ョンに対 す る ニ ーズ もます ます 高 ま っ てい る。Mc-

AUTOは この 分 野 の リーデ ィン グ企 業 と言 え るが,TELEMEDも 特 殊 分 野 で 活

躍 して い る。

一 方 フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トはMedicalSystemsお よびTechnicionが

大 手 サ ー ビス ・ベ ンダ ーで,同 分 野 の 今 後 は有 望 と言 え る。 しか し,大 手 メ イ ン

フレ ー ム ・メ ー カ ー に よる 多重 小 型 システ ムの この 分 野 へ の サ ー ビスは,病 院 に

お け るEDP分 野 に 大 きな変 化 を 与 え よ うと して い る 。

バ ッチ ・サ ー ビス に つ い て は,現 在の とこ ろ患者 の 請 求 事 務 に対 して,大 きな

ウエ イ トを 占め て い るが,こ の 分 野 は将 来NISに と って もか わ る だ ろ う。患 者 の

記 録 に 関す る デ ー タ ・ベ ー ス に対 す る ニー ズは,今 後 の 医療 業 界 の 進 展 を物 語 っ

て い る。 ・

この 業界 にお け る将 来 は,技 術 の 進 展 に伴 な っ て ます ま す厳 しい もの とな るが,

特 に,,現 在 医者 が 行 って い る診 断 を コン ピュー タが ど こま で カバ ーで き るか は,

サ ー ビス 業界 に と って 極 め て 興 味 の あ る と ころで あ る。

●

'

(8)教 育 事 業

教 育 業 界 にお い て は 非常 に 多 くの学 校が あ るだ け に,最 近,学 生 の記 録,給 与

計 算,会 計 事 務,在 庫 管 理 等,EDPの 要求 が 高 ま って き て い る と言 え る もの の,

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業 に関 す る マー ケ ッ トが 大 きい とは 言 え な い 。

NISの 利 用 は,大 学 にお け る モ デ リン グ とか プ ロ グ ラム に 関 す る ジ ョ ブ と か

な り限 られ てい るが,中 にはUni-Collの よ うに大 学 か らス ピ ンオ フして,他 の

教 育機 関 にサ ー ビス を行 って い る例 もあ る。

フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン トは,あ る学 区 に対 して行 った サ ー ビス を その ま ま

他 の 学 区 に適 応 させ る よ うな形 式 で成 功 して い るが,そ の 好 例 と して は,Syst-

emsandComputerTechnologyCorp.と かTrilogな どが あ る。一 方,バ ッ
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チ ・サ ー ビス は,給 与 計 算 とか,年 に1回 の ク ラス ・スケ ジ ュール な どに利 用 さ

れ てい る。

ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク トに 対 す るニ ー ズ は極 めて 高 く,特 に ア プ リケ ー シ ョ

ン ・パ ッケ ー ジの 将 来 は有 望 で あ る。

専 用 サ ー ビス は,主 と してEDPの コンサ ル テ ィン グ に対 す る要求 が 強 く,Bo-

ozAllenHamiltonは この分 野 の代 表 的 ベ ン ダ ーで あ る。 メ リー ラ ン ド州 の モ

ン トゴ メ リー な ど大 きな学 区 で は,し ば しば 小 型 の プ ロ グ ラム 開発 の サ ー ビス を

外 部 の ベ ン ダー に依 頼 して い る。

(9)小売 業

小売 業 にお け る コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業 は,NISお よび ソ フ トウ ェ ア 分

野 の 台頭 もあ って,全 体 の 平均 以上 の 成 長 率 を見 せ て い る。 ク レ ジ ッ ト処 理 は,

今 日 この分 野 で のNISの 売 上 の 大 きな部 分 を 占め て い るが,今 後 この処 理 はPO

Sと 併せ た フル ・シ ス テ ム と して完 成 され るだ ろ う。TRWは この分 野 の大 手 ベ

ン ダーで あ り,同 社 はJ.C.Pennyと 組 ん で 店 内 ク レ ジ ッ ト ・シス テ ムを完 成

した 。

NISは,リ モ ー ト ・バ ッチ ・サ ー ビ スが 脚 光 を浴 び て い る こ とか ら有 望 で あ り,

特 にNCRは この 分 野 で 強 力 で あ る。POSタ ー ミナ ルの コス トの低 下 とEFTS

(同 時 決 済 シス テム)の 結 合 は,こ の 小 売 業分 野 で のEDPの 発 展 に拍 車 をかけて

い る。

フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トは こ の 分野 で は さ して 重 要 な位 置 を 占 め る とは

言 え ない が,Lambda社 が ワ シ ン トンDCで 幾つ か の契 約 を取 って い る。

バ ッチ ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ー に と って は 汎用 ビジ ネ スが,こ の 業界 の大 きな マ

ー ケ ッ トで あ るが ,カ ス トマ ーは 次 第 に リモー ト ・バ ッチ ・サ ー ビス とか,キ ャ

ッシ ュ ・レ ジス タ ・タ ー ミナル の 設 置 に 移 行 しつ つ あ る 。

小売 業 は ア プ リケ ー シ ョン ・ソ フ トウ ェ アの最 大の タ ー ゲ ッ トで あ るが,多 く

の アプ リケ ー シ ョンは,メ イ ン フ レ ー ム ・メ ー カー に よ って サ ー ビスが 行 われ て
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い る。

専 門 サ ー ビス に と っては,こ の 業界 は極 め て 関心 が 高 い と言 え よ う。 とい うの

は,多 くの この 業界 の カス トマー は,現 在 コ ン ピ ュー タ化 を行 っ てい る最 中 で あ

り,ま たEFTSとPOSの 進 展 は 同 業界 に 多大 の イ ンパ ク トを与 えて い る 。

⑩ 卸 売 業

卸 売 業 にお け るNISの 大 手 ベ ン ダ ー と して は,CMSIndustries,Keydata,

XCS,MHDS,Distronicsな どが あ るが,こ れ らの サー ビス ・ベ ンダ ーは,ユ

ーザ ー側 に イ ンテ リジ ェン ス を分 散 させ る こ とに よ って コ ミュニ ケ ー シ ョン ・コ

ス トの 削 減 に成 功 して い る。 しか し,こ の 業 界 のNISの 特 徴 は,特 定 業 者 向 け の

専 用 サ ー ビス を指 向 してい るた め,ク ラ イ ア ン トが 他の ベ ン ダー の サ ー ビス を受

け た くて も不可 能 で あ るの が 問 題 と な って い る。

フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン トの 大 手 ベ ン ダー と しては,Distronicsと かWe-

sternUnionの 附属 機 関 な どが あ り,大 規 模 卸 売 業 者のFM分 野 は,ベ ン ダー に

とって 有 望 で あ る。

1975年 にお い て バ ッチ ・サ ー ビスの 占 め る割 合 は63%で あ った が,1981年

には,45%と 減 少 す るだ ろ う。 これ は,他 産 業 と同 様,バ ッチ ・モ ー ドで 行 な

って い た会 計 業務 をNISに 変 換 してい るた めで あ る。

中 小 規 模 の 卸 売 業 に 対す る汎 用 ビジ ネ ス分 野 の アプ リケ ー シ ョン ・ソ フ トウ ェ

アは,極 めて 有 望 で あ る。特 に小 型 ビジ ネ ス ・コ ン ピュー タは将 来 性 が あ る が,

この 分 野 の ア プ リケ ー シ 。ンは シス テ ム/32に 対 す るIBMに よ るサ ー ビス な ど

メ ー カ ーが 強 い 。

専 門 サ ー ビスは,コ ンサ ル テ ィ ング お よ び 業界 の タイ プ に よ って 異 な る シス テ

ム に対 し,カ ス トム修 正 の分 野 な ど が重 要 で あ る。

ω 連 邦 政 府

連 邦 政 府 お よび 多 くの 関連 機 関 は,1981年 に は コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス産業
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の 第2位 の 売 上 を 占 め る に至 るだ ろ う。

NISは 急速 に 進展 してい る分 野 で あ って,1975年 の1.2億 ドル か ら1981年

に は5.2億 ドル と年 平 均28%の 成 長 を示 して い る。CSCのINFONETに 対 し政

府 は1975年12月 よ り月 間4百 万 ドル支 払 って お り,今 後 も他 のNISベ ン ダ ー

につ い て 関心 を持 って い る。

フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トは1975年 に は処 理 サ ー ビスの 約 半 分 の シ ェア を

示 した が,今 後5年 間 の 成 長 率 は大 して 高 い と言 え な い だ ろ う。 この 分 野 の 大手

ベ ン ダ ー と しては,CSC,PRC,SDC,Logicon,WolfR&D,BCS,OSI

な ど があ る 。

連 邦 政 府 は デ ー タ ・エ ン トリー お よ びCOMサ ー ビス に対 して 年 間約3,000万 ド

ル支 払 って い るが,こ れ が バ ッチ ・サ ー ビス の 殆 ん どで あ る。

アプ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジの マ ー ケ ッ トは,連 邦 政 府 に おい て は 殆 ん どな

い と言 え る が,シ ス テ ム ・パ ッケ ー ジの方 は 今後 の 成長 も幾分 見 られ る。 しか し,

い ず れ に しろ政 府 は,で き るだ け 自分 の と ころで ソ フ トウ ェ アの 開 発 を行 お うと

して い る た め,ソ フ トウ ェア ・プ ロダ ク トの マ ー ケ ッ トは小 さい 。

専 門 サ ー ビスの 占 め る割 合 は極 め て 高 く,コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス分野 で 最 大

で あ り,今 後5年 間 この 位 置 は変 らな い だ ろ う。専 門 サ ー ビス ・ベ ン ダ ー に と っ

て一 番 頭 の 痛 い の は,こ の サ ー ビス契 約 に対 す る入 札 値 が あ ま りに も高 価 で あ る

こ とで あ る。

一般 調 達 庁(GSA)が 将 来 連 邦政 府 内 の コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ーに

な ろ うと し てい る。 これ は,現 在 の 莫 大 な外 部 サ ー ビス ・ベ ンダ ーへ の 支 出 を考

えれ ば,も っ と もな 話 で あ る。

⑫ 州 政 府 お よ び地 方 官 庁

同 分野 に お け るNISの 成 長 は非 常 に 高 い 。 これ は,EDPの 利 用 が さ して 複雑

か つ 特 異 性 を持 って い ない た め で,ま た,各 州,お よび地 方 官 庁 の独 立 性 が 高 く

横 の つ な が りが ない た めで あ る。NIS分 野 の 大 手 ベ ンダーと しては,OSI,EDS,
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Anacompな どが あ る。

FMは,こ の 分野 で は 大 した こ とは ない が,ベ ンダ ー として は,CSC,OSI,

McAUTO,BCSな どが あ る。

バ ッチ ・サ ー ビス は地 方 官 庁 に おい て 有 望 で,今 後 と も税 金 処 理,デ ー タ ・エ

ン トリー,COMな どは 引 き続 き売 上 を伸 ばす だ ろ う。

ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク トは,シ ス テム ・パ ッケ ー ジ に その 可 能 性 が あ るが,

アプ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジは か な り少 な い と言 え る 。

専 門 サ ー ビス は,非 常 に有 望 で あ るが,な か で もToucheRossは この分 野で強

い 。

⑬ サ ー ビス 業

会 計 士,弁 護士,技 師,建 築 家,コ ンサ ル タ ン ト,研 究 開 発 機 関 な どが この分

野 の 主 な 業 種 で あ る。

この 中 で も建築 技 師 に よ るNISの 利用 率 は 極 め て高 い が,彼 等 は 建設 前 の モ デ

リン グ,プ ラ ンニ ン グな どに利 用 してい る。Bechtelは,こ の 分 野 の 大 手 ベ ン ダ

ーで ,今 後 この 分 野 に はHoneywe11も 含 め 多 くの ベ ン ダーが 進 出 して くる だ ろ

う。 と言 う の は,NISの 売上 は 非 常 に 高 く,ま た今 後の 伸 び 率 も極 め て 高 い

か らで あ る。 バ ッチ ・サ ー ビス が現 在 この 分 野 では 最 も高い 売 上 を示 して い るが,

これ も次 第 にNISに 侵害 され て い くだ ろ う。

ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク トは,主 として アプ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジ に対 す

る売 上 が 多 く,特 に小 規 模 イ ンハ ウス ・シス テ ム 向 けが 強 い。

専 門 サ ー ビス ・マ ー ケ ッ トは 主 と して カス トム ・ソ フ トウ ェアの 開 発 向 けで あ

る。

⑭ そ の他 の 産 業

そ の 他の 産 業 と して は,農 業,建 設,不 動産,娯 楽,広 告 業,宗 教,放 送,ホ

テ ル/モ テ ル な どが あ る。
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建 築 業 は,CPMス ケ ジ ュー リ ン グ,給 与計 算 な ど,ビ ジ ネス ・マ ネ ジ メ ン ト

分 野 で 重要 性 が ま して い る 。NISは,建 築 学 の 他 放送 お よび広 告 業 に お い て 有

望で,DataCommunications社 とかARBSE通 じてCDCに よ って 行 われ るT

Vお よ び ラ ジオ 向 けの ス ポ ッ ト ・セ ー ル ス ・サ ー ビス な どが あ る。

フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トは,NationalDataに よ って行t?れ た ホテ ル 向

けの リザ ベ ー ジ ョン ・サ ー ビスが 有 名 で,そ の 他 規 模 は小 さい が 数 多 くの契 約が

行 われ て い る。

バ ッチ ・サ ー ビスは,他 産 業 に比 較 す る と高い 売 上 を示 して お り,今 後 もこ の

傾 向 は 変 らな い。 例 えば メ イ リン グ ・リス トの 作 成,建 築 学 の 給 与計 算,CPM

スケ ジ ュ ー リ ン グな ど,将 来 も引 き続 き有 望で あ る。

ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジは 年 平 均25%以 上 の 割 で成 長 し,ソ フ トウ ェ ア

・プ ロ ダ ク ト全体 とし て み て も,こ の 分野 の 伸展 率 が一 番 高 い 。特 に,中 小 企 業

のIBM/32な どの 小型 オ フ ィス 向 け コ ン ピュ ー タの導 入 な どは,ま す ま すこの

分 野 の マ ーケ ッ トを有 望 に してい る。 その 他,WesternHotel向 け の 大規 模予

約 シ ステ ム の 開発 な ど もあ る。

専 門 サ ー ビスは,殆 ん どが,カ ス トム ・プ ロ グ ラム の 開 発 に よ る もの で,規 模

は ノ」、さい 。
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NlSマ ー ケ ッ ト

概 況

ネ ッ トワー ク ・イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・サ ー ビス(NIS)は ,1975-1981に おい

て 最 大 の 可 能 性 を持 つ コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス ・マ ーケ ッ トで あ る
。 歴 史 的 に み

る と,NISは 過 去10年 間 に お い て,当 初 か ら1970年 代 まで の伸 び は比 較 的 ゆ

るや か で あ った が,最 近 の 伸 び には 著 しい もの が あ る。 しか し ,今 日 の小 型 ビジ

不 ス ・シス テ ム の進 展 に よ り,厳 し い競 合 下 に 置 か れ つ つ あ る と言 え よ う
。 ま た,

企 業 内 オ ン ライ ン ・シ ス テ ムDIS(DedicatedInformationSystems)の 発

展 もま たNISに 大 きな 影 響 を与 え て い る。

こ うい った こ とか らNISベ ン ダー は,根 本 的 にサ ー ビスの 内 容 を変え る必要 に

迫 られ て い る。 た とえ ば,単 に コン ピ ュー タ時 間 と コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビスだ け

を行 うの で は な く,ク ラ イ ア ン トの 問 題 を直接 解 決 す るよ うな サ ー ビス体 制 を整

え る 必要 が あ る。 これ は,ユ ーザ ー ・サ イ ドに ハ ー ドウ ェ アだ け を提 供 す るNIS

ベ ン ダ ーで は な く,種 々の サ ー ビス を 含 め て行 うマ ル チ ・サ ー ビス ・ベ ン ダー と

な る こ と を意 味 して い る 。NISベ ンダーの うちの 数 少 な い もの が ,こ う した サ ー

ビス を行 うこ とで,サ ー ビス 内容 を拡 張 して い くこ とに よ り
,1980年 代 も生 残

ります ます この 業界 を リー ドして い く立 場 を と る こ とに な ろ う。

本 調 査 で は1975年 か ら1981年 まで の期 間 に お け るNISの 売 上 を予 測してい

る 。 この売 上 予 測 に極 め て重 大 な影 響 を与 え る ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェ ア,コ

ミュニ ケ ー シ ョン,EDPス タ ッフ;重 要 な競 合 組 織 と構 造 等 の イ ンパ ク トに つ

い て充 分 注 意 が 払 わ れ てい る 。一 言 で 言 ってNISベ ン ダー の将 来 にっ い て は 見

通 しは 明 か るい と言 え よ う。

こ こで 言 うNIS売 上 は・独 立NISベ ン ダー に よ る もの で あ るが,1975年 に

は売 上規 模 が11.2億 ドルで'Sっ た もの が,1981年 には38億 ドル に達 す るだ ろ



う。NISの 売 上 は,年 間22%の 伸 び

を示 して お り,こ の 状 況 は 図 皿一2-7

に示 す とお りで あ る。

この成長の理 由 は:

oバ ッチ ・サ ー ビス ・セ ン タ ー とNIS

の コ ンバ ー ジ ョンが ます ま す増 加 してい

くこ と,お よ び ター ミナル とか コ ミュニ

ケ ー シ ョンの コス トが低 下 して い くこ と。

。ネ ッ トワー クの 利 用 が地 域 的 に ます ま

す拡 大 して い くこ とに よ って,サ ー ビス

図 皿 一2-7.NIS潜 在 マ ーケ ッ ト
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体 制 が 完 備 して き た 。一 方 中 小 規 模 のNISベ ンダ ー は,自 分 自身 の ネ ッ トワーク

を形 成 す る こ とが で き ない が,彼 等 の もつ ユ ニ ー ク な デ ー タ ・ベ ース とか 特 別 な

プ ロ グ ラム が,他 の ベ ン ダ ーの ネ ッ トワー ク を通 じて サ ー ビスす る こ とが可 能 に

な って きた 。

しか し,1980年 に近 付 くに従 ってNISの 売 上 の成 長度 は,小 型 ビジ ネ ス ・

シス テ ムの 台 頭,IBMの 次 世代 機 をベ ー ス と した 企 業 内 タ イ ム シェ ア リン グ ・

シス テ ム(DIS)の 利 用 の 増 加 に よ って 幾分 低 下 す る こ とに な る だ ろ う。

1981年 代 に お け るNISの 代 表 的 な 業界 は,表 皿一2-3に 示 したよ うに,銀

行 お よび金 融 業,個 別 製 品 お よ び プ ロセ ス 製造 業,医 療産 業,連 邦 政府 の4分 野

で あ るが,1981年 に向 って 急 速 な成 長 を見 せ てい る のは,こ れ らの 分 野 の 他,

小 売 業,卸 売 業,州 政府 お よび地 方 自治 体 な どで あ る 。

業界 専 用 の ア プ リケ ー シ ョン を開 発 し たユ ーザ ーは,同 業界 の 他 の企 業 に対 し

て,こ の アプ リケ ー シ ョンを利 用 したサ ー ビス を行 う傾 向 が で て きて い るが,例

え ば,製 造 業 に お け る在 庫 管 理 シス テ ム とか,金 融 お よび銀 行 に お け る特 別 な ビ

ジ ネ ス ・ア プ リケ ー シ ョンな どが あ る。

大 手 製 造 業 で 採 用 され て い るその 他 の テ クニ ック と しては,サ プ ライ ヤ ー とカ

ス トマ ー と一 緒 に な って 分 析 し,得 た 資材 の管 理 とか在 庫 管 理 用 の デ ー タ を,全

一85一



表 皿 一2-3:業 界 別NISマ ー ケ ッ トの推 移

(単 位 百 万 ドル)

年 間 ユ ー ザ ー支 出

業 種 成長率 年間平均成長率
1975 1976 1975/76 1978 1981 1976/81

% %

個 別 製 品 製 造 業 170 210 24% 300 530 21%

プ ロ セ ス 製 造 業 130 160 19 220 370 19

運 輸 業 40 45 12 65 120 20

公 益 事 業 90 115 28 170 240 18

銀 行 お よ び 金 融 業 200 260 30 400 700 23

保 険 業 50 60 20 85 150 20

医 療 産 業 70 85 21 130 250 24

教 育 事 業 30 35 17 50 70 15

小 売 業 50 65 30 110 200 26

卸 売 業 40 50 25 80 150 25

連 邦 政 府 120 150 25 260 520 28

州政府お よび地方 管庁 20 25 25 40 110 33

サ ー ビ ス 業 70 90 22 130 270 25

そ の 他 の 産 業 40 50 25 80 120 20

合 計 1,120 1,400 25% 2,200 3,800 23%

て の パ ーテ ィが,現 在 の 情 報 あ る い は将 来 の 計 画 の た めの 情 報 と して簡 単 に利 用

で き るよ うにす る こ とで あ る。 さ らに次 の ス テ ップ として,製 造 業 者 は,会 計 用

デ ー タ,受 取 支 払 勘 定 な どの シス テ ム を サ プ ラ イ ヤ ー とか カ ス トマ ー に提 供 もす

る こ とに よ って 一 般 事務 計 算 用 の アプ リケ ー シ ョン ・サ ー ビス を行 うベ ン ダー と

な って い く傾 向 で あ る。

以 上 述 べ た 傾 向 に 今後NIS業 者 が 対 拠 し てい くた め に は,彼 等 の リモ ー ト ・コ

ン ピ ュー テ ィン グ と ネ ッ トワー クの 建 設 とか マ ネ ジ メ ン トに 関 す る知 識 を生 か し,

一86一



NISユ ーザ ー に対 して フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・ サ ー ビス とか コ ンサ ル タ

ン ト ・サ ー ビス を実 施 す る こ とで あ る。

一 方 ,バ ッチ ・サ ー ビス の 将 来 は 決 して 明 るい もの で は ない 。 殆ん どの 業界 で

は,シ ス テ ムの 拡 張 あ るい は 初 めて機 械 化 を行 う企 業 は,バ ッチ ・サ ー ビス ・セ

ン タ ー に よ るバ ッチ ・サ ー ビス よ りむ しろNISと か 企 業 内 シス テ ムの 導 入 を 考

え て い る。NISへ の 傾 向 は,バ ッチ計 算 セ ン ター一に と って も,彼 らが デ ー タ 収

集 とか処 理 に関 す る能 力 が あ る こ とか ら,能 力 が ない とい う こ とで は な い 。 バ ッ

チ計 算 セ ンタ ーは,当 初予 想 して い た 以 上 に生 き長 らえ る とは考 え られ るが,真

の 成 長 の可 能 性 を秘 め て い るの は,機 械 化 に 対 す るバ ッチ以 外 の アプ ロー チ に あ

ろ う。

代 表 的NISベ ン ダ ーで あ るTymshaneは,最 近 バ ッチ ・サ ー ビス ・セ ン タ ー

の 国 内 チ ェンで あ るUnitedDataCentersを 吸収 し,彼 等 の 持 つ カ ス トマ ーを

NISへ 変 更 させ て い る。

表n-2-4に サ ー ビス の モ ー ドお よび タ イ プ別NISマ ー ケ ッ トを,ま た 表 皿

一2-5に サ ー ビス ・モ ー ドお よ びユ ーザ ー規模 別 のNISマ ー ケ ッ トの 状 況 を

各 々示 した。

競 合 状況

ミニ コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーは,小 型 ビ ジ ネス分 野 にお い てNISサ ー ビスと厳

しい競 合 状 況 に あ る。(年 間5百 万 か ら5千 万 ドルの 売 上)特 に ミニ コ ン ピ ュー

タ を企 業 内に 設 置 す る こ とは,中 堅 企 業 に お い て最 近 増加 して きて お り,そ の 中

で もBasicFour,Qante1,DEC,GeneralAutomation,DataGenera1,な ど,

さ らにはWangで さえ,メ ー カ ー と して 台 頭 して きてい る。 この ミニコ ンピュー タの

導 入 は,今 まで の中 規 模 以 上 の汎 用 コ ン ピ ュー タの導 入 と違 って幾 つか の メ リ ッ

トが指 摘 され る 。

。エ ァ コ ンデ ィシ ョンの 設 備 が 殆 ん ど不 必 要

O最 小 の オペ レ ー タ と トレ ー ニ ン グ
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表 皿一2-4サ ー ビ ス の モ ー ドお よ び タ イ プ 別NISマ ー ケ ッ ト

(単 位:100万 ドル)

ー

o。
o。

ー

サ ー ビス ・タイ プ

リ モ ー ト ・ バ ッ チ イ ン タ ラ ク テ ィ ブ デ ー タ ・ ベ ー ス 合 計

1975 1981 年平均
成長率

1975 1981 年平均
成長率

1975 1981 年平均
成長率

1975 1981 年平均
成長率

汎 用 ビジ ネス 30 180 35% 120 410 23% 一 一 一 150 590 26%

科学技術計算 80 220 18 80 160 12 一 一 一 160 380 16

専 用 アプリケーシ。ン 50 220 28 120 580 30 120 550 29% 290 1β50 29

ユ ー テ ィ リ テ ィ 120 430 24 400 1,050 17 一 一 '一 520 L480 19

合 計 280 1ρ50 25% 720 2200 21% 120 550 29% U20 3β001 22%



表 皿 一2-5:サ ー ビ ス ・モ ー ドお よ び ユ ー ザ ー 規 模 別NISマ ー ケ ッ ト

(単 位:100万 ドル)

ー

o。
O
ー

リ モ ー ト ・ バ ッ チ イ ン タ ラ ク テ ィ ブ デ ー タ ・ ベ ー ス 合 計

1975 1981 年平均
成長率

1975 1981 年平均
成長率

1975 1981 年平均
成長率

1975 1981 年平均
成長率

超 大 規 模* 150 450 20% 460 1250 18% 80 320 26% 690 2ρ20 19%

大 規 模 40 250 36 80 300 25 20 150 40 140 700 31

中 規 模 40 150 25 70 200 19 10 40 26 120 390 22

小 規 模 50 200 26 110 450 26 10 40 26 170 690 26

合 計 280 ユρ50 25% 720 2200 21% 120 550 29% 1ユ20 a800 23%

*連 邦政府 を含 む



oOS関 係 の プ ロ グ ラマ ーが 不 必 要

。デ ー タ処 理 関係 マ ネ ー ジ ャ ーが 不 必 要

。低 コ ス トで の 多 くの ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジの 利 用 が 可 能

ミニ コ ン ピ ュー タ ・メー カー は,以 上述 べ た項 目の 最 後 の項 目に お い て 未 だ問

題 が あ る。幾 つ か の パ ッケ ー ジは 導 入 され あ るい は 修 正 が 加 え られ て か ら導 入 さ

れ て い るが,ユ ーザ ーが地 域 的 に分 散 して い る時 に しば しば問 題 を生 じて い る。

した が って,ミ ニ コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーは,し ば しば小 規模 の 特 定 地 域 の ソ フ

トウ ェ ア ・ハ ウス をユ ー ザ ー の シス テ ム 開発 の た め に利 用 して い る。 あ る ミニ コ

ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーは,彼 等 自身 で 特定 の 業界 向 け の パ ッケ ー ジ を開 発 す る場

合 が あ るが・ 特 に・ 販 売 が こ れ か ら相 当 な可 能 性 を秘 め て い る時 は,こ の傾 向 が

著 しい 。

例 え ば・Qante1社 のSOLUTIONと い うパ ッケ ー ジは,送 り状,在 庫 管 理,

受 取支 払 勘 定 お よび 幾 つ か の 販 売 分 析 を行 う もの で,卸 売 流 通 業 に と って非 常 に

有 効 な シ ス テ ムで あ る。Qante1の この ソ フ トウェ ア ・パ ッケ ー ジは マ イ ナ ー な

修 正 込 み で 約3,000ド ル か ら5,000ド ル で販 売 され てい る。またQantelは この ソ

フ トウ ェ ア販 売 の た め に,各 販 売 地 域で の ソフ トウ ェア ・ベ ン ダー を選 び ,彼 等

に この ソ フ トウ ェアの 修 正 を行 な わ させ て い る。

ミニ コ ン ピ ュー タは,周 辺 機 器 お よぶ 完 全 な ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー・ジが 完 備

され る まで は小 型 ビ ジネ ス ・シス テ ム とは 言 え な い こ とに注 意 す べ きで あ る。 し

たが って,多 くの ミニ コ ン ピュー タ ・メ ー カーがNISの マ ーケ ッ トにお いて競 争

相 手 には 成 り得 ない 。 しか し,ミ ニ コ ン ピュー タ ・メ ー カ ーは,彼 等 の 製品 を小

型 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム会 社 にOEMベ ー スで 販 売 し,小 型 コ ン ピ ュ ー タ・シス

テ ム会 社 で は これ を用 い て各 種 装 置 お よ び ソ フ トウ ェア を完 備 して小 型 ビジ ネ ス

・シス テ ム と して完 成 す る
。

小 型 コ ン ピュー タ ・シス テ ム会 社 は米 国 の代 表都 市 に お い て,活 発 に活 動 を開

始 して い る 。例 えば,Qante1の よ うな小 規 模 な企 業 で も,ロ ス ア ン ジ ェル ス,

サ ン フ ラ ン シス コ,シ カ ゴ,ニ ュー ヨー ク,デ ン バ ー,ア トラ ン タ,シ ア トル に
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事 務 所 もし くは配 送 セ ン タ ー を持 ってい る。 しか し,彼 等 の 販売 エ リアは,サ ー

ビスの 能力 に よ って制 限 され てい る 。BasicFourは,新 しい地 域 で サ ー ビス を

開 始 す るた め に約20,000ド ル あれ ば よい と してい る。 した が って,ミ ニ コ ン ピ ュ

ー タの 競合 状 況 は ,将 来 の ク ライ ア ン トが 代表 的 大 都 市か ら200マ イル以 上 離 れ

て い る場 所 は,非 常 に減 少 す る と言 え る。 た とえBurroughs社 の よ うな企 業 で

も,そ の 装 置 が リモ ー ト ・ロケ ー シ ョンに設 置 され る場 合,彼 等 の 大 規 模 コ ン ピ

ュー タ に対 す る ビジネ ス は 減少 す るに 違 いな い 。

NISに 関 す る最 大 の ポ テ ン シ ャル は,地 域 的 に 離れ た 場 所 に おか れ たター ミナ

ル を用 いた 形 の もの で あ ろ う。 とい うの は,タ ー ミナ ル に 対す る メ ンテ ナ ンス の

必 要性 は 比較 的 に小 さい か らで あ る。 これ らの場 合,高 くつ くの は メ ンテ ナ ンス

費用 で あ るが,も し これ を ミニ コ ン ピ ュー タ ・メー カーが 支 出 す るな ら,こ の メ

ー カー の装 置 を設 置 す る こ と に成 功 す るだ ろ う。

一 方 ,多 くの 銀 行 で は,彼 等 の 持 つ カス トマ ーの レ コー ドとか オ ペ レ ー テ ィン

グ ・デ ー タ を,外 部 の コ ン ピ ュー タ に格納 す る こ と を好 ま な い 。 最 近 で は 特 に プ

ラ イバ シーの 問 題 が ク ロ ー ズ ・ア ップ され て い る こ と もあ って,ま す ます 多 くの

銀 行 を して彼 等 自身 の デ ー タ処 理 セ ンタ ーの建 設 に 向 か わせ て い る。 さ らに,ス

ピ ン オ フ したEDPセ ン タ ーで は,他 の 銀 行 に対 し,こ の 業 界 向 け の 専 用 アプ リ

ケ ー シ ョンを用 い た サ ー ビス を コマ ー シャル ・ベ ー スで実 施 しつ つ あ る。

現 在,米 国 に お け る250以 上の 銀 行 で は,他 の銀 行 に 対 す る共 通 の デ ー タ ・サ

ー ビス を行 って い る。彼 らの カス トマ ーの 典 型 的 な もの は,預 金 額 が1億 ドル 以

下 の 小 規 模銀 行 で,ま だ彼 ら 自身 の コ ン ピ ュー タを設 置 して い な い銀 行 で あ る。

実 際,1974年 に お い て銀 行 の75%が 自分 の取 引 銀 行 を通 じて の外 部 からの コン

ピ ュー タ ・サ ー ビ スを受 け て い る。幾 つ か の 取 引銀 行 間 で は 協 力 体 制 を確立 す る

こ とに よ って,セ キ ュ リテ ィ問 題 を解 決 し,小 規 模 銀 行 に対 す るサ ー ビス を行 っ

て い るが,こ の例 と しては,BankersDataProcessingと かCorrespondent

On-1ineComputerCenterな どが あ る。

ボ ス トンのStreetBankと か ニ ュー ヨー クのFirstNationalCityBank
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な どの大 手 銀 行 で は,カ ス トマ ー の幾 つ か と,サ ブ コ ン トラ ク トを結 び,給 与 計

算 サ ー ビス を行 って い る 。 こ うい った実 情 は,他 のNISベ ンダ ー に対 して 強 力 な

競 合 を強 い る こ とに な って い る 。

規 制 状況

連 邦政 府 は,NISの 大手 ユ ー ザ ー で あ る と同 時 に 競合 相手 で もあ り,ま た さ ら

に重 要 な こ とは,NISの 潜在 市場 が 大 きい こ とか ら も種 々の 活 動 につ い ての 規

制 を行 う立 場 に もあ る 。政 府 内部 の 関係 は 非 常 に 複 雑 で あ るた め,政 府 の各 種 役

割 を割 当 て るこ とは 極 め て 困難 で あ る。 特定 の 関 連 が あ り,興 味 の あ る分 野 につ

いて 以 下 に述 べ る。

・金 融 お よ び銀 行 業 界 は 他 の 業界 よ り もNISの 潜在 能 力 を持 って い るが,こ れ は,

EFTS/POS/ク レジ ッ トの急 速 な進 展 か らみ て も明 らか で あ る。 連 邦 政 府 は,

自分 自身 競争 者 で あ る と共 に銀 行 とか 貯 蓄貸 付金 庫 をNIS市 場 に お け る 競 争 相

手 に もした 。 む しろ 問題 は,連 邦 政 府 に よ って 定 め られ た 規 制 を受 け る,ハ ー ド

ウ ェア,ネ ッ トワー ク,ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ ー な ど を誰 が コ ン トロ ール す るか

で あ る。現 在 連 邦 政 府 で は,新 しいEFTSの 実 験 とか 開発 に 関 して2年 間の'冷却

期 間 を設 定 す べ く論 争 の 渦 中 に あ るが,一 方,こ れ らの 競 合状 況,プ ライ バ シー,

標準 化 等 の問 題 につ い て研 究 を行 って い る。

ADAPSO(AssociationofDataProcessingOrganization)で は,フ ォ

ー ド大統 領の 名 の 下 で ,ADAPSOのEFTS委 員会 の 会 長 バ ー ナ ー ド ・ゴー ル ド

ス タ イ ン氏 がEFTSの ナ シ 。ナル ・コ ミッ シ ョン に対 して,NISベ ン ダ ー に 関

す る競合 状 況 を保 護 す るた め に サ ポ ー トす べ きだ との 要望 を行 った 。

・医 療分 野 に お い て,政 府 の支 払 は 巨額 で あ り,さ らに イ ン フ レが それ に輪 をか

けて い る。病 院 お よ び 医 療 の支 払 に 対す る返 済 法 に関 す る コ ン トロ ー ルへ の 広 範

な努 力 は,さ して充 分 な成 功 は見 な か った 。結 果 的 には プ ラ イ スの コン トロ ー ル

の み が部i・)的に成 功 した 。

病 院 の は 録の た め に 紙 が 山の よ うに な ってい る に もか か わ らず,政 府 で は 医療

一92一



サ ー ビス に対 す る新 しい 形成 に助 成 金 を支 払 う こ とに して い る。1976年,国 立

健 康 保 険は 通 過 した。 こ うい った活 動 の 結 果,極 め て 巨大 な 医療 に関 す る人 事 フ

ァイ ル ・デ ー タ ・ベ ース を作 成 す る必 要 が 生 じて きた。 そ して これ らはNIS企

業 に と って 大 きな チ ャ ンス を 与 え る こ とに な った。 しか し,一 方 で は,プ ラ イ バ

シー,セ キ ュ リテ ィお よび不 正 に対 す る防 護処 置 等 に関す る問題 が ク ロ ー ズ ・ア

ップ され てい る。

・連 邦 政 府 に対 す るネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス は理 論 的 には一 般 調達 庁GSA(Ge-

neralServiceAdministration)に よ って オ ー ソラ イズ され て い る。現 在 は

CSC(ComputerSciencesCorporation)に よって サ ー ビス され るナ シ ョナル

・ネ ッ トワー ク,INFONETが 独 占的 な ソー ス とな って い る。 しか し,連 邦政 府

に よ って使 用 され るNISサ ー ビスの約 半 分 は,フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・

サ ー ビス契 約 と して の ご まか しの 下 で,他 の ベ ン ダーか らの サ ー ビス を受 け て い

る。 したが って,最 近GSAで は 多 くの 商 用 ベ ン ダー と相 当 規模 の 大 きいNIS契

約 を結 ぶべ く検 討 してい る。 さ らに,種 々の政 府 関 係機 関 で は 引 き続 き彼 等 自身

の ネ ッ トワー ク を設 定す べ く試 み て い るが,国 会 の 反対 に会 っ てい る。 最 近,こ

うい った形 で反 対 に会 ったの はFEDNETで あ った が,し か し,引 き続 き 連 邦 政

府 ネ ッ トワー ク を建設 す る た めの 努 力 が 行 わ れ る こ とが期 待 さ れ てい る。

・NISの 商用 サ ー ビス に お け る コ ミュ ニケ ー シ ョンに 関す る規 制が,業 界 には常

に つ き ま と って い る。 した が って,NIS業 者 に とって,こ の 問 題 が データ処理 と

して で は な く コ ミュニケーシ ョンとしてか かわ って くる場 合,新 た な附 属 機 関 を 別

会社 と して 設 け て,FCCが 突 然連 邦 規 制 と同様 デ ー タ処理 機 能 につ い て 関与す る

の を避 け る よ うに しな けれ ば な らない 。
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フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト

フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン ト(以 下FMと 略 す)は,デ ー タ処 理 部 門 の 運 営 を

代 行 す る事 業 と定 義 す る こ とが で き る 。

oFMは,企 業,事 業部 門 等 々,一 つ一 つ の 組織 実体 との 間の ,一 種 の 契 約 関係

を含 む こ とに な る 。FM契 約 は,税 金 額 を定 め,一 定 期 間 に限 定 す るの が一 般

的 で あ る。

'oFM会 社 は通 常
,契 約 相 手 の所 在 地 に お い て,原 則 と して その 契 約 相 手 の た め

にの み用 い られ てい る コ ン ピ ュー タに 関 し,そ の顧 客 のた め に,あ らゆ るデ ー

タ処 理 アプ リケ ー シ ョン を提 供 す る。 多 くの場 合FM会 社 は既 存 の デ ー タ処 理

フ ァ シ リテ ィの 責 任 を負 う もの とみ な され る。

契 約 相 手 の た め に,単 に一 つ の シス テ ム を開 発,完 成 し,そ の 後 は契 約 相 手 が

そ れ を運 営 す る とい う形 の契 約 はFMと は み な さな い。

概 要

フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トの 売 上 は,1975年 で 総 額6億3 ,000万 ドル に達

す る。FMの 今 後 は,成 長 は 持 続 され る もの の サ ー ビス産 業全 体 の 平 均 を や や下

回 る,年 率約15%の 伸 び に留 ま り,1981年 には14億3,000万 ドルの規模 にな

る と思 わ れ る。 図ll-2-8に 企 業 規 模 別 のFMに 対 す る支 出状 況 を示 した。

FMは もは や,70年 代 の 初 期 に 見 せ た 素 晴 しい 成 長力 は持 ってい ない 。

FM契 約 は その 性 格 上,多 くの場 合5年 間 とい った 長期 に わ た ってい る。 その

結 果,市 場 の変 化 の 動 きは一 般 に 緩慢 な もの とな る。一 方,あ るサ プ ラ イ ヤ ーが,

以 前 は真 の フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トを提 供 して い た あ る領 域 に おい て,シ ェ

ア ド ・デ ー タ ・セ ンタ ー ・ア プ ロー チ の 導 入 を決定 した よ うな ケ ー スが 増 加 して

い る。 この よ うな現 象 の 有 力 な一 例 と して は,ElectronicDataSystems社
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図 皿 一2-8ユ ーザ ー 規 模 別 ファシリテ ィ ・マネー ジメ ン ト・サー ビス ・マーケ ッ トの

推 移(単 位:百 万 ドル)

小 規 模

110

中 規 模

127

大 規模

80

連 邦 政 府

190

1975年1981年

が,契 約 を維持 しなが らそ の ブル ー ク ロス/ブ ル ー シル ド ・フ ァシ リテ ィを,リ

モ ー ト ・デ ー タ ・セ ン ター に転 換 した ケ ー スが あ る。過 去数 年 間 に わ た って,El-

ectronicDataSystems社 は,FMサ プ ライ ヤ ーの 大手 として の 地 位 を確 保 し

て い るが,そ の サ ー ビス 内容 は オ ンサ イ トか ら リモ ー トFMに 移 行 しつ つ あ る。

図 皿一2-9にFMの サ ー ビス 形態 の 推移 を示 した 。

FMは 契 約 更 改率 が極 め て 低 い の で,収 入 を維 持 す るた め,サ プ ライ ヤ ー 間 で

新 しい 顧客 を奪 い 合 う とい う事 態 が 生 じて い る 。 また,分 散 処理 が,コ ン ピ ュー

タ ・サ ー ビスの 中 で 極 め て 費用 効 率 の 高 い方 法 として 登場 して きたの で,サ プ ラ

イ ヤー は,真 の 意 味 で の フ ァシ リテ ィ ・マ ネジ メ ン ト ・サ ー ビス を提 供 す る こ と

の メ リ ッ トを二 義 的 な もの と見 な す よ うに な ってい る。

フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トを提 供 して い る と称 す るサ プ ライ ヤー の 多 くは,

実 際 に は,特 定 の 顧 客 の た め に契 約 に基 づ い て,現 実 に一 つ の コ ン ピ ュ ー タ ・フ

ァシ リテ ィを管 理 して い る とい うよ り も,NISに 属 す る もの を提供 して い る と

い うの が 現状 で あ る。

なお 図 皿一2-10,図 皿一2-11に それ ぞ れ フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト

に対 す る企 業規 模 別 企 業 数 お よ び各 企 業 の 平均 年 間支 出 と,ベ ン ダ ーの タ イ プ別

サ ー ビス 状況 を示 し た 。
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図 皿 一2-9:オ ン サ イ トお よ び リ モ ー ト ・フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・マ ー ケ ッ ト ・シ ェ ア

1975年

1981年

図 皿 一2-10:企 業 規 模 別(単 位:ド ル)

ユ ーザ ーの 年 間 支 出()内 企 業 数

中 規 模

400,000

(300)

小規模

200,000

(500)

大 規 模

500,000

150)

連 邦 政府

2,000,000

5,600,000(100)
1,100)

超 大 規 模

2,500,000

(50)

1975年

小 規 模

120,000

(2,000)

超 大 規 模

3,000,000

(80)

連 邦 政 府

2,500,000

(160)

7,020,000

(3,140)

1981年
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図 皿 一2-11:ベ ン ダ ー の タ イ プ 別 サ ー ビス 状 況(単 位:百 万 ドル)

コンピュータ ・メーカー20

コンピュータ・メーカー10

1975年

分野 別 にみ たFM市 場

FM市 場 は① 連 邦 政 府,② カス タム

こ とが で き る。

ス ピ ンオ フ

225

独立系

1,180

1981年

・コ マ ー シ ャ ル
,③ 業 界 の3分 野 に 分 け る

(1)連邦 政府

連 邦 政府 との契 約 は,ユ ニ ー クな市 場 領域 を 形成 してお り,そ の 特 色 と して は,

競 争 入 札 制 で あ る こ と,利 益 が あ らか じめ組 み 込 まれ てい るの で,商 業 契 約 に 比

べ て 有 利 な こ と,特 別 な 調 査 ・研 究 能 力 な どの よ うな,デ ー タ処 理 以 上 の もの が

しば しば 要 求 され るな ど,一 般 に 内容 が複 雑 で あ る こ と,な どが あげ られ る。

連 邦 政府 は,1975年 現 在 で最 大 の 市 場 部門 で あ り,合 計1.9億 ドル のFM収

入 を 占め,FM市 場 全 体 の48%を 占め て い た 。 この部 門 は 成 長 を続 け るで あ ろ

うが,1981年 ま で に は市 場 全体 に 占め る シ ェ アは35%に 低下 し,収 入 は4億

ドル に な る と予 想 され る。

連 邦 政府FM市 場 に お い て,3つ の 大 きな 特色 が み られ る。

① 過 去 の急 激 な収 入 増 加 の大 部 分 は,連 邦 政 府 の 新 規 の コ ン ピ ュー タ設 備 の 管
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理 契 約 に よ って もた らされ た もの で あ る。

② 連 邦 政 府が今 後 新 規 設 備 の追 加 を行 な うこ とは ほ とん ど期 待 で きな い の で,

今 後 の 成 長は もっ と緩 慢 な もの とな り,主 と して,現 在 のFMサ イ トの 拡 張,

既存 フ ァ シ リテ ィに 関 す る契 約,お よび ご く少 数の 新 規 設 備 関 係 の 契 約 に頼 る

こ とに な るだ ろ う。

③ 連 邦 政 府 のFM契 約 に は 複 雑 な もの が あ るた め,多 くのFM提 供 者 に と って,

こ の 市場 部 門 は余 り歓迎 され な い もの とな る可 能 性 が あ る。

サ プ ラ イ ヤ ーにつ い て は,大 手3社 で 連邦 政 府 部 門 にお け るFM収 入 の ほ ぼ半

分 を 占 め て い る。 この ビ ッグ ス リー,す な わ ち,ComputerScienceCorpor-

ation,SystamsDevelopmentCorporationお よびPlanningResearch

Corporationは,FM市 場 の う ちの この部 門 に 本格 的 な参 入 を行 な って い る。

市 場 の 残 りの部 分 は,通 常FMを 主 た る事業 と してい ない 多種 多 様 なサ ー ビス

会 社 に よ って 分 割 され て い る。

連 邦 政府 部 門 は,収 入 を もた らす ポ テ ン シ ャルは あ るが,サ プ ラ イ ヤ ーが 消 極

的 に な るの は 間 違 い な い 。 過 去 に お い て,連 邦 政 府 は,相 当速 いペ ー スで その コ

ン ピ ュー タ設 備 を拡 張 して きた 。 しか し この ペ ー ス は,1970年 代 後 半 には ス ロ

ー ダ ウンす る もの と考 え られ る
。 過 去 の収 入 が,大 部 分,新 規 設備 に関 す る契 約

か ら もた らされ た もの で あ る とす れ ば,新 規 フ ァシ リテ ィの伸 びが 低 下 す る に つ

れ て,FM収 入 の伸 び 率 も鈍 化 す る だ ろ う。 将来 の収 入 の伸 び は,FM契 約 を持

つ サ イ トの拡 張,そ れ にわ ず か で は あ るが,既 存 フ ァシ リテ ィに 関す る契 約 お よ

び 新規 設 備 のFM契 約 に よ って もた らされ る こ とに な る。 連 邦政 府 のFM契 約 の

多 くが 内包 してい る複 雑 さの た め に,こ の 市 場 に 参 入 し よ う とす るサ プ ライ ヤ ー

の数 は限 られ た もの に な る だ ろ う。

(2)カ ス タ ム ・コ マ ー シ ャル

カス タ ム ・コマ ー シ ャ ル契 約は,時 折 散 見 され る一 種 のFM協 定 で あ るが,そ

の 相 互 間 に は 明 白 な関 連 は ない 。'こ の ケ ー スで は,FM会 社 が 必 要 とす る唯一 の
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真 の 能 力 は,優 れ た人 々 を魅 きっ け,そ して効 率 的 な デ ー タ処 理 オペ レーシ ョン

を管 理 す る能 力 で あ る 。

カ ス タ ム ・コマ ー シ ャル契 約 は,FM市 場 の 中 で非 常 に 小 さい 部 分 を 占 め るに

過 ぎ ない 。 この部 分 の1975年 の収 入 は わず か3,000万 ドル,市 場 全 体 の ほ ぼ7

%で あ った 。

この 収 入 は今 後5年 間 に さ らに低 下 し,1980年 に はわ ず か1,500万 ドルに留

ま り,1980年 に予 測 され て い るFM収 入 全 体 の 中で 約2%し か 占め な い だ ろ う。

この 原 因 と しては,

・カス タ ム ・コマ ーシ ャル 契 約 は,1件 当 りの収 入 は 大 きい が,利 益 は 低 い 。

・社 内 オ ペ レー シ ョンの 非 効 率 が,FM会 社 の助 け に よ って改 善 され る と,顧 客

は 再 び 自社 デ ー タ処 理 部 門 を 自か ら運 営 し よ うと望 む ケ ー ス が 多 い の で,契 約

更 改 率 は低 い。

・顧 客 の側 の向 上 に伴 な い,顧 客 は,他 のFMと 競 合 す るコ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ

ス が,よ り高 い 費用 効 率 を持 っ てい る こ と に気 が 付 くよ うに な る。

・過 去 の カス タ ム ・コ マ ー シ ャ ルFMサ プ ラ イヤ ー の意 見 は,1つ のFM契 約 に

よ って大 きな収 入 は得 られ るが,こ れ は 必 ず し も充 分 な利 益 を生 む わ けで は な

い,と い う点 で一 致 して い る。 事 実,契 約 交渉 が 終 って み る と,サ プ ラ イ ヤ ー

は,赤 字 か,そ うで な く と もせ い ぜ い 採 算 ギ リギ リの状 態 に あ る こ と に気 が 付

くこ とが あ る.。

この領 域 の 顧 客 の典 型 は,そ の デ ー タ処 理 部門が ど うしよ うもない一 種 の 混 乱 に ・

陥 って初 めて 契 約 に サ イ ンす る とい う もの で あ る。 ほ とん どの 場 合,コ ン ピュ ー

タ ・オペ レー シ ョンの 再編 成 お よび近 代 化 に 要す る費用 を,契 約 期 間 全 体 に 分 散

す る こ とが で き る とい う点 が,こ の種 のFM契 約 の 最 大の セ ー ル ス ・ポ イ ン トと

な って い た 。

・FM契 約 が ,そ の完 了 に近 い 頃 に な って初 め て利 益 を生 む とい う事実 の 中 か ら

この 部 門 のFMサ プ ライ ヤ ー に と って 最 も深 刻 な問 題 が生 じて き た。 つ ま り,FM

ク ラ イ ア ン トの た め に良 い 仕 事 を す る と,逆 に仕 事 を失 な う破 目 に な る とい う問
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題で あ る 。

・カス タ ム ・コマ ー シ ャ ル部 門 に お け るFMは ,サ プ ラ イ ヤ ー,ユ ー ザ ー の双 方

に と って に と って魅 力 を失 な って い る。 それ は もは や,5年 前 の 販売 上 の華 やか

な訴 求 力 を失 って い る。 ユ ーザ ー側 の管 理 層 は,年 と と もに デ ー タ処 理 の コ ス ト

に ます ます 敏 感 に な っ て きて い る。契 約 が 次 々 と満 期 に な って 行 くに従 って,市

場 は継 続 的 に縮 小 して 行 くだ ろ う。

(3)業界 用 特 定FM

産 業向 け特 定 契 約 は,ほ とん どの 場 合,特 別 仕 様 の もの で あ るが,サ ー ビス対

象産 業 に密 接 に関 わ って い る1つ の 契 約 と次 の 契 約 の 間 で,一 種 の伝 達 が 行 なわ

れ,こ れ に よ って経 験 が 蓄積 され る とい うこ とが あ る 。 この伝 達 は,単 に ソ フ ト

ウ ェアの ノ ウハ ウに留 ま らず,そ の 産 業 に関 す る豊 富 な,生 きた知 識 まで 含 まれ,

これ に よ って,確 信 の持 て な い経 営 陣 とデ ー タ処 理 との 間 の コ ミュニケ ー シ ・ン

・ギ ャ ップ を め る こ とが で きる。

産 業 向 け特 定FMは,現 在,市 場 で45%の シ ェア を持 ち,1981年 まで に

1975年 の2倍 以 上 に達 し,全FM収 入 の58%を 占め る もの と予 想 され て い る。

図ll-2-12に 業 界 別FM売 上 の推 移 を示 した 。 これ は 明 らか に,最 も急 成長 を

とげ る部 門 で は あ るが,こ こにお い て す ら,利 益 は そ れ ほ ど大 き くは ない 。

・クラ イ ア ン トは ,給 与 水 準 が 低 く,同 時 に保 守 的 な財 務 管 理戦 略 を保 って い る

とい う,明 白な 特 色 を示 してい る産 業 で あ る。 この よ うな特 色 を持 った産 業 と

して は,銀 行,地 方 政 府,病 院,お よび 高 等教 育 が あ げ られ る。

・FM会 社 の 中 に は,そ のFMサ イ トか ら,同 一 産 業 内 の 他 の組 織 に コ ン ピュ ー

タ ・サ ー ビス を売 る こ とに よ って,最 大 の利 益 をあ げ て い る もの が あ る。

・FM契 約 は,そ の 交 渉 プ ロ セ ス と最終 的 な条 件 に お い て ,多 くの 共 通 性 を持 っ

て い る。

・サ プ ラ イ ヤー は,産 業向 け特 定FMを 成 功 させ るた め に は,デ ー タ処 理 その も

の に 関 す る経 験 蓄積 に留 ま らず,そ の産 業 に 関 す る完全 な知 識 を持 ってい な け
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業 界 別 フ ァ シ リ テ ィ ・マ'ネ ー ジ メ ン ト ・マ ー ケ ッ トの 推 移図 皿 一2-12
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れ ば な らな い 。

・FMサ プ ラ イヤ ー 間の 競 争 よ り も,FMと 競 合す る サ ー ビス との 間 の 競 争 の 方

が激 しい 。

・1975年 に,産 業 向 け特 定 市場 にお け るFM市 場 の40%近 くは 銀 行 市場 か ら

もた らされ た。 今 後5年 間 に伸 び 率 は 鈍 化 す る もの の,収 入 は1981年 に は4

億 ドル に 増加 す る と思 われ る。

保守的 な経営陣が,低 い 給 与水 準 と,迅 速 な近 代 化 の 明 白な 必 要 性 に 迫 られ た

場合,銀 行はFMに 対 す る指 向 に際 立 った 特 徴 を見 せ る。

・銀 行 産 業 内で の 競 争 の た めの 道 具 と して,デ ー タ処 理 が ます ます 広 く用 い られ

るよ うに な って きて い る。 大 銀 行 に 追 随 して行 くた め には,中 小 の銀 行 も,そ

の デ ー タ処 理能 力 を大 幅 に グ レ ー ド ・ア ップす る必 要 が あ るの だ が,多 くの場

合,そ の た めの 資 金 力 が 不足 して い る。 同時 決 済 シ ステ ム(ElectronicFun-

dsTransferSystem)の 移 行 が 進 ん で い るた め,こ の よ うな性 質 は 特 に重要

な意 味 を持 つ 。
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ソフ トウ ェア産 業

ソ フ ト ウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト

タ イ プ別 ソ フ ト ウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト ・マ ー ケ ッ トの 成 長 動 向

1975年,MarkN,Autoflow,Panvalet,TOTAL,UCCのXシ リ ー ズ,IB

MのTSOお よ びIMSな ど の シ ス テ ム ・パ ッ ケ ー ジ が,図 皿 一2-13示 し た よ う

に ソ フ ト ウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト ・マ ー ケ ッ ト全 体 の50%以 上 占 め た 。

一 方
,IBMの シ ス テ ム32用 のIAPな ど の ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ は,

強 力 な マ ー ケ ッ ト成 長 力 を 持 って お り,特 に,イ ー ス タ ン航 空 会 社 用 のPARSな

ど 大 規 模 ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ は,今 後 極 め て 有 望 で あ る 。1981年 に

は,ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ の マ ー ケ ッ トは,マ ー ケ ッ ト全 体 の6%に 達

す る こ と に な る だ ろ う。 しか し,も しIBMが,ソ フ トウ ユ ア の 完 全 な ア ン バ ン

ドル に 踏 み 切 れ ば,シ ス テ ム ・パ ッケ ー ジの マ ー ケ ッ トの 成 長 も見 逃 す こ と は で

き な い 。

図 皿一2-13:タ イ プ 別 ソ フ ト ウ ェ ア ・

プ ロ ダ ク ト ・マ ー ケ ッ トの 推 移

企 業 規 模 別 ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト,

の 利 用 状 況

図ll-2-14に 示 した よ うに,シ ステ

ム ・パ ッケ ー ジ分 野 の 大手 ユ ーザ ー は,

中 規 模 以 上 の ユ ー ザ ーで あ り,ア プ リケ

ー シ ョン ・パ ッケ ー ジ につ い て は,逆 に

中 規 模 以 下 が 大 手 ユ ーザ ー とな って い る。

中 で もIBMの370/158と か,168ク ラ

スの シス テ ム ・パ ッケ ー ジは非 常 に少 な

く,ADABASな どは,そ の 数少 な い 例

一103一

(100万 ドル)

1,600

1,400

L200

1,000

800

600

400

200

019751976

1,540

500

620『

900

640

310

240舞
310

'該

加 拡
ジ

1981



図ll-2-14:ユ ー ザ ー 規 模 お よ び プ ロ ダ ク ト ・タ イ プ 別

ソ フ トウ ェ ア

システム ・パ ッケージ

2億6,000万 ドル

パ ッケージ

2億4,000万 ドル

・プ ロ ダ ク ト ・マ ー ケ
ッ トの 推 移

システム ・パ ッケージ

6億4,000万 ドル

大 規模

小 規模1,000万 ドル

の1つ で あ る。

殆 ん どの ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー

ジは 中 小 規 模 ユ ーザ ー に よ って購 入 され

る汎 用 ビジ ネ ス お よ び専 用 ア プ リケ ー シ

ョンで あ る 。大 規 模お よ び超 大 規 模 ユ ー

ザ ーは,科 学 技 術 計 算 分 野 を含 め,こ の

分 野 で は ざ して 重要 な位 置 を 占 め る とは

言 え な い 。

シス テ ム ・パ ッケ ー ジの成 長 の 今 後 は

デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シス

テ ム(DBMS)に 依 ると こ ろが極 め て 大で

あ る。 図 皿一2-15に 示 したように大規模 ユ ー

ア プリケーション・

パ ッケージ

9億 ドル

図 皿一2-15:ユ ー ザ ー 規 模 別 デ ー タ ・

ベ ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

の 潜 在 マ ー ケ ッ ト

400

300

200

100

(100万 ドJレ)

nvl9761978 19Sl

塵護】 超大規模ユーザー

口 大規模ユーザー

吻 中規模ユーザー

囲 小規模ユーザー

ザ ーのDBMSに 対 す る ニ ー ズは今後 非常 に高 く,中 堅 規模 ユ ー ザ ー もい よ い よ導

入 に 踏 み切 り始 め た。

パ ッケ ー ジ の普 及 率 は最 近 非 常 に高 くな って きて お り,1981年 に は1975年
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の約3倍 の ユ ーザ ー数 に 達す るだ ろ う。 この傾 向は 特 に小 規 模 ユ ー ザ ーに つ い て

著 しい 。

以 下の 図表il-2-16,17は 米 国 に お け る ソ フ トウ ェア パ ッケ ー ジ の 流 通 状 況 を

示 した もの で あ る。

ユー ザ ー.ソ フ トウ ェア の 開 発 動 向

ソ フ トウ ェアの た めの 総 ユ ー ザ ー支 出

。1975年 に ソ フ トウ ェア,EDPプ ラ ンニ ング,教 育,そ の 他 の 関連 事 項 のた め

に ユ ー ザ ーが 支 出 した総 支 出 額 は 約75億 ドル で あ った 。図 皿一2-18が 示 す よ

うに,そ の 内の20%ほ どは ソ フ トウ ェア ・サ ー ビスや ソ フ トウェ ア ・プ ロ ダ ク

トの た め の支 出で あ るが,こ の 比 率は1981年 まで に25%以 上 にまで増 加 するで

あ ろ う。

ユ ーザ ー の ソ フ トウ ェア支 出 に影 響 を及 ぼす 要 因 ・

① 経 済 環 境:1978年 に 経 済 不 況 が 起 りその 回 復 期 が1981年 まで 続 く こ とが

予 測 され る。 ま た労 働 コ ス トに影 響 を与 え るイ ン フ レ率 につ い ては,5～7%程

度 で あ ろ う。

② 新 シス テ ムや サ ー ビス に 対 す るユ ーザ ー需 要:新 シス テ ム に対 す る比 較 的 強

い 需 要が ユ ーザ ーの マ ネ ジ メ ン トか ら引 き続 き生 じる と予測 して お り,特 に,労

働 とオ ー トメー シ ョン との 間 の トレ ー ド ・オ フが継 続 す る と考 え られ る。

③ メ イ ン フ レー ム ・メ ー カ ー に よ る ソ フ トウ ェ ア価 格 付 け:新 しい ソ フ トウ ェ

ア とハ ー ドウ ェア と をパ ッケ ー ジ ングす る手 法 が1980年 当 初 次 第 に提 供 され る

で あ ろ う。 こ う した手 法 を用 い た場 合 は 価 格 付 けの アル ゴ リズ ム 内で ソ フ トウ ェ

ア を分 離す る こ とが で きな い で あ ろ う。(ソ フ トウ ェア/ハ ー ドウ ェ'ア ・パ ッケ

ー ジの 例 と して ,い くつ か の メ ー カーが 提供 して い る ミニ コ ン ・ベ ー ス の建物 環

境 管 理 シ ステ ム な どが あ る。)

上 記 の 専用 シス テ ム の場 合 とは 違 って汎 用 シス テ ムにつ い ては,メ イ ン フ レー

ム ・メ ー カ ーはOSを 含 む全 て の 提 供 ソ フ トウ ェア につ い て別 途 料 金 を要 求 す る
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図 皿一2-16米 国 に お け る本体 メー カ ー別 パ ッケ ー ジ流 通 状 況
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② ミニ お よ び 小 型 ビジ ネ ス ・コ ン ピ ュ ー タ

a)シ ス テ ム ・ ソ フ トウ ェア
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図 皿一2-171CPSoftwareDirectoryに 掲 載 が あ っ た プ ロ グ ラ ム の 使 用 言 語
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こ とで あ ろ う。 ミニ コン ・メ ー カ ーは 多 年 にわ た って こ う した こ と を行 って きた 。

当予 測 は ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ市 場 を含 め て こ うした価 格 付 けが,多 分 ハ ー

ドウ ェア との 関連 にお い て,新 しい ソ フ トウ ェ アの 発 表 を行 な う場 合 にの み 適 用

され る もの と想 定 して い る。

④ 新 しい ソ フ トウ ェ ア開 発技 術:ソ フ トウ ェア開 発 の ス ピー ドと正 確 さ を向 上

させ る ジ ェ ネ レ ー タそ の他 の技 法 が 開 発 し適 用 され るだ ろ う。 各種 の 開発 業 務 間

の時 間の 配 布 に 実質 的 な変 化 が 起 り,コ ーデ ィン グ や テス テ ィ ン グに 当 て られ る

時 間 は 減 少 す るで あ ろ う。 こ うした技 法 の 多 くが メ イ ン フ レー ム ・メ ー カー に よ

って提 供 され る と考 え られ る 。

⑤ ハ ー ドウ ェア/ソ フ トウ ェア間 の トレ ー ド ・オ フ:一 般 に用 い られ るル ー チ

ンや サ ブ プ ロ グ ラム をハ ー ドウ ェ ア化 す るマ イ ク ロ・コー ドが,今 後 ます ます メ ー

カー に よ り採 用 され るよ うに な る と予 測 され る。 こ れは プ ロ グ ラム の構 成 や プ ロ

グ ラム開 発 に要 す る時 間,そ れ に正 確 さ とい った もの に影 響 を及 ぼ す で あ ろ う。

⑥ 労 働 組 合 化:こ れ は今 後 ます ます 生 産 性 や 機 動 性 を左右 す る要 素 とな って い

くで あ ろ う し,パ ヅケ ー ジ や外 部 サ ー ビス利 用 へ と向 わせ る原 動 力 とな ろ う。

図 皿一2-18ユ ー ザ ・ソ フ トウ ェア支 出 予 測(1975-1981)

ソフトウェ
ア㍊

ソフ・ウ・ア・鴫

サービス70

0億 ドル

3%

インハ ウス

60億 ドル

(80%)

1975年:75億 ドル 1981年:135億 ドル
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⑦ 要 員確 保:労 組 化 が,訓 練 を受 け た有 能 な ソ フ トウ ェア要 員 の 確 保 とい う既

に困 難 に な ってい る問 題 を更 に深 刻 に す る。 ま た ソ フ トウ ェアが 複 雑 性 を増 し専

門 化 して行 くこ とか ら,ソ フ トウ ェア要 員が サ ー ビス会 社,特 にCPEや ミニコン

お よ び マ イ ク ロ プ ロセ ッサ 向 け の ソ フ トウ ェア開 発 の 面で台 頭 しつ っ あ る小 さな

特 化 したサ ー ビス会社 へ ひ きつ け られ る よ うに な る。

小 型 オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タが 普 及 しつ つ あ る こ とか ら,有 能 な ソ フ トウ ェ ア技

術 者 が施 設 管 理 の 面へ 流 出 す るこ と も考 え られ る。

⑧ 新 しい ハ ー ドウ ェア/ソ フ トウ ェア ・シス テ ム:斬 新 的 な もの で あ ろ うと革

新 的 な もの で あ ろ うと,メ イ ン フレ ー ム ・メ ー カ ー に よ って 発 表 され る この種 の

シス テ ムは,ユ ーザ ー側 に それ を研 究 評 価 す る 努力 を要 求 す る。 ま た,こ の種 の

新 シス テ ムが 新 しい特 色 や便 宜 さを提 供 して くれ る反 面,既 存 シス テ ム に何 等 か

の 再 設 計 を ほ ど こ した り,新 しい シス テ ム を 開発 す る必 要 性 を生 じせ しめ る。

⑨ ミニ コ ン ピュ ー タ;あ らゆ る規 模 の 企 業 に と って比 較 的安 く しか も融 通 性 が

あ る ミニ コ ン ・シ ステ ムが 利 用 で きる とい うこ とは,あ らゆ る種 類 の ソ フ トウ ェ

ア ・システ ム に対 す る需 要 を増 加 させ るが,特 に小 企 業 向 けの 標準 的 ソ フ トウ ェ

アと 大手 企 業 向 けの 専 用 ソ フ トウ ェ アの 需 要が 見 込 まれ る。

・上 記 お よび そ の 他 の原 因 を考 え合 せ る と ,図 皿一2-19に 見 られ る よ う に,

1981年 に は ユ ーザ ー は ソ フ トウ ェ アお よ び ソ フ トウ ェ ア関 連 の 事項 に 関 して,

125億 ドル か ら150億 ドル を支 出す る よ うに な るで あ ろ う。135億 ドル の 期 待

支 出 レベ ル は イ ン フ レ分 を差 引 い て もな お30億 ドル近 くの 成 長 が あ る こ と を示

し て い る。 これ は控 え 目な 数字 で あ る 。

同 図 には 総 ソ フ トウ ェア関 連支 出の 各 構 成 要 素毎 に,そ の 上 限 と下 限 と を示 し

てい るが,中 で もその 開 きが 大 きいの は ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク トの分 野 で あ る 。

これ は この 分 野 が メ イ ン フ レー ム ・メ ー カ ー の 価格 付 お よ びパ ッケ ー ジ化 の 方 針

に よ り非 常 に 大 きな影 響 を受 け る こ とに な る。

・表 皿一2-6に 示 され て い るよ うに,エ ン ド ・ユ ー ザ ー に よ る イ ンハ ウ ス支 出

の50%は,主 と して ユ ーザ ー が 開 発 した ア プ リケ ー シ ョン ・ソ フ トウ ェ アの メ
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イ ンテ ナ ンス に当 て られ て い るが,更 にそ の少 く と も%は シ ス テ ム を本 来 の仕様

に合 せ る た めの 支 出 で あ り,残 りは 大 きな書 き直 し を必 要 と し ない 既 存 の シス テ

ム を補 強 す るの に 当 て られ て い る。

・この表 の 中 で 最 も重 要 な 統計 は ,イ ンハ ウ スの 支 出 の メ イ ンテ ナ ンス部 分 が

1981年 まで に75%に まで増 大 す る とい う点 で あ る。 そ うした場 合,新 シ ス テ

ム の開 発 に 向 け る こ とが で き る支 出 は,総 イ ンハ ウス ・ソ フ トウ ェ ア関連 支 出 の

わず か15%に 減 少 して しま う。 メ イ ンテ ナ ンス 支 出 が この よ うに増 大す る理 由

は単 純 な もの で,1981年 ま で に ユ ー ザ ー に よ って運 用 され る アプ リケ ー シ ョン

の 数,複 雑 性,お よ び規 模 が い つれ も増 大 す る こ とに よ る の で あ る。 企 業 や 行 政

の環 境 に 引 き続 き起 る変 化 が,修 正 と補 強 の ニ ーズ とい った形 で反 映 され て い る。

同時 に,イ ンハ ウス の ソ フ トウ ェ ア要 員 を これ 以上 増 加 させ る とい う意 思 は マ ネ

ジ メ ン ト側 に ない し,意 思 が あ って も要員不 足 の 面 か ら も不 可 能 で あ ろ う。

・プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル ・サ ー ビス の うちの ソ フ トウ ェ ア開発 費 の 極 く一 部 は メ イ

ンテ ナ ンス に 当て られ るが,こ れ は 主 と して 既存 シス テ ムの 補 強で あ り,残 りは

前 述 の ユ ー ザ ーの た め の シ ス テ ム ・ソ フ トウ ェ アに 当 て られ る 。 スケ ジ ュー リン

グお よびパ フ ォー マ ンス ・シ ス テ ム に対 す る需 要が 最 も強 い 。

1981年 には,最 新 の アプ リケ ー シ 。ンは 外部 ソー スか ら提 供 され る よ うに な

る。

・こ う した 現 象 が 起 る た め に ,1981年 に お け る アプ リケ ー シ ョン開 発 の た め の

ユ ー ザ ー支 出 は34億 ドル に留 ま る。 これ は1975年 と比 較 して もわ ず か10%の

増加 で あ り,平 均 年 間 成 長 率 は2%に す ぎず,こ の 期間 に想 定 され る イ ン フ レ率

を造 るか に 下 ま わ る もの で あ る。 しか しなが ら,開 発 技 法 の 向 上 や パ ッケ ー ジ利

用 の増 加 とい った こ と を考 え合 わ せ る と,こ の 支 出 レベ ルは 今 日の 効 率 に換 算 す

る と50億 ドル もし くは それ 以 上 の 支 出 に相 当す る もの で あ る。 当 予 測 は パ ッケ

ー ジが(パ ッケ ー ジ を利用 で き る分野 では) ,イ ンハ ウ ス ・ソ フ トウ ェ ア よ り も

2倍 も効 率 が よ く,そ の 開 発技 法 に つ い て も今 日の もの を較べ て30%以 上 効率

が 向上 して い る こ と を前提 と して い る。
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表 皿 一2-6:機 能 別 ソ フ ト ウ ェ ア 関 連 ユ ー ザ ー 支 出

1975年 一1981年

(単 位:10億 ドル)

⑨

プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル ・サ ー ビ ス

イ ン ハ ウ ス
ソ フ トウェア

開 発

EDPコ ンサル

ティング

ソ フ トウェア

パ ッケ ージ
合 計

システム

ソフ トウェア

1975 0.1 01 一 0.3 05
1981 α2 0.1 一

06 09

アプリケーション

ソフ トウ ェア

1975 23 06 一 α2 31
・1981 1.5 1.2 一 α.7 34

ソ フ ト ウ ェ ア ・

メ ンテナ ンス

1975 30 01 一 一 3.1
1981 73 02 一 02 7.7

そ の 他
1975 α6 一

α2
一

α8
1981 1.0 一

04 一
1.4

合 計
1975 6.0 08 α2 0.5 7.5
1981 1α0 1.5 04 1.5 135

●図n-2-20の よ う に
,プ ロ フ ユ ッ シ ョ ナ ル ・サ ー ビ ス や ソ フ ト ウ ェ ア ・プ

ロ ダ ク ト と し て ユ ー ザ ー に 提 供 さ れ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ソ フ トウ ェ ア に 関 す る

支 出 は,1981年 ま で に は 全 支 出 の25%か ら,55%以 上 に ま で 成 長 す る で あ

ろ う 。
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図ll-2-20:ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ トウ ェ ア の 提 供 ソ ー ス 別 の ユ ー ザ ー 支

出 予 測(1975年 一1981年)

ソ フ トウ ェ ア 製 品

プロフェッショヵ レ・

サ ービス

19%

1975年 1981%

■

注:比 率 は,ユ ー ザ ー ・ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ ト ウ ェ ア 関 係 の 総 支 出 に 占 め る%
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ソ フ トウェア特許 問題

76年11月 に な って,CCPA(米 関 税特 許控 訴裁)は,ソ フ トウ ェ アは 特 許 の

対象 に な りうる との見 解 を示 し,こ の 問 題 に 新 た な一 石 を投 じた 。 ソ フ トウ ェ ア

・ベ ン ダーの み な らず ,ハ ー ドウ ェア ・メー カ ー,特 にAmdah1を 始 め とす るプ

ラ グ ・コ ンパ テ ィブ ルCPUメ ー カ ー,そ して ユ ー ザ ーに と って も,ソ フ トウェア

が 特 許 や 著 作 権 の 対 象 に な るか とい うこ とは 大 きな 関心 事 で あ る。 米 国 にお け る

76年 の 動 き を まず 見 て み よ う。

76年 の動 き

ま ず3月 に は,連 邦 最 高 裁 が,政 府 は銀 行 が 当座 預 金 の カ ス トマ ー に よ り詳 し

い 月次 明細 書 を提 供 出 来 る コ ン ピ ュ ー タ ・プ ロ グラ ム に対 し特 許 を与 えな くて も

よ い との裁 定 を下 した 。 つ ま り最 高裁 は,プ ロ セ ス の特 許 化 を要求 す る こ とは コ

ン ピ ュー タ産 業 や そ の経 済基 盤 に不 利 な影 響 が 出 る とした 政府 の 見 解 を支 持 した

わ け だ 。 この 制 定 はThomasR.Johnstonに 特 許 を与 えた 関税 特 許控 訴裁(CC

PA)の 決 定 を くつ が えす こ とに な った。

著 作 権 所 有 物 の 技 術 的新 規 利 用 に関 す る全 国 委 員 会(CONTU)は5月6～7日

に公 聴 会 を開 催 し,「 自動 情 報 シ ステ ム と コ ン ピュー タ ・シス テ ム」 の 作 成 者及

び所 有 者 の 権 利 を保 護 す るた め,著 作 権 法 や そ の手 続 に変 更 が 必 要 か 否 か につ い

て論 議 した 。CBEMA,DPMA,AFIPS,EDUCOM,CCIAの よ うな業 界団 体 や

関係 機 関 が この 公 聴 会 に参 加 した 。 ま たCONTUは9月 に 「写 真 複 写 に関 す る ガ

イ ドラ イ ン」 を 公 表 した 。

AppliedDataResearch社 の マ ー チ ン ・A・ ゴ ー ッ(MartinA・Goetz)上

級 副社長 は 声 明 を発 表 し,そ の中 で,米 国特 許 局 は 結 局3年 間 出 し渋 って来 た ソ

フ トウ ェア に対 す る特 許 を 与 え ざ る を得 ない だ ろ うと語 って い る。 彼 は,最 高 裁
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の 決 定 は 「プ ロ グ ラム は特 許 対 象 とな り得 な い と言 ってい るの で は ない 」 が 故 に,

歓 迎 す べ き もの だ と して い る。 彼 は 実 に,「 ソ フ トウ ェア会 社 は現 在,R&D強

化 を 進 め るべ きで あ り,先 進 的 な ソ フ トウ ェア会 社 は投 資家 か ら も っ と優 遇 され

て もよい は ず だ」 と強 気 の 弁 を語 って もい る。 判 決 の 出 た翌 週,Johnstonケ ー

スでADAPSO・SIA(ソ フ トウ ェア部 会)を 代 表 す る参 考 人 として 出廷 し た モ ー

トン ・ヤ コ ブス(MortonJacobs)は,「 特 許 局 は最 高裁 で の 第2回 目の 戦 いで

勝利 を収 め たが,ソ フ トウ ェ アの発 明 に対 す る特 許付 与 の 戦 い で は 実 質 的 に 敗 北

した よ うな もの だ 」 とそ の感 想 を述 べ たり

DPMAも コ ン ピュー タ ・プ ロ グ ラム の著 作 権 と特 許 に対 す るそ の 公式 の 立 場 を

明 らか に して い る。 そ の 声 明 書 でDPMAは,コ ン ピュー タ ・プ ログ ラ ム は 著 作

権 を適 用 され るべ きだが 特 許 化 へ の 留 保 権 利 も もつ もの だ との 見 解 を示 して い る。

そ して11月 に,CCPAに よ りソ フ トウ ェアは 特 許 の対 象 とな り うる との 決 定

が 下 され た 。

連 邦 最高 裁 判 例

76年3月31日,連 邦 最 高 裁 は,ジ ョンス トン(ThomasR .Jhonston)氏 に

よ る銀 行 業務 用 の 自動 金 融 記 録 シス テ ムの 特 許 申請 を最終 的 に却 下 した 。 しか し,

ソ フ トウ ェ ア特 許擁 護 派 達 は,こ の 判 決 は 裁 判 所 が コ ン ピ ュー タ ・プ ログ ラム に

特 許 を与 え る こ とに必 ず し も反 対 し てい な い こ とを示 す もの だ との 感 想 を も ら し

て お り,業 界 筋 で は,72年 に 出 され た連 邦 最 高 裁 の 「ベ ンソ ン&タ ボ ッ ト ・ケ

ー ス」 判 決 を読 みか え る こ とに よ
って,裁 判 官 は特 許化 の 方 向 に 傾 い た と述 べ て

い る。

ジ ョンス トン氏 は,自 らの ソフ トウ ェアを,預 金 や小 切 手 で支 払 わ れた 支 出 の コ

ー ド化 レポ ー トを銀 行 の利 用 者 が 入 手 出来 る発 明 だ として
,特 許 申 請 を出 して い

たの だ が,特 許 審査 官 は 全 く対象 外 だ と して 申 請の 有 効 性 を否 定 して い た 。 ま た,

特 許 商 標 局 は,彼 の発 明 が 銀 行 業 務 で 使 わ れ て い る デ ィジ タル ・コ ン ピ ュー タ の

確立 した利 用 法 とは 明 確 な一 線 を画 して い る もの で あ り,既 に特 許 を得 て い る企
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業 の もの と も違 う と述 べ て い るジ ョンス トン氏 の 申 し立 て を却 下 した 。

と ころが 関税 特 許 控 訴 裁(CCPA)は,特 許 局 の上 告 部 が下 した 裁 定 を逆 転 し,

ジ ョンス トン氏 の シス テ ム は特 許 の 対 象 とな り得 る もの で あ り,そ の 論 拠 と して,

1972年 に 出 され た ベ ンソ ン ・ケ ー ス に対 す る最 高 裁 の判決 に言 及 して い る。 こ

の 判決 で 同裁 判 所 は,2進 化10進 に変 換 す るプ ロ グ ラムは 特 許 の対 象 外 で あ る

と述べ て い るが,関 税 特 許 控 訴 裁 は こ の両 ケ ー ス の 区別 に着 目 し,ジ ョン ス トン

氏 の発 明 は 「プ ロセ ス」 とい うよ りむ し ろ 「装置 」 に含 むべ き もの だ と発 表 し た 。

最 高 裁 は,最 終 的 に この 提 訴 に対 し"ノ ー"の 判 決 を下 した わ けで あ るが,こ

の 裁定 に対 して は一 歩 前 進 で あ る とす る見 方 と,ベ ンソ ン ・ケ ー ス 以 来 何 らの 進

.展 も見 せ て い な い とす る見 方 とに わか れ て い る。

ジ ョンス トン氏 の弁 護 士 で あ り,ADRの 特 許 問題 顧 問 で もあ る'モー トン ・ヤ

コ ブス(MrtonJacobs)氏 は,前 者 の立 場 に 立 って い る。氏 は次 の よ うに 語 って

い る。

「ジ ョンス トン判 決 で 最 高 裁 が触 れ て い るベ ン ソ ン ・ケ ースの 部 分 的 所 有 権の

部 分(こ の判 決 で は特 許 が 否 定 され ベ ン ソ ン氏 に制 限 的所有 が 認 め られ た)は,

ま るで思 想 に沢 山 の 食物 を 与 え るよ うな もの で,我 々には や た ら暗号 を投 げか け

て い る。特 許 商 標局 は僅 か な 勝利 を得 た だ け だ 。 同 局 はベ ン ソ ン ・ケ ー ス の 内 実

を失 って しま った の で,も は や手元 には 何 も残 って い ない はず だ 。 」

「特 許局 は戦 い に 勝 った 。 だが その 主 眼 と して い た主 張 が意 味 を な さ な くな っ

た の だ か ら,戦 争 の末 期 が よ うや く始 ま った とい うべ きだ ろ う」 。

「最 高 裁 は,全 て の コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ ラ ムが特 許の対 象 とは な らない とい

う政府 の 原 則 を崩 した。 最 高裁 は米 国 の裁 判 所 制度 を くっ が え した の で もな け れ

ば,コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ ラム や コ ン ピ ュ ー タ ・テ ク ノロ ジー は機 械 と同 等 な 性

格 を持 った もの で あ り,従 って特 許 の対 象 とな り得 る とい う特 許 申 請 を拒 絶 した

もの で もな い 。」

同弁 護士 は,特 許 商 標 局 に プ ロセ ス に対 して 特 許 の付 与 を要 求 す る こ とは コ ン

ピ ュー タ産 業及 び経 済 全体 に 悪影 響 を与 え るだ ろ うとい う政 府 側 の 主 張 は,最 高
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裁 に よ って 顧 慮 され な か った と結 論 づ け てい る。

ジ ョンス トン氏 側 の参 考人 と して立 ったADRの ゴ ー ッ(MattinA.Goetz)

副社 長 も同様 の 見解 を み せ て い る。「最 高 裁 は特 許 局 が何 を特 許対 象 と出来 るか に

つ い て 明確 に説 明 すべ きだ と要 求 した こ とで,今 度 の判 決 に 大 い に満 足 してい る。

判 決 は,特 許 対 象 とな るた め に は そ の発 明が これ まで 発 表 され た こ との な い もの

とい う基 本 要 件 に 依拠 して い る もの だ 。裁 判 所 側は,プ ロ グ ラ ムが 特 許 化 可 能物

件 で は な い,と 言 って い な い 。」

マ ー シ ャ ル(Marshall)判 事 に よ り朗 読 され た 最 高裁 判 決 は,発 明 品(こ の 場

合 コ ン ピュ ー タ ・プ ロ グ ラ ム)が 特 許対 象 とな り得 るの は 「公知 で は な い」 こ と

が 必 要 だ とい う審 査 基 準 に拠 った もの で,ジ ョンス トン氏 の プ ロ グ ラム は 当該 技

術 分 野 に熟 知 してい る人 には 「公知 」 で あ る とい う こ とで却 下 され た の だ 。 これ

を逆 に とれ ば,非 公 知 性 を持 つ コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グラ ムは 特 許 化 の 対 象 とな る

とい うこ と に もな り,弁 護 側 は この 立 場 を と った わ け だ 。

一 方 ,従 来 か らソ フ トウ ェアの特 許 化 に反 対 を 唱 えて きたCBEMAは,こ の判

決 は,何 も解 決 しなか った ベ ン ソ ン ・ケ ー ス を内容 的 に明 らか にす る もの で もな

く,観 念 的 に は増 々 フラ ス トレー シ ョン を与 え る もの にす ぎ な か った と して い る。

CBEMAは,ソ フ トウ ェ ア特 許 が 法 制的 に実 施 し に くい とい う理 由で一 般 的 に は

反 対 して い るが,特 許 化 自体 は誰 に も害 を与 え る もの で は な い だ ろ うとい う程 度

の もの で あ る。

一 般 ソ フ トウ ェア企 業 の反 応 は ,積 極 的 に評 価 す る もの とそ うで ない もの とが

相半 ば して い るが,そ の よ って立 つ 立 場 は,必 ず し も全 て 特 許 化賛 成 とい う もの

で は な く,「 我 々は 自 らの プ ロ グラ ム を著 作 権 や 企 業 協 定 で 保 護 出来 る。特 許 化

は結 構 な こ とだ が,保 護 の 観点 か らは 余 り意 味が ない と思 う。 」 とい う消 極 的 な

立場 に立 つ もの もあ る。

CCPAに よ る特 許 化 判 決

76年11月18日 にCCPAに よ って 出 され た2つ の見 解 は,そ れ まで の 最 高 裁
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見 解 を一 歩踏 み 出 した もの として 評 価 され る。 この2件 は 意 識 的 に 同一 日 に公 表

され た もの で,ソ フ トウ ェ アの 特 許 化 問 題 に と って 重 要 な だけでな く,少 な くとも

法 律 的 視 点 か らソ フ トウ ェ アの 本 来 的 性 格 を明確 に しよ う と試 み てい る点 で も大

い に注 目 され る。

さ らに,他 の 法律 分 野(税 法,独 占禁止 法,企 業機 密 等)に も重 大 な影 響 を及

ぼす こ とに な る し,今 後,こ の ソ フ トウ ェ アの 法 的 解 釈 は,AmdahlやItelな

どの プ ラ グ ・コ ンパ ラ ィブ ル ・メ ー カー の 市場 戦 略 に 波及 効 果 を もた らす か も知

れ な い。 そ して 最終 的 に は その コ ン ピュー タ ・シ ス テ ム中 に マ イ ク ロ コー ドや フ

ァー ム ウ ェ ア を使 って い る本 体 メ ー カー に も等 し く影 響 を与 え る こ と に な ろ う。

CCPAに よ る2つ の決 定 は,コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ ラム に基 ず く発 明 品 を対 象

とす べ き特 許 法 を 明示 し よ う とす る過 去10年 間 の 努 力 の 中 で も,特 に 著 し い 進

歩 を見 せ た もの で あ る と言 え よ う。

その一 つ,ノ ル(Noll)ケ ース は,改 良 され た 「名 簿(Roster)ス キ ャ ン ・コ

ン ピ ュー タ ・グ ラ フ ィ ックス ・シス テ ム」 に 関す る もの だ 。CCPAは,打 点プ ロ

ッテ ィング ・フ ォー マ ッ トか ら ド ッ ト ・マ トリクス ・フ ォー マ ッ トへ の ス キ ャ ン

変換 に おい て,「 プ ログ ラ ム制御 下 で稼 動 す る プ ロ グ ラマ ブル ・デ ー タ ・プ ロセ

ッサ 」 を使 用 し て い る点 に斬 新 な特 色 を認 め,こ の シス テ ム の 「総体 」 が マ シ

ン と して特 許 を付 与 され 得 る もの だ と評 価 した 。CCPAは 次 の よ うに 裁定 して い

る。

「申請 され た発 明 に は 全 く抽 象 的 な と こ ろが な い 。 それ は 物 理 的 な構 造体 か ら

構成 され て お り,制 御 され た結 果 を得 るた め に電 気 回 路 の物 理 的特 性 を利 して特

殊 な フ ァン ク シ ・ン を遂 行 し得 る よ うな 機 器構 成 を持 つ ス トー レ ッジ装 置 と電 気

コ ンポ ー ネ ン トを内包 して い る。 上 告 人 の プ ログ ラ ム 内 蔵 マ シ ンは,構 造 的 に そ

の プpグ ラム を 持 た な い マ シ ン とは 似 て非 な る もの だ 。」

も う一 つ の チ ャ トフ ィー ル ド(Chatfield)ケ ー ス は,マ ルチ プ ロ グラム化 され

た コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム を扱 った もの だが,こ の シ ス テム は,特 定 の ハ ー ドウ

ェア部 分 に ア ク セ スす る時 どの プ ロ グ ラムが 優先 権 を持 つ か を決 定 す る問題 に具
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体 的解 決 策 を与 えた もの だ。 この 発 明 は,「 プ ロ グ ラ ム実 行 時 に ダ イナ ミ ックに

プ ロ グ ラムの 優 先 順 位 を判 断,再 指 定す る」 もの で,特 許 申請 書 の中 で は 「演 算

マ シ ン をよ り一 層 効 率 的 に 稼 動 させ る ため の コン ピ ュー テ ィン グ ・シス テ ム運 用

法 」 と定 義 され てい た 。

CCPAは,こ の 「コ ン ピ ュー テ ィ ング ・シス テ ム運 用 法 」 は 丁 度 通 常 の機 械 の

運 用 法 と同様 に特 許 対象 とす べ きだ との見 解 を 明 らか に して い る。特 許 は 「数 学

的 な問 題 解 決 アル ゴ リズ ム や あ るい は純 粋 の メ ン タ ル ・ス テ ップ」 を カ バ ー しな

い が,「 コ ン ピ ュー テ ィ ン グ ・シス テ ムの よ うな電 子機 構 マ シ ンで 構 成 され た シ

ス テ ムの 運 用 効 率 を改 善 す る方 法 」 は カバ ー し得 る とし て い る 。

CCPAは これ ら裁 定 の 中 で,最 高 裁 の ジ ・ンス トン判 決 に 触れ,最 高 裁 は,ベ

ン ソ ンの場 合 は 限 定 的 な支 持 で あ る こ とを強 調 し,コ ン ピ ュー タ ・プ ログ ラ ム に

対 す る特 許 を却 下 した 訳 で は ない」 と して最 高 裁 の 立 場 に立 つ判 決 で あ る と主 張

して い る。

ジ ・ンス トン ・ケ ー スで の 最 高 裁 判 決 とCCPAの 唯一 の そ して そ れ が 重 要 な ご
オ

とで もあ るの だ が,不 一 致 点 は,特 許 対象 とな り得 る発 明 に 必 要 な 新規 性 の レ ベ

ル に つ い てで あ る。 この 点 につ い ては,最 高裁 は 伝 統 的 に下 級 裁 判所 を覆 して 来

て お り,最 高 の 標準 を 要求 して い る。

しか しな が ら,最 高 裁 は ジ ョンス トン ・ケ ー ス に よ りソ フ トウ ェア ・テ ク ノ ロ

ジ ーの 本 質 に 対す る洞 察 力 を深 め た とみ られ る もの の,技 術分 野 に卓 越 した 判 事

と助 言 者 を有 す るCCPAと の 差 は否 定 で き ない と ころ で,こ の点 は最 高裁 自体 も

認 めて い る よ うだ 。

CCPAに よ る ノル お よび チ ャ トフ ィー ル ド ・ケ ー ス判 決 は,将 来 の ガ イ ドライ

ン と して無 視 で きぬ ウ ェー トを持 って い る と言 え よ う。 将 来 あち ゆ る先 進 テ ク ノ

ロ ジー に対 して そ うで あ った よ うに,特 許 が ソ フ トウ ェ ア ・テ ク ノ ロ ジ ー に も重

大 な 意 味 を持 っ て く るこ とは 疑い ない 。特 許 は,そ れ が マ シ ン とし て表 現 され よ

うが,マ シ ン ・プ ロセ ス と説 明 され よ うが,ソ フ トウ ェ アを ベ ー ス に した発 明 に

対 し容 認 され る こ とに な ろ う。
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3.米 国/電 気通信分野 の動向

全般的動向

AT&Tの 予 測 で は,タ ー ミナル や 回線 を含 む デ ー タ通 信 市 場 は,1965年 の

約10憶 ドル か ら,1975年 に は55億 ドル に達 し,こ れ か ら先10年 以 内 に は

220億 ドル に到 達 す ると み られ る。この市 場 に は,FCCの 裁 定 に よ って,競 争

が導 入 され た に もか か わ らず,依 然 と して 巨人AT&Tの 牙 城 は揺 がず,逆 に議

会 な ど全 ゆ る手 段 を通 じて反 撃 を開 始 し て い る。

AT&Tの サ ー ビスの中 には,ダ イ ヤル ・ア ップ式 お よび 専用 線 利 用 の た め の,

伝統 的 な ア ナ ロ グ(音 声)回 線 と と もに,DDS(デ ー タホ ン ・デ ィジ タル ・サ

ー ビス)と 称 せ られ る比 較 的新 しい デ ィジ タル伝 送 サ ー ビス もつ け加 え られ て い

る 。 このDDSは,現 在24都 市 で 提 供 され て お り,さ らに,40都 市 以 上 に拡

張 す る こと が検 討 され て い る。

この外,目 下 注 目 さ れ て い るAT&Tの サ ー ビス と して,今 の と ころ ま だ 開始

段 階 に あ る トラ ンザ ク シ ョ ン ・ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス(TranSactiOnNet-

workService)が あ る。 これ は,主 要 都市 地 区 にお いて提 供 され る デ ー タ ・メ

ッセ ー ジ ・サ ー ビスで あ り,銀 行 と傘 下 の 支 店 相 互 間 な どに お け る,資 疑 応 答 を

適 用 化 す るた め のサ ー ビスで あ る。

連 邦 通 信委 員 会(FCC)は,巨 人AT&Tが 占有す る通 信 市場 に対 し,過 去

8年 間 に続 々 と競 争 環 境 を開 い て き た。68年 お よび71年 に お ける カ ー ターホ ン

お よびMCI事 件 裁 定 を手 は じめに,衛 星 通 信分 野 に も競争 を導 入 し,さ らに,

競 合 サ ー ビス に関 す るAT&Tの 料 金 設定 計 画 は略 奪 的で あ る とい う裁 定 も下 し

た 。

こ うしたFCCのr連 の 政 策 に よ っ て,現 在AT&Tの 牙 城 に挑 ん で い る企 業
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群 に は,次 の よ うな もの が あ る。 ま ず,い わ ゆ る特 殊 通 信 会 社(SCC)お よび

付 加 価 値 通信 会 社(VAN)と 呼 ばれ るMCI,SPCC,Telenet,Tymnet

な どを は じ め,衛 星 通 信 サ ー ビスを提 供 して い るRCA,WUが あ げ られ る。 こ

の うち,76年8月 に は,SCCの 代表 的企 業 とい わ れ たDatranが,AT&T

の反 撃 に あ って撤 退 して い る。 ま た,衛 星 通 信 分野 で は,IBMが 出 資 して い る

SBSの 参 入 もあ り,競 争 の激 化 が予 測 され る。

現 在,AT&Tが 直 面 し てい る競 争 上の 外 部圧 力 を ま とめ る と 一

● 司法 者 は,AT&Tを 独 禁 違 反で 告 訴 し,ベ ル 系 企 業向 けに 電話 機 器 を製 造 し

そ い る子 会 社WE(WesternElectric)社 を切 り離 そ う とし て い る。

● 新 規 参 入 業 者 を 含 む コモ ン キャ リアは,AT&Tの サ ー ビス と重 複 す るサ ー

ビス を提 供 す る権 限 を得 るた めに 懸命 に 闘 って い る。特 に,主 要 都 市 を結 ぶ市

外 通話 分 野 に お け る闘 いが 激 化 して い る。

● 交 換 機,応 答 装 置,電 話 機 器 お よ び類 似 装 置 の メ ーカーは,自 社 の製 品 を電 話

ユ ーザ ーに 自 由に売 り込 み,か つ ユ ーザ ーが 自 由 に既 存 の電話 回線 に接 続 す る

こ とにつ い て規 制 を受 け な い権 限 を 獲得 したい と望 ん で い る。 これ らの メ ー カ

ーは ,い わ ゆ る 「相互 接 続市 場 」と称 せ られ る市 場 に製 品 を供 給 して い る。

●FCCは,こ の 巨大 な電 話 会 社 の料 金 が 妥 当 で あ り,か つ そ の 会計 制 度 が公 正

か ど うか を見 極 め るた め,長 期 に わた る調 査 活 動 を展 開 して い る。

一 方 ,AT&Tは,こ う した ベ ル ・シス テ ム の 領域 侵 犯 に かか る事件 を,ひ ん

ぱ ん に議 会 に 持 ち込 む とい う措 置 に訴 え,国 会 の場 に 訴訟 問題 や不 確 定 な問題 が

山 積 み され る こ とに な っ た。 競争 会 社 の側 では,規 制 手 続 きの 改 善 が 長 々 しい 時

間 を要 し,余 りに も コ ス トが か か りす ぎる とい うこ と,さ らに訴 訟 とい う冒険 に

訴 え る こ とが,資 金 調 達 活動 に 冷 水 を浴 びせ か け る とい う点 を嘆 い て い る。

ま た,こ れ らの 業 者は,世 界 で最 大 規 模 の従 業 員 と株 主 を有 す るAT&Tが ・

これ らの 問 題 を一般 公衆 の 前 に さ らして味 方 に引 き込 もうとす る場 合,相 当なパ ワ

ーを持 ってい るこ とを否が 応 に も認 め ざ る を得 ない 。 例 えば,AT&Tが 議 会 に持

ち込 ん だ消 費 者 通 信 改 正 法 案(ComsumerCommunicationReformAct)は,
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AT&T独 占擁 護 のた めの ベル法 案("BellBill")と さえ称 され,競 合 会

社 が 一致 団結 して 反対 して い る 。

1976年 の米 国 通 信分 野 で は,以 上 の よ うにAT&Tを 中心 とし て様 々 な動 き

が 見 られ た 。 こ こでは この 中 か ら,ビ ッグ ・ニ ュ ース と して取 り上 げ られ,か つ

今 後 の動 向 に 大 きな イ ンパ ク トを与 えそ うな もの に つ い て ま とめ て み よ う。

■
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巨人同士の対決の時代へ

－AT&TVSIBM－

今 日 の電気 通 信 事業 は,コ ン ピ ュー タ産 業(デ ー タ処理 産 業)に 接 近 しつつ あ

る。 一 方,コ ンピ ュー タ産 業 の方 も,電 気 通 信産 業に近 づ きつ つあ る。 交換,伝

送,端 末 装 置 あ るいは サ ービ スの分 野 で,双 方 の 事 業の 領 域 が重 複 して きて い る

こ とは 明 らか で あ る。 今 後2～3年 の うちに,公 衆 電 気 通 信 業 者 が 公 衆 に 対 して

提 供 す るサ ー ビスは,ソ フ トウ ェ アあ るい は 情報 処 理 機 能 を もっ ものに発 展 す る

もの と予想 され る。

政府 の規 制 下 に あ る コモ ン キ ャ リア も,規 制 当局 に タ リフ(料 金 表)を 提 供 し,

認 可 を得 た 上 で,一 種 の コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス を提 供 す る可 能 性 も十 分考 え ら

れ る。 しか し,従 来AT&Tを 親 会社 とす るベル ・シス テ ムは,1956年 の 同 意

審 決 に基 づ い て,政 府 の 規 制 を うけ る 公 衆 電 気 通 信 サ ー ビス以外 の分 野 に 進 出

して サ ー ビス を提 供 す るこ とを禁 止 され て きた 。具 体 的 に は,ベ ル ・シス テムは

情 報 処理 サ ー ビスの提 供 に歯 止 め をか け られ て い るの で あ る。

し か し,最 近 に お け る め ざ ま しい技 術 革 新 は,通 信 と コ ン ピ ュー タ(情 報処理)

の各 々 の領 域 を極 めて あい ま い な もの に して い る。 コ ン ピ ュ ー タの機 能 と電子 交

換 機 の機 能 は よ く似 てい る ので あ る。

一 方 ,コ ン ピ ュ ータ業界 の 巨 人IBMは 最 近 国 内通 信 衛星 の開 発 を発 表 した。

この計 画 の ね らい は コ ン ピュ ー タ ・セ ンタ ー相互 間 に お け る デ ー タお よび コ ンピ

ュー タ ・メ ッセ ージの 伝 送 に あ る。 こ の国 内通 信 衛 星 シ ス テ ムは電 話 会社 め市 外

お よび 市 内施 設 を迂 回 す る こ とに な って い る。

FCCはIBM以 外 の 会社 が 製造 し た端 末 装 置 を,IBMの システム お よび コン

ピ ュー タ と相 互接 続 す る こ とをIBMに 認 め させ る とい う付 帯 条 件 をつ けた 上で ・

この計 画 を認 可 した。 巨大 な コ ン ピ ュ ー タ ・メーカーであ るIBMが,衛 星 中 継 に

よ るデ ー タ通 信 ネ ッ ト ワ ーク を所 有 す る こ とを認 め られ た こ とは注 目に 値 す る事
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件 であ る。

この よ うなAT&TとIBMと い う米 国 の電 気 通 信 業界,コ ン ピ ュータ業界 の

王 者 の 動 き を 見 てい る と,巨 大 企 業AT&TとIBMが 劇 的 な形 で衝 突 し,競 合

す る可 能 性 は 十分考 え られ る。 通 信 と コ ンピ ュー タの重 複 部 分 は 巨大 な 灰 色 の あ

い ま い な市 場(HugeGrayArea)と 呼 ばれ て い る が,す でにAT&TのData-

speed40タ ー ミナル,TNS(TransactionNetworkService)そ し て

IBMのSBSな どで 前 哨 戦 が開 始 され て い る。FCCも,こ うした状 況 下 で,

第2次 コ ン ピ ュ ータ/通 信 調 査 を開 始 し た。

4

Dataspeed40を め ぐ る 論 戦

AT&Tは,Dataspeed40/4と 称 せ られ る タ ー ミナ ル装 置 を 登 場 させ た 。

こ の 装 置 は,コ ン ピ ュ ー タ が 処 理 し た 情 報 を文 章 や 表 や グ ラ フ で 表 示 す る機 能 を

持 っ て い る。 こ れ がAT&Tの 全 国 的電 話 回 線 ネ ッ トワ ー ク に 接 続 さ れ る こ とに

な る と,そ の影 響 は 極 め て 大 き い もの と考 え られ る 。

同 タ ー ミ ナ ル に つ い て は,75年11月 にAT&Tが タ リ フ を 申 請 し て 以 来,

「情 報 処 理 装 置 」か 「通 信 装 置.1か で 論 議 を 呼 ん で き た 。 一 時FCCス タ ッフ は,

こ の 認 可 を 却 下 し て き た が,76年11月,突 如 以 前 の 裁 定 を くつ が え し,暫 定 措

置 な が ら これ を 認 め る 決 定 を下 し た 。 こ の 決 定 に よ っ て,AT&Tは 同 タ ー ミ ナ

ル を,通 信 装 置 と して 州 際 サ ー ビ スに 持 ち 込 む こ どが 可 能 に な っ た 。

Dataspeed40/4に 対 し て,IBM,CBEMA(Computer&Biisin'ess

EquipmentManufacturesAssn.),CCIA(Computer&Commanication

IndustryAssn.)な ど は,同 タ ー ミナ ル が デ ー タ 処 理 業 界 を 侵 害 す る恐 れ あ りと

し て 反 対 し て い た 。

同 タ ー ミ ナ ル に 関 す るFCC逆 転 裁 定 に つ い て は,詳 細 な 根 拠 が 伝 わ っ て い な

い 。 決 定 は 公 式 な投 票 に よ っ て 行 な わ れ た も の で は な く,FCC通 信 会 社 局 局 長

の ヒ ン チ マ ン(Hinchman)氏 裁 定 に,リ ー(R.E.Lee),フ ッ ク ス(B.L.

Hooks),ウ ォ シ ュ バ ン(A.M.Washburn),ケ ロ(J.H.Quello)な ど の 各

委 員 が 反 対 の 意 向 を と っ た た め と 伝 え ら れ て い る。 あ る委 員 は,乙 の 時 期 に 決 定
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を出 した こ とにつ い て,「 この問 題の 最 終 的 結 着 は第2次 コ ン ピ ュ ー タ/通 信調

査 の結 果 に依 存 す るに し て も,そ れ ま でAT&Tの タ リフ申請 をペ ン デ ィ ングの

状 態 に して お く こ とは望 ま し くな い 」 と述 べ てい る。

Dataspeed40/4認 可 に対 して,CCIAはFCCを 相 手 どっ て提 訴 す る な

ど強 硬 な態 度 を見せ て い る。 ま たFCCに して も,1971年 に 結論 を出 した コン

ピ ュー タ/通 信 調 査 を,わ ず か5年 で や り直 す 必要 に迫 られ たが,こ の 要 因 と

してはDataspeed40/4論 争 が最 も大 き な きっか け とな った とみ られ る。

TNSも 論争 の 的 に

AT&Tは 新 しい サ ー ビス と して,TNS(TransactionNetworkService)

の導 入 を計画 して い る。 同 サ ー ビスは 主要 アプ リ ケ ー シ ョ ン と して,将 来 の ビ ッ

グ市 場 が見 込 ま れ るEFT(ElectronicFundsTransfer)を 用 意 し て い る。

これ に対 しIBMは コ モ ンキ ャ リアの デ ータ処理 サ ー ビス参 入 と し て反 対 して い

る。

反対 陣 に はIBMの ほ か,BurroughsとCCIA(Computer&Communi-

cationIndustryAssn.)が 名 を連 ね て い る。彼 らはNCEFT(EFT国 家

委 員 会)に 対 し,こ の分 野 に対 す るAT&Tの 進 出 を防 止 す る よ う要請 して い る。

一方AT&Tは 同委 員 会 に対 し ,「 州 際 サ ー ビス とし て提 供 され る限 り,TNS

は規 制 上 問 題 に な らな い 」と主 張 して い る。

TNSは 財務 取 引 の質 疑 応答 な ど,シ ョ ー ト ・デ ー タ ・メ ッセ ー ジ用 の通 信 サ

ー ビスを提供 す る もの 。AT&Tに よ れば,TNSは ノ ン ・ベ ル装 置 の ほ か,タ

ッチ.トーン ・フ ォー ン,ト ラ ンザ クシ ョ ン皿 と呼 ば れ る ベル ・タ ー ミナ ル とイ ン

タ フェ ー スす る。 ま た,音 声 応 答機 能 も持 ってお り,銀 行 業界 へ の ア ピ ー ルが見

込 ま れ て い る。

IBMで はNCEFTに 対 して,あ る種 のセ ー フ ガー ドが確 立 され れ ば,AT

&Tな ど通 信会 社 も,EFTシ ス テ ムにお け る デ ータ処 理 要 素 を提供 し て もよ い

とい う立場 を と って い る。 この場 合,最 低 の セ ー フ ガ ー ド として,あ らゆるEFT
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ビ ジ ネス活 動 と基 本 的 通 信 サ ー ビス との完 全 な分 離 を あげ てい る。 これ は通 信 会

社 が,双 方 のサ ー ビス に よ って収 益 を 補完 す る こと を禁 止 す る と共 に,競 合 に よ

る市 場 の健 全 な発 展 を ね ら った もの で あ る。

Burroughsの ブレ ッ ド ・メ イ ヤ ー(FredMeier)副 社 長 は,TNSに つ い て

次 の よ うな 見解 を 出 して い る。rEFTシ ス テ ム に'とっては,良 質 か つ 低 コ ス ト

の 通信 サ ー ビスは 不 可 欠 だ が,AT&Tが や ろ うと して い る よ うな,す な わ ち規

制 下 の独 占体 が デ ータ処理 ビ ジ ネ スを 提 供 す るよ うな こ とは 適 切 で は な い。もし,

現 在 の 規制 策 が 対応 策 と して不 十 分 な もの な ら,BurrOUghsと し ては 新 しい法

体 系 をサ ポ ー トしたい 。 これ に よ って,通 信 会社 の サ ービスか らデ ー タ処 理 サ ー

ビ ス と装置 の コス トを別 立 て にす る よ うに持 っ て い きた い と考 え て い る。 しか し

現 行 の体 制 あ るいは コ ンセ ン ト ・デ ィ ク リー に よっ て,自 由 か つ オ ー プ ン状 態 で

の競 合 は 可能 と思 わ れ る 」。

CCIAで はTNSに 対 し て強 硬 な 態 度 を表 明 して い る。 同 協 会 で は,EFT

シ ス テ ムは 一般 に,デ ー タ処 理 サ ー ビスで あ り,AT&Tお よ び 同子 会 社 は 除 外

さ れ るべ き市 場 で あ る と して い る。 さ らにNCEFTに 対 し て,こ の種 の コメ ン

トを議 会 お よ び大統 領 に送 付す る よ う要 求 し て い る。 ビ ドル(Biddle)CCIA

会 長 は,AT&TがTNSで,通 信 と タ ー ミナ ルの コス トを一 括 す れ ば ・端 末 メ

ー カ ーな どが この分野 へ 進 出 す るの は不 可 能 に な る,と 指 摘 して い る。

EFTは 成 長 株 の ア プリケ ー シ ョンの 中 で も,広 く社 会 的利 用 価 値 が 高 い こと,

同 時 に そ の影 響 力 も'大きい と ころ か ら,今 後 ど うい う発展 を見 せ る か注 目 され る。

`

FCC第2次 イ ン ク ワ ィア リ ィに 着手

米 国 で は,デ ー タ通 信 サ ー ビス と情 報 処 理 サ ー ビ スの区分 が 次第 に あ い ま い な

もの に な って きて い るた め,規 制 問題 もか らん で関 係 方 面で 問 題 が 出 て きて い る。

こ の問 題 に つ いて は,す でに1971年 の コン ピ ュー タ/通 信 規 制 裁 定 に よっ て結

論 が 出 て い るが,最 近 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワー クの出 現 に よ る通 信 とデ ー タ処

理 の新 しい融 合 に よ り,再 び,灰 色 の あ い まい な交 錯 部 分(grayarea)が 問 題
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に な って きた。 このた めFCCで は,第2次 コ ン ピュ ー タ/通 信 規 制問 題 調 査 に

着手 し た。

FCCは 約10年 前 に,遠 大 な視 点 に立 って調 査 状 を発 し,コ ン ピ ュー タの 規

制 な らびに コモ ンキ ャ リアは ど の程 度 ま で コ ンピ ュー タ ・ハ ー ドウェ アの供 給 分

野 に 手 を伸 ばせ るのか とい う点 に 関す る基 本 的 な 問題 を提 起 した 。 この質 問 状 に

対 す る回 答 は,最 終 的 に1971年 に 取 りま と め られ,規 制下 の コモ ンキ ャ リア

(公 衆 電 気 通 信 業 者)は 別立 て の距 離 を お い た子 会社 を通 じて しか コ ン ピ ュータ

産 業 に進 出で きな い とい う裁 定 を下 した 。 これ が いわ ゆ る コ ンピ ュー タ/通 信 イ

ン ク ワ ィア リ ィ(FCC文 書 番 号16979)で あ る 。

そ の 後,コ ン ピュ ー タ産 業 に お け る技 術 進 歩 に よ って,デ ー タ処 理 と通 信 の間

の 区別 が 次 第 に あ い ま い に な って きた。FCCで は これ らの技 術進 歩 の結 果の中

で も,分 散 型 コン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クの登 場 が 大 きい と指 摘 して い る。 この

よ うな ネ ッ トワ ー クは,コ モ ン キ ャ リアお よ び通信 会 社提 供 の専 用 回線 を使 った

民 間 会 社 の 手 で建 設 され て い る。FCCと し ては,進 歩 した 高 度 な技 術 の た めに,

従 来 のFCCの 規 則 が 一 般 公衆 には た し て最 大の 利 益 を与 えて い るの か,あ る い

は そ うい う方 向 に規 則 を改 訂 す べ きか とい う問題 を検 討 す る必 要 が 生 じ た とい う

考 え方 に 立 って,第2次 イ ン クワ ィ ア リ ィに 着 手 した もの。

第2次 調 査 の結 果 が い つ発表 され るか,明 らか に は され て い ない が ・Data-

speed40/4やTNSな どの 問題 が か らん で くる だ け に,FCCと して も迅 速 な

処理 が 要求 され よ う。 ・

lBMの ドム サ ッ ト計画 認 可

これ ま で はDataspeed40やTNSな ど,AT&T側 の 進 出 に っ い て触 れ て き

たが,一 方 の雄,IBMは,国 内 衛星 通 信 サ ー ビス を用 意 して い る。 まず ・IB

Mの ドム サ ッ ト市場 参 入 の経 緯 を ふ り返 っ て みる と 一 。IBM進 出 の 土 台 とな

っ たの は,CMLSattelliteCorp.と 呼 ばれ る衛星 通 信 サ ー ビス会 社 で あ る。

同 社 はLockheed,MCI,ComsatGenera13社 の 共 同 出 資 に よ って設 立 され
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た企 業 だ が,こ の うち前2社 が 資金 面 の 理 由 で,脱 退 を表 明 した 。74年7月,

ComsatGenera1の 新 た なパ ー トナ ー としてIBMの 名 が 浮 上,関 係方 面 で 話

題 を呼 ん だ。 当 時 の 計画 では,IBMがMCIとLockheedの 両 社 にそ れ ぞれ

160万 ドル,Comsatが 同 じ く各90万 ドル の計500万 ドル を 支払 っ て,MCI,

Lockheedの 両 社 の持 株 を買 い と る とい う もので,こ の結果 最 終 持 株 比率 はIB

M55%,Comsat45%に な る とい う もので あ った 。 しか しFCCは75年1月

末 に な って,こ の新 会 社 に よ る申 請 を却 下,第3者 の 参加 を得 てDOMSATに

参 入 す るな ど3つ の 代 案 を示 し,そ れ らの う ちの どれ か の形 で 申請 が 行 わ れ るな

らば,そ れ を受 け 入 れ る用 意 が あ る こ とを明 らか に した。

IBM,Comsat両 社 は 結 局75年6月 に なっ てFCC代 案 の1つ を受 け入 れ,

AetnaLife&Casualtyを 第3の パ ー トナ ー とし てあ らた な計 画 を 策定,75

年12月 に再 度FCCに 対 し申請 を提 出 した 。 そ し て,77年1月 に この 計 画 が 認

可 され た。

な お,SBSのDOMSATシ ステ ムへ の投 資額 は,CML時 代 の分 も合 せ る と,

71年1月 か らサ ー ビス開 始 ま で に2億3 ,550ド ルに達 す るで あ ろ う とい う。 ま

た ・86年 ま で の総 投 資額 は4億690万 ドル に な る と予想 され る。

SBS計 画 に対 して は,AT&Tを は じめ,IBMの ライ バ ル各 社 が 猛 烈 な反

対 を唱 えた。 司 法 省 も,IBMが 参 加 し て い る この 計画 に は,警 戒 の 色 を見せ た 。

し か し,FCCで は 「公衆 の利 益 とい うものは,潜 在 的 な反 競 争 的 問 題 を 上 回 る

重 要 性 を有 してい る。」とい う見解 を示 し,ド ムサ ッ ト分野 に も,一 連 の新 規 企 業

参 入の方 向 を打 ち立 て た。

同 時 にFCCは,コ ン ピ ュ ータ産 業 に お け るIBMの 莫大 な財 務 力 お よ び支 配

的 な 勢 力 に対 す る ライ バル 企業 の懸 念 を軽減 す る た め に,今 回 の裁 定 に数 多 くの

制約 や 保 証 事項 を盛 り込 ん だ。 まず この規 制 で は,SBSお よ び そ の 子 会 社 に よ

っ て提 供 され る通 信 お よび デ ー タ処理 サ ー ビスの結 合 もし くは 「一 括 」サ ー ビス

を明確 に禁 止 して い る。 また,こ の規 制 では,IBMに よるSBSの い か な る マ

ー ケテ ィ ン グ
,あ る い はSBSに よ る い か な るIBM製 品 の販 売 促 進 も禁 止 して
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い る。

SBSの 反 対 者 は)・IBMが この シ ス テ ムの3分 の1を 所 有 す る 乙 とに よ って,

シス テム設 計 の最 新知 識 を持 つ よ うに な る ことを理 由 に あ げ て,こ の 程 度 の 規制

で は十 分 とは 言 えな い と非 難 して い る。 また既 存 の通 信会 社 は,こ の考 え方 全 体

に 反対 し,SBSネ ッ トワ ー クは最 も魅 力 的 な通 信 トラ フィ ッ クを吸 い上 げ る の

で は な いか と懸 念 してい る。

技 術 革 命 的 な システ ム設 計 として,SBSネ ッ トワ ー クは,屋 上 ア ンテ ナ を活

用 す る こ とを狙 っ てい る。 これ は,音 声,フ ァ ク シ ミ リ,デ ータ ・サ ー ビス を複

数 の オ フ ィス や施 設 を有 す る 大手 の 会 社 を主 な対 象 と して,通 信 衛 星 を使 って直

接 通 信 す る た めの屋 上 ア ンテ ナ であ る。

SBSは77年 初 頭 に も,賃 借 通 信 衛星 回 線 を通 じ て,実 験 用 回線 第1号 を運

用 し よ うと してい る 。同社 は 独 自の 通 信衛 星 を持 つ こ と も期 待 して お り,1979

年 後半 あ るい は1980年 当初 まで に,商 業用 サ ー ビス を準 備 しよ うとして い る。

SBSサ ー ビス は,ま だ ほ とん ど利 用 されて い な い極 め て高 い周 波 数 で,完 全 な

デ ィジ タ ル伝 送 を提 供 す る こ とに よ っ て,音 声/デ ー タ/画 像 信 号 に関 す る トー

タル通 信 施 設 を提供 す る と 見 られ てい る。

一 方 ,SBSが 商 用 化 され る1980年 まで に,AT&Tも,類 似 の サ ー ビス を

提供 す るた め に通 信衛 星 を利 用 で き るよ うにな る。 現 在,ベ ル ・シ ス テ ムは,電

話交 換 トラフ ィ ッ ク以外 の 目的 に 通信 衛 星 回 線 を利 用 す るこ と を禁 じ られ てい る。

し か し,こ の 規 制 も1980年 に は消 滅 す る こ とに な る。IBMの 場 合 も,1979

年 に な れば,も は やCDCと の独 禁 法 協 定 の一部 として課 され た コ ン ピュ ータ ・

サ ー ビス提 供 の凍結 か ら開 放 され る。 従 っ てIBMは1980年 代 には この種 のサ

ー ビスを提 供 した が る で あ ろ う。 この場 合,高 速 度で,経 済 的 な デ ー」タ通信 に対

す るニ ー ズは,ま す ます強 ま るに ちが い な い。

国 内衛 星 通 信 サ ー ビス の 現 況

IBM参 加 のSBS認 可 が 注 目 され て い る中 で,す でに 成果 を あげ て い る ドム
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サ ッ ト もあ る。 米 国 初 の 商 用 ドム サ ッ トは,WU(WesternUnion)に よ る

WestarI打 ち あ げ で あ る(・74年4月)。

WUは ド ム サ ッ トに 最 初 に 名 乗 りを あ げ,ま た 最 初 に サ ー ビ ス を開 始 し た 会 社

で あ り,現 在WestarI,同 皿 の2個 の 衛 星 を 持 っ て い る 。 す で にWUは,約1

億1,000万 ドル をWestarシ ス テ ム に 投 下 して い る が,現 在 は 利 益 を あ げ つ つ あ

る 状 態 に至 っ て い る 。Westarは,直 接 エ ン ド ・ユ ー ザ ー に サ ー ビ ス し て い る 他,

他 の 通 信 会 社 へ もチ ャ ネ ル を リ ー ス し て い る 。

ASC(A皿ericanSatelliteCorp.)はFairchildlndustriesの100

%子 会 社 と な っ た が,現 在 ま でに ドムサ ッ トに 投 じ た 資 金 は,5,000万 ド ル と い

わ れ て い る 。 同 社 は,WUか らWestar回 線 を リ ー ス して エ ン ド'■ユ ー ザ ー ・サ

ー ビス を行 っ て い る
。 こ の リ ー ス料 金 は 年 間480万 ド ルに 達 して お り,こ れ が

WUの ビ ジ ネ スに 大 き く寄 与 し て い る こ とは 疑 い な い 。

COMSAT(CommunicationsSatelliteCorp.)も 国 内 通 信 用 衛 星 を 打

ち あ げ た が,こ れ は 予 定 さ れ て い る 同 型 衛 星3個 の うち の 第1号 で,衛 星 チ ャ ネ

ル はAT&Tお よ びGTEの 両 電 話 会 社 に リ ース さ れ る 。3個 目 の 衛 星 に よ る サ

ー ビ ス が 開 始 さ れ る78年 後 半 に は
,4万3,200回 線 の 電 話 回 線 が サ ー ビス さ れ

る予 定 。 し か し こ れ は フ ル ・パ ワ ー で の サ ー ビス 能 力 で は な い 。 とい うの は ・FC

Cが 両 社 に対 し,最 初 の3年 間 は 電 話 サ ー ビ ス 以 外 は まか りな らぬ との 裁 定 を 下

し て い る た め で あ る 。

RCAもStatcomIお よ びnの2個 の 衛 星 を打 ち 上 げ て い る。 運 営 はRCA

AmericanCommunicationsカS行 な って い る。StatcomI,皿 の 両 衛 星 は,R

CAが 独 自 に 開 発 ・製 造 し た もの で あ る 。 こ の 他 のWe'starI,同 皿 お よ び

COMSATのComstarは 全 て,HughesAircraft社 製 の もの で あ る。

ドム サ ッ ト市 場 は70年 代 末 に か け て,着 実 な 発 展 と競 合 の 激 化 が 予 想 され る。
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消費者通信改革法案をめ ぐる動き

同 法案 は76年 に お け る通信 分 野 の動 きの うち,将 来 コ モ ンキ ャ リア/一 般 国

民 の 全 て に対 し,最 大の 影 響 力 を持 つ と見 られ る。 この法 案 に つ い ては,米 国 の

コ ン ピュ ー タお よび通 信 業界 紙 は勿 論,BusinessWeek,Time,Fortuneな

どの 有力 誌 も度 々取 りあ げ,話 題 を提供 して きた。 この法 案 の 正式 な名 称 は,

"C
onsumerCommunicationReformActof1976"と い い,1976年3

月4日,T・ ロ ンカ リオ(Roncalio－ ワ イオ ミン グ州選 出 民 主党)下 院 議 員 に

よ って下 院 に提 出 さ れ た もの 。

AT&Tは,FCCの 自由競 争 導 入 策 や司 法 省 に よ る独 禁 法 違 反 告 訴 な ど,最

近 数 ケ 年 に お け る一連 の方 向 を打 破 す るた め,75年 以 来活 発 な ロ ビ ー活 動 を展

関 し て きた。 この法案 は,そ の成果 と もい うべ き もので,AT&T独 占 を擁 護 あ

るい は強 化 す る様 々な条 項 が盛 り込 ま れ て い る。

ロ ン カ リオ法 案 に続 いて,125以 上 の ス ポ ンサ ーに よ る83を 上 回 る類 似 法 案

が 提 出 され た。 これ らの類 似法 案 は何 れ も,AT&Tの 競 合 会 社 あ るい はFcic

に と って,最 も厳 し い ロ ン カ リオ法 案 の 一部 を修 正 した もの。 ちな みに ロ ン カ リ

オ 法案 の骨 子 は,以 下 の よ うにAT&Tに と って極 め て有 利 な内 容 に な って いる。

● 現 在 お よ び将 来 に わ た り,電 気 通 信 分野 に お け る競 争 を阻 止 す る。

● ター ミナル の相 互 接 続 につ い ては,規 制 権 をFCCか ら州 当局(公 益 事 業 委

員 会)に 移 行 す る。

● サ ー ビス料金 につ い て は,サ ー ビス提 供 のた め に 必 要 と す る増 分 コ ス ト

(incrementalCOSt)に 基 づ く限 り,規 制 当局 に よ って非 難 され な い。

● 新 規 のSCC(特 殊 通 信 会社)あ るい はSCCの 事 業拡 大 に 関 す る認 可 に つ

い ては,FCCの 権 限 を 大 幅に 制 限 す る。

●FCCがr公 共 の利 益 に 合 致 す る.1と 判 断 した 場 合に は,あ る国 内 の コ モ ン

キ ャ リアを,他 の コ モ ンキ ャ リア(例 えばAT&T)が'買 収 す る こ とが 認 可
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され る。

こ うした 内容 あ た め に,同 法 案 に反 対 の 立場 を表 明 す る人 々は,こ れ にAT&

Tの た めの 「ベ ル法 案("Bel1Bill")」 とい う通称 をつ け てい る。 さ らに,特

殊 通 信 会社SPCCの 社長 は ・ 「独 占保 護 法CMonopolyprotecti。nAct")」

とい う痛 烈 な名 称 を与 えて い る。

な お,ロ ン カ リオ法 案 に 対 す る多 数 の修 正 案 の幾 つ かを ピ ッ ク ア ップす る と ,

ま ず 上 院 通 信 小 委 員 会 の委 員長 に予 定 され て い る ハ ー トケ(V .Hartke)上 院 議

員 の案 が あ る が,ハ ー トケ法 案 で は 買収 に 関す る条 項 が削 余 され て い る。 キ ュイ

エ(A .Quie)下 院 議 院 議 員(ミ ネ ソ タ選 出)の 法 案 を見 る と,タ ー ミナ ル 相互

接 続 に 関 す る州 当 局 の管轄 権 に 関 す る条 項 が 削 られ てい る。 また,ヤ コ ブ(A .

Jacobs)下 院 議 員(イ ン デ ィ アナ 選 出)は,買 収 に関す る条 項 の外 ,SCC認 可

に 関 す るFCC権 限 制 限 と い った条 項 も落 して い る。

ロ ン カ リオ法 案 は,SCCや 相 互 接 続 業 者 の立 場 を苦 しい もの に し
,文 字 通 り

AT&Tの 独 占 を保護 す るた め の"BellBill"だ が,修 正 案 の多 くはFCCの

権 限 もあ る程 度 守 ろ う と してい る 。特 にSCC認 可 に 関 し ては,既 存 の 通 信 会 社

施 設 や サ ー ビス と重 複 し ない 限 り,こ れ を認 め るべ きとの 方 向 が打 ち出 さ れ て い

る 。

ロ ン カ リオ法 案 要 約

同法 案 の 骨 子 に つ い て は,既 に 触れ た通 りだ が,法 案提 出 の前 提 も含 め,規 制

面 な どにつ い て主要 点 を要 約 す る と次 の よ うにな る。

1.前 提 とな る事 実 関係 に っ い て

① 州 際 お よび 国際 サ ー ビス は,市 内 サ ー ビスの 共通 コス トに 寄 与 す る と共 に,

市 内交換 サ ー ビスの料 金 水 準 を,他 の場 合 よ りも安 い水 準 に維 持 す る 上で 役

立 って い る こ と。

② ネ ッ トワ ー クの統 合性 は 不 可決 で あ り,議 会 は シス テ ム とい う もの が,統

合 性 を維 持 す るた めに構 成 され て い る とい う通 信 政 策 を再確 認 す る こと。
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③ コ モ ンキ ャ リアの サ ー ビス と重 複 す る特 殊 キ ャ リアのSCCサ ー ビスは,

以 下 の 問題 を もた らす こ と。

(イ)市 内電 話 サ ー ビスの コス ト増 を もた らす。

(ロ)電 気 通 信 資 源(リ ソ ース)の 利用 面 で 不効 率 を助 成 す る。

(ハ)ネ ッ トワー クの統 合性 を損 な う。

(二)国 家 経 済 に対 し て悪 影 響 を及 ぼす 。

以 上の 点 か ら,特 殊 通信 会社 の提 供 す るサ ー ビスは 公衆 の利 益 に 反 す る。

④ 議 会 は,市 内 交 換 サ ー ビスに 利 用 され るタ ー ミナル お よ び端 末 装 置 を規制

す る権 限 が,国 家 に 在 す るとい う通 信 法 の 意 図 を確 認す る 。

⑤FCCは,こ の法 案 の 内容 に反 す る よ うな措 置 を採 れ な い こ とに な る。

2.サ ー ビス料 金 につ い て

申請 料 金 が補 償 的("compensatory")で あ る場 合,他 の 別 の通 信 会 社 か ら提

供 され る サ ー ビス を守 る た めに,FCCは 通 信 会社 の料 金 をあ る水 準 に抑 制 す

る こ と を禁 じ られ る。 なお,料 金 が 申 請 サ ー ビス の提 供 に伴 う増 分 コス トCin-

cremeutalcOst")に 匹敵 す るか,あ るい は これ を超 え る場 合,そ の料 金 水 準

↓

は,補 償 的 で あ る とす る。

3.特 定 の コモ ンキ ャ リアに よ る吸収 合併 に つ い て

国 内 コモ ンキ ャ リアの吸 収 合 併 を認 可 す る権 限 は,FCCに 付 与 され る こ と

とす る。

4.国 家 の 管轄 権 の再 確 認 につ い て

州 内 の装 置 お よび サ ー ビス の中 に は,州 際 通 信 に も利 用 され る よ うな装 置 サ

ー ビス も含 まれ て い る
。

5.特 殊 キ ャ リアSCCに 対 す るFCCの 認 可 権 限 に つ いて

FCCは 次 の場 合,特 殊 通 信 会社 を許 可 す る こ と を禁 じ られ て い る。

① 特 殊 通 信 会社 を認 可 す るこ とに よ って,市 内 交換 料 金 の 値 上げ につ な が る

場 合,コ モ ンキ ャ リアの施 設 や サ ー ビス と重 複 す る場 合,あ るい は 全 国 ネ ッ

トワ ークに 悪影 響 をお よ ぼす場 合 。
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② 申請 され た サ ー ビ スが,電 話 ま た は電 信 の コモ ン キャ リ アが 提供 して い る

サ ー ビス に類 似 して い るか,あ るい は その サ ー ビスが,通 信 回 線 や コモ ンキ

ャ リア の装 置 を使 って 提供 可 能 な もの で あ る場 合 。

猛烈 な反 対 運 動

ベ ル法 案 は,昨 年 末 の 時 点 で200名 に の ぼ る議 員 の支持 を得 て い る。内訳 は 下

院議 員180名,上 院 議 員20名 とい わ れ るが,同 時 に 反 対 陣営 の動 き も活 発 な も

の に な って きた。

も と もと,AT&Tが この法 案 の立法 措 置 をね らった裏 に は,① 特 殊 通 信 分 野

の 競 争 に よ っ て,コ モ ン キ ャ リア の収 入 が 奪 われ② 結 局基 本 的 な電 話 サ ー ビス料

金 の 引 上げ に な る とい う大 義 名 文 が あ った 。 これ を裏 返 す と,電 話 会 社 は 利 益 の

多い 特殊 サ ー ビスの収 入 に よ って,比 較 的 もう'けの少 ない分 野,例 え ば住 宅 用電

話 サ ー ビスの収 入 を穴 埋 め す る とい う考 え方 に もつ な が る。 デ バ ッッ(DeButt)

AT&T会 長 に よ る と,極 端 な ケ ース を取 りあ げれ ば,平 均 的 住 宅 用 電 話 料金 は,

75%も は ね 上 る とい うこ とにな る。

しか し,こ うした前 提 も様 々 な論 議 の 的 に な って い る。米 国 の 電 気 通 信 分 野 に

お い て も,AT&T,独 立 電 話 会 社,そ の他 コモ ンキ ャ リアの市 場 シ ェ アは ど う

な って い るか?こ の点 に つ い て は,AT&T,SCC,FCCな どか ら各 種 の

デ ータが 出 て い るが,FCC通 信 会 社 局(コ モ ン キ ャ リア ・ビ ュ ロ ウ)の 予 備 的

調 査 では,表 皿一3-1の よ うに な る。

同 表 で 見 る限 り,確 か に,SCCの74-75年 売 上げ伸 び率 は285%と 大 き

い が,こ れ に相 互 接 続,衛 星 通 信 な ど も含 め た競 争 会 社 全体 の売 上高 は,1億

8,600万 ドル に過 ぎず,産 業全 体 の わず かO.5%に と どま っ て い る。一 方,電 話 会

社 の収 入 は,351億 ドル で全 体 の99.5%を 占め,特 に ベル ・シス テ ムは296億

ドルで 実 に83.9%を 占 有 して い る。 従 っ て現 在 の と ころ,競 争 会 社 はAT&Tに

さ した る痛 痒 を与 え てい な い と言 え る。

ベ ル法案 の反 対 陣 営 は,こ うした状 況 下 に,同 法 案 が立法 化 され れ ば,競 争 の
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表 皿一3-1米 国 電 気 通 信市 場 統 計(1975年)
,

1975年 収入

(百万ドル)

比 率

(%)

74-75年

増 大 分
(百万 ドル)

74-75年

伸 び 率
(%)

電

話

産

業

独

占

サ

ー

ビ

ス

市 内 交 換

州際MTS/WATS

州内および専用路

雑 収 入

$13β32

9,176

6,868

1,138

39.2%

26.O

l9.5

3.2

$1,223

1,074

854

92

10%

13

14

9

小 計 31,014 87.9 3,243 12

競 サ

合1
ビ

ス

PBXお よびKTS

州際専用路

3,060

1,017

8.7

2.9

296

77

11

8

小 計 4,077 11.6 373 10

電話産業合計 35,091 99.5 3,616 11

競

争

産

業

相互接続(PBXお よびKTS)

特 殊 キャ リア

通信 衛星会社

143

27

16

04

01

neg

36

20

16

37

285

一

競争産業合計 186 0.5 72 63

産

業

全

体

ベル ・システム

独 立系 電話会社

競 争 業 者

29,591

5,500

186

83.9

15.6

α5

2,830

786

72

12

17

63

総 計 35,277 100.0% 3,688 12%

原理 な ど無 に 帰 して し ま う と主 張 す る。 法 案 の賛 否 両 陣 営 と も,最 終 的 には一 般

消 費者 の メ リッ トを取 りあ げ て い る訳 だ が,片 や 消費 者 通 信法 で あ り,片 や独 占

保 護 法 とそ の見 解 は 真 向 うか ら対 立 して い る。

まず 法 案 支 持 の立 場 を と るの は,当 然AT&Tを 筆 頭 に,独 立 系電 話会 社 一協会

USITA(UnitedStatesIndependentTelephoneAssociation)が あ る。

ま ずAT&Tデ バ ッツ会 長 は,同 法 案 の 利 点 を料 金 面/技 術 面 に 関 連 づ け て・次 の

よ うに述 べ てい る。

「私はAT&Tの 利 益 の み を守 ろ う とす る もの で は ない し,司 法 省 をつ き崩 す

意 図 もない 。 私 が この場 で 主 張 したい こ とは,FCCの 政 策は終 局 的 に,サ ー ビ
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ス を傷 つ け,多 数 の カ ス トマ ーに コス ト増 を もた らす もの で あ る とい う点 だ 。F

CCは 特 定 部 門 ご とに,逐 次競 争 を導 入 し て い る が,こ れ は電 話 会 社 の広 範 な サ

ー ビス機 能 を無 視 して い るば か りで は な く ,こ の政 策が続 行 されれば ・われわれ と

し て も現在 の 料金 体 系 を根本 的 に改 訂 せ ざ るを得 な くな る。 また,い わ ゆ る特 殊

通 信 業 者(SCC)に よ る専 用回 線 部門 の競 争,あ るい は また タ ー ミナル な どの

相 互 接 続 は,ネ ッ トワー クの技 術 的 集 中 化 に 有 害 で あ るだ け で な く,設 備 の 重 複

な どを もた らす こ とに な る 」

一方 ,USITAな どが 同法 案 を支 持 し て い るの は,ベ ル系 列 以外 の電 話 会 社 は

市 外 電 話 の際 に これ らの会 社 の 施 設 が使 用 され た 分 だ け,ベ ルか ら収 入 を 得 て い

る か らだ 。SCCの 専 用 サ ー ビス が,AT&Tの 収 入 を 減少 す れ ば,そ の 分 だ け 独

立 系 電 話 会社 も影 響 を うけ るこ とに な る。 この た め,USITAあ る いはUnited

Tele-Communicationsな ど個 々 の独 立 電 話会 社 は,ベ ル の ロ ビー活動 に 積極 的

に参 加 す る一 方,独 自の キ ャ ンペ ーン も展 開 して い る。

これ に対 し,法 案 反対 の 火 の手 は,広 範 な分 野 か ら上っ て い る。 また,ヤ ン キ

ー ・グル ー プの よ うに ,同 法案 に対 す る消費 者 の意 識 調査 を行 った とこ ろ もあ る。

以 下,こ れ らの見 解 な どにつ い て ま とめて み る。

●MCI(McG・Wan会 長)特 殊 通 信 会社

rAT&Tの 真 の ね らいは,独 禁 法 裁判(対 司 法省)を 有 利 に展 開 す る ことに

あ る。AT&Tは この10年 間,連 邦政 府/裁 判 所/市 場 な ど全 ゆ る場 に お い て

自己 保 全 の 試 み に失 敗 し た 。 この た め,議 会 に 働 き かけ て最 後 の無理 押 し をや ろ

う と して い る。 これ は(ユ ーザ ーか ら)競 争 の利 点 を奪 お うとい う無 謀 な ものだ 。

拡 大発 展 中 の 電 気 通 信 分 野 にお い て は,自 由 競 争 に よ るメ リッ トは十 分 実 証 され

て お り,こ れ を逆 行 さ せ る よ うな 法案 を支持 す る議 員 は い な い と信 じ る。」

●CBEMA(McCloskey会 長)一 コ ン ピ ュ ータ/事 務 機器 製 造 業者 協 会

「ベル 法案 は,タ ー ミナル市 場 をベル の コ ン トロ ール下 に 入 れ る もの だ 。 法 案

の 骨 子 は,通 信法 の中 味 を公 共 の利 益 に反 して,ド ラスチ ッ クに変 更 す る こ とに

あ る。 これ は他 の 通 信 産 業 の犠 牲 の 上に,自 分 達 の 独 占を拡 大 し,公 衆 を欺 こ う
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とす る無 法 な努 力 で あ る。」

●NATA(K.Hanonデ ィ レ ク タ ー)相 互接 続 業 者協 会

「AT&Tは,裁 判 所 お よ びFCCと い う二つ の土俵 で破 れ 続 け,今 や最 後 の

土俵 と もい うべ き議 会 に や って きた。'こ の法 案 は,こ れ ま で確 立 され た 規 制手 続

きの破 壊 を意 図 した もの で あ り,こ れは 時 計 を何 十 年 も逆 行 させ るに 等 しい。」

●ADAPSO－ デ ー タ処 理 サ ー ビス会 社 協 会

「この 法 案 は,『 リモー トア クセ ス ・デー タ処 理 お よ び タ イ ム シ ェ ア リン グ ・

サ ー ビスの ユ ーザ ー 』に重 大 な悪 影 響 を及 ぼ す 恐 れが あ る。 ま た規 制 に関す る権

限 を,州 に付 与 す る こ とは,統 合 され た全 国 シ ステ ムが 存 在 す る以上,不 合 理 か

つ経 済 に と って危 険 で あ る。 」

●SBS(Whittaker社 長)一 国 内 衛 星 通信 会 社

「この動 きは競 争 を阻 止 す る もので あ り,従 来FCC,ホ ワ イ トハ ウ ス,司 法

省 に よ って 支持 され た競 争 導 入 策 と矛 盾 す る 。SBSと して は,通 信産 業界 に お

け る競争 を支持 す る意 向 を もっ て い る 。競 争 に よ って,技 術 革 新,効 率 の ア ップ,

料 金 値 下 げ,カ ス トマ ー側 の サ ー ビス選 択 エ リアの拡 大 な どが もた ら され,結 局

公衆 の 利益 に つ なが る か らで あ る。 」

●IBM

「タ ー ミナル 付加 装 置 お よび特 殊 通 信 分 野 に お け る競 争 は,技 術 進 歩 に とって

不可 欠 で あ り,同 時 に消 費 者 の利 益 も増 大 させ る もので あ る。 一方,基 本 的 な 電

話 ネ ッ トワ ー クが,公 衆 の利 用 に供 す る基 本 的 な施 設 を提供 す るこ との 重 要 性 に

つ い て も認 識 し てい る。 この よ うな 重要 か つ 複 雑 な 公 衆 政 策 の問 題 を と りあ げ る

に して は,今 回 の立 法 措 置 は 時 期 尚早 で あ る。 ま た,タ ー ミナル 付 加 装 置 の 規 制

権 限 を,FCCで は な く州 に与 え る こ とは 問 題 で あ る。 これ は あ い矛 盾 し,か つ

拘 束 力 の強 い 規 則 や基 準 の設 立 につ な が り,最 終 的 には 消 費者 の料 金 値 上 げ につ

な が るで あ ろ う。 」

● ヤ ンキ ー ・グ ル ー プー 調 査 会 社

同 グル ー プが,15州35都 市 の557人 の 消 費 者 を 対象 に実 施 した最 近 の調 査 精
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果 に よれ ば,消 費者 は 「76年 消 費者 通 信 改 革 法案 」に反 対 して い る とい う結 果が

で た 。調 査 は 郵 送 お よび電 話 で 行 われ たが,回 答 者 の55%が 法 案 の 通過 に反 対,

34%が 賛 成,残 りの11%は 分 らな い とい う回答 を よせ た 。調査 結 果 の 中 で特 に

注 目 され るの は,回 答 者全 体 の わ ず か12%だ けが,こ の 法案 に つ い て は っ き り

知 って い た にす ぎな い とい う事 実 で あ る。

同 グル ー プ の ア ン ダ ー ソ ン社 長 は,次 の よ うな コ メ ン トを出 して い る。

「米 国 の一 般 公 衆 は,独 占 とい う考 え方 その ものに 疑 念 を持 つ よ うな環 境 の中

で 育 って きて お り,競 争 の良 さ を信 じて い る。 消 費 者 は,ベ ル ・シス テム の利 己

的 な法 律 制 定 に 賛 成 す るの は,特 に ウ オ ー タ ーゲ ー ト事件 後 の風 潮 の中 で きわ め

て困 難 で あ る と考 えて い る。 有権 者は この よ うな 法律 制 定 が,ベ ル ・シス テ ムの

利 益 で は な く,本 当 に 自分 達 の最 上の利 益 に合 致 す るの か ど うか,は っ き り確 認

したが っ てい る に ちがい な い。」
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Datranの 撤 退

Wyly社 は76年8月,子 会 社Datran(DataTransmissionCorp.)の 事 業

停 止 を 発 表 し た 。Datranは68年 に 設 立 さ れ,FCCに よ る 自 由競 争 導 入 策 に よ

って,MCIな ど と 共 に 将 来 性 の 大 きいSCCと 見 られ て い た 。1972年 にSC

Cと し て の 正 式 認 可 を 受 け,73年 に はSCCと じ て 初 の デ ィ ジ タル ・デ ー タ伝

送 サ ー ビス を,ダ ラ ス ・ヒ ュ ー ス トン間 で 実 施 し た 。 翌 年 に は,サ ー ビ ス地 区 を

シ カ ゴ に も拡 大 し,さ ら にSouthernPacificCommunications(SPCC)の

回 線 を賃 借 し て,西 海 岸 に も サ ー ビ ス を提 供 して い た 。 カ ス トマ ー数 も150に 達

し,全 米 規 模SCCと し て 今 後 の 成 長 が 期 待 され て い た 。

一 方
,親 会 社 のWyly社 は,ソ フ ト ウ ェ ア会 社UCC(UniversityComput-

ingCorp.)と し て 発 足 し た が,創 立 者SamWyly氏 が,「 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ テ

ィ リテ ィ構 想 」 を打 ち あ げ,通 信 サ ー ビス 担 当 の 子 会 社 と し てDatranを 設 立 し

た 。Datranは,設 立 当 初 か ら 財 政 面 で の 困 窮 が 叫 ば れ て い た が,最 近 は,ス

イ ス のWalterHaefnerな ど 大 口 投 資 家 を と ら え,一 息 つ い たか に 見 られ て い

た 。 さ らに,資 金 確 保 の 一 環 と し て,主 要 子 会 社 を売 却 す る な ど思 い き っ た 手 も

打 っ た 。 中 で も,リ ー ス 部 門,ComputerLeasingCo.をGreyhoundに(74

年),保 険 部 門GulflnsuranceをCommercialCreditに(75年)各 々 売 却

し た こ とは,Datranに 対 す る並 々 な らぬ 意 欲 を 示 し た もの と し て 注 目 さ れ た 。

し か し,① 新 た な 資 金 源 の 獲 得 に 失 敗 し た こ と②AT&Tの 猛 烈 な 反 撃 に あ っ た

こ と が最 大 の原 因 と な っ て,今 回 の 撤 退 に 追 い 込 ま れ た 。

突 然 の 撤退

Datranの 撤 退 は 全 く突 然 に 行 わ れ,カ ス トマ ーは 勿 論,他 のSCCお よ びF

CC関 係 者 に大 きな シ ョ ック を与 えた。 ワ イ リー氏 は76年6月 に,Datranの

事 業 停 止 が あ るか も知 れ な い と述 べ て い た もの の,2ケ 月後 の破 産 宣 言 は や は り

一140一



大 方 の予 想 を裏 ぎ る もので あ った 。 とい うの も,76年 前半 に お いて,Datran

は 資金 確 保 面 で も成功 し て い るよ うに 見 え た し,新 規 サ ービ スの 開 始 も用 意 し て

い た か らだ 。 まず76年3月 に は,4,600万 ドル に の ぼ るHaefner氏 の債 券 を株

式 に コ ンバ ー トす る話 し合 い を持 ち,Datran普 通 株 の実 に45%をHaefner氏

が 握 る見込 み が強 くな った 。 この結果Datranに とっ ては,負 債 の 削 減,資 産 増

大 そ して新 た な 資金 獲得 が 有利 に な る な ど,様 々 な利 点 が 出 るが,も うひ とつ 解

決 しな けれ ば な らない 問 題 も派 生 して きた。 それ はHeafner氏 との 一 件 に 関 し,

FCCの 認 可 を と りつ け な けれ ば な らな い点 で あ る。FCCは 通 信会 社 の コ ン ト

ロ ール を外 国(人)の 手 に 委 ね るこ と を禁 止 してい る。 これ に 対 し ワ ィ リ ー氏 は,

Haefner氏 の関 心 が 投 資 そ れ 自体 に あ り,同 氏 自身 が 取 締 役 会 へ の参 加 を求 め て

な い こと を強 調,投 資権 を もた な い こ とで交 渉 す る積 りだ と述 べ て い た 。

Datran社 が 実 施 し て い たサ ー ビスに は,Dataline(専 用 回線 サ ー ビス)お

よ びDatadia1(回 線 交 換 サ ー ビス)の2つ の タ イ プが あ った。Datalineも

Datadialも 共 に,2,400,4,800お よび9,600bpsの 回線 を使 い,交 換 サ ー ビ

ス は完 全 な コ ン ピ ュ ー タ ・コ ン トロー ルに よ る もので あ っ た。 カス トマ ーは こ れ

を 利用 して,コ ン ピ ュ ータ とタ ー ミナ ルを結 合 した り,ま たは,異 な った地 点 に

あ る コン ピ ュー タを相互 に 結 合 し て いた。 しか も撤 退 の半 年 前 に は,Datadia1

で2つ の新 サ ー ビス を打 ち 出 してい た。

新 サ ー ビスの ひ とつ は,DatadialIと 呼 ばれ る もの で,AT&Tの ダ イ ヤ ル

・ア ップ(MTS)あ るい はWATSサ ー ビス ・ユ ーザ ーの 横 取 りをね らっ た も

の 。DatadialIは,距 離 に無 関係 な 料 金 シス テ ム を採 り,料 金 は カ ス トマ ーの

使 用 時 間 お よび 伝 送速 度 に応 じて10～35セ ン ト/分 とい う もの だ った 。 こ の 外

「サ ービス ・アベ イラ ビリテ ィ ・チ ャー ジ 」とい う受 け とっ た サ ー ビスに よ る料 金

シ ス テ ム も用 意 され て い た 。 な お提供 され るサ ー ビス の種 類 には,O-600bps,

1200bps,1800pbs(以 上 非 同期)が あ った 。 新 サ ー ビス の も うひ とつ は

Datadial皿 と呼 ば れ,WATSバ ン ド1-5に 類 似 した特 定 地 区 で のサ ー ビ

ス。 最 低 料 金 は,FBD(FullBusinessDay)WATSと 同 じ く,240時 間
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の 使 用/月 を ベ ー ス に し て い た 。 種 類 は 非 同 期 で0-600bps,1200bps,同

期 モ ー ドで2.4kbps,48kbps。

こ う した 状 況 下 で の撤 退 だ け に,FCCは こ れ を重 視 し,ヵ ス トマ ー保 護 の 上

か ら,他 の コモ ン キ ャ リ ア に よ る 買 収 あ る い は カ ス トマ ー が 個 々 に 他 の サ ー ビ ス

に 乗 りか え る まで,サ ー ビ ス 続 行 を 要 請 し た 。

図 皿 一3-1Datranの ネ ッ トワ ー ク(75年 末 現 在)
◆

¶サ ンフ ラ ン シ ス コ

、ロ スア ンゼ ル ス

二鞭 認 、
・鷲 ト;窺 鷲 笥 ントン

オクラホマシチー 稼動中

一ーー一一 計 画 中

Datranへ の碑 文

Datra.の 構想 と そ の技 術力 は,関 係 者 の 間で 高 く評 価 され て い ただ け に ・ 突

然 の撤 退 を悼 む声 も大 きか った。Datamation誌 は76年12月 号 で ・「デー トラ

ンへ 捧 げ る碑 文("AnEpitaphforDatran")」 とい う元 ホ ワイ トハ ウス電

気 通 信 政 策局 長 イ ーガ ー(JohnM.Eger)氏 の論 文 を載 せ た。 この中 で 同氏 は ・

「Datranの 破 産 に は,単 に1社 が死 滅 した とい う以 上 の 意味 合 い が こめ られ て

い る。 これ は基 本 的 な米 国 的発想 が,そ の生 命 を失 な い ・Datranの 死滅 と と も
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に,我 々の社 会 が競 争 を促 進 す る 自由社 会 で あ ると い う考 え方 も,静 か な る死 を

遂 げ た とみ る こ とが で き る。 」とさ え述 べ て い る。

さ らに同 氏 は 「企 業 の 中 に は,ス タ ー ト時 か ら過 少 資本 で失 敗 す る と ころ もあ

れ ば,実 際 に は 存在 しな い 市 場 を想 定 し て 創 られ たた めに 失敗 す る と ころ もあ る。

ま た,経 営 が まず くて競 争 に 耐 え得 な い で 失敗 す る会 社 もあ る。 しか し,こ れ ら

の どの 理 由 を と って も,Datranの 場 合 に は 当 ては ま らな い。 」

Datranは,1億 ドル以 上 の健 全 な投 資 に よ っ て誕 生 し,育 成 され た 企 業 で あ

る。 設 立 時 の標 的 と され た市 場 も,間 違 い な く,そ こに存在 して い る。 さ らに,

マ ネ ジ メ ン トも経 験 に富 ん だ もの で あ り,抜 け 目の な い もの で あ った。 もし,何

か失 敗 した点 が あ った とす れ ば,主 要 な ライ バ ル で あ るAT&Tの 実 力 と規 模,

さ らに,Datranの 市場 も確 保 し よ う とい うAT&Tの 決 意 とい う もの を過 少 評

価 してい た とい う点 で あ ろ う 」とい う指 摘 を行 な って い る。

Datranの 撤 退 に関 す る他 の コ メ ン トを ま とめ る と,以 下 の よ うに な る。

●MCI(McGowan会 長)-SCC第1号

rDatranは,特 殊通 信 分 野 の 形 成 に 貢 献 したが,そ のた めに莫 大 な 金 を投 じ

て き た。 ま た,デ ー タ ・マ ー ケ ッ トのみ を追 求 した が,こ の市 場 は,当 初 の見 込

み程 は 成 長 し なか っ た。 さ らに 巨人AT&TのDDSと の競 争 は,価 格 面 で最 初

か ら非 常 に不 利 な 立場 に 置 か れ た 。」

● ヤ ンキ ー ・グル ープ ー 調 査 会 社

「Datranの 撤 退 理 由 としては 種 々取 沙 汰 され てい るが,主 な もの と して は,

③ ベ ル ・シス テ ムの競 争 へ の対 抗 力 を過 少 評 価 して いた 。

② 小 規 模 の競 争 市 場 を選 択 した。

③ 広 範 囲 の 多 彩 な商 品 の 提 供 に失 敗 した。

④ 最 もお気 に 入 りの テ クノ ロ ジー を選 択 した。

⑤ 市場 の 受容 度 とい う もの を過 大 に評 価 した。

⑥ 自国 所有 の 資本 が 欠 如 し て い た。

な ど の点 が 考 え られ る 。 」
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●SPCC(ホ リス副 会 長)一 全 米45都 市 を カバ ー してい るSCC

「最 近 のFCC内 部 の動 きに見 られ る よ うに,AT&TのDDSは 不 法 なサ ー

ビス と言 える。Datran崩 壊 の 最 大 の 要因 は,こ のDDSと 競 争 しな け れ ば な ら

な か っ た点 だ 。 」

「Datranの ス タ ッ フは,技 術 面 に 優 秀 な もの を持 って いた が,資 金 面 で の負 担

が余 りに も大 きす ぎた。Datranの 敗 退 は,我 々に とって,何 らの利 益 を もた ら

さな い。SCCの イ メ ー ジが損 な われ,ユ ーザ ーは 今 後,SCCが どの程 度 安 全

な のか 厳 し くチ ェ ッ クす る よ うに な ろ う 」

● あ るDatranカ ス トマー

「この種 のケ ー スは,一 度 で た くさん だ。 将 来 は,価 格 面 だ け で な く,信 頼 性

お よ び生 存 の 可 能 性 な ど,SCCを 慎 重 に評 価 し た い 」

SCCの 老 舗 と して期 待 され て い たDatranの 撤 退 は,SPCCやDatranカ

ス トマ ーの コ メ ン トに もあ るよ うに,今 後 の特 殊 通 信市 場 に 大 きな イ ンパ ク トを

与 え る こ とは必 至 だ。 現 在,大 半 のSCCは 資 金難 に直 面 して い る と伝 え られ る

し,ベ ル法 案 の行方 と共 に,SCCに 不 気 味 な影 を投 げ か け てい る こ とは 事 実 だ

ろ う。SPCCやMCIな どの残 され た有 力SCCは,こ の辺 に つ い て 次の よ う

に 述 べ て いる。

「親 会 社SPCが 十 二 分 の資金 を持 って い る 」(SPCC)「 全 事 業 の93%

が 音 声 トラフ ィ ックで,Datranと は根 本 的に 違 う し,ま た76年 の 資 金 は 確 保

ず み 」(MCI)「 ネ ッ トワ ークの性 格 がSCCと は 違 う し,外 部 投 資 家 に もア

ピ ール して い る 」(Telenet)
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AT&T独 禁法問題の行方

司 法 省 ケ ース に ゴ ー ・サ イ ン

通信 業界 の 巨人AT&Tに 対 しては,コ ン ピュ ー タ産 業界 の 巨人IBMに 対 す

る の と同様,数 多 くの独 禁 法違 反 訴 訟 が提 起 され てい る。表 皿 一3-2は これ ら

の うち主 な もの につ い て ま とめ た もの だ が,大 半 の もの は予 審 段 階 に あ る。 た だ

し,最 大 規模 の告 訴 と して 注 目 され て い る司 法省 との 係争 は,74年11月 に提 訴

され た に もか か わ らず,そ の 後 さし た る進展 を見 せ て なか っ た 。

し か し,76年11月,ワ シン トン地裁 の ワデ ィ(JosephCWoddy)判 事が,

審 議権 な どを め ぐって もめて い たAT&T/司 法省/FCC間 の 論'争 に断 を下 し,

表 皿 一3-2A'T&Tに 対す る主 な独 禁法係 争

原 告 告 訴 要 請
`

賠 償 額 告訴期日 現 状

MCI シャーマン法1&皿 違反 禁止命令競
争回復 3倍額 74/3 藩

司法省 シ ャーマ ン法II違 反 公平な救済措置
WE分 離

ご74/11
待期中

JarvisCo.,

Inc.他

シ ャーマ ン法1&皿 違 反

(キ ー ・テ レフォン ・ター ミナル市

場 に 関 し て)

反競争政策の停
止 9億 ドル 74/11 藩

Milgo-ICC 特許使用 に関する
WEへ の独禁法反訴 公正な救済措置 4,500万

ドル
74/12 藩

Phonetel巳Inc. シャーマン法1&皿 違 反 禁止命令
9,000万

ドル
75/8 予審

NorthEastern
Telephone 7謡 講 工三騙 場、.

関 して)
禁止命令 300万

ドル 75/10 予審

MorseAlarm

E麗 麗
、
シャーマン法1&皿 違反 禁止命令

4β00万
ドル
75/10 予審

Litton
シ ャーマン法1&皿 違反

(電 話器市場 に関 して) 禁止命令 櫃努3㍑ 76/6 予審

SoundInc.

・

シャーマン法1&H違 反 禁止命令
250万

ドル 76/6
AT&T

賠 償 済

Datran/Wyly 簾i麟羅購書 禁止命令
2億

8,500万
ドル

76/8
AT&T

賠 償 済

(Computer&CommunicationsIndustryAssn.調 べ)
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2年 ぶ りに ゴ ー ・サ イ ンが 出 た。 この 間 同 判 事は,司 法 省 独 禁 局 に 対 し,AT&

Tか らの書 類 の 入手 や 尋 問 な ど を禁 止 して い た。77年 以降 は,独 禁 局/AT&

T間 に予 審用 の証 拠 書類 の収 集 を め ぐっ て,活 発 な 応 酬 が展 開 され る もの と み ら

れ る。

司法 省 は76年12月,以 前 提 出 され たAT&Tの 質 問 に 回答 す る形 で,よ り具

体的なベ ル ・システム分離 策 を裁 判 所 に 提 出 した 。650.o-一 ジ以 上 に達 す るパ ッケ

ージ と して裁 判 所 に 提 出 され た 回答 書 の 中 で,司 法 省 は ベ ル ・シス テ ム を,少 な

く と も2つ の構 成 体 に 分 割 す る こ とを提言 してい る。

具 体 的 には,「 情 報 シス テ ム に関 す る ベル 電話 研 究 所 を,独 立 した会 社 と して

設 置す る」よ う主 張 して い る。 た だ し,「 ベル 電 話 研 究所 の活動 の うち・AT&T

の子 会 社 であ るWesternElectric(WE)社 向 け の製 品 設 計 や製 品 開発 に 関連

す る機 能 につ い て は,各 々の機 関 の一 部 に組 み入 れ るべ きで あ る 」とい う条件 を

付 け てい る。 また,WE社 の解 体 に 関す る政 府案 につ い て,司 法 省 の 弁 護 人 は 次

の よ うに述 べ て い る。

「この解 体 案 を実施 す る こ とに よ って,AT&Tや 各 地 域 運営 会 社 が,革 新 的

な他 社 製 品 の購 入 を遅 らせ る とか,あ るい は,自 営 タ ー ミナル 装 置 の相 互接 続 を

妨 害 す る とい っ た風 な措 置 に 出 る こ とは 減 る もの と考 え られ る。」

司法 省 は,現 在 の ロン グ ・ライ ンズ(市 外 回線 部 門)の 一 部 ま たは 全 て を,ベ

ル ・シス テ ムの各地 域運 営 会 社 の 一 部 もし くは 全 て か ら,ど の よ うな方 法 を用 い

て切 り離 す べ きか とい う点 に つ い て は,あ ま り自信 を もっ て い ない。 また,司 法

省 は,も しベル ・シス テ ムが分 割 され た として も,全 国電 話 ネ ッ トワ ー クは,必

要 な ハ ー ドウ ェ アを共 同 所 有 す る とい う形 態 を採 らな くて も,生 き残 る ことが で

き る もの と確 信 し てい る。

司法 省 の 陳述書 に は,ベ ル ・シス テ ム が競 争 を排 除 し,各 種 サ ー ビスに お け る

支 配 力 を維 持 す るた め に,慎 重 な動 き をみ せ た こ とが 広範 囲 に わ た って 述 べ られ

て い る 。関 連 す る各 種 サ ービ スの中 には,商 業用 テ レ ビ ・ネ ッ トワ ー クや ケ ー ブ

ル ・テ レ ビジ ョ ン向 けの 伝送 サ ー ビス,移 動 体無 線 サ ー ビス,さ らに は,MCI
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C・mmunicati・ns社 や,今 は 亡 きDatran社 の よ う な特 殊 コモ ンキ ャ リ ア の 手 で

開 発 さ れ た サ ー ビ ス な ど も含 ま れ て い る 。

AT&Tの 業 績

AT&Tの1976年 純 益 は,75年 の31億5,000万 ドル(1株 当 り5.13ド ル)

か ら,38億3,000万 ドル(同6.05ド ル)へ と22%の 伸 び を示 した 。年 間 営 業収

入 は289億6,000万 ドル か ら,328億2,000万 ドルへ と13%増 加 した。

表 皿一3-3AT&Tの 業績 推 移

(単 位 百万 ドル)

1971 1972 1973 1974 1975 1976

総 収 入 $18,800 21,400 24,000 26,700 28,960 32,820

純 益 $2,200 2,500 3,100 3,200 3,150 3,830

1株 当 り純益 $3.92 4.34 5.06 5.28 5ユ3 6.50

デバ ッツAT&T会 長 は,① リソ ースの厳 格 な管 理,② 需 要 の力強 い伸 び,③

積 極 的 な マ ーケ テ ィ ン グ計 画,④ 技 術進 歩 お よび経 営 手 法 の改 善 な ど,全 ての 要

因 が業 績 向 上に 貢 献 し た と述 べ て い る。

1976年 に お け るAT&Tの 業 績 は,ベ ル ・シ ステ ム の製 造 供 給 部 門,Wes-

ternElectric社 の 目覚 しい業 績 向 上に 負 う ところ が大 きい。 ちなみに,同 社 の

純 益 は75年 の1億730万 ドル か ら,2億1,740万 ドル へ と102%も 急 成 長 し

た。 な お,76年 の数 字 の 中 に は,会 計 政 策 の 変更 に 伴 う約1,370万 ドル が含 ま

れ て い る 。 ま た,WE社 の売 上 げ 高 は,65億9,000万 ドルか ら69億3,000万 ド

ルへ と5%の 伸 び を示 した。

AT&Tの ス ポ ー クマ ンはWE社 の業績 好 転 を,一 般 経 済 情 勢 の改 善 に よ る も

の とみ て い る。75年 の場 合 は,電 話 利 用 の 成長 テ ンポ が遅 か った た め,製 造 お

よ び供 給 部 門 は打 撃 を受 け てい た。

AT&Tに よる と,電 話 ビ ジ ネ ス活動 の もの さし と もい うべ き市 外 通 話 が76

一147一



年 には,7.9%も ア ッ プ した 。 な お,ベ ル ・シ ステ ム の各 電 話 会 社 は,76年 に

29州 にお い て料 金 値 上 げ を認 め られ,こ れ らの 追加 収 入 を合計 す る と,年 間8

億4,000万 ドルに達 す る。

AT&Tは 今 年1月,ブ ラ ウ ン(CharlesL .Brown)氏(55才)が4月1日

以 降 新社 長 に就 任 す る旨 明 らか に した.同 氏 は リ ン ドホル ム(WilliamL.Lind-

h・lm)氏(62才)の 後 継 者 と して,AT&T社 長 兼 チ ーフ ・オ ペ レ ーテ ィ ン グ

'オ フ ィサ ーのポ ス トにつ く もの
。

ブ ラ ウ ン氏 は,こ れ ま でAT&Tの 副会 長 兼財 務 担 当重 役 をつ と めて きた 。 な

お,同 氏 は65才 で 引退 す る予 定 の デ バ ッツ会 長(現 在62才)の 後 継 者 と して,

エ リングハ ウス副 会 長 と共 に有 力 な候 補 者 の1人 と見 られ て い る。
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4.欧 州 のEDP政 策

ECの コン ピュー タ政 策

ECに よ る 欧 州 レ ベ ル で の コ ン ピュ ー タお よ び デ ー タ処 理 関 連 政 策 は,

Unidata崩 壊 後 新 しい方 向 を と り始 め た。EC委 員 会 は1975年3月 に い わ ゆ

る第1次 提案C⑦InitialProposalforPriorityProjectsinDataPro-

cessing")お よび同年9月 に 第2次 提 案(℃ommunityPolicyforData

Processing")を 出 し,EC政 策の 基 本 線 を打 ち出 して きた。

これ らの提 案 では,① 医 療 デ ー タバ ン ク の開発,② 輸 出入 統計/法 令 情 報 検 策

/航 空 管 制 な ど各 種 大 規 模 シス テム の 開 発,③ 周 辺 装置/タ ー ミナ ル/部 品/超

大 型 集 積 回路(VLSI)の 共 同 開 発,④ 標準 化,な どが取 りあげ られ た。

1976年 にEC委 は,こ れ らの プ ロポ ー ザ ル を よ り具体 化 し,78年 一81年 の

4ケ 年 を カバ ーす る政 策案 を提 言 した 。今 回 の提 言 では,デ ータ処 理 分 野 の サ ポ

ー トとして ,① ソ フ トウェ ア/ア プ リケ ー シ ョン開 発,② 周 辺装 置/タ ー ミナ ル

/ミ ニ コ ン部門 の 育 成強 化,③ 電 子 部 品 の共 同開 発 の3つ を,ま た,全 般 的 サ ポ

ー トして ,① 標 準 化② 共 同 部門 に よる買 上 げ③ 各 種 調査 な ど を取 り上 げ てい る。

これ で分 る よ うに,欧 州 コ ン ピュ ー タ ・メ ー カ ーの連 合,Unidata(Siemens

/CII/Philipsが 参 加)当 時 の メ イ ン フ レ ー ム分 野 て こ入 れ か ら,小 型/ミ ニ

コ ン/周 辺 端 末/部 品分 野 へ と,力 点 を大 き く変 えた こ とに な る。 この 点 につ い

て,レ ー トン(ChristopherLayton)EC産 業政 策 コ ン ピ ュー タ担 当 部 長 は,

次 の よ うに述 べ て い る。 「過 去 数 年 間,本 体 分野 の協 力体 制(Unidata)に つ いて

は,ECと して も努 力 を して きた が,何 ら成 果 を あ げ るこ とは 出 来 な か っ た。 今

回 は い わ ゆ るペ リ ・イ ン フ ォマ テ ィク分 野 に努 力 を傾 注す るが,も し,今 こ こで

こ の分 野 を放 置 すれ ば,本 体 同 様 米 国籍 企 業 に圧 倒 され て し ま うだ ろ う 」
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表 皿 一4-1は78-81年 に お け るサ ポ ー トに 関 す る予 算配 分 を示 した もの。

1977年 の分は,前 回 プ ロポ ーザル で,75年 一77年 分 と して計 上 され た もの と

思 わ れ る。

表 皿・-4-1EC委 の コ ン ピ ュータ政 策 案(78年 一81年)

単 位:百 万UA(1UA-1.165ド ル ー75年)

サ ポ ー ト 部 門 1977 1978 1979 1980 1981 合 計

COM(75)35

CCM(75)467

1,762

2836

4,246 6142 3925 一 14313

COM(76)524

全般的 サポ ー ト

標 準 化
一 1.30 1.30 1.30 1.30 5.20

公共部門買上げ 一 0.12 012 012 012 α4β
層

その他

a)研 究 セ ン ター
-一 0.50 α50 α50 050 200

b)各 部門調査 一 012 α12 0.12 α12 048

c)要 員調査 一 0.12 0.12 α12 012 048

d)ソ フトウェア保 護
一 0.06 006 006 006 024

デ ータ処理分野サ ポー ト

ソフトウェア,アプリケーション

標準 化

一 3.00
+(1266)

450
+(1589)

12.50

→〈0177)

1200 3200

→〈3032)

ペ リ ・インフォマティク 一 3.00 4.50 1250 1200 3200

電子部品 一 200 200 4.00 4.00 12.00

プログラム ・マネジメン ト
一 1.00 1.00 1.00 1.00 400

合 計 4,598 14466 2α362 36,145 31,220 103193

注)●COM(75)35の 合計 は78年 一81年 分

● 上記 の外,全 般 的 サ ポ ー ドの中 に,ア ドバ ンス ・コー スお よび

セ キ ュ リテ ィも含 ま れ てい るが,予 算 は計 上 され て い ない。

78-81年 の4ケ 年 に わ た る総 予算 額 は,1億300万UA(約1億2,000万 ド

ル)。 各年 の割 り当 て を 見 る と,3年 目の1980年 が3,600万UAで 最 大,次 い で

81年 の3,100万UAと な って い る。即 ち,後 半 の2年 間 に,全 体 の65%が 投 下
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され る こ とに な って い る。 各 サ ポ ー ト部門 の うち,最 大 の予 算 が計 上 され て い る

の は,ソ フ トウェ ア/ア プ リケ ー シ ョン/標 準 化 部 門 の3,200万UA,ペ リ ・イ ン

フ ォマ テ ィ ク(ミ ニ コ ン/周 辺 機 器/タ ー ミナル)部 門 も同 じ く3,200万UA,こ

れ に電 子 部 品 部 門 が1,200万UAと 続 い て い る。 つ ま りこの3部 門 が,EC4ケ 年

計 画 の3本 柱 とい うこ とに な る わけ だ。 これ 以外 で は,標 準 化 に520万UAが 計

上 され てい る。

具 体 的サ ポ ー トと し て は,プ ロジ ェ ク ト毎 に欧 州 各 国に 参 加 を呼 び か け,そ の

共 同 開発 に 対 してR&D資 金 を助 成 す る とい う形 を とる。 ち な み に,ミ ニ コ ンお

よ び タ ー ミナル 部門 で は,少 な く と も2ケ 国,ま た,ソ フ トウ ェ ア部門 の 場 合 は,

最 低3ケ 国 の参 加 を呼 びか けて い る とい われ る。

70年 代後 半 を カバ ーす るEC委 提 言 は,仏 に お け るペ リ ・イ ンフ ォル マ テ ィ

ク業界 統 合 政 策 お よび西 独 の 第3次 情 報 処理政 策 の 内容 と歩 調 を合せ た もの に な

っ てい る。Unidataで は 失敗 の憂 き 目 を見た これ ら3者 が,今 後 は ど うい う成 果

を あげ て い くか注 目 され よ う。
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英 国政府 の コン ピュー タ政策

転機 を 迎 えたlCL助 成 策'

英 国 政 府 の コ ン ピュ ー タ政 策は,国 策 メ ーカ ーICL(InternationalCom-

putersLtd.)お よび他 の 情報 処理 関 連 分 野 へ の助 成金 供 与 を柱に進 め られ て き

た。 この外 に も,国 産 コ ン ピ ュ ー タの優先 買 上 げ あ る いは税 制 面 で の 優遇措 置 な

ど も構 じ られ,他 の欧 州 諸 国 に比 較 し で か な りの成 果 をあ げ て きた と見 るこ とが

で きる 。

こ うした 政 策は,1976年 に おい て 一段落 あ るい は大 きな転 機 を迎 えた感 が あ

る。 とい うの は,助 成 金 の 最 大 の対 象 で あ っ たICLが,77年 以 降 は 政 府助 成

金 不要 との態 度 を打 ち出 して い るか らだ。ICLは 政 府助 成金 の 大半 の 部分 を 占

有 し て きて お り,同 社 の態 度 変 更 は 今 後 の コ ンピ ュ ータ産 業 サ ポ ー ト策 に か な り

の影 響 を与 え る こ とに な ろ う。 ち な み に,表 皿一4-2は,69年 一75年 におけ

る政府 助 成金 推 移 に 占 め るICL取 り分 をま とめ た もの。 なお,ICL以 外 で は,

NCC(Nationa1ComputingCentre),CADC(ComputerAidedDesign

Centre),ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラ ム開発 援 助 な どが 主 な サ ポ ー ト分野 で あ

る。

表 皿 一4-2英 政 府 の コ ン ピ ュー タ助 成 金 推 移

(単 位:1,000ポ ンド)

＼ 1969/70 1970/71 1971/72 1972/73 1973/74 1974/75

ICL 4POO
%
68 3,250

%
53 2,250

%
46 11950

%
71 9450

%
71 10,200

%
71

その他 1,920
%
32 2,910

%
47 2β70

%
54 4,870

%
29 3,820

%
29 4」70

%
29

合 計 5,920
%
100 6,160

%
100 4β20

%
100 16β20

%
100 13270

%
100 14β70

%
100

また,優 先 買 上 げ 策 に つ い て も,助 成金 同様 曲 り角 に さ しか か って い る と見 る

こ とが で き る。 もと もと この政 策 のベ ー スに は,「 海外 国籍 メ ー カ ーの シス テ ム
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が,価 格面 あ るいは 機 能 面 で,ICLシ ス テ ム よ り少 な く と も10%優 れ て い な

い 限 りICLを 優先 す る 」とい う条 項 が あ った 。 この基準 は,現 在 は継 続 され て

い ない が,原 則 的 に は依 然 存在 して い る と 見 られ て い る。 また,買 上 げ の 主 体 も,

中 央 政 府機 関 の みに 限 定 され,地 方 政 府 機 関あ るいは 国有 企 業 な ど は一 応 規 制 の

外 に置 かれ て い る。 さ らに,海 外 メー カー とい う点 に 関 して も,場 合 に よ って は

英 国で 生産 して い る企 業 は 英 国 メ ー カ ー と見 な す こ と もで き る とい う見解 が 出 る

有 様 で,一 定 の 明確 な 規準 に 欠 け てい る。 この た め,政 府機 関 の 受 注 でICLが

米 国 メ ーカ ーに敗 退 した り,逆 に九 分通 り米 国 メ ー カーに 傾 い て い た契 約 が 土 壇

場 でICLに わ た り,裁 判 沙 汰 が 起 きた りしてい る。ICLあ るい は 英 国 の コ ン

ピ ュ ー タ関係 者 の 間 に は,優 先 買 上げ の 対 象 を拡 × し,よ り徹底 的 に行 うべ き と

の 要 望 も大 き くな って い る。

論 議 を呼 ぶ 優 先買 上策

英 国 の コン ピ ュ ータ産 業 界 に お け る バ イ ・ブ リテ ィッシュ政 策,即 ち 国産 機 優 先

買 上が 開 始 され た のは,1960年 代 に さか の ぼ る。 当 時,労 働 党 政 権 を率 いて い

た ウ ィル ソ ン(H.WilsOn)首 相 は,う ぶ 声 を上 げた ばか りの英 国 コン ビ)ユ一夕

産 業 をIBMの 攻 勢 か ら守 り,か つ強 化 す る最 良 の 手段 とし て こ の方 針 を打 ち 出

し た。 同 時 に,国 産 メ ー カ ーの統 合 を計 り,1968年 には 国 策 メー カ ーICLが

設 立 され た 。

優先 最 上 策 は,英 国 の政 府 公 共 分野 全 て に 適用 され てい る か の よ う な印 象 を与

え て い る が,実 際 に は中 央 政 府 機 関 の み に 限 定 され て いる。 政 府 公 共 分野 を,コ

ン ピュ ータ市 場 規模 とい う観 点 か ら分類 す る と,①4分 の1が 中央 政府 機 関②4

分 の1が 大学/研 究 機 関 ③ 残 り半 分 が 公益 事業 体(電 気/ガ ス/水 道)と 国 有 企

業(鉄 道/鉄 鋼)そ れ に 地 方 政 府 機 関 とい う内訳 に な る。 この うち② は,独 自 の

買 上 策 を用 意 して お り,③ につ い ては 定 型 化 し た購 入 方式 とい う ものは な い。 勿

論,③ に属 す る企 業 あ るいは 機 関 に 関 し て,時 にICL優 先 の契 約 が あ るが,こ

れ は 中 央 政 府 か ら何 らかの 形 で 指示 が 出 た 結 果 とみ られ る。
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表 皿一4-3は,英 国 の 政府/公 共 分 野 に お け る コ ン ピ ュー タ設 置 状 況 を示 し

た もの だ が,ICLの 圧 倒的 優位 が端 的 に表 われ て い る。 ただ し,公 益 事 業 お よ

び 国有 企 業 にお いて は,IBMに 追 い あげ られ て お り,こ の 辺 に,優 先 買 上の徹

底 を要 求 す るICLと,全 て の分 野 で門 戸 を開 放 せ よ と迫 る海外 メ ー カー の論 争

の 下 地 が あ る。

表 皿一4-3英 国 政府/公 共 分 野 の コ ン ピュ ー タ設置 状 況

(76年6月 現在)

中央政府
機 関

地方政府
機 関

水道局 '教 育 研 究 医 療 公共事業 国有企業

BURROUGHS 9 4 3 6 一 一
11 2

CDC 一 一 一 12 2 一 一 －

HIS 10 25 4 6 2 1 19 8

IBM 14 72 1 52 16 8 34 62

ICL 133 185 16 139 13 35 36 73

NCR 8 9 3 1
一 一 一

2

UNIVAC 6 11 5 4 4 5 9 7

その他 14 8 1 13 3 5 2 9

合 計 194 314 33 233 40 54 111 163

(IDC調 べ)

な お 表 皿 一4-3に っ い て 若 干 の 補 足 を す れ ば ・ 教 育 分 野 で は 私 立 の 教 育 機 関

を 除 い た 大 学 が 中 心 と な っ て い る。 こ の 分 野 で は,英 国 の 大 学 コ ン ピ ュー タ ・ネ

ッ トワ ー ク構 想 に み られ る よ うに,ICL2900大 型 機 の 恰 好 の市場 とな っ て い

る 。 研 究 分 野 は,VKAEAお よ びNPLな ど 全 て 政 府 か ら医 療 分 野 も同 様 に,

病 院 な ど を含 め 国 家 か ら 資金 の 出 て い る 医 療 サ ー ビス を示 す 。 公 益 事 業 は 電 気 お

よ び ガ ス 事 業 を,ま た,国 有 企 業 に つ い て は,そ の 定 義 に つ い て 意 見 め 分 れ る こ

と もあ る が,こ こで は 以 下 の 企 業 体 を 含 ん で い る。 即 ちNationalCoalBoard;

PostOffice(研 究 マ シ ン含 む);BritishSteel;CableandWireless;

BritishWireless;BritishAirways;BritishRail;BritishA輌r-

craftCorporation;BBC;TransportExecutive;BritishNuclear
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Fuels;PLAお よ びそ の他 国営 造 船 施 設 。

さて,こ うしたICL優 位 に 対 し て,IBMお よびHoneywel1を は じ め とす

る海 外 メ ー カ ーは,一 様 に 政 府 政 策 に非 を唱 えて い る。例 えばIBM・UKの ニ

ク ソン(Ed.Nixon)会 長 は,英 国 議会 の 聴 聞 会 に お いて,次 の よ うに 述 べ て い

る。

「公 共 分野 に お け る コン ピ ュ ータ契 約 で,単 独 発注 を続 行 して い け ば,ユ ーザ

ーの利 用技 術 の面 で ,公 共 分 野 は民 間 よ り遅 れ を とる こ とに な ろ う。 ま た,サ プ

ライ ヤ ー(ICL)も,競 争 に よ る試練 が な い た め,最 新技 術 の導 入 あ るい は開

発 面 で 遅 れ る こ と にな る。 特 に,コ ン ピ ュ ー タ とい う急 速 に 進 展 し て い る産 業 で

は,わ ず か2～3年 の遅 れ が 生 命 と りにな る 。競 争 な しの 優先 買 上 策 に よ って,

ユ ーザ ーで あ る政 府機 関 は,最 新 の コ ン ピュ ータ技 術 の利 用 あ るいは コス ト/パ

フ ォ ーマ ンス の優 れ た マ シ ンの利 用 可 能 性 が 少 な くな り,最 終 的 に は デ メ リ ッ ト

の 方 が大 き くな る 」

同 氏 は 技 術 面,利 用 面 にお け る弊 害 の外 に,海 外 メ ーカ ーの 貢献 度 を と りあ げ,

差 別 す る のは不 公 平 だ と指 摘 し てい る。 同氏 に よれ ば,IBMは 英 国 内に13,000

人 の従 業 員 を抱 え,そ の 大半 は 英 国人 で あ る。 しか も年 間 輸 出額 は3億5,000万

ドル以 上に 達 し,英 国 の貿 易 収 支 に 貢 献 して い る。 さ らに,英 政 府 に は 税 金 と し

て,年 間8,000万 ドルを 支払 っ てい る な ど,英 経済 界へ の貢 献 度 は 非 常 に 大 きい

とい うわ け だ。

ス コ ッ トラ ン ドに 大規 模 な工 場 を持 つHOneywellも,「 英 国 メ ー カ ー 」 と し

て の イ メ ージ を強 調 し て お り,差 別 撤 廃 を要 求 し て い る。 同 社 は 昨年,水 道局 技

術 委 員 会 が,Honeywellシ ス テ ム を選 択 した に もか かわ らず 最終 的 にICLに

ひ っ く り返 され た こ と を不 満 とし て裁 判 騒 ぎまで 起 して い る。

バ イ ・ブ リテ ィッ シ ュ政 策 に 対 す る海 外 企 業 の攻 勢 に対 し,ICLの ク ロ ス

(G.Cross)取 締 役 は 次 の よ うな見 解 を表 明 して い る。

「政 府 サ ポ ー トと しては,大 き く買 上 げ と助 成 金の2つ が あ るが,今 日のIC

Lに と って は,買 上 げ の方 が重 要 な意 味 を もって い る。特 に,ICLが 海 外 市 場
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で の売 り込 み を推 進 す るた めに は,① 政 府 自体 がICL製 モ デ ルを使 用 す る こと

② 高 度 な 開発 契 約 を締 結 す る こと の2点 が 重 要 だ 。例 えば 米国 の 連 邦 政 府 機 関 は,

約9.000台 の コ ン ピ ュ ータ を導 入 して い るが,こ の全 てが米 国 メ ー カー製 モ デル

で あ る。 英 国の場 合,政 府期 間 にお け る利 用 台数 は400台(ミ ニ コ ン を入 れ ても

600台)だ が,こ れは 全 て英 国製 と い うわ けで は な い。政 府機 関に お け る利 用 は,

海 外 進 出の 基盤 を確 立 す る上で,か な りの 影 響 力 を持 って くる。 ま た例 えば,も

し英 国 鉄 道 がIBMマ シ ンを利 用 して い た場 合,海 外 の 鉄 道 会社 に 売 り込 み を計

るの は 困 難 に な る。

英 国 政 府 の コ ン ピュ ー タ優先 買 上 策 を め ぐって は,数 年 来様 々な 論 議 が展 開 さ

れ て き た わ け だが,76年 中 頃,ひ とつ の 興 味 あ る勧告 が 出 され た。 この勧 告 は,

NEDC(NationalEconomicDevelopmentCounci1)の レポ ー トに盛 られ

た もの で,買 上 げ 策 を全 て の公 共 分 野 に拡 大強 化 す る よ うに要 請 して い る。NE

DCは 英 国 主 要産 業 界 の強 化 の た め,種 々 の戦 略 を政 府 に勧 告 す る こ と を主 業務

に して い る。NEDC内 部 には,業 種 別 に39の ワ ーキ ン グ ・パ ーテ ィが あ るが,

コ ン ピ ュ ー タ部 門に は,国 有 企 業(鉄 鋼,鉄 道 な ど)の 外,政 府 の代 表 者 な ど も

入 っ て い る。NEDC勧 告 は,政 府 に対 して何 ら強 制 力 は持 って い な い し,ま た,

同 勧 告 が 採 用 された 場 合 で も,実 行 は 早 くて1978年 とい われ て い る。 しか し,

企 業 国 有 化 を推 進 し て い る英 国 の今 後 の コ ン ピュ ータ産 業 政 策 の行 方 を見 る上 で

は,重 要 な鍵 を握 って い る と見 られ る。

英 政 府,lCL持 株 比 率 を 増 大

ICLの 主 要 株 主 と し て は,GEC(GeneralElectricCo.Ltd.),Plessey

お よ び 英 政 府 の3者 が 知 られ て い た が,76年5月,GECは 全 持 株 を政 府/

Plesseyに 売 却 し た 。GECの 株 式 保 有 率 は18.2%だ っ た が,こ の う ち13.93

%を 政 府 が,4.27%をPlesseyが 購 入 し,両 者 の 持 分 は 各22.4%と な っ た 。 こ

の 結 果,政 府/Plesseyは 全ICL株 の44.8%を 握 る こ と に な っ た 。

GECのICL株 放 出 は,経 営 権 を 完 全 に 行 使 で き な い 出資 会 社 を持 た な い こ
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と に す る とい う方 針 に沿 っ て行 な わ れた とい わ れ る。 しか し,一 部 に は,英 政 府

がGECの 方 針 に着 目 して,強 引 に交 渉 した とも伝 え られ て い る。従 来政 府 は,

大 手 株 主3者 の 中 で は,3番 手 に甘 ん じてい た が,今 回の 購 入 に よ って,一 挙 に

Plesseyと 並 ぶ筆 頭 株 主 に な っ た。 政 府 の所 有 分は,NEB(英 国企 業庁)が

持 つ こ とに な るが,NEBは 企 業 国有 化 を急 ピ ッチ で進 め て い る機 関 で もあ る。

NEBは ソフ トウ ェ ア分 野 の 海外 市 場 進 出 の た め,傘 下 国 有 企 業 を主体 に新 会

社 を設 立 す る な ど,コ ン ピ ュ ー タ産 業 に関 して も活 発 な動 きを 見 せ てい る。(別

項 「英国 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 」参 照)。ICLを 国有 化 す るこ とにつ い て

も,一 時取 沙 汰 さ れ たが,現 在 明 確 な方針 は打 ち出 されて い な い 。ICLは 政 府

か ら助 成金 とし て入 手 し た 金 を78年 ～85年 の 間に,税 引 前 利 益 率 が7.5%を 越

え た時 に分割 して返 却 す る こ とに な って い る。 この 返 却 の 代 わ りに,新 株 を発 行

し て政 府 に 譲 渡 す る とい う見方 もあ るが,こ れが 実行 され れ ば,NEBが 完全 に

50%以 上 を握 る こ とに な る。

ただ しICLは,77年 以 降 は 助成 金 不 要 とい う独 立 路線 を打 ち出 して お り,

政 府 離 れ の 構 え も見 せ てい る。 この意 味 で は,NEBお よ びICLの 動 きが,全

く矛 盾 す る印 象 を与 えて お り,今 後 ど うい う方 向 に進展 す る こ とに な るの か注 目

され る 。何 れ に し て も,76年 とい う年 は,助 成金 お よ び買 上 策 とい うコ ン ピ ュ ー

タ産業 の2大 サ ポ ー ト策 の 大 きな タ ーニ ン グ ・ポイ ン トに な った。

英 政 府 の プ ラ イ バ シー 保 護 政 策

英 国 で は1975年 末 に,待 望 久 しき 「プ ラ イバ シ ー白書"WhitePaperon

Computers&Privacy ."」が 発 行 され,コ ン ピュ ータ時 代 に対 処 した プ ライ バ シ

ー保 護法 の 設定 に ゴ ー ・サ イ ンが 出 た。 同 白書 で は,プ ライ バ シ ー法 案 の成 立 の

た めにDPA(DataProtectionAuth・rity)と 呼 ばれ る機 関 の新 設 を要求 す

る と共 に,先 ず 移 行 措 置 と して,DPC(DataProtectionCommittee)の 発

足 を勧 告 した 。 当 初予 定 で は,DPC発 足 は76年 初 頭 に も行 われ るはず だ った

が,そ の後 の準 備 に手 間 ど り,結 局76年7月 に入 っ て,DPC全 メ ンバ ーが決定
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した 。

DPCはR・yJenkins内 相 の 管轄 下 に お かれ,メ ンバ ー は11名 。メ ン バ ー

構 成 をみ る と,ジ ャ ー ナ リス ト,地 方 行 政 機 関 の トップ,大 学教 授,産 業 界 な ど

か ら幅 広 く集 め られ てい る。DPC委 員長 には,Hatfield工 芸学 校 の リ ン ド

ップ(N.Lindop)デ ィレ クタ ー が 任 命 され た 。同 氏は プ ラ イバ シー 白書 と り

ま とめに 貢 献 の あ っ た ヤ ン ガー(K.Younger)氏 の 死去 に伴 な い 急 き ょ起 用 さ

れ た 。 リン ドップ氏 以 外 の メ ンバ ー10名 に は,統 計,医 学,市 議 会,銀 行,学 会,

ジ ャ ーナ リズ ム,IBM・UKな ど各 分野 の専 門家 が名 を連 ね て い るが,こ の外

補佐 役 と して,CCA(CentralComputerAgency)か らエイル ワ ー ド(R.

Aylward)氏,フ ル ・タ イム ・ス タ ッ フ と して,ジ ョーダ ン(A.Jordan)事 務

局 長 外2名 が 任命 され て い る。 ジ ョー ダ ン事 務局 長 は,当 面 のDPCの 業務 と し

て,① コン ピュ ー タ ・フ ァ イル 化 され た個 人 情報 の セ ーフ ガ ー ドに 関 す る討 議 と

②DPA発 足 の 準備 を あ げてい る。 同 氏 は さ らに,こ れ らの 件 を レポ ー トに ま と

め,内 相 に提 出す るまで に は,2～3年 は かか ろ う と述 べ て い る。 プ ラ イバ シ ー

白書 発行 に貢 献 した とい わ れ るBCS(英 コン ピ ュー タ学 会)は,DPC委 員 メ

ン バ ーの 構 成 に,ソ フ トウ ェア分 野 の エ キ ス パ ー トが い な い と失 望 の意 を表 明 し

て い る。BCSのC.Marks会 長 は,DPCメ ンバ ー構 成 が,特 定 分 野 の利 益 に

偏 重 し ない よ うバ ラ ンス が とれ て い る点 を評 価 しなが ら も,長 年 この 問 題 を扱 っ

て きたBCSメ ンバ ーが入 ってい な い 点 も不 満 と して い る。

英 国 の プ ライ バ シ ー保 護法 案 は,5～6年 も前 か ら検 討 され て い るが,プ ライ

バ シ ー白 書 の と りま と めが 大 幅 に 遅 れ た 上 に,DPC発 足 が さ らに半 年 遅 れ たな

ど,他 の海 外 主要 国 に く らべ て ス ロー ・ペ ー スの感 が ある。 特 に76年 にお い て

は,西 独 お よ び仏 にお い て,こ の 問 題 に関 し著 しい進 展 が あ った だ け に,今 後 の

DPCの 動 きが注 目 され る。
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仏 政府 の コン ピュー タ政 策

Plan-Calculか らPlan-Periへ

仏 政 府 の コ ン ピ ュ ー タ政 策は,Unidataの 失 敗 以 降,コ ン ピ ュ ー タ産 業全 体

を カバ ーす る もの に な り,依 然 と して強 気 の姿 勢 で貫 ぬか れ て い る。

ま ず メ イ ン フ レー ム分 野 で は,従 来 の 方 針 を180度 転 換 した欧 米 合併 企 業,

CII-HBへ の て こ入 れ が あ る。 仏政 府 は 難 産 の 末 誕 生 した この大 規 模 な メ ー カ

ー に ,「1980年 ま でに 国 内 出荷 でIBMを 抜 き去 る 」とい う目標 を設定 し,資

金/買 上 げ両 面 で強 力 な 支 援 を送 ろ うと して い る。

仏 の コ ン ピ ュ ータ政 策 は これ まで,「 プ ラ ン ・カ ル キ ュル 」の名 の下 に,国 産

メ ー カ ーの 育 成強 化 を計 っ て きた。 国 策 メー カ ー とし て設 立 したCIIが そ の 中

枢 的 存在 で あ った が,米 国籍 メ ー カーの 攻 勢 の 前 に,利 益転 換/シ ェ ア増 が思 う

に ま かせ ず,73年7月 西独Siemensお よび オ ラン ダPhilipsと 組 ん でUni-

dataを 結 成 した 。周 知 の よ うにUnidataは 内 部分 裂 に よって崩 壊 し,結 局 仏 の

メ イ ン フレ ー ム政 策 は さ した る成 果 を あ げ な い ま ま失 敗 に終 った と見 る こ とが で

き る。

CII-HBの 設 立 は,仏 政 府 に と って,コ ン ピ ュータ政 策 の 最後 の賭 と もい

うべ き ダイ ナ ミ ックな 作戦 で あ りヤ,投 入 す る資金 も莫 大な もの に達 す る。 米 誌

Datamati・nに よ れ ば,①1975年 に お け るCII欠 損 の肩 代 り(1億4,300

万 ドル)② 合併 会 社 発 足 ま での 欠損 の カバ ー(3,100万 ～4,000万 ドル)③H・-

neywellか らのHB持 株 購 入 費(5,800万 ドル)④ 今 後4年 間 の新 会社助 成 金

(2億7,300万 ドル)⑤ 新 会社へ の買 付 保 障(9億900万 ドル)⑥Yプ ロジ ェ

ク ト投 資額(5,700万 ドル)一 と総額15億 ドル を突 破す る。

これ に対 して,政 府 内部 か らも 「金 の無 駄 使 い 」との批 判 も出 てお り,今 後数

年 間 のCII-HBの 動 向 は,仏 コ ン ピ ュ ータ政 策に とって ま さに正 念 場 に な ろ う

(CII-HBに つ いて は 別項 「CII-HBの 動 向 」参 照)。
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さ て,仏 政 府 の コ ン ピ ュー タ政 策で,プ ラ ン ・カル キ ュ ルに か わ る もの として

目下 注 目を集 め て い るのが プ ラン ・ペ リと称 され る ものだ 。 仏 で は,ミ ニ コ ン,

周 辺 装 置 お よび ダ ー ミナ ル分 野 を総 称 し て,ペ リア ン フ ォル マ テ ィク と呼 んで い

る。 プ ラ ン ・ペ リは,CII-HBの カ バ ー範 囲外 で あ る これ らの強 化 を ね ら う も

の で,業 界 統 合 を そ の柱 と し てい る。 こ の業界 に は30数 社 の大 手 あ る いは専 業

メ ーカ ーが 参入 してい るが,こ れ を3～4グ ル ー プに 統 合 し よ うとい う もので,

す で にThomsonCSFを 中心 に着 々 と グ ル ー プ化が 進 ん でい る。

グル ー プ化 の中 心 企 業 として は,Thomson,CGE,LogAbax3社 が 有力 視 さ

れ,も し,こ の3社 の傘 下 に 入 る の を拒 む 企業 が 出 れ ば,第4グ ル ー プ と して ま

と める とい う構 想 の よ うだ 。 統 合 され た グル ー プは,国 際 市 場 で十 分 な競 争 力 を

有 す る こ とが 使 命 とな ってお り,プ ラ ン ・ペ リが 成 功 す れ ば,今 後 最 大 の 発展 可

能 性 が 見 込 まれ る市場 に幾 つ か の 代表 的仏 メ ー カ ーが 出現 す る こ とに な る(プ ラ

ン ・ペ リにつ い ては 別項 「仏産 業省 の ミニ コ ン/周 辺装 置 分 野 統 合 政 策 」参照)。

仏 の プ ライ バ シー 法 案

仏 政 府 は76年7月,プ ライ バ シ ー保 護 法 案(theInformatiq1・eetLiber-

t6sBill)を 承認,議 会 へ 提 出 す る こ とに な っ た。 欧 州 で は ス ウ ェー デ ンが い

ち早 くデ ー タ法 を制定 して い るが(1973年),英,仏,西 独 の主要 国 も最 近 こ

の 問 題 を慎 重 に検 討 し てい た。 英 国 では 「プ ラ イバ シ ー白 書 」の遅 れ もあ って,

よ うや く推 進 委 員 会 が 発足 した ば か りだ が,西 独 で は76年 暮 に連 邦 プ ラ イバ シ

ー法 を可 決 して い る
。

仏 の プ ラ イバ シー法 案は,公 共 お よ び民 間 両分 野 で,個 人 情 報 の保 護 を 行 う と

い う もの 。 この た め,CNIL(CommissionNationaleInformatiqueet

Liberti6S)と 称 す る機 関 を設 立 し,個 人情 報 の管 理 お よび保 護 手 段 を確立す る

こ と に な って い る。CNILメ ン バ ー に は,政 府,法 曹 界,デ ー タ処理 産 業 界 か

ら,12名 の スペ シャ リス トが選 ば れ る予 定 で あ る。

JeanLecanuet法 相 は,今 回 の法 案 は デ ー タ処 理 産 業 の発展 を押 え込 む も の
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で は な い と して次 の よ うに述 べ てい る。 「個 人情 報 を 不法 か つ 無 制 限 に収 集,フ

ァ イル ・利 用 す る こ とは 当 然 規 制 され る必 要 が あ る。 しか し,同 時 に,国 家経 済

お よび国 民 個 人 に貢 献す るテ ク ノ ロ ジー の発 展 を,法 的 規制 に よ って 阻 害 しな い

よ う配 慮 す る こ と も重 要 で あ る。現在,個 人情 報 に関 す る フ ァ イル が,仏 国 内 に

75,000か ら100,000位 存 在 し て い る と思 わ れ る。 今 回 の法 案 は,様 々な 観 点

か ら,各 要 素 を慎 重 に 審 議 した もので あ り,出 来 る だ け早 く施 行 に もっ て行 き た

い 。」

法案 の内容 につ い て は,詳 細 は不 明 だ が,民 間 分野 お よび 公共 分 野 の保 護手 段

は,CNILに よっ て 別 個 に取 り扱 われ,規 制 の厳 し さに も差 異 が 出 て くる もの

と み られ る。 また 各個 人 は,コ ン ピュ ータに フ ァイル され て い る各 自 の全 て の情

報 に ア クセ スす る権 利 を持 つ よ うにな る とみ られ る。 しか し,国 防 に 関 す る デ ー

タ の場 合に は,直 接 的 ア クセ スは 認 め られず,医 療 情 報 に つ い て も,主 治 医 を 通

じ て し か応答 で き な い よ うに な る と思 われ る。 さ らに,人 種,宗 教,政 治 思想 に

関 す る情 報 は,そ の ス トアーが認 可 され ず,ま た犯 罪 記録 は 警 察 当 局 しか保 有 で

きな い よ うに な る見 込 み で あ る 。

上 記 の点 に つ いて は,他 の諸 国 の プ ライバ シ ー法(案)の 一 部 を抜 い て きた よ

うな もの で,西 独 な どに く らべ る と何 ら特 長 は見 出 せ ない。 仏 国 内 で は,同 法 に

対 して,「 火 縄 銃 で ロ ケ ッ トと戦 う よ うな もの 」とい う厳 しい批 判 す ら出 て い る。

しか し,同 法 には,個 人情報 が国外 へ 伝送 され る場 合 の セ ー フ ガ ー ドに つ い て

も盛 り込 ま れ てい る もよ うで,今 後,具 体 的 に ど うい う形 で登 場 す るか 注 目 され

る。

ノ
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西独 政府 の コン ピュー タ政策

第3次 情 報処 理 振 興 計 画

西独 政府 は76年3月,第3次 情報 処理 振 興 政 策 を開 始 した。 同 政 策は ① コ ン

ピ ュー タ産 業界 に おけ るR&D助 成 ② 大学 な ど教 育 分 野 に お け る助 成③ デ ー タ処

理 ア プ リケ ー シ ョンの 開 発 促 進 ④GMD(数 理 計 画 研 究 所)助 成 の4本 を柱 に,

1967年 以 来 行 われ て きた。 助 成 額 も第1次(67年 一70年)の3億5,300万 独 マ

ル クか ら,第2次(71年 一75年)に は18億1,100万 マル ク,そ して今 回(76

年 一79年)は15億7,500万 マ ル ク と増 大 して い る。これ を年 間 当 りの平 均 助 成 額

で み る と,8,825万 マ ル ク(第1次),3億6,220万 マル ク(第2次),3億9.375

万 マ ル ク(第3次)と な る。

第3次 計画 の特 色 と して,① 中 大型 機 開発 か らマ イ ク ロ コ ン ピ ュ ータ,ミ ニ コ

ン,タ ー ミナ ル開 発 に力 点 が移 行 し た こ と② アプ リケ ー シ ョン開発 助 成 金の 占 め

る比 率 が 大幅 に 増 大 した こ との2点 が指 摘 され る 。特 に ① に つ い ては,④ 欧 州 連

合Unidataの 崩 壊 に 伴 ない独 自でIBM対 抗 を画 棄 す るの は 難 しい こ と◎ 将 来 の

市 場 可 能 性 とし て ロ ー ・エ ン ドあ るいは タ ー ミナ ル分野 が 非 常 に 大 きい こと◎英

仏 両 国 に お い て,小 型 機/周 辺 装 置 分 野 が 重視 され てい る こ と 一 とい った傾 向

に対 処 した もの とみ られ る。

表 皿一4-4西 独 の 情 報 処 理振 興 政 策助 成 額 推 移

(第1次 ～第3次)

＼ 期 間 対象年数 助 成 額
(百 万マルク)

年間平均助成額
(百 万マルク)

第1次 1967-1970 4年 353 8&25

第2次 1971-1975 5年 1,811 36220

第3次 1976-1979 4年 1,575 393.75

西独 政府 は,第3次 政策の重点 目標 として,
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固 た る 情報処 理 産 業 を打 立 て る 」 こ とを と りあげ,広 範 な 関 東 分 野 で積 極 的 活 動

を展 開 しよ う とし て い る 。

図ll-4-1西 独の情 報処理振 興政策助 成金
こ の た め の具 体 的 方 策 として 提 言 内訳(第2次

,第3次)

され て い る もの か ら,主 な もの を ひ

ろ うと 一

・超 大 型 コン ピュ ー タ を除 く全 て の

製 造 分 野 に お い て,適 正 な競 争 環

境 を守 り育 て て 行 く。

・国 民 経 済 及 び公 共 部門 の 領域 で必

要 と され る デ ー タ処 理 シ ステ ム や

関 連 装置 を開 発,生 産,供 給 す る。

・デ ー タ処理 と通 信技 術 並 びに そ の

第2次(71-75年)第3次(76-79年)
他 の情 報 関 連 技 術 を有機 的 に結 合 合計18億IJOO万 合計15億7,500万

マルク マルク

出来 る よ う,必 要 な知 識 や人 材 を最 大 限 活 用 す る。

・ ミニ コ ン ピ ュー タや 端末 機 器 の メ ー カー が ,素 速 くそ して 技 術 的 な 多様 性 に 即

応 し た市 場 開 拓 が 出来 る よ うバ ック ア ップ す る。
ロ

・汎 用 及 び専 用 の マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ー新 市 場 で西独 企 業 が 適 切 な シ ェア を保 て

る よ うにす る。

・中 大 型 コン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ーが抱 え て い る多 大 の赤字 を解 消 させ ,そ れ に 合

せ て補 助 額 も削減 す る。

・ ミニ コン ピ ュ ータ,周 辺 端 末 装 置 及 び 汎 用 ・専用 マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ー の開 発

を強 化 拡 大 し,と りわけ 分散 型 デ ー タ処 理 や中小企 業 で の 利用 増 大 に直 結 させ

る。

・生 産 ライ ンの コ ンパ テ ィ ビ リテ ィを保 障 す る西独 デ ータ 処理 機 器 メー カ ー相 互

の協 力 関係 を樹 立 し,汎 用 ミニコ ン及 び 大型 コン ピュー タ の 製造 合理 化 を促 進

す る。

・デー タ処 理 シ ステ ムの ア プ リケ ー シ ョンを公 共分 野 に浸 透 させ ,更 に特 別 な 専
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門知 識 を必 要 としな い装 置 や プ ロ グ ラム を開発 す るこ とに よ って,新 規 に 市 場

機 会 を開拓 す る。

・西 独 に 本 拠 を置 く メー カー と緊 密 な連絡 を 保 ちな が ら
,連 邦 政 府機 関 で現 在保

有 し て い る プ ロ グ ラ ム及 び デ ー タの 標準 化 と新 基 準 の導 入 を推 進 し,業 界 の市

場 競 争 力 を高 め る。

第3次 情 報処 理 振 興 政 策 の年 間 別助 成 額 充 当 を ま とめ たの が 表ll-4-5で あ

る。 ま た表 皿一4-6は 助 成 対 象4本 の柱 につ い て,各 々の内 容 と充 当額 をま と

め た もの。

表n-4-5西 独 第3次 政 策年 間 別助 成 額 一 覧

(単 位100万 独 マルク)

1976 1977 1978 1979
1976
-1979

大学など教育分野の助成 937 645 570 49.0 264.2

ア プ リケ ー シ ョン開 発,促 進 1276 133.0 1440 157.0 561.6

産業界 のR&D助 成 14α3 1330 13&0 143.0 554.3

GMD 43.8 4&3 5α8 51.9 194.8

合 計 405.4 37&8 389.8 400.9 15749
9

西独 連 邦 政 府 研 究技 術 省 は,第3次 情報 処 理振 興政 策 に 関 す る小 冊 子("Dri-

ttesDVProgramm1976-1979)を 発行 して い るが,以 下 そ の中 か ら,助

成 対 象4部 野 の うち,特 に注 目 され る2分 野,即 ち産 業界 にお け るR&D助 成 と

ア プ リケ ー シ ョ ン開 発助 成 に つ いて要 約 して み よ う。

コン ピ ュー タ産 業 界 にお け るR&D助 成

1.中 大 型 デ ー タ処 理 シ ステ ム

1973年 中 期 にSiemens,CIIお よびPhilipsの3社 がUNIDATAを 結 成

した と き・ 西独 政 府 は 大 いに これ を歓 迎 した 。 永続 性 が あ って しか も経 済 効 果 の

高 い 結果 を得 るた め に は,パ ー トナー同 士 の 緊密 な連 係/合 併 が必 要 とな る。 し

一164一



表 皿 一4-6助 成対 象 分野 別 内訳

1976 1977 1978 1979
1976
-1979

大
一地域間情報 工学研究 プログラム

52.5 2α0 12.5 1.5 86.5

学
な
一学術的経験 ・情報交換

1.5 1.5 1.5 1.5 6.0

ど

教

一地方計 算セ ンタ ー
38.0 42.0 42.0 46.0 168.0

育 一職業教育 ・訓練 セ ンター
1.7 1.0 10 一 3.7

分
野 小 計 93.7 64.5 57.0 49.0 264.2

情報 処理 システム 38.5 40.0 42.0 44.5 165.0

㌶ 健康 管理 シス テム 31.3 34.0 36.0 40.0 141.3

リ

ケ
教育 システム 6.5 3.0 3.0 3.0 15.5

ー

シ
CAD(コ ンピュータによ るデザイ ンう 15.0 16.0 17.0 18.0 66.0

二
PDV(デ → 処理装置とのプロセス結合) 22.3 23.0 24.0 25.5 94.8

開
発
遠隔 デ ータ処理 6.0 7.0 8.5 1α0 31.5

元
利用者援助 8.0 9.0 ll.5 13.5 42.0

進 パ ターン認識 一 1.0 2.0 2.5 5.5

小 計 127.6 133.0 144.0 157.0 561.6

産 計算機の構成及データ処理言語 20.0 19.0 18.0 16.0 73.0
業
界 デー タ処理技術 20.3 19.0 19.0 18.0 76.3
に

お 遠隔周辺機器 10.0 14.0 18.0 20.0 62.0
け

る

R

小型 デー タ処理 システム(プ ロセ
ス計 算機 を含む) 30.0 32.0 38.0 49.0 149.0

&

D

中 ・大型 デ ータ処理 システム(周
辺機器を含む) 600 49.0 45.0 40.0 194.0

小 計 i40.0 133.0 138.0 143.0 554.3

GMD 運営および設備投資 43.8 48.3 5α8 51.9 194.8

合 計 405.4 378.8 389.8 400.9 1574.9

か し,UNIDATAは そ の よ うな経 過 を辿 らな か っ た。 とい うの は,仏 政 府 が 同

国 独 自 の切 迫 した問 題 を解 決 す るた め,CII社 とH・neywelJ--Bul1社 の 合 併

を決 定 し て しま っ た か らで あ る。 後 者 の 製 品 はUNIDATAブ ラ ン ドの コン ピュ ー

タ とは競 合 関 係 に あ り,そ の 後 の事 情 も相 ま ってUNIDATAに おける協 力 契約 は

1975年12月19日 正 式 に廃 止 の や む な き に至 った。

Siemens社 が1980年 頃 ま で に 情報 処理 部 門 の ベ ース とす るのは,UNIDATA
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の解 消 以 前 に製 作 さ れ た もので あ り,ま た同 時 に 第2次 情報 処 理 計 画 が進 行 中 で

あっ た た め連 邦 政府 の 開 発 補 助 金 の 支給 対 象 とな った もの だ 。 そ の後 の シス テ ム

開 発 は,こ れ らの機 種 の増強 とい う形 で進 め られ て い る。

現 時 点 で 情報 処 理 技 術 を一層 進 展 させ得 る重 要 な境界 領域 は,デ ー タ処 理 と通

信技 術 及 び オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの結 合で あ る。 こ の面 で の協 力 態 勢 を整

備 す る こと は増 々そ の ウ ェ ー トを増 しつ つ ある と言 え る。 この こ とは,何 も中 大

型 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ーだ け に 当 て は ま る もの で は な く,ミ ニ コ ン ピ ュー タや

端 末機 器 の メー カー に と って も重要 な意 味 を持 つ 課 題 だ。UNIDATAで の こ れま

での デ ー タ処 理 機 器 共 同 開 発 に 代 る もの として,こ うした未 来 指 向 の 情 報 処 理 分

野 で の協 力 が脚 光 を あ び るべ きであ ろ う。

技 術 的 制 約 や止 むを得 な い経 過 は別 と して,UNIDATAの 諸 計 画で 多 大 な 資金

を か け て遂 げ られ た技 術 的経 済 的 成 果 を活 用 す るた めに,今 後 の 事 業 政 策 一 勿

論生 産 販 売 計画 もこれ に含 まれ る 一 は,集 中 的 な もの で なけ れ ば な らな い し・

自主 的 な ま た将 来性 の あ る着 想 の実 現 に 向 か わね ば な らな い。 共 通 の 製 品供 給 方

式 の採 用,コ ス ト節 減 や装 置 出荷 の保 証,単 一 の総 合 的 な情 報 処 理 技 術 開発 とい

った 方 向 が 採用 さ れ るべ きだ 。 適切 な助 成 措置 が 実施 され れ ば,80年 代 初 頭 に

は 赤 字 ゾ ーンか ら抜 け 出 し補 助 金 の使 途 に も違 った 局面 が生 ま れ て こよ う。 また

世界 市 場 を狙 い と した新 た な強 力パ ー トナ ー との 提 携 の道 も開 け るだ ろ う。 今 後

提 携 関 係 論 議 が再 燃 す る と述 べ る人 も多 い。 自 国市 場 で効 果 的 な独 自の地 位 を保

つ こ とは,と り もな お さず 国際 市 場 で の強 力 な協 力 関 係 の前 提 条 件 で あ る し,長

期 の収 益 性 を確保 す る最 大 要 因 で もあ る。

コ ス ト節 減

多 様 な 中 央 処理 装 置(UNIDATAの 分担 作 業 で は特 に 制限 され て い た)の 開発

に 着 手 す れ ば,一 つ の 基 本 モ デル か らその 上下位 に及 ぶ バ ー ジ ョン を も派 生 させ

るこ とが 出 来 る は ず だ 。 この よ うな同 系 統 の シス テ ムは,あ らか じ め決 め られ た

仕 様 と イ ン ター フ ェ ー スが あ るた め,多 くの パ ー トナ ーが 開発 す るの には不 適 当

で あ り,む しろ 単独 の 企 業 が担 当す べ き もの で あ る。

-166一



コス ト削減 効 果 が 期 待 出 来 るの は,生 産台 数 が多 くて基 本 モ デル を必 要 とし,

し か も この モ デルが 基 本 構 成 と して あ らゆ る コ ン フィ ギ ュ レ ーシ ョンに繰 り返 し

現 われ る場 合 で あ る。 ま た もう一 つの コス ト節 減 は,基 本 モ デル(Grund皿odell)

が モ ジ ュ ラ ー ・タ イ プの構 成 を持 って い る場 合 得 られ る。 従 って 適切 な コン ピ ュ

ー タ ・ア ーキ テ クチ ャ ーの 開発 が奨 励 され るべ きで あ ろ う。 更 にCPUの モ ジ ュ

ラ ー構 成 は 内 部 の リ ダ ンダ ン シ ーを合理 化 出来 るので,信 頼 性 の 向 上 に寄 与 す る

と ころ が 大 きい。 ま た この よ うな基本 モ デル に 由来 す るコ ン フ ィギ ュ レー シ ョン

の マ シ ンのた め に,同 質 の オ ペ レーテ ィ ン グ ・シス テ ム を開 発 す る必 要 が あ る。

UNIDATA装 置 の場 合,小 型 ・大型 に拘 らず 機 器 の能力 を最 大 限 引 き出す ため

に2種 類 の オ ペ レー テ ィ ング ・シ ステム(BS1000・ 及びBS2000)が 用意 され た。

統 一 性 の あ るOSに 整 合す る こ とで,開 発 と メ ンテ ナ ンスの 両面 で 著 し い合 理 化

が はか られ る。CPUの 場 合 と同様,通 常 の オ ペ レーテ ィ ング ・シス テム の開 発

で は 内 部構 成 の 複 雑 さの故 に,共 同作 業 を分 担 して 行 うに は不 適 当 で あ ろ う。

設 置 ベ ースの 保 証 と拡 大

コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ムは ユ ーザ ー か ら市 場 競 争 力 の 高 い もの だ とい う評 価

を受 け る必 要 が あ る。 カス トマー の手 元 に お け る当 該装 置 の寿 命 が長 け れ ば,そ

れ だけ レン タ ル収 入 の保 証 が増 大 した こ とに な る か らで あ る。 カス トマ ーの も と

に 設 置 され た装 置 は,コ ン ポ ーネ ン トの改 良 や新技 術 の登 場 に 合 せ て 整備 され る

必 要 が あ り,信 頼 性 の 向 上 や整 備 期間 の短 縮 に も常 に 注 意 を払 うべ きだ 。 この 種

の 開発 活 動 に は高 い プ ライ オ リテ ィが付 与 され ね ば な らな い。 他 の コ ンポ ーネ ン

トと較 べ,コ ンピ ュ ータ性能 に よ り深 い関 わ りの あ るエ レ ク トロニ クス ・エ レ メ

ン トは,特 に 重 視 され る必要 が あ る。 期 限 や性 能 上 の柔 軟 性 を保 証 し,更 に 外 部

の エ レ ク トロニ ク ス 部品 メ ーカへ の依 存 度 を減 らす た めに,高 速 回路,マ イ ク ロ

プ ロセ ッサ ー,マ イ ク ロ プ ロ グラム内蔵 方 式,LSI等 の 研 究 開 発 に は高 い 優先

順位 を与 え るべ きで あ る。 この よ うな観点 に立 っ て こそ,第3次 情 報 処 理 計 画 の

政 策課 題 は,コ ン ポ ー ネ ン ト計画 と同 調 す る。 。

技 術 面 の ア フ タ ー ケ ア ー に よ る設置 ベ ー スの確 保 と と もに 重要 なのは,販 売 努
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力 の積 極 化 で あ る。 カス トマ ー ・ベ ー スの拡 充は これ を置 い て外 に な い。

1970年 代末 ま で には,強 固 な設 置 ベ ー スが確 立 され1980年 以 降 に シス テム

開発 の 助 成金 制 度 を廃 止 し て もや っ て い け る よ うな態 勢 に な る こ とが望 ま しい。

勿 論 この時 点 で,開 発 投 資 の原 資 は装 置 売 上げ や レン タル収 入 で ま か な われ る必

要 が あ る。 これ に関 連 して,公 共 機 関 の デー タ処 理 シ ス テ ム調 達 政 策 の 手直 し も

重 要 な意 味 を持 つ もので あ る。

2.プ ロセ ス制 御用 コ ン ピ ュ ー タを含 む小 型 コン ヒ。ユー タ

小 型 コン ピュ ータの 領 域 は,第2次 情報 処 理 計 画 の実施 期間 中,猛 烈 な進 歩 を

遂 げ た。 この分 野 で 活 動 し・て い る西 独 の メー カー は,内 外 の 市場 拡 大 に歩 調 を

合 せ て各 々相 応 な市 場 シ ェアの拡 大 を達 成 出来 た 。 西独 の小 型 機 分 野 を リー ドす

る メ ーカ ーは,NixdorfAGで あ る。 同 社 は1974年7月1日 か ら1975年6

月30日 まで の会計 年 度 に,5億8,100万 マ ル クの売 上げ を計 上 したが,そ の 内

約 半 分 は 輸 出に依 拠 して い る。

小 型 コン ピ ュ ータの 進 展 は,主 と して市 場 環境 の好 転 と斬 新 な エ レ ク トロニ ク

ス 部品 の登 場 に依 る とこ ろ 大で あ る。 市場 機 会 の 拡 大 の背 景 に は勿 論,開 発 に伴

な う種 々の危 険 性 が存 在 す るが,大 型 デ ー タ処理 シス テ ムの開 発 と比 較 して,こ

の 領域 に対 す る公共 投 資 の助 成 は 随 分 少 な くて済 ん でい る。 な お1972年 末 まで

は,財 務省 が助 成措 置 を 管掌 し て い た が,1973年1月1日 以 降 は 研究 技 術 省 が

デ ー タ処 理 振 興 事 業 を統 轄 して お り,助 成 対 象 と な っ た製品 の 一 覧 は表 皿一4-

7に 示 され て い る。

小 型 コン ピ ュー タ お よ び汎用 ・専 用 ミニ コ ン ピ ュー タの 開発 助 成 装 置 は,中 小

規 模 ユ ーザ ーの ウエ ー トが増 大 し,デ ー タ処理 技 術 をそ の 事 業現 場 に容 易 に 導 入

出 来 る よ うにな った た め,今 後 増 々強 化 され るだ ろ う。 そ して1970年 代末 に は,

中 大型 デ ー タ処 理 シ ステ ム と ほ ぼ同 等 の補 助 金 が 交 付 され るは ず で あ る。

'小 型 汎 用 コ ン ピ ュー タ お よび 端 末 装 置

西独 に お いて は歴 史 的 な 成 長過 程 とそれ に 伴 な う企 業構 造 が 要 因 とな って,中
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表 皿一4-7第2次 情報処理 計画実施 期間中に開発助成 を

受 けたiJ型 コン ピュータお よびプロセス制御用 コンピュ

ーター覧

メ ー カ ー 名 製 品
AEG-Telefunken TR86,HRS86αSerieAEG60

SerieAEG80

AnkerWerkeAG ADS2100,ADS2600

ComputerTechnikMmler CTM70

HeinrichDietzIndustrie-Elektronik MINCAL

Matth.HohnerAG SystemVantex

KienzleApparateGmbH KIENZLE6000/6100,

3000/3500.1700

KrantzComputerGmbH&CoKG MULBY

KruppAtlasElektronik EPRl100

NixdorfComputerAG NC820,NC900,NC91α

01ympiaWerkeAG TE3000,DE4800,DE6000

PeriphereComputerSysteme PCU

G⑰terSchrem

DigitaleElektronikSysteme

OMNICOMP

SiemensAG 404,Serie300

TriumphWerkeNUrnbergAG' TA1000

■

大型 メ ーカ ー(SiemensA(})と は 異 な る メ ーカ ー(NixdorfAG,Kienzle社

等)が 小 型 汎 用 コ ンピ ュ ータの 供給 を引 き受 け て 来 た。市 場機 会 を追 求 す る性 格

を持 っ た メ ー カー間 の 事業 提携 は,ミ ニ コ ン ピ ュ ータや超 大 型 汎 用 コ ン ピ ュー タ

分 野 では,大 いに歓 迎 す べ き事柄 で あ る。連 邦 政府 も,こ の よ うな部 門 の事 業 提

携 に対 しては,単 一 の開発 プ ロ グ ラム よ り優 遇 して 助 成 を与 え る つ も りであ る。

小型 汎 用 コ ン ピ ュ ータ と これ らに付 随 す る周辺 端 末 機 器 の 開発 や 改 良 は,メ ー

カ ー ・サ イ ドで積 極 的 に進 め られ ね ばな らない が,同 時に これ らを市 場 競 争 に 打

ち 勝 つ レベ ル まで 高 め る こ とが 一層 望 ま しい。 この 分野 の共 同 開 発 には と りわ け

高 い プ ライ オ リテ ィが与 え られ て い る。 この領域 で 今後 更 に開 発 努 力 が 注 が れ ね

ば な らない の は,デ ー タ処 理技 術 とオ フ ィ ス を結 合 す る ビ リン グ ・タ ー ミナ ルで

あ る。

専 用 小 型 コ ン ピ ュ ータお よ び端 末 機 器
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若 干 の小 型 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーは,特 定 部 門 の演 算 処 理 に 重 き をお い て,

その 用 途 向 けに特 別 な小 型 コ ン ピ ュー タや 関 連 タ ー ミナル を製 造 販売 して い る。

一例 を挙 げ れ ば,貯 蓄 銀 行 や商 業 銀行 向 け の専用 ター ミナルや 商 店 お よ び レス ト

ラ ン用 の会 計 タ ー ミナ ル で あ る。 また貯 金 通 帳 や旅 行 の切符 の よ うな特 殊 な 証書

類 や各 分 野 独 自の作 業 上 の要 請 に 合 せ て 製作 され るコ ン ピ ュ ー タや端 末 機 器 は.

ユ ーザ ーの作 業能 率 の改 善 や業 務 合 理化 に 大 きな 役 割 を果 す もので あ り,近 く助

成 対象 に され るは ず だ。

プ ロセ ス制 御 用 コ ン ピ ュー タ

第2次 情 報 処理 計画 の振 興 施 策 の中 に,Siemens社 の プ ロセ ス ・コンピュータ

・フ ァ ミリーNF2とAEG-Telefunken社 の プ ロセ ス ・コ ン ヒ。ユ一 夕 ・フ ァ ミリ

ー(EPL)の 開 発 促進 が 組 み込 まれ ,そ の結 果,前 者 で は シ リーズ300,後 者 で

は シ リー ズ80の 両 プ ロセ ス制御 用 コ ン ピ ュー タが 陽 の 眼 を 見 た。 この 両 社 が 現在,

西 独 ・プ ロセ ス ・コ ン ピ ュー タ市 場 の 半分 を 占 有 して い る。

近 代 的 な プ ロセ ス 制御 コ ン ピ ュー タ とそ の 専 用端 末 機 器 の 開発 は,個 々 の特殊

な オ ー トメ 化 に 重要 な 意 味 を持 つ が 故 に,助 成措 置 の対 象 に あ げ られ るだ ろ う。

マ イ ク ロ コ ンピ ュー タお よ びジ ョ ブ ・オ リエ ンテ ィ ッ ド ・ミニ コ ン ピ ュー タ

電 子 部 品 の 高 度 な集 積技 術 は,コ ン ピ ュ ー タの 全 て の機 能 単 位 を唯一 の エ レメ

ン トに 集 中 化 す る こ とを可能 として い る。 マ イク ロ コ ン ピ ュ ータや ジ ョブ ・オ リ

エ ンテ ィ ッ ドな ミニ コ ン ピ ュー タは,こ うした マ イ ク ロプ ロセ ッサ ーに基 づ い て

お り,情 報 処 理技 法 と制 御 技 術 に関 連 した個 々の ジ ョブ をパ ッケ ー ジ化 し コス ト

効 果 の高 い 形 で 解 決 し て い る。 また マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ーは,従 来 の エ レク トロ

ニ クス と小 規 模 な コン ピ ュータ ・シス テ ム との 間 隙 を埋 め る もの で あ り,小 型 汎

用 コ ン ピ ュー タ,プ ロセ ス制 御 用 コ ンピ ュ ー タお よ び電子 式 な コ ン トロ ー ラー と

は別 にか な りの市 場 規模 を提供 す るこ とに な ろ う。

周知 の デ ー タ処理 技 術 と対 比 して著 し く製 造 工 程 が短 か い もの で あ るた め,コ

ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーだけ で な く小 規 模 の エ レク トロニ クス ・メ ー カ ーの 参 入 も

充 分 問題 とな る。
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エ レ メン ト ・プ ロ グ ラム を持 っ た マ イク ロプ ロセ ッサ ーや モ ジ ュ ール ・シス テ

ム 等 を含 むあ らゆ る電 子 コ ンポ ーネ ン トの 開 発助 成 が 進 む 一方,そ れ らを利 用 し

た 汎 用 及 び専 用 ジ ョブ向 け の ミニ コ ン ピ ュー タや そ の ソフ トウ ェアの 開発 も,今

次 の デ ー タ処 理 計 画 の一 部 と され てい る。

3.官 公 庁 の調 達 政 策

西独 の デ ー タ処 理 産 業が 市 場 競争 の面 で 抱 えて い る不利 な 点 の 一 つ は,既 に 市

場 支配 者,即 ちIBM社 の設 置 ベ ー スが 膨 大 な域 に達 して い る こ とだ。 転 換 コ ス

トが か さむ こ と も原 因 し て,カ ス トマ ーは,従 来使 って来 た メ ー カ ー製 品 を再 び

指 名 す る傾 向 が強 く,こ の た め競 合 メ ーカ ーに は初 めか ら僅 か な チ ャ ンス しか 与

え られ てい な いの が 実 状 だ。

この よ うな情 況 を打開 す るた め,EDP装 置 の 調 達 に新た な統 一 基 準 を設 け る

べ く,政 策履 行 認 可 法 令(VOL/A)一 施 行 細 則 を除 く 一 の補 充 と,VOL/A

の修 正 法 令 と ドイ ツ政 策履行 契 約委 員 会(DVAL)の ガイ ドラ イ ンとの調整が画

策 され て い て,デ ータ 処理 シス テ ムや その 関 連 機 器 の導 入 を容易 に す る努 力 が続

け られ てい る。

また こ うした動 きに伴 って,次 の2項 に要約 され る条件 整 備 が 遂行 され ね ば な

らな い。

・政 策 実施 に 関 わ る給 付範 囲の記 述 に 明確 か つ公 正 な 基準 を設 け て,調 達 品 の引

き渡 し請求 を一 元 化 す る。

・選 択 基 準 を適正 に し供給 品 の査 定 手続 を統 一す る。

原 則 的に は,西 独 に本 拠 を置 く企 業 か或 はEC域 内の メ ー カ ーが 調 達 対 象 とな

る。 ほ ぼ同 様 の 条 件 を持 って い る供 給 品 の場 合は 入 札 手 続 が と られ る。

連 邦 議 会 が制定 した技 術 ガイ ドライ ン(HRBNr.5・2・23「 デ ー タ処理 の コ ス

ト 」)に よ り,デ ータ処 理 装 置 の 新 規 調 達 や 実 質 的 な機 能 強 化 を画 る場 合,内 務

省 の 「連 邦政 府 機 関 の デ ー タ処 理 利 用 に関 す る調 整 審議機 関(KBSt)」 の 推 薦 書

と行 政 機 構経 済 性管理 連 邦 委 員 会 の意 見書 が 添 付 され な けれ ば な らない 。 こ の

KBStは,連 邦 政 府 機 構 の総 合 利 益 を規 定 して い る経済 性 につ いて 監 視 の眼 を
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光 らせ て い る。 連 邦 政府 官 庁 に よ るデ ータ処 理 装 置 の調 達 で 専 門的 な支 援 が 必要

な場 合 は,数 理 計画 研 究 所(GMD)が この任 に あた る。

西 独 連 邦 政 府 は,上 述 した よ うな施 策が 装 置 や技 術 の 開 発並 び に シ ステ ム やそ

の 関連 ソフ トウ ェアの調 達 に好 結 果 を もた らす こ とを期 待 して お り,更 に メ ー カ

ー側 が 行政 官 庁 の 要求 を よ り一 層 満 た せ るよ う希 望 し てい る
。

中 大 型 デ ータ処 理 システ ム の 月 間 レ ン タル 料 は,買 い取 り価格 の1/40～1/

50が 通 例 で あ る。従 っ て そ の装 置 の技 術 的 寿 命 が50ケ 月 を越 す場 合 は,公 共 機

関 に とって経 済性 で買 い取 りの方 が レ ンタル よ りま さる こ とに な る。 買 い取 りは

ま た,西 独 の コ ン ピュ ー タ ・メ ーカ ーに 対 し て レ ンタル 事 業 の 資金 手 当 て をす る

こ とに な り,そ れ だけ有 効 性 が 増 す もの と言 える。経 済 性 に 対 す る配 慮 が行 き渡

れ ば,行 政機 関 の他 の サ ー ビス部 門 で もデ ータ処 理 装置 の導 入 を検 討 す る とい う

効 果 が生 ま れ る。 この こ とは現 在 レン タルで導 入 し て いる機 器 に も当 て は ま る こ

とで あ り,買 い取 り方 式 を前 向 きに再 検 討 す る機 会 を与 えて い る と言 える。KB

Stは 既 に,デ ー タ処理 能 力 を対 象 と した 調 達基 準 を策 定 して い る。 連 邦 政 府 官

庁 や地 方 自治 体 の調 達 対 象 とされ る デ ー タ処 理 シス テ ムや そ の 関連 機 器 は,公 共

機 関 の 手 で練 られ産 業 サ イ ドに よ り詳細 に検 討 され た 「特 別 契 約 条 項 」に従 っ て,

レ ン タル か買 い取 りを決 定 され る。

これ ま で述 べ て きた助 成政 策 は,西 独 連 邦 政 府 が これ ま で追 求 して来 た 自 由貿

易 政 策 と同調 す る もの で あ り,む しろ 従 来 の 輸 入 制 限 を縮 少 す る狙 い を持 ってい

る。 一元 化 した調 達 計 画 に よる 自国 の情報 処 理 産 業 の 育 政 策は,一 定 期 間 内 で終

了 させ る べ き もの だ 。西 独 連 邦 政 府 は,こ の デ ー タ処 理 部 門 の ア プ リケ ー シ ョン

に 関 す るEGガ イ ドラ イ ン 「公 共 分野 の調 達 契約 」を1980年1月1日 か ら施 行

す る こ とに 同意 した。

ア プ リケ ーシ ョン開 発 促 進 に関 す る助 成

1.デ ー タバ ン ク ・ソ フ トウ ェア

主 な課 題 は,現 在 市場 で売 られ て い る デ ー タ バ ン ク ・ソ フ トウ ェ アの種 類 を制
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眠 し,最 もひん ぱ んに 出 て くる問 題 の カ テ ゴ リーに 焦 点 を し ぼ る こ とで あ る。 整

理 の段 階 で,不 要 な シ ス テ ム の種 類 を削減 して いか な けれ ば な らない 。将 来,デ

ー タ処 理 シス テ ム を開 発 して い く場 合 ,共 通言 語 や モ ジ ュ ール に よ って 手 ごろ な

費用 で ユ ーザ ーの 必要 とす る新 たな特 性 を備 え るこ とが で き るよ うに な るだ ろ う。

そ れ に よ って 次 の こ とが 可 能 に な る。

一 計 算 機 の 中 に ス トア され て い る デ ー タバ ン クと,そ の折 々 の ユ ーザ ーの 要 請

を切 りは なす こ とが で き る。

一 ユ ーザ ーの要 請 が 変 っ て も ,新 た に デ ー タ バ ン ク ・シス テ ム を開発 す る こと

な く,そ れ に合 わ せ て デ ー タ処 理 を行 う ことが で き る。

一 ポ ータ ビ リテ ィが か な り高 ま り,一 つ の シス テ ム ・フ ァ ミ リーの 内 部で 他 の

デ ー タ処理 シス テ ムへ の移 行 が容 易 に な る。

助 成 策

デー タバ ン ク ・シス テ ムの 分野 では,再 開発 の可 能 性 に 関 す る オ リエ ンテ ー シ

ョ ンや様 々な 開 発 の方 向 を統 合 す る のに必 要 な 作業 が 助 成 され る.こ の助 成 の 中

心 は,総 合 デ ー タバ ンク機 能 と その範 囲 の設定,機 能 と アプ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ

グ ラム,ユ ーザ ーの た めの デ ー タバ ン ク言 語 の研 究 開発,多 様 な 構 成 の デ ー タバ

ン クを変 換 す る方法 の 開発 な どに置 か れ る。

改 良 され た 新 しい デー タ バ ン ク ・ソフ トウ ェアの 開 発 に あた っ て,次 の よ うな

シ ス テ ムが援 助 の対 象 とな る。 す なわ ち,経 済 性 の あ る もの,デ ー タバ ンク間 の

連結 を可能 に す る もの,デ ー タの機 密 ろ う えい に対 して プ ロ グ ラム技 術 的 に 予 防

措 置 を と る ことが で き る シス テ ムな どで あ る 。 これ らの開 発 の程 度 で,効 率 の良

い 小 型 計 算 機(場 合 に よ つ ては それ を連 結 して)に よる置 換 の 可 能 性 も試 され る。

第 二次 情報 処理 計 画 の経 験 に基 づい て,特 別 な デ モン ス トレー シ ョン ・プ ロジ

ェ ク トとパ イ ロ ッ トプ ロ ジ ェ ク トが 発 足 す る。 ま た,第 二 次 情 報 処 理 計 画 に よ っ

て始 め られ,続 行 され る住 民 お よび土 地 制 度 の 自動 化 に関 す る共 同 プ ロ ジ ェ ク ト

も助 成 され る。 この よ うな 行 政 関 係 の プ ロ ジ ェ ク トの他 に,地 方 自治 体 や地 域,

州 の プ ラニ ングの 領域 で す で に促 進 さ れて い る研 究 に 基 ず く,計 画行 政 のた めの
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情 報/意 思 決 定 シ ス テ ム も デモ ンス トレー シ ョンお よび パ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェ ク

トとして促 進 され る 。

特 に,行 政機 関に おけ る情 報/意 思 決 定 シ ステ ム の場 合,デ ー タの機 密保 護 と

プ ライ バ シーの保 護 に対 す る 要請 が 高 ま っ てい る現 在,こ れ ま では機 能 的に 分 類

され て い た デ ー タを総 合 的 な情 報 シス テム にま と めて蓄 積 した り,あ るい は,遠

隔 デ ー タ処 理 装 置 に よ っ て空 間的 に 分 散 させ た 情報 シス テム を設 置 す る こ との技

術 的 な 可能 性 が重要 な意 味 を 持つ こ とに な った。 従 って,デ ータ の機 密保 護 な い

し プ ライバ シー保 護 の観 点 に立 っ て開 発 され るべ き情報/意 思 決 定 シス テム の付

随 研 究 も助 成 され る こ とに な る。

ユ ーザ ー の情 報 の 内容 や意 思 決 定 の や り方 に関 す る研 究 も大 いに 促進 され るべ

き で あ る。 この よ うな研 究 に よ って ユ ー ザ ーの好 む情 報/処 理/意 思 決 定 シス テ

ム の形 を知 る こ とが で きる。 さ らに,問 題 に ふ さわ しい,ユ ーザ ー の望 む通 信 周

辺 装 置 の開 発 も促 進 され る。 会 話言 語 の ほか に も,例 えば 情 報 の入 手,分 類,記

述 の方 法 と処 置 な どが そ れ に付 随 す る。

2.健 康 管 理

将 来 の援 助 の 目標 は,デ ー タ処 理 に よ って住 民 の健 康 管 理 を改良 し,さ らに 進

歩 させ る こ とに あ る。 そ れ には 次 の よ うな 目標 を達 成 しな けれ ば な らな い。

。 よ り広 い層 の住 民 の 健 康管 理 を質 的量 的に 改善 す るた め,デ ー タ処 理 によ っ て

現在 の医療 方 法 と処 置 を改 良 し,さ らに 新 しい 開 発 を行 う。 そ の際,標 準 化 され

た 診 察(ス ク リーニ ン グ),予 防 健 診,予 防 処置,リ ハ ビ リテ ーシ ョンな ど,デ

ー タ処 理 を導 入 す る こ とに よ って よ り効 果 の発揮 され る 領域 に重 点 が 置 か れ る
。

。作 業 を機 能 別 に 分 け る こ とに よっ て,公 衆 衛 生 関係 の仕 事 に 従 事 して い る人 員

の負担 を軽 くす る。 機 械 的 な ル ーチ ン作 業 は さ らに デ ータ処 理 に よ って 自動 化 さ

ト

れ,人 員 を質 的に レベルの高 い作業 にふ りわけ る ことがで きる。すなわ ち,診 察

や治療に伴な う単純作業 は医師以外 の人員が 行 うことに よって,医 師は それだけ

多 く直接患者 に接す る時 間 を持つ ことがで き,医 師 として の本来 の仕事に専念 す
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る ことがで きる。

o現 在 および将来 の健康管理 の構造 を顧 慮 したプラ ンニングと意思決定 を行 うた

めに,公 衆 衛生 関係 の各施設問 の情報 を収 集 し結 合 す る。その ために は先ず ・次

の 目的を達 しなければ な らない 。

一 ドキ ュメ ンテ ーションと所見の伝達 を改良 す る。

一 診 察 と治療処理の改良 と促進
。

一 治療効果の監視 を改良 す る。

一 病院や公衆衛生施 設 の管理 運営を改良 し合理化 す る。

一 保 健施設 の経済的な収益 を上げ る。

一 公衆衛生施設内部の,又 は施設 問の充実 をはか る。

。健康管理 の全 システムに おけ る医学 的 な措置 の効果 を高め最 適化す る。 デ ータ

処理 に よって,ぱ らぱ らに行 われてい た診察 および治療法 を調整 して,医 師や患

者 に とって できるだけ有効 な もの とし,健 康管理 の システム全体 の コス トを上げ

ることな く公衆衛生 の向 上 を促進 する。

助 成 策

次に示す 領域 におけ る開発促進作業 と精選 されたモデル計画 に対 して援 助が与

え られ る。 イ)医 学関係 の部分的な 領域内のデ ータ処理 アプ リケ ーシ ョン

。診察 お よび治療法 の改善(例 えば,レ ン トゲ ン診 察,心 臓学,が ん治 療,精 神

科患者 の診察 などの分野)

o公 衆衛生 分野においてすでに開発 されたデ ータ処理方法 を応 用す ることがで き

る よ うにす る。(例 えば,病 院管理 システ ム,実 験室 システム,そ の他の診察 シ

ステム)

oデ ータ処理 に基 く問題解決 法の導入 を促す ために,医 学的な デ ータ処理(組 織

的な処置 も含まれ る)の 標準 化 と客観 化が促進 され る。(例えば,所 見記入 の標準

化,診 察 方法の客観化,実 験室や各種 医療機 器 を利 用 した処置 の標準化 な ど。)

。公衆衛生 分野 に デ ータ処理 を導入す る ことと個 人的,心 理 的.社 会的 な関係 を

調査 し,有 害 な副作用 を避けて,望 ま しい成果 を強 化 してい く。
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ロ)公 衆 衛生 分 野 の 内 部 的 な問 題 の た めの デ ータ処 理 アプ リケ ー シ ョン

・多 様 な構 成 の 総 合 病 院 の た めの 経 済 性 の あ る病 院 情 報 シス テム の 適 用 範 囲 の 広

い モ デル を開 発 す る。

。開 業 医 向け の 経 済 的 な デ ー タ処 理 導 入 の た め のモ デ ル を開 発 し,健 康 管 理 の全

領域 にお け る デ ー タ処理 の意 味 を研 究 す る。

。公 共 の 保 健 サ ービス や企 業 な どの相 談 医 の た め の デ ー タ処理 モ デ ル ・シ ステ ム

を開 発 し,医 院 や病 院 の 日常 の 業務 を補 充 す る社 会 的 な医療 サ ー ビスの抱 え る問

題 を解 決 す る。

。公 衆 衛 生 関 係 の各 種施 設 に お け る管 理 的,組 織 的 な 問 題解 決 の た めに,適 用 範

囲 の 広 い プ ロ グ ラ ム ・シ ステ ム を さ らに開 発 し,試 験 し て い く。

ハ)公 衆 衛生 の 運 営 的 な問題 解 決 の た め の デ ー タ処 理 アプ リケ ー シ ョン

oDOMINIGプ ロジ ェ ク トを継 続 す る。

・中 央 の 医学 情 報 シス テ ム のた め の モ デル を作 る。

・医 療 サ ー ビス運 営 の た め の デ ー タ処理 を各 種機 関に 導 入 す る実験 的 な研 究 を行

う。

・法 的 な 公衆 衛 生分 野 の ための 総 合 的 な デ ータ処 理 に よる デ モ ン ス トレー シ ョン

・モ デ ル を実験 す る。

・健 康 管理 の 分 野 一 特 に 予 防 と リハ ビ リテ ーシ ョン を考 慮 し て 一 に おい て は,

デ ー タの標 準 化 や患 者 の カル テの整 理 に デ ータ処理 を適用 した り,症 状 の 経 過 に

関 す る ドキ ュメ ンテ ー シ ョンや 監 視,コ ン トロ ー ルに デ ー タ処 理 の方 法 を適用 す

る ため の モデ ル を作 り,実 験 す る。

o地 域 内 お よ び地域 を超 え た公 衆 衛 生 の プ ラ ンニ ン グ とそ の 最 も効 果 的な 実施 の

た めに デ ー タ処 理 の導 入 の可 能 性 を研 究 し,実 際 に試 して み る。

o医 学 的 な救 済 処 置 を改良 す るた め の デ ー タ処理 導 入の可 能 性 を研 究 し,実 験 す

る。

○任 意 に抽 出 し た地 域 に お け る各 種 の 医学 的措 置 と構 成が 有効 な もの で あ るか ど

うか に 関 す る調査 を デ ー タ処 理 を使 って行 う。
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3.教 育 制 度

西独 にお い て は,1960年 代 末 ま では指 導,教 育 行 政,教 育 プ ランニ ン グの分

野 でEDPは 実用 化 され て い な か った。 この年 以 降,種 々の デ ー タ処 理 ア プ リケ

ロ

ー シ ョンが 明確 な 目標 設 定 の可能 な産 業界 や技 術 分 野 で 行 わ れ る よ うにな った。

1973年 の場 合,西 独 の教 育 分 野 の支 出 は450億DMと 思 わ れ る が,こ の うち,

教 育分 野 に お け るデ ー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョ ンの 研究 開 発 お よび モ デ ル作 成 の た

めの年 間支 出 は約2000万 ～4000万DMで,そ の 割 合 はO.05～O.1%に も満 た

な い もので あ っ た。 この 資金 は 各 州 が フ ォル クス ワーゲ ン財 団(Volkswagen-

werk)と 提 携(第 二次 情 報 処 理 計 画 モ デ ル実 験 計画)し て,供 給 した もの で あ る。

これ に よって,デ ー タ処 理 は 経 営管 理 分 野 と同 じ よ うに学 習,指 導,実 験 の 分 野

に お い て も効 果 を発揮 し うる とい う ことが 証 明 され た 。

第二 次 情報 処理 計画 の 一環 で あ る 「教 育 分 野の デ ー タ処理 」プ ロ ジ ェク トに 対

す る助 成 金 は1971年 か ら1975年 まで,通 算 約5,300万DMで あ っ た。

1971年 か ら1975年 の 間 に 問題解 決 のた め の開 発 が 進 み,実 験 が行 わ れ,

そ の 成 果 が 実 っ た。 先 ず,コ ン ピュー タ に よる学 習 者 の 応 答 デ ー タ の処 理 のた め

の プ ロ グ ラム ・シス テ ム を外 国 か ら輸 入 し,そ れ を さ らに 開 発 した り,全 く新 た

に開 発 す る こ とに よ って,コ ン ピ ュ ータ援 用 学習(CAI)に 必 要 な技 術 を産 み

出 す こ とに 成 功 し た の で あ る。 ソフ トウェ アを供 給 し,超 地 域 的 な 研 究 プ ロ グ ラ

ムの開 発 に よ っ て,質 的 に 国 際 的 レベル に達 す る こ とが で き た。

助 成 策

教 育 分野 に お け る デー タ処理 ア プ リケ ー シ ョン の た めの 改良 され た ハ ー ドウ ェ

ア/ソ フ トウ ェ ア シス テ ム に よ って遂 行 され る研究 開 発 に 援 助 が与 え られ る。

一 ハ ー ドウ ェ アお よび ソ フ トウ ェ アの 標 準 化 と最 適 化 。

一 情 報 処 理 機 能 を もつ 自動 端 末 局 の開 発 。

一 指 導 用 情 報 シ ステ ムの た めの ソ フ トウ ェ アの適 用 と開発 。

一 指 導 用 マ ン ・マ シン ・コ ミュ ニケ ー シ ョンの た め の ハ ー ドウ ェ ア と ソ フ トウ

ェ アの開 発 。
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以 上の 作 業 を行 うハ ー ドウ ェア ・メ ー カ ーお よ び これ らの メ ー カ ーに協 力 す る

機 関 に対 して援 助 が与 え られ る。

4.技 術 革 新

大資源に恵まれ ない 産 業 先 進 国 で あ る西 独 に とって,産 業界 の生産力 とそ の

生産物 が唯一の大 きな支 えであ る。賃金 の安い国 々や米国や日本 のよ うなテ クノ

ロジーの高度に発達 した国 々との競合 にた ち うちす るた めに先 ず,な に よ りも経

済 と産 業構造 の近代化 をはかる連邦政府 の積極的なテ クノロジー政 策を推進 して

いかなければ な らない。 それによ ってのみ,西 独 は先進的 な産業国 の一つ に数 え

られ,国 民 に対 して良 い職場 を確 実 に提供す るチ ャンスをつか む ことがで きるの

で ある。'

第三 次情報処理 計画で実施 される特別な研究開 発計画は,以 上の 目標 に貢献す

る もの で あ る。 この他 に も,研 究 お よ び テ クノ ロジ ー相 の専 用 分 野 に よ って 援 助

され る研 究 開発 計 画 が 含 まれ てい る。

当 プ ロジ ェ ク トに おい て は,技 術 的 な デ ー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョ ンを開 発 す る

こ とに よっ て次 に掲 げ る 目標 達 成 に努 力 す る。

o産 業界 に お け る生 産 力 と競 合 に耐 え得 る能 力 を強 化 す る。

・職 場 を長 期 的 に保 証 し,労 働 環境 を向 上 させ る。

。交 通,マ ス コ ミ,エ ネ ル ギ ー供 給 分野 の 公共 お よび民 間 サ ー ビス を合理 化 し,

改 善 す る。

oエ ネ ルギ ーや原 料 の 消 費 を節 約 し,環 境 汚 染 に対 す る監 視 を厳 重 に し て,そ の

減 少 に努 め,技 術 的 な設 備 の安 全 性 を高 め る。

。欧 州 の デ ー タ処 理 産 業 は 新 た な潜 在 的市 場 と輸 出 の可能 性 を開 拓 す る。

助 成 策

効 率 の よい,経 済 的 な流 通 性 の あ る デ ー タ処 理 装 置 を開発 し,パ イ ロ ッ ト ・ア

プ リケ ー シ ョ ンに よ って テ ス トす る。

コ ン ピ ュー タに よ る開発,設 計,製 造 の分 野 に お いて は,
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一 特定 の作 業 段 階 に おい て プラ ンナ ーや設 計 者 を補 助 し た り,(例 えば プ ラ ン

ニ ン グ,草 案,演 算,形 成,基 本 部 分 の 製造 な ど)作 業 の展 開(例 えば供 給 作

業,実 験,製 造,モ ンタ ージ ュ,精 算 な ど)の た めの方 法 や 処 置 を開発 しプ ロ

グ ラ ミン グす る。

一 特 定 の生産 部 門 に お け る生 産 の全 工程 を で きる限 り有 効 に コン ピ
ュー タに よ

って 処理 す る こ とが で き る よ うなモ ジ ュ ラ リテ ィの あ るプ ロ グ ラム を開 発 す る。

一 技術 分 野 の プ ロ グ ラム や デ ー タを機 種 に左 右 さ れ る こ とな く連 結 す る こと の

で きるプ ログ ラム ・シ ス テ ム を実 際 に テ ス トし,ア プ リケ ー シ ョンの た め の基

礎 として,実 際 に∀利 用 す る。

-CAD/CAMア プ リケ ー シ ョンの た めの ソ フ トウ ェ ア を そな えた装 置 を テ

ス トす る。(例 えば,小 型 計 算 機,イ ンテ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナル,デ ー タ処

理 装置)

デ ニ タ処 理 装 置 に対 す る援 助 は 次 の点 に 焦点 が あ て られ る。

一 技 術 的 工 程 を コ ン ピ ュ ー タに よ って進 行 し ,監 視 す る こと を 可能 にす る汎用

性 の あ る手 段 をつ くる。

一 作 業 員 に 作 業 工程 を監 視 し コ ン トロ ール しや す くす るた めの よ り良 い 条 件 を

備 えた作 業場 建 設 を助 け,設 計 す る。

一 分 散 して配置 され た一 定 の事 前 処理 機 能(業 務)を 取 り扱 う コ ン ピ
ュ ー タ ・

ベ ースの測 定 ・調整 ・制 御 ・シグ ナル 伝送 の 各 設 備 。

一 ネ ッ トワ ー クと分散 型 プ ロセ ッサ ー ,記 憶 装 置 と標準 化 され た プ ロ トコル に

よ るデ ー タ通信 を含 む そ の 他 の デ ー タ処 理 システ ムの適 切 な構 成 。

一 組 織 的 に組 立 て られ た プ ロ グ ラム ・シス テ ム ,プ ロ グ ラ ム実験 の 補 助,技 術

的 な 処理 の た め の標 準 化 さ れた プロ グ ラム言 語,そ の 適用 方 法 。

一 最 適 な技 術 的 処 理 の 実施 を可 能 に す る アル ゴ リズ ム(算 法)を 割 出 し抽 出 す

る方法 。

一 処 理 全 体 の シ ミュ レ ー シ ョンの方 法
。

一 高 性能 で経 済 性 に富 ん だ情 報 処理 装 置 製造 の た めの方 法 ,選 ば れ た ア プ リケ
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一 シ
ョン ・シス テ ムの 実現 化 とテ ス ト。(例 えば,交 通,エ ネル ギ ー供給,冶

金 な ど)

これ らの開 発 は,ユ ー ザ ー会 社,ハ ー ドウ ェア ・メー カ ー,ソ フ トウ ェ ア ・ハ

ウス,研 究 機 関 な どの共 同作 業 に よ って行 われ なけ れ ば な らな い。 ま た,こ の共

同 作 業 の 成果 が,直 接 参 加 しな い会 社 や 公 共機 関 に よ って 大 い に必 要 と され る こ

とは 今 か ら予 測 す る こ とが で き る。 この た め開 発状 況 や ア プ リケ ー シ ョ ンは 刊 行

物,会 議,セ ミナ ー,パ イ ロ ッ ト ・ア プ リケ ーシ ョンな どに よっ て発 表 され る。

5.ユ ーザ ー ・サ ポ ー ト

ユ ーザ ーや メ ー カ ーの ソ フ トウ ェア開 発 の能 率 を高 め,合 理 化す る こ とは,開

発 を進 めて い く上 で 有効 な手 段 で あ る。 プ ロ グ ラ ム開 発 と ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン

は.デ ー タ処 理 の コス トパ ー フ ォ ー マ ンス を向 上す るた め に,組 織 化 され,マ シ

ンに よ って 補助 され な け れ ば な らな い。

欧 州(特 に西 独)に 本 拠 を置 くメ ー カー は,プ ロ グ ラムや蓄 積 デ ー タの入 替 え

を 自動 化 す る こ とに よ って,計 算 機 の 置 換 を簡 単 に す る よ う努力 す べ きで あ る。

入 替 えの た め の装 置 や プ ロ グ ラムに よ って,現 在 の周 辺装 置 との非 互換 性 を調 整

す れ ば,ユ ーザ ーは メ ー カ ーに頼 る こ とな く,経 済 的 な"複 合 ハ ー ドウ ェ ア"に

よる問題 解 決 が可 能 に な る。

助 成 策

。 ソ フ トウ ェ ア作成 の合 理 化

コ ン ピ ュー タに よ る設 計,ド キ ュメ ンテ ー シ ョン,プ ロ グ ラム遂 行 の た めの シ

ス テ ムが助 成 され る。

。デ ー タ処 理 装 置 の オペ レ ー シ ョ ンの簡 易 化 と合理 化

計 算 セ ン タ ーの機 能 を補助 す る コ ン ピ ュー タの プ ロ グラ ムが 高 度 な知 識 と技 術

を もっ た専 門家 に よ って 開発 され,そ れ に対 して助 成 金 が 与 え られ る。 ま た,計

算 セ ン タ ーやそ の利 用者 が 必 要 とす る デ ータ処 理 装 置 な らび に基本 的 な ソ フ トウ

ェ アの よ り有効 な利 用 に 役 立 つ プ ロ グ ラム開発 も援 助 の対 象 とな る。 オ ペ レー シ
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ヨ ン とメ ン テ ナ ン スの た めの 自動 測定 や診 断 の他 に も特 に,自 動 的 な オペ レ ーテ

ィ ン グ ・マ テ リア ルの管 理 に関 す る開発 も助 成 さ れ る。

Oプ ロ グ ラム と蓄 積 デ ー タ の転 換

エ ミュ レ ータ ・プ ロ グラ ム,イ ンタ ー フ ェイス変 換 装置,転 換 プ ロ グ ラムが助

成 され る 。

6.遠 隔 デ ー タ処 理 シ ステ ム

欧 州 に お いて は この方 面 の開 発 が ま だ始 め られ た ば か りで あ る。1971年,多

国 間 の協 力 に よ ってAktionCOSTI1が 開 始 され,実 験 的 な 欧 州 情 報 ネ ッ トワ ー

ク(EIN)に よ って科 学 分 野 の施 設 が 相 互 に連結 され る こ とに な っ た。 西 独 政

府 は このAkti・nCOSTIlに 監 視役 と して 参加 して い る。欧州 共 同体(EC)で

は,さ らに科 学 技 術 分 野 の 欧州 情 報 ネ ッ トワー ク(EURONET)の 敷 設 を決 議

し た。 そ の た めの通 信 ネ ッ トワ ークは郵 便行 政 機 関 に よ ってつ く られ,運 営 さ れ

る 。 西 独 の ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン関 係 機 関 は,デ ータ ベ ース の国 際 的 な 利 用 を

促 進 す るEURONETに 寄 与 す る よ う努 力 して い る 。

助 成 策

遠 隔 デ ー タ処理 の 主 な 問 題点 は,デ ー タ処理 装 置 のオ ペ レ ー シ ョン ・シス テ ム

に 始 ま り,ア プ リケ ー シ ョ ン ・プロ グ ラムか らユ ー ザ ー 自体 の 組織 的 な 問 題 に ま

で 及 ん でお り,お 互 い に 密 接 に関 連 し 合 って い る。 従 って 援助 は,基 礎 的 な研究

は 別 と して,個 別的 な もので な く,ユ ーザ ーの 立場 か らみた シス テ ム総体 とし て

の 遠 隔 デ ー タ処理 を対 象 とす べ きで あ る。

援 助 は主 に 遠 隔 デ ータ処 理 の アプ リケ ー シ ョン ・シス テム を い くつ か選 出 して,

集 中 的 に行 わ れ る。 アプ リケ ー シ ョン に対 して様 々 な要請 が あ るの で,発 展 性 の

期 待 さ れ る以 下 の 分野 か ら選 んで デモ ンス トレー シ ョ ン ・プ ロ ジ ェ ク ト又 は モ デ

ル ・プ ラ ンを実 施す る。

一 商 用 デ ータ処理(例 え ば ,サ ー ビス業)

一 科 学 用 デ ータ処理(研 究 所 関 係 ,大 学)
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一 公共機 関 に お け る デ ー タ処 理(管 理 当局)

その際 ・ ユ ーザ ー'ハ ー ドウ ェア ・メ ー カ ー,デ ー タ処 理 研 究 者 の三 者 の 緊 密

な協 力 が必 要 で あ る。 そ れ に よ っ て,利 用 しや す い経 済 性 の あ る問 題 解決 を導 き,

デ ータ処 理 シス テ ム の構 成 と構 成要 素(例 えば,端 末 装 置 や プ ロ グ ラ ミン グの技

術 な ど)に ふ さわ しい遠 隔 デ ータ処理 の 適用 を考 案 し,将 来 の開発 に影 響 を及 ぼ

す こ とが で きる だ ろ う。 端 末装 置 につ い て は,多 勢 の利 用 者 のた めの簡 単で 安 い

装置 の導 入 を促 進 し,そ れ と同 時 に特 殊 な 問題解 決 のた めの特 殊 装置 の開 発 も助

成 してい か な け れ ばな らな い 。 そ れ に よ っ て,か な りの 合理 化 が期 待 で きる。

公共 ネ ッ トワ ークの動 向 と要 求 を明 らか に す る全 プ ロ ジ ェ ク トは郵 政 お よ び通

信 省 との協 力 に よって助 成 され る。 この プロ ジ ェ ク トの調 査 に よ って,今 後 さ ら

に増 え続 け る ユ ーザ ー の 要求 にい かに 対 処 す るか とい う点 に関 す る ヒ ン トが 得 ら

れ るだ ろ う。

遠 隔 デ ータ処 理 お よび コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク分 野 で,連 邦 政 府,州 政 府

が払 って きた 努 力 を 組 織 化 す る た め に,ADP連 邦,州,自 治体 連 合 会 議 は,

遠隔 デ ータ処 理 作 業 グ ル ー プを復 活 させ た。 この作 業 グ ル ー プの責 任 は 内務 相 に

ある。

遠 隔 デ ー タ処理 の接 続 方 法 の標 準 化 に 関連 して,連 邦 お よび 各 州 は,コ ン ピ ュ

ー タ間 お よ び コ ン ピ
ュ ー タ と端末 装 置 間 の情 報 交 換 の統 一 的 標 準 的 な方法 を と り

入 れ る こ とに な るだ ろ う。 これ は 内務 相 が 公表 し た 「公 共 機 関 に お け るADPデ

ー タ交 換 規 定 の形 式 」に 追加 され
,次 の標 準 化 対 策 の 資 料 に され る。

7.パ タ ー ン認 識 と処理

半導 体 や ス トレ ージ技 術 の 目 ざ ま しい発 展 に よ って,新 しい コ ン ピ ュ ー タ ・ア

ーキ テ クチ ャ ーや ス トレ ー ジ技 術 が パ ター ン認 識 の 問題 点 を克 服 す る日 がや
って

くるだ ろ う。 それ に よっ て,従 来 の パ タ ー ン認 識 が 改良 され るば か りで な く,パ

タ ー ン認 識 の新 た な アプ リケ ー シ ョ ン領域 が拡 が る こ とに なる だ ろ う。

パ ター ン認 識 と処 理 の 方法 が 改 良 され る こ とに よ っ て,デ ー タや情 報 か らの パ
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タ ー ンは 分類 され,コ ン ピ ュー タ内 で 次 の処 理 を直 接 行 うこ とが で きる よ うに な

る。 パ タ ー ンの 種 類 に 応 じて,パ タ ー ン処 理 も次の よ うに 分 け られ る。

一 文 字認 識

一 図 形 認識

一 パ タ ー ン処 理(言 語認 識 ,接 続 的な信 号 や 音 の 処理 な ど)

パ ター ン認 識 とパ タ ー ン処 理 に よ って,デ ー タ処 理 は解 決 すべ き問 題 に密 接 に ,

直 接 的 に結 びつ け られ るの で あ る。第 二 次情 報 処 理 プ ロ グ ラム にお い て,信 号 お

よびパ タ ー ン認 識 は す で に 様 々な 各 プ ログ ラム の範 囲 内(デ ータ処 理 シ ステ ム,

公 衆 衛生 ・PDV・CAD,プ ラ ンニ ング ・シ ステ ム)で 促 進 され て い る。 別 々

に扱 わ れ て い る問題 点 を集約 す る こ とに よ って,方 法 の開発 を一 ま とめ に し,ア

プ リケ ー シ ョンの開 発 を均 等 化 す る。

そ れ に よっ て,い まだ に パ タ ーン識 別 者 とし ての 人 間 の感 覚 を必 要 とす るよ う

な 領域 に もデ ータ 処理 の 適用 を 可能 に す る こ とがで き る よ うに な る だろ う。 従来

の 非能 率 的 な作 業 を 中止 す る こ とに よ って デ ー タ処 理 の 利用 は(特 に 公衆 衛生,

技 術 的 な オ ー トメ ー シ ョ ン,製 図 法,自 治 体 お よび州 の プ ラ ンニ ング な どの分 野

に お い て)よ り迅 速 に,よ り経 済 的 に行 わ れ る こ とに な るだ ろ う。

助 成 策

パ タ ー ン認識 の方 法 を さ らに 開発 して い く際 に,期 待 され る技 術 開発 に 適応 す

る こ とが 主眼 とな る。 これ が そ の 他 の計 画 に とっ て切 り離 す こ との で きな い構 成

要 素 で あ る限 り,同 じよ うな援 助 が与 え られ る。 基 礎 的 な開 発 は数 台 の特 殊 な専

用 装置 で集 中 的 に 行 い,実 験 の た め の資 金 が 提供 され る。 パ ター ン認 識 に 関 す る

基 本 的 な研 究 開 発 作 業 は 大 部 分がFIM,IITB,GMDに よっ て現 在 実施 さ

れ て い る。

マ イ クロ ・プ ロ セ ッサ に よって 構 成 され て い る シス テ ム の効 果 的 な プ ロ グ ラ ミ

ン グや ス トレ ージ技 術 の 応 用 の た めの ソフ トウ ェアが 開 発 され,テ ス トされ なけ

れ ば な らな い。 一般 的 なパ ター ン処理 言 語 の開 発 もそれ に含 まれ る。
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プ ライ バ シ ー 法 の成 立

西独 連 邦 議 会 は76年 暮,プ ライ バ シー法(FederalDataProtectionLaw)

を可 決 した。 同 議 会 は過 去4年 間,プ ラ イバ シー法 案 に つ い て詳 細 な 検 討,分 析

を行 っ て きた。 今 回成立 され た法 律 は,他 の諸 国 の プ ラ イバ シー保 護 法 に は 見 ら

れ な い 幾つ か の注 目すべ き特 色 を備 えて い る。

西独 プ ラ イバ シ ー法 の 主 な 特 色 をあ げ る と,

① 連 邦/州/民 間全 ての分 野 を規制 対 象 とす る

② コ ン ピュ ー タ ・システ ム の外,マ ニ ュア ル ・シ ステ ム も対象 に な る

③ 不正 確 あ るい は5年 以 上経 過 した 古 い デ ー タは 除去 され る

④ 民 間 企 業 に デ ー タ保 護 専 門官 の雇 用 が義 務 づけ られ る

以 上 の4点 は 何れ も,西 独 版 プ ライ バ シ ー法 の特 色 を如 実 に示 す もの で あ る。

中 で も,個 人 デ ー タの 存続 期 限 を5年 とし,デ ー タの ライ フサ イ クル を明 確 に し

た こ とは注 目に値 す る。 世界 の主 要 国 で は,す で に18ケ 国が,何 らか の形 で プ

ラ イバ シ ー保 護 法 を設 定 して い るが,個 人 デ ー タの ライ フサ イ クル を明 文 化 し て

い る と ころは な い。

規 制対 象 分 野 は,連 邦/州/民 間全 分 野 と な って い るが,州 レベ ル に 関 しては,

連 邦 プ ライバ シ ー法 と同 等 の 法 を独 自に 設定 すれ ば,各 州 の 規 制 に 従 って よ い と

い うこ とに な って い る。 西独 の 場 合,ヘ ッセ ン州 お よび ラ イン ラン ト,プ フ ァル

ッ 州な どに お いて は,各 々独 自 の デ ー タ保 護 法 が 施行 され て い る。

民 間 企 業 に対 す る規 制 で注 目 され るの は,デ ー タ保 護官 の任 命 が義 務 づ け られ

た 点 だ ろ う。 これ は 個人 情 報 の処 理 に 従 事 して い るス タ ッ フを5名 以 上雇 用 して

い る企 業 に 適用 され る。 この専 門 官(dataprotectionrepresentative)は ・

企 業 の トッ プに直 接 責任 を負 う立場 を と り,コ ン ピ ュ ータに 関す る広 範 な知 識 と

新 法 に照 ら して要 員 を訓 練 す る た めの 技 術 を習 得 して い な け れ ば な らな い。

公 共 機 関につ いては,専 門 官 の任 命 は 義務 づ け られ てい な い 。 しか し,こ れ ら

の機 関 の場 合 は,個 人 情報 を扱 って い る シ ステ ム を公 表 す る と共 に,影 響 を受 け

る可 能 性 の あ る人 々の リス トも提 示 しな け れ ば な らない 。 た だ し・ 例 外措 置 とし
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て,公 開 に よ って 業 務 の遂 行 に 支 障が あ る場 合 あ るい は 国家/地 域 の保 全 に害 が

あ る場 合,さ らに 公 共 の秩 序が 乱 され る可能 性 が あ る場 合 に は,こ の 限 りで は な

い と され て い る。

西独 政 府 は,1978年1月 か らこの法 律 を施 行 す る こ とに して お り,目 下 関係

方 面で 準 備 を急 い でい る。 政 府 で は ま ず,法 律 施行 に 伴 な う様 々 な業務 の 処 理 や,

特 に 公 共機 関 の 監 視 を行 う機 関 を設 立 す る こ とにな っ てい る。 同 機 関 は,77年

7月 ま でに 一 応 の メ ンバ ー を そろ え る こ とに な って い る が,民 間 企 業 に 対 して も,

デ ー タ保 護 官 を同 期 日ま で に任 命 す る ように との通達 が 出 てい る。

な お,同 法 に 違反 した場 合 の ペナル ティーは,2万 ドル以 下 の 罰 金 あ るい は2年

間 の拘 禁 とな って い る。

西独 プ ライ バ シ ー法 は,上 記 の様 々な 特 色 に 外 に,個 人 デ ータ保 護 の た めの物

理 的/技 術 的安 全 策 を要求 し てお り,対 象 とな る機 関や 企 業 は,従 来 に 比 し大幅

な コ ス ト増 が 見込 まれ る。 この た め,今 後 特 に 民 間 分 野 にお いて,同 法 を め ぐ っ

て 論 戦 が展 開 され る こ と も予想 され る。
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5.英 国 の コ ン ピ ュ ー タ 産 業

全般的動向

設 置 状 況

英 国 め 調 査 会 社PedderAssociatesLtd.(PAL)の 統 計 に よ る と,1976

年1月1日 現 在 の コ ン ピ ュ ー タ 総 設 置 台 数 は44,755台(37億 ド ル)。 た だ し,

こ の 数 字 に は,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ,小 型 ビ ジ ネ ス ・コ ン ピ ュ ー タ,VRC(Visi-

bleRecordComputer),キ ー ・ッ ー ・デ ィ ス ク/テ ー プ ・シ ス テ ム な ど も含

ま れ て い る 。 メ イ ン フ レ ー ム に つ い て 見 る と,台 数 で は 全 体 の14%(6,266台)

だ が,金 額 ベ ー ス で は72%(26億6,400万 ド ル)を 占 め て い る。 各 機 器 別 に,

ト

台数 お よび 設 置金 額 を ま とめ る と表 皿 一5-1の よ うに な る。

メー カー別 シ ェ アにつ い て見 ると,メ イ ンフ レ ーム分 野 では,IBMお よ びI

CL2社 で 実 に72.7%を 占 有 して い る(金 額 ベ ース)。 内訳 はIBM39.4%,

ICL33.3%で,国 産 メ ー カ ーICLの 健 闘 が続 い てい る。3位 以 降 に はHIS

壷 皿一5-1英 国の コンピュータ設置状況(76年1月1日 現在)

¶

設 置 台 数 比 率 設 置 金 額 比 率

メ イ ンフ レ ーム 6,266台 14% 2a6億 ドル 72%

ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ 10,74ユ 24 3.7億 ドル 10

小 型 ビジネス ・コンピュータ 15,217 34 一 一

VRC 11,636 26 　 一

キ ー'ツ ー ・デ ィ ス ク/

テ ー プ ・シ ス テ ム
895 2

一 一

合 計 44,755 100% 370億 ドル 100%
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(7.3%)・Burroughs(5.8%),Univac(5.2%)と 続 い て い る が,IBM/ICL

両 社 に は 大 き く水 を あ け られ て い る。 な お表 皿 一5-2お よ び 表 皿一5-3は,メ

イ ン フ レ ー ムお よ び ミニ コ ン分 野 に お け る メ ー カ ー別 シ ェ ア を示 し た も の で あ る
。

表 皿一5-2英 国 の メ イ ン フ レ ーム市場 に お け る

メー カ ー別 シ ェ ア(76年1月1日 現在)

一 設 置 金 額 ベ ー ス ー

メ ー カ ー 名 設 置 金額(100万 ドル) シ ェ ア(%)

① IBM 1,048 39.4

② ICL 886 33.3

③ HIS 194 7.3

④ BurrOughs 154 5.8

⑤ Univac 138 5.2

⑥ GEC 72 27

⑦ NCR 51 1.9

⑧ CDC 37 1.4

⑨ DEC 29 1.1

⑩ そ の 他 51 1.9

合 計 2,660 10α0

表H-5-3 英 国 の ミニ コ ン市場 に おけ る

メ ー カ ー別 シ ェ ア(76年1月1日 現在)

一 設 置 金 額 ベ ー ス ー

メ ー カ ー 名 設置 金額(1万 ドル) シェア(%)

① DEC 9,879 26.7

② HIS 5,032 136

③ Ferranti 4,847 13.1

④ ComputerTechnology 3,441 9.3

⑤ DataGeneral 2,664 72

⑥ GEC 2,257 6.1

⑦ GeneralAutomation 703 1.9

⑧ PrimeComputer 592 1.6

⑨ そ の 他 7,585 205

合 計 37,000 10α0
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IBMお よ びICL両 社 の 設 置 ベ ース を比 較 す る と,興 味 深 い傾 向 が 出 て い る。

表 皿一5-4は 両 社 の小 型 ～大 型 メ イ ン フ レ ーム に つ い て,1,500台 ず つ のサ ン

プ ル を取 り出 し,業 種 別/規 模 別 にそ の分布 状 況 を ま とめ た もの で あ る。 これ に

よ る と,両 社 共 に,製 造 業界 の設 置 ベ ースが圧 倒 的 に 多 い ことが 判 る。 また,同

業界 にお け る規 模 別 設置 状況 で は,小 型機 につ い てはICLが 多い が,中/大 型

機 で はIBMが ず っ と リー ドし て い る。

表 皿 一5-5は サ ー ビ ス ・ビ ュ ロ ウ,教 育,政 府 の3分 野 だけ を取 り出 し,

IBM/ICL両 社 の規 模 別 設 置 台数 を分 析 した もの。 これ に よ る と,教 育 お よび

政 府 分 野 で は,ICLの 優位 が実 証 され,政 府 支援 に よ る売 り込 み が成功 して い

る と考 え られ る。

表 皿一5-4英 国 におけ るIBM/ICL設 置 ペ ース比較

設置ベース(%) 小型機%) 中型機(%) 大型 機(%)
計

IBM ICL

I

IBM ICL IBM ICL IBM ICL

政 府 9.1 2α0 35 45 38 44 27 11 100%

製 造 39.9 358 43 67 41 29 16 4 100%

銀 行 79 29

1

10 28 63 53 27 19 100%

保 険 5.1 2.4

1

19 47 68 40 13 13 100%

小 売 45 22

1

28 42 46 55 26 3 100%

輸 送 25 21

1

29 81 41 16 30 3 100%

公 共 事 業 20 26

.

53 26 33 57 14 17 100%

通信(TV,ラ ジオ) 1.0 α9 34 31 50 64 16 5 100%

病 院 40 1.5

1

64 62 26 37 10 1 100%

教育/研 究 5.1 9.3

1

60 40 24 48 16 12 100%

出版/印 刷 09 1.4

1

40 87 53 10 7 3 100%

'

サ ー ビ ス ・ビ ニ ロ ウ 140 125

1

30 47 46 44 24 9 100%

そ の 他 4.0 64

1

43 56 42 37 15 7 100%

計 100% 100%

注)サ ン プル 数/IBM,ICL共 に1,500台(IDC調 べ)
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表 皿一5-5英 国に おけ るIBM, ICLの 設置 台数 比較

(3分 野)

大 型 機 中 型 機 小 型 機

IBM ICL IBM ICL IBM ICL

サ ー ビ ス ・ ビ ュ ロ ウ 63 120 110 109 50 20

30 74 74 85 11 23

政 府
中 央 25 49 25 96 17 34

地 方 23 120 28 75 22 6

注)数 字 は台数 を示 す

輸 出 入 状 況

英国 産 業 省(DOI)の 統計 に よ る と,76年 第2四 半 期 に お い て,メ イ ンフ

レ ーム の輸 出額 が急 激 に 増 大 した 。 同 期 の輸 出額 は2,780万 ポ ン ドだが,こ れは

前 年 同期 の1,270万 ポ ンドか らほ ぼ 倍 増,ま た76年 第1四 半 期 の1,650万 ポンドに

比 較 して も大幅 な 伸 び と な っ た。 この要 因 と して は恐 ら くICLあ るい はIBMに

よ る大 型 機 の 輸 出 が あ っ た ため と み られ る。 メ イ ン フレ ー ム部 門 の 輸 出額 によ っ

て,コ ン ビ。ユー タ産 業 全 体 の 輸 出 額 も,76年 第2四 半 期 は8,060万 ポ ン ドに達 し

た(同 第1四 半期 は6,670ポ ン ド)。

しか し,輸 入 額 の 方 も,こ の期 間 に1億682万 ポ ン ドか ら1億2,480万 ポ ン ド

へ 増 大 して お り,収 支 バ ラ ンスは 依 然 マ イ ナス で あ る。

表ll-5-6英 国 の コン ピ ュ ータ輸 出 状 況

(単 位1,000ポ ン ド)

1975

1975

第2四 半期

1976

第1四 半期

1976

第2四 半期

台 数 1,676 387 420 474デ ジタル,ア ナ ロ久
ハイブリッ ド,

コ ンピュータ 60,122 12,662 16,531 27,828

周 辺 装 置 138,080 34712 37,758 39,649

データ伝送装置 16,276 3,777 7,761 8,844

部 品 25,725 9,839 4,687 5,529

合 計 240,203 61,990 66,737 80,850
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表 皿 一5-7 英 国 の コ ン ピ ュー タ輸 入 状 況

(単 位1,000ポ ン ド)

1975
1975

第2四 半 期'

1976

第1四 半期

1976

第2四 半期

デ ジ タ ル ・コ ン ピ ュ ー タ 46,037 19,974 14,089 17,237

ア ナ ロ グ&ハ イ ブ リ ッ ド

コ ン ピ ュ ー タ 3,270 457 1,461 1,876

周辺装置/
データ伝送装 置

153,144 35,431 41,471 51,849

部 品 180,724 46,166 49,797 55,844

合 計 383,175 94,028 106,818 124,806

●
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コン ピュー タ ・サ ー ビス産 業 の動 向

サ ー ビス 市 場

英 国 政 府 の統 計 に よ る と,同 国 コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス産 業 の 総売 上高 は,

1974年 の1億2,860万 ポ ン ドか ら,75年 に は1億6 ,350万 ポ ン ドに達 した 。

売 上 の伸 び率 で最 も注 目 され るの は,リ モ ー ト ・ア クセ ス ・コ ン ピ ュー テ ィン グ

とパ ッケ ー ジ ・プ ロ グ ラム の部 門 。 ちな み に,リ モ ー ト ・ア ク セ ス部 門 は,74年

の1,650万 ポ ン ドか ら2,650万 ポ ン ドへ,パ ッケ ー ジ部門 は,1 ,700万 ポ ン ドか

ら2,650万 ポ ン ドへ と大 幅 に増 大 してい る。

表 皿 一5-8は 政府 統 計 に よ る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス市 場 の売 上 高 を,サ ー

ビス 部門 別 に ま とめ た もの 。 同 統計 で は,サ ー ビス全 体 を コ ン ピュー タ ・プ ロセ

シ ン グ とプ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル ・サ ー ビス に区 分 し,前 者に 請 負 い プ ロ グ ラ ミン グ,

パ ッケ ージ ・プ ロ グ ラム,時 間貸 し ,リ モ ー ト・ア クセ ス処理 を含 めてい る。 な

お,バ ッチ 処 理 につ いて は,バ ッチ ・サ ー ビス の項 目が 出 て こな いの で何 と も言

え ない が,英 国 のC・mputerWeekly紙 が,同 統 計 を ベ ー スに ま とめ た報 告 に よ

る と・表 皿一5-8の う ちか ら,請 負 い/パ ッケ ー ジ ・プロ グ ラムお よ びデ ー タ

・プ リパ レ ー シ ョンの3部 門の 合 計 を バ ッチ ・サ ー ビスの数 値 に して い る
。

即 ち,パ ッチ処 理 サ ー ビス を提 供 す る業 者 が,カ ス トマ ーの要 請 に応 じて組 ん

だ プ ログ ラム に よ って処 理 した もの と,独 自 に用意 して い る プ ロ グラ ムで 行 っ て

い る サ ー ビ ス さ ら に は,デ ー タ ・プ リパ レー シ ョン ・サ ー ビス をバ ッチ処 理 サ

ー ビス の内訳 と して考 えて い る
。

表H-5-9は サ ー ビス 業 者 を,① バ ッチ処 理(請 負 い プ ロ グ ラム/パ ッケ ー

ジ ・プ ログ ラム/デ ータ ・プ リパ レ ー シ ョ ン)② プ ロ フェ ッシ ョナル ・サ ー ビス

'(プ
ロ グ ラ ミン グ/コ ンサ ル テ ィ ン グ)③ リモ ー ト・ア クセ ス ・サ ー ビス④ 時 間

貸 しお よ び そ の他 の4つ の カテ ゴ リー に 再分 類 し,そ の比 率 推 移 を ま とめ た もの 。

これ に よ る と・ パ ッチ ・サ ー ビスは最 近 数 年 間,安 定 した ペ ースで 伸 び て い る。
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特 に,パ ッ ケ ー ジ ・プ ロ グ ラ ム を ベ ース に し た サ ー ビス は,75年 に お い て 前 年

比54%増 と 急 増 し て い る 。 請 負 い プ ロ グ ラ ム お よ び デ ー タ ・プ リ パ レ ー シ ョ ン

も,前 年 比 各 々31%,12%と 伸 び て い る。

表 皿 一5-8英 国 の コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス市 場 推 移(71年 ～75年)

(単 位1,000・ecン ド)

年 総売縞

コ ンピ ュ ー タ ・プ ロセ シ ン グ プロフ・㌢ 三態 一

請 負

プログラム

パッケージ

プログラム

時 間

貸 し

リ モ ー ト

・アクセス
プログラム

コンサル

ティング
魏'
レーシ ョン

その他

'

分 類

不 可能

1971

1972

1973

1974

1975

62238

79,684

104,049

128,606

163,521

17,615

20β70

24968

31,730

41,277

8β48

10β88

12,231

16β69

25,901

9β34

8,905

8β03

8β90

8,598

4,093

5β94

10,921

16,017

26,419

13,971

16,434

22,678

25,953

29,712

4,768

5β24

7,357

9β49

12,157

6β43

7,400

8β24

9,750

11ρ33

2,459

2,598

3,776

5,923

6,951

1207

1,071

4,491

3,622

1,474

ま た75年 の場 合,バ ッチ処理 サ ー ビス の売 上高 は1億6,300万 ポ ン ドで全 体

の48%を 占 めて い る。 リ モー ト ・アクセ ス ・サ ー ビス は75年 に お いて,全 体 の

16%を 占 め て お り,市 場 規 模 は ま だ小 さい が,全 体 に 占め る比率 は,71年 一

75年 に か け て,6%,7%,10%,12%,16%と 伸 び て き てい る。

表 皿一5-9英 国の コン ピュータ ・サ ービス市場推移(再 分 類)

(単 位1,000Ptン ド)

＼ バ ッ チ
プ ロフェッ

シ ョナル

リモ ー ト ・

ア ク セ ス

時 間貸 し
そ の 他

合 計

71 32,906 18,739 4,093 13,500 69,238

72 39,158 22,258 5,694 12,574 79,684

73 46,023 30,035 10,921 17,070 104,049

74 58,349 35,802 16,017 18,435 128,606

75 78,211

、

41,869 26,419 17,023 163,521
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な お,表 皿一5-10お よ び図 皿 一

5-2は,カ ス トマ一別 の売 上状 況

とサ ー ビス産 業 の従 業 員 推 移 を ま と

め た もの 。

図 皿一5-1サ ービス部門別動向

㌘
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、289%
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454% 、,8麟

475% 491% 442%
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膠
7172737475

口 瓢 し
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膠 ・・チ

表 皿一5-10 英 国 の カ ス トマ 一別 コ ン ビ ュ ー.タ・サ ー ビス 市場 推 移

(単 位1,000ポ ン ド)

年 総売上高

公 共
分 野
(注1)

民 間

分 野

他 の
サービス

会 社

親/関

連会社

海 外

顧 客

分 類

不可能

外 部
カストマ一分

(注2)

1971 69,238 7,670 37,197 822 20,206 2,482 861 49031

1972 79,684 11,116 40,186 866 23,316 3,877 323 56,368

1973 104,049 13,840 51,418 1,034 32,988 4,767 2 71,061

1974 128,606 15,182 63,664 797 43,300 5,664 一 85,307

1975 163,521 18,397 82,204 844 54,541 7,535 一 108,980

(注1)政 府 機 関,国 防,ガ ス,電 気,水 道,輸 送,通 信 含 む

(注2)総 売 上高 か ら親/関 連 会 社 へ の売 上 分 を差 引 い た もの
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図 皿一5-2英 国の コンピ ュータ ・サ ー ビス産 業従業員推移
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海 外 進 出 の 強 化

76年 か ら77年 に おけ る英 国 の コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業 の動 きで,特 に注

目 され る点 と して,政 府/業 界 両 分野 に お い て,海 外 市 場 へ の 進 出 気運 が盛 りあ

が っ て い る こと が指 摘 され る。 業界 で は,サ ー ビス産 業界 の協 会,CSA(Com-

putingServicesAssociation)が 中 心 とな って,主 として開 発 途 上国 へ の進

出 を画 策 す れ ば,政 府 で は英 国企 業 庁NEB(NationalEnterpriseBoard)

が 業界 を統 合 して米 国 お よび 日本 へ の進 出 をね ら って い る。

CSA,開 発 途 上 国 に照準

ま ず,75年1月 に 正 式発 足 したCSAは,そ の 後着 実 に メ ンバ ー を増 や し,

今 や 英 国 コ ン ピ ュ ータ ・サ ー ビス業界 にお い て,企 業数 お よび売 上両 面 で85%

を代 表 す るに至 ってい る 。

CSAは 当 初,EC域 内で の販 売 網 強 化 に取 組 ん で きたが,76年 か ら開発 途

上 国 に スポ ッ トをあ て て い る。CSAで は協 会 内部 に ・ 国際 販 売 委 員 会 を設 立 し・
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2段 構 えで市 場 開 拓 に 取 り組 ん で い る。

第1段 階 は,CSAメ ン バ ー企 業の サ ー ビ スわ よびLノ フ トウェ ア製 品 の総 目録

を作 成 し,海 外市 場 で 成 功 しそ うな もの を リ ス ト・ア ップす る こ とか ら始 め,海

外 での ベ ンチ ャ ー ・ビジ ネ スあ るいは販 売 をね らう。CSAに よ る と,初 歩 的 コ

ンサ ル テ ィン グか ら要 員 の訓 練 まで,特 に開 発 途 上国 に とっ て魅 力 的 なサ ー ビス

が か な り用 意 され て い る 。

第2段 階 は,特 殊 な 見 込 み市場 を選 別 し,BOTB(BritishOverseas

TradeBoard),貿 易 省(DOT),あ る いはOECDな どの協 力 を得 て・ これ

ら市 場 で の売 り込 み を計 ろ う とい うもの。 す で にBOTBと は密 接 な連 絡 を保 っ

て お り,海 外60ケ 国 のBOTBオ フ ィス に は全 て,CSAメ ンバ ー総 覧 が配 布 さ

れ て い る。 ま た,BOTBス タ ッ フが 帰 国 した際 に は,各 々の 市 場 で どん な サ ー

ビスが 売 れ そ うかCSA側 に連 絡 す る ことに な っ て い る。CSA事 務 局長 の ア ラ

ン ・ベ ンジ ャ ミン(AlanBenjamin)氏 は,今 回 の 計 画 に よっ て特 に,自 力 で

海 外進 出 を果 す のは 難 し い小 規 模 な メ ンバ ー もメ リッ トを得 るだ ろ う と述 べ て い

る 。 さ らに 同 氏 は,「 ナ イ ジ ェ リア,リ オ デ ジ ャ ネイ ロの外,東 京 に も進 出 して

い きた い 」と抱 負 を語 って い る 。

注 目 され るNEBの 動 き

一方 英 国企 業 庁NEB(NationalEnterpriseBoard)は77年 初 めに,英

国 ソ フ トウェ ア会 社 の海 外 売 り込 み を助 成 す るた め,子 会社 を設 立 す る意 向 を明

らか に した。NEBの 場 合 に は,主 に 米 国 お よび 日本 と い う先 進 市 場 をね らって

い るよ うだ。

NEBは1975年 暮 の企 業国 有 化 法成 立 と共 に新 設 さ れ た機 関 。そ の後 コ ン ピ

ュ ータ産 業 界 に お いて も,76年5月 にICL株 式 保 有率 を高 め た り,同8月 に

は,DataRecordingInstrument社 の53.9%を 取 得 す るな ど介 入 の度 合 い

を強 めて い る。NEBで は今 回 の政 策 のた め,InsacDataSystemIncと い

う企 業 を新 設 し,こ の中 に 有 力 ソ フ トウ ェ ア会 社 を メ ンバ ー として 参加 させ,海

外 進 出 を計 る予 定 。第1メ ンバ ー とし ては,最 大 手 のCAP(ComputerAnaly－
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sts&Programmers)が 入 る とい わ れ る 。 この 外,DataRecordingInst-

rumentsLtd,SPLInternational(Simonグ ル ー プ の ソ フ トウ ェ ア子 会

社),Scicon(ScientificControlSystems-BritishPetroleum子 会

社),Ferrantiコ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム ズ 事 業 部 な ど が 参 加 す る と 見 込 ま れ る。

Insacメ ン バ ー シ ッ プ の 特 色 と し て,NEBが ま ず 各 企 業 の 何 分 の1か の株 式

を獲 得 し,そ の 後 メ ン バ ー に 入 る とい う形 を と る こ と が あ げ られ る。CAPの 場

合,NEBが30%を 取 得 す る と もい わ れ る 。 英 国 に は 現 在,300以 上 の ソ フ ト

ウ ェ ア会 社 が あ る が,NEBが 当 面 予 定 し て い るInSacメ ン バ ー は6～9社 。 こ

の た め,メ ンバ ー か ら外 れ た ソ フ ト ウ ェ ア 会 社 は,海 外 市 場 で の売 り込 みで,資

金 面 に お い て 大 きな ハ ン デ ィ を 負 う こ とに な り,今 後NEB政 策 に 関 し て 論 議 が

展 開 さ れ る こ とに な ろ う。

な お,NEBは ソ フ ト ウ ェ ア分 野 のInsacの 後 に,小 型 コ ン ピ ュ ー タ お よ び周

辺 装 置,IC,オ フ ィ ス 装 置 な ど の 分 野 で も同 様 の 政 策 を 打 ち 出 す 構 え を み せ て

い る。

英 国 コ ン ピ ュ ー タ産 業 界 は,数 年 来 メ イ ン フ レ ー ム ・メ ー カ ーーーICLを 筆 頭 に,

海 外 市 場 で の 勢 力 増 に や っ き に な っ て き た 。76年 以 降 は,ソ フ トウ ェ ア を は じ

め とす る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス分 野 で も具 体 的 動 きが 出 て き た わ け で ・ 今 後 業

界 お よ び 政 府 の 政 策 が どん な成 果 を あ げ て い くか 注 目 され る。
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6.仏 の コ ン ピ ュ ー タ産 業

全般的動向

設 置 状 況

仏 の コ ン ピ ュ ー タ お よ び エ レ ク トロ ニ ク ス機 器 のサ プ ラ イ ヤ ー協 会,COTTI

(CommisionduTraitmentdeL,lnformation)の 統 計 に よ る と,76年1

月1日 現 在 の コ ン ピ ュ ー タ設 置 台 数 は15,660台(224億6,500万 フ ラ ン)。

こ れ を 規 模 別 に 分 類 し,最 近4カ 年 の 推 移 を ま と め た の が 図 皿一6-1お よ び 図 皿

一6-2で あ る
。 こ の 統 計 は,オ フ ィ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ あ る い はVRC(Visi-

bleRe・ordComputer)は 除 外 し て お り,一 応 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ の 設 置 状 況

と考 え られ る 。 た だ し,下 位 レ イ ン ジ の 価 格 が,COTTIの 場 合,通 常 の レ ベ ル

よ りか な り低 く設 定 さ れ て お り,他 の 諸 国 と 比 較 す る際 に は 若 干 割 引 い て 見 る 必

要 が あ るか も知 れ な い 。 な お,COTTIで は,75年 に お け る オ フィス ・コ ン ピ ュ

図 皿 一6-1仏 ・ コ ン ピ ュ ー タ設 置 台 数 推 移
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一 夕/VRCの 設 置 台 数 を38 ,000

台 と見積 っ てい る。

COTTI統 計 に よ る と,汎 用 コンピ

ュー タの設 置 台 数 伸 び率 は,75年 に

20%(前 年比)を 示 して い る。76,

77,78年 に も,各 々19%,23%,

23%と 安 定 したペ ースが 見込 ま れ て

い る。 設 置 金額 は,75年1月 の202

億 フ ラ ン(約45億 ドル)か ら,76

年1月 に は225億 フ ランに増 大 して

い る。設 置金 額 の 伸 びは,減 少 して

い るが,こ れ は 主 に,分 散 処理 の傾

向 が 普 及 し始 め た こ とに よ っ て,低

価 格 の ロ ー ・エ ン ド ・マ シ ンが増 え

た た め で あ ろ う。

メ ー カ ー別 シ ェア に関 す る デ ー タ

図 皿一6-3

図 皿一6-2仏 のコ ンピュータ設置

金 額 推移
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は,COTTI統 計 に は含 まれ て い ない 。 時 点 は少 々古 くな るが,75年1月1日 現

在 に お け るIDCEuropaの 数 字 に よ.ると・IBMが 台数 比 で52%・ 金 額 比 で

59%と 他 社 を引 離 して い る。IDCEuropaで は,同 時点 で の設 置 台 数 を8,380

台(ミ ニ ・コ ンお よび小 型 ビジネス ・コ ン ピ ュ ータ を除 く),設 置 金 額 を37億

2,000万 ドル と してい る。 これ はCOTTI調 査 の75年1月 の 台数 の うち,小 型

～ 超 大型 の 合 計 台数 ,9.128台 と若干 差異 が あ るが,恐 らく,価 格 幅 に よ る規 模

分 類 上 の相違 に よ る もの とみ られ る。 な お 最 近,仏 市 場 で特 に売 れ行 きが伸 びて

い る コ ン ピ ュ ータ として,IBMシ ス テ ム32,ICL2903/20,Burronghs

の 小 型 シス テ ム な どが注 目 され てい る。

表ll-6-1仏 ・ コ ン ピ ュ ー タ市 場 推移 ・予 測

各 年 設 置 台 数 設置金額(単 位:100万 フラン)

1月1日 超 小 型 小 型 中 型 大型及び 設 置 大型及び 設 置

現 在
(5万 ～

25万

(25万 ～

160万

(160万
～700万

超 大 型

(700万 フ
台 数 超小型 小 型 中 型 金 額

フラン) フラン) フラン) ラン以ヒ) 合 計 超 大 型 合 計

1966 66 619 835 75 1595 5 430 2β70 1,050 4,155

1967 114 1,042 981 80 2,217 10 730 3,140 1,120 5,000

1968 189 1,656 1,322 100 3,267 20 1,150 4,230 1,400 6,980

1969 258 2,356 1,468 125 4,207 25 1β40 4700 1,750 8,ll5

1970 503 2β79 1,658 158 5,198 50 2,000 5β00 2,210 9,560

1971 763 3,960 1,798 220 6,741 75 2,770 5,750 3,080 11β75

1972 1,180 4,655 1β55 288 7,978 120 3,260 5950 4,040 13,370

1973 1577 5,195 1,805 425 9,002 160 3β35 5,750 5,950 15,495

1974 2,758 5,596 1β48 546 10,748 275 3β15 5,910 7,650 17,750

1975 3,924 6,466 2,038 624 13,052 395 4,525 6β20 8,740 20,180

1976 6,042 6676 2,222 720 15β60 605 4670 7,110 10,080 22,465

1977 8,157 7210 2,422 821 18,610 815 5,050 7,750 11500 25,ll5

1978 11,420 7β58 2,665 936 22,879 1,140 5,500 8530 13,100 28,270

1979 15,417 8,645 2,958 1ρ95 28,115 1β40 6,050 9,470 15330 32390

1980 20,042 9,596 3313 1,281 34,232 2,000 6720 10,600 17,930 37,250

1981 25,053 10,748 3,711 1,473 40,985 2,500 7,250 11β70 20,620 42240

注)接 続周辺機 器 は含 むが,端 末装置及 びオフ ィス ・コンピ ュータは除外。

(COTTI調 べ)
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輸 出 入 状 況

IDCEuropaお よび 米 国商 務 省 に よ ると,仏 の コ ンピ ュー タお よ び周 辺 装 置

の輸 入 高 は,1980年 に10億1,900万 ドル に達 す る と予 測 され る。1975年 の

実 績 見 込 み4億9.500万 ドルか ら見 る と106%増,1976年 の輸 入 推 定 額5億

6,900万 ドルか ら見 る と79%の 増 加 とな る。

仏 の 輸 入 状況 を見 た場 合,特 に注 目 され るの は,ミ ニ ・コ ン ピ ュ ータ分野 の伸

び で あ る。1975年 に は5,300万 ドル の ミニ コ ンを輸 入 し,1976年 の 実 績 見

込 み は6,600万 ドル と推 定 され て い る。 さ らに1980年 に は1億 ドル の大台 を突

破 し,1億2,700万 ドル に達 す る と見込 ま れ てい る。1976年 か ら見 る と90%

もの 伸 び が予 測 され るわ けだ が,他 の 機器 分 野 を大 き く凌 ぐ成 長 が期 待 され る要

因 とし ては,① 仏 全 体 の 経済 構 造 と生産 基 盤 が し っか りして い る こ と,② サ ポ ー

トと導 入 の 両 面 で地 方 へ の 分散 化 が進 行 して い る こ と,③ コ ン ピ ュ ータ利 用 気運

が急 激 に 高 ま っ てい る こ とな どが あげ られ る。 さて表 皿一6-2を 見 て判 る通 り,

1975年 ミニ コ ン輸 入額 の903%を 米 国 メ ーカ ーが 占 め てい て,こ の 比 率 は,

1980年 も変 らな い と見 られ て い る。 これ は伝 統 的 に西 独 のハ ー ド ウェ ア を敬 遠

す る意 識 が 働 い て い る こ とと,英 国 お よ び日本 の メ ー カーが まだ 充 分 な進 出基 盤

を持 って いな い こ とに起 因 す る。

た だ米 国 系 メ ーカ ーが 懸念 す べ き分 野 が あ る とす れ ば,そ れ は 小 型 ビジ ネ ス ・

シス テ ムで あ ろ う。IBMを は じめNCR,Burr・ughsUnivacの 各社 は この領

域 で かな りの 成 功 を収 めて い るが,元 来 この シス テム は 西欧 で 開 発 された もの で

あ り,経 験 と技 術 力 で卓 抜 し たPhilips,Nixdorf,Kienzle,Logaboxな どが

この 輸 入市 場 で 占 め る米 国 シェ アを脅 か す こ と も十 分 考 え られ る。

また 周 辺 機 器 に つ い ては,プ ラグ ・コ ンパ ティ ブル 周辺 端 末,テ レ プ ロセ シ ン

グや 分 散 処 理 に関 連 し た 周辺 装置 の 成 長 が 期 待 され,1980年 の 輸入 市場 は,

1976年 の1億7,600万 ドル と比 べ73%増 の3億600万 ドル に拡 大 す る と予

想 され る。 この 部 門 で は 米 菓両 国 が 激 しい 競 争 を演 じ てお り,1974年 に は一 度

英 国 か らの 輸 入 額 が 米 国 のそれ を上 回 っ た(図 皿一6-4参 照)。 こ の英 国 系 メ
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表 皿 一6-2 仏 のEDPハ ー ドウェア輸 入状 況

(単 位100万 ドル)

製 品 分 野
1975年

実 績

1976年

見 込 み

1980年

予 測

1976-80年

伸び率(%)

ミ ニ コ ン

(米 国 メーカ分 とその比率)

53

(;;;%)
66 127

(114.790.3%)

90

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

(米 国 メーカ分 とその比率)

287

(;ll;%)
327 586

(120.220.5%)

80

周 辺 機 器 ※

(米 国メーカ分 とその比率)

155

(30%)
/

176 306

(93,430.5%)

73

計 495 569 1,019 79

(IDCEuropa社 調 べ)

※周 辺 装 置 に はCPU付 属 の装 置 は 含 まれ て いな い。

図 皿一6-4仏 周辺機器輸入市場をめぐる米菓両国 メー カーのシ ェア争 い
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26%26%

197319741975 1980

一201一



一 カーの 健 闘 は ,や は りICLに 拠 る所 が 大 で,ICLFrance社 の1976年 度

決 算(76年9月 締 め)を 見 て も,売 上 高1,920万 ポ ン ド,税 引 前利 益620万 ポ

ン ドで 各 々前年 比22%,40%の 増 加 を示 し,受 注額 も2,160万 ポ ン ド(24%

増)と そ の好 調 さが うか がわ れ る。

な お表 皿一6-3は,1980年 に お け るEDPハ ー ドウ ェ アの 分 野 別 市場 規模

を ま とめ た もの 。 また 図 皿一6-5は,1980年 に お け る汎用 コ ン ピ ュ ータの 輸

入 先 につ いて,そ の シェ ア を予 測 した もの で あ る。

表 皿一6-3 仏のEDPハ ー ドウェア市場 規 模(1980年 予 測)

(単 位100万 ドル)

1980年 市場 規模 輸入 額 生 産 額 輸 出額

ミニ コ ン ピ ュ ー タ 2,160 127 1,910 771

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 989 586 850 447

周 辺 設 置 831 306 718 193

(市 場規 模 一輸入額+生 産額 一輸 出額)

図 皿一6-5汎 用 コンピュータ輸入額 国別 内訳(1980年 予測)

日本

3百 万 ドル

(O.5%)

米 国

その 他諸 国120・2百 万 ドル

214百 万 ドル(20・5%)

(36.5%)

(総 額:586百 万 ドル) (IDCEuropa社 調 べ)
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コン ピュー タ ・サ ー ビス産 業の動 向

仏 の コ ン ピ ュ ータ ・サ ー ビス産 業界 は,メ イ ン フ レ ームお よ び小 型/周 辺 装 置

業 界 同様 活 発 な再 編 提 携 を展 開 して い る。75年 にお け るCAP/S・geti/Gemi-

ni3社 の 合 併 に よ る欧 州最 大 規模 の サ ー ビス会社 誕 生 は,最 近 数 ケ年 に お け る

最 大 の ハ イ ライ トで もあ っ た。76年 に も,Sligosを 中 心 とす る提 携 の動 きや,

HBNetworkInformationServicesの 新 たな 出発 な ど,幾 つ か の動 きが

見 られ た。 しか し,76年 の場 合に は,や は りCII-HoneywellBullの 出現

が,サ ー ビス分 野 に も大 きな影 響 を与 え た。 つ ま り,従 来 国 策 会社CIIか ら定

期的 か つ 多額 の 契 約 を享 受 して きた この業 界 に,HoneywellBull参 加 に よ る

変 化 が 出 て くるの では な い か とい う不 安 が充 満 した こ とは否 定 で きない 。

実 際,業 界 団体SyntecInformatiqueは,ソ フ トウ ェアの 外 部発 注 は 極

力 避 け る とい うHoneywell社 の ポ リシ ーがCII-HBの 方 針 と して前 面 に 出 て

く るの で は ない か との懸 念 を表 明 してい る。 契 約 を獲 得 で きな け れ ば,ソ フ トウ

ェ ア会 社 が コン サ ル トと して関 与 して い る シス テ ムにつ い て も,使 用機 種 と し て

仏 製 ハ ー ドウェ アを推 薦 すべ き立 場が 無 くな るわ け だ し・SyntecInformati-

queは この 点に つ い て,「 ソ フ トウ ェ ア開発 に必 然 的 に伴 な うハ ー ド知 識 の習 熟

機 会 が な くな れ ば,ソ フ トウ ェ アや シス テ ムの コ ンサル タ ン ト企 業 は 国 産 機 優先

購 入 を支持 す べ き何 の理 由 もな くな る 」と して,政 府 や新 会 社CII-HBに 警告

一を発 し てい る。 しか し,逆 に言 えば,こ の言 葉 は 同時 に,業 界 の不 安 を も示 す も

の と とる こ と もで きる。

Syntec加 盟 企 業 の売 上高 の伸 び に この ソ フ トウェア開 発 契 約 の 引 き 上げ が ど

の 程度 影 響 を与 え るか 数 字 的 に 明示 されて い ない が,最 もイ ンパ ク トを受 け るの

はCAP-Sogetiグ ル ー プのCAP部 門 だ け と言 われ て い る。い ず れ にせ よCII

--HBの 外 部発 注 はCII当 時 よ り減少 す る もの と見 られ,例 え米 国 系 ソ フ トウ

ェ ア ・ハ ウ ス よ り仏 企 業 を優先 す る と して も・ 仕 事 の絶 対 量 の 低 下 は 確 実視 され

一203一



る。

Syntecは 国 内企 業,と りわ け そ の傘 下 の ソフ トウ ェ ア/サ ー ビス会社 へ の発

注 増 大 を政府 に働 きか け てい る。 同 時 に,政 府 の 情 報処 理 政 策 に み られ る長 期 計

画 に ・ ソ フ トウ ェ ア業界 に対 す る視 点 が 欠落 して い る こ と を指 摘 して い る。 も っ

と もそ の主 張 で は,米 国 の ソ フ ト/サ ー ビス業界 の売 上 高 の約 半 分 が官 公 需 に 依

存 して い るの に対 し,仏 では この数 字 が僅 か13%で あ る事実 を掲 げ,仏 政 府 の

直 接 援 助 やCII-HBに 対 す る40億 フ ラ ンの 契 約保 証 の よ うな テ コ入 れば 望 む

と こ ろで は な い とし て,殊 更 自主 性 を強 調 して い る。

さて仏 ソ フ トウ ェア/サ ー ビス産 業 の市 場 規模 だ が,表 皿一6-4に 示 し た 如

く1976年 には34億 フ ランの 売 上 高 を計 上 す る もの と思 わ れ る。この 額はCII

-HBの 売 上高 に 匹敵 す る数 字 だが
,1980年 に は65億 フ ラ ンまで成長 拡 大 し こ

の 時 点 でCII-HBの 予 測 売 上 げ を越 す だ ろ う。1975年 の 従 業 員(総 数1万

9.700人)1人 当 りの売 上 高 は,対 前年 比9.2%増 の14万2,000フ ラ ンあ た り

に 落 ち着 き,ま た輸 出 の伸 び は同34%増 に な る もの と思 わ れ る。 業 界 売 上 高 は

1973年 か ら1974年 にかけて55%も 上 昇 したの に 対 し,1975年 は対 前 年 比増

が19%し か ない 点 を見 て も,輸 出 面 の好 調 さ が 目立 っ て い る。

表 皿一6-4仏 の コ ン ピ ュー タ ・ザ ービス産 業発 展 状況

1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976

マ シ ン タ イ ム

ソ フ トウ ェアお よび

コ ン サ ル テ ィ ン グ

"

シ ス テ ム ズ ・
エ ン ジ ニ ア リ ン グ

290

240

40

370

330

50

455

430

65

530

495

85

835

565

120

1300

840

160

税引後売上高合計
(100万 フラン)

570 750 950 1,110 1520 2,300 (見込)
2β00

(推 定)

3,400

海外事業および
輸出による利益 90 130 150 260 350 一

従 業 員 数 9β00 12ρ00 13,600 14500 15β00 18,000 19,700 一

従 業員1人 当 り売上
高(1,000フ ラン) 59 63 70 76 96 130 142 一

(DIELI:DirectiondesIndustriesElectroniqueetInformatiques調 べ)
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表 皿 一6-5仏 の 主 要 コ ンピ ュー タ ・サ ー ビス企 業 の1975年 業 績

■

企 業 名 所 属 グ ル ー プ
1975年 売 上 高

(10.0万 フラン)
活 動

CISI CEA(仏 原子力委員会)
'

350 M十C

CAP-Sogeti-Gemini CISIが34%所 有 231 C

GSI CGE 154 M

Sligos CreditLyonnais 134 M十C

Natell BNP 107 M

※※CCMC 92 M

※GFI NeuflizeSchbumberger
79
(推 定)

M十C

※S艦 羅 晶CSIF Thomson 79 M十C

CERCI Schneider 59 C

STERIA 53 C

SemaInfornlatique Paribas
・

50. C

Sesa 39 C

注)※ ※-Syntee非 加 盟 企 業,※=Syntecの 準 メ ン バ ー

活 動 欄 のMは マ シ ン タ イ ム,Cは ソ フ トウ ェ ア ・コ ン サ ル テ ィ ン グ

(Syntec-Informatique調 べ)

■

依 然 と し て 続 くサ ー ビ ス 分 野 の 再 編

75年 のCAP/Sogeti/Gemini設 立 に よ っ て,大 き な 山 場 を 迎 え た再 編 成

活 動 は,76年 に 入 っ て も,米 国Tymshare社 のSligos株 獲 得 な ど に よ っ て 引

き つ が れ た 。

76年 中 頃,TymshareIncは,仏 の 代 表 的 サ ー ビス 会 社,SligosS.A.

の 株 式 を20%入 手 す る と発 表 した 。Sligosは パ リに 本 拠 を構 え ・ 年 商3,200

万 ド ル,利 益 も計 上 し て い る 大 手 デ ー タ 処 理 サ ー ビス 会 社 と し て 知 られ る 。 仏 第

2の 銀 行,CreditLyonnaisの 傘 下 に あ る が,Tymshareは 同 銀 行 と,300

万 ドル の 現 金 で 話 し 合 い が つ い た もの 。

仏 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 分 野 の 再 編 成 で は,こ れ ま でCAP仏 ・Sogeti・

CISIな ど が 頻 繁 に 登 場 し て い た が,Sligosに つ いて は,72年 英 国Ho'skynsと
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図 皿 一6-6仏 コ ン ピュ ータ ・サ ー ビス業界 の再 編 状況
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の提 携 が 取 沙 汰 され た だ けだ っ た。Tymshareの 活動 に よ っ て,仏 の大 手 サ ー ビ

ス会 社 は全 部,何 らか の形 で 再編 ドラ マに登 場 す るこ とに な っ た。

さ らにTymshareは,CEGOS-Tymshareの 株 式 占有 率 を,従 来 の20%か

ら45%に 増 大 した。CGGOS-Tymshareは,仏 お よ び1部 の オ ンライン ・リモ

ー ト・デ ー タ処 理 サ ー ビス を提供 し てお り,欧 州 地 域 で年 商 は500万 ドル。なお,

同社 の 筆頭 株 主 はCreditLyonnaisで あ る。

Tymshareと 並 ん で,活 発 な動 き を みせ た の は,Th・msonで あ る。 同 社 は75

～76年 に おいて,CII-HB合 併 に関連 して,本 体/ミ ニ コ ン/周 辺 装 置 分 野 で

注 目 され る動 きを みせ た。 サ ー ビス 分野 で も,子 会 社 の サ ー ビス ・ビ ュ ロ ウ,

SAMMを 核 に して,吸 収 活 動 を展 開 してい る。米 国 のCSCの 子 会 社CSCIr

ternational株 式 の66%,航 空管 制機 器専 門 メー カ ー,ECAAutomation

の70%買 収 に続 き,コ ンサ ル タ ン ト企 業SOPRAの40%買 収 に も乗 り出 し た。

SAMMの トップ は,仏 の コン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業 界 で は,今 後 と も活発 な

吸収/合 併 が 続 く と して い る。SAMMと して は,こ れ らの吸 収 活 動 を通 じて,

CISI,GSI,Sligos,Natelな どの 代表 的仏 サ ー ビス会 社 に追 いつ くこ と

を 目標 に し て い る。
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ペ リ ・ア ン フォル マ テ ィ ック産 業の動 向

動 き出 した プ ラ ン ・ペ リ(PlanPeri)

Mド ルナノ(Micheld'Ornano)産 業 相 が,75年9月 パ リSICOBシ ョ ウで

明 らか に した ミニ コ ン/周 辺装 置 産 業 の統 合 計 画 は,第1グ ル ープSEMSの 正

式 発 足 に よ って,い よ い よ具 体 化 の方 向 を と り始 め た。 同 計画 は,仏 で言 うと こ

ろ の"PeriInformatique"一 軍 に 周 辺 装 置 だ け で な く,メ イ ン フ レー ム以 外

の全 て の ハ ー ドウ ェア,即 ち ミニ コ ン,マ イ クロ コ ンピ ュ ー タ,小 型 ビジ ネ ス ・

コ ン ピ ュー タ,VRC,タ ー ミナ ル,デ ー タ ・エ ン トリー ・シス テ ム,そ の 他1

/0装 置 な ど を網 羅 す る広範 な 分 野 を対 象 に してい る。

CII－ 且Bが 担 当 す る汎 用 本 体 分野 に 対 して,こ れ ら を ひ とつ の ま とま った業

界 と見 直 し,国 際 的競 合 力 を持 つ 企 業 グル ー プを育 成 し よ う とい うのが そ のね ら

い だ。 この 意 味 で 同 計 画 は,従 来 の 「プ ラン ・ヵル キ ュル 」に 対 応 させ て,「 プ

ラ ン ・ペ リ 」と呼 ばれ て い る。

さ て,こ の計 画 の進 行 は,CII-HoneywellBu11合 併作業 の あ お りを受 け て,

一 時 中断 して い た感 もあ った 。 しか し,CII-HBに 取 り残 され たCII-B(旧

CIIの ミニ コ ン/軍 事 コン ピ ュー タ 事業 部)を,ThomsorCSFが6,500万 ド

ル とい う政府 補助 金 付 で 引 受 け て以 来,業 界 再 編 に 拍車 が か か った 。

当面 の計 画 で は,32社 あ る とい われ た仏 の周 辺 機 器 ・ ミニ コ ン ・メ ー カ ー を

2～3の 強 力 な グル ー プ に統 合 し,財 政 援 助,優 先 買 上げ,公 共 アプ リケ ー シ ョ

ン部 門 の買 上げ 機 関 設 置 な ど を通 じて サ ポ ー トを与 え,国 際 競 争力 を身 につ け さ

せ る とい う趣 旨 で あっ た。

だ が 最近,ド ル ナ ノ産 業相 が 明 らか に し て い る統 合 育 成案 には,具 体 的 色 彩 が

除 々 に加 味 され 始 め,再 編 グル ー プの 数 に つ い て も3～4に し た い とや や柔軟 な

姿 勢 に移 っ て来 て い る。 同産 業 相 の抱 えて い る再 編 計 画 で は,1980年 を 目途 に

仏 コ ン ピ ュー タ産 業 の 同 年 のEDP収 入 を13億 ドル(現 在2億2,500万 ドル),
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小 型 シス テ ム 出荷 を6億5,000万 ドル(同2億2,500万 ドル)に 設 定 し,さ らに

国産 ミニ コ ン/周 辺 機 器 メ ーカ ーの 国 内市 場 シ ェアを現在 の29%か ら60%台 に

引 き上 げ る こ と をね ら って い る。

CII-HBの 発 足 に ネ ッ ク とな っ て い た のは,CIIの 赤字 を ど こが どれだ け

補 填 す る か,ま た前 述 し たCII-BとToulouse工 場の 処理 を ど うす るか の2点

で あ った 。結 局 仏 政 府 が,CIIの1975年 初 頭 か らの累積 赤字1億2,000万 ド

ル を肩 代 り し,ま た6,500万 ドルの 政 府 援 助 を裏 付 け として,Thomson-CSF

にCII-HB合 併 に まっ わ る問 題 点 を処 理 させ る こ とで結 着 をみ た。 そ し て,ペ

リ ア ン フ ォル マテ ィ ク業 界 の統 合 再 編 に む け て,今 後5年 間 に1億7,500万 ドル

をサ ポ ー トす る と表 明 し,本 格 的 統合 に 着 手 した。 この うち,5,500万 ドル は 今

後3年 間 にR&Dク レジ ッ トと して同 業界 に 付 与 す る ことが 正 式 に 決 定 し てい る。

ま た,仏 政 府 の第7次 経 済5ケ 年 計 画 の調 査 資料 も,こ の 間 の 事 情 や経 過 を よ く

反 映 し て お り,そ の デ ー タではThomSon主 導 の新 グル ー プに 国 と民 間 が 投 じ る

資金 は年 間1億2,600万 ドルに達 す る。 さ らに,政 府 の コ ンポ ー ネ ン ト ・リサ ー

チ機 関 に も,直 接 援 助 と して5,040万 ドル,財 政 投 融 資 とし て1,260万 ドル が 支

出 され る と言 われ て い る。 こ うした援 助 に よ って,ミ ニ コ ン/周 辺 機 器 業界 の年

平均 成 長 率12～15%を 確 保 しよ うとい う訳 だ。

さて76年4月 お よび そ の後 の パ リSICOBシ ョウで明 らかに され た政 府 施 策

に は,よ り具体 的 な 項 目が 付 け加 え られ て い る。 目下 の とこ ろ4グ ルー プ と して

は,①Th・mson-CSFが 新持 株 会 社 を軸 に推 進 し てい く第1グ ループ②CII-HB

の 大 株 主 とな った 子 会社 のTranSacやSintraを 通 じて この分 野 で も勢力 を拡 大

した い と考 えて い るCGE(CompagnieGin6raledtElectricite)の 第2グ

ル ープ③ 仏 の第1位 オ フ ィス ・メ ーカ ー と してま た海 外進 出 に も成 功 し て い る企

業 として注 目 され てい るLOgabaxの 第3グ ル ー プ④ そして残 る中 小 メー カ ー の離

合 集散 グ ル ープか ら核 を生 み 出 そ う とい う第4グ ル ー プが 有力 視 され て い る。 そ

して これ ら4グ ル ープの各 々1980年 売 上 高(目 標)を2億 ドル に設 定 し,年 収

の8～12%をR&D投 資 にま わ せ る よ う指 導 する とい うわ け だ。各 グル ー プ の成
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長 を バ ック ア ップす るた め,総 額 で2億 ドル に お よ ぶ 「成長 保証 契 約 」 も用 意 さ

れ,各 グル ー プの 基盤 確 立 のた めの4条 件,即 ち① 国 内 外 の 連結 売 上高 が 上記 目

標 を達 成 す る こ と,② 統 合 作 業 が効 果 的に 行 われ る こ と,③ 海 外 子 会 社 の 設 立,

④1 、980年 には 損 益 分 岐 点 を越 え黒 字 を計 上 出来 る こと を満 た そ う として い る。

一方 ,国 内 ミニ コ ン/周 辺 機 器 市場 の シ ェ アに つ い て も達 成 目標 を打 ち出 して

お り,前 述 した よ うに 国 内 メ ー カ ー総 体 の シ ェ アは,現 在 の29%か ら1980年

に は倍 増 させ る と して い る。 こ の 目標 額 は7億 ドル近 くにな るた め,そ う容 易 に

達 成 出 来 るとは思 わ れ ない。 と い うの もそ の 背 景 に あ る コ ンポ ー ネ ン ト供 給 の問

題,つ ま りThomson主 導 のSEMS(以 下 で詳述)を 例 に と って も,出 荷 装 置 の

80%を 米 国 製 コ ン ポ ーネ ン トに 負 って い る とい う現 状 では,何 らか の形 で この 問

題 を解 決 しな けれ ば生 産 力強 化 は お ぼつ か ない か らだ。

市 場 の 現 状

表 皿 一6-6は,政 府 発 表 の デ ータ を もと に作 成 した1974年 の 仏 コン ピュ ー

タ周辺 産 業 の概 要 であ る。 この業界 に 属 す る30余 社 の売 上 総 額 は9億9.000万

フ ラン とな っ てい るが,こ の う ち60%は 主 要5社,即 ちLogabax,Telemeca-

niqueElectrique,CII,Intertechniqueお よびTransacに よ って 占 め ら

れ てい るの で,残 る40%を 中 小 メ ー カ ー群 が 分 け 合 っ てい る こ とに な る。 注 目

す べ きは,や は り海 外 企 業 の進 出度 が非 常 に高 い点 で,国 産 メー カ ーが健 闘 し て

い るの は リアル タ イ ム ・ミニ コ ン ピ ュ ー タ(占 有 率45%)と タ ー ミナル(同40

%)の 僅 か2分 野 だけ で あ る。 表 で は小 型 ビ ジネ ス ・コ ン ピ ュ ータの 国産 シェ ア

が15%と な って い るが,・eれ は 最 近 進 出 し て来 たIBMとHoneywell-Bu11

(1976年5月 時 点)の 分 を考 慮 に 入 れ て い な いの で,現 在 は もっ と低 い数値 が

あ て は ま るは ず だ 。 この 領域 の シ ェ アが 低 い こ とは商 用 分散 処理 に向 か うユー ザ

ー 例 の 要 望 に ,国 産 メ ー カ ーが十 分 対 応 出来 ない こ とを示 して お り,今 後 の 大 き

な 課 題 とな って い る。

仏 小型 コ ンピ ュ ー タ市場 の55%はDEC,DataGeneral,Hewlett-Pack-
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表ll-6-61974年 仏 コ ン ピ ュ ー タ 周 辺 産 業 市 場

製 品 分 野
分野別売上高

(100万 フラン)

輸 出 高

(100万 フラン)

国 内販売高

(100万 フラン)

仏企業の

国内市場
シェア(%)

主要競合 メーカー

ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ 250 45 205 45 DEC,そ の他

小 型 ビ ジ ネ ス ・システ ム 160. 65 95 15
Nixdorf,Philips,
Burroughs

周 辺 装 置

(エ レクトロ ・マクネティック)
60 15 45 20 Pertec,MDS,Wang

周 辺 装 置
(エ レク トロ ・メカ ニカル)

80 40 40 16 Centronics,Tally

デ ー タ収集装置 75 2ぢ 50 13 CMC,MDS

端 末 機 器 250 40 210 40
Singer,Sanders,
Burroughs,NCR
HP,DG

そ の 他 115 45 70 32

合 計 990 275 715 一

●

ardの 米 国3社 に 占 有 され て お り,最 近 は 英 国 のICLも 積 極 的 に 上 陸 し 始 め て

い る。 ま た オ フ ィ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ 部 門 で は,国 産 メ ー カ ーLOgabaxが 市 場 シ ェ

ア15%を あ げ 頑 張 っ て い る が,NCR,Burroughs,Olivetti,Philips,Nix-

dorfな ど は 総 体 で この 数 値 を 上 回 っ て い る 。 周 辺 機 器 市 場 で は80%,タ ー ミ ナ

ル 市 場 で は60%と い う 占 有 率 が 業 界 筋 の 出 して い る 海 外 メ ー カ ー ・シ ェ ア の妥

当 な 線 だ 。 こ うし た シ ェ ア全 部 を な らす と 国 産 メ ー カ ーの ミニ コ ン/周 辺 機 器 市

場 で の シ ェ アは29%程 度 に な る 。仏 政 府 は 業 界 育 成 策 の 一環 と し て,最 近Sintra

とIntertechniqueに 国 有 銀 行SocieteGenerale(仏 第2位)の バ ン キ ン グ ・

シ ス テ ム用 タ ー ミナ ル3,000台 と 小 型 コ ン ピ ュ ー タ300台 を 発 注 し て,何 とか そ

の 生 産 ベ ー ス を 上げ よ う と し て い る が,そ の 前 途 は な か な か の もの が あ る。

SEMSの 設 立

Thomson_CSFは,仏 政 府の 持 参 金 付 で 引受 け たCII-Bを,新 し い持 株 会

社 に変 身 させ,そ の下 に 第1子 会 社 と第2子 会 社 をお いた 。新 持 株 会 社 の 資本 構

成 は,Thomson55%,CGE29%,SchneiderS.A.14%と な っ て い る。第
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1子 会 社 はSEMS(Soci6t6Europ6ennedeMini-lnformatiqueetde

Systbmes)と 称 され,76年7月 に設 立,77年2月 正 式 に 発 足 した。SEMS

は,プ ラン ・ペ リの最 初 の 成果 と も言 うべ き存 在 で あ る。 第2子 会社 は,旧CII

の 主 力 工場 で あ る ツ ール ー ズ工 場 を中 心 と して お り,向 う数 ケ年 は,CII-HB

に 汎 用 本 体 を出 荷 す る と共 に,SEMSと の統 合準 備 を進 め る予 定 。

ThomsonはSEMS設 立 に先 立 ち,ま ず 自社 の周 辺機 器 部 門 とTelemecani-

que社 の コ ンピ ュ ータ部 門 との ジ ョ イ ン ト ・ベ ンチ ャ ーを組 み,そ れか ら旧CII

の ミニ コ ン部 門 と統 合 させSEMSと して発 足 させ る とい う慎 重 な ステ ップ を

踏 ん で い る。 こ れ は 主 にThomsonとTelemecanique両 社 の協 定 調 整 に 時間 を

かけ た こ とに起 因 す るが,業 界 の統 合 が 進 む中 で 両社 が コ ン ピュ ー タ ・リソ ース

を 合 同 させ て行 くとい う了解 に達 して い る こ とは,今 後 も留 意 すべ き点 だ 。 この

SEMSは1980年 には 世 界 第3位,西 欧 第1位 の リア ル タ イ ム ・ ミニ コ ン ・メ

ー カ ー と して 登 場 し年 間 売 上 高 を2億i2
,000万 ドル(現 在7,000万 ドル)に3倍 増

さ せ る予 定 だ と言 わ れ て い る。

また 同 社 は 旧CIIのMitraラ イ ン(Mitra15,125ミ ニ)とTelemecanique

の 新Solar16シ リ ーズ の両 方 を取 扱 うこ と に な っ て い るが,こ れ は 性能,レ ベ ル

と も似 通 った もので あ り当 然市場で競合 す る もの となる。暫 くは この機種調整 に

な や ま され るだ ろ う。 も う一 つ の課 題 は 販売 網 で あ る。現 在 同社 製 品 の10%だ

け しか 海 外 に 輸 出 され て お らず,内 弁 慶 と非 難 され て も仕方 な い の が現 状 だ 。 業

界 再 編 の第1の 柱 だ け に,海 外 出 荷 を大 幅 に伸 長 した い と企 図 して い る政府 は こ、

の 面 で も積 極 的 に援 助 を与 え る もの と思 わ れ る。'

第2子 会 社 の 問 題 は,何 とい って も生 産転 換作 業 だ。 政 府 か らの コ ンバ ージ ョ

ン経 費 と して4,000万 ドル を受 け 取 る こ とに な って い る とは 言 う ものの,工 場 設

備,組 織,要 員 訓練 の 全 ての 面 を転 換 す る こ とにな って い るか ら,新 会 社 設 立 ぐ

らい の ウ ェ ー トは あ る。 現 行 生 産活 動 の80%はCII-HB向 け のIrisシ リーズ
ノ

77で あ るが,4年 後 に は完 全 にSEMS向 け の 出荷 で統 一 す る とい うの だ か ら

難 問は 多 い 。 大型 ハ ー ドウ ェ アの生 産 設備 を撤去 して,全 て ミニ コ ン/周 辺 装置
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の製 造 に 切 り替 えて い くわけ だ か ら大変 で あ る。 い ずれ に せ よ,Thomsonが 傘

下 に 置 い た 新持 株 会 社 とそ の子 会 社 は,政 府 の 大 きな期 待 を担 って い るだ け に,

業界 再 編 の眼 として 注 目す る必 要 が あ る。

表 皿一6-7Thomson-CSF主 導 の ミニ コ ン/周 辺機 器 業界

再編 の 第 一 の柱
/Thomson55%＼

＼

ク CGE29%CII-B 新持株会社
Schneider14%

その他2%
、 出 資/

子 会 社 ① 子 会 ・ 社 ②

SEMS(SocieteEuropeene 名 称
"

SEI(Societed'Exploitation

deMini-Informatiqueet Industrielle)

deSystemes)

1976年7月 設 立

会 長Francoisde 役 員

Villepin(Thomson) (出 身)

代表取締役

FrancoisTolltain
(旧CII)

oThomsOn-CSF55% 資本構 成 新持株会社の完全所有
oTelemecaniqlle

Electrique25%

oIDI20%

旧CIIの ミニ コン部門 活動主体 旧CIIの2工 場(Toulouse及 び

十 Angers)と リサ ー チ部 門

Telemecaniqueの

コ ン ピ ュー タ部 門

1,000万 ドル 政府援助予 4,000万 ド ル

(5年 間) 定額(使 途 (Toulouse工 場 の コ ン バ ー ジ ョ

および期間) ン経費)

o旧CIIのMitraラ イ ン 出荷製 品 oIris

(Mitra15,125ミ ニ) お よび oUnidataモ デ ル

oMitra105CEMプ ロ セ ッサ 取扱商 品 (現 シ リー ズ77)

(1976・10発 表)
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oTelemecanique社 モ デ ル (以 上は旧CIIカ ス トマー向 け 、

(Solar16シ リ ー ズ) で今後4年 間)

。電話用CS40 。SEMSへ の 出荷

○世界 第3位,西 欧第1位 の リア 目 標 o現 行生産活動 の80%がCII

ル タ イ ム ・ ミ ニ コ ン ・メ ー カ ー －HB向 け だが
,1980年 ま で

○当初売上 目標3億3 ,000万 に完全にSEMS向 けに衣替え

フラ ン す る。

01980年 売上 目標9億 フラ ン

oMitraラ イ ン とSolarシ リ ー 今後の課題 oToulouse工 場 の生 産 転 換 と

ズの競合調整 組織改編
。軍需 アプ リケ ーションか らの脱 。要員再教 育

却
。販売網の確立

oコ ン ポ ー ネ ン ト ・サ プ ライ の

80%を 米国 ソースに依 存

他 の グ ルー プの動 き

さて 第2の 柱 で あ るCGEは,タ ー ミナ ル ・シス テム ・メ ー カ ーSintra(年

商4,000万 ドル)社 の株 式 を取 得 して 出番 を待 って い た が,CII-HB合 併 問題

が 落 着 す るに至 って,子 会社 の2社 つ ま りTranSacとSintraを,業 界 第3位 の

小 型 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーlntertechniqueと 合 併 させ よ うと動 き出 し た。

Intertechnique側 はCGEの ヘゲ モ ニ ーに反 対 してお り,独 立 路 線 を歩 み た い

意 向 を明 らか に してい る が,様 々な条 件 を 出 して誘 うCGEの 申 し出 を ど こまで

拒 み続 け られ るか 注 目 され て い る。 な お 親 会 社CGE－ 子会 社Cit-Alcatel－

孫 会社Transacと い う関係 に あ る ので,こ の テ レコ ミュニケ ー シ ョン企 業Cit-

Alcatelも この グ ルー プの統 合 に か らん で くる 。

第1位 オ フ ィス ・コン ピ ュ ー タ ・メrカ ーのL・gabaxを 仏 政 府 は 当 然 第3の 柱

と見 て い る 。 当初ThomsonやCGE傘 下 の 企 業 と合 同 しては ど うか と持 ち か けて

い た政 府 は,同 社 に そ の意 志 が ない の を知 り,第3グ ル ー プの中 核 的 存 在 で は ど

うか と その 説 得 の ニ ュア ンス を変 え て来 て い る。 だ が こ こに も問 題 は 多 い。 そ の

第 一 は,同 社 が オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュー タで は国 産 メ ー カ ー と して 唯一 の もので あ
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り,し か も海 外 特 に 米 国進 出 で 十 分 な成 果 を お さめ てい る こ とだ。 フ ラ ンス の 中

小規 模 ビジ ネ ス ・シ ステ ム市 場 の25%,シ リアル ・イ ンパ ク ト ・ プ リン ター市

場 の50%を 占有 し,売 上 高(年 商1975年,2億5,000万 フ ラン)の 半 分 は輸

出 に ま わ してい る業 績 好 調 なL・gabaxに とっ て,他 社 との合併 な ど今 更不 必 要 と

い う と ころ で あ ろ う。 さ らに同 社 の 資本構 成,経 営 主体 も問 題 の残 る ところ だ。

同 社 は ベ ル ギ ーの エ レク トロ ニ ク ス ・メ ーカ ーElectrobell社 の コン トロ ール 下

に あ り,既 にLogabaxを 手 離 さ ない との声 明 を発 表 して い る。Logabax社 が 第

3グ ル ー プの 主 と して リー ダ ー シ ップ を と る可能 性 は,五 里 霧 中 とい った と こ ろ

だ 。

ドル ナ ノ産 業相 が 第4グ ル ー プ と して考 えて い る領域 に 入 る の は,SAGEM,

SECRE,RealisationsEtudesElectroniques,Alvan(後 にCSEEが 吸

収),CSEE,Matra,R2E,M2Sな どで ある。政府 の テ コ入 れ で これ らの中

小 メ ーカ ーは 第4グ ル ー プ結 成 を呼 びか け られ る可 能 性 も あ るわ け だ が,そ うな

れ ば,政 府 援助 の魅 力 と独 立 企 業 と しての看 板 の板 ば さみ に な り,か な り困 難 な

選 択 を迫 られ る こ と に な りそ うだ。

表ll-6-8仏 の主 な"Peri-lnformatique"企 業

企 業 名 形 態 主 力 機 器 備 考

Transac CGE子 会社
インテリジェント・ター ミナル

(IncotermSPD)
欧州近隣諸国への輸出に強い

T-VT
ThOmson

子 会 社
T-VT60σ0タ ーミナル 設計から製造まで完全に国産

" ノT
elemecanique

Electrique

l
Th・ms・nlと

合 併

(SEMS設 立)

ミニ ・コンピュー タ

(蒜'6T2000)

仏第2の ミニコン ・メー カー と知

られ国内 シェア22%

Sintra
CGEが

46%所 有

アル フ ァ・ニューメリック

および グラ フィック,デ ィ

スプ レイ ・ター ミナル

CGEが 完 全所 有を打診 してい る 、

Intertechnique 独立系
ミ ニ ・コ ン お よ び 、

医 療 機 器

輸出活動で はこの分野 で最強,米 国

Microdata社 とラ イセ ンス契約

'

RZE(Realisations

etEtudes

ElectroniqUes)

独立系
ミニ ・コンピ ュータ

(Micral)

Inte18008マ イ ク ロプ ロセ ッサ ・チッ

プ を ベ ー ス にMicralを 開 発 。 有 力

な 仏 の シ ス テ ム ハ ウ ス
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企'業 名 形 態 主 力 機 器 備 考

LOgabax

Electro
-.bell

(ベ ル ギー)

の 傘 下

日型 ビジ ネス ・コンピュー

タ,マ トリクス ・プ リンタ
再編第3の 核 と見 られ てい る。 ビ

ジ コンでは仏 最大手。

MatraEngins 独立系
イ ンテリジェン ト・ター ミナル,

デ ータ ・エン トリーシステム

米Datapoint社 の仏/ベ ルギーに

おけ る販売 権を持つ。

G3S(Groupde8

3Soci6tes)

3社 の販売

機 関

モデム,,マ ルチ プレク坊
.

テレプリンタ,グ ラフィック ・

デ ィスプレイ,通 信 機 器

SAT,Sagem,CSEE3社 の 共 同

販 売 コ ン ソ ー テ イ ウ ム

SFENADSI 独立系
航 空 エ レク トロ ニクス,

タ ー ミナル

有 力 な メ ン テ ナ ン ス お よ び シ ス テ ム

エ ン ジ ニ ア リ ン グ企 業 で 最 近RJE

タ ー ミナ ル ・メ ー カ ー,Ordopro-

cesseursを 吸 収 し た 。

Philips

DataSystems

Philips
ハ

(オ ランダ)

子 会社

ミニ ・コン ピュー タ

(P850Mシ リーズ)
仏 国内2工 場で ミニ ・コンを製造 し

てい る。

TRT
Philips

が 一部 所 有
電話機器 仏PTT

CGCT ITT子 会 社 モデ ム,マ ルチプ レクサ 一

9
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7.西 独 の コ ン ピ ュ 二 歩 産 業

全般的動向

設置 状 況

西独 の コ ン ピュ ー タ設 置 台数 に関 して は,種 々の調 査 レポ ー トが あ る が,コ ン

ピ ュー タの 分 類 お よび調 査 時 点 が ま ち ま ち で,正 確 な 動 向 が把 握 しに くい 。小 型

～大 型 汎用 機 に つ い ては,大 体 の傾 向 が つか め るが,こ の外 の モデ ル とな る と,

ミニ ・コン,プ ロ セ ス ・コ ン ピ ュー タ,オ フ ィス ・コン ピュ ー タ,小 型 ビジ ネ ス ・

コ ン ピュー タ,VRC(VisibleRecordComputer)な どが 入 り乱 れ て登 場 し,

明 確 な定義 が 欠 け て い るた め,数 字 に大 幅 な 差 異 が 生 じてい る。

ここで はKinde1コ ンサ ル タ ン トの 調 査 を主 体 に,他 の調 査 数 字 を補 足 的 に つ

け 加 えな が ら,西 独 の設 置 状況 を ま とめ てみ た い 。

Kinde1で は,ミ ニ ・コ ン,小 型 機,中 型 機,大 型 機 の4項 目に分 類 し,75年

末 と80年(予 測)の 数 字 を出 し てい る(表 ∬-7-1)。 これ で み る と,小 型 ～

大型 機 の 合 計 台 数 は12,832台 。 これ が 一応,汎 用 コ ン ピュー タの75年 末 設 置 台 数

と考 え られ る。 ち な み に,Diebold独 の 調 査 で は,74年7月1日 現 在汎 用 機 台 数

が11,436台,76年7月1日 現 在 が14,366台 とな っ て い る。

ミニ ・コ ン ピュ ー タの設 置 台 数 は,Kindelに よ る と75年 末 で49,000台 。同 コ

ンサ ル タ ン トでは,ミ ニ ・コンに小 型 ビ ジネ ス ・コ ン ピュ ー タ と科 学 技 術 ア プ リ

ケ ー シ ョ ン用 の ミニ ・コンを含 め てい る。参 考 ま でに76年7月 に お け るDiebold

独 の 数 字 で は,プ ロセ ス処理 用 ミニ ・コ ン12,600台,オ フ ィス ・ コン ビ ュ ー タ

78,000台 とな って お り,汎 用 機 を合 わせ ると,総 数105,000台 を突 破 して い る。

次 に小型 ～大 型 機,周 辺 装 置 に つ い て,ク ラス 毎 に 主な 動 向 を ま と める と 一
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表il-7-1西 独 の コ ン ピ ュ ー タ設 置 状 況(75年 ～80年)

1975年 末 1980年 末(予 測)

ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ 4&859 130,000

小 型 コ ン ピュ ー タ 9,272 20,000

中 型 コ ン ピ ュ ー タ 2,830 5,000

大 型 コ ン ピ ュ ー タ 730 1,000
A

(小 型 ～大型小計) (12832) (26,000)

総 計 61,691 156,000

● 大 型 コン ピ ュー タ市場

西独 に お け る大 型 コン ピュ ー タは現 在 飽 和 状 態 に 近 づ きつ つ あ る とい うのが

市 場 関係 者 の一 致 した見 方 で あ る。 従 って大 型 機 に対 す る需 要 は,大 部分 が装

置 の リプ レー ス メ ン トに よ って生 じ る もの と思 われ る。現 在 予 測 で き る限 りで

は,技 術 的 な要 因 が 同市場 の 拡 張 に貢 献 す るこ とは な い 。 と い うの は テ ク ノ ロ

ジ ーの ラ ジカ ルな革 新 は近 い将 来期 待 で きな い し,第4世 代 機登 場 の時期 も,

明 確 に は設 定 され て いな い か らだ 。 また,HoneywellBull,Burroughs,

ICL,NCR,Univac,お よ びControlDataな どの 有 力 メー カ ーに よ って

発 表 され る コス ト/パ フ ォー マ ン スの非 常 に良 い新 シス テ ムは,特 殊 な機 種 の

市 場 を拡 張 す る こ とに は な って も,大 型 機 全体 の市 場 拡 張 に は結 びつ か な い と

み られ る。 これ らの新 シス テ ムは,既 存 の 大 型 機 を使 い もの に な らな くす るほ

どの 技 術 的 斬 新 性は 備 え て い な いか らだ。

大 型 機 の改 良 点 は主 に,メ モ リ技 術 に置 か れ,従 来 の コア ・メモ リよ り優 れ

た セ ミ コ ンダ ク タ ・メモ リが採用 され る傾 向 に あ る。 また,ス トレ ー ジ装置 の

改 良 に よ って,ビ ッ ト当 りの 蓄積 コ ス トが安 くな るた め,大 型 機 市 場 の 設 置金

額 は増 加せ ず に む しろ制 限 さ れ る こ とにな ろ う。 さ らに,ヴ ァー チ ュ アル.メ

モ リや ア ドオ ン ・メモ リに よ って,既 存 シ ス テ ム の 機 能 が 高 め られ るた め,
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CPUの 機 能 を拡 張 す る必要 はな くな るだ ろ う。 今 後1980年 ま で,リ プ レー

ス メ ン トの 需 要 な ど を考 慮 に 入れ る と,西 独 の大 型 機市 場 では,年 間 平 均150

台 ほ どの 売 上 げ が 見 込 まれ る。

● 中 型 コ ン ビ。ユー タ市場

こ こ2～3年,西 独 の 中型 コン ビ。ユ 一 夕設 置 台 数 には急 激 な 上 昇 は み られ な

か った 。(1973年2,225台,1975年2,830台)。 しか し,大 型 シ ス テ ム市 場 に

とって い くつ か の マ イナ スの要 因 が,中 型 シ ス テ ム の場 合 プ ラ スに作 用 する の

で,中 型 機 セ ー ル スの 今後 の見 通 しは か な り明 るい 。 この分 野 の需 要 の ま き返

しは,大 型 機 へ の 変換 が原 因 とな って い る。 従 っ て中型 機 は大 型 機 と同 じ機 能

が要 求 さ れ る こ とが往 々 に してあ る。 ま た,マ ル チ プ ロセ シ ン グ ・ス プ ー リン

グ,お よ び テ レ プ ロセ シ ン グの可 能 な 中型 機 の需 要 も増 加 す る こ とにな るだ ろ

う。 以上 の フ ァ ク タ を考慮 に 入れ る と,今 後5年 間 の年 間 売 上 げ 台 数 は300台

か ら500台 に な る と予 測 され る。 しか し一 方 で は,依 然 と して 小型 あ るい は ミ

ニ ・コ ン ピ ュ ー タに よ っ て,市 場 侵蝕 を受 け る こ とにな ろ う。

● 小 型 コ ン ピ ュー タ市 場

こ こで も大型 機 の成 長 を阻 む要 因 のす べ て が プ ラ スに作 用 して,小 型 機 の 年

間成 長 率 を 高 め る要 因 と な って い る。 この 他 に も,小 型 機 の 成長 を促 進 す る要

因 として,① メ モ リお よ び処 理 機 能 が拡 大 され た,② ネ ッ トワー ク にお け るサ

テ ライ ト ・コ ン ピュ ー タの利 用,③ 周辺 装 置 の 改 良,④ ス マ ー ト ・ター ミナ ル

の 利用 に よ る中 央 の イ ン テ リジェ ンス需要 の 低 下,⑤ ソ フ トウ ェアの改 良 に よ

る コ ン ピ ュ ー タ利 用 効 果 の 高揚 な どが,指 摘 され る。

これ ま で外 部 の コ ン ピュー タ ・サ ー ビス を 利用 し ていた西独 の 中規 模 ユ ーザ

は,買 取 りま た は リー スに よ って,独 自の ハ ー ドウ ェアを設 置 した方 が 有利 で

あ る と考 え るよ うに な っ て い る。EDPを 各 分 野 に段 階的 に導 入 して い くや り

方,つ ま り最 初 は 会 計 お よ び イ ン ボ イ スに,次 に価 格 計算,そ して在 庫 管 理/

生 産 管 理 とい う具 合 し1に進 め るこ とに よ って,今 ま で小型 ビジネ ス ・コ ン ピュ

ータを 利用 して いた 中 小 規 模 ユー ザ ー の多 くが
,小 型汎用 シス テムに 切 り換 え
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る こ と も予 想 され る。小 型 ビ ジネ ス ・コン ピュー タの 多 くが,タ ー ミナ ル と し

て どの よ うなCPUに で も簡 単 に接 続 で き る とい う利 点 が,こ の傾 向 に拍 車 を

か け て い る。 さ らに比 較 的単 純 な プ ログ ラム言 語 を使 っ た ソ フ トウ ェ アの標 準

化 の可 能 性 が増 す こ と も,小 型 シ ス テムへ の需 要増 大 に つな が る。1980年 ま

での小 型 システ ムの年 間売 上 げ 台 数 は,3,000か ら4,000台 に な る もの と予 想

され て い る。

●'ミ ニ ・コ ン ビ。ユ一 夕市場

ミニ ・コン ピュー タ市 場 は,急 速 な成 長 を続 け て い る。特 に,西 独 の産 業 構

造 あ るい は市場 の傾 向に よ っ て,こ の分 野 の発展 に よ り一 層 の拍 車 が か け られ

て い る。 ミニ ・コン市 場 は,小 型 ビジ ネス ・コ ン ピュ ー タ と その 他 の 技 術お よ

び科 学 分 野 の ア プ リケ ー シ ョ ン用 ミニ ・コンの2種 類 に分 け られ る。 小 型 ビジ

ネス ・コ ン ピ ュー タ(オ フ ィ ス ・コン ビ。ユ一 夕,VRC含 む)の 設 置 台 数 は,

1973年 の24,000台 か ら,1975年 末 に は39,000台 に増 大 した。1980年 末ま

で に,こ の 機種 の設 置 台 数 は90,000か ら100,000台 にな り,金 額 に して30億

ドルに 達 す る もの とみ られ る。

西独 に は 小型 ビジ ネ ス ・コン ピ ュー タの 見 込 み ユ ー ザ ー,既 ち10～50人 の

従業 員 をか か えた 企 業 が お よ そ100,000社 あ る。 西独 に お け る小 型 ビジ ネス ・

コン ピ ュ ー タの設 置 台数 は 他 の 欧 州 諸 国 よ りも多 く,割 合 と し ては米 国 よ り も

多 い。 欧 州 にお け るこ の タイ プの コン ピュー タ ・メー カ ーが 成 功 した原 因 は,

各 ユー ザ ーの典型 的 問 題 の解 決 を ね らった ユ ーザ ー ・オ リエ ンテ ッ ドな ハー ド

ウェ アや ソ フ トウェ アを提 供 した こ と にあ る 。米 国 メー カ ーの 場 合,多 くは プ

ロ セ ッサ だ けを提 供 し,ユ ーザ や シ ステ ム ・ハ ウス に問 題 解 決 を任 せ る方法 が

採 られ て い る。

小 型 ビジ ネス ・コ ン ピ ュー ダの 輸 入高 は,ミ ニ ・コン ピ ュ ー タ市 場 全体 の15

%を 占 め て い る。米 国 メ ー カ ーは これ まで,小 型 ビジ ネ ス ・コ ン ピ ュー タ市場

に ほ とん ど関 心 を払 って こな か った が,IBM,DigitalEqipment,Data

General,Wangな どの 各 社 は,す でに この 市場 に 注 目 し始 め て お り,今 後 の傾
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向 は一 変 す るだ ろう。特 にIBMの シ ス テ ム32は,1975年7月 に 納 入 が 開 始

され て 以 来,西 独 に 向 け てす で に300～400台 が 出 荷 され た。 伝 え られ て い る

と こ ろに よ る と',現 在1,000台 以 上が 受 注 され て い る とい うこ とで あ る。

小型 ビジ ネ ス ・コン ピュ ー タ以外 の ミニ ・コン ピュー タ市 場 も,1980年 ま

でに急 速 な 発展 が 見 込 まれ てい る 。 この タ イ プの 設 置台 数 は,1973年 の4,734

台 か ら1975年 末 に は9,859台 に増 大 した 。1980年 末 まで に は35,000台 にな

る もの と期 待 され てい る。特 に,製 造 業 に お け るプ ロセス ・コン トロー ル ・ア

プ リケ ー シ ョ ンは 大 きな成 果 を収 めて い る。 プ ロセ ス ・コン トロール ・テ ク ノ

ロ泌 一 を更 に 改良 す る(特 に ソフ トウ ェアの 改 良)こ とに よ っ て,こ の傾 向 は

益 々促進 され るだ ろ う。 ミニ ・コン ピュ ー タの 利用 を教育,医 療 な どの分 野 へ

も拡 げ よ う とす る努 力 に よ って,新 た に着 実 な成 長 の期 待 で き るセ ー ル スの 可

能 性 が 開 か れ た 。 ミニ ・コン ピ ュー タ が タ ー ミナ ル として利用 され てい る こ と

も需 要増 大 の一 因 で あ る。特 に,ネ ッ トワー クにお け る分 散処 理 化 もセ ール ス

を促 進 す る主要 な要 素 の一 つ で あ る。

● 周辺 装 置 市 場

周 辺 装 置 分 野 は,西 独 コ ン ピュ ー タ市場 の 中 で も最 も活 気 の あ る最 大 の市 場

で あ る。1973年 にお け る周 辺 装 置 の 売 上 高 は,ほ ぼ コン ピュ ー タ と同 じだ っ

た が,1974年 に は コン ピュ ー タ市 場 を40%上 まわ った。1973年 か ら75年 に

か け て,周 辺 装 置 市場 の 設 置 金 額 は,5億500万 ドルか ら6億3,000万 ドル に

増 加 した 。1980年 には,13億5,000万 ドル に な る もの と予 想 され て い る。

周辺 装 置 市場 の急 速 な 発展 の 要 因 と して は,① 莫 大 な デー タ量 を処 理 す る必

要 性 とス トレ ー ジ機 能 の拡 充,② 高 度 な デー タ ・エ ン トリー お よ び伝 送 手 段 の

開 発,③ 入 出力 ポ ジ シ ・ ンに お け る イ ンテ リジ ェ ンスの分 散 化,④ 各 種 周 辺 装

置 の新 型 ミニ ・コ ン ピュ ー タへ の リン ク ア ッ プな どが指 摘 され る。 西独 周 辺 装

置 市場 の50%以 上 は 輸入 に依 存 して お り,1975年 の場 合,米 国か らの輸 入 高

1億3,500万 ドル にの ぼ った 。 これ は 輸 入 全 体 の40%に 相 当 す る。米 国 か らの

輸 入 高 は1980年 まで ひ き続 き増 大 す る見 込 み であ る。
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メ ー カ ー 別 シ ェ ア に 関 し て も,設 置 状 況 同 様,種 々 の報 告 が 入 れ 乱 れ て い る。

IDC調 査 を ベ ー スに し た 西 独 研 究 技 術 省 の第3次 情 報 処 理 振 興 政 策 に 挿 入 さ

れ た デ ー タ,Diebold独 の デ ー タ な ど が あ る が,Kinde1コ ン サ ル タ ン トの

場 合 は メ ー カ ー 別 シ ェ ア に 関 す る デ ー タ を ま と め て い な い 。

Diebold独 に よ る と,76年7月1日 現 在,汎 用 コ ン ピ ュ ー タ市 場 に お け る

シ ェ ア は,IBMが56.50/・ と半 分 以 上 を 占 め,こ れ にSiemens1&4%,Uni-

vac6.2%と 続 い て い る。 一 方,調 査 時 点 は 古 くな るが(75年1月1日 現 在),

IDC調 査 を 元 に し た西 独 政 府 の デ ー タ で は,IBM61.6%,Sie㎡ens17.6%,

Honeywell7.0%,Univac5.30/。 と な っ て い る 。

輸 出入 状 況

西独 のEDPハ ー ドウェ ア市 場 規 模 は,1976年 に12億 ドル規 模 に 達 した もの

とみ られ る 。 これ は 西 ベ ル リンの コ ンサ ル タ ン ト,K.W.Kinde1が,米 国 商務

省 の依 頼 を受 け て調 査 した 数 字 で あ る。 こ こで い う市 場規 模 とは,西 独 に お け る

EDPハ ー ドウ ェア(ミ ニ ・コン ピュ ー タ,小 型/中 型/大 型 コ ン ピュ ー タ,周

辺 装 置)の 生産 額,同 輸 入額 の 合 計 か ら,輸 出額 を差 し引 い た もの 。

同 コンサ ル タ ン トに よれ ば,1976年 にお け る ミニ ・コ ンの 生 産 額 は2億5,000

万 ドル で,小 ～大型 機 の2億6,000万 ドル とほぼ 同程 度 で あ る。 周 辺 装 置 の 生 産

額 は,6億8,000万 ドルで,76年 の生 産 額 合 計 は11億9,000万 ドル とな る。 これ

らハ ー ドウ ェ アの76年 にお け る輸 入 額 お よび輸 出額 は,各5億4,500万 ドル と同

規 模 の た め,市 場 規模 は結 局11億9,000万 ドルに な る。

1980年 の予 測 では,市 場 規 模22億 ドル で76年 のほ ぼ倍 増 が 見 込 まれ る。特 に

注 目 され るの は,ミ ニ ・コンの 輸 入 額 の急 増 で,76年 比260%増 とい う数 字 が 出

て い る(表 ∬-7--2)。 西独 のEDPハ ー ドウ ェア輸 入 先 は,や は り米 国が ト

ップで輸 入 総 額 の半分 以 上 を 占 め て い る。 これ に仏,英,伊 が 続 き,こ れ ら4カ

国 で90%強 を占有 して い る。
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表 ∬-7-2 西独 のEDPハ ー ドウ ェア市場 規模

(生 産,輸 入,輸 出状 況)

(単 位100万 ドル)

1976年 1980年(予 測)

ミ ニ ・

コ ン ビ。

ユ 一 夕

小型/

中型/

大型機

周 辺

装 置

合 計

ミ ニ ・

コ ン ピ

ュ ー タ

小型/

中型/

大型機

周 辺

装 置

合 計

生 産 額 250 260 680 1,190

1

450 400 1,200 2050

輸 入 額 75 130 340 545 270 190 700 L160

輸 出 額 135 90 320 545

1

350 130 550 1,030

市場規模
(注1)

190 300 700 1,190

1

370 460 1,350 a180

(注1)市 場 規 模 一(生 産 額+輸 入 額)一(輸 出額)
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8.IBMの 企 業 戦 略

一挙 手一投 足が 注 目され た76年

IBMの 動 向 に高 い 関心 を払 って い る 日本 の関 係 者 に と って,昨 年 の同 社 の動

き で最 も注 目す べ き事柄 は,ケ ア リー(F.T.Cary)会 長 の 「日本 の政 府 は,デ

ー タ処 理産 業 を 主要 な輸 出産 業 に す るべ く国 家政 策 を推 進 してい る」 とい う公 式

発 言 で あ ろ う。

ケ ア リー会長 は 恒 例 の76年 度 年 次 株 主総 会 で,同 社 の 事業 計画,事 業 見 通 しな

ど に つい て語 ったが,そ の 中 で,日 本 に つ い ての異 例 の 発 言 を行 な ったの で あ る。

IBMの 最 高経 営 者が,こ の よ うに公 式 の場 で競争 勢 力 に つ い て の分 析 をす る,

それ も日本 とい う特 定 の 国 を あ げ て分 析 を した り特 別 の 関 心 を表 明 した りす る こ

とは きわ めて まれな ケ ー ス で あ る。

もっ と も同会 長 は,財 務 分 析 家 グル ー プな どの会 合 で,そ れ ま で既 に 日本 へ の

特 別 な関 心 を も らして きた。 た とえ ば海 外 市場 競 争 に関 し ては,仏 とか 西独 とい

った国 との 競 合 メー カー よ り も,日 本 の企 業 との競 争 を重 くみ て い る とい った よ

うな 発言 を行 な った りして い る。 しか し 「自動 車 や造 船 産 業 の海 外 進 出 で成 功 し

た同 じ手 口 を踏 襲 」 した,官 民 一体 とな った市場 攻 勢 を は っ き り指 摘 した の は初

め て で あ る。 ケ ア リー会 長 は,と くに特 定 企 業 の 名 を あ げ て言 及 し たわ け では な

いが,IBMが この よ うな 見方 を と った裏 に は,Amdah1と 富 士 通 な どに示 さ れ

る市場 戦 略 とか,自 由化 とひ きか えに した積 極 的海 外 進 出姿 勢 な ど が大 き く作用

して い る こ とは ま ちが いな い 。

最 近米 国 の コン ピュー タ業 界 関 係 者 に は,IBMの 最 終 的 競争 相 手 は 日本 に な

るの では な いか との見 方 もで てきてい る。欧 州連 合 メー カ ーが夢 と消 え た 今,欧 州

に は 大 きな脅 威 は あま りな い。 米 国 の旧 来 よ りの ライ バ ルUnivac,Burroughs
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も健 在 で は あ る が,巨 人 と小 人 のた とえは依 然 すた れ そ うもな い。 そ こで 日本 で

あ る。

IBMに と って,日 本 の脅威 とは 具体 的 に 何 か と い うこ とが,世 界 一 金 儲 け の

うま い この 会 社 では,こ の 問題 が すで に 分 析 し尽 され てい るの で はな か ろ うか 。

いか に 国家 援 助 が厚 くな され よ うと,日 本 がBurroughsの よう に独 自 の コンピ

ュ ー タ設 計 能 力 を,こ こ数 年 の うちに 保 有 す るに い た るとは,誰 も考 え な い だ ろ

う。 す で に コ ン ピ ュー タの 設 計,そ れ も広 大 な汎 用 ビジネ ス ・マ シ ン市 場 で の,

売 り物 にな る シス テム の設 計 能 力 に つ い ては,正 攻法 に よる ア プ ローチ が む ず か

しい状 況 に あ る。 そ こ で伝 統 の手 口の 踏 襲 だ。 こ こ1年 の海 外 の 経済 誌 の 論 調 は,

こぞ って この 点 に分 析 の 焦点 をあ てて い る。

海 外 の論 調 には,伝 統 的 な 日本 の海 外 市 場 進 出 パ タ ー ンが,最 終 的 に は価 格 競

争 に いた る こ と を警 告 す る ものが少 な くな い 。IBMの ケ ア リ ー発 言 の真 意 も,

こ の辺 にあ る とみ て よ いの で はな か ろ うか 。 この 点 に ついて,IBMは 何 ら具 体

的 な発 言 を して いな いが,海 外 市場 進 出 の 健 全 な姿 は 多国 籍企 業経 営 に あ る との

同 社 の経 営信 念 か らすれ ば,日 本 企 業 の海 外 進 出 が よ りス マー トな か た ちに 落 ち

着 く こ とを考 え な いわ けに は ゆ か ぬ だ ろ う。

とこ ろで 現 実 の 市場 競 争 は,か な り苛 烈 な か た ち で進ん で いる。 そ の ひ とつ が

Amdahlの よ うな プ ラグ ・ コンパ .ティブル ・メイ ン フ レーム で あ ろ う。勝 つ た め

の ひ とつの 方 策 で は あ るが,こ の露 骨な 方 法 もユ ーザ ーの支持 が あ っては じめ て

成 り立 ち得 る。 日米 の2つ の 企 業連 合 に よ る,こ のIBMユ ーザ ー横 ど り作 戦 は,

短 期 間 に著 し い成 果 をあ げ,IBMの 戦略 に もか な りの影 響 を 与 え た もの と思 わ

れ る。

IBMと して は,ソ フ トウ ェアの 開発 成果 を,ζ の よ うな か た ちで利用 され る

のは,将 来 の ビ ジネ スに 悪 い結 果 を もた らす と判 断 す るのが 当 然 で あ る。370/

138,148の 発表 には,そ の よ うなIBMの 判 断 と決 意が何 気 な く隠 され て い た

とい え よ う。

76年 度 には,シ リー ズ/1ミ ニ コン ピュ ー タか ら370/168APに い た る様 々
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な ニ ュー ・モ デルが 発 表 され た が,370/138,148の 両機 種 は,そ の 中 で もと く

に重 要 な 位 置 を占 め る もの とみ られ て い る。

プ ラ グ ・コンパ テ ィブ ルCPUへ の直 接 の 対抗 機 と しては370/158APお よび

168APが 出 て きた が,㎞dah1ら 競 合 メー カ ーに と って真 の脅 威 は,370/138,

148に み られ た オ ペ レLテ ィ ング ・シ ス テム の フ ァー ム ウ ェア化 であ ろ う。IB

Mは 書 き換 え可 能 制御 記憶 機 構 へ のOS移 行 をす す め て ゆ くであ ろ う。 価格 分 離

の 完 全 実施 問 題 や,半 導 体 コス トの 低 下,性 能 の 向 上 に と もな う安 く て パ フォー

マ ン スの よい ハ ー ドウ ェア攻 勢 が,今 後 のIBMの 戦 略 で中心 的 な もの になるとみ

られ て い る。 そ し て プ ラ グ ・コンパ テ ィブ ルCPUメ ーカーが,あ る レベ ル まで市

場 侵 略 を は た した と き,IBMは 高 性 能 かつ安 価 な プロセ ッサを本 格 的 に市 場化 し

て くる もの と思 わ れ る。

これ に対 して,プ ラ グ ・コ ンパ テ ィ ブル ・メ ー カ ーは どの よ うな手 を打 つ こ と

が で き るか 。 これ は 日 本 の企 業 に と って も,決 して他 人 事 では な い。370対 抗 に

Amdah1の 技 術 を あ て,IBMよ り安 い周 辺 装 置 で海 外 進 出 をは た そ うとい うポ

リシー か らす れ ば,IBMの 対 プ ラ グ ・コ ンパ テ ィブル戦略 の一 挙 一動 は,直 接

に ひ び い て く る こ とに な る とみ られ て い る。

次 期 コ ン ピュー タの 設 計 にお い ては,IBMが 分散 処 理 の 方 向 で,安 価 でか つ

高 性 能 の プ ロセ ッサ を各 種 発 表 して く るの で はな いか との観 測 が な され て い る。

そ してSNAと い うネ ッ トワー ク設 計 の体 系 は,こ れ らプ ロセ ッサ を効 率 的 に結

ん で ゆ く方 向 に改 善 が 続 け られ よ う。76年 度 に は370/138,148と 並 ん で重 要 な

発 表 とし て,SNAの 本格 的 コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク化 が あ げ られ よ う。

な おIBMは,こ れ ら市 場 戦 略 を すす め て ゆ くな か で,依 然 企 業 成 長 記録 を伸

ば し続 け てお り,利 益 は約24億 ドル に も達 してい る。 これ は 前 年比 で20.50/.の 増

加 とい う優秀 な 内容 で あ った。
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経営財務状況

IBMの76年 度 連 結 決 算 によれば,総 収 入 が 前 年 比12.9%増 の163億433万

ドル(約4兆8,912億9,900万 円)に 達 し,利 益 額 は20.50/・ 増 の23億9β09万

ドル(約7,194億2,700万 円)と な った 。76年 度 の 全 収 入 の うち,海 外 事業 に よ

る ものは,81億5,400万 ドルで 全 体 の お よそ50%に,ま た純 益 は 約55.6%の11億

600万 ドルに達 した 。76年 度 の海 外 事業 の全 体 に 占 め る割 合 は,収 入,利 益 と も

に前 年 に比 べ わず か に 低 下 して い るが,収 入 は 前 年 に 引 き続 き500/・の ライ ン を越

え,利 益 貢 献 度 は相 変 らず 国 内事 業 を 上 まわ った 。

76年 度 決 算 に つ い て,ケ ア リー会長 は次 の よ うに述 べ てい る。 「76年 度 は デ

ー タ処 理 装 置 の 買 い取 り傾 向 が世 界 的 に強 く,と く に第4四 半期 は記 録 的 伸 びを

示 した 。 こ の よ うに買 取 りが 年 間 を通 じて高 か った こ とが,利 益 に大 きく貢 献 し

ている。」装 置 の 売 り切 りが 引 き続 きハ イペ ースで 進 んだ こと に よ り,レ ンタ ルお よ

び サ ー ビス収 入 は比 較 的 小 さな 伸 び(前 年比46%増)に と どま った。

こ う した76年 度 の買取 刺 激 策 に よ って,IBMの 現金 収 入 は どん どん ふ く ら

ん でお り,恒 例 のFortune順 位 で は第2位 に ラ ンク され るほ ど。 そ して 今や 儲 ぎ

に構 い だ現 金 を いか に投 資 す るか とい う,投 資 管 理 がIBMの も うひ とつ の事 業

とま で い われ てい る。 同 社 の投 資 態度 は,安 全 性 の 高 い もの の み に投 資 す る と い

う,超 保 守 的 な もので あ るが,反 面 利益 率 は7%と 低 く,自 社 に投 資 した場 合 の

投 資 回収 率 の35%に お よぼ な い。 こ う した こ とか ら 自社 に投 資 す る とい う発 想 も

出 て きた の で あ ろ う。
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独禁法係争

76年 度 の は じめの時 期 よ り,対 司法 省 との独 禁 法 係争 ではIBMの ほ うか ら

和解 提案 が 行 な わ れ て い る との 情報 が しき りで あ った 。 これはIBMと 司法 省 の

担 当者 相 互 で裁 判 の 進 行 に 関 す る討 議 と会 談 を行 な った 際,IBM側 が 司法 省 独

禁 法 部長 に 対 して和 解 の提 示 を行 った と み られ たか らで あ る。 これ に 対 して 司法

省 側 は,そ の よ うな具 体 的 事 実は な か った と釈 明 し てい る。

しか し米 国 の最 近 の政 治 経 済 の 環 境変 化 は,何 らか のか た ち で政 府 とIBMが

和 解 ない しは 協 調 の方 向 に むか っ て ゆ くの では な い か との観測 を強 め てい る。 カ

ー ター(Carter)新 政 権 に 関係 者 が 次 々参 加 した とい うこ とで ,IBMが 裏 に
ぐ

ま わ って工 作 して い る と さえ言 わ れ るが,IBMと 司法 省 の コン セ ン ト ・デ ィグ

リーは,も っ と産業 の 構 造 的 検討 か らそ の可 能 性 が 見直 され るべ きだ ろ う。IB

M訴 訟 は,独 禁 史 上最 大 と い われ る。 このた め結 着 は,そ う安 易 なか た ち でつ け

られ る とは 思 え な い。 しか し,米 国 の産 業 の 中 で,コ ン ピュ ー タ産業 が 今 や最 も

有 望な 国際 的 商 品 とな りつ つ あ り,IBMが この 分 野 を圧倒 的 に リー トして い る

以 上,分 割 に よ っ てIBMの 企 業 生 命 を断 つ こ とは そん なに利 益 にな る とは思 え

な い 。

IBMは,す でに この辺 の読 み を行 な った 上 で,自 らの手 で最 良 のか た ちに よ

る組 織 分 割 をす す め て きた とみ られ てい る。 こ う した こ とか らす れ ば,IBMが

司法 省 に何 らか の打診 を した とい う報 道 も,簡 単 に 無 根 と片 ず け られ ぬ だ ろ う。

さ て 司法省 対IBM独 禁 裁 判 の 公判 は,1975年5月19日 に開 始 され た が,ほ

ぼ1年 を超 えた76年5月 末 ま で に,フ ァイ ル され た証 拠書 類 は19,179ペ ー ジに お

よ ぶ膨 大 な もの とな った 。 公判 は被 告,原 告 の 双 方 か らの証 人が 次 々 と証 言 し,

コ ン ピュー タ ・ビ ジネ スの 内幕 が 明 らか に され つ つ あ る。

こ うし た中 で,司 法 省 以 外 の係 争 も新 しい展 開 をみ せ た。IBMはVIP
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Systems,MeimoreyTechnology,SandersAssociatesInc.ら と次 々示 談 を

成 立 させ る一 方,SymbolicControlInc.}こ は勝 訴 を収 め た 。

示 談 の 中 で も,SandersAssociatesの ケ ースは ユ ニー クな もの で あ った 。

77年1月 に入 って突 然 発 表 され た この和 解 は,IBMか ら1,000万 ドル の 支払

い を受 け る こ とでSandersが2億5,000万 ドル の3倍 賠 償 請求 を ひ っ こめ る と い

うか た ち に な った。 支払 い は,実 際 に はIBMが,製 品 開発 依 頼 費 お よびSanders

製 品 の買 付 とい うか た ちで 行 な う。Sanders社 の ポー プ(H.W.Pope)会 長 に

よれ ば,訴 訟 関係 の話 し合 い でIBMと 情報 交換 して い る間 に,IBMの 将 来 シ

ス テ ム にSanders社 の 技 術 を応 用 してゆ く可能 性が 強 くな り,両 社 が提 携 して ゆ

くこ とが,あ る種製 品分 野 の ユ ー ザ ー ・ニ ー ズ を満 す の に最 良 と判 断 した か らで

あ る とい う。 と もあ れ,こ の契約 獲 得 が らみ の示 談成 立 に よ っ て,Sandersの 業

績 は好 転 す るで あ ろ う との評 価 が も っぱ らで あ る。

そ の他 主 な と こ ろで はCalComp対IBMの 公 判 は デ ィス ク ・ドラ イ・ブに焦 点

を絞 っ て展 開 され る こ と とな った。 そ してIBMの 反 訴 の商 業 機 密 盗用 の 合同 審

理 は,分 離 が 決 定 した。Memorexの,35億 ドルの3倍 賠 償 請 求 は 最 大 規 模 の

訴 訟 だが,公 判 の ス タ ー トは1977年3月8日 の予 定 が5月 ごろ まで遅 れ る こ と

が確 実視 され て い る。

市 場 占有 状況

独 禁 法 係 争 は,い うまで もな く,IBMの 独 占 的市 場 支 配 力 を前 提 に して争 そ

わ れ て い るが,米 国 の調査 会 社IDC(InternationalDataCorp.)は,IB

Mの そ の市 場 占拠 の 実態 に つ い て 次 の よ うな 報 告 を行 な っ てい る。

そ れ に よ る と1975年 末 の時 点 で,米 国 内 に設 置 され て い る全 コン ピュ ー タ

(設 置 金 額)の68%がIBM製 品 で あ る とい う。 ま た コン ピ ュー タの設 置 状況 を

産 業 別 にみ た場 合,保 険 業 界 へ のIBMの 食 い込 み は 圧倒 的 で,総 設 置 金 額 の 実

に86%がIBM製 品 で 占め られ て い る。産 業 全 体 で みた場 合,連 邦 政 府 関 係 市場

を除 く全 産 業 で 過半 数 を占 めぬ 市 場 はな い。(連 邦 政 府 市 場 の み47.20/。 の 占有 率)
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ま た産 業 別 にみ た場 合,IBMコ ン ピュ ー タの 設 置 は鉱 工業,金 融 ・保 険 に 多 い

と され てい る。(図ll-8-4参 照)
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ま た規模 別に み た場 合 に は,金 額 的には 大 型機 の割 合 い が 高 く,全 メー カ ーの

平 均的 レベ ルを上 回 っ て い る。(図ll-8-5参 照)モ デ ル 名 でい え ば,370/

155,158ク ラ スの設 置 が 多 いの で あ る。通 常IBMの ドル箱 とい われ てい る中型

機,370/125,135ク ラスは,金 額 的 に は 大 型機 を い くぶ ん 下 まわ っ て い るが ～

台 数 では は るか に 多 い 。 な おIBM装 置 の取 得 は,図ll-8-6に み る よ うに買

取 りが レ ンタ ル に ちか い レベ ル に な って きて お り,第3者 リー スへ の売 切 りを含

め る と伝統 的 リー ス,レ ンタ ル の セ ー ル スは 小 さ くな って きて い る といえ よ う。

図ll-8-6 取 得 方法 に よ るIBMの 米 国内設 置 ベ ー ス

(75年 末,金 額 比)

買 取
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中,大 型機の機能強化

昨 年 末 ま で はAmdha1はIBM大 型機 ユー ザ を ね らい うち に し て,ご く短 期 間

の うち に合 計21台,金 額 に して8,800万 ドル を売 切 った が,こ れ はIBMの 大 型

シ ェアの6%ぐ らい に あ た るの で は な いか とみ られ てい る。76年 度 はIBMが 様

様 な370シ リーズ機 能 強 化 を実施 した が,中 で も年 の は じ めに行 な った370/t168

APS(付 加 プ ロセ ッサ)お よ び158APSはAmdahlと かltel社 の プ ラ グ ・

コンパ テ ィブ ルCPUに 対 抗 す る意 図 の もとに発 表 され た とみ られ て い る。

370/158APSは,従 来 の158単 プ ロ セ ッサ(UPS-UniProcessor

System)に も うひ とつ の命 令 機構 を備 え たIBM3052-1型 付 加 処 理 装 置 を

加 え た もので,従 来 の モ デル158UPSに 比 べ て,そ の 内部処 理速 度 は1.5倍 か

ら1.8倍 向 上 した と され て い る 。158APSの ね らい は,370/155か らVSバ

ー ジ 。ン の158へ の 移 行 が90%が た 達 成 され た こ とに よ る158の 能 力強 化 が 必 要

にな っ て き た こ と,お よ び大 型 機 市 場 での競 争 激 化 に対 応 す るた めで あ る。 さ ら

に これ に加 え て,MVSオ ペ レ ーテ ィン グ ・シ ス テ ムの利用 を促 進 す る と と もに,

DB/DCを よ り効 率 的 に 実行 す るた め と され て い る 。

競 争 激 化 へ の対 応 とい う点 につ い て は,Amdahlに 次 ぐ プ ラ ・コン ・メー カ ー

で あ るItelのASシ リー ズの158対 抗 機AS/5MPに 比 べ,158APSは よ り安

い価 格 設定 に な って い る。Itelは,IBM大 型 リ プ レー ス ・モ デ ルの 発 表 に あ た

り,Amdah1470V/6が370/168を 対象 に し たの に対 し て370/158,148ユ ー

ザ ー の横 ど りを ね ら った もの で あ り,IBMの158APSの 発 表 は,こ れ に対 応 す

る もの とな っ た。

一方168APSの ほ うは ,そ れ 以 前 の シス テ ムで あ る168UPの パ フ ォ ー マ ン

ス を50～80%が た 改 良 し た もの であ る。 構造 的 に は 同 じ付 加 プ ロセ ッサ に よ る能

力 ア ップだ 。 従来 の168の バ ー ジ ョ ンに は,UPとMP(Multi-Processor)
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が あ った が,こ の 価格 差 が倍 以 上 開 い てお り,そ こへ370/168と 同 等 の 価格 で

2倍 の パ フ ォー マ ンス ・ア ップ とい うAmdah1の470V/6が つけい って きた の で

あ った 。168APSは,従 っ て,こ の168バ ー ジ ョンの 間 隔 を埋 め470V/6に

対 抗 す る任 務 を もお び て い るわ け で あ るが,168APSに よ って は まだ完 全 に

470V/6に 対 応 で きな い だ ろ うとの 観測 が あ り,コ ス ト ・パ フ ォー マ ン ス的 に

み て168の さ らに新 しい バ ー ジ ョンの登 場 も考 え られ る。

76年 度 は,こ の他 に も注 目 すべ き新 製品 の発 表 が あ った 。370/148お よ び

138の 発 表 で あ る。 この両 モ デ ルの 登 場 に よ って,IBMの 新 しい戦 略 の イ メー

ジが 開 か れ た とい って よい 。

370/138,148発 表 の 内容 は 次 の よ うな もの で あ った 。

表 ∬-8-1 O.5メ ガ バ イ トCPUの 場 合,

135と138の 価 格 構 成

モ デ ル135 モ デ ル138

月 間 レンタ ル

12,665ド ル/月 9,600ド ル/月

(8,730ド ル/月 リー ス)

買 取 666,265ド ル 350,000ド ル

表ll-8-2 1メ ガ バ イ トCPUの 場 合,

145と148の 価 格構 成

モ デ ル145 モデ ル148

月間 レ ンタル 23,820ド ル/月 19,000ド ル/月

買 取 1264,155ド ノレ 689,000ド ル

〆

138の パ フ ォ ー マ ン ス は,内 部 速 度 に お い て,135よ り29～36%が た 速 くなっ

て お り,148は145に 比 べ28～48%速 く な っ た 。
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この2つ の モ デ ルが業 界 に与 えた影 響 は きわ め て大 きい もの が あ った。 ま ず さ

きに みた よ うに,価 格 構 成 が従 来 モ デル に比べ 思 い 切 って低 く設 定 さ れて い る こ

と だ。 と くに意味 の あ りそ うな のは,買 取 りに有 利 な設 定 に な っ た とい う こ とで

あ る。性 能 を 上げ て,価 格 を下げ た の で あ るか らユ ー ザ ーが喜 ば ぬ わ けは な い 。

コ ス トの節 約 とい うこ とで は,機 器 構 成 に よ り異 るが,135,145の モ デル に比

べ てお お よ そ20%～50%も の費用 が 節約 で き る とみ られ て い る。

2つ の ニ ュー ・モ デ ルは,経 済 性 とい う特 長 の他 に も,い くつ か の話題 の的 と

な るべ き事柄 を提 供 してい る。 た とえばRCSとOSの 関 係,そ れ に関 連 した プ

ラ グ ・コンパ テ ィ ブ ル ・メー カ ーへ の影 響,さ らにはOSの 価 格 分 離 問 題 な どが

そ れ であ る。

書 き換 え可 能 制 御記 憶 機 構(RCS)の 容 量 を,従 来 の モデ ル に比 べ4000/。 増

や し,オ ペ レーテ ィン グ ・シ ステ ムの機 能 の最 も重 要 な部 分 を こ こ に組 み込 ん だ

と い うこ とは.138,148発 表 で,経 済 性 に劣 らぬ ほ ど重要 な 出来 事 であ った と

み られ てい る 。IBMに よれ ば,138,148の 両機 種 は,13万1,072キ ャ ラク タ

の 書 換 え 可能 制御 記憶 機 構 を有 して お り,こ の機 構 の容 量 は,135の 標 準 モデ ル

に 比 べ5倍,145の それ に 比 べ て も4倍 とな って い る。

このRCSは フ ァ ー ム ウェ ア あ るい は マ イ ク ロ コー ドと呼 ばれ る ものに 対 す る

JB'M流 の 呼称 で,こ とに 基 本 的 なOS機 能 を移 そ う としてい るの で あ る 。 これ

は 今後CPU,周 辺 機 器 プ ラ グ ・コンパ テ ィブル ・メ ーカ ーの 大 きな障 壁 にな る

だ ろ う。

138,148で は,こ の他 増 殖 メ モ リの大 幅 引 き下 げ を 実施 した が,こ れ は145

の ア ド ・オ ン ・メ モ リ市 場 にか な りの程 度 食 い込 ん で いた独 立 系 メー カ ーに と っ

て 大 きな脅威 とな っ た。IBMは,135,145の バ イ ポー ラ ・メ モ リに 比べ て,

よ り安 価 なMOSFETを 採 用 す るこ とに よ り,大 幅 な価 格 の引 き下 げ を実現 した

の で あ る。

ま た138,145の 発 表 は,改 め てIBMの 価格 分 離 の可 能 性 をOSに 関 して む

しか え す か た ちにな った が,一 方 ではRCSの 拡 大 に よ り,ス ー パバ イ ザ機 能 が
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RCSに 多 く移 るな ら,ソ フ トウェ ア ・パ ッケ ー ジの 開 発 者 とか ユ ーザ ー がIB

Mの ソ フ トウェ アお よ びOSを 独 自に 修正 しに く くな るだ ろ う と もみ られ て い る。

この 他,こ の2つ の モ デ ルの 登場 が,370シ リー ズ全 体 の ラ イ フ ・サイ ク ルに

どの よ うな 影響 を もた らす か も論 議 の対 象 とな った 。一 般 に は,両 機 種 の発 表 に

よ り,370シ リー ズが いよ い よ終 焉 に近 ず い て きて い るの で はな いか とみ られ て

い る。 その大 きな よ りど こ ろ と み られ るのが,新 機 種 の買 取 りを異 例 の熱 心 さで

奨励 し てい る こ とで あ ろ う。

■
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SNAが コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク に

370/158,168APSと138/148各 モデ ルの発 表 に よ り,IBMは370中,上

位 機 種 の 化 粧 直 しを行 な った が,こ う した動 きに劣 らず重要 な の が,ネ ッ トワ ー
、

ク体系 の グ レー ド ・ア ップ であ った 。

SNAは,実 質 的 にFSの ベ ー スに な る もの で あ った し,360シ リーズ概 念 の

発 表 以来 の 設 計概 念 の革 新 であ った こ とが よ うや く認 識 され る よ うにな って きた 。

IBMは,こ れ に よ って オ ン ライ ン ・シ ステ ム開発 問題 の根 本 解 決 を め ざす と と

もに,ユ ー ザ ー の分散 処 理へ の根 強 い要 求 に応 え てゆ こ う と して い る。

こ うした意 味 か らす れ ば,76年 度 の小 型機 分 野 で の注 目す べ き新 製 品,シ リー

ズ/1シ ス テ ムの発 表 も,SNAの ネ ッ トワ ー クが らみ の戦 略 を担 った もの で あ

る と考 え る こ とが で き る。 シ リー ズ/1は,米 国 お よ び カ ナ ダ市 場 で 発 表 され,

モ デ ル3お よ び5の 外 に,各 々にA,Bの サ ブモ デル が用 意 され て い る。 標 準 タ

イ プ とみ られ るモ デ ル3(16K～64Kバ イ トMOS記 憶)のCPU価 格 は4,360

ドル,16Kメ モ リ ・イ ン ク レメ ン トが1,800ド ル と一般 の ミニ コ ンの範 ち ゅ うに

入 る製 品 で あ る。 この モ デ ルは,半 年 ほ ど前 か ら存 在 が 指摘 され てい た 。 とい う

の はIBMが 非 公式 に販 売 して いた か らで,売 込 み の 対象 は メ ガ ミニ を使 っ て分

散 処理 を行 な お う として い る高 度 な ユ ーザ ー で あ った 。 ここ1,2年 の 間,メ ガ

ミニ と呼 ばれ る高 性能 ミニ コンを数 台 ネ ッ トワー ク で結 ん で,IBMの 中,大 型

ユ ーザ ーを 横 ど り しよ うとの 動 きが 活発 に な っ て いた の で あ る。 シ リーズ/1は,

この分 野 で の対 抗 策 で あ った わ けだ 。

さて分 散 処 理 の基 本 とな るネ ッ トワー クの設 計 に関 して,IBMはSNAを 本

格 的 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに グ レー ド ・ア ップした 。従 来 のSNAは,図

に あ る よ うに,い わ ゆ る ツ リー構 造 型 の もの で,複 数 ター ミナ ルか ら中央 のCP

Uの プ ログ ラ ム ・リ ソー ス を共 有す る道 を開 いた 。 しか しな が らこの 初期 の ネ ッ
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トワー クは,本 格 的 コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク とは言 い 難 く,い ずれ は 拡 張 さ

れ るべ き もの とみ られ て い た 。

図 ∬-8-7従 来 のSNA

lBMシ ス テ ム/370
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ス タ ー ト ・ス トップ

あ るい はBSC

通信端末装置SNA通 信 システム

SNA通 信 システム

今回発 表 の複 数 ネ ッ トワー キ ン グ(マ ル チ プルSNA)は,こ う した ア クセ ス

手 法 の一 本 化,回 線 制御 の 標 準 化 と い うSNAの 基 本 概 念 を も とに,2つ 以 上 の

.コ ン ピュー タとそ れ ぞれ に接 続 され た ネ ッ トワー ク との間 で,デ ー タや ア プ リケ

ー シ ・ ン ・プ ログ ラム を共 用 し ,相 互 に ダ イ レ ク ト ・コ ミュニケ ー シ ョン を可 能

に した。

IBMが 各 付 け た この 複 数 シ ステ ム ・ネ ッ トワーキ ン グは,370/158APな ど

各 種 ホ ス トを結 び,ホ ス ト ・コ ン ピュー タ間 で 一種 の ロー ド・シ ェ ア リン グ も行

な う こ とが で き る。 こ のた め,従 来 の 単 一 ホ ス トを対象 と したVTAMお よ びN

CP通 信 制 御 プ ロ グラム の 機 能 拡 張 が 行 な わ れ,ニ ュー ・バ ー ジ ョン と しての プ
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「

図 ∬-8-8 複数 の ホ ス ト ・コン ピュー タ を接 続

した拡 張 型SNA

18Mシ ス テ ム370

遮]匝iコ

㊥

1BMシ ス テ ム!370

kは 今 回新たに可能となった接続方法

㊥

㊥

≡

lBMシ ス テ ム!370

■

●

ロ グ ラムACF/VTAM,ACF/NCPが 別建 て価格 で提 供 され る こと に な っ

た。 と同時 に大 規 模 化 す る複 数 ホ ス トの ネ ッ トワー クを集 中 的 に 管理 す る た め の

サ ポー ト ・プ ログ ラ ムNOSPが 新 た に発 表 された 。

ACF/VTAMは,従 来 のVTAMを 機 能 改良 した もの で,SSCP相 互 の

や りと りな ど ネ ッ トワ ー ク管 理 の立 場 か ら機能 の拡 張が 行な われ た。ACF/

VTAMはACF/NCP/VSと と もに,複 数 シ ステ ム ・ネ ッ トワー ク内 で使

用 す る ア プ リケ ー シ ョンや デ ー タ ・フ ァイ ル を タ ー ミナルか ら使用 す る際 の経 路

管理 を行 な う。換 言 す れ ば,こ れ に よ っ て複 数 の ドメイ ン(単 一 の ツ リー型SN

Aネ ッ トワ ー クをIBMは ドメイ ン と定 義 して い る)間 での デ ー タ ・フ ロー管 理
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が可 能 に な っ た。 これ は 次 の よ うなか た ちで行 な われ る。
、

図1-8-9拡 張 型SNAに よ る ドメ イ ン間

デ ー タ ・フ ロ ー 管 理

単一システム ・ネットワーク

をドメインと定義する

N

…・鵠 ・妾・グ・

6綴

ユーザ ー ・

ター ミナル ;ゴ 三、↓

SNAに お け るセ ッシ ョ ンの開 設 は,物 理 ユ ニ ッ トや ター ミナ ル ・オペ レー タ

か らの 要 求 に よ り,オ ー ナ ー シ ップを持 った ホス ト ・コ ン ピュ ー タな い しホ ス ト,

ター ミナ ル間 にお け る2つ の論 理 ユ ニ ッ トの セ ッシ ョン開 始 お よ び終 了 を行 な う

こ とが で き る。 この た め,図 に 示 した よ うに,あ る ドメ イ ンの ター ミナ ルか ら他

の ドメ イ ンの ホ ス トの アプ リケ ー シ ョ ンを使用 す るた め には,ま ず 自分 の属 す る

ドメイ ンのCPUに 問 い合 わせ を行 な い,そ のCPUの ネ ッ トワー ク管 理 者 であ

るSSCPが,他 の ドメ イ ンのSSCPに 連 絡 し,最 終 的 に は3705を 通 じ て他

ホ ス トと タ ー ミナ ルが リ ン ク され るので あ る。

なおNOSP(ネ ッ トワ ー ク操 作 サ ポー ト ・プ ロ グラ ム)で あ るが,こ れ は複

雑 にな った コ ン ピ ュー タ間 通信 の 制御 を,CPUな い し3705に 接 続 した コン ソ

ー ルか ら集 中 的 に ユ ーザ ーが 管理 で き る よ うにす る標 準 的 な サ ポー ト ・プ ログ ラ

ムで あ る。NOSPは,標 準 的 な サ ポ ー トを行 な うほ か,ユ ー ザ ー の独 自の ネ ッ

ト ワーク管 理 を と り入 れ るユ ーザ ー ・エ クジ ッ トを持 って お り,こ れ まで に比べ

柔軟 な サ ポ ー トが期 待 で きる仕組 み にな った 。
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●

将 来 戦 略

結 局,複 数 ネ ッ トワーキ ング機能 へ の拡 張は.単 一 ネ ッ トワ ー クで 実現 したS

NAの 基 本 概 念 に は手 を加 えず に行 な われ た 。適 用 業 務層,機 能 管 理 層,伝 送 サ

ブシス テ ム層 の機 能 設 定 に は 何 ん らの変 更 は なか った。 これは,SNAが 最 初 か

ら本 格 的 コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クに むけ て設 計 され て いた こ と を証 明す る も

の であ った 。

と ころ で,コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クとひ と口に い うが,こ れ には様 々の ア

プ ロー チが あ る。 いわ ゆ るARPAタ イ プの よ うに,最 初 か ら異 機 種 間 コン ピュ

ー タを相 互 に結 ん で ,リ ソー ス ・シ ェア リン グ,ロ ー ド・シ ェア リン グ を しよ う

とい う もの もあ る。 一方SNAの よ うに,既 存 の オ ン ライ ン ・シ ス テムの 改 良 と

い うかた ちで ま ず 設計 概 念 を発 表 し,ロ ー カルな タ ー ミナ ル ・ッー ・コ ン ピュ ー

タの基 本 的 ネ ッ トワ ー クに おい て リ ソー スの共 有 を はか った後,コ ン ピュ ー タを

相 互 に結 ん で本 格 的 な コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クに むか って ゆ くア プ ロー チ も

でて きた わ けだ 。IBMの 場 合,Univacな ど とちが い,最 初 か ら異 機 種 間結 合

を 前 提 と し て いな いた め,リ ソー ス ・シ ェア リ ン グ,ロ ー ド ・シ ェ ア リン グの 実

現 が容 易 に な る とみ られ る が,現 実 は異 機 種 間 の結 合 に よ るネ ッ トワー クが避 け

られ ぬ た め,ど ち らの ア プ ロー チが よ いのか 速 断 し難 いだ ろ う。

と もあれ,IBMはSNAに お い

て,最 終 的 には 図 の よ うな コン ピ ュ

ー タ ・ネ ッ トワー クの 実現 をは か っ

てゆ く もの と み られ てい る。SNA

の拡 張 は,こ う し た ネ ッ トワー ク実

現 の た め に行 なわ れ た とみ て よ い で

あ ろ う。ACF/VTAM,NCP

の 機能 改良 は,太 き.くみれ ば 複数 プ

ロセ ッサ と伝 送 系 をつ な ぐた め の ネ

ッ トワー ク管理 能 力 を向 上 させ る 目

図U-8-10
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的 で行 な わ れ た の で あ り,リ ソー ス ・シェ ア リン グの 実現 の た め に 今後 も手 直 し

が 考 え られ る。

こ う した コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク を考 えた場 合,CPUは ま す ま す機 能 分

担 的 プ ロセ ッサ と しての意 義 づ け が強 くな・って く るだ ろ うとみ られ て い る。IB

Mの 研 究員 として知 られ る ジ ェ ーム ズ ・マ ー チ ン(JamesMartin)博 士 は,77

年 は じ め ロン ドンで将 来 の コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムに つ い て 講 演 を行 な った が,

この中 では じめ てIBMが バ ック ・エ ン ド ・マ ス ・ス トー レ ッジ ・プ ロセ ッサ の

開 発 を考 え てい る こ とが,間 接 的な が ら明 らか に され た 。

さ きの図 に則 し て いえ ば,各 種 プ ロセ ッサ とは,シ リ ーズ/1ミ ニ コ ン ピュ ー

タは もち ろん,こ う した バ ック ・エ ン ド ・プ ロセ ッサ とか デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ

ジ メ ン ト ・プ ロセ ッサ を も含 ん で お り,こ れ らが いわ ば ネ ッ トワー ク ・プ ロセ ッ

サ と してSNAの 網 体系 に接 続 し,分 散 処 理 ア プ リケ ー シ ョ ン 実現 に むか って稼

動 す るよ うにな る こ とは十 分 予 想 で き る とこ ろで あ る。

IBMの 将 来 戦 略は,ネ ッ トワー クが らみ で考 え る とか な りス ッキ リす るの で

は なか ろ うか 。

衛 星 通信 とSNA

1967年 の大 きな 出来 事 の ひ とつ に,衛 星通 信 事 業 へ の本 格 参 入 が あ げ られ る。

IBMは ちか く国際 デ ー タ通 信 にの り出 すた めの準 備 と して,大 西 洋 間 コ ン ピュ

ー タ通 信 を実験 す る とい う が ,こ れ はSDLCを 基 本 とす る伝 送 に な り,2つ の

コ ンピ ュー タ間 で の ロー ド ・シ ェ ア リン グはSNAの 実 現 に よ って可 能 にな っ た

わ け で あ る 。 ま た伝 送 系 へ の機 能 改良 は,将 来 は一 種 の 高 性 能 複 合 交 換 機 に よ っ

て も行 な われ る とみ られ て い る。

衛 星 通信 と複 合 交 換機 に よ る通 信 サ ー ビスは,国 際 間 に ま た が り活躍 す る多 国

籍 企業 にSNAの も とで 実現 す る コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クを提 供 す る こ とに

な るとみ られている。そ し て そ の時 の デ ー タ処 理 の か た ちは,画 像通 信処 理 を も含

む 総 合 的 事 務処 理 サー ビス とい った内 容 の ものにな るのではないか と予想 されてい る。
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76年 の 主 な 動 き

1月 ・素 人 で もす ぐ利 用 で き る 会 話 型 シ ス テ ム を 実 現 す る プ ロ グ ラ ム ・プ ロダ ク

ツVSPC(VirtualStoragePersonalComputing)を 発 表 。 言 語 は

APL,Basic,FORTRANの バ ー ジ ョ ンが あ る 。

・GSD
,S/3モ デ ル4,S/32の グ レ ー ドア ップ,お よ び5230デ ー

タ収 集 シ ス テ ム を発 表 。

2月 ・連 邦 取 引 委 員 会(FederalTradeCommission)は,事 務 用 タ イ プ ラ イ

タ業 界 に お け るIBMの 立 場,市 場 で の シ ェ ア の 状 況 を 調 査 す る こ とに な

っ た 。

・IBMを 独 占 禁 止 法 違 反 で 訴 え て い たSymbolicControl,Inc .が 主 張

を認 め られ ず 敗 訴 し た 。

・168-3の50～80%の パ フ ォ ー マ ン ス増 強 を 行 った370/168AP(Attached

Processer)シ ス テ ム を 発 表 。

・OS/VS2リ リ ー ス1 .7を 強 化 し てSNA/VTAMを 使 い 幅 広 い タ ー ミナ ル

が 使 用 可 能 とな った 。 タ ー ミナ ル は3767,3270,3770,3790な ど 。

・ラ ル フ ズ ・ス ー パ ー ・チ ェー ンか ら13シ ス テ ム,150万 ドル に の ぼ るPO

Sを 受 注 した 。IBMと し て 最 大 の もの 。

・米 国 周 辺 機 器 業 者 協 会CIA(ComputerIndustryAssn .)は,IBM

独 禁 法 違 反 係 争 に 関 し て 司 法 省 に 示 談 勧 告 を 行 な っ た こ と を 明 らか に した 。

・大 容 量 記 憶 シ ス テ ム3850の 第 一 号 出 荷 モ デ ル がNASA(米 航 空 宇 宙 局)

で 使 用 さ れ る こ と に な った 。

4月 ・3600金 融 シ ス テ ム,3790リ モ ー ト ・ プ ロ セ ッサ ・シ ス テ ムの 機 能 強 化

と コ ン トロ ー ラな ど の 価 格 値 下 げ を 発 表 した 。

・独 禁 法 係 争 でVIPSystems ,Inc.と 示 談 す る こ と で 合 意 に 達 し た と

発 表 し た 。
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・通信 会社SBS(SateliteBusinessSystems)社 は,FCC(連 邦 通

信 委 員 会)に 対 し,経 営 か らIBM社 の影 響 力 を 切離 す との 新方 針 を提 示

した 。

・370/115,125に3420モ デ ル3,5磁 気 テ ー プの接 続 を 可 能 とす る

3sb3テ ー プ ・ドラ イ ブ ・コ ン トロー ラを 発表 。

5月 ・フ ェ ニ ックスで 開か れ た 年 次総 会 でケ ア リー会 長 は 日本 政 府 が コン ピ ュ ー

タ産 業 を輸 出産 業 に す る こ とを 目論 ん でい る と異 例の 所 信 を のべ た 。

・米 国,カ ナ ダ ,日 本 に限 って最 高350/・e4も お よ ぶ コン ピュ ー タ ・シ ステ ム

製品 の 買取 価 格 引 下 げ を発 表 した。

・シ ステ ム/3モ デ ル8お よ び10に9 .8メ ガ バイ ト ・デ ィス ク を追加 す る こ

とに よ り,シ ス テ ム/3の 機 能強 化 をは か った 。

・MOSFET製 造 技 術 の 進 歩 を理 由 にMOSメ モ リを採 用 して い る370/115

125,158,168,S/3-8,12,15お よびS/32,5100の9機 種 の買取 価格 を

最 高350/・値 下 げ した 。

6月 ・OS/VS2リ リー ス3.7を 発 表 。 大 型 ユ ーザ ーがJES-2機 能 を持…て

るほ か,ス ケジューラ,ス ー パ バ イザの 強 化,新 しい マ ネ ジ メ ン ト ・エ レ メ

ン トが特 徴 。

・IBMの3人 の 科 学 者 が 画像 記録 の た めの 新 し い ア プ ロー チ を発 見 した 。

この方法 は 従来 の写 真 技 術 と同 じよ うに フ ィル ム に画 像 を と らえ るの だ が,

写真 とちが う点 は 化 学 的 に画 像 を処 理 す るの では な く,電 気 的な 方 法で画

像 を と らえ る点 。

・S/32に ワー ド ・プ ロ セ ッシ ング機 能 を追 加,発 表 した 。

・米 国 の大 手 小 売業 者J.C .Penney社 か ら3653POSタ ー ミナ ル6,000

台 と3651コ ン トロ ー ラ数 百 台,金 額 に して約2,500万 ドル にの ぼ る受注

を得 た 。

・小型,超 小 型 の 両分 野 で2つ の ニ ュー ・モ デ ル を発 表 した 。1つ は シス テ

ム/3モ デル15に 加 え た新 しい プ ロセ ッサ で,モ デ ル15Dと 呼 ばれ るMO
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Sメ モ リ ・マ シ ン で あ る 。 も う1つ は 超 小 型 機 シ ス テ ム/32の 最 下 位 バ ー

ジ ョ ンで,デ ィ ス ク ・サ イ ズ が,こ れ ま で の 最 小 の5メ ガ バ!ト か ら3.2

メ ガ バ イ トに 削 減 さ れ た モ デ ル 。

7月 ・370シ リ ー ズ ・コ ン ピ ュ ー タ の 中 型 機 と し て,新 し く モ デ ル138と148を

発 表 した 。 新 機 種 の モ デ ル138と148の 最 大 特 色 は,メ モ リ に 従 来 の135

お よ び145型 で 用 い て い た,い わ ゆ る バ イ ポ ー ラの かわ りにMOSFET技

術 を 用 い た こ と で あ り,従 来 の135お よ び145型 よ り価 格 も安 く な っ た 。

・1966年
,67年 に リ リ ー ス し たOS/MFT,MVTを サ ポ ー ト中 止 と 決 定

し た 。

・MVSオ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 下 で 働 く よ り広 範 な デ ー タ安 全 シ ス テ

ムRACF(ResourceAccessControlFacility)を 発 表 し た 。

8月 ・DB/DCソ フ トウ ェ アの 改 良 とCICS/VSとIMS/VSの ニ ュ ー

リ リー ス を 実 施 。

・副 社 長GSD事 業 部 長 の ロ ジ ャ ー ス(ClarenceB .RojersJr.)はW

TA/FE(WorldTradeAmericas/FarEastCorp.)の 取 締 役 に 選

任 され た 。

・SNAタ ー ミナ ル3777の ニ ュ ー ・バ ー ジ ョ ンを 発 表 し た
。 こ れ は3777

モ デ ル2と 呼 ば れ る もの で,リ モ ー ト ・ジ ・ ブ 入 力 シ ス テ ム と し て使 わ れ

る。

9月 ・3850民 需 ユ ー ザ ー 第1号 の コ ネ チ カ ッ ト州 の 電 力 会 社 で は,35台 あ る テ

ー プ ・ ドラ イ ブ の う ち19台 を こ れ で リ プ レ ー ス
,年 間 節 減 額 は30万 ド ル に

の ぼ る と し て い る。

・GSDは120CPSと2851pmの 二 種 の プ リ ンタ をS/32に 投 入,8機

種 増 や し て トー タ ル32モ デ ル と した 。 同 時 にIAPの 追 加 とMCR機 能 も

発 表 され た 。

・GSDは 小 型 機 系 製 品 の レ ン タ ル
,2年 リ ー ス,保 守 料 金,SE料 金 を値

上 げ した 。
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10月 ・370/158APSを 発 表,内 部 パ フ ォ ー マ ン ス を1.5～1.8倍 に あ げ,同 時

に158の 最 大 メ モ リ容 量 を従 来 の4メ ガ バ イ トか ら6メ ガ バ イ トま で 拡 張

可 能 とな っ た 。

・3741キ ー ・デ ィ ス ケ ッ ト ・タ ー ミナ ル装 置 を 含 む 一 連 の デ ー タ ・エ ン ト

リ ー装 置 の 販 売 価 格 を25%切 り 下 げ た 。

11月 ・ ヒ ュ ー ス ト ンで 行 な わ れ た地 理 資 源 物 理 学 会 の 年 次 総 会 で3838ア レ イ ・

フ.ロ セ ッサ を 発 表 。370/158,168と 共 に 働 く もの で1メ ガ バ イ トま で

の メ モ リを 持 っ て い る 。

・158APSと,海 外14か 国 で は 同 時 発 表 した マ ル テ ィ プ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ ・

ネ ッ トワ ー ク を 構 成 す る新SNAが,米 国 で も発 表 さ れ た 。

・10月 にOS/VS1リ リ ー ス6が 使 用 可 能 と な り,SU〔Seleetable

Unit)制 も 採 用 。

・ ミ ニ コンの ピー チ ト リ ー がSeries/1の 名 称 でGSDか ら 発 表 され た 。 売

切 り専 門 で モ デ ル3と5,さ ら に サ ブ モ デ ル と し て お の お のAとBと が あ

る 。

・石 油 採 鉱 業 務 む け に 新 し い ア レイ ・プ ロ セ ッサ を発 表 した 。 こ れ は3838

ア レ イ ・プ ロ セ ッ サ と 呼 ば れ る もの で,370/158お よ び168と 一 緒 に オ

ペ レ ー トす る 。

・GSD(GeneralSystemDiv .)は シ ス テ ム/3モ デ ル12の メ モ リ ・キ

ャパ シテ ィを 拡 大 し た 。

■

●
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9.主 要 本 体 メ ー カ ー の 動 向

Burroughs

,

事 業 内 容

(1)76年 決 算 状 況

76年 最 終 四半期 は,収 入5億8,904万 ドル(約1,767億1,200万 円),純 益

8,198万 ドル(約245億9,400万 円)1株 当純 益2.04ド ルと,前 年 同期 比 で6.7

%の 増 収,18.6%の 増 益 決算 とな った 。

ま た 年間 決 算 では,収 入 が 前 年 実績 の17億211万 ドルの11.7%増 の19億185万

ドル(約5,705億5,500万 円),純 益 は 同 じ く1億6,441万 ドル(1株 当 り4.14

ドル)の13.1%増 の1億8,590万 ドル(約557億7,000万 円),1株 当 りに して

4.62ド ルを達 成 した 。

76年 は,800フ ァ ミ リーの フル ・ライ ン化 を進 めた こと もあ り,受 注 高 は75

年 に比 べ17%伸 び た とい う こ とで あ る が,76年 末 時 点 での受 注 残 高 は,75年 とほ

ぼ 同 程 度 であ る。

Burroughsは,他 メー カー が リセ ッシ ョン で あ え いで い る時 も,IBMと 共

に 止 ま る こ とを知 らぬ か の 如 く順 調 な 伸 び を続 け,76年 決 算 で もこの よ うに増 収

増 益 の 好決 算 とな って い る 。 しか しな が ら,こ の 決 算 が 発表 され るや,Burroughs

の 株 は 急 落 した。 公 表 当 日 の1月17日 の引 け値 は1/Sポ イ ン ト下 げ た だ けだ っ た

が,次 の田 ・は売 り殺 到 し一挙… ÷ 下げ・ さ ら欲 の日には ・÷ 下げ て ・斥

1

に な っ た。76～77年 で最 高lo8-Sま で いったBurroughsの 株 は,3月10日 に は

67ド ルに ま で な って い る。

この 理 由 は,ウ ォール ・ス トリー ト筋 が 予 想 し て いた よ りも低 い伸 び しか 達 成

で きず,IBMの 伸 びに 比 べ遜 色 が著 しか った こ と,受 注 残 高 が 前 年 末 と同 レベ
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ルに と どま った こ と,受 注 に 内部 発注 分 が 含 まれ てい るな ど数 字 に 混 乱 が み られ

た こ と,な どの た め で あ る。

図ll-9-1Burroughs売 上 げ 純 益

推 移

図 ∬-9-2 Burroughs1株 当 り純

益 推 移
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さ らに 前 の3つ の 四半期 に1.5%,2.2%,そ して17.6%の 伸 びを み せ て いた

機 器 の売 切 り収 入 が,最 終 四半 期 に お い て 伸 び をみせ なか った こ と もあ げ られ る。

Burroughsの 収 入 の うち,売 切 り収 入 は そ の56%を 占 め て お り,36.50/・ を占 め

るにす ぎな いIBMに 比 べ,そ の 意 味 す る内 容 は 大 きい。売 切 りの 伸び 悩 み が収

入 の 伸 び悩 み に つなが り,さ らに利 益 の 伸 び悩 み につ な が って ゆ く可 能 性 が大 き

いの であ る。 第1～3四 半 期 の収 入 の 伸 びが11%,11.4%,20.5%で あったのに比

べ,第4四 半期 は7%の 伸 びにす ぎな か った とい う こ とが この一 つ の 証 左 とな ろ

う。

-248一



こ う した ことか ら,少 く と も短 期

的 に みた場 合 は,今 まで の よ う な成

長 は 難 し い,と の 判 断 が 証 券筋 で 下

され た もの と思 わ れ,こ れ が 株価 の

急 落 につな が った とみ る こ とが で き

る。 ウ ォー ル ・ス トリー トの ア ナ リ

ス ト達 は,ほ ぼ 揃 って77年 の 業 績

見 通 しを修 正,1株 当利 益 を 当初 予

測 よ り もO.15・-O.2ド ル程 度 下げ て

い る。

(2)カ ス トマ ー ・ベ ー ス

1975年12月 末 現 在,全 世 界 に設

図ll-9-3Burroughsの コ ン ピ ュ ー タ
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霞 され てい るBurroughs製 のコ ン ピ ュー タは5,948台,金 額 に して32億4,600万

ドルに達 し て いる。 こ の う ち米 国 内 に設 置 され てい るのは3,971台,21億4290

万 ドルで あ る。

米 国内 の 設置 ベ ース は,台 数 ベ ー ス では 第5位 であ るが,金 額 ベ ー スでは,平

均 シス テ ム価 格 の 低 いNCRを 抜 き,第4位 にな って い る。

75年 の 設置 ベ ー ス を機 器 の取 得方 法 別 で み る と,メ ー カー ・リ ー スお よび レ

ン タルが 圧倒 的 に 多 く,米 国内 で は59 .go/・,海 外 で も5&4%に 達 して い る(金 額

比)。 米 国 内 と海 外 の設 置 ベ ー ス で大 きな差 異 がみ られ るの は 第3者 リー スに よ

る設 置 ベ ー スで あ る。 米 国 内 で の それ はBurroughsの 全 設 置 ベ ー ス の10.4%で

あ るの に対 し,海 外 では5.2%に しか す ぎな い 。海 外 市 場 で は この分 買取 りの 比

率 が大 き くな って い る。

買 取 りの 比率 は,概 して小型 にな,るほ ど高 くな っ てい るが,中 大型 のB5500,

B5700の 米 国 内市 場 で の 買取 り比 率 が中型 のB2500～3700よ り もか な り高

くな っ てい るの が注 目 され る。
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コン ピュ ー タの 規 模 別 に設 置 ベ ー

ス をみ る と,米 国内 市場 で は中 型(

B2500～3700),中 大 型(B4500

～5700),小 中型(B200～1700)

の 順 で多 く,海 外 市 場 で は中 型,中

小 型,大 型(B6500～6700)の

順 とな る(い ず れ も金額 比)。 規模

別 の設 置状 況 を台 数 比 でみ る と,小

型 ～中型 が 圧 倒 的 に多 く,米 国 内外

と も約90%に 達 して い る。76年4月

に発 表 され た超 小型 機B80は,発 表

後2ヵ 月で3千 数百 台 の 受注 を得 た

40
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と いわ れ,今 後 の台 数 比 で の設 置 ベ ー

スの 内 容 に 変 化 を もた らす こ とは必 至

で ある。

米 国 での 設 置 ベ ー ス を産 業 別 に み る

と,金 融,保 険,サ ー ビス 業へ の設 置

が 多 く,鉱 工業 分 野 へ の設 置 は比 較 的

少 い。 中 で も銀 行 は,Burroughsの 最

も得意 とす る分 野 で,75年 末 の銀 行 分

野 にお け る設 置 金 額 合計25億3,500万

ドル の うち19.3%はBurroughs製 の コ

ン ヒ。ユー タと な って い る。

図U-9-6Burroughsの 産業 別設

置 ベ ー ス(1975年 末 米

国市場金額比)
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不 断 の 成 長 に も屠 り?

かつ てはIBMを と りま く小 人 の申 で,規 模 も利 益 も小 さく,不 安 定 で,取 る

に足 らな い存 在 にす ぎな か ったBurroughsは,目 覚 しい躍 進 を続 け,今 ではI

BMの 最 も有 力 な競 争 相 手 と いわれ るま でに 至 っ て い る 。

HIS,Univacが 他 メー カーの カス トマ ー ・ベ ー スの吸収 に よ り成 長 し,安

定 の手 が か りを 得 た の に比 べ,Burroughsは,全 くの 内部 成 長 の み で現 在 の 地

位 を獲 得 した の で あ り,こ れ は ま さに注 目 に値 す る こ とで あ る。 利 益 面 の向 上 は

もっ とす ば ら し く,約17%と い う売 上 利 益率(税 引前)は,IBMの27%よ りは

小 さい が,NCR,SperryUnivac,HISの コ ン ピュ ー タ並 びに 事務 機 部 門

に よ る利 益 率 の2倍 以 上 とな っ てい る。税 引 前 利 益 の資 産 に対 す る比 率 は12.80/。

と,IBMの 約 半 分 で あ るが,そ の他 の 主要 本体 メー カ ー と比 べ れ ば ほ ぼ2倍 の

水 準 で あ る 。

しか し,前 述 した よ うに,少 く と も短期 的 に みた 場 合,今 ま で の よ うな 目覚 し

い 成長 は 疑 問 で あ る とみ られ てお り,さ らに よ り長 期 的 にみ た場 合 で も,い くつ

か の不安 要 素 が指 摘 され て い る。 以 下,Burroughsの 成長 の 足 跡 と,明 確 とな
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りつつ あ る陰 の部分 を み て ゆ こ う。

マ ク ドナル ドの手 腕

Burroughsが 現 在 の地 位 を築 くの に大 きな 貢献 を した の は
,Eシ リーズ電 子

式 会計 機 と,B5000シ リー ズ ・コ ン ピュー タで あ る。B5000は,「 パ ー トン

方 式」(開 発 者 ボ ブ ・パ ー トンの名 を と って こ う呼 ば れ た)と 呼 ばれ る特 徴 的 な

ア ー キ テ クチ ャー を もっ て いた 。 これ は 競合 機 種 に比 べ プ ロ グラ ミン グを容易 に

す る とい う もの で,そ の 後 の開 発 機種 に も取 り入 れ られ て,Burrough8の 技 術

革 新 的 名声 を高 め るこ とに 一役 買 った の で あ る。

Eシ リー ズ会 計機 は,全 電 子 式 の もの が 開発 され るま で の 一時 しの ぎの エ レク

トロ メ カ ニカ ル製 品 で,NCRに 対 抗 す るた めの もの で あ った 。 当時 の社 長,レ

イ ・エ ッパ ー ト(RayEppert)は,会 計 機 を犠 牲 に して も コン ピ ュー タを銀 行

と連 邦 政 府 とい う二大 市 場 に売 込 も うと して い た。 しか し技 術,販 売 の両 面 で事

は思 った よ うに は か ど らず,事 態 は 悪 化 して い った。

その 頃,現 会 長 の レイ ・W・ マ ク ドナ ル ド(RayW.Macdonald)は 国際 事

業 部 長 の地 位 に あ り,後 年 の業 績 を暗示 す るよ うな経 営 手 腕 の 冴 え を みせ てい た。

その経 営 哲 学 た る成長 理 論 は,持 続 可 能 に して余 裕 あ る成 長 を 目指 す とい う もの

で,こ の 成 長率 は 最 大 年 間15%,す な わ ち5年 で倍 増 とい うテ ンポ であ る と算 出

して い た。 マ ク ドナル ドの 利 益 優 先 の考 え方 は,一 言 で言 え ば 「成 長 よ り もまず

利 益 の 向 上 を」 とい う もの で,コ ン ピュ ー タ事 業 は採 算 に乗 らな い 多年 の投 資 に

よ っ ては じ めて利 益 が 出 る よ うに な る,と い う正統 的 な考 え方 か らすれ ば,こ れ

は ま さに 異 端 に属 す る考 え 方 であ る。

と もか く,こ の経 営理 念 に よ り輝 か しい 実績 を お さ めた マ ク ドナル ドは,エ ッ

パ ー トに よ り執行 副 社 長 に任 ぜ られ,権 力 を手 中 に した 。 マ ク ドナ ル ドは 手 始 め

に,財 務 担 当副社 長 ハ リー ・ボ ウル ズ,コ ン トロー ラ ー チ ャ ール ズ ・エ クス レ

イ,副 社 長 ポ ール ・ミラ ビ ト(肩 書 は い ずれ も当 時)を メ ンバ ー とす る利 益改 善

委員 会 を設 立,事 実上経 営 権 を エ ッパ ー トか ら も ぎ取 った 。
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マ ク ドナ ル ドは厳 しい コ ス ト削減 計画 を実 施 す る一 方,市 場 戦 略 面 では それ ま

で の路 線 を変 更 し,会 計 機 市 場 に傾 注 した 。 大 規模 な販売 キ ャ ンペ ー ンの結 果,

Eシ リー ズの 販売 台 数 は5万 台 に 達 し,Burroughsに 大 きな利 益 を もた らす と

と もに 会 計 機 市場 を拡 大 し,N℃Rに も水 を あ けた 。 この成功 に よ りマ ク ドナ ル

ドは社 長 に昇 格,エ ッパ ー トは会 長 に祭 り上 げ られ た 。 さ らに60年 代 後期 に 発 表

され たLシ リー ズ電 子 会計 機 は,72年 にNCRが 競 合機 種 を 出す ま で は,ま さ に

無 人 の野 を 行 くペ ー スで伸 び続 け,タ ー ミナ ル と して,ま た独 立 した 会計 機 と し

て,今 ま でに14万 台 以 上 が 出荷 さ れ,20億 ドル の収 入 を もた ら した 。

こ う した会 計 機 で の成功 は,マ ク ドナ ル ドの コ ン ピュー タ事 業 拡 大 計 画 に資 金

的 裏 付 け を与 え る こ ととな った 。

相 当規 模 の マー ケ ッ ト ・シ ェア を確 保 しな い限 り,フ ル ・ライ ン を推 進 す る資

金 的 余 裕 は得 られ な い とい う 「ク リテ ィカル ・マ ス理 論 」 を排 斥 す る マク ドナ ル

ドは,フ ル ・ラ イ ン化 を決 定,.ま ず競 争 力 の あ る機 種 をで きるだ け安 く開 発 す る

とい う こ とか ら始 め,そ の た め研 究 開発 の徹 底 した生 産 性 向 上 に乗 り出 した 。 そ

してB5500,6500な ど が生 み 出 され た 。

「パ ー トン方式 」 に よ り技術 的 先 進性 の評 判 を獲 得 したBurroughsは,中 型

機 開発 で は バ ー トニ ア ン ・ア ー キテ クチ ャ ーか ら離 れ,ユ ー ザ ーに す ぐ ア ピー ル

す る もの とい う狙 い の 下 にB3500を 開 発,同 機 は ベ ス ト ・セ ラ ー と な り990台

の販 売 実績 を達 成 した 。

70年 代 に 入 ってBurroughsは,こ れ ら500フ ァ ミリーの 後 継 機 と して700フ

ァ ミリーを市場 に 送 り出 し,そ の生 産 機 種数 の 多 さは業界 で も屈 指 の もの とな っ

た 。 さ らに75年 末 には800フ ァ ミ リーを 発 表,76年 は この フル ・ラ イ ン化 を進 め,

Lシ リー ズ と 小型 コ ン ピュ ー タの中 間 とな るB80を も開発 す る こと で,よ り小 規

模 な 企 業 に もコ ン ピュー タを 売 込 ん で い こ う とす る構 えを みせ て い る。

将 来 へ の 不安

IBMを 除 く他 の いか な る コ ン ピュ ー タ ・メー カー よ り もす ば ら しい成 長 を統
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け て きたBurroughsで あ るが,そ の 頭 上 に は 一片 の 暗雲 が漂 い始 め て い る。 そ

の 影 は,76年 第4四 半 期 決 算 で 現 われ始 めた よ うで あ る し,こ の結 果株 価 の低 迷

に つな が って い るのは 前述 の 通 りで あ る。

否 定 的要 素 の第1は,800フ ァ ミ リーへ の移 行 の 問題 で あ る。 先eろ 米 国 の 中

お よ び大 規 模 なBurroughsユ ーザ ー を対象 と して 行 わ れ た調 査 に よ れ ば,今 後

2年 間 に800モ デルへ移 行 す る予 定 が あ る と回答 したの は全 体 の わ ず か140/・であ

っ た。 しか もこの140/。の 回答 者 の場 合,現 段 階 では で きれ ば800モ デル に移 行 し

た い と い う希 望 で あ っ て,そ の移 行 を決 定 した訳 で は な く,新 シ リー ズの コス ト

パ フ ォー マ ンスの 実 質 的値 上 りやBurroughsユ ーザ の移 行 しに くい一 般 的 な傾

向 か ら判 断 して も,800シ リー ズへ の移 行 の 割 合 は 予想 を かな り下 回 る もの と思

わ れる 。買 取 りに しろ リー スに しろ移 行 が促 進 され る とは 思 えな い。 一 方,回 答

者 の 大部 分 は マ ル チ プ ロ セ ッサ の補 充か 又 は 別 の700シ リー ズ(恐 ら くは 中 古の)

との 交 換 に よ って,700シ リー ズの 構成 要 素 を拡 張 す る計 画 をた て てい る。

第2は 周 辺 機 器 の 問題 で あ る 。大 部分 の ユ ーザ ーは,Burroughsが 高度 なC

PUと ソ フ トウ ェ アを提 供 して い る こ とを認 め て い るが,そ の 周 辺 装置 がIBM

と同 じ水 準 に ある とは 考 え てい な い。Burroughsの 周 辺 機 器の 弱 点 は,デ ィス

ク(バ イ ト当 りの コス トが 高 い),テ ー プ(信 頼 性 に欠 け る,6,250bpiモ デ ル

が な い)そ れ に プ リン タ(印 字 品 位 が 低 い)に あ る・。 しか し何 と い っ て もユ ーザ

を最 も敬遠 させ るのは,イ ンテ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ルで あ る。 また プ リ ンタに

つ い て も同 様 で,Honeywell/Xeroxの オ フ ラ イ ン ・プ リ ンテ ィン グ ・シ ステ

ムや 高 速 プ リン タに大 き く食 わ れ てい る。

第3は,こ れ ま でで最 も大 きな 問 題,す な わ ち顧 客 サ ー ビス が不 十 分 で あ る と

い うこ とだ 。 今 ま で にい くつか の調 査 会社 が コ ン ピュー タ ・メ ー カ"に 対 す る評

価 の 調 査 を行 って い るが,Burroughsが サ ポ ー ト ・サ ー ビスの 行 届 い た メー カ

ーで あ る と して評 価 され た こ とは な い。 前 述 の 調 査 で も,Burroughsか ら他 の

メ ー カ ー に移 ろ う として い るユ ーザ ー6社 の うち,4社 は その 主 な原 因 を不 十分

な顧 客 サ ー ビス に おい て い る。

-254一



表 ∬-9-1BurroughsとIBMの 製 品 比 較

製 品 Burroughs IBM 備 考

大容量記憶装置 無 有 〔3850)

高 速 プ リ ンタ 無 有(3800) Burroughsは 最 大1,800行

/分,IBM3800は22,000

行/分

互換 性 の あ る デ ィス ク Burroughs;174MB/ド ラ イ

パ ッ クが装 備 され た デ 有 有 ブ30msec,ア ク セ ス ・タ イ ム

イス ク IBM;317MB/ド ライ ブ

25msec,ア ク セ ス ・タ イ ム

固 定 ヘ ッ ド ・デ ィ ス ク 有 有

OCR 有 有

高密度磁気 テープ装置 無 有 Burroughs;1,600bpi

IBM;6,250bpi

、タ ー ミ ナ ル

・ イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ 有 有

一 ミナル

・銀 行 タ ー ミナ ル 有 有

・POSタ ー ミナ ル 無 有 、

・テ キ ス ト処 理 タ ー ミ 有 有

ナ ル
L

周辺 機器 の 問 題 は技 術 開 発 やOEM購 入 に よ って克 服 で き る問題 で あ るが,ユ

ー ザ ーに対 す るサ ポ ー ト・サ ー ビスは ,本 質 的 に 改 良 しな い限 り,中 お よび 大 規

模 ユ ー ザ ー を この ま ま維 持 し,さ らに その ベ ー ス を拡 張 す る こ とな ど は とて もで

きな い であ ろ う。 顧 客 サ ー ビス に お け る怠慢 さ は,バ ッチ処 理 の 初期 に は 大 目 に
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み るこ と もで きた が,オ ン ラ イ ン利用 が 急増 しつ つ あ る現在 に あ っ ては,よ り迅
↑

速 か つ効 果 的 な サ ー ビスは絶 対 に必要 であ る。

Burroughsは 例 え ば,自 動 ハ ー ドウ ェア ・モ ニ タ リン グ,好 評 を博 したBC

ML(BurroughsCurrentModeLogic)と い うふ うに,信 頼 性 を高 め るた め

の 諸特 徴 を800フ ァ ミリーに盛 り込 ん で い る。 しか し これ だ け では 部分 的 な解 決

にす ぎな い。 今 ま で の よ うな 実績 を上げ る た め に は,顧 客 サ ー ビスを前 面 に押 し

出 す た めに もっ と巨額 の投 資 を行 な わ な けれ ば な らな い。

顧 客 サ ー ビスが不 十 分 だ と い うこ とは,販 売 面 での テ ク ニ カル ・サ ポ ー トが不

十分 だ とい うこ とで も あ り,こ れ は 内部 で も不 満 の タ ネ とな りセ ー ル ス マ ンの士

気 の 低下 を生 ん で い る。 第 一線 の セ ール ス マ ン は,ユ ーザ ーの 要求 に合 せ た コン

ピュ ータ ・シス テム を売 込 む に は,ソ フ トウェ ア の ス ペ シ ャ リ ス トが必 要 なの に ,

会社 は十 分 に採用 しよ う と しな い,と 不 満 をぶ ち まけ て い る。

ま たあ る元社 員 は,「Burroughsは 従 業 員 の こ と を忘 れ てい る。 マ ク ドナ ル

ドは製品 が良 けれ ば,製 品 が製 品 を売 っ てい くとで も考 え て い る よ うだ が,コ ン

ピュー タを売 っ て い るのはBurroughsの 社員 であ り,そ の 支援 体 制だ 」 と語 っ

て い る。 マ ク ドナル ドの 人件 費 の圧 縮努 力 が こ う した ユ ーザ ー の不満,そ して従

業 員 の不 満 を生 ん で い る と もい え る。

今 ま で,Burroughsの サ ー ビスの悪 さは,ア ー キテ クチ ャーの 斬 新 さに よ っ

て カ バー され て い た が,他 社 がBurroughsの 設 計 概 念 の い くつか を採 り入れ,

ノ

精 巧 な オ ペ レ ーテ ィン グ ・シ ステ ム を開 発 して い るた め,将 来 もア ー キ テ クチ ャ

ーを武 器 に サ ー ビス不足 を続 け られ るか は疑 問 で あ る
。

さ らに,Burroughsの みな らず他 メ ー カ ー も今 後 の 市場 と して期 待 を寄 せ て

い る小 規 模 事業 体 に 対 し て も,十 分 な サ ー ビス が要 求 され る。彼 らは 自分 で プ ロ

グラ ミン グを行 う余 裕 は な い し,と い っ てBurroughsが 駐在 フ ィー ル ド ・エ ン

ジ ニ アを派 遣 す るほ ど十 分 に 機 械 を リー スす る こ と もし ない 。 この ク ラスの市 場

開 拓 を狙 う限 り,ソ フ トウ ェ ア面 で のサ ー ビス体 制の 整備 は避 け る こ との で きな

い課 題 だ。
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他 メ ー カ ー特 にIBMと の価 格 競 争 も気 に な る とこ ろだ。37()/138,148の 登 場

に よ り,中 型 機 は 全 く新 た な価 格 体 系 が設 定 され る こ とに な り,Burroughsは

概 発 表 モデ ル と一部 重 複 した形 で新 た な モデ ル を発 表 せ ざ るを得 な くな り(7月

のB6800),さ らに既 存 モ デ ルの価 格 も引 下 げ るに至 った(8月 の メ モ リ ・シ

ス テム値 下 げ)。 これ は マ ク ドナ ル ドの コス ト圧 縮 努 力 に一 層 の拍 車 をか け る こ

とに な ろ うし,顧 客 サ ー ビスの改 善 問題 に も影 響 を 与 え るか も しれ な い。

プラ ス要 因 も

Burroughsの 将 来 に横 たわ って いる のは 何 もマ イナス要 因 ばか りで な い。 力

強 い プ ラ ス要 因 も決 して少 くな い 。

まず,ユ ーザ ー の高 い ロ イ ヤル テ ィで あ る。Burroughsの ユ ー ザ ーは,他 メ

ー カー に乗 り移 る とい うこ とを ほ とん ど しな い
。 こ の高 い ロイ ヤル テ ィは,60年

代 か ら続 い て い る もの で,最 近 の 調査 に よれ ば,HISやNCRの それ を大 き く

凌駕 し,IBMの 値 さえ も上 回 るに 至 っ てい る。(詳 しくは カ ス トマ ー ・ ロイ ヤ

ル テ ィ調査 の 項 参 照 。)

Burroughsユ ーザ ーの800フ ァ ミリーに 対す る関 心 は ご く限 られ た もの で あ

るが,そ の他 の ハー ドウェ アの 導 入 に関 して は きわ め て活発 な反 応 を示 して い る

とい う こ と も,力 強 い 要素 で あ る。 先 の調 査 では,回 答者 の約 半数 が,新 年 度 の

ハ ー ドウ ェ ア予 算 を10%ま たは それ 以上 増 加 す る こ とを計 画 して お り,比 較 的 大

規 模 な 周辺 装 置 の導 入 も積 極 的 に 行 わ れ て い る。

この よ うな ハー ドウ ェア導 入熱 の 主な原 因 は,DB/DC(デ ー タ ・ベ ー ス/

デ ー タ ・コ ミュ ニケ ー シ ョ ン)に 対 す る カス トマ ーの欲求 の 高 さで あ るが,こ れ

は さらに ソ フ トウ ェ アへ の 投 資 を促 し,そ れ に よ っ て カス トマ ーをBurroughs

に結 び つ け る役 割 を果 してい る。

ポ ス ト ・マ ク ドナ ル ド問 題

Burrough8の 将 来 に 対 す る問 題 の 核 心 は,ポ ス ト ・マ ク ドナ ル ド問 題,す な

一257一



わ ちマ ク ドナ ル ド現 会 長 が 会社 を 去 った 後Burroughsの 経 営 を ど うす るか とい

う問 題 で あ る。

Burroughsを 現 在 の姿 た ら しめ,過 去10年 間権 力 の座 を占 め て きた マ ク ドナ

ル ドも,す で に64歳 。 会 社 が 定款 を 変 えな い限 り,こ の12月 に は 退 職 しなけ れ ば

な らな い。 後継 者 の最 右 翼 は,い うまで もな くポ ー ル ・S・ ミラ ビ ト社 長 兼 筆頭

運 営 役 員 であ るが,彼 は これ ま で ワ ンマ ン会 長 の 陰 にか くれ て,意 志 決 定能 力 を

発 揮 す るチ ャ ンスに 恵 ま れ な か った 。

マ ク ドナ ル ド自身 は,経 営 を遂 行 す る立 派 な チ ー ム体 制 が で きてい るか ら,自

分 が会 社 を や め て も全 く不 安 は な い,と 言 って い るが,ワ ン マ ン会 長 との衝 突 で

何 人か の 有能 な 幹部 が 辞 め てい るこ と も事 実 で あ る。 マ ク ドナ ル ド王 国 ナ ンバ ー

4の チ ャー ル ズ ・E・ エ ク ス レイ財 務 担 当筆 頭 副社 長 が22年 間 在 籍 したBurroughs

を離 れ,NCRの 社 長 に 迎 え られ た こ とは,ま だ 記憶 に 新 しい 。(NCRの 項 参

照 。)

順 当 に い け ば,ミ ラ ビ トが最 高権 力 を握 る こ とにな るで あ ろ うが,マ ク ドナ ル

ドが 自分 の 留 任 を取 締 役 会 で説 得 す るこ と も全 く考 え られ な い こ とで はな い 。 と

もあ れ,Burroughsが マ ク ドナ ル ドの停 年 を期 に,大 きな転 換点 を迎 え る こ と

は ま ちが いな い。

エ77年3月 末 に な
って,マ ク ドナ ル ド会 長 は,彼 の後 継者 とし て ミラ ビ ト社 長 を

次 期 会 長 に 非 公 式 なが ら指 名 した。 しか し これ で 後 継 者 問題 が 全 て解 決 した とい

うわ けで は あ る ま い。 ポス ト ・マ ク ドナ ル ド問 題 がBurroughsの 最 大 の問 題 で

あ る こ とに変 りはな い。

76年 の動 き

Burroughsの76年 にお け る主な 動 きは次 の 通 りで あ る。

1月 ・150万 ドル の不 当支 出が 判明

これはSEC(米 国証 券 取 引所)に 対 して 行 った報 告 に よ り明 らか に され
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た もの で,そ れ に よ れ ば 過 去3年 間 に,海 外 子 会 社 が ト ッ プ に 無 断 で 受 注

活 動 資 金 と し て 総 額150万 ド ル を 政 治 献 金 等 に 不 当 に 支 出 し て い た と い う。

・組 織 再 編

75年10月 に 吸 収 合 併 したRedactron(ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ ・シ ス テ ム ・

メ ー カ ー),76年1月 に 吸 収 したGraphicSciences(フ ァ ク シ ミ リ装 置

メ ー カ ー)お よ び 従 来 か ら のBusinessForms&Supplies部 門 を併 わせ,

OfficeProducts事 業 部 と し て 再 編 成 。

新 事 業 部 長 は1日BusinesForms&Supplies事 業 部 長 マ ヌ エ ル ・ガ ル

シ ア氏 。 本 部 は ニ ュ ー ヨ ー ク 州 ロ チ ェ ス タ ー に 置 か れ,従 業 員 は 約5,000

人 と な る 。

2月 ・FloridaDataCorp.を 設 立

OpticalBusinessMachines,Inc.(本 社=フ ロ リ ダ 州 メ ル バ ー ン)と

の 合 弁 に よ る もの で,新 会 社 は 高 速 マ ト リ ッ ク ス ・プ リ ン タの 開 発 ・製 造

を 行 う 。

3月 ・ ト ッ プ人 事 移 動

・76年 の 投 資 額(設 備 投 資 お よ び研 究 開 発 投 資)を 前 年 比50/・ 増 の3億 ドル

と 決 定 。

4月 ・B730シ リ ー ズ 発 表,出 荷 開 始

メ イ ン ・メ モ リにMOSを 採 用 した 小 型 コ ン ピ ュ ー タ ・シ リ ー ズ で,IB

MのSystem/32～System/3ク ラ ス の 市 場 を狙 った もの 。

・B7700シ リ ー ズ に4機 種 追 加

B7755,7765,7775,7785の4機 種 で,従 来 のB7700シ リ ー ズ

各 モ デ ル と比 べ て の 改 良 点 は,新 型 の メ イ ン ・メ モ リ,新 し い1/0プ ロ

セ ッサ,新 し い デ ー タ通 信 プ ロセ ッサ の 採 用,お よ び75年12月 に 発 表 され

た800フ ァ ミリ ー用 新 型 デ ィ ス ク の 接 続 可 能 と い う こ と で,CPU自 体 は

旧7700シ リ ー ズ と同 じ もの で あ る。 新 モ デ ルは 旧 モ デ ル に 比 べ,パ フ ォ

ー マ ン ス が35%向 上 して い る と い う こ と で あ る が,800フ ァ ミ リ ー の 出 荷
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開始 を 目前 に控 えた この 時期 に700フ ァ ミリーの強 化 バ ー ジ ョン を出 した

こ との真 意 は明 らか で は な い。

・ベ ル ギ ーのSeneffe工 場 を閉 鎖

同 工場 ではLお よ びTCシ リー ズ を製 造 してお り,従 業 員 は650人 だ った 。

5月 ・B80発 表

Lシ リ ーズ と700フ ァ ミリ ー との ギ ャ ップを埋 め る小型 ビジ ネ ス ・コ ン ピ

ュー タで,800フ ァ ミリ ー の最 下 位 に 位 置 づ け られ る。IBMのSystem

/32お よびSystem/3下 位 クラ ス との競 合 を狙 った もの。 幅 広 い周辺 機

器 が用 意 され てい る他,デ ー タ通 信 機 能 も強 化 され て い る。B80の 発 表

で注 目され る こ とは,OSも 含 め ソ フ トウ ェアが完 全 に分 離 価 格 で提 供 さ

れ て い る とい うこ とであ る。 両 面記 録 方 式 で1MBの 容 量 を持 つ フ ロ ッ ピ

ー ・デ ィス ク ,駅 ス ーパ ー ・ ミニ デ ィス ク"の 発表 も注 目 され る。

・英 国 のFife工 場 を拡 張

同 工 場 は,メ モ リ ・サ ブ シ ス テ ムの エ ンジ ニ ア リン グと製造 を行 っ てお り,

開 設 は1969年 。 な おBurroughsは 英 国内 に合 計8つ の 工 場 を もっ て い る。

6月 ・ワー ド ・プ ロセ ッシ ン グ ・シ ス テ ム,Redactor∬ 発表

これ は1月 に編 成 され .たOfficeProducts事 業 部 に よ る最 初 の 動 きで,

Redactronが 開発 した シス テ ム であ る。 な お これ と時 を同 じ く し てIB

Mも ワー ド ・プ ロセ シン グ ・シス テ ム を発 表 して い る。

7月 ・B700,1700用 ソフ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジManifestを 開発

これ は 自動 車運 送 業 者 向 け の もの で,ユ ー ザ ーお よ び 州際 商 工委 員 会 との

共 同 開発 に よる もの で あ る 。

・B6800シ リーズ3機 種 を発 表

これ は6月 に発 表 され たIBM370/138,148に 対 抗 す る もの で,75年 末

に発 表 され たB4800と 一部 オ ーバ ー ラ ップす る形 で発表 され た。 論理 演

算 はB6700に 比 べ33%高 速 化 され てお り,こ の 他MPシ ス テ ムにお け る

CPU間 の 共 通 メ モ リ(GLOBALメ モリ)の 採用,CPUと 独 立 した1/O
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プ ロ セ ッサ な ど の特 徴 を 備 え て い る。CPUの 価 格 体 系 は,IBMが138,

148で 打 出 し た もの と基 本 的 に ほ ぼ 同 じ で あ る。

・TD730
,830イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル 発 表

TD700,800,820の リ プ レ ー ス を 意 図 した もの で,Motorola6800

マ イ ク ロ プ ロセ ッサ を コ ン ト ロー ラ と し て用 い て い る 。

・ブ ラ ジ ル の 子 会 社BurroughsElectronicaがOEM事 業 を 開 始

ブ ラ ジ ル は,貿 易 収 支 の 問題 か ら,EDP分 野 の 大 幅 な 輸 入 規 制 を 実 施 し

て お り,今 回 のBurroughsの 動 き は こ れ に 対 応 す る も の で あ る 。

Burroughsは 同 時 に,他 メ ー カ ーか らOEMベ ー ス で装 置 を購 入 す る意 向

もあ る こ と を 明 らか に し て い る 。 な お 現 地 生 産 され て い る周 辺 装 置 は,カ

ー ド ・ リ ー ダ
,記 憶 装 置,テ ー プ ・ ドラ イ ブ お よ びB9247高 速 プ リ ン タ

で あ る 。

8月 ・メ モ リ ・シ ス テ ム値 下 げ

中 型 機 の メ モ リ ・モ ジ ュ ー ル の 価 格 が 買 取 りで19～37%,レ ン タ ル で8～

21%引 下 げ られ た 。 こ の 引 下 げ対 象 機 種 に は,出 荷 前 のB2800,3800

4800も 含 まれ て お り,こ れ は370/138,148に 対 抗 す るた め の も の で あ

る と み られ る 。 ま た 同 時 に,2800と3800の 最 大 実装 容 量 を500KBか ら

1MBま で 拡 張 し た 。

・財 務 担 当 執 行 副 社 長 チ ャ ー ル ズ ・E・ エ ク ス レ'イ(CharlesE .Exley)

氏 辞 職

同 氏 は9月1日 付 でNCRの 社 長 に 就 任,一 方 同 氏 の 後 任 と して は ユ ー ジ

ン ・F・ ス ミス(EugeneF.Smith)氏 が 選 任 さ れ た 。

10月 ・超 大 型 機 開 発 構 想 を 発 表

開 発 が 進 め られ て い る の は 科 学 技 術 計 算 用 ス ー パ ー ・ コ ン ビ。ユ 一 夕 で,C

DCのStarク ラ スの 超 大 型 機 で あ る 。Burroughsに よ れ ば,78年 第4

四 半 期 に は 出 荷 に こ ぎ つ け た い と し て い る 。

11月 ・RT5000バ ン キ ン グ ・タ ー ミナ ル発 表
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RT2000お よ び4000の リ プ レ ー ス の た め の テ ラ ー ・タ ー ミナ ル で,コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ トコ ル と し て は,標 準 マ ル チ ポ イ ン ト,IBMコ

ン パ テ ィ ブルBSC,Olivettiお よ びICLプ ロ ト コ ル を,さ ら に77年

末 ま で に はIBMSDLCの サ ポ ー トを 可 能 と す る と い う。

・B1800シ リ ー ズ3機 種 を 発 表

B1830,1860,1870の3機 種 で,B1700とB2800の ギ ャ ッ プ を

埋 め る もの 。 ス ル ー プ ッ トはB1700に 比 べ40%向 上 し て い る 。

12月 ・B870お よ び860コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ッサ 発 表

B876,866-2,866-1の3モ デ ルか ら成 り,フ ロ ン ト ・エ ン ド,タ ー ミ

ナ ル ・ コ ン トロ ー ラ,蓄 積 交 換,通 信 網 制 御 な ど に用 い られ る。

77年1月 に な って,BurroughsはB800シ リー ズ2機 種 〔B810,820)を 発 表

した。 こ の 結果,75年 末 に 初 め て その 姿 を あ らわ した800フ ァ ミリーは,予 想

通 り超 小 型 か ら大 型 ま で の フル ・ラ イ ンを揃 え るこ とに な った 。

B800で は,B80で 採 られ たの と同 じ く,ソ フ トウェ アが完 全 に分 離価 格 とな

ってい るの が 注 目 され る。IBMも,現 在OSを 含 めた ソフ トウェ アの完 全 ア ン

バ ン ドリ ン グの方 向 を みせ てい るが,Burroughsは この 点 で他 社 に 一歩 先 ん じ

た形 とな って い る。
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CDC

事 業 内 容

(1)76年 決 算

76年 の 収 入 は20億1,000万 ドル(約6,030億 円),純 益 は4,860万 ドル(約

145億8,000万 円),1株 当 りで2.80ド ルで,前 年 実績 に 比 べ5%の 増 収 と29%

の増 益 とな っ て い る。

最 終 四 半期 実績 は,収 入 が5億5,900万 ドル(約1,677億 円),純 益 が1,190

万 ドル(約35億7,000万 円),1株 当 り0.68ド ルで,75年 同 期 に比 べ,収 入 では

5%の 伸 び,純 益 で は43%の 伸 びを達 成 して い る。

な お75年 の 実績 は,外 貨換算 に関 す る会 計 方式 の変 更 に よ り,1年 前 に 公 表 さ

れ た数 字が 修 正 ・減 額 さ れ てい る。 それ に よれ ば,第4四 半 期 が収 入5億3,160

万 ドル,純 益830万 ドル(1株 当 りO.47ド ル)で,年 間 実績 は,収 入 が19億2,000

万 ドル,純 益は3,770万 ドル(1株 当 り2.20ド ル)で あ る。

これ ら各 業 絢 こは,子 会 社CCC(Co㎜ercialCreditCo.)に よ る分 が 含

まれ てい る。 コン ピュー タ事業 に よ る収 入 は,76年 には,75年 の12億4,000万 ド

ルか ら13億6,000万 ドルに 増 加 した 。 また利 益 は 同 じ く,930万 ドルか ら1260

万 ドルへ と増 え てお り,コ ン ピ ュー タ事業 は 再 び軌道 に乗 りつ つ あ る よ うだ 。 こ

の コ ン ヒ。ユ 一 夕事業 を,特 に利 益 面 で支 えて い るのが サー ビス事 業 部 で あ る。 こ

の 点 に つ い ては後 に詳 し く述 べ よ う。

金 融 お よ び保 険 事 業 を行 って い る子 会社CCCは,相 変 らず 利 益 面 でCDCを

大 き く支 え てお り,75年 は3,770万 ドルの う ち2,840万 ドル を,そ して76年 は,

4,860万 ドルの 利 益 の うち3,600万 ドル をか せ ぎ出 してい る。
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(2)カ ス トマ ー ・ベ ー ス

1975年12月 末 現 在 のCDCの コン ビ。ユ 一 夕設置 台 数 は,全 世 界 で989台,う

ち522台 は 米 国 内 に設 置 され てい る。設 置 金 額 は 同時 点 で21億2,310万 ドル,う

ち米 国内 は11億9,360万 ドルで ある。設 置 台数 でみ る限 りCDCは ビ ッグ6中6

番 目に ラ ン クされ るが,平 均 システ ム価 格 が 高 い た め,設 置 金 額 で はBurroughs

に 次 ぎ5番 目 とな っ て い る 。

CDCの 設 置 ベ ー ス は,他 メ ーカ ーの そ れ と比 べ 特 異 な パ ター ンを示 してい る。

大 型 機 が 中心 で,買 取 りシ ス テムが 多 く,顧 客 は連 邦 政府,教 育 機 関,サ ー ビス

が 中心 とな って い る。

75年 の米 国 内 設 置 ベ ー スの うち66%,海 外 で も59%は 買 取 り シス テ ム で,メ

ー カー ・レ ン タルお よ び リ ー スは非 常に 少 く ,特 に 米国 内 では全 メー カ ー平 均 の

半 分 に も達 して い な い 。

CDCの 主 力 機 種 は 大型 お よび超 大 型 機 で,米 国 内 で は 設置 ベ ー ス の うち8割

近 くは こ の ク ラス の コン ピ ュー タ で
図9-9-10取 得 方法 によ るCDCの 米 国

あ る(金 額 比)。 特 に 超 大 型 は,C内 設置 ベ ース

(75年 末,金 額比)
DCの 設 置 ベ ース の46%に 達 し,米

国 の 超 大型 機市 場 に 占 め る シ ェア も

12.80/。に な っ て い る。 台 数 比 で は,

大 型機 と と もにCyber72ク ラスの 中

大 型機 が 多 く,共 に30%弱 に達 して

い る。

海外 市場 では,中 大型 と大 型 が 設

置 ベ ー スの 中心 で,台 数 比 では それ

ぞれ41%,30%,金 額 比 では29%,36

%と な っ てい る。 超 大 型機 は,金 額

比 で31%と,国 内 よ り も比 重 が 小 さ

くな って い るが,海 外 の 超 大 型機 市

買 取
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/

/

/
/

/
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(17.2%)

第3者 リー
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場 全体(米 国籍 メ ーカ ーに よ る設 置 を100と す る)に 占 め る シ ェ アは13.2%で,

国 内の それ を上 回 って い る。

産 業 別 で は連 邦政 府,教 育,サ ー ビスが 中 心 で,鉱 工 業,特 に 食品,化 学 な ど

は 弱 く,運 輸,通 信,電 気,ガ スの分 野 も苦 手 と して い る 。 さ らに,産 業 別市場

と して は屈 指 の 大 き さで あ る銀 行 分 野 に お い て は,CDCの コン ピュ ー タは全 く

用 い られ て い ない 。
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サ ー ビス 分 野 で の 事 業 拡 大

(1)歴 史 的 展 開

CDCの コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス は,常 に 同 社 の シ ス テ ム 部 門 に よ る最 新 最 大

の コ ン ピ ュ ー タ が 投 入 さ れ て きた 。1604を 用 い て 始 め た の が1961年64年 に

は3600が,67年 に は6000シ リ ー ズ が 投 入 され,73年 か らは 順 次Cyberシ リ ー

ズ に よ っ て セ ン タ ー ・マ シ ンの リ プ レ ー スが 進 め られ て い る 。 そ し て76年 に は,

世 界 最 大 級 の ス ー パ ー ・ア レ イ ・コ ン ピ ュ ー タ,Star100がCybernetに 接 続 さ

れ た 。77年 に はCyber170シ リ ー ズ が 旧 マ シ ン の リプ レー ス を 行 う こ と に な ろ

う。

ウ ィ リ ア ム ・C・ ノ リ ス が"ト ー タ ル ・サ ー ビ ス","マ ル チ サ ー ビ ス"の 概

念 を 打 出 し た の は1971年,そ して72年 春 に は そ れ が 現 実 の 形 と な っ て カ ス トマ

ー に 提 供 さ れ 始 め た 。 翌73年1月 に は,膨 大 な 裁 判 資 料 の イ ン デ ッ ク ス の 破 壊 を

取 引 条 件 と し て,IBMか ら独 禁 法 訴 訟 の取 下 げ(法 廷 外 和 解)の 見 返 り と し て

SBC(ServiceBureauCorp.)を 接 収 した 。

ServiceBureauCorp.は,ServiceBureauCo.と 改 称 さ れ,㏄C(Commercial

CreditCo.)と 並 ぶCDCの か せ ぎ頭 と し て そ の 一翼 に 加 わ る こ と と な っ た 。 そ

の 以 前 か らCDCは 企 業 吸 収 に よ る サ ー ビス 事 業 の 拡 大 を 進 め て お り,67年 に は

CIERを 併 合 して い る。

ま た,教 育,プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ・サ ー ビ ス,メ ン テ ナ ン ス な ど の 事 業 拡 大 も,

内 部 的 お よ びHowardResearch,Comma,SyntonicTechnologyな ど の 吸 収

を 通 じ て進 め て い る 。

CDCは,特 に こ こ5年 ほ ど は コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス事 業 に 力 を 入 れ て い る 。

対 前 年 比 で の 収 入 増 が 著 しか っ た の は73年 で,こ れ は 前 述 のSBC併 合 に よ る も

の で あ る。CDCは,IBMと の 独 禁 法 係 争 示 談 で,収 入6,300万 ド ル,税 引 後

純 益150万 ド ル(共 に1973年)の 企 業 を手 中 に した の だ 。

② 収入分析
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1975年 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス に よ る収 入 は4億4,500万 ド ル,う ち約 半

分 の2億2,300万 ド ル は デ ー タ 処 理 サ ー ビス に よ る も の で あ る 。 さ ら に こ の デ ー

タ処 理 サ ー ビ ス収 入 の 内 訳 を み る と,S3Cに よ る もの が9,800万 ドル,CYBE㎜

サ ー ビ ス(全 世 界)が7,600万 ドル で,こ の2つ で 約78%を 占 め て い る 。 この 他

収 入 が 多 い もの と し ては,ア プ リケ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス と し て,ARBITRONに

よ る も の(2,000万 ド ル),ActionDataServicesに よ る もの(1,200万 ド

ル)な どが あ る 。AmericanExpressと の 訴 訟 問題 で 話 題 と な ったTicketron

の 収 入 は,700万 ド ル と少 い 。

こ の 他 エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス収 入 が1億5900万 ド ル,プ ロ フ ェ ッ シ ョ

ナ ル ・サ ー ビ スが3,800万 ド ル,教 育 サ ー ビ スが2,500万 ド ル あ り,計4億4,500

万 ドル とな っ て い る。

76年 は,SBCの 収 入 は1億600万 ド ル,CYBERNETが8,300万 ドル,ARBIT

RONな ど に よ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス が3,650万 ド ル,そ の 他 の デ ー タ 処

理 サ ー ビス が2,500万 ド ル と予 想 され,処 理 サ ー ビス の 合 計 は2億5,050万 ドル

程 度 と推 定 され る 。 こ の 内 訳 を示 し た の が 次 表 で あ る 。

表 ∬-9-2CDCの デ ー タ ・サ ー ビス収 入 内訳(76年 推 定)

(単 位;100万 ド ル)

処 理 モ ー ド
サ ー ビス

タイム シェア リング リモ ー ト ・バ ッチ バッチ FM 計

ServiceBureauCo. $53 $8 $45 一
$106

CYBERNETサ ー ビ ス:

米 国 内 15 17 13 一
45

欧 州 5 8 15 一
28

そ の 他 一 2 8 一 10一

(小 計) 83

Ticketron
一 8 一 一

8

そ の 他 14 10 く29 <3 <535

合 計 $87 $53 $110 $2 $2505
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エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・サ ー ビス に よ る76年 の 収 入 は,1億7 ,800万 ドル 程 度 と推

定 さ れ,ま た プ ロ フ ェ ッ シ ・ナ ル ・サ ー ビス は4,200万 ドル程 度 と,そ し て 教 育

サ ー ビ ス は3,000万 ド ル と推 定 さ れ る。 した が っ て,76年 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー

ビス収 入 は,推 定 で合 計5億 ドル と な る 。

G

㈲ サ ー ビ ス内 容

H.J.ホ ワ イ ト(HJ.White)執 行 副 社 長 に 率 い られ るCDCデ ー タ ・サ

ー ビス 部 門 は
,CYBERNET,SBC,ActionDataServices,Arbitron,

Tiketron,S.R.1.(SystemResources,Inc.)と い ったCDCの ネ ッ トワ ー

ク ・サ ー ビス の 全 て を そ の 傘 下 に 有 して い る 。SyntonicTechnology,Comma

を 含 む プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ・サ ー ビ ス お よ び エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス は,V.

E,シ ー リ ン グ(V.E.Sieling)執 行 副 社 長 を 長 とす る マ ー ケ テ ィ ン グ部 門 に よ

り行 わ れ て い る 。PLATOの マ ー ケ テ ィ ン グ も こ の 部 門 に よ り行 わ れ る。 教 育 サ

ー ビ ス は
,J・R・ モ リ ス(J.R.Morris)副 社 長 に よ る 教 育 シ ス テ ム お よ び

サ ー ビ ス 部 門 に よ り行 わ れ る 。 こ こ で は,CDCの サ ー ビ ス収 入 の 半 分 を 占 め る

デ ー タ ・サ ー ビ ス 部 門 に つ い て,そ の 内 容 を 少 し詳 し くみ て み よ う。

Cybernetに は,リ モ ー ト ・バ ッチ お よ び ロー カ ル ・バ ッ チ を提 供 す るSCOPE

サ ー ビ ス と,イ ン タ ラ ク テ ィ ブ,リ モ ー ト ・バ ッチ,デ ィ フ ァー ド ・バ ッチ,C

DCCYBERLINKCommmicationInterchangeの4つ の モ ー ドが あ るKRO

NOSサ ー ビ ス と が あ る 。SCOPEサ ー ビ スは,全 て のCDCセ ン タ ー で 提 供 さ れ

て い る が,KRONOSは 米 国,カ ナ ダ,ブ ラ ジ ル,オ ー ス トラ リ アお よ び 欧 州 で 提

供 され て い る 。

CYBER76サ ー ビ ス は,74年 後 半 か ら ミネ ア ポ・リ ス を セ ン タ ー と し て 始 め られ

た サ ー ビ ス で,米 国 内 の み に リモ ー ト ・バ ッ チ ・サ ー ビス を 提 供 し て い る 。 これ

はCyber76を ベ ー ス と す る もの で,構 造 解 析,LP,原 子 核 反 応 解 析 な ど の 大

き な 処 理 能 力 を 要 求 す る ア プ リケ ー シ ョ ンに 適 し て い る 。
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図 ∬-9-13SBCの サ ー ビ ス ・セ ン タ ー

o:デ ー タ ・セ ン タ ー

△:セ ー ル ス ・オ フ ィス

■

図il-9--14CYBERNETの サ ー ビス ・セ ンタ ー

ス トン
ノ

oニ ューヨーク

ヒュース トン

O:ブ ラ ンチ ・オ フ ィス

ム:デ ィス トリク ト ・オ フ ィス

o:Cybernetセ ン タ ー

●

Cybernetネ ッ トワ ー ク の 主 な メ イ ン フ レ ー ムは,Cyber70,170お よ び6000

ト

シ リー ズ ・ コ ン ピ ュー タ で,バ ッ チ用OSで あ るSCOPEか,イ ン タ ラ ク テ ィ ブ

処 理 もサ ポ ー トす るKRONOSオ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シス テ ム に よ り運 用 され て い る 。
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SCOPEは,リ モ ー トお よ び ロ ー カ ル の バ ッチ 処 理 を サzド ー トす るOSで あ る が,

通 常 ネ ッ トワ ー ク 内 の よ り大 型 の シ ス テ ム に お い て用 い られ て い る。

CyberlinkInterchangeは,52Kワ ー ド以 上のCPUメ モ リを 要 す る バ ッチ

処 理 に 用 い られ る。 こ れ に は,7,200～40,800ボ ー の 高 速 通 信 回 線 が 用 い られ て

お り,1つ の ジ ョブ ・ス ト リー ム が,遠 隔 地 の 他 の コン ピ ュ ー タ の ロー カ ル ・ジ

ョ ブ と し て 定 義 され る セ ン トラ ル ・メ モ リ間 リ ン ケ ー ジ に 基 づ く マ ル チ シ ス テ ム

を形 成 す る 。 こ の 結 果,他 の オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の リ ソ ー ス の 利 用 や,

超 高 速 の デ ー タ 伝 送 な ど の 利 点 が もた ら され る 。

STAR100サ ー ビス は,ス ー パ ー ・コ ン ピ ュ ー タ,Star100が ミ ネ ア ポ リス の

ア ー デ ン ヒ ル ズ に 設 置 され た76年9月14日 か ら開 始 され た もの で,ア ク セ ス は フ

ロ ン ト ・エ ン ド と し て用 い られ て い るCDC6400を 介 して 行 わ れ る
。 ユ ー ザ ー

プ ロ グ ラ ムは,FORTRANお よ び ベ ク トル ・ラ ン ゲ ー ジを 含 む 拡 張FORTRANで

書 か れ る 。4MBの ダ イ レ ク ト ・ア ク セ ス ・メ モ リ,お よ びVS機 能 を 有 す る

Star100は,ベ ク トル 演 算 を 必 要 とす る科 学 技 術 計 算 ア プ リ ケ ー シ ョ ン で そ の

真 価 を 発 揮 す る 。

◆

(4)SBC

1952年 の トル ー マ ン政 権 下 で 司法 省 に よ って提訴 され た 対IBM独 禁 法 係 争 は ,

T・ ワ トソ ン ・シニ ア(T.Watson,Sr.)が 強力 に支持 す る ア イゼ ンハ ワーが

大統 領に な った結 果,54年 に同 意 審決 に持 ち込 まれ,こ の結 果SBCが 完 全 分 離

子 会 社 と して57年 に設 立 され た 。 そ の 後69年 に な って,赤 字 部 門 で あ る タ イ ム シ

ェ ア リン グ事 業 部 がSBSに 組 入 れ られ た 。

新社 長 に 任 ぜ られ たH.ホ ワ イ ト氏 に よ り,タ イ ム シェ ア リン グ事 業 の 黒 字 転

換 が6ヵ 月 後 に実 現 され た 。 そ し て73年1月 に前 述 の よ うにCDCの 子 会 社 と し

て移 譲 され た の で あ る。

現 在SBCに は,デ ー タ処 理 サ ー ビス部 門(DPS)と タイ ム シ ェ ア リ ン グ部

門 とが あ り,75年 の収 入は,そ れ ぞれ,4,500万 ドル,5,300万 ドル とほ ぼ 同程
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度 で あ るが,70年 の収 入 規 模 が 同 じ く,4,000万 ドル と600万 ドル であ っ た こ と

と比 べ る と,タ イ ム シ ェ ア リン グ部 門 が いか に著 しい伸 び を示 した かが わか る。

しか しこの 間DPS部 門 は,カ ス タ ム ・バ ッチ ・サー ビスか ら標 準 化 され た サ ー

ビスへ と その 内容 を変 化 させ,大 幅 な体 質 改 善 を行 っ て い る。

76年 の収 入 は,-1億600万 ドル と推 定 され るが,こ の うち タ イ ム シ ェ ア リ ン グ

部 門 に よ る もの は6,100万 ドルを 占 め る もの と思 わ れ る。 利益 は1,500万 ドル程

度 とみ られ,こ の大 部 分 が タイ ム シ ェア リン グ部 門に よ る もの と推 定 され る。S

BCと 従 来 か らのCDCデ ー タ ・サ ー ビス部 門の 関 係 緊 密 化,統 合 化 の努 力 は,

73年 以沼1き 続 き行 な われ てお り,CDC内 にお け る地 位 も年 々高 ま って い る。

SBCに よ る利益 の少 くと も÷ 以上は,SBCの 事業拡大 や製品醗 な ど鴎 投

資 され て い る とみ られ る。

76年 のSBCが 関 係 した動 きの 中で 注 目 され る もの は,新 しい子 会trTelemoneST

社 の設 立 で あ ろ う。 これ は,6月 のABA(全 米 銀 行協 会)会 議 で明 らか に され

た もの で,CCCに よ る マ ー ケ テ ィン グ上の 後推 しを得 てEFTS事 業 を開始 す

る とい う もの で あ る。

(5)海 外 事 業

CDCは,北 米 以 外 で も デ ー タ ・サ ー ビス を 行 っ てお り,そ の地 域 は 欧 州,ブ

ラ ジ ル,メ キ シ コ,南 ア フ リ カ に 及 ん で い る。

欧 州 で のCybernetサ ー ビ ス は,72年 か ら75年 の 間 に 急 速 な 成 長 を 続 け て き た 。

この 間73年 に は,ITTの サ ー ビ ス 事 業 を 吸 収 し て お り,こ の 結 果 英 国 で の 多 く

の ビジ ネ ス ・ア プ リケ ー シ ョ ン ・ユ ー ザ ー を 獲 得 す る に 至 っ て い る。

欧 州 に お け る デ ー タ ・サ ー ビス 事 業 は,75年 に2,700万 ド ル の 収 入.を 得 た が,

76年 は,特 に 英 国 お よ び 仏 の 経 済 情 勢 の 影 響 に よ り,2,800万 ドル 程 度 に と ど ま

っ た と推 定 され る 。

デ ー タ ・セ ン タ ー は,ロ ン ド ン,パ リ,フ ラ ン ク フ ル ト,ス ト ッ ク ホ ル ム,ハ

ー グの 各 都 市 に あ り
,英 国,仏,西 独,オ ー ス ト リ ア,デ ン マ ー ク,ノ ル ウ ェ ー,

-272一



も

フ ィ ン ラ ン ド,ス ウ ェ ー デ ン,ベ ル ギ ー,オ ラ ン ダ の 各 都 市 に バ ッチ お よ び リ モ

ー ト ・バ ッチ ・サ ー ビス を 提 供 し て い る 。 そ し て こ れ ら5セ ン タ ー に よ る収 入 で

欧 州 の サ ー ビ ス事 業 収 入 のgoo/.に 達 し て い る 。

76年4月 に は,ブ ラ ッセ ル に 大 型 セ ン タ ー が 開 設 さ れ,2台 のIBM370/158

と2台 のCyber70モ デ ル73に よ り サ ー ビ ス を 開 始 した 。370/158の う ち1台

は,CALL/CDCサ ー ビ ス を提 供 し て い る が,こ れ は 米 国 で 行 わ れ て い る

CALL/370の 欧 州 版 で あ る 。 も う1台 の158は コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワ

ー ク ・プ ロ セ ッサ と して 使 わ れ て い る 。

KRCNOSタ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス は,ハ ー グ のCybernetセ ン タ ー に あ

るCyber70に よ り,欧 州 各 地 に 提 供 さ れ て い る 。

米 本 国 お よ び 欧 州 以 外 の デ ー タ ・サ ー ビス は,PANAMDataServices(

PADS)に よ り統 轄 さ れ て い る が,極 東 地 区 はDataServicesFarEastに よ

り統 轄 され る こ と に な った 。

オ ー ス ト ラ リ アで は,シ ドニ ー の6600に よ りSCOPEを,メ ル ボ ル ン のCyber

70モ デ ル74に よ りSCOPEを,同 じ く メ ル ボ ル ンのCyber70モ デ ル73に よ り

KRONOSを 提 供 し て い る 。 カ ナ ダ で は,ト ロ ン トのCyber70/74を ベ ー ス と し て

SCOPEサ ー ビ ス を 行 っ て い る 。 メ キ シ コで は,メ キ シ コ シ テ ィに3300を 設 置

し て サ ー ビス を 行 っ て い る が,利 益 を あ げ る ま で に は 至 っ て い な い 。 ブ ラ ジ ル で

は,サ ン パ ウ ロ と リオ デ ジ ャネ イ ロ の2ヵ 所 に セ ン タ ー を 開 設 し て い る他,メ リ

ー ラ ン ド州 ロ ッ ク ビル か ら衛 星 回 線 を 通 じ てKRONOSサ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。

南 ア フ リ カ の デ ー タ ・サ ー ビ ス事 業 は,ISCORと の 合 弁 で 行 わ れ て い る も の で

あ る が,ま だ 始 っ た ば か りで あ る。

(6)PLATO教 育 シ ステ ム

CDCの コン ピ ュー タ ・サ ー ビス事 業 で,デ ー タ処 理 サ ー ビス と と もに注 目 さ

れ るの が教 育 サ ー ビスで あ る 。CDCは,従 来 か ら教 育 サ ー ビス事 業 に 並 々 な ら

ぬ 関 心 を示 して きた が,76年 に は,イ リノイ大 学 が 開発 した コ ン ピュ ー タ ・ベ ー
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スの 教 育 シ ス テムPLATO(ProgrammedLea「nin9&TeachingOPe「ation)

を 商業 ベ ース で売 り出 す とい う注 目す べ き動 き をみ せ た 。

PLATOシ ス テ ムは,プ ラズ マ ・デ ィス プ レイ ・ター ミナ ル,通 信 ネ ッ トワ ー

ク,Cyber70あ るいは170シ リー ズ ・コ ン ピ ュー タ,そ して ソ フ トウ ェア と して

TUTOR,KRONOS/NOSタ イ ム シ ェ ア リン グ ・システ ム,コ ンパ イ ラ,教 育用

エ グゼ キ ュー タな どで構 成 され,接 続 で き る タ ー ミナ ル数 は 最 大1,008台,従 来

のCAIシ ステ ムに比 べ,応 答 時 間が 大 幅 に短 縮 され て い るな ど,機 能 が 強 化 さ

れ てい る。

記 者発 表 の 席 上 では,英 語,ロ シア語,化 学,遺 伝 学,会 計 な どの各 種 コー ス

が 実演 され た が,CDCは す で に7ヵ 所 に開 設 してい る訓 練 セ ン タ ー(Learning

Center)に よ り,主 に企業 の 経 営 者 や従 業 員 向 けの訓 練 コー スを提 供 す る考 え

で あ る。 この セ ン タ ーは,全 米 各 地 に増 設 が 予 定 され て い る他,従 来 か らCDC

が運 営 して い る コ ン ピュー タ ・ス ク ールControlDataInstitute〔CDI,

1965年 に そ の最 初 が 開校 され た初 心 者 対 象 の コ ン ピュ ータ学 校 。 開校 以 来 の 受

講 生 は10万 人 を越 え てい る。)で も,コ ン ピ ュー タお よ び他 の訓 練 コー スに

PLATOを 利 用 す るこ とに な っ て い る。

CDCは,タ ー ミナルお よ び コン プ リー ト ・システ ムの マ ー ケ テ ィング を行 う

予 定 。 売 込 み先 は,教 育 分 野 だ け でな く,ビ ジネ ス,政 府分 野 な ど広範 囲 な市 場

を狙 っ て い る が,東 欧 圏 や 開発 途 上 国へ の売 込 みに も期 待 を寄 せ て い る。 ケ ベ ッ

ク大 学 がCDCと 結 ん だ契 約 に よ り開発 され る予 定 のPLATO用 仏 語 コー ス も,

同 大 と と もに 国際 的 に販 売 してゆ く計画 であ る 。

現 在 のPLATO用 プラ ズ マ ・デ ィ スプ レイは,Magnavoxお よびOwens

Illinois社 製 の もの で あ るが(開 発 は イ リノ イ大 学),CDCは イ ラ ン との ジ

ョイ ン ト ・ベ ンチ ャ ーで プ ラズ マ ・デ ィス プ レイ ・ター ミナ ルの製 造 を企 図 して

お り,ゆ くゆ くは この イ ラ ン製CDCタ ー ミナ ルが用 い られ る こ とに な ろ う。
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76年 の動 き

CDCの76年 の 主な 動 きは 次 の通 り。

1月 ・製 品 お よ び サ ー ビス を値 上げ

値 上 げ は,コ ン ビoユ一 夕本 体,周 辺 装置,ソ フ トウェ ア,メ ンテ ナ ン スな

ど全般 に わ た ってお り,上 げ 幅 は ハ ー ドウェ アが2～4%,ソ フ トウェ ア,

サ ー ビスは5～10%。 実 施 は2月1日 か ら。 なお 周辺 装 置 は,値 上 げ対 象

外 の もの が 多 い。

2月 ・HISへ のMT供 給 契 約 締 結

これ は,今 後5年 間 に 総 額6,000万 ドル にの ぼ る高性 能 テ ー プ ・ドラ イブ

を提 供 す る とい う もの で,こ の 中 に は6250bpiモ デ ル も含 まれ る もの と

み られ る。

・オ ー ス トラ リ アでTSS開 始

サ ー ビス地 区 は,メ ル ボ ル ン,シ ドニ ー で,将 来 は他 都 市 へ も拡 張 され る

計 画 で あ る。 内 容 は,米 国 内 な ど と同 じ く会 話型 と リモ ー ト ・バ ッチの2

本立 ての 模 様 。

・2550コ 口ン ト ・エ ン ド・プ ロセ ッサの 機 能拡 充

・NCRと の共 同 プ ロ ジ ェ ク トの概 要 明 らか に され る

これ は ノ リス会 長 に よ り明 らか に され た もので,そ れ に よれ ば,CDC-

NCRの 共 同 開発 シ ス テ ムは設 計段 階 を終 え て製 品 開発 段 階 に 入 って い る

との こ とで あ った 。

3月 ・航 空 リザ ベ ー シ ョ ン市 場 か ら撤 退 を決定

この た め,ア トラ ン タの サ ー ビス ・オ フ ィスをSITAに 売 却 す るこ とに

な った。

・ICLとControlDataset設 立 で合 意

出資 比率 はCDC75%,ICL25%で,資 本 金 は500万 ドル。 事 業 内 容 は ・

磁 気 デ ィス ク,テ ー プ,各 種 消 耗 品 の製 造 販 売 で,英 国 内 でOEM販 売 す

る他,CDC,ICLの 両 社 に も供給 す る。
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4月 ・Cyber18発 表

分 散 処 理 お よ び 小 型 コ ン ヒ。ユ ー タ 市 場 を 狙 った 新 し い ミニ コ ン ピ ュ ー タ ・

シ リー ズ で,18-10,17,20,30の4モ デ ルか ら成 っ て い る 。 出 荷 は10,

17の 両 モデ ル が4月 中,20,30は8月 か ら。

'AmericanExpressと 和 解

AmericanExpressは75年4月 にCDCとTicketronを 契 約 不 履 行 と

し て3,000万 ド ル の 損 害 賠 償 を 提 訴,こ れ に 対 しCDC側 は7月 に3,100

万 ドル の 損 害 賠 償 で 反 訴 す る な ど,泥 沼 の 様 相 を呈 し て い た 。 和 解 の 条 件

は 明 らか に され て い な い 。

・コ ン ピ ュ ー タ ・ベ ー ス 教 育 シ ス テ ムPLATO発 表

PLATO〔ProgrammedLearning&TeachingOperation)は,17年 前

に イ リ ノ イ 大 学 で 開 発 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ ・ベ ー ス の 教 育 シ ス テ ム で,C

DCが こ れ を ビ ジ ネ ス/政 府/教 育 分 野 向 け に 商 業 ベ ー ス で 売 り出 した も

の 。

・ ブ ラ ッセ ル にCybernetセ ン タ ー 開 設

5月 ・地 下 鉄 の 自動 料 金 徴 収 シ ス テ ム 契 約 破 棄 問 題 訴 訟 で勝 訴

・Cybernet日 本 進 出 計 画 を 公 表

・370/158
,168用 ア ド ・オ ン ・ メ モ リ発 表

4KBモ ジ ュ ー ル の 半 導 体 メ モ リで,単 一 キ ャ ビ ネ ッ トで8MBま で 拡 張

で き,価 格 はIBM製 品 に 比 べ38～53%安 と な る。

・ControlDataset設 立

・Cyber71発 表

分 散 処 理 向 け の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム で,Cyber73の リサ.イ ク ル ・モ

デ ル とみ られ て い る 。DEC,Univac,HISな ど の マ ル チ プ ロ セ ッサ ・

シ ス テ ムの 最 下 位 レ ベ ル と競 合 す る もの で あ る が,CDCの 狙 い は,旧G

Eお よ びXeroxの タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ユ ー ザ ー の リ プ レ ー ス に あ る 。

6月 ・CambridgeMemories,Inc.と 提 携
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これ に よ りCDCは,CMIが 開 発 し た370/145プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ

ルCPUの 向 こ う5年 間 に わ た る北 米 で の 販 売 権 を 得 た 。

・9730ミ ニ ・モ ジ ュ ー ル を 発 表

これ は24MBの ウ ィ ン チ ェ ス タ ー 型 デ ィ ス ク で,低 価 格 プ ロ セ ッサ 向 け の

もの で あ る 。

・ケ ベ ック大 学 とPLATOの 実 施 で 提 携

・NCR,CPI(ComputerPeripherals,Inc.)と と もに,JohnA.

BauerInc.よ り名 誉 殿 損 で提 訴 さ る 。

・Telemoney社 設 立 でEFTS分 野 に 参 入

・OCR事 業 の セ ン ト ポ ー ル(ミ ネ ソ タ 州)へ の移 転 計 画 公 表

・空 軍 とのALS開 発 契 約 失 敗 問 題 でGAO(会 計 検 査 院)に 反 論

7月 ・38500大 容 量 記 憶 装 置 初 出 荷

納 入 先 は カ リ フ ォ ル ニ ア 州 リバ ー モ ア に あ るLawrenceLivermore研 究

所 で,16億 バ イ ト ・キ ャ パ シ テ ィの モ デ ル で あ る。 同 研 究 所 は,計7モ ジ

ュ ー ル の38500,記 憶 容 量 に して1,120億 バ イ トの オ ン ラ イ ン ・ス トー レ

ッ ジ ・シ ス テ ム 導 入 を計 画 し て い る。

・33801デ ィ ス ク発 表

これ は3330と ウ ィ ン チ ェ ス タ ー技 術 を ミ ッ ク ス した 固定 媒 体 デ ィ ス ク ・

シ ス テ ム で,IBM3350市 場 を 狙 っ た も の 。 記 憶 容 量 は1ド ラ イ ブ 当 り

400MBで,最 大 容 量 は128億 バ イ ト。CDCは 同 時 に,75年11月 に3350

の 直 接 リ プ レ ー ス を 狙 っ て 発 表 さ れ た33441の 開 発 中 止 を 発 表,33401の

'み8月 か ら出 荷 を 開 始 す る と語
った 。

8月 ・38032/34202発 表

IBM3420モ デ ル4,6お よ び8の リ プ レ ー ス を狙 っ た プ ラ グ ・ コ ン パ

テ ィ ブ ル ・テ ー プ ・ ドラ イ ブ で,エ ン ド ・ユ ー ザ ー 向 け3420コ ン パ テ ィ

プ ル と し て はCDC初 の モ デ ル で あ る 。 製 造 は,CDC,NCR,ICLの 合

弁 で あ るCPIが 行 な う 。

-277一



・92451CRTタ ー ミ ナ ル用 の サ ー マ ル ・プ リ ン タ と カ セ ッ ト2機 種 発 表

こ れ は 従 来OEM用 に 提 供 さ れ て い た も の で あ る。

9月 ・CybernetにStar100ス ー パ ー ・ コ ン ビ。ユ一 夕 を投 入

Lawrence放 射 線 研 究 所,NASAに 続 く第4号 磯 目のStarで あ る 。

・イ ラ ン との 合 弁 会 社CTI(ComputerTerminalsofIran)に750万

ドル投 資

CTIの 払 込 資 本 金 は2,500万 ドル で,CDCは そ の30%の 株 主 と な っ た 。

残 り70%は イ ラ ン 国 営 企 業IEr(IranianEIectronicsIndustries)

が 保 有 して い る。CTIは,78年 に プ ラ ズ マ ・デ ィ ス プ レ イ ・タ ー ミナ ル

の 生 産 開 始 を予 定 して い る 。

・NCRと の 共 同 開 発 機 の プ ロ トタ イ プ完 成 を 公 表

商 品 化 は 数 年 以 内 と さ れ て い る 。

10月 ・ ソ連,中 国 へ の 輸 出 米 政 府 よ り認 可 さ る

ソ連 向 け の シ ス テ ム は,Cyber73お よ び周 辺 機 器(総 額500万 ド ル)で,

地 震 デ ー タ処 理 用 に 用 い られ る。 中 国 向 け の もの は,油 田 開 発,地 震 観 測

用 のCyber1722台 で,シ ス テ ム価 格 は600～700万 ドル と推 定 され る 。

11月 ・デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ムTotalを3000シ リ ー ズ ・ ユ ー

ザ ー に も提 供 す る と発 表 。

3000Mastar4オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム で サ ポ ー トされ るTota1

の ユ ニ バ ー サ ル ・バ ー ジ ョ ン で,実 際 の リ ソ ー スは77年 第3四 半 期 か ら。

12月 ・一 部 機 器 お よ び サ ー ビス の 価 格 調 整

Cyber172,173,174,175の 価 格 が60/。 引 上 げ られ る一 方,172,173,

174の ト ップ ・エ ン ド ・モ デ ル はO.7～6.70/・ 引 下 げ ら れ る な ど,価 格 調 整

は 機 器 に よ り大 き く異 な る 。 メ ン テ ナ ン ス や そ の 他 の サ ー ビス 料 金 は,概

ね 引 上 げ られ て い る 。

・370/145エ ミ ュ レ ー タ 販 売 権 に 関 しIPLSystemと 契 約

こ れ は,CambrigeMem・riesと の 契 約 が 同 社 の 財 政 危 機 に よ り履 行 不 可
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能 と な った た め,Cambridgeの エ ミュ レ ー タ 事 業 を 引 継 い だIPLと の

契 約 に 至 った もの 。

竃

、

■
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Honeywe|1

事業 内容

(1)76年 決 算

76年 の 収 入 は25億2,000万 ドル(約7,560億 円)で 前 年 に 比 べ9%の 増 加,

営業 利益 は1億530万 ドル(315億9,000万 円)1株 当 りに して5.12ド ルで,こ

れ は前 年 実 績 に 比 べ38%の 伸 び とな っ てい る。 営 業 外 利 益 を加 え ての76年 純 益 総

額 は,1億1,310万 ドル(約339億3,000万 円)で,1株 当 りに して5.50ド ルで

あ る。

76年 の 最 終 四半期 は,前 年 同 期 に比 べ13%多 い7億3,270万 ドル(約2,198

億1,000万 円)の 収 入 と,同 じ く20%多 い4,000万 ドル(約120億 円),1株 当

りに して1.92ド ルの営 業 利 益 を達 成 した 。76年 第4四 半 期 の純 益 総 額 は4,320万

ドル(約129億6,000万 円),1株 当 り2.07ド ル で,前 年 同 期 に比 べ300/・ の増 加

で あ る。

76年 決算 は,70年 代 で最 良 の もの とな っ て い るが,こ れ は第1に エ ネ ル ギ ー

制御 関 連 製 品 並 びに サ ー ビスが 好 調 だ った こ と,そ して 第2に コン ピュー タ事 業

が特 に 第2四 半期 に お い て 好 調 だ った こ とに よ る もの で あ る。

Honeywe11の]ン ピュ 一 夕事業 部門 で あ るHIS(HoneywellInformation

Systems)の76年 の収 入 は9億1,400万 ドル(約2,742億 円)で,前 年 に比 べ6.7

%の 増 加 で あ った 。営 業 利 益(税 引前)は4,100万 ドル(約123億 円)で,前 年

実績 の4,000万 ドル とほ ぼ 同程 度 に と どま っ て い る。

HISの 収 入 の 伸 び を支 えた のは,レ ンタ ルお よ び サ ー ビス収 入に よ る もの で,

これ は75年 に 比 べ13.4%増 の5億2,200万 ドル に達 した 。一 方,機 器 の売 切 りに

よ る収 入 は,前 年 とほぼ 同 じ レ ベ ルに と どま った 。

Honeywe11は76年 に,仏 の子 会 社Honeywe11-Bul1ど 同 国 の 国策 コ ン ビュ
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図fi-9-15Honeywell売 上 げ

純 益 推 移

図ll-9--16Honeywell

純 益 推 移

1株 当 り

も

純

益

(単位=100万 ドル)

197119721973197419751976

:::1

:;::。
.・・:

:::1げ

三

1:

lll

300

(単 位=ド ノレ)

197119721973197419751976

`

一 夕 ・メ ー カCII(Compagnie

InternationalePour1/lnfomatique)

と の 合 併 に と もな い,Honeywe11-Bull

の 株 式 を19%仏 側 に 売 却 した が,こ の 売

却 益 は76年 決 算 に お い て1株 当 り59セ ン1,500

トに 達 し て い る 。1,400

Honeywellは,HISとCII-H1・300

1,200Bの連 結 ベー ス で の 売 上 げ
,利 益 状 況 を

1,100

明 ら か に し て い る。 そ れ に よ れ ば,収 入

1,000

は14億2,800万 ドル(約4,284億 円)に

900

の ぼ る と い う こ と で あ る。

Honeywe11は74年 に コ ン ピュー タ事 業

か らの 撤 退 を 噂 さ れ る ほ ど の 不 振 に 陥 っ

た が,利 益 総 額 を み る限 り,2年 連 続 し
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て の増益 決 算 とな って お り,立 ち直 りの道 を歩 み 始 め た とみ る こ とが で きそ うだ。

負債比 率 が28%か ら23%に 減 少 した こ と,お よ び利 息 支 払 額 が75年 に 比 べ1,200

万 ドル減 少 し て2,500万 ドルにな った こ と も,明 るい材 料 とい え る。

(2)カ ス トマー ・ベ ー ス

1976年6月 末 現 在,全 世 界 に設 置 され て い るHISの コン ピュ ー タは合 計

11,620台,う ち米 国 内設 置 は4,350台 で あ る。 全 世界 設 置 ベ ース の う ち約 半 数

の5223台 は 旧GEの コン ピュー タで あ る。

・ 旧GEの コ ン ピュー タは
,海 外 市 場 で の設 置 が 多 く,海 外 設 置 ベ ー スの57%に

達 してい る。Honeywe11系 の コン ピュー タの設 置 は以 前か ら米 国 内 が 多 いが,

74年 に発表 された 本命 機 種 シ リー ズ60の 設 置 は 海外 が圧 倒 的 に多 い 。

設 置金 額 をみ る と,75年 末 の時 点 で53億3,380万 ドル とな っ て い る。 この うち

米 国 内 での 設 置 は29億3,830万 ドル で あ る。 なお 同時 点 で の全 世 界 設 置 台 数 は,

GE系7,219台,Honeywell系6,608台 の計13,827台 であ る。 この うち米 国 内 は

GE系1,483台,Honeywe11系4,108台 の計5,591台 で あ る。

HISの コン ビ。ユ ー タは,比 較 的 買

図ll-9--18取 得 方 法 に よ るHISの
取 りシス テ ムが 多 い・ これ は 特 に米 国,米 国 内設 置 ベ ー ス

中 で もGE系 の コ ン ピュ ー タに 関 して

あては ま る。 これ はGE系 コン ピ ュー

タの買 取 りユ ーザ ーの,他 シス テ ム(

HIS以 外 も含 む)へ の移 行 が遅 れ て

い る原 因 とな ってい る。

海 外 市場 で は,メ ー カ ー ・リー ス お

よ び レ ンタ ル が多 く,全 体 の 半 分 に 達

して い る。 第3者 リー スは ここで も小

さいが,こ れ は 第3者 リー ス業 自体 が

米 国 ほ ど発 展 して いな い た め で あ り,
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米 国系 メ ー カーの 平 均 よ りはわ ず か な が ら上 回 って い る。

シ リーズ60の 設 置 ベ ー ス を み る と,国 内で は メ ー カ ー ・リー スお よ び レ ンタ ル

が51%に 達 してお り,買 取 りも46%と 比 較 的 多 い 。 しか し海 外 市場 で は メー カ ー・

リース お よ び レンタ ルは410/。強 に しか す ぎず,約21%に 達 す る第3者 リー スの ベ

ー スが 多 いの が注 目 され る
。(い ずれ も金 額 比)

規 模 別 にみ たHISの カ ス トマ ー ・ベ ー スは,中 型 機 を頂 点 として 両方 に広 が

って お り,小 型 お よ び超 大 型 の 設 置 ベ ー スは 非 常 に 小 さい 。 これ は米 国 内の 設 置

ベ ー スお よ び海 外 の設 置 ベ ー ス の双 方 に あて は ま るが ,海 外 の設 置 ベ ース の方 が

よ り小 規模 な シス テ ムが多 い。

産業 別 では鉱 工業 分野 お よ び政 府 での設 置 が多 く,サ ー ビ ス ・ビュー ローを含

め た ビジネ スお よ び その他 サ ー ビス業 で の設 置 は 比 較 的 少 い。 各 産 業分 野 に お け

るHISの シ ェ アが 高 いの は,電 気機 器 製 造,鉱 業 お よ び建 設 業,連 邦 政 府 な ど

で あ る。

図II-9-19規 模 別 に み たHISの 米 国 内設 置 ベ ー ス

(75年 末,金 額 比)
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さ て,と こ ろ でHoneywel1はXerox

の カ ス トマ ー ・ベ ー ス に 対 す る 今 後 の

サ ポ ー ト並 び に ブ リ ッ ジ ・々 シ ンの 開

発 を も行 う こ と に な っ て い る。Univac

のRCAカ ス トマ ー ・ベ ー ス買 収 の よ

う に 金 銭 に よ る買 収 で はな いが,Honey-

wellがXeroxユ ー ザ ー を 自己 の ユ ー

ザ ー ・ベ ー ス に 引 き入 れ よ う とす る の

は 確 実 で あ り,ま た そ れ がXeroxと の

間 に 交 され た契 約 で も あ る 。 そ こ で 将

来 のHoneywel1カ ス トマ ー ・ベ ー ス

に 変 わ り う る 可 能 性 の 最 も高 いXerox

図ll-9-20HISの 産 業 別 設 置 ベ
ー ス(1975年 末 米 国 市

場 金 額 比)

運輸 ・通信

電気 ・ガス

カ ス トマー ・ベ ー スに つ い てみ て み よ う。

76年6月 末 現 在 で のXeroxの 設 置 台 数 は,米 国 内776台,海 外141台 で 計

917台 で あ る。設 置 金 額 は75年 末 時 点 で6億870万 ドル(全 世 界),う ち4億

8,320万 ドルは米 国内 で の設 置 で あ る。 なお 同 時 点 で の台 数 は,米 国 内826台,

海 外200台 の計1,026台 で あ る。

Xeroxの カ ス トマ ー ・ベ ー スの大 部分 は買 取 りユ ー ザー で,米 国 内 では設 置 金

額 の74%以 上,海 外 で も56%以 上 は 買取 りシ ステ ムで あ る。 メ ー カ ー ・リー スお

よ び レ ンタ ル は,米 国 内 で は21%足 らず にす ぎず,海 外 で も340/・弱 で あ る。

規 模別 で は中型 が 中心 で,Xeroxの 設 置 ベ ー スの40%強 に達 して い る(米 国 内,

金 額 比)。 海 外 市場 で も中 型 機 は37%を 占 めて い る。

Honeywel1は,こ のXeroxの カ ス トマ ー ・ベ ー スの吸 収 を意 図 して い るこ と

は 前に の べ た通 りで あ るが,こ れ が どの程 度 成功 す るか は全 く定 か で は な い。 も

しUnivacが 旧RCAユ ー ザ ーに対 して成 功 した と同 じ程 度 自己 の ベ ー スに引 き

とめ,HISブ ラ ン ド製 品 に移 行 させ る こ とが で きる と す るな ら,Honeywe11

の基盤 は よ り強 固 な もの とな るこ とは勿 論 で あ る。
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3

楽 観 で き ぬ 将 来

(1)ミ ニ コ ン事 業

コ ン ピ ュ ー タ 事 業 と い う熾 烈 な 競 争 環 境 に あ り,し か もIBMと い う巨 人 と 闘

い つ つ 生 き残 りか つ 成 長 を 続 け る た め に は,何 か 特 別 な 「地 位 」 を築 く必 要 が あ

る 。 た と え ば,銀 行 業 務 のBurroughs,科 学 技 術 計 算 用 超 大 型 コ ン ヒoユ ー タ と ネ

ッ トワ ー ク ・サ ー ビ スのCDC,リ ア ル タ イ ム ・ア プ リケ ー シ ョ ンのUnivacと

し、うよ う{こ 。

し か し,HISの ビ ジ ネ ス に は こ れ が 欠 け て い る 。 か つ て こ れ を 確 立 す る た め'

の 絶 好 の 機 会 を,自 ら吹 き とば し て し ま った の で あ る 。 コ ン ヒ。ユ 一 夕市 場 の 中 で

も特 に 急 速 な 成 長 を 続 け て い る ミニ コ ン ピ ュ ー タ分 野 で,Honeywellは 市 場 支

配 の チ ャ ン ス を 逸 し た の だ 。

1966年,Honeywe11は ミ ニ コ ン ビ。ユ一 夕 の パ イ オ ニ ア で,そ の 当 時 の 業 界

リ ー ダ ー で あ っ たComputerControlCo.を 手 中 に収 め た 。ComputerContro1

の65年 の 売 上 げ は2,400万 ドル で,DEC(DigitalEquipmentCorp.)の

1,500万 ド ル を大 き く 上 回 っ て い た δ

DECは,76年 度 決 算(76年6月 末)で7億3,600万 ドル の 収 入 と7,300万 ド

ル の 利 益 を計 上 し て い る が,一 方Honeywellの ミニ コ ン事 業 は75年 の 収 入 が

9,000万 ド ル程 度 と推 定 され る に す ぎ な い 。 しか もHoneywe11シ ス テ ム で の 利 用

が 多 く,単 体 出 荷 分 は6,000万 ドル 前 後 とみ られ る。 こ の 差 は 何 に 起 因 す る の か?

1970年,Honeywel1の コ ン ピ ュ ー タ 事 業 部 は,GEの そ れ を統 合 し,HIS

と し て発 足 した 。 こ の 時HISは,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ に関 す る 疑 れ た 技 術 者 と し

て知 られ るG・ ヘ ン ドリ ー 氏 を,ポ ス トが無 くな った た め解 雇 した の だ 。 こ の こ

と を元Honeywe11社 員 でPrimeComputer社 の 創 立 者 の1人,R・ バ ー コ ウ ィ

ツ氏 は こ う語 る 。 「Honeywe11が,我 々 が ミニ コ ンの 父 と も思 っ て い た ヘ ン ド リ

ー氏 を 解 雇 し た時
,私 に は と て も そ れ が 信 じ られ な か った 。 」

ヘ ン ドリ ー氏 は,16ビ ッ ト ・マ シ ンを 最 初 に 市 場 に 送 り出 した 人 の1人 で,ミ

ニ コ ン ヒ。ユータ市 場 の 市 場 と し て の 確 立 に 大 きな 寄 与 を した 人 物 で あ る。 彼 の つ く
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っ た モ デ ル516は,Honeywel1の 最 も成 功 した ミニ コ ン ピ ュ ー タ の1つ で あ っ

た 。 そ して こ の 成 功 に 刺 激 さ れ て,他 の メ ー カ ー も16ビ ッ ト ・マ シ ン に取 り組 ん

だ の で あ る 。

Honeywe11の 経 営 陣 が 重 大 な ミス を犯 し た の は,ま さ に この 時 で あ っ た 。516

の 後 継 機 とな るべ き 新 世 代 の16ビ ッ ト ・マ シ ンの 開 発 を せ ず,32ビ ッ ト ・マ シ ン

の 生 産 に 資 金 を投 入 し た の だ 。 この 新 機 種 は ま る で 当 らず,Honeywel1は それ を

あ き ら め た 。

そ の 間 に 他 の 競 争 相 手,特 にDECは,16ビ ッ ト ・ シ ス テ ム を 販 売,市 場 で の

地 位 を確 立 した 。 市 場 で の 指 導 的 地 位 を失 ったHoneywel1は,二 度 とそ れ を 取

り も どす こ とは で き ず,優 秀 な セ ー ル ス マ ン達 は 続 々 と辞 め,競 争 相 手 へ と移 っ

て い った 。69年 にHoneywellが も う1つ の16ビ ッ ト ・マ シ ン を 開 発 した 時 に は,

す で に手 遅 れ とな っ て い た 。

Honeywellの 経 営 陣 は,目 標 達 成 の た め の 具 体 的 プ ラ ン の 策 定 と い う点 で

無 力 で あ っ た 。 そ して70年 にHISが 設 立 さ れ た 時,Honeywellの コ ン ビ。ユ 一

夕 事 業 の 方 向 は,大 型 機 の 方 へ 定 め られ,昔 のComputerContro1チ ー ムの 崩 壊

は 決 定 的 とな っ た 。 ヘ ン ド リ ー氏 は 今,H-P(Hewlett-Packard)と と も に

DECを 追 うDG(DataGenera1)の シ ニ ア ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・マ ネ ジ ャ ー

の 職 に あ る 。

1976年1月,HISは レ ベ ル6ミ ニ コ ン ピュ ー タ ・シ リ ー ズ3機 種 を 発 表,

昔 日 の 栄 光 へ 向 け て 新 た な る道 を 歩 み 始 め た 。 さ ら に1年 後 に は,6/43を 発 表,

今 後 も レベ ル6の 拡 張 意 向 を 明 らか に し て い る。 レ ベ ル6は,ソ フ ト ウ ェ アが 弱

い と言 わ れ て きた が,6/43で は,マ ル チ タ ス キ ン グOSのGCOS6/MDT,レ ベ

ル62お よ び64RPGと 互 換 性 を持 つ レ ベ ル6RPG,レ ベ ル6COBOLお よ び 拡

張FORTRANな ど が 発 表 さ れ て い る。

HISに よ れ ば,76年1月 の レベ ル6発 表 以 来,OEM,シ ス テ ム ・メ ー カ ー,

エ ン ド ・ユ ー ザ ー か ら合 計1 ,000台 以 上 の 受 注 が あ っ た と い うが,DEC,DG,

そ し てH-Pに 近 い筋 に よ れ ば,レ ベ ル6ミ ニ コ ン は,OEMで も エ ン ド ・ユ 一
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ザ ー市 場 で もこれ ら有 力 ミニ コ ン ・メー カ ー と競 合 す るま で には 至 っ て い な い と

い うこ と で あ る。

且ISは75年 夏 ごろか ら ミニ コン ビ。ユ一 夕部門 の強 化 ・充 実 に乗 り出 し,OE

M,エ ン ド ・ユー ザ ー両市 場 の バ ラ ンス が とれ た形 での開 拓 を 目指 し,レ ベ ル6

の発 表 に 至 った わ け だ が,HISが まだ その 新 た な版 図 を確 立 す る前 の76年11月

に は,巨 人IBMが シ リ ー ズ1を 持 って この 市場 に斬 り込 ん で きた 。HISの ミ

ニ コンへ の 再 度 の チ ャ レン ジが 時 を逸 して いた か そ れ と も正 に機 を とらえ た か
,

その解 答 は いず れ 明白 とな ろ う。

(2)「 ダ ボハ ゼ」式 吸収 拡 大政 策

Honeywe11の 重 要 な海 外拠 点HoneyWell-Bul1はCIIと 合併 し,新 会社

CII-HBに 対 す る統 制力 は,仏 経 済政 策 の対 外 強 硬主義 の犠 牲 とな り ,Hbney-

wellは 今 や た っ た47%の 株 主にす ぎな くな っ た。 この 結 果,仏 の コン ピュ ー タ事

業 は もは や 連 結 ベ ー ス とは な らな くな り,Honeywel1はGEコ ン ピュ ー タ事 業

部 の 吸収 もむ な し く,収 入 額 は 主要 メー カ ー中 第3位 に落 ちた 。 さ らに,米 国 内

売 上 げ で は,Burroughsに 大 きく引離 され て い る。 しか し この一方,Honeywel1

は 仏 の子 会 社 に 多 くの重 要 な 部分 を依 存 しな け れ ば な らな い の だ 。

GEの 吸 収 に続 き,75年 にはXeroxの カス トマ ー ・ベ ー ス を引 継 い だHbneywe11

は,76年 始 め にはSingerの ビ ジ ネ ス ・マ シン事 業 部 の 買収 で同 社 と交渉 を行 っ

た 。Singerの コン ヒ。ユ一 夕本体 事 業 は,小 型 機 シス テム10の み で,市 場 勢 力 と

し ては 取 る に足 らな い もの で あ るが,POSタ ー ミナ ル分野 で は,71年 にSears

Roebuckか ら大 量 受 注 を 得 て 以来,同 分野 の パ イオ ニ ア とし て最大 の シ ェアを

誇 って きた 。Singerは60年 代 の 気違 い じみ た 拡張 政 策 の ツケ が払 い きれ ず,大

幅 な 事業 縮 小 の道 を採 り,つ い に ビジ ネス ・マ シ ン事 業部 の 売却 とい う大 手 術 を

断 行 した 。

Honeywe11は このSingerに 接 近 して い った わ け だが,76年2月 半 ば す ぎ ま

で は買 収 先 の 最 有 力候 補 とみ られ て いた もの の,結 局Singerの 事業 は 英ICL
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とTRWの 手 に渡 っ た 。

SingerのEDP事 業 は 引 継 が な か った と い う もの の,HoneywellはGE系,

Honeywe11系,Xerox系,そ し てCII系(こ れ は さらにCIIラ イ ン とUnidata

ラ イ ン と に 別 れ る)と 数 多 くの コ ン ビ。ユ 一 夕 ・ラ イ ン を か か え て お り,こ れ ら全

て を ハ ー ド,ソ フ ト両 面 で サ ポ ー ト しつ つ,統 合 ラ イ ンへ の移 行 を 進 め て い か な

け れ ば な ら な い 。Singerの ベ ー ス が 加 わ っ て い た と す れ ば,そ の カ ス トマ ー'

ベ ー ス は 小 さ い と は 言 え,こ れ は さ ら に 複 雑 な も の に な っ て い た で あ ろ う。

Xeroxコ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー に 対 し て は,76年6月 のExchange(Xeroxの

コ ン ピュ ー タ ・ユ ー ザ ー会)集 会 で,コ ン バ ー ジ ョ ン ・ソ フ トウ ェ ア の 提 供 を 約

束,77年2月 に はSigmaお よ び500シ リ ー ズ用 の グ レー ド ・ア ッ プ ・ハ ー ド ウ

ェ ア を 発 表,同 時 に マ イ グ レ ー シ ョ ン ・ソ フ トウ ェ アCP-V【(Control

Program-Six)も79年 第1四 半 期 に は 提 供 で き る と語 った 。

発 表 さ れ たXeroxマ シ ン用 ハ ー ド ウ ェ ア は,Sigma6,7お よ び9用MOSメ

モ リ ・サ ブ シ ス テ ム;Sigma6お よ び7の デ ュ ア ル ・プ ロセ ッサ ・オ プ シ ョ ン;

Sigma5用 バ ー チ ャ ル ・メ モ リ ・サ ブ シ ス テ ム;Sigmaお よ び500シ リ ー ズ 用

リ ム ー バ ブ ル ・デ ィス ク お よ び 磁 気 テ ー プ装 置 で あ る。 且oneywellは 約 束 通 り,

Xeroxコ ン ピ ュ ー タ の ユ ー ザ ー に 対 し ア ッ プ グ レ ー ドの 道 を 提 供 し た 。

CP-V[は,CP-Vの ア ップ グ レ ー ド ・バ ー ジ ョ ン と し てXeroxに よ り開 発 が

進 め られ て い た オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム で あ るが,79年 に リ リ ー ス が 予 定 さ

れ たCP-Wは,Honeywe11シ リ ー ズ60レ ベ ル66でXeroxマ シ ン用 に 開 発 さ

れ た ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ソ フ ト ウ ェ ア を サ ポ ー トす る もの で あ る。 逆 に,レ ベ ル

66の ユ ー ザ ー はCP-V【 に よ りXeroxの 震 れ た プ ロ グ ラ ム(特 に 科 学 技 術 計 算 用)

を 利 用 す る こ とが で き る よ う に な る 。

数 多 く の コ ン ヒ。ユ一 夕 ・ラ イ ンの ユ ー ザ ー を か か え るHoneywellが 急 が な け

れ ば な らな い の は,こ れ ら を統 合 す る新 シ リ ー ズ の 開 発 で あ る 。 コ ン ビ。ユ 一 夕 ・

ビ ジ ネ ス で 安 定 し た 成 長 を 続 け る た め に は 一 定 以 上 の カ ス トマ ー ・ベ ー ス が 必 要

で あ る 。RCAの カ ス トマ ー ・ベ ー ス を 買 収 し,大 きな 成 功 を 納 め たUnivacが
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良 い例 で あ る。Univacに 先 立 っ て これ を実践 したHoneywel1は,そ の統 合 が

完壁 に済 ま ぬ ま ま,新 た な ユ ー ザ ー ・ベ ース を迎 え入 れ た。

74年 以来 の不 振 か らまだ完 全 に抜 け 出 す には 至 っ てい な いHoneywe11の コン

ピ ュー タ事業 が,こ の 重 荷 を どの よ うに解 決 して ゆ くか,今 後 の動 きがCII--HB

の 動向 を含 め,注 目 され る。新 た な る悲 劇 が起 らな い こと を願 うの は,ユ ーザ ー

だ け で はな いで あ ろ う。

76年 の 動 き

Honeywellの76年 に お け る主 な 動 きは次 の通 り。

1月 ・レベ ル6ミ ニ コ ン ビ。ユー タ3機 種 発 表

6/34,36,06の3機 種 で,34,36が 真 の レベ ル6と み られ るOEM市

場 向 け の もの で,06は シス テ ム700の ロー ・エ ン ド拡 張版 で,エ ン ド ・

ユ ーザ ー市場 を狙 った もの 。

・Singerの ビジ ネ ス ・マ シ ン事業 部買 収 で同 社 と接 触

こ れ は 不成 立 に終 り,Singerの 同事 業 部 の大 半 はICLが 買取 っ た。

(ICLの 項 参 照)

・新 ソ フ トウ ェ ア政 策 の 波 紋 続 く

HISは,75年8月 に新 た な 中 古機政 策 を打 出 し,そ の1つ と して現 有 の

HISソ フ トウ ェア の売 却 禁 止 を ユ ーザ ーに通 告 した 。 これ に対 し ユー ザ

ーは猛 烈 に 反 対
,HIS側 は 説 明 不足 だ った と して詳 しい 説 明 に 努 めた が,

ユ ーザ ー の不 満は 年 が 明 け て も解 決 され な い まま とな った 。

2月 ・ス コ ッ トラ ン ド工場 の大 量 レイ ・オ フ方 針 を公 表

欧 州 で の コ ン ピ ュー タ生 産 の 中心 を仏 に移 行 す るた め と推 測 され て い るが,

Honeywell側 は生 産 性 向 上 のた め で,生 産 レベ ルは現 状 を維 持 す る と発

言 。 英 国政 府 に よ るICL大 型 機買 付 け政 策 が こ の原 因 の1つ に な って い

る とす る見方 もあ る 。

・GSA(連 邦 調 達 庁) ,HISの ソ フ トウ ェア政策 に 対 し反 対 を 表 明
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GSA・ADTS(デ ー タ処 理 お よ び テ レ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン局)のT・

パ ッ]リ ア ス 局 長 は,HISの 政 策 は 著 作 権 法 の 理 念 を 逸 脱 し た拡 大 解 釈

で あ る と し,ま たHISが 同 時 に 打 出 した 中 古機 に 対 す る メ ン テ ナ ン ス条

項 に も反 対 で あ る と表 明 した 。

・HISに 対 す るGEの 持 株 が18 .5%か ら1L7%に 減 少

GEは こ の 見 返 りと し て,Honeywe11の 普 通 株 式80万 株 を取 得 した 。G

EはHoneywe11と の ク ロス ・オ プ シ ョ ン契 約 に よ り,HIS株 の 全 て を

Honeywe11株 と 換 え るが,司 法 省 との 協 定 に よ り,GEは 保 有 す る

Honeywe11株 の 全 て を1980年 末 ま で に売 却 す る こ とに な っ て い る 。

・Honeywell-Bull,イ ラ ク で 総 計500万 ドル の 契 約 を 獲 得

・モ デ ル6031パ ッ ケ ー ジ 発 表

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ機 能 を売 り もの に し た コ ン ピ ュ ー タ ・パ ッケ ー ジ ・シ

ス テ ム で,学 術,地 方 自 治 体 市 場 を 狙 っ た もの 。

3月 ・Xeroxコ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー に 対 す る サ ポ ー ト活 動,カ ナ ダ,欧 州 で も

開 始

・Honeywel1-Bul1,MPI(MagheticPeripherals ,Inc.)に 参 加

MPIは75年4月 にHISとCDCと の 合 弁 で 設 立 さ れ た もの 。HB参

加 協 約 の 発 効 は6月3・0日 。

5月 ・64/30,64/50発 表

・レ ベ ル66へ の コ ン バ ー ジ ・ ン ・パ ッ ケ ー ジCM66販 売 開 始

こ れ は200/2000ユ ー ザ ー の レベ ル66へ の グ レ ー ド ・ア ッ プ を 促 進 さ せ

る た め の もの で あ る。

・62/40エ ン ハ ン ス メ ン ト

IBMのSystem/3-12の ベ ー ス侵 略 を意 図 した もの 。

6月 ・Xeroxマ シ ンか ら レ ベ ル66へ の コ ン バ ー ジ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム 開 発 意 向 を表

明

・MICR事 業 に 進 出
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MICR・COM・RMS235-2磁 気 イ ン ク ・キ ャ ラ ク タ認 識 シ ス テ ム の 販 売 に 乗

り出 し た もの で,こ れ は2000CPU再 生 機 を ベ ー ス と し た もの 。

・ レベ ル66を 強 化

66/07,66/17,66/27が 新 た に 追 加 発 表 さ れ,66/10が エ ン ハ ン ス メ

ン ト,そ し て66/20,66/40の 構 成 変 更 が 行 わ れ た 。 ま た,レ ベ ル66の エ

ン ト リ ー ・モ デ ル と し て66/05も 発 表 され た 。

7月 ・Honeywe11-Bu11とCIIの 合 併 完 了 を 発 表

・ペ ー ジ ・プ リ ン テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 開 発 部 設 立
,

・欧 州 で も レベ ル6ミ ニ コ ン ビ。ユ 一 夕発 表,OEM事 業 開 始

8月 ・ス コ ッ トラ ン ド工 場 で ス トラ イ キ

ス ト参 加 は3工 場,1,400人 の 製 造 担 当 者 で,事 務 系 の1,100人 は 不 参 加 。

・陸 軍 か ら テ レ プ リ ン タ ・タ ー ミナ ル受 注

野 戦 用 タ ー ミナ ル の 第 一 次 分 受 注 で,総 額1億 ドル に の ぼ る 継 続 受 注 が 期

待 され て い る 。

・メ ン テ ナ ン ス料 金 値 上 げ

上 げ 幅 は7～15%で,Xeroxマ シ ンの メ ン テ ナ ン ス料 もそ の 対 象 と な っ て

い る。

同 時 に,200お よ び2000シ リ ー ズ,並 び にXeroxマ シ ン の レ ン タ ル/リ

ー ス料 が2 .5%引 上 げ られ,一 方 シ リ ー ズ60の 一 部,6000,200お よ び

2000シ リ ー ズ の メ ン テ ナ ン ス料 は5～25%引 下 げ られ た 。

9月 ・MDBM発 表

こ れ は レベ ル68/Multicsコ ン ピ ュ ー タ用 の ネ ッ トワ ー ク技 術 を 強 化 す る

デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム で あ る 。

・レ ベ ル66機 能 強 化

IBM370/138,148の 対 抗 策 で,価 格 を い じ ら ず にCPUパ フ ォ ー マ ン

ス を 上 げ,主 メ モ リ の 最 大 容 量 を 引 き 上 げ た の が そ の 骨 子 。 同 時 に,66/

05か ら66/80ま で の 各 モ デ ル で の マ ル チ ・プ ロセ ッサ お よ び66/05の
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新 バ ー ジ ョ ンを追 加 した 。

12月 ・レベ ル62エ ンハ ン ス メ ン ト

IBMSystem/3の カ ス トマ ー ・ベ ー ス 侵略 を よ り強 力 に 行 うため,

レベ ル62の 機 能 を拡 張,新 たな周 辺 機 器 や ソ フ トウ ェ アを追加 発 表 した も

の で あ る。

・組 織 再 編

且IS北 米 事 業 部 が再 編 成 され,大 型 情 報 シス テ ム部,中/小 型 シ ス テ ム

部,マ ーケ テ ィ ングお よ び サ ー ビス部 の3部 門 が 新設 され た 。 新組 織 の ス

タ ー トは77年1月1日 か ら。

77年 に 入 っ て もHISの 新 機 種 発 表 は 続 き,1月 に は レ ベ ル6ミ ニ コ ン ピ ュ

ー タに6/43が 追 加
,ま た 月 末 に は66/85,64/30,64/50,64/60が 発 表

さ れ て い る 。
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NCR

事 業 内 容

(1)76年 決 算

前 年 に 比 べ 利 益 が 落 込 ん だ75年 のNCRで あ った が,76年 は この 遅 れ を 一 挙 に

と り戻 した 格 好 とな った 。 特 に 最 終 四 半 期 は,75年 同 期 に 比 べ 実 に124 ,70/・増 と

い う利 益 額 を 達 成,年 間 決 算 で も31 .9%の 増 益 と な り,史 上 最 高 の 利 益 を計 上 し

た 。

76年 第4四 半 期 の 収 入 は7億1,584万6,000ド ル(約2,147億5 ,380万 円)で,

前 年 同 期 の6億4,862万9,000ド ル に 比 べ10.4・/.の1申 び,純 益 は3,886万8,000

ドル(約116億6,040万 円),1株 当 り1.50ド ル で,同 じ く1 ,729万5,000ド ル

1株 当 り71セ ン トに 比 べ124.7%増 と な っ た 。

年 間 決 算 で は,収 入 は75年 の21億6,560万7,000ド ル か ら6.5%ふ え た23億

1,271万3,000ド ル(約6,938億1,390万 円)に 達 し,利 益 も前 年 の7 ,249万

1,000ド ル か ら31.9%ふ え て9564万4,000ド ル(約286億9 ,320万 円),1株

当 り2.99ド ル と,利 益1億 ドル の 大 台 に あ と 一 歩 と迫 った 。

76年 の 収 入 の う ち,コ ン ピ ュー タ事 業 に よ る もの は16億7,400万 ドル(約

5,022億 円)で あ る 。 ま た 純 益 の う ち,営 業 利 益 は9,002万7 ,000ド ル(約270

億810万 円),1株 当 り3.53ド ル で あ った 。 な お 発 行 済 株 式 数 は,前 年 末 時 点

よ り約120万 株 ふ え て,2,560万 株 とな っ て い る 。

NCRに よ れ ば,利 益 の こ の よ う な 大 幅 な 伸 び は,デ ー タ ・タ ー ミナ ル お よ び

コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の 受 注 が 好 調 で,特 に 米 国 内 事 業 が 前 年 に 比 べ 好 転 し た

た め で あ る と い う。 ま た,借 入 金 が 前 年 に 比 べ7,000万 ドル 減 少 し た こ と に よ る

支 払 利 子 の 減 少 も これ に 拍 車 を か け て い る。

研 究 開 発 投 資 は9,430万 ド ル に の ぼ っ て お り,こ れ は 前 年 度 実 績 に 比 べ930万
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図ll--9-21NCR売 上 げ 純 益 推 移 図ll-9--22NCR1株 当 り純 益 推 移
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ドル の増 加 で あ る。

(2)カ ス トマー ・ベ ー ス

1976年6月 末 現 在 設 置 され てい るNCRの コ ン ピュー タは,米 国 内 に3,939

台,海 外 に2,764台 の計6,703台 であ る。 こ の うちCenturyシ リー ズは,国 内

3,465台,海 外2,200台,計5,665台 と全体 の85%に 達 して い る。76年4月 に

発 表 され た ば か りのCriterionシ リー ズは,こ の時 点 で は合 計13台 しか納 入 され

て いな い が,受 注 残 が550台 と好 調 な 出足 を み せ てい る。

設 置 金 額 は,75年 末 の時 点 で 国 内9億6,620万 ドル,海 外5億8,71.0万 ドルの

計15億5,330万 ドル で あ る。 な お この時 点 で の設 置 台 数 は,全 世 界 で8,741台,

う ち米 国 内 は5,026台 で あ る。

米 国 内設 置 ベ ー スの7割 近 くは メ ー カ ー ・ リー スお よ び レ ンタ ルに よ り コン ピ

ュ ー タを導 入 し てお り,買 取 りユ ーザ ーは3割 に も満 た な い。 一 方,海 外 で は,

メ ー カー ・リー スお よび レ ン タ ル と,

図 ∬-9-24取 得 方 法 によ るNCRの

買 取 りの 比 率 は ほぼ 等 しく・第3者 米 国内 設 置 ベ ー ス

〔75年 末,金 額 比)リースは 国 内 ,海 外 と もほ とん ど行

わ れ て いな い。

NCRの コ ン ピュー タ ・ライ ンの

ほ とん ど,そ して カス トマ ー ・ベー

スの ほ とん どは,中 型 以 下 の シス テ

ム で あ るに もか か わ らず,リ ー スお

よ び レ ンタ ルが 圧倒 的 に 多 い と い う

こ とは注 目すべ き傾 向 で あ ろ う。

小規 模 な シス テ ムが 中心 とな っ て

い るの は 国 内市場,海 外 市 場 と も同

じで あ るが,海 外 の カス トマ ー ・ベ

ー スは ,よ り小 規 模 な シ ス テム の ユ

囲 破線は全 メーカ ー平均
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一 ザ ーが 多 い。

全 体 の 市 場 に 占 め るNCRの シ ェ ア

が 大 きい の は,国 内 では 超 小型 機 と小

中 型 機 の分 野 で,そ れ ぞれ1割 強 の市

場 シ ェア を有 して い る。一 方 海 外 で は,

NCRの 超 小型 機8200は 他 の米 国 系

メ ー カ ーを 圧倒 す る強 み をみせ てお り,

米 国勢 が握 る海 外 超 小 型 機 市場 の46%

を 占 め るに 至 って い る。

しか し超 小型 機分 野 は競 争 が ま す ま

す 激 化 して お り,最 大 の ライ バ ル

BurroughsもB80を 発 表 して一 大 攻 勢

をか け て き てい る こ とか ら,NCRの

中 大 超

大 大
型 型 型

図ll-9-26NCRの 産 業別設置 ベ ース

(1975年 末米国市場 金額比)
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米 国 内 のNCRの カス トマー ・ベ ー スを産業 別 に み る と,鉱 工業,サ ー ビス,
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銀 行 が 比 較 的 多 い。 日本 にお け るNCRの 設置 ベ ー ス の中 で圧 倒 的 な 比重 を 占 め

る銀 行 は,米 国 の設 置 ベ ー スにお いて はNCR全 体 の16%に す ぎな い。 サ ー ビス

は,NCRの 申 で は比 較 的 大 きな比 率 を 占め て い る が,サ ー ビス業 に対 す るNC

Rの 参 入 程 度 とい うこ とに な る と非 常 に低 くな る。 つ ま りサ ー ビス,特 に ビジ ネ

スお よ び そ の他 サ ー ビス業 は,NCRに とって最 も強 い分 野 の1つ で あ る と同時

に 最 も弱 い分 野 であ る とい うこ とが で きよ う。

新 シ リー ズCriteri㎝

76年5月1日,Centuryの 後 継 と してCriterionシ リーズ が全 世 界 ほ ぼ同 時

に発 表 され た(日 本 は5月6日)。 同 シ リーズ の 第 一 弾 とし て発 表 され た のは,

8550と8570の 小 ～中 型 機2種 で あ る。

回 路 に はECL(エ ミッタ論理 回路),メ モ リに は4K/チ ッ プのMOSが 使

わ れ て お り,仮 想 記憶 や強 力 な コ ミュ ニケ ー シ ・ン機 能 を備 え て い る。最 大 の 特

徴 は,プ ロ セ ッサ のバ ー チ ャル化 と もい うべ き柔 軟 構 造 を とって い る とい う こ と

と,内 部分 散処 理構 造 を採用 してい る とい うこ と で,シ ステ ム 自体 の 高 い 融 通 性

と世 代 間互 換性 確 保 の た めの融 通 性 を うた って い る。

NCRの い うバー チ ャ ル ・マ シン とは,フ ァー ム ウ ェア を変 え るこ とに よ り,

ユ ーザ ーの 要求 す る利 用 形 態 に 応 じた最 適 の シ ス テ ム に す る とい う もの で,い わ

ば仕 事 に合 せ て 自 由 に そ の顔 を 変 え る とい うフ ェ ース ・レス ・コ ン ビ。ユ ー タ とい

うこ とが で きよ う。

分 散 処理 構造 は,Criterionの アー キ テ クチ ャー上 の きわ だ った特 徴 とな っ

て い る もの で,ITB(内 部転 送 母線)に よ り機 能 毎 に独 立 した サ ブ シス テ ムが

結 合 され,モ ジュ ー ル構 造 を と るとい う もの 。 これ は 従来 の いわ ゆ る フル サ イ ズ・

メ イ ン フ レ ー ム と いわ れ る汎用 コン ピュ ー タCPUの 構 成 とは か な り異 っ て お り,

最 近 の ス ー パ ー ・ ミニ とか ラ ー ジ ・スケ ール ・ ミニ とか いわ れ る超 高 性 能 ミニ コ

ン ピュ ー タの そ れ に近 い とい え る。 これ ら超 高 性 能 ミニ コン とCriterionの 最 大

の違 い は,統 合 され た ソ フ トウ ェア体 系 と幅 広 い周辺 機 器 で あ る とい って も過 言
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で は あ る ま い 。

Criterionの バ ー チ ャ ル ・ プ ロ

セ ッサ を 実 現 す る の が フ ァ ー ム ウ ェ

ア で,こ れ は サ ブ シス テ ム の1つ サ

ー ビ ス処 理 シ ス テ ム 中 の デ ィ ス ケ ッ

トに ス トア さ れ て い る 。 こ の フ ァ ー

ム ウ ェ ア を 選 ぶ こ と に よ り,Criterion

をCOBOLバ ー チ ャ ル ・マ シ ン,ベ

ー ス ・バ ー チ ャ ル ・ マ シ ン
,VR

Xバ ー チ ャ ル ・マ シ ン(仮 想 記 憶),

TOXバ ー チ ャ ル ・マ シ ン(ト ラ ン

ザ ク シ ョ ン 処 理 用)と し て 使 う こ と

が で き る。

8550,8570は,Century201,

図 ∬-9-27 Criterionの 基 本 ア

ー キ テ ク チ ャ ー
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251お よ び300の リ プ レ ー ス を 意 図 した もの で,Centuryシ リ ー ズ とは オ ブ ジ ェ

ク ト ・ コー ド ・コ ンパ テ ィ ブ ル で あ る 。 市 場 で の 競 合 機 種 は370/115,125,135

ク ラ ス の もの で あ る。

しか しNCRが 意 気 揚 揚 と し てCriterionを 発 表 した わ ず か2ヵ 月 後,IBM

は370/138,148を 発 表 し た の で あ る。Burroughs,Univacな ど の 競 合 メ ー カ

ー が 相 次 い で138
,148の 対 抗 策 を 発 表 す る 中 で,NCRはCriterion8570の

価 格 競 争 力 が138の 登 場 で 弱 ま っ一た に もか か わ ら ず,そ の 対 抗 策 を 打 出 し て い な

い 。

新 しい 本 体 と と もに注 目 さ れ た の は,ウ ィ ンチ ェス タ ー型 デ ィ ス グが 周辺 機 器

と して 発 表 され た こ と と,米 国 で は ア ンバ ン ドリ ン グ(ハ ー ド/ソ フ トの 価格 分

離)が 実施 された こ とで あ る。

ウ ィン チ ェス タ ー型 デ ィス ク は,モ デ ル6590と 呼 ば れ,35メ ガ バ イ トと70メ

ガ バイ トの2種 類 の デ ー タ ・モ ジュ ールが あ る。 転 送速 度 は885KB/秒,平 均
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,

ア クセ ス ・タイ ムは35.1ミ リ秒 。

ア ンバ ン ドリング は,5月1日 以 降 の発注 に な る ソ フ トウェ アを分 離 価 格 で提

供 す る とい う もの で,Criterionシ リーズ用 の ソ フ トウ ェアの み な らず,Century

用 ソフ トウ ェ ア もその 対 象 とな ってい る。Criterionは,正 式 発 表 に先 立 って 一

部 ユー ザ 二一に 公 開 され て い た が,こ の ア ンバ ン ドリ ング実施 は突 然 発 表 され た も

の で,一 部 ユ ーザ ー に とっ ては ま さに青 天 の 露 盤 と もい うべ き もの だ った よ う だ。

しか しNCRに'よ れば,こ の 政 策 の 実施 は1970年 以来6年 間 あた た め て きた も

の で,新 シ リー ズ発 表 を機 に踏 み切 った もの であ る とい う。

さて,こ のCriterionは,73年9月 以 来CDCと と もにASL(Advanced

SystemsLab。)で 進 め て い る次世 代機 種共 同 開 発 プ ロジ ェ ク トと どのよ うな か

か わ りを もつ の で あ ろ うか 。欧 米の 業 界 観測 筋 は,い ず れ発 表 され る であ ろ う

8570の 上位 機 種 が,こ の共 同 開発 機 の 下位 に位 置 づ け られ るの では な い か,と

み てい る。ASLに よ る共 同 開 発 機 は,メ イ ン ・プ ロセ ッサ をCDCが 担 当 し,

サ ブ ・プ ロ セ ッサお よ び1/O関 係 をNCRが 担 当 して い る模 様 で あ る。

■

業 界 を 驚 かせ た トップ人 事

76年 の主要 本 体 メ ー カ ー の動 きの 中 で,NCRの トップ人 事 ほ ど業 界 を あ っ と

言 わせ た もの は数 少 な か っ た。

9月1日 付 でNCRの 新 社 長 に就 任 したチ ャ ー ルズ ・E・ エ ク ス レイ(Charles

E.Exley,Jr.,46才)氏 は,宿 敵Burroughsの 副社 長 だ った の だ。 大物 トレ

ー ドに つ い ては比 較 的 なれ っこ で ,先 ご ろ もXeroxの ナ ン バ ー3だ っ た フ ラ ビン

(JosephB.Flavin),ヘ イ(RaymondA.Hay)の 両氏 が 相 次 い でそ れ ぞ れ

Singer社,LTVCorp.の 社 長 に移 籍 した とい う リクル ー ト劇 をみ たば か りの 米

ビジ ネス街 で も,こ の人 事 は 大 きな話 題 とな った 。

エ クス レ イ氏 は,22年 間Burroughs－ 筋 に きた とい う直 系 の 人物 で,財 務 担

当副 社 長,事 務 機 器 担 当 副 社 長 兼 グル ー プ ・エ グ ゼ クテ ィブを経 て財 務 担 当執 行

副社 長 に昇 進 し,同 時 に 取締 役 兼 経営 委員(委 員4名)も 務 め てい た 。Burroughs
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で は最 も若 い シ ニア ・エ グゼ ク テ ィブ で,ミ ラ ビ ト社長,マ ッカ ラー筆 頭 副社 長

な ど とと もにBurroughs四 天 王 の1人 とい わ れ てい た 。 また,コ ン ピュー タ業

界 の財 務 マ ン として は ト ップ に あ る と評 価 され て いた 逸材 で もあ る。

この思 い切 った トッ プ人 事 は,日 本NCR会 長 か ら米 国NCRの 社 長 そ して会

長 へ と異 例 の昇 進 を逐 げ た ア ンダ ー ソ ン(WilliamS.Anderson)会 長 の肝 入

りで行 われ た 。 ア ンダ ー ソ ン会 長 の 下でNCRは コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム企業 と

して再 生 の道 を歩 ん で い るが,そ の 体 制 は ま だ確 固 た る もの とは な っ てい な い。

NCRを 指 揮 す る ア ン ダ ー ソ ン会 長 は,兼 任 してい る社 長 職 を信 頼 に 足 る人材

に 委 ね,会 長 職 に専念 し た い との意 向 を以 前 か ら も らして い た。 そ してBoyden

Associates,Inc.と い う会 社 幹部 の リクル ー ト会 社(い わ ゆ る"ヘ ッ ド・ハ ン

タ ー")の お膳 立 ての 下 に,こ の 驚 くべ き人 事 が 実 現 した の で あ る。

ア ンダ ー ソ ン/エ ク ス レ イ体 制 とな ったNCRは,メ カ ニ カ ルか らエ レク トロ

ニ クスへ の脱 皮 を終 え た 今,再 び 「栄 光 の60年 代 」 へ 向 って の 歩 み を み せ る で あ

ろ う。 しか し これ は,「 成 長 の 前 に ま ず利益 の向 上 を」 とい うNCRと 対 照 的 な

Burroughsの 方 針 で育 て上げ られ た エ クス レイ新 社 長 と,ア ンダ ー ソン会 長 の二

人 三 脚が,ど の 程度 息 が 合 うか とい う こ とに 大 き く依 存 して い る。

76年 の 動 き

NCRの76年 に お け る 主 な 動 きは 次 の 通 り。

1月 ・SpiritをCentury全 モ デ ル で提 供

Spirit(SalesProcessingInteractiveReal-TimeInventory

Technique)は オ ン ラ イ ン在 庫 管 理 ソ フ ト ウ ェ ア で,74年 にCentury8200

超 小 型 コン ピ ュ ー タ 用 と して 発 表 され た もの 。

・NCR499発 表

CPUにMOS/LSIを 採 用,主 記憶 容 量32KBの ビ ジ ネ ス ・ コ ン ピ ュ

ー タ で
,NCR399の 後 継 機 と な る もの 。IBMのSystem/32対 抗 の 意

味 もあ る 。499の 発 表 と 同 時 に,仏 で は ニ ュ ー ・バ ー ジ ・ ン の8200小 型
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●

●

ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム を 発 表 した 。

・DataPathing社 買 収 で 同 社 と 基 本 的 合 意 に

Data社 は,工 場 デ ー タ収 集 シ ス テ ム の メ ー カ ー で,75年 度(75年6月30

日 決 算)の 売 上 げ は1,830万 ドル,純 益 は250万 ドル で あ った 。

・Century8200用 ソ フ トウ ェ ア強 化

ニ ュ ー バ ー ジ ョ ン の イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・マ ル チ プ ロ グ ラ ミン グOS
,IMOS

と,卸 売 業 向 け の ア プ リケ ー シ ・ ン ・パ ッケ ー ジ,IWDSが 追 加 され た 。

2月 ・250電 子 式 キ ャ ッ シ ュ ・レ ジ ス タ を バ ー ジ ョ ン ・ア ッ プ

3月 ・280POSタ ー ミナ ル を 平 均6.5%値 上 げ

・MATR∬ ソ フ トウ ェ ア 発 表

こ れ は,Century101以 上 の コ ン ピ ュ ー タ の フ ァイ ル へ の テ レタ イ プ型

タ ー ミナ ル か ら の ア ク セ ス を サ ポ ー トす る もの で あ る。

4月 ・Century75発 表,101,151の 価 格 引 下 げ

Century75は16～64KBの コ ア ・メ モ リ ・マ シ ン。101の 価 格 引 下 げ は

1go/o,151`ま14%0

5月 ・Criterionシ リ ー ズ 発 表

CriterionとCenturyの ア ン バ ン ド リ ン グ 実 施 も ア ナ ウ ン ス さ れ た 。

・POSタ ー ミナ ル にEFTS機 能 追 加 テ ス ト

接 続 テ ス トは,ニ ュ ー ヨ ー クのChaseManhattan銀 行 と。

・2500タ ー ミナ ル 発 表

コ ン トロ ー ラ(モ デ ル2200)にlntelの8080マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ・チ

ップ を 採 用 し た 金 融 タ ー ミナ ル で,IBM3600対 抗 機 とみ られ る 。

・ホ テ ル ・モ ー テ ル ・シ ス テ ムInn-Tactを 発 表

OntelCorp.か ら の イ ン テ リ ジ ェ ン トCRTタ ー ミナ ル を ベ ー ス に,2

年 間 パ イ ロ ッ ト ・テ ス トを し て 商 品 化 し た タ ー ン ・キ ー ・シ ス テ ム で あ る。

6月 ・子 会 社ElectronicCommunications,Inc.の 売 却 で,売 却 先E-Systems

Inc.と 合 意
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o

7月 ・DataPathing買 収 完 了

最 終 買 値 は4,500万 ドル で,全 てNCRの 株 式 で 支 払 わ れ た 。

・6440ド ッ ト ・マ トリ ッ ク ス ・プ リ ン タ発 表

7×7ド ッ ト ・マ ト リ ッ ク ス,173CPSの モ デ ル で,生 産 はCDC,I

CLと の 合 弁 会 社CPI(ComputerPeripherals,Inc.)が 担 当 。

・AppliedDigitalDataSystemsか ら のCRT購 入 契 約 を 延 長

契 約 期 間 は3年 間 で,そ れ 以 降 は 自動 継 続 とな る。 最 初 あCRT購 入 契 約

は,73年11月 に 締 結 さ れ て い る。

・7218タ ー ミナ ル 発 表

キ ー ・ ツ ー ・カ セ ッ トの 数 字 入 力 専用 デ ー タ ・エ ン ト リ ー ・タ ー ミナ ル で,

NCR250,399,499お よ びCentury8200用 と し て 開 発 され た もの 。

Century上 位 モ デ ル お よ びCriterionに も接 続 は 可 能 。

8月 ・ElectronicCommunications,Inc.の 売 却 完 了

売 却 は1,900万 ドル の 現 金 に よ る もの 。

・金 融 機 関 向 け パ ッケ ー ジ ・シ ス テ ム
,Most発 表

Century8200を ベ ー ス とす る もの で,ソ フ ト ウ ェ ア は 分 離 価 格 と な っ て

い る 。'

9月 ・1日 付 で 元Burroughs副 社 長 のC.E.Exley氏,NCR社 長 に 就 任

・ス コ ッ トラ ン ドの ダ ン デ ィ工 場 で600人 の レ イ ・オ フ を 計 画

これ は 同 工 場 で の メ カ ニ カ ル 製 品 製 造 の 中 止 に よ る もの 。 同 工 場 で は,75

年6月 に も,メ カ ニ カ ル 製 品 製 造 の 減 産 の た め,800人 を レ イ ・オ フ し て

い る 。

・Century151を メ モ リ ・ア ップ

記 憶 容 量 が128Kか ら256Kに 倍 増 さ れ,同 時 に 増 設 メ モ リ の リー ス価 格

を 約40%引 下 げ た 。 マ ル チ プ ロ グ ラ ミ ン グお よ び オ ン ラ イ ン ・リ ア ル タ イ

ム処 理 能 力 の 向 上 を 意 図 した もの で あ る 。

10月 ・ソ連 と電 子 式 小 売 シ ス テ ム 開 発 で 提 携
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も

ソ連 の 百 貨店,ス ー パ ー,お よ び レス トラ ン向 け の シス テ ム を対象 とした

もの で,契 約 期 間 は5年 。必 要 なOSの 開 発,NCRタ ー ミナル と ソ連 製

CPUの マ ッチ ン グに関 す る調 査 な どが 行 わ れ る予 定 。

10月 ・2151POSタ ー ミナル発 表

ベ ス ト ・セ ラー,280の 後 継機 とな る もの で,Inte18080マ イ ク ロ プ ロ

セ ッサが 組込 まれ て い る。

・POS,ECR(電 子 式 キ ャ ッシ ュ ・レジ ス タ)の 設 置 ベ ー スが20万 台

(10月1日 現 在)に な った と公 表

11月 ・銀 行 向 け コ ン ピュ ー タ輸 出 で中 国 と接 触 中 と報 道 され る

デ イ トン(NCRの 本 社所 在地)のDaytonDailyNews紙 に よれ ば,中

国 との接 触は,す で に過 去1年 間 に わ た っ てお り,NCR幹 部 と中 国 当 局

者 の 定 期 的 な会 談 が 持 たれ て い る とい う。
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SperryUnivac

事 業 内 容

ω76年 決 算

SperryRand社 の 年 度 決 算 は,各 年3月 末 で あ り,76年12月 末 の 時 点 では第

3四 半 期 決 算 とな る。 それ に よれ ば,収 入 は8億870万 ドル(約2,661億 円),

純 益 は3,669万 ドル(約110億700万 円),1株 当 り純 益 は1.05ド ルで,前 年 同

期 の 実績 に 比 べ3.9%の 増 収,4.8%の 増 益 とな って い る。

ま た,9ヵ 月決 算 で は,収 入 は 前年 同 期 比2.8%増 の23億7,291万 ドル(約

7,118億7,300万 円),純 益 は同 じ く4.7%増 の1億902万 ドル(約327億600

万 円),1株 当 りに して3.13ド ル とな って い る。

9ヵ 月 決算 に 前年 度 最 終 四半期 実績 を加 えた 暦 年76年 の決 算 をみ る と,収 入 は

32億6,800万 ドル(約9,804億 円),純 益 は1億5,000万 ドル(約450億 円),

1株 当 り4.31ド ル とな る。

SperryUnivac事 業 部 は,収 入,利 益 と も1頂調 な 伸 び を みせ て い る一 方,7

週 間 に わ た るSperry事 業 部 の ス トラ イ キ,Remingtonブ ラ ン ドの 消 費者 向 け

製 品 の 伸 び悩 み,お よ びUnivacの 一部 事 務 機器 の製 造 中 止,並 び に外 為 レー ト

な どが マ イ ナ ス要 因 と して働 い て い る。

Univac事 業 部 に よ る コ ン ピ ュー タ事 業収 入 は,毎 年 度着 実な 伸 び を示 してお

り,f申 び 率 は年 間150/。に 達 して い る。76年 度 の コ ン ヒ。ユ 一 夕事 業 収 入 は14億3,000

万 ドル(約4,290億 円)で あ った が,77年 度 は15億7,000万 ドル(約4,710億 円)

程 度 にな る もの とみ られ る 。
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図ll-9-28 SperryRand

純 益 推 移

売 上げ 図fi-9-29 SperryRand

純 益 推 移

1株 当 り

(単位=100万 ドル)

■

(単位=100万 ドノレ)

150

140

130
純
120

110

100
益
90

80

70

60

50

3,300

3.200

3,100

3,000売

2,900

2,800上

2.700

2,600げ

2.500

2,400

2.300

2,200

2,100

2,00e

l.900

1,SOO

197219731974197519761977(年 度)

旬 ①各年度 とも3月 末決算

②77年 度は暦年76年 の決算

(単 位:ド ノレ)

6

5

4

3

2

1

0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1972 1973 1974

闇 ①各年度とも3月 末決算

②77年 度は暦年76年 の決算

19751976

IBM1株 当り純益

1977(年 度)

図fi-9-30 Univacの コ ン ピュ ー タ事業 収 入推 移

▲

,

(100万 ド～レ)

1,600

1,500

1,400

1,300

1,200

1,100

1,000

900

800

700

囲77年 度は推定

0751「

03メー
.

0921・

一

「

.

02」1

・

089

・

一

057

一

」

.

72 73 74 75 76 77 年度

一305一



戊

(2)カ ス トマ ー ・ベ ー ス

1976年6月 末 現 在,Univacの コン ピュー タは 全 世界 に7,475台 設 置 され て

い る。 この うち旧RCAの コ ン ピュー タは646台 で あ る。

7,475台 の うち米 国 内 設 置 は3,925台,う ち旧RCAマ シ ンは624台 で あ る。

旧RCAマ シ ンの大 部 分 は米 国 内に設 置 され て お り,海 外 に あ るのは わず か22台

に す ぎな い。

設 置 金 額 は75年 末 の 時点 で,米 国内24億6,790万 ドル,海 外17億9,520万 ドル

の 計42億6,310万 ドルで あ る。 この設 置 金 額 は,Honeywe11の それ を米 国 内 だ

け で も4億7,000万 ドル ほ ど下 回 っ て い るが,こ の算 出の 基 礎 とな った平 均 シ ス

テ ム価 格 は,実 際 よ りか な り下 回 ってい る とみ られ る こ とか ら,Univacの 設 置

ベ ー スは この数 字 をか な り上 回 って い る とみ られ る。 事 実,SperryRandCorp.

は76年3月 末 現在 の全 世 界 設 置 ベ ー ス

図ll-9--31取 得方法 に よ るUNIVAC

を74億 ドル と公 称 して い る。 の 米 国内設 置 ベ ー ス

(75年 末,金 額 比)
Univacの 設 置 ベ ー スは 小型 か ら超

大 型 まで ほぼ 一様 に分 布 し て お り,全

メー カーの 平均値 に 近 い 形 を示 して い

る。 た だ ど ち らか とい え ば超 大 型 機 の

比 重 が大 き く,米 国 の超 大 型 機市 場 の

15%を 占 め るに 至 っ て い る。 また海

外 で は,米 国 籍 メー カー が 占 め る超 大

型機 市場 の260/。 をUnivacが お さえ て

い る。

設置 ベ ー スの過 半 が 買 取 りユ ー ザ ー

な の も特 徴 的 と いえ るだ ろ う。 この 買

取 り比率 の 高 さは,1108,1100/40と

い った超 大 型 機 に お いて もみ られ る。

旧RCAマ シ ン設置 ベ ース の取 得 方 法
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、

は,米 国 内に お い てはUnivac系 コン ピ ュー タの それ とほ ぼ 同 じ割 合 とな ってい

るが,海 外 市場 で は買 取 り比率 が64%に 達 し てい る。90シ リ ー ズは,各 モ デ ル と

も メー カー ・リー ス お よ び レ ンタ ルが大 部 分 で,買 取 り比率 は 他 の コン ピュー タ・

ラ イ ンに比 べ か な り低 くな って い る。 これ は 海 外 市 場 にお い て も同 じ で あ る。

米 国 内 市場 と海 外 市 場 を比 べ る と,買 取 りの 比率 は 共 に50%を わ ずか に越 え た

同 程 度 の数 値 とな って い る が,海 外市 場 では 第3者 リー スへ の依 存 が 極端 に少 く,

メー カー ・リー スお よ び レ ンタ ル と買取 りを合せ る と,約95%に 達 す る。

米 国 内設 置 ベ ー ス を産 業 別 にみ る と,鉱 工業 分 野 よ りもサ ー ビス(ビ ジネ スお

よ びそ の他 サ ー ビス),教 育,政 府(連 邦 政 府 お よび 州 ・地 方 政 府)へ の設 置 が

多 い 。 有数 の 大規 模 市 場 で あ る銀 行 分 野 へ の 参 入 は,1%程 度 と非 常 に 低 い。 各

個 別市 場 に対 す る参 入 の比 率 が 高 い の は,連 邦政 府,通 信,印 刷 ・出版 そ して州

地 方 政 府 の各 分 野 で あ る。
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図 ∬-9-33Univacの 産 業 別 設 置 ベ ー ス

〔1975年 末 米 国 市場 金 額 比)

卸小売

コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・ア ー キ テ ク チ ャー'DCA"

1960年 代 初 期 に 他 メ ー カ ー に 先 駆 け て コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン 志 向 の コ ン ピ ュ ー

タ ・シ ス テ ム開 発 に手 を 染 め たUnivacは,こ の 分 野 の パ イ オ ニ ア と し ての 自 負

を 持 っ て い た が,ネ ッ ト ワ ー ク ・アー キ テ ク チ ャ ー の発 表 で はIBMやDECに

大 き く 水 を あ け られ た 感 が あ った 。 しか しIBMが 初 め てSNAの 概 念 を 発 表 し

た2年2ヵ 月 後 の76年11月,Univacは 待 望 の コ ミュ ニ ケ ー シ 。 ン ・ア ー キ テ ク

チ ャ ー を 発 表 し た 。DCA(DistributedCommunicationArchitecture)

で あ る。

DCAは,基 本 的 に は,従 来 の オ ン ラ イ ン 開 発 の 問 題,す な わ ち 多 種 多 様 な 伝

送 制 御 手 順 と 多 様 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ソ フ ト ウ ェ アが もた らす オ ツ ラ イ ン ・

シ ス テ ム開 発 の 行 き詰 ま りを 打 開 し,回 線 制 御 の 標 準 化,ア ク セ ス の 一 本 化 を は

か り,通 信 と処 理 の 分 離 を 行 う な か で,分 散 処 理 へ の 要 求 に 応 え て ゆ こ う と い う

もの で,こ の 限 りで はIBMのSNAやBurroughsのDNS(Decentralized

DataProcessingNetworkSystemと 同 列 に あ る 。
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しか しDCAは,ト ー タル ・コス ト ・セー ビ ン グ とい う発 想 か ら,い かな る他

社 の ネ ッ トワー ク,ホ ス トお よ び タ ー ミナ ル の接 続 も可能 に す る とい う点 を設 計

の基 本 に し てお り,こ の 点 で 自社 製 品 に よ る専用 ネ ッ トワー ク構 想 た るIBMの

SNAと 大 き く異 な るばか りで な く,よ り高 い 柔軟 性 を持 っ て い る とい え る。D

CAを この よ うに柔軟 性 を持 っ た もの と して開発 した背 景 に は,今 後 の コ ン ピュ

ー タ利 用 は
,経 済 性 な どの 点 か ら様 々な メー カ ーの 製 品が 混用 され る よ うに な り,

また 複 数 の ホ ス トを持 つ ネ ッ トワー クに あ っては,全 ての ホ ス トが あ る特 定 の メ

ー カ ーの コン ピュ ー タに な るこ とは な い ,と の 考 え方 が働 い て い る と思 わ れ る。

DCAの 特 徴

さ て,も う少 し具 体 的 にDCAの 特徴 をみ て み よ う。Univacに よれ ば,DC

Aは 次 のよ うな特 徴 を持 っ て い る。

① 伝 送 制 御 方 式 と してHDLC,ADCCPお よ びSDLCの 機 能 を含 むUDLC(

UniversalDataLinkContro1)を 採用 して い る。 ま た デ ー タ ・イ ンタ フ ェ

ー ス と してCCITT(国 際 電信 電 話 諮 問委 員 会)のX .25を 採用 して い る 。

② ネ ッ トワー ク制 御 機能 をホ ス ト ・コン ピュ ー タか らネ ッ トワー ク系 シ ステ ム

に移 行 し,ネ ッ トワー クの ブ ラ ッ ク ・ボ ック ス化 を図 っ てい る。 この こ とに よ

りエ ン ド ・ユ ー ザ ーは端 末 の種 類,回 線 の 形態 と種 類,ネ ッ トワー クの 形 態 な

どを意 識 せ ず に ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラ ム を開発 で き る。

③ 通 信 制 御,ネ ッ トワー ク構 成 機 器 の 管 理 は,ネ ッ トワ ーク内 に分 散 してお か

れ てい るた め,ホ ス ト ・ コン ビ。ユ一 夕に障 害 が 生 じ て も,ネ ッ トワ ー ク 自体 は

独 立 し て作 動 す る。 ま た,ホ ス ト ・コ ン ピュ ー タを経 由 しな くて も情報 の転 送

が で きる。

④ 処理 機 能 が ネ ッ トワー ク内 に分 散 され て い るた め,ホ ス トの 負 荷 軽 減 ∴ ロー

カル処 理,回 線 コス トの 低減,ア ベ イ ラ ビ リテ ィの 向 上,応 答時 間 の短 縮 が 可

能 と され る。

⑤ ユ ー ザ ーの ニ ーズ に応 じ,い か な る端 末 機 に も,ま た いか な る他 社 ネ ッ トワ
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一 ク に も接 続 す る こ とが で き る
。

⑥ シ ス テ ム の 信 頼 性 －ARMIS(Availability,Reliability,Maintena-

bility,Integrity,Security)一 が 一 段 と強 化 さ れ て い る 。

⑦ 複 数 の コ ン ビ。ユ 一 夕 ・ シ ス テ ム の接 続 が 可 能 で あ り,こ れ ら の コ ン ピ ュ ー タ

は 対 等 関 係 に あ る た め,ロ ー カ ル資 源 の 活 用 が 効 率 的 に 行 われ る。

以 上 の よ うな 諸 特 徴 をDCAは 備 え て い る わ け で あ るが,そ の 基 本 的 な 設 計 目

標 は,オ ー ル マ イ テ ィ と も い え る程 の 接 続 の 柔 軟 性 を 狙 っ て い る と い う こ と,そ

して ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム を ホ ス ト ・・シ ス テ ム お よ び 端 末 装 置 か ら独 立 させ る

こ と に あ る 。

DCAはUnivacが 今 後10年 以 上 に わ た り製 品 開 発 の 基 礎 とす る精 緻 な ネ ッ ト

ワ ー ク ・シ ス テ ム設 計 の 概 念,構 想 で あ る。DCAの め ざ す 機 能 は,そ の 意 味 で

近 い 将 来 発 表 が 考 え られ る高 性 能 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル,ホ ス ト ・サ イ

ドで の 拡 張 型 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ソ フ トウ ェ ア,ネ ッ ト ワー ク ・サ イ ドで の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ッサ と ソ フ トウ ェ ア の 拡 充 に よ って 順 次 達 成 さ れ て ゆ

くべ き もの で あ ろ う。 し た が っ て,11

図ll-9--34DCAの 基 本 的機 能 設 定

月 に 発 表 され たDCAは,そ の第 一 段

階 で あ り,こ の 段 階 でDCAコ ン セ プ

トを具 現 す る最 初 の 商 品 と し て 出 さ れ

た の が,同 時 に 発 表 さ れ たTELCONシ

ス テ ム と い う こ と に な る。

TELCONシ ス テ ム は,DCP(

DistributedCommunication

Processor)と 呼 ば れ る ハ ー ドウ ェ ア 端末装置

と,TELCONソ フ トウ ェ ア か らな る通

信 制 御 専 用 シ ス テ ム で,DCA構 想 で

は 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク部 分 を担 当 す る も

の で あ る 。 こ の 部 分 は,ト ラ ン ス ポ ー
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ト ・ネ ッ トワ ー ク として,機 能 層 的 に もホ ス ト,端 末 シス テム か ら分 離 され,独

立 性 の著 し く高 い もの とな っ てい る 。

DCAは ネ ッ トワー」クの 管 理 を ホ ス ト ・コン ピュー タに委 ね る こ とな く,独 自

の ネ ッ トワー ク ・プ ロセ ッサ にお い てお り,こ の いわ ば ノ ンセ ン トラ ライ ズ ド方

式 に よ るセ ッ シ ョン確 立 の や り方 は,IBMのSNAと は対 照 的 な 方 向 性 を示 し

て い る。 これ は,今 後 の コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ークは異 機 種 間結 合 に 向 か うだ

ろ う とい う基 本 的 見 通 しに 根 ざす もの であ る 。

1100/80シ リー ズ も発 表

DCAと 同時 に,Univacは 超 大 型機1100/80シ リ ーズ2機 種 を発 表 して い

る。 これ はLSI技 術 を採 用 した 超 大型 コン ピュ ー タで,1100/81はIBM

370/168に,1100/82は 富 士 通 のM-190に 相 当す る とい う もの 。

ア ーキ テクチ ャー は,中 央 処 理 装 置,入 出力 処理 装 置,記 憶 制 御 装 置 な ど7つ

の 専 用 プ ロセ ッサ を有 機 的 に結 合 した 機能 分 散型 とな っ てい る。 コ ミュ ニケ ー シ

ョ ン機 能 は,当 然 の こ とな が ら,DCAの 思 想 に基 づ い てハ ー ド ウェ ア/ソ フ ト

ウ ェ アが設 計 され て い る。

Univacは,1100/82の さ らに上 位 の1100/83,84の 発 表 も予 定 して お り,

超 大 型 機 にか け る並 々な らぬ熱 意 を みせ てい るが,大 型 化 の 限 度 は1100/84の

2借 位 ま で とみ て お り,ま た それ 以 上は経 済 的 に み あわ な い と判 断 して い る。 こ

の 大型 化 の限 界 を機 能 的 に破 るの がDCAの 概 念 とい うわ け だ 。

とこ ろで,こ の1100/80の 発 表 で,Univacは そのOSと し て11000Sを

明 らか に し てい るが,こ れ はUnivacの そ れ ま で の方 向 を大 き く転換 させ る もの

で あ る。 つ ま り,Univacは 次期 リアル タイ ム ・オペ レ ーテ ィン グ ・シス テ ム と

して,4年 の 歳 月 と1,000万 ドル の 資 金 を投 じてRTOSの 開 発 を 行 って きた の

で あ るが,こ の 計 画 が 途 中 で放 棄 され,従 来 か らのOS,Exec8にTIP(

TransactionlnterfaceProcessor)ソ フ トウェ ア機 能 を加 え た11000S/

TIPが 今 後 の リ アル タ イ ムOSと して位置 づ け られ た の で あ る 。 これは,RTOS
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の開 発 が あ ま りに も コス ト高 に な っ て い るた めで あ る とみ られ て い る。

76年 の 動 き

SperryUnivacの76年 の 主 な 動 きは 次 の 通 り。

1月 ・仏 と チ ェ コか らそ れ ぞ れ1,400万 ドル の 受 注

仏 の 契 約 は エ ー ル ・フ ラ ン ス か らの もの で,現 有 の1108と1106の グ レ

ド ・ア ップ で あ る が,CII-HB成 立 に よ るttバ イ ・フ レ ン チ"志 向 の

強 化 を見 越 して の 駆 け 込 み 契 約 と み られ る 。 チ ェ コの 契 約 は 政 府 か らの も

の で,90/30小 型 機 の 購 入 で あ るが,契 約 額 か ら して 台 数 は 少 く と も40

台 に の ぼ る と推 定 され る 。

・事 務 機 器 部 門 で3工 場 の 閉 鎖 と23%の 要 員 レ イ ・オ フ を 実 施 した と公 表

こ れ は74年 に 行 わ れ たRemingtonのUnivacへ の 統 合 に よ る もの 。

2月 ・ワ ー ル ドワ イ ド ・マ ー ケ テ ィ ン グ 部 門 再 編 成

従 来3事 業 部 制 で あ っ た 海 外 事 業 部 が2事 業 部 に 改 組 統 合 さ れ た 。 前 の ア

ジ ア ・ア メ リ カ ズ が 分 割 さ れ,ア ジ ア部 分 が 前 の ヨ ー ロ ッ パ に組 入 れ ら れ

てEADD(ヨ ー ロ ッ パ/ア ジ ア/ア フ リ カ部 門)と な り,北 米,メ キ シ

コ事 業 は 前 の ラ テ ン ・ア メ リ カ と 一 緒 に な り ア メ リ カ ズ 部 門 とな っ た 。

・ス ウ ェ ー デ ン政 府 機 関 か ら2 ,000万 ド ル の 受 注

こ れ は75年4月 に 設 立 され たDataSaabと の 合 弁 会 社Saab-Univacの

成 果 で あ る。

3月 ・McDonnellDouglasAutomation向 け の1,800万 ド ル に の ぼ る タ ー ミナ

ル ・ネ ッ ト ワー ク契 約 キ ャ ン セ ル さ る

・IBM360/370用 コ ン バ ー ジ ョ ン ・ソ フ トウ ェア 開 発

90/60,90/70へ の コ ン バ ー トを狙 っ た もの で,DOS,DOS/VS

の ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ で あ る。

・8430-99デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ 発 表

8430の ニ ュー バ ー ジ ョ ン で,90/30,60,70お よ び1100に つ け られ る。
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4月 ・中 古装 置 政 策 の 概 要 明 らか と な る

中 古装 置 の ユ ー ザ ー お よ び デ ィ ラ ー の 調 査 に よ り明 らか に さ れ た と こ ろ に

よ れ ば,Univacの 政 策 はHISと ほ ぼ 類 似 し て い る が,HISの 政 策 よ

り も ユ ー ザ ー に 有 利 に な っ て い る 。HISの よ う な ソ フ ト ウ ェ アの 非 譲 渡

項 目 は 設 け られ て い な い が.メ ン テ ナ ン ス契 約 の た め の 事 前 検 査 は,時 と

し て不 当 な 要 求 が な され て い る との 批 判 が あ る 。'

5月 ・76会 計 年 度(76年3月 末 決 算)の 増 収 増 益 を 公 表

SperryUnivacの 収 入 は110/。 の 増 加 を示 し,14億 ド ル に の ぼ っ た 。こ の

結 果,76年3月 末 現 在 のUnivacコ ン ピュ ー タの 全 世 界 設 置 ベ ー ス は74億

ドル と な った 。

・UTS400お よ び700イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル発 表

共 にlnte18080マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ を ベ ー ス と し た も の で,イ ン テ リジ

ェ ン ト ・タ ー ミナ ル市 場 へ の 本 格 参 入 とIBMSystem/32d)対 抗 を 狙

っ た もの 。

・Uniservo30シ リ ー ズ 磁 気 テ ー プ ・ ドラ イ ブ 発 表

1100,90/60,70用 の6,250bpiテ ー プ ・ドラ イ ブで,75年 のStorage

TechnologyCorp.と の1,000万 ドル 契 約 に 基 づ く もの 。

6月 ・NCCで 大 型 コ ン ピ ュ ー タ90/80発 表

370/158の パ フ ォ ー マ ン ス を145の 価 格 で,が うた い 文 句 の 大 型 機 で,

IBMの 市 場 切 崩 し を は っ き り と 前 面 に 打 出 し て い る。 日 本 ユ ニ パ ッ ク の

発 表 が 世 界 に 先 駆 け て い た 。

7月 ・UNIVACIの25周 年 記 念

同 機 は 世 界 初 の 商 用 コ ン ピ ュ ー タ で,51年6月 に 商 務 省 統 計 局 に 導 入 され,

以 後63年 ま で現 役 機 と し て 活 躍,現 在 は 科 学 博 物 館 に 展 示 さ れ て い る 。

8月 ・モ ジ ュ ラ ー ・キ ャ ッ シ ュ ・ レ ジ ス タ と ス ー パ ー ・マ ー ケ ッ トの チ ェ ッ ク ・

ア ウ ト用 ス キ ャ ナ ー発 表

・ユ チ カ(ニ ュ ー ヨ ー ク州)工 場 の 閉 鎖 を 決 定
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同 工場 で は90/30,キ ーパ ンチ,カ ー ド機 器,プ リン タを製 造 して い る

が,他 工場 へ の統 合 に よ り閉 鎖 が 決 定 され た もの 。完 全 閉 鎖 ま で に は7カ

月 半 か か る予 定 。 これ に 伴 い,950人 の 従 業員 の うち800～850人 が解 雇

され る こと に な った 。

・90シ リ ーズ の メ モ リー ・ア ップお よ び値 下 げ

下 げ 幅 は19%～570/。 で,発 表 され た ばか りの90/80も そ の対 象 とな っ

て い る。 これ はIBM370/138,148に 対 抗 す るた めの もの で あ る。

9月 ・IBMSystem/3か ら90/30へ の コ ンバー ジ ョン ・エ イ ド ・パ ッケ ー

ジを 開発

11月 ・1100/80お よびDCAコ ン セプ ト発 表

・ICL買 収 の 噂

Economist誌11月20日 号 が ポー ル ・リエイSperryRand会 長の 談 話 と

し て報 じた とこ ろ に よ る と,SperryRandは 英 国ICLの 株 式 の30%の

取 得 を考 慮 して い る とい う。 これ は第 一 に,"バ イ ・ユ ー ロ ピア ン"政 策

が増 々厳 し くな りつ つ あ る欧 州市場 で の販 売 促 進 を図 るた め,そ して第 二

にIBMに 対 抗 す るた め のR&D投 資 の分 担 を図 るた め であ る とい う。 こ

の報 道 を行 った の は 同誌 のみ で あ り,事 の真 偽 は明 らか でな い。

・1100/80初 受 注

受注 先 は 西独Lufthansa航 空 で,受 注 額 は3,000万 マ ル クにの ぼ る とみ ら

れ る 。
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1976年 に お け るICL(InternationalComputersLtd.)の 動 きは,世

界 の コ ン ピュ ー タ関係 者 か ら多 大の 関心 を集 め た 。3月 のSingerビ ジ ネ ス ・マ

シ ン事 業 部海 外 事 業 の買収,7月 のCogar吸 収 と い うICLと して は初 の大 型 買

収 によ って,プ ロ ダ ク ツ/販 売 両 面 にお い て,一 挙 に世 界 市 場 に 拠 点 を打 ち立 て

た の で あ る。

2900シ リー ズ開 発 で も,小 型 機2903/20(76年2月),中 型 機2960(3月),

小 型 機2904(5月),大 型 機2976(6月)と 矢 継 早 に ニ ュー ・モデ ル を発 表 し,

ニ ュ ー ・レイ ンジ完 成 に あ と一 歩 と迫 った 。ICLの ベ ス ト ・セ ラ ー機 と い う折

紙 が つ い た 小型 モ デル2903は,76年2月 に1,000台 目を西独 カ ス トマー に納 入

した 。

76年 度 決算 で は,総 売 上高2億9,000万 ポ ン ド,純 益1,250万 ポ ン ドと前 年

比各20%,33%増 を記 録 した。 最 重 点 目標 と して い る海 外 市場 売 上 高 も,Singer・

買 収 分 を含 めな いで全 体 の40%に 達 し,次 年 度 は500/・ の 大 台突 破 が確 実 視 され

る。68年 の設 立 以来,終 始 受 け と って きた政 府 助 成 金 に関 し て も,77年 以 降 は 不

要 とい う態度 を表 明 し,独 立 路 線 の強 化 を計 っ て い る。

予 定 通 り事が 運 べ ば,1977年 以降 のICLは,2900シ リーズ全 モ デ ルの 整

備/Singer吸 収 に よ る ロー ・エ ン ド・マ シ ンの強 化/POSビ ジネ スへ の本 格

参 入/海 外各 地 域 での 販 売 網 確 立/政 府助 成 金 を離 れ た独 立路 線 な ど,い わ ば新

生ICLと して出発 す るこ とに な る。

2900シ リー ズ整 備 状 況

ICLの 新 主 力機2900シ リ ー ズ は,74年10月 の大 型 モデ ル2980,2970発

表 お よ び先 兵機 と して73年4月 に発 表 され て い た小 型2903に,76年 に 新 た に3
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モ デ ル が 追 加 さ れ 着 々 と整 備 さ れ つ つ あ る。 ま ず76年2月 に は,IBMシ ス テ ム

32対 抗 機 と し て2903/20を 発 表 した が(「 海 外 の 情 報 産 業 」50ROO2参 照),

3月 に2960,5月 に2904と 相 次 い で ニ ュ ー ・モ デ ル を 打 ち 出 し た 。 こ れ に よ ・

っ て,上 は 超 大 型 の2980を 頂 点 と し て,2970,2960,下 位 は ベ ス トセ ラ ー

機2903を 中 心 に,下 方 に2903/20,上 方 に2903ニ ュ ー ・バ ー ジ ・ ンが そ ろ

っ た 。 しか し2960と 共 に76年 中 に は 発 表 さ れ る と見 られ て い た 「モ デ ル2950]

は 登 場 せ ず,こ の モ デ ル が い つ 出 て く るか 注 目 さ れ る 。 と い う の も,2950の 出

現 に よ っ て,一 応 ニ ュ ー ・レ イ ン ジが 完 成 す る と見 られ るか ら で あ る 。

表 ∬-9-31CL2900シ リ ー ズ 整 備 状 況

モ デル名 発表時期 IBM対 応機種

2980 74年10月

シ ス テ ム370/165一 皿

シ ス テ ム370/168

2970 '74年10月
シ ス テ ム370/155一 皿

シ ス テ ム370/158

2960 76年3月

シ ス テ ム370/145一 皿

シ ス テ ム370/148

(2950) (?) シ ス テム370/138

2904 76年5月 シ ス テム370/115

2903 73年4月 シ ス テ ム3/12

2903/20 76年2月

シ ス テ ム3/8

シ ス テ ム32

モデ ル2960の 登場

76年3月,1年 前 か ら登場 が うわ さ され て い た モデ ル2960が 正 式発 表 され

た 。同 モ デル は2900シ リ ーズの か な め とい え る位 置 づ けに 置 か れ,関 係 方 面か
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ら発 表 が 注 目 さ れ て い た もの 。ICLは2960の 発 表 に 先 立 ち,9ケ 月 に わ た る

潜 行 マ ー ケ テ ィ ン グ を 行 な っ て お り,少 な く と も4口 の 受 注 を 確 保 した 外,第1

号 機 納 入 と い う万 全 の 構 え を と っ た 。

モ デ ル2960は 分 散 処 理 ア ー キ テ ク チ ャー,マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム ド1/Oプ ロ

セ ッ サ,マ ル チ ポ ー ト ・メ モ リ ・モ ジ ュ ー ル,高 速 バ ッフ ァ ・メ モ リ と い っ た特

長 を 備 え て い る外,特 にOSで は,VME/K(VME;Virtua1Machine

Environment)と い う新 シ ス テム を 打 ち 出 し て い る 点 が 注 目 さ れ る 。 これ らの 特

長 は,上 位2970お よ び2980ク ラ ス で は 一 般 的 な もの だが,2960ク ラス で は ユ

ニ ー ク な も の で あ る 。

モ デ ル2960発 表 以 前,ICLは370/145に 対 し て は 旧 主 力 機 の1904Sで

対 応 して きた 。2960と1904Sを 比 較 す る と,① ス ル ー プ ッ ト ・キ ャ パ シ テ ィ

で は,2960が1904Sの2.5倍 ② 価 格 は 基 本 モ デ ル で2960が10,000dSoン ド

低 い ③ 英 国 郵 電 公 社 が 行 な っ た テ ス トで は,速 度 で も1904Sよ り1.15倍 速 い,

と い う具 合 に コ ス ト/パ フ ォ ー マ ン ス で 数 段 優 れ て い る。 こ れ に よ っ て,ICL

は 当 時 う わ さ に の ぼ っ て い た370/148対 抗 機 を い ち 早 く打 ち 出 した こ とに な っ

た(148発 表 は76年7月)。

モ デ ル2960の ミ ニ マ ム ・ コ ン フ ィギ ュ レ ー シ ョ ン は,オ ー ダ ー ・ コー ド ・プ

ロ セ ッ サ(OCR),ス ト ア ・ア ク セ ス ・コ ン ト ロー ラ(SAC),ス ト ア ・マ

ル チ プ ル ・ア ク セ ス ・コ ン ト ロ ー ラ(SMAC)各1台,サ イ ク ル ・タ イ ム850

ナ ノ 秒,128K語 の 半 導 体 メ モ リ で 構 成 さ れ て い る 。 拡 張 機 能 と して は,OCP,

SAC,SMAC各1台 の 追 加 と マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム に お け る2台 ま で の エ ミ ュ

レ ー タ 導 入 な ど が あ る 。2960用 周 辺 装 置 と し て は,2970/2980で 発 表 され

たEDS-100(100メ ガ ・バ イ ト)お よ びEDS-200(200メ ガ ・バ イ ト)

デ ィ ス ク ・ ドラ イ ブ の 外,1900/シ ス テ ム4の ユ ー ザ ー はEDS-30,EDS-

60あ る い は 幾 つ か の ライ ン ・プ リ ン タや テ ー プ ・ ドラ イ ブな ど も使 用 可 能 と い われ

る 。

モ デ ル2960は 幾 つ か の 注 目 す べ き特 色 を備 え て い る が,最 大 の もの は や は り
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VME/Kと 呼 ば れ る新OSで あ る 。VME/Kは2960お よ び よ り小 型 の2900

用 に 開 発 され た もの で,2960ユ ー ザ ー はOSと し て こ のVME/Kあ る い は 既

に2970/2980で 発 表 さ れ て い るVME/Bの ど ち らか を 選 択 で き る(も っ と

もVME/Bを 採 る場 合 に は,大 規 模 な2960コ ン フ ィギ ュ レ ー シ ョ ンの ユ ー ザ

ー に限 られ る)
。

ICLが 新OSで ね ら っ た の は,中 規 模 ユ ー ザ ー に も高 度 な バ ー チ ャ ル ・マ シ

ン ・コ ン セ プ トを 提 供 す る こ と で,VME/K「 フ ァ ン ク シ ョ ン ・プ ロセ ッサ 」

に そ れ が 端 的 に 示 され て い る。 こ れ は 各 業 務 の 各 々 の モ ー ドに 適 した フ ァ ン ク シ

ョ ン ・プ ロ セ ッサ を 提 供 し,異 な っ た ワ ー キ ン グ ・モ ー ドを4つ ま で は 同 時 に 処

理 す る と い う もの 。 現 在VME/Kで は,9種 類 の フ ァ ン ク シ 。 ン ・プ ロ セ ッ サ

が 用 意 さ れ て い る 。 主 な も の と して は,① バ ッチ 業 務 で マ ル チ プ ロ グ ラ ミ ン グ を

提 供 す るBatchフ ァ ン ク シ ョ ン ・プ ロ セ ッサ(FP)② マ ル チ ・ア ク セ ス ・]

ン ピ ュ ー テ ィ ン グ用 のMAC・FP③ コ ボ ル で 書 か れ た トラ ン ザ ク シ 。 ン ・プ

ロ セ シ ン グ ・ア プ リケ ー シ ・ ン ・コ ー ド処 理 を サ ポ ー トす るTFP/
、1FP④

George2で 動 く1900プ ロ グ ラ ム な ど を2900で ラ ンす る た め のEmulation

FPが あ る。

価 格 に つ い て 見 る と,128K語 の 基 本 構 成 で520,000ポ ン ド,ま た,100Mバ

イ トの デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ4台,カ ー ド ・リ ー ダ,ラ イ ン ・プ リ ン タ を 備 え

た 場 合 は540,000ポ ン ドと な っ て い る 。VME/Kオ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

で 稼 動 す る典 型 的2960シ ス テ ムは600,000ポ ン ド,一 方VME/Bの 典 型 的 シ

ス テ ム は800,000ポ ン ドで あ る 。 な お フ ル ・ コ ン フ ィギ ュ レ ー シ ョ ンに よ る2960

デ ュ ア ル ・シ ス テ ムの 値 段 は1,250,000ポ ン ド。 こ の 外 ソ フ ト ウ ェ ア ・ラ イ セ ン

ス 料 金 と じ て 月 間200ポ ン ド,テ レ プ ロ セ シ ン グ お よ び マ ル チ プ ル ・ア ク セ ス ・

オ プ シ ョ ン と し て 月 間75ポ ン ドが 課 せ られ るが,こ の 場 合,ユ ー ザ ー が 買 取 り契

約 を結 べ ば,ラ イ セ ン ス 料 金 の800/.ま で 張 消 し され る こ と に な っ て い る 。

ICLは モ デ ル2960に よ っ て,欧 州 大 陸 市 場 へ の 進 出 度 合 い を 一 段 と深 め よ

う と し て い る 。 実 際,大 型2970,2980が 同 市 場 で も好 評'を 得 て い る と い う も
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の の,西 独 の場 合 は 大 学 が 中心 で そ う多 くは 望 め な いこ と,ま た仏 で もCII-HB

の発 足 で 大型 機 の カス トマ ーが つか みに くい状 勢 に あ る こ とな どの理 由 に よ っ て,

2960の 加 入 は海 外 市場 で の売 り込 み増 を計 るICLに とっ て か な りの 戦 力 ア ッ

プに な って い る。

表ll-9-4モ デル2960仕 様

00CP(オ ー ダ ー ・ コ ー ド ・プ ロ セ ッサ)数

oSAC(ス トアー ・ア クセス ・コン トロー ラ)

oメ イ ン ス ト ア

Oピ ー ク ・デ ー タ ・ス ル ー プ ッ ト

oス トア ・ブ ロ ッ ク ・サ イ ク ル タ イ ム

。 コ ン ト ロー ラ数(最 大)

oエ ζ ユ レ ー シ ョ ン

o周 辺 装 置/デ ィ ス ク

oVME/K・OS

Oそ の 他 ソ フ トウ ェ ア

Oト ラ ン ジ ッ シ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ ア

Oア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム

1～2/シ ス テ ム

1～2/シ ス テ ム

512K～3Mバ イ ト

900万 バ イ ト/秒

900万/秒(8バ イ ト)

8/SAC

1900お よ び シ ス テ ム4

{㌻ ㌫ ㌫よび

{;欝　
デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス

テ ムK,コ ン パ イ ラ;コ ボ ル,

フ ォ ー ト ラ ン,ア ル ゴ ル,

ベ ー シ ッ ク

コ ボ ル,フ ォ ー ト ラ ン,

フ ァ イル ・ トラ ン ス フ ァ ・エ

ミュ レ ー シ ョ ン,シ ス テ ム4

エ くユ レ ー シ ョ ン

{鷲 驚 リケーシヨ
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モ デ ル2904の 発 表

同 モ デ ル は 「IcL'の ベ ス ト ・セ ラ ー 機2903」 の 上 位 機 種 と し て,76年5月

に 発 表 さ れ た 。 発 表 時 に お い て,10台(125万 ポ ン ド)の 受 注 を 明 らか に し て お

り,し か もそ の 内 訳 が 英 国 内2台 ・欧 州 大 陸7台 ・オ ー ス トラ リ ア1台 と,海 外

重 視 路 線 の 成 功 を裏 づ け る もの とな っ て い る 。

モ デ ル2904の 主 記 憶 は32K～96Kワ ー ド と,2903(16K～48K)の2倍 の

容 量 を持 っ て い る 外,デ ィ ス ク ・ス トー レ ッ ジ も倍 以 上 の キ ャパ シ テ ィを 備 え て

い る 。 ち な み に2904は,EDS60を8台 お よ び30メ ガ バ イ トの デ ィ ス ク ・ス ト

ア ー を サ ポ ー トで き る 。

周 辺 装 置 お よ び ソ フ トウ ェ ア 面 で も,幾 つ か の 特 色 が 打 ち 出 さ れ た 。 ま ず,

1,500行/分 の プ リ ン タ と80万 キ ャ ラ ク タ/秒 の 磁 気 テ ー プ ・シ ス テ ム が 新

た に 発 表 さ れ た 。 さ ら に,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・チ ャ ネ ル は,2903の4個 に

対 し,2904は6個 に 強 化 され て い る 。 こ の 外7502と 称 す る タ ー ミナ ル に よ っ

て,タ ー ミナ ル 接 続 機 能 強 化 が 強 調 され て い る 。 こ の7502に よ っ て,CDC製

の フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ク ・ ドラ イ ブ も使 用 で き る とICLは 説 明 し て い る。

2904で 発 表 さ れ た 新 し い ソ フ ト ウ ェ ア と し て は,MTS(Multiple

TransaetionSystem)が あ る 。 こ れ は2903ETS(EnquiryTerminal

System)の エ ク ス テ ン シ ョ ンで40の 別 々 の イ ン ク ワ イ ア リ ・プ ロ グ ラ ム を 同 時

に 処 理 で き る 。 ま た,1900を コ ン バ ー トす る ユ ー ザ ー に は,PLANコ ン パ

イ ラ が 提 供 され る 外,IDMS(IntegratedDataManufacturingSystem)

と い っ た 新 し い ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ も発 表 さ れ る予 定 。

モ デ ル2904の 価 格 は,最 小 構 成 で の80,000ポ ン ドか ら,最 大250,000ポ ン ド

ま で あ る 。 こ れ に よ っ てICLは,25,000・f・eン ドの2903/20か ら250,000ポ ン ド

の2904ま で,広 範 な ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム を提 供 す る よ う に な っ た 。

な お,ICLは76年6月 に,2904を 米 国 市 場 で も 発表 し た 。 す で に2903に

つ い て は,同 市 場 で 販 売 体 制 に 入 っ て お り,大 型2900モ デ ル 売 り込 み の 下 地 を

築 こ う と し て い た 。 米 国 市 場 に お け る モ デ ル2904基 本 構 成 の 価 格 は,6,000ド
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ル/月(2903は3,000ド ル/月)だ が,ICLは この両 機 に よ って,ま ず北 米

の ビジ ネ ス ・コン ピ ュご タ市場 へ の 進 出基盤 を確 立 しよ うと して い る。ICLに

よ る と,米 主 国市 場 に はす で に15台 の2903を 設 置 してい るが,販 売 体 制 の強 化

に よ って,こ の ベ ー ス を一段 と拡 大 す る意 向 を持 っ て いる。ICLと して は,今

後5年 間 で,数 百 台 の2903/2904を 同 市 場 に売 り込 みた い と してい る(海 外

市場 に お け るICLの 動 きの項 参照)。

表II-9-5モ デ ル2904仕 様

。 主 メ モ リ

。磁 気 デ ィ ス ク

。磁 気 テ ー プ

Oタ ー ミナ ル

oラ イ ン ・プ リ ン タ

。通 信 機 能

oソ フ トウ ェ ア

32K～96Kワ ー ド

EDS60(30メ ガ ・バイ ト)を8台 ま で接 続 可 能

9ト ラ ッ ク,50KC,80KC

7502お よ びO.5メ ガ ・バ イ トの フ ロ ッ ピ ィ ・

デ ィ ス ク(CDC製)

1500行/分

6チ ャ ネ ル

・MTS(MultipleTransactionSystem)・ …

1度 に40個 の イ ン ク ワ ィ ア リ ィ ・プ ロ グ ラ

ム を 処 理

・AM(ApplicationsManqger)プ ロ グ ラ ム

開 発 用 言 語

・IDMS(IntegratedDataManufucturing

System)・ … デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・

シ ス テ ム

・1900ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・・ソ フ ト ウ エ ア
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モ デ ル2976と 第3のOS

ICLは76年 夏,モ デ ル2976と 称 す る ニ ュー ・モデ ル を発 表 して い る。 これ

は2980と2970の 中 間 に位 置 づ け られ てい るが,ニ ュ ー ・モ デ ル とい うよ りは,

2980/2970両 機 の特 色 を1部 と り出 し,寄 り合 せ て セ ッ トした よ うな印 象 が

強 い 。即 ち,2970よ りは ビジ ネ ス ・ア プ リケ ー シ 。 ン機能 の 大 きい もの を要 求

してい る ビジ ネ ス ・ユ ー ザ ー と,2980程 の科 学 機 能 は 不 必要 とす る科 学 ユ ー ザ

ーの 両 方 に むけ て,2976を 打 ち出 した と言 え る。同 モデ ルの 名 称 が,当 初 予定

に は なか った と思 わ れ る よ うな 形 に な った の は,以 上 の理 由に よ る と見 られ るが,

ICLは こ の モ デル につ い て も,2900の 基 本 戦 略 とな って い る海 外 市 場 売 り込

み に期 待 して い る。 主な タ ーゲ ッ トと して は,南 ア フ リカ・ オー ス トラ リ ア,欧

州 大 陸(特 に西独)な どが あげ られ て い る。な お モ デル2976の 主 記憶 は1Mバ

イ ト～6Mバ イ トで あ る。 オペ レー テ ィ ング ・シ ス テム と して は,2980/2970

同 様,VME/Bが 適 用 され る。 、

ICLは2980,2976,2970の 大 型 レ イ ン ジのOSに はVME/B,2960

で新 たにVME/Kと い うOSを 用 意 した が,最 近 これ に続 く第3のOS開 発 も

取 沙 汰 され て い る。第3のOSが どん な形 で発 表 され るか詳 細 は不 明 だ が,マ ン

チ ェ スタ ー大学 が 開発 した コ ン ピ ュ ー タMU5のOSが ベ ー スに な ると伝 え られ

る。 同OSはMUSS(ManchesterUniversitySoftwareSystem)と 呼 ば

れ,独 自の フ ォー トラ ン/ア ル ゴ ル ・コンパ イ ラの 外,バ ッチ/会 話 型 処 理 を提

供 す る もの 。

2900設 計 陣 は,現 在MU5の 設 計 者 と密接 な連 絡 を とっ て い る といわ れ るが,

ICLと 同 大学 問 に は 古 くか ら親 密 な 共 同体 制 が組 まれ て い る。 ちな み に,Atlas

コ ン ピュ ー タ を設 計 した マ ンチ ェス ター大 学 技 術 陣 は,ICLの1900お よ び

2900の 開発 に も協 力 し て い る。 ま たMU5お よ び2900の 開発 過程 に お い て も,

同 大学 お よ びICLは 互 換 性 な ど につ い て連 絡 を と って い た。しか し,MU5が 科

学/研 究 ア プ リケ ー シ ョ ン ・オ リエ ンテ ッ ドだ ったの に対 し,2900は コマーシャ

ル ・ニ ー ズ を重 視 した た め,結 果的 に各 々 別の マ シ ン と して登 場 し た とい わ れ る 。

-322一

,



特 に,汎 用OSと して のVME/Bは,MU5の ア プ ロー チ と は相 容 れ な か ったが,

VME/Kの 方 はMU5・ アプ ロ ーチ に近 い 。 高 度 な コ ン ビ。ユー タ ・ユ ー ザ ー と知 ら

れ る英 国の 大学 関 係 者 も,VME/Bよ りVME/Kの デザ イ ン ・ア プ ロー チの方が

優 れ てい る と指 摘 して い る。 ま た,マ ンチ ェス ター大学 のDモ リス(Morris)

教 授 も,MUSSは ポ ー タ ビ リテ ィの 面 で,VME/Bお よ びVME/Kよ り非常

に優 れ てお り,パ フ ォー マ ンス お よ び メ モ リー 占有 に 関 して も,ICLの 標 準OS

を凌 駕 して い る と述 べ て い る。

海外 市 場 に お け る動 き

最 近 のICLは,海 外市 場 に お け る売 上増 を マ ー ケ テ ィン グの 最 重 点 目標 に し

て い る。 これ はG・ ク ロス取 締 役 が就 任早 々か ら重 視 して い た政 策 で もあ り,

2900シ リー ズ の販 売 も この 方 針 に 沿 って進 め られ て きた。 この 結 果,欧 州 大 陸

は もとよ り,南 ア フ リカ/東 欧/ア ジ ア/南 米/太 平 洋地 域 な ど広大 な市 場 に進

出 した外,北 米 に も子 会社 を設 置 す るな ど,従 来 の 欧 州 コン ピュ ー タ ・メー カ ー

に は 見 られ なか った 積極 的 動 き を と ってい る。76年 決 算 では,海 外 市場 売 上高 が

前 年 比230/。増 を記 録,総 売 上 高 の40%を 占め た 。Singer買 収 分 を 含 めれ ば,50

%を 突破 す る もの とみ られ,ク ロス氏 の 政策 は着 々 と成功 へ の 道 を歩 ん で い る感

が あ る。

米 国市場 の販 売 体 制 を強 化 一 新 子 会 社の 設立

ICLは1976年 か ら77年 にか け て,米 国 市場 販 売 に 関 し て 目ま ぐ る しい動 き

を展 開 した。 最 終 的 に は,77年 初 め に新 子会 社ICLInc.を 設 立 し,米 国に

お け る事業 をす っ き りした形 に統 合 した。新 子会 社 に は,従 来 の子 会 社ICL(

USA)とSingerか ら吸 収 した 製造 施 設 さ らにSinger子 会 社Cogarが 統 合 さ

れ,こ れ ま で に比 較 し て,生 産/販 売両 面 で 数 段 機 能 ア ップが 計 られ た。

ICL新 子 会 社 の 発 足 は①ICL〔USA)の ト ップ異動(76年2月 ～7月)

②Cogar社 の吸 収(7月)な ど米 国 にお け る一連 の動 きの集 大 成 と もい うべ き も
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の で,77年 か らは 北 米 市 場 に お け る2900売 り込 み に一 層 の拍 車 が か け られ る こ

と にな ろ う。

76年 に おけ る米市 場 に お け る動 きの うち,幾 つ か 注 目す べ き もの を ヒ。ック ア ッ

プ す ると,ま ず5月 に米 子 会 社 の ウ ェ イル(PeterWei11)社 長の 辞任 が表 面 化

した ことが あげ られ る。 この 辞 任 劇 に つ いて は,当 初,利 益 転 換 で きなか った た

め英国本社か ら強制的 に辞 め させ られた と報道 され,ウ ェイル氏が反論す る一幕

もあ った 。結 局,G・ ク ロス取 締 役 が ウ ェ イル氏 に謝 罪 して け りが つ い た 。 この

間ICL米 子 会社 は,小 型 モ デ ル2903の 販 売 に 的 を絞 り,米 国企 業 のパ ー トナ

ー探 しを進 め る一 方 ,コ ン ピュ ー タ ・セ ンタ ーの 増 大 も行 な った。コンピュー タ ・

セ ン ターは,米 国進 出 と同時 に ニ ュー ヨー ク,モ ン トリオ ー ル,ト ロン トの3都

市 に開 設 し て いた が,第4セ ンタ ーを ジ ャマ イ カ の キ ン グス トンに,さ らに 第5

セ ン ターの候 補 地 を 目 下物 色 中 で あ る。

ウ ェイル氏 は米 子 会 社 社 長 当 時,2903を 米 国 で販 売 開始 した後2年 以 内 に は

「別 の ニ ュ ー ・シス テ ム」 を持 ち込 む 旨明 らかに して いた 。2903の 米 国 デ ビ ュ

ー は74年11月 だ か ら
,76年6月 に お け る米 国 での2904発 表 が,こ の 「別 の モ デ

ル」 に相 当 す る。

2903よ り下 位 の2903/20に つ いては,米 国 では 販 売 しな い方 針 を打 ち出 し

てい る。 これは,同 マ シ ンの 市 場 が既 に,米 企 業 同士 の 激 烈 な 競 争 下 にあ るた め

とい われ る。2903,2904の 両機 種 に よ っ て,米 カ ス トマー の ベ ー スを拡大 し

てお き,2900大 型 モ デ ルを持 ち 込 む のがICLの ね らいの よ うだ。2903に つ

い ては,76年 後 半 に は1ヵ 月1台 の ペ ー ス で納 入 す る ま で にな っ てお り,設 置 ベ

ー ス も北 米 だけ で20台 に達 した(カ ナダに もほぼ 同 数 設 置 され て い る)
。

問題 の大 型 モデ ルに つ い ては,76年 春 の時 点 で 「1年 後 」 とか 「既 に カ ス トマ

一揉 しを開 始 した 」 とか 伝 え られ た
。 その後,こ の件 に つ い ては 何 も報 道 され て

な いが,欧 州 メー カ ーに よ る米 大 型汎用 機 市 場 へ の逆 上 陸 の ケ ー ス とし て注 目 さ

れ て い る。

さて,ICLの 米 国 新 子 会 社,ICLInc.は ニ ュー ジ ャー ジ ー 州 イ ー ス ト ・ブ
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ラ ンズ ウ ィ ック を本 拠地 と し,社 長 に は タイ ラー(R.W.Taylor)氏 が 任 名 さ

れ た 。 ま た ウ ェイ ル氏 の後 任 と し て,昨 年7月 以 来 米 子 会社 社 長 を務 めて い た ヒ

ラ ー(EliHiller)氏 が 副社 長 に就 任 した 。 なお,ICL米 国事 業 は,75年 ま

で 赤 字 を 計 上 して いた が,76年 決算 で は黒 字 に 転 換 した もよ うで あ る。

他 の海 外市 場 に お け る動 き(仏 ・西独 ・南 米 ・その他)

ICLの 海 外 事 業 の うち,最 大 の成 功 を納 め て い るの は仏 市場 で あ る。 同 市 場

で は76年 度 決 算(76年9月 締)で,総 売 上高1,920万 ポ ン ド,税 引 前利 益620万

ポ ン ドを計 上 した 。 前 年比 伸 び率 は,各 々22%,400/・ と大 きい 。 受注 額 も前年 比

24%増 の2,160万 ポ ン ドを記 録 し てい る(何 れ もSinger吸 収 分 は 除 く)。

実 際 パ リの英 国大 使 館 で は 「仏 にお け る英 の ト ップ企 業 」 と して,ICLの 活

動 を 高 く評 価 し て い る。同 市 場 にお け るICLの コ ン ピュー タ ・モ デ ル 別設 置 ベ

ー ス(受 注 含 む)は 表ll-9-6の とお りだが ,や は り2903の 販 売 実績 が 大 き

い 。2903/20に つ い ては 数字 が明 らか に な って い ない が,恐 ら く25台 前 後 と見

られ る。ICLは 今 後,2904お よ び2960の 販 売 に努 力 を傾注 して い きた い と

述 べ て い る。

表il-9-6仏 市 場 にお け るICLの 設 置 ベ ー ス(76年)

モ デル名 2903 2904 2960 1900 システム10 S1500 MDTS

設置台数 240 10 2 140 170 1,000 1,400

注)・ 受 注 含 む

・シ ス テ ム10よ り 右 側 はSingerモ デ ル

西独 に お け る 事業 は,も うひ とつ パ ッと しな い。ICLは 同 市 場 で,か な り 古

くか ら販 売 を行 っ て い るが,1975年 ま でず っ と赤 字 を計 上 して きた 。1974年
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ICLは 西独 事業 の 好 転 を計 るた め,前 欧 州 事 業 部 の 市場 開発 担 当 マ ネ ジャ ー,

ラ ン ド(RalphLand)氏 を起 用 した 。 同 氏 は76年 度 に お け る黒 字転 換,80年 ま

で に事 業 規 模 を3倍 に 引 上げ る こ と を 目標 に,販 売 体 制 の 改 革 に 着 手,ど うや ら

76年 度 は黒 字 を計 上 し た もよ うで あ る。

西独 事業 の好転 に貢 献 した の は,や は り小 型 モ デル2903と 同 下 位 機 種 の2903

/20で あ る。76年4月 の時 点 で,こ れ らモデ ル を84台 同市 場 で 販 売 し てい る。

この 外 の 海外 市 場 で最 近 特 に 注 目 され るの が,南 米 にお け る デ ィー ラー ・ネ ッ

ト ワー クの 整備 で あ る。 これ はSinger吸 収 の 副 産物 とい うべ き もの だ が,今 後

の 海 外 市 場 戦 略 を考 え る場 合,Singerカ ス トマ ー ・ベ ー スあ るい は 製造 施 設 の

買 収 を 上 回 る メ リ ッ トを もた らす 可 能 性 もあ る。 特 に,Singerの デ ィーラーは,

ICLが 従 来 進 出 して いな か っ た地 域 に も数 多 く散 在 してお り,こ れ を整 備 して

ネ ッ トワー ク を張 れ ば,一 挙 に 世 界 規 模 の マ ーケ テ ィ ング網 を 入 手 す る ことが で

きる。

南 米 市場 の場 合,ベ ネ ズ エ ラ,ア ル ゼ ン チ ン,チ リ,コ ロ ン ビ ア,ウ ル グ ァ イ,

パ ナマ,プ エ ル トリ コに デ ィー ラ ー を持 った 外,ブ ラ ジルに は 子 会 社 を設 立 した。

また,メ キ シ コに も,現 在 子 会 社 を設 置 す る準備 を進 めて い る(こ の うち ア ル ゼ

ンチ ンお よ び チ リの デ ィー ラーはICLマ シ ンの み を専門 に 販 売 す る ことに な っ

て い る)。

ブ ラ ジル の子 会 社 は す でに100%出 資 とな っ てお り,Singerの シス テ ム10を

45台 設 置 してい る。 モデ ル1500デ ー タ ・エ ン トリー ・シ ス テ ムは か な りの 台

数 が設 置 され て い る。 同 子会 社 は6ケ 所 に ブラ ン チを置 き,140名 の要 員 を か か

え て い るが,ICLは 将 来,こ こで マ シ ンの 組立 て も行な う計 画 を立 て て い る。

メキ シ コの場 合 は,海 外 企 業 の 出資 比 率 が最 大49%に 押 え られ て い るた め,目

下 現 地 企 業 の パ ー トナ ー を物 色 中 で あ る。現 在 の 販 売 は,SingerMexicanoが

代 行 して い る。

南米 市 場 に お け る販 売 は,現 在 の とこ ろSingerモ デルに限 定 して い る が,同

地 域 の カ ス トマ ーは2903あ る い は2904に 関心 を寄 せ て い る。 この た め,77年
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あ るいは78年 以 降 は,こ れ ら2900シ リー ズの 小 型機 を持 ち込 む こ とに な ろ う。

ICLは76年 に,北 京 で2903の 展 示 会 を開 く一 方, ,マ レー シ アにInter-

nationalComputers(Malaysia)SdnBhd.と い う子 会社 を新設 した 。同 子

会社 は 東 南 ア ジ ア/極 東/太 洋 州の 各地 域 を担 当 す る予 定 。 これ ら一連 の活 動 を

通 して,ICLは 先進 国お よ び開 発 途 上 国 に販 売 拠 点 を確 立 した こ とにな り,今

後 の売 り込 み が期 待 され て い る。

Singerビ ジ ネ ス ・マ シ ンズ事 業 部 の買 収

1976年 に お け るICLの 海 外 戦 略 の 中 で,最 大 の ニ ュー ス とな った の は,や

は りSingerビ ジ ネ ス ・マ シン事 業 部(BMD)海 外 部 門 の 買 収 で あ ろ う。 同 事

業 部 は ・子 会社Cogar社 を傘 下 に持 ち・ シ ス テ ム10コ ン ピュ ー タか らイ ンテ リ

ジ ェン ト ・ター ミナル お よ びPOSタ ー ミナ ルま で,将 来 性 の 高 いEDP機 器 を

手 が け て い た 。

SingerがBMD撤 収 を発 表 した の は,75年12月1日 。 就 任 後 わ ず か1ケ 月 と

い う新 会 長,フ ラ ビ ン(JosephB.Flavin)氏 に よ って突 如明 らか に され た 。

同 会 長 は撤 退 の理 由 と して,①BMDの 将来 性 は 極 め て 大 きいが,財 政 的 事 情 に

よ っ て今後 の 投 資 が難 し くな った こ と ②Singer全 体 の企 業 活 動 面 で,BMD

が不 必要 に な った こ とを あげ て い る。 結 局,BMDの 撤 収 は,コ ン グ ロマ リ ッ ト

的 大 規 模 な 企 業 吸 収 活 動 に よ る事 業 拡 大 の失敗 に よ って長期 負債 が莫 大 な 額 に

達 した こ と(74年 当時4億500万 ドル)に 端 を発 した。BMDは 将 来 性 を買 わ れ

な が ら も,売 上高 ではSinger全 体 の1割 強 にす ぎ ず,ま た75年 当時6,000万 ド

ル に のぼ る累 積 赤 字 を計 上 して いた 。 しか し,プ ロダ ク シ ョ ンで は シス テ ム10の

設 置 ベ ー スが 米 国 に1,270台,海 外 に900台(75年9月 末現 在)あ っ た外,MD

TSを 主力 とす るPOSタ ー ミナ ルで はSearsRoebuckか らの大 量 受 注 をバ ッ

ク に世 界 最 大 の サ プ ラ イヤ ーに ラ ン クされ て いた 。 この外,Cogarの1500デ ー

、

タ ・エ ン トリ ー ・シ ス テ ム も,世 界 各 国 に 多 数 の ユ ー ザ ー を持 っ て い た 。

ICLは 海 外 に 大 きな ベ ー ス と販 売 網 を有 す るBMDに 着 目 し,Singerと 話
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し合 い を進 め,76年3月,BMD海 外 事業 部 門お よ びCogar海 外 事 業 を吸収 す る

こ とに成 功 した 。 米 国 内 に お け る カ ス トマー ・ベ ー スはTRWに 渡 った(こ の時

点 で はCogar社 は 海 外 事 業 の み が 吸収 され た が,7月 に 米 国 のCogarカ ス トマ ー ・

ベ ー スお よ び製造 施 設 も吸 収 され た)。

図ll-9-35Singer社 の 純 益 推 移

(100万 ドル)

一450

74rs

,

BMD買 収 の 利 点

ICLに と って,今 回 の 買 物 は,は な はだ メ リ ッ トの 多 い もの と見 られ て い る。

買収 費用 に つ いては,一 時 金 と して200万 ドル を支払 った外,金 額 は 明 らか に さ

れ てな い。ICLに よ る と,向 う4年 間 に わ た って事業 の 利 益 額 に応 じて 分割 払

い され るこ とにな っ てお り,1980年10月 迄 に終 了す る。ICLに は 必 らず し も

無 理 な額 で は ない とい うの が 一般 の 見方 で あ り,一 方手 に 入 れ た もの と言 え ば,

ICLが 強 化 を ね ら って い た ロー ・エ ン ド ・マ シ ン分 野 を は じ め,本 格 的 進 出 を

計画 して い たPOSタ ー ミナ ル,そ してICLが 従 来弱 か った海 外 各 地 域 の カス

トマー ・ベ ー ス と デ ィー ラ ー網 な ど多 彩 に わ た って い る。

ICLはSinger吸 収 に伴 な い,SBMD(SmallBusinessMachines
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Division)を 新設 し,従 来 のSingerカ ス トマ ーの 確保,製 品 の強 化/開 発,

販 売 面 の 充 実 に取組 ん で い くこ とにな って い る。 今 回 の 買収 で は,シ ステ ム10お

よ び110(シ ステ ム10小 型 バ ー ジ ョン)で1,300サ イ ト,2,000台 と い うベ ー ス

を獲 得 した。 しか も,同 サ イ トは欧 州 全域 にま たが ってお り,特 にICLが これま

で進 出 が遅 れ て い た ス カ ン ジナ ビア(特 に フ ィンラ ン ド)に 強 い とい う特 色 を備

え て い る。 ス カ ンジ ナ ビア地 区の コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザ ー の 間 で も,ICLに よ る

買 収 はか な りの 反響 を 呼 ん だ 。1500デ ー タ ・エ ン トリー ・シ ス テ ムに 関 して は

3,000台,MTDS・POSタ ー ミナル に関 して は1 ,000台 とい うベ ース を入 手 した

が,こ れ は欧 州大 陸 の大 型 市 場 で か っICLの マーケテ ィングが 弱 体 視 され て西 独

市 場 に 食 い 込 ん で い る。 図II-9-36は,ICLの2903とSingerシ ステ ム10の 国

別 設置 状 況 を比 較 した もの 。 これ で 見 る と,海 外 で成 功 を納 め たICLの ベス ト ・

セ ラ ー機2903が,英/仏2カ 国 で78%と い う大 きな シェア を 占 め て い るの に 対

し,シ ステ ム10は 英/仏/西 独/伊/ス カ ンジナ各 地 域 に バ ラ ン ス よ く配 備 され

て い る の が 目に つ く。

図 ∬-9-361CL2903お よ びSingerシ ス テ ム10

の 国 別 設 置 状 況

システム10(ベ ー ス900台)モ デル2903(ベ ース1,000台)

仏国

14%

西 独

24%

伊

120 スイス3%

その他3%

スイス2%

スカンジナビア

ICLはSingerの 他 の 製 品,つ ま りMDTS(ModularDataTransaction

System)POSタ ー ミナ ル お よ びJIS(Joblnformation)フ ァ ク ト リー ・

デ ー タ ・コ レ ク シ ョン 装 置 に 関 して も,大 きな 期 待 を 寄 せ て い る 。 と い うの は ・MD
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TSに っ い て は 小 売 業 ユ ー ザ ーが,JISに つ い て は エ ン ジ ニ ア リング分野 の

ユ ーザ ーか ら,こ の 種 装 置 に 対 す る要求 が高 ま っ て い るか らだ 。ICLはSinger

がBMDを 手 離 す 以 前 か ら,MDTS・POSシ ス テム に強 い関心 を示 し,数 年

に わ た って販 売 契 約 を交 渉 した こ と もあ った 。 当時 はSinger側 が,こ の契 約 を

不 満 と して 話 し合 い に乗 らなか った 。ICLはPitney-Bowes(PB)のPO

Sに 接 近 し た こ と もあ った が,PBがPOSビ ジ ネスか ら撤 退 した た め,西 独 の

AnkerDataSystems(ADS)に 接 近 し,英 国市 場 におけ るADSのModulf-

lexPOSタ ー ミナ ル の販 売 契 約 を結 ん でい た 。

ADSは 欧 州のPOSメ ー カ ー と して は ト ップに ラ ン ク され る企 業 だが,IC

Lと して はModulflex,MTDSの 調 整 を計 り,欧 州の 代表 的POSタ ー ミナル ・

サ プラ イ ヤ ー と して の 地 位 を確 保 した い とこ ろ だ ろ う。

何 れ に せ よ,SingerBMD買 収 は,③ シ ス テ ム10お よび110に よ る ロー ・エ

ン ド部門 の 強 化 ②1500に よ る デ ィス トリ ビュー テ ッ ド ・デ ー タ ・エ ン トリー

分 野 での 競 合 力 強 化 ③POSな ど新 規 マ ーケ ッ トへ の本格 参 入 ④ 海外 各 市場

で の販 売 拠 点確 立 な ど,多 大 の メ リ ッ トを もた らした乙 とは 事 実 で あ る。

Cogarの 吸 収 と シ ス テ ム220発 表

76年3月 に お け るSingerBMD買 収 の 際 に は,Singer子 会 社Cogar自 体

は 買 収 の 対 象 に な ら な か っ た 。 しか し,76年12月 に,ICLは 同 社 の 吸 収 も決 定,

米 国 市 場 に お け る生 産 活 動 の 拠 点 と し た 。 吸 収 し た の はCogarの 米 国 に お け る カ

ス トマ ー ・ベ ー ス と製 造 施 設(注,Cogar海 外 事 業 はSingerBMD海 外 事 業 と

共 に 買 収 し て い た)。

Cogar吸 収 に よ って,シ ス テ ム10お よ びPOSタ ー ミナ ル の 製 造 は,Singer

ア ル バ カ ー キ 工 場 か ら,Cogarユ ー テ ィ カ工 場 へ 移 さ れ た(ア ル バ カ ー キ 工 場 は,

SingerのEDP撤 退 に 伴 な いDECに 売 却 され た)。

Cogar社 の 従 業 員 は350名,ニ ュ ー ヨ ー ク 州 ユ ー テ ィカ を 本 拠 地 と し,1500

タ ー ミナ ル を は じ めLSI,メ モ リ機 器 な ど を 手 が け て い る。 年 商 は1,400万 ド
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ル規 模 で,利 益 も計 上 し て い る。ICLは 海 外 市 場 戦 略の ひ とつ に,米 国 市場 へ

の本 格 的参 入 を ね らって い るが,製 造 設備 を有 す るCogarの 買収 は,様 々な プラ

ス となろ う。

さて きCLは1977年2月,シ ス テ ム10の ア ップ グレー ド ・バ ー ジ ョ ン と し て,

シ リー ズ220を 発表 した。 同時 に,米 国 での 製 造 を,英 国 内 の2工 場 に移 す とい

う計画 も打 ち出 して い る(も し この計 画 が 実行 され たとして も,1500タ ー ミナ ル

お よびPOS装 置 は 従 来 通 り米 国 ユ ー テ ィカ 工場 で 生産 され る予定)。

シ リー ズ220は,旧 式 化 しつ つ あ る シス テ ム10(発 表 は1970年)を 買 収 後 ど

う扱 うか と い う懸 念 に 対 す るICLの 回 答 と も受 け とられ て い る。 シ リー ズ220

は シ ス テム10に 比 し,主 記憶 の ア ッパ ー ・リ ミ ッ トを110Kか ら160Kに 増 加 す

る一 方,メ モ リ ・サ イ クル ・タ イ ム も3分 の1程 遠 くな った 。 ま た,DMF2と

称 す る ベ ー シ ック ・シ ス テ ム ・ソフ トウ ェア も打 ち出 され,デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン

トの効 率 増 な ど も行 な われ てい る。

シ リー ズ220の ミニ マ ム価 格 ,は,モ デ～レ2903/20(2900シ リー ズの 最 下 位

機 種)よ り35%低 い18,500ポ ン ド。ICLは シ リー ズ220で,1980年 ま で に1

億 ポ ン ドの売 上 を見込 ん で い る。 しか も,こ の 大 半 は海外 市場 で 水 あげ で き る と

期 待 して い る.

な お,シ ステ ム10お よび シ リー ズ220の 生 産 を,米 国か ら英 国へ 移 す こ と に つ

い て は,英 国 の レ ッチ ワー ス(Letchworth)お よ びキ ッ ドグロー ブ(Kidsgrove)

の2工 場 の 名 が あ が って い る。 また,シ リー ズ220の 登場 に よ って,2900シ リ

ー ズの ロー ・エ ン ド開発 に も
,ひ とつ の疑 問 が 出 て きた 。 とい うの は,2903お

よ び2903/20に 続 く下 位 モデ ル と して,77年 中 に も2902が 発 表 され,こ れ に

よ っ て シ ス テム10お よ び110の カス トマ ー を引 き とめ るの で は な い か とい う見 方

が あ った。2902の 去 就 に つ い ては 全 く不 明 だが,シ リー ズ220と の オー バ ー ラ

ップの問 題な ど,今 後ICLが ロー ・エ ン ド部 門 で,ど ん な 売 り込 み を見 せ て く

るか注 目 され る。
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業 績

ICLは1976年 度(76年9月 締)の 決算 で総 売 上 高2億9,000万 ポ ン ド,税

引後 純 益1,250万 ポ ン ドを 達 成 した 。 これ は 前年 比各20.30/・,32.80/・ とい う増収

増 益 で あ る。 重 点 目標 とし て い る海 外 市場 の 売 上 高 は,前 年比230/。増 で1億1,500

万 ポ ン ドと全体 の40%を 占 め た 。同 年 度 の 決 算 には,Singerか ら買 収 したBM

D海 外 事 業 の分 は含 ま れ て い な い か ら,来 年 度 これ が加 味 されれ ば,海 外 収 入 が

全 体 の50%以 上を 突破 す る ことは確 実 とみ られ る。 また,海 外 事業 と し て特 に 注

目を 集 め て いた仏 子 会社 は,76年 度 に売 上 高1,920万 ポ ン ド,税 引 前 利益620万

ポ ン ドと,前 年 比 各22%,40%の 伸 び率 を示 し,依 然 好 業 績 を続 け て い る。 さ ら

に,こ れ ま で欠 損 を続 け て い た 西独 お よ び北米 事業 も,同 会計 年 度 で利 益転 換 を

果 した と い わ れ る(具 体 的 数 字は 不 明)。

ICLは76年 度 中 に,最 近 数 年 間 に わ た る政 府 助 成 金4000万 ポ ン ドの 最 終 分

を受 け と った。 これ は2900シ リー ズの 開発 費 に 充 当 され た が,同 シ リーズは モ

デ ル2950を 除 い て全 て完 成 した と見 られ る。同 モ デル も77年 中 に は 発 表 され る

とい うのが 大方 の 予 想 だ。 政 府 助 成 金 に つ い てICLで は,77年 度 以 降 は独 自の

資 金 でR&Dを 進 め る見通 しが つい た と して,助 成 金不 要 の態 度 を表 明 して い る。

76年 度 に お け る2900シ リーズ の売 上高 は 不 明 だが,同 年 度 上半 期 に は,

2900大 型 モデ ルが1,700万 ポ ン ド(全 体 の12.5%),小 型 モ デ ル2903が2,700

万 ポ ン ド(同20%)の 収 入 を もた らした と報 告 され て い る。

な お表 ∬-9-7は,ICLの 業 績 を ま とめた もの で あ る。

輻

表 ∬-9-71CLの 業 績推 移

'＼
1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976

総 売 上 高10畷 ント1115.・

2.8

)
130.9 150.9 1543 168.6 200.5 239.8 288.3

税引後純益
100万 ポンド)

3.4 47 5.3 10 6B 7.0 9.4 12.5

1株 当 り純益
(ペ ンス)15

.15

(1000ポ ン

2.7

1879 18.47 17.79 333 19.69 20.37 24.20 36.83

従業員1人
当り売上高

ぐ)

3.4 3.6 4.6 5.6 5.9 69 8.5 10.6

従 業 員数
(針
,058 34,001 36,329 32,669 27,701 28,798 29,178 28,069 27,317
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Cll-HB

正式 発 足 したCll-HB

1976年7月1日,CII-HBは 仏 政府 の 大 きな期 待 を込 め て正 式発 足 した。

両 社 の 合併 構 想 が初 め て明 らか に され た75年5月 以 来,実 に2年 余 の曲 折 を経 た

船 出 とな った 。 しか し仏 政 府 お よび 同 コン ピュ ー タ産 業 界関 係 者 に と って,76年

7月1日 とい う日は,CII設 立 に も匹 敵 す る記 念 す べ き日 とな るに違 い な い 。

周知 の よ うに,新 会 社CII-HBの 持 株 比率 は,仏 側 が53%,Honeywel1が

47%と な って い る。1964年 に,MaehinesBu11がGEに 買 収 され て 以来,Bull

GE→HoneywellBullと 米 国大 手 メー カー に翻 弄 され,し か もこの 間,国 策 メ

ー カーCIIが も うひ とつ パ ッ と しなか った仏 に とっては ,12年 ぶ りに将 来 性 の

あ る大規 模 メ ー カ ー を手 に した こ とに な る。

CII-HBの 従 事 員 総 数 は19,000名,こ の 中 に は2,500名 以 上 のR&D要

員 も含 まれ てい る。 これ は 米,英,伊3ケ 国 に お け るHISのR&D要 員 数 に 匹

敵 す る数 で あ る。 ま た,仏 以 外 に も,5,000以 上 に 達 す る マ ー ケ テ ィン グお よ び

サ ポ ー ト要 員 をか か え てお り,仏 国 内の設 置 ベ ー ス も金 額 比 率 換 算 で27%に 達 し

て い る(注,COTTI調 査 で は210/。 とい う数 値 も出 てい る)。 企 業 規 模 に お い て

は,正CLお よびSiemensを 抜 いて欧 州最大 の コン ピュー タ ・メ ー カ ー とな るわ

け で,仏 政府 と し て も莫 大 な投 資 と共に,非 常 に大 きな 目標 を設 定 し てい る。

CII-HBは 昨 年,1980年 を め どに した企 業 目標 を設 定 したが,こ の 中 で

も特 に注 目 され て い るの は 以 下の3つ で あろ う。

即 ち,

①1980年 を 目標 に して,仏 市 場 へ の 出荷 額 に お い てIBMを 追 い抜 く。

② 総 売 上 高 に 占め る海 外 市場 売 上 比率 を増 大 させ,1980年 に50対50に 持

っ てい く。
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③R&D要 員 お よび コス トに お いて既 に 実現 した よ うに,年 間 売 上 高に 関 し

て も米 国 のパ ー トナ ー,HISと 歩 調 を合 わせ て い く。

これ らの 目標 の うち,特 に 最初 の もの は,1980年 ま でわ ず か 数 年 しか な い こ

とを思 え ば,極 め て 困難 な ター ゲ ッ トに な ろ う。仏 政 府 はCII-HBの 具体 的

援 助 とし て,76年 一80年 の4年 間 に,総 額12億 フラ ンにの ぼ る助 成 金 を約 束 して

い る。 また,こ の期 間 に,40億5,000万 フ ラン とい う莫 大 な発 注 を,政 府 機 関 お

よ び公共 分 野 か ら行 な うと も言 明 して い る。 しか も,こ の発 注 に 関 して は,も し

当 初予 想 よ り下回 った場 合,1年 単 位 で 調 整 す るとい う約 束 事 を もって い る。 旧C

II赤 字 の穴 埋 め分 な ど も含 め,こ れ ら巨額 の サ ポー トに つ い て は,仏 国 内 に も

根 強 い反 対意 見 もあ る。 しか し,従 来 の 純欧 州 路線 を打 破 す る とい う決断 の後 に

出 され た 今 回 の合 併 は,仏 政 府 に とって文 字 通 り最後 の 賭 に 違 い な い 。

●

整 備 され る77シ リー ズ

CII-HBが 販売 してい る コン ヒ。ユ一 夕は,現 在77シ リー ズ,IRIS,シ

リーズ60の3本 だ て とな っ て い る。 この うちIRISは1日CIIの 主 力機 で あ

り,77シ リー ズはUnidata7000シ リー ズ を名 称 変更 した もの 。 ま た,シ リー ズ

60はHoneywellBul1の 主力 機 で あ る。合併 構想 が 打 ち 出 され てか ら,公 式 に

調 印 され る まで,旧CIIが 扱 って い た機 器 は 脱 落 す るの では な いか とい う憶 測

も飛 ん だ が,結 局1980年 代初 頭 に 統 一 次世 代 機 を打 ち出す ま で,3シ リー ズの

併 存 とい う形 に な った 。

しか も,発 足 直後 の7月 に は,7000シ リー ズ を77シ リー ズ に 変更 す るこ とを

明 らか に す る と同 時 に,ニ ュー ・モデ ル を2機 種 打 ち出 し注 目 を集 めた 。

発 表 され た 新機 種 は,モ デ ル7730お よび7735の2機 種 。 この 外 既 存 モデ ル

7740の 機 能強 化 も打 ち 出 され た 。CII-HBス ポ ー ク ス マ ンに よ れ ば,新 機

種 はCII技 術 陣 に よ っ て 開発 され,SiemensBS-1000オ ペ レ ーテ ィング

シ ス テム を使用 してい る。 これ に よ っ て,仏 にお け るSiemens400シ リーズ下 位

機 種 の ユ ーザ ーに,77シ リー ズへ の移 行 可 能 性 を提 供 しよ う と して い る。
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モ デ ル7730は,機 能 的 に はSiemens7.730と 同 等 で,最 大 主 記 憶 は384Kバ

イ ト。 これ に 最 大800メ ガ バ イ トの デ ィ ス ク,最 大16の テ ー プ装 置,8～32の 通

信 チ ャ ネ ル が ア タ ッ チ さ れ る 。 同 モ デ ル は,7735ヘ フ ィー ル ド ・ア ップ グ レ ー

ダ ブ ル に な っ て い る が,7735の 主 記 憶 は96K～512Kバ イ ト。 両 機 種 と も,C

IIがUnidataで 開 発 担 当 した7740を ベ ー ス に 開 発 され た もの 。7740は 現

在,主 記 憶192K～1メ ガ バ イ トで 提 供 さ れ て お り,最 大1600メ ガ バ イ トの デ

ィス ク,32の 通 信 チ ャ ネ ル を 装 備 で き る 。CII-HBは,こ れ ら ニ ュ ー77シ リ

ー ズ で
,既 存 のIBM360お よ び370マ ー ケ ッ トを ね ら っ て い る 。77シ リ ー ズ お

よ びIRISレ イ ン ジ 共,新 し い デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ムSocrate

-2を 利 用 す る こ と が で き る
。IRISラ イ ンに つ い ては 一 時,合 併 調 整 に'よ っ

て 切 り落 さ れ る の で は と懸 念 され た が,結 局 サ ポ ー トの強 化 続 行 が打 ち 出 さ れ た

こ とに な る 。IRISユ ー ザ ー が,よ り大 きな パ ワ ー を 要 求 す る場 合 は,Siris

80Sで 稼 動 す る大 型 機IRIS80ま で,順 次 提 供 さ れ る予 定 で あ る 。 モ デ ル7

730,7735に は,仏 国 内 に お け るSiemens4004下 位 機 種 の リ プ レ ー ス と い う

ね らい もあ る 。

Unidata当 時,CIIお よ びSiemens両 社 は 互 い に マ ー ケ ッ テ ィ ン グの 譲

渡 を 行 な っ て い た 。 つ ま り,仏 国 内 に お け るSiemensマ シ ンの 販 売 はCIIが 行

な い,西 独 市 場 で のCIIモ デ ル はSiemensが 売 り あ げ たCIIマ シ ン は ほ とん

ど な か った が,CIIは 仏 国 内 でか な りのSiemensマ シ ンを 販 売 し た と も い わ れ

る。 こ の 中 に は,Siemens4004も 含 ま れ て い る が,CII-HBは こ れ を,新

鋭77シ リ ー ズ で リプ レ ー ス し よ う とね ら っ て い る わ け だ 。

、
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表 ∬9-8CII－ 且B77シ リ ー ズ 整 備 状 況

モ デ ル名 発表時期 備 考

Y5 一 X5プ ロ ジ ェク トの変 更版(7740に 相 当)

Y4 一 X4プ ロジ ェク トの 変 更版(7760に 相 当)

7740 74年 夏

Unidata当 時 開 発,76年7月 に 強 化 バ ー ジ ・ ン

発 表

7735 76年7月

IBM370/135-3相 当,77シ リ ー ズ 第1弾 と

して 発 表 され た

7730 76月7月 IBM370/125-2相 当,7735と 同 時 発 表

7720 74年1月

Unidata当 時,Philipsが 開 発担 当 した もの 。

現 在 新 規 受注 は 行 な わ れ て いな い 。

●

大 型 機 の 開 発 も続 行

CII-HBの 大型 機 と しては,旧CIIのIRIS80とHoneywellBull

の シ リー ズ60上 位 機 種 が あ る。 しか し,合 併 にか らむ同 社 の大 型 機 戦 略 と して多

大 の 関 心 を 集 め た のは,X4/X5と い う コー ド名 で 呼 ば れ た大 型 機 プ ロジ ェ ク

トで あ った 。

これ は も と もと,Unidataに おけ る開発 計 画 で あ り,CIIが 開 発 を担 当 して

い る と伝 え られ て いた もの 。仏 側 として は,当 初 か ら合併 後 もこの プ ロジ ェ ク ト

を継 承 す る腹 づ も りで あ った が,① 新 モデ ルの 開発 に は 巨額 の資 金 が必 要 で あ る

こ と,②Honeywel1Bullに は シリーズ60大 型 モ デ ルが用 意 され て い る こ と,③

開 発 に 関 し てはHoneywe11側 の発言力 が強 いの で は な い か とみ られ て いた こ と一

な どの 理 由 に よ っ て,Xプ ロ ジ ェク トの消 滅 も取 沙汰 され た。

ま た,X4,X5に つい ては,Siemensが7000シ リー ズ大 型 モデ ル と して購

入 を予 定 し て いた が,突 如独 自 開発 を打 ち 出 し,こ の 購 入 を キ ャ ンセ ル して きた

こ と も あ った 。 これ らの 理 由 に よ って,X4お よ びX5は,CII-HBに お け
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る仏 側 の発 言 力 あ る い は仏/西 独 間 にお ける政 府/コ ン ピュー タ業 界 の 思 惑 を 占

う意 味 で 「政 治 的 モ デ ル」 と い う呼 び名 を付 され るこ とに な っだ 。

しか し,76年9月,CII-HBはX4/X5を,Y4/Y5と 名 称 変 更 し,

開 発 を続 行 す る旨 正 式 に 明 らか に した。 これ は ブル レCII-HB社 長 が,パ リ

で 向 う10年 にわ た る同社 の製 品 戦 略 を 発表 した際 明言 され た もの で,同 時 に,

Unisys(カ ー ド名)な る次期 統 一 シ リー ズの 構想 も打 ち出 され た 。

さて,Y4(7770)は,IBM'370/168--3ク ラスの 競 合機 種 に な る もよ う

で,シ リー ズ60の 周 辺 装 置 との 互 換 性 も持 つ といわ れ る。 た だ し,こ れ は 明 らか

に,シ リー ズ60レ ベ ル66と 直接 競 合 す るエ リアに 入 って く るこ とに な り,こ の辺

の調 整 に問 題 が 残 され てい る。 な お,Y4/Y5の 発 表 は,1979年 か ら1980

年 にか け て行 な わ れ る予 定 。

次期 シ リー ズ"Unisys"

CII-HBは,合 併 企 業 とい う宿 命 か ら,さ らに は この 合併 以 前 に,Honey-

wellが 繰 り返 した 提 携/合 併 政策 に よ って,1コ ン ビ。ユ 一 夕 ・メー カ ー と して

は 多 す ぎ る程 の 機 種 を そ ろ え て い る。IBMに 対 応 で きるひ とつ の フ ァ ミリ ィ ・

ラ イ ンで十 分 な とこ ろ を,CII-HBの 場 合,3シ リー ズ(IRIS/77/60)

が カ タ ロ グに載 っ て い る。 しか も,仏 ユー ザ ー(特 に 大 口の カ ス トマ ーで あ る公

共分 野)の 保 護 とい う点か ら,合 併 直後 に シ リー ズ60に1本 化 す る こ とは不 可 能

な事 情が あ った 。 この た め,同 社 に と っては,旧CIIの ユ ー ザ ー(特 にIRIS

ユ ー ザ ー)を 重 視 しな が ら,効 率 の よい統一 シ リーズ を開 発 し てい く必要 に迫 ら

れ て い る。

この 統一 シ リー ズ が,Unisysな る コー ド名 で呼 ば れ て い る もの で,発 表 は

1982年 ～1985年 と予 定 され て い る。 この 前 に,Yプ ロ ジェ ク トと称 す る77シ

リーズ 大型 機 開 発 が あ り,一 応1980年 に 発表 され るこ とに な っ てい る。 このY

モ デ ルは,IRIS大 型 機 との 統 合 を念 頭 にお い た もの と いわ れ,統 合 計 画 の 第 一

段 階 に な る。

Unisysに 関 す る詳 細 は 不 明 だ が,ロ ジカ ル な総 合 計画 に つ い て見 ると,次 の
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よ うな 点が 指 摘 され て い る。 ま ず,デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ムに つ

い ては,IRIS/77シ リー ズ で使 用 され てい るSOCRANTESllと シ リー ズ60のI

DSllの 統 合 を図 る。 トラ ンザ ク シ ・ン処 理 に つ い て は,IRISTDSを 統合 す る。

ま た,テ レ プ ロセ シ ン グに関 して は,IRISのSGT/77シ リー ズ のTCS,シ

リー ズ60のNPSと3つ に分 れ て い る もの を,CYCLADEあ るい はTRANSPACな

ど ネ ッ トワ ー ク プ ロ ジ ェ ク トの経 験 を生 か して,早 期 に 共通 パ ッケ ー ジを開発 す

る。同 様 に,フ ァ イル ・ア ク セ ス ・プ ロシジ ュ アや言 語 に つ い て も,3機 種 の 統

合 を図 ろ う として い る。

OSに つ い ては,第 一段 階 として,Y4お よびY5をIRISのOS(SIRIS8,同

3)で 動 くよ うに し,同 時 に,シ リー ズ60用 の周 辺 装 置 が 接 続 で き るよ うにす る。

結 局Unisys計 画 は,①IRISお よ び77シ リー ズの 統 合(1979-1980年)

②IRIS/77と シ リー ズ60の 統 合(1982-1985年)と い う2段 構 え で行 なわ

れ る。 この場 合,第1段 階 か ら第2

表 ∬-9-9CII－ 且BとIBM

段 階 へ移 行 す る期 間,即 ち1980年 主力 機 の 競 合状 況

か ら1982年 にか け て,IRIS/77

統 合 モデ ル と シリ ーズ60モ デ ル間 の

オ ーバ ラ ップ を ど うす るか と い う問

題 が生 じ る(こ れ と問題 は 別 に な る

が,シ リー ズ60に つ いて はHBが か

な りの モ デル数 を用 意 して お り,そ

の 間 の オ ーバ ラ ップ も指 摘 され て い

る)。CII-HBと して は,市 場

分 担 とい う考 え方 で,こ の 問題 を乗

り切 って い く として い る。 つ ま り,

シ リー ズ60は 仏 の民 間分 野 を ね らい,

IRIS/77は 公 共 分 野 に 重 点 的 に 販

売 して い く とい う作 戦 で あ る。

System/32

System/3
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Cll-HBの 戦 略 一 プル レ社 長 の見 解

仏 政府 の莫 大 な助 成金 を背 に,野 心 的 目標 を定 め て発 足 したCII-HBだ が,

そ の 前途 には 決 して楽 観 視 で きな い幾 つ か の要 素 が あ る。特 に,1980年 ま で に

仏 国 内 出荷 額 でIBMを 追 い抜 くと い う第1目 標 は,最 初 か ら無 理 と い う見方 も

出 て い る。、政 府 内部 か ら も,「 金 の 無駄 使 い」 とさえ 非難 され た 合併 企 業 は,ど

ん な 戦略 に よ って,難 関 を突 破 して い くの か?1985年 ま で の長 期 プ ロダ クツ 戦

略 と仏 側過 半 数 占有 とい うイ メ ー ジ ア ップが最 大 の武 器にな る と言 わ れ て い るが,

こ とで は ブル レ社 長 の見解 を も とに,同 社 の 姿 勢 あ る いは 今後 の 方 向 を探 っ てみ

よ う。

な お 同社 長 は,仏 のEcolePolytechnique大 学 を卒業 後,CSF(現 在 の

ThomsonCSF),仏IBMを 経 て,1967年Bul1GEに 入 社,1972年 に

HoneywellBull社 長 に 就 任 した。 今 回 の 合併 実現 の 第一 人 者 と も言 わ れ,C

II,且oneywellBull両 社 の協 同推 薦 で社 長 に任 名 され た 。

φ

・合 併 の 主 な メ リ ッ トに つ い て

① 欧 州市場 にお け る戦 略 的 な地 位 が 強 化 され た ② 仏にお け るマ ーケ ッ ト ・シ

ェ アが拡 大 され た ③ 技 術 力 お よ びR&D予 算 が増 大 され た ④ 仏 政 府 を含 む 新

しい株 主 に よ って強力 な バ ックが得 られ た こ とな どが あげ られ る。HISを 除 い

た として も,CII--HBのR&D予 算 規 模 は世 界 の コン ヒ。ユー タ ・メー カ ー中,

第 二位 とな って い る。 ま た,欧 州 コン ピュー タ市 場 は,世 界 市 場 の30%を 占 め て

お り,欧 州 の コン ビ)ユー タ ・メ ー カーに とっ て,国 内 向 け 出荷 と欧 州 向 け 出荷 を

さ らに,少 な く と も同 等 に も って い くの が重 要 に な る。これ を ベ ー スに して,全

世 界 市 場 に 目を向 け て い くこ とが,米 国 メー カー との 対抗 上 必 要 に な って く る。

今 回 の 合併 に よ っ て,CII-HBは,仏 メー カ ー と して欧 州 メ ー カ ー と して,

そ の基 盤 を確 立 した と考 え て い る。

O欧 州 メー カ ーの規 準 に つ い て
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多 くの異 な る規準が考 え られ ているが,特 に①生産工場 や研究開発所の所在i地

② トップや経 営 者 や市 場 戦 略 の 決 定 権 を握 る生 産 計画 ス タ ッフの国 籍 。③ 企業 の

持 株 の 比率 な どが キー ・ポ イ ン トに な ろ う。 これ らの 点 に つ い て考 え ると,Honey-

wellBullは76年7月1日 のCIIと の合 併 実 現 に よ って,完 全 な欧 州企業 とな っ

た。

HoneywellBu11の 場 合 それ 以 前 に も,仏 で設 計 され た 製品 を仏 で生 産 し,経

営 も株 の 過 半 数 を 握 るHISに よ って 大 幅 な決 定 権 を与 え られ て いた マ ネジ メ

ン ト ・チ ー ムに任 され て い た。 しか し,HISが 且oneywellBul1の 株 を66%握

っ てい る限 り,最 終 的 には 我 々の決 定 を破 棄 で きた 。現 在 で は,仏 側 が47%の 株

しか 持 っ て いな か った時 とは 事 情が 違 う。

●

図 ∬-9-37欧 州 にお け るCII-HBの 設 置 ベ ー ス

(75年 末)

CPUS

(CPU台 数)
%

製 造 業 2355 33

銀 行 771 11

保 険 271 4

卸/小 売 業 1,458 20

政府/病 院/教 育 876 11

そ の 他 1,480 21

7,151 100%

保険

7,151台

●
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9

。生 産 政 策 決 定 権 に つ い て

生 産 政 策 の決 定 とい う重 要 な 事 項 は,HIS側3名,CII-HB側2名 の 合

同 委 員 会 に よ っ て行 な わ れ る。 メン バ ー構 成 を見 てHIS側 に コ ン トロー ル権 が

あ るよ うに 受 け と られ て い るよ うだ が,こ の 合 同 委 員 会は 単 な る技 術 的 な 諮 問 機

関 で拘 束力 は な い。 こ こで の決 定 は履 行 され る前 に,CII-HBの 経 営 会議 で

承 認 され あ る いは修 正 され るこ とに な っ てい る。 技 術面 でHISと 共 同 決 定 を行

な うと い う方 針 は,HISと 共 通 の 生 産 ラ イ ンを開 発 す る こ とに よ っ て,多 大 の

メ リ ッ トを 得 られ るか らだ 。 づ ま り,そ うす る こ とに よっ てIBMに 遅 れ を と ら

な いた め に必 要 なR&Dの 負 担 をHISと 分 担 し,わ が社 の 開発 す る製 品 はCI

I-HBよ り もHISの 勢 力 の強 い北 米 お よ び その 他 の市場 で普 及 し てい るHI

Sレ インジと共 通の レインジ を もつ こ とにな る。 決定 権 に関 して も う一 言 つ け加 え

れ ば,「 何 よ り も長期 的 に 利益 を計 上 す るこ と」 が 重要 な フ ァ ク ター に な る。 こ

れ はBullGEとHoneywellBu11を 比 較 す れ ば 明 らか にな る こ とだ が,持 株 比

率 とい う問題 よ り も,い か に 利益(or欠 損)を 計 上 してい るか に よ っ て,親 会社

の 口出 しの範 囲 が 決 定 され て きた 。利 益 をあ げ な い で,真 の独 立 を保 っ て い られ

る企 業 は あ り得 な い 。

a

oCII-HBの 広範 な 製 品 ライ ンに つ い て

CII-HBは,多 種 多 様 な 製 品 レイ ンジ とい う点 で は世 界 記 録 を持 って い る。

これ は今 日ま での 合 併 に つ ぐ合併 に よ る遺 産 と言 え る。 ユー ザ ー に と っては,新

シス テ ム と既 存 の シ ス テム間 の互 換 性 が重 要 に な る。CII-HBと しては,7

月1日 以来 新 会 社 の製 品 と な った 製 品 フ ァ ミリの うち どれ 一 つ と して 欠 か す よ う

.な こ とは しな い し,技 術 的 に 開 発 で き ると ころ まで 開発 を続 け,限 界 に達 した時

に 次世 代,あ る いは その また 次 の世 代 機 として統 合 す るこ とに な る。 シ リー ズ60

に つ い ては,モ デ ル間の オ ーバ ー ラ ップが 指 摘 され る ことが あ る が,こ れ もCII

との 合併 に 至 るま でにHoneywellBuHが く り返 し行 な って きた 合併 の遺 産 と言

え る。 例 えばBu11-GEの トラ ンザ ク シ ョン ・プ ロセ シン グシ リー ズ50,GE-
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01ivettiの シ リ 一一ズ100,Honeywel1の シ リ ー ズ200お よ び2000,Hbnqy-

wel1が 後 に6000シ リ ー ズ に 統 合 したGEの 中 型 シ リ ー ズ400と 大 型 シ リー ズ

600な ど は ユ ー ザ ー の 便 宜 を 考 え て 現 在 に 引 継 れ て い る シ リ ー ズ60の4つ の レ ベ

ル は,そ の 前 身 で あ る4つ の フ ァ ミ リ との 互 換 性 を 第 一 に 考 え,ユ ー ザ ー の 便 宜

を は か っ て設 計 さ れ て い る 。 け れ ど も こ れ らは す で に 多 く の 点 で互 換 性 が あ る の

で,ユ ーザ ーが シリー ズ60の あ る レベ ルか ら他 の レ ベ ルへ 移 行 す る場 合,ほ と ん ど

問 題 は 起 ら な い 。CIIラ イ ンをHoneywellBullと の 共 通 レ イ ン ジ に 統 合 す る

場 合 も,こ れ と同 様 の ア プ ロ ー チ が と られ る こ と に な る 。

表ll-9-10CII-HBの 概 要

設 立

社 長

業績(76年)売 上高

注1)純 益

総 従 業 員 数

施 設

R&D活 動

生 産施設

注2)

　

員

場

員

員

内国

要

工

要

要

仏(

マーケティ

ング 地 域

注3)

1976年7月1日

J.P.Bru16氏 取 締 役 会 は11名 で 構 成,こ の う ち

6名 はMachinesBull,4名 はHIS

の 推 薦1名 は両 社 話 し合 い に よ る

31億4,100万 フ ラ ン

8,740万 フ ラ ン

19,000人

仏 国 内6ヵ 所(Angers,Belfont,LesClayes-

Sous-Bois,Louveciennes,

Paris,SaintOver)

2,500名

仏 国 内2ヵ 所(Angers,Belfort)

4,500名

10,000名(サ ポ ー ト要 員 含 む)

(5,000人)

・全 欧 州(英,ア イ ル ラ ン ド,伊,ユ ー ゴ除 外)

・南 米 諸 国(キ ュ ー バ 以 南)

・ ア フ リ カ 諸 国(マ ダ ガ ス カ ル含 む,南 ア 除 く)

・中 近 東 諸 国(サ ウジアラビア,JAE,シ リア,カ ターノv,

イラ ク,ヨ ルダン,ク ウェー ト)
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●

∴1;∴}CI・ 系

ρ シリーズ60HB系

技術委員会 の設 置

・グ ローバ ル市場 に お け る製 品 戦 略,企 画,R&D予

算 配 分,新 製 品の 公 表 な どを任 務 と し てい る。

・構 成5名(当 初HIS3名,CII・ 且B2名)

・補 助 金 として4年 間 に12億 フラ ン

・政 府/公 共 部門 に よ る購 入 総額 と して同41億 フラ

ン

・CNME(CaisseNationaledesMarchesde1'

Eat)

・政 府/公 共 部 門 の 巨額 の 発 表 の 処 理 を 行 な う

注1)業 績 はHB76年1月 ～12月,CII76年7月 ～12月 の合 計

注2)旧CIIの コン ピ ュー タは,従 来 通 り旧CIIの 主力 工場(現 在 別 会 社

SEIの 傘 下 に あ る)で 行 な われ る。

注3)中 国 とイ ン ドにつ い て は,HISと の 協 力地 域 に な っ て い る。 ま た,

HISと の 地 域 分担 の 過 程 で,メ キシコはHISに 移行,逆 に中近 東 はCI

I-HB担 当 とな った。

。HISと の 販 売 関 係 に つ い て

HISと は マ ー マ ッ テ ィ ン グに 関 して,地 域 あ る い は カ ス トマ ー ・ベ ー ス の 性

格 と い っ た もの で 分 担 し て お り,持 株 比 率 に よ っ て 左 右 され る こ とは な い 。 例 え

ば 伊 に あ るHoneywe11の 子 会 社 は,カ ス トマ ー ・ベ ー ス がCII-HBと 似 て

い るの で,大 型 モ デ ル,レ ベ ル64お よ び61/40を わ が 社 お よ び そ の 他 世 界 各国 の

HB子 会 社 と同 時 に 発 表 。 一 方,北 米 お よ び 英 国 に お け るHISの カ ス トマ ー ・

ベ ー ス に は,Leve164エ ミュ レ ー タ ・ハ ー ドウ ェ アお よ び ソ フ ト ウ ェ ア を 最 初

に 装 備 したG100は ほ と ん ど含 ま れ て お らず,最 近 に な っ て,エ ミュ レー タ や ソ
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一 ス ●プ ロ グ ラ ム'コ ン バ ー ジ
ョ ン ・エ イ ドが 大 量 に 入 手 で き る よ う に な っ た シ

リ ー ズ200や2000シ ス テ ム の カ ス トマ ー ・ベ ー ス が 増 え て い る 。 北 米 に お け る

Level64の 将 来 の セ ー ル ス に つ い ては,必 らず し も悲 観 は し て い な い 。 米 国 の

Honeywellか ら1976年 だ け で,100台 以 上 の注 文 を受 け て る。 欧 州 の 本 体 メ ー

カ ー で,中 型 機 を これ だ け 米 国 に 向 け て 輸 出 し て い る と こ ろ はCII-HB以 外

に は な い 。

61/40の 場 合 は 事 情 が 違 う。 こ の シ ス テ ム は 今 ま で 会 計 機 しか 使 っ た こ との

な い ユ ー ザ ー に と っ て,エ ン ト リ ー ・レ ベ ル の シ ス テ ム で す 。HoneywellBul1

お よ び伊HISは,こ の 市 場 に か け て は 歴 史 も 古 く,北 米Honeywel1よ り も向

い て い る 。

書

業 績

CII-HBは77年2月,発 足 後初 の決 算 報 告 を行 な った 。 同 社 の 正 式 発 足 は

76年7月1日 だ った が,今 回 の 発 表 では,HoneywellBullの76年1月 ～12月 分

とCIIの76年7月 ～12月 分 の 合 計 が業 績 として提示 され た 。

これに よ る と,総 売 上高 は31億4,100万 フ ラ ン,純 益 は8,740万 フ ラ ン とな っ

て い る。 今 回の 発 表 は,合 併 後 ま だ1年 経 過 して いな い し,内 訳 自体 変則 的な も

の で あ るか ら,大 した意 味 は な い と思 われ る。一 部 で は,74年 に おけ るCII/

HoneywellBu11両 社 の売 上合 計 よ り減 少 した とか,HoneywellBullの 利益 率

が 低下 した点 が クロー ズ ・ア ップ され,合 併 の善 悪 云 々が 言 われ て い たが,こ れ

は 新会 社 に と って 酷 とい うべ きで あ ろ う。 実 際 ブ ル レ社 長 は,業 績発 表 の 席 上 「

所期 の 目標 は達 成 され た 」 と述 べ てい る。 特 に同 氏 は,モ デ ル64を100台 以 上米

国 へ 輸 出 した 実績 を特 筆 す べ き こ と と して挙 げ て い る。

CIIが 野 心 的 ターゲ ッ トして照 準 を当 て て い るIBM仏 は,1976年 に前 年

比19.60/・ 増 の87億6,000万 フランの売 上高 を達 成 してい る。 この うち,仏 国内 市

場 で の売 上 は,16.1%増 で55億4,600万 フ ラ ン。CII-HBの 場 合,仏 国内 市

場 売 上は,総 売 上高 の44%,即 ち13億8,200万 フ ラン で あ る。 これ はIBMと 比
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}

較 す る と4分 の1以 下 に過 ぎな い。 これ を見 る限 り,1980年 ま で に仏 国 内 出 荷

でIBMを 追 い 抜 くと い う ブ ル レの野 望 は,や は り前 途 多難 を思 わ せ る ものが あ

る。

表 ∬-9-11CII－ 且Bの 業 績(76年)

●

CII-HB CII HoneywellBu11

売 上 高 純 益 売 上 高 純 益 売 上 高 純 益

1974

1975

1976

_「

一

3,141

百 万 フ ラ ン

一

一

874

百万 フラン

1,388

百 万 フラン

〔不 明)

一

×

×

一

5338
百万 ドル

6045
百万 ドル

ー

1&2
百万 ドル

2工4
百万 ドル

ー

注1)CII-HBお よ びCII業 績 は 百 万 フ ラ ン,Honeywel1Bu11はHoney-

we11発 表 に よ る も の で 百 万 ドル 単 位 。

注2)CIIは75年 ま で 利 益 を 計 上 して い な い 。

注3)76年 のCII-一 －HB売 上 高 に は,政 府 助 成 金2億5,000万 フ ラ ンが 含 ま れ

て い る 。

図 ∬-9-38CII-HBを め ぐ る 株 主 構 成

9

●

HONEYVVELL

INC.

GENERAL

ELECTRIC

COMPANY

88.3%

HONEYWELL

INFORMATION

SYSTEMS

11.7%

51%

HBNE㎜
INFORMATION

SERVICES

49%

仏政府
COMPAGNIE
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匁LECTRICIT

17%

47%
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Siemens

新 事 業 部(DlPS)の 形 成

Si㎝ensは1976年 一77年 にか け て,依 然 赤 字 を計 上 して い る コ ン ピュー タ

事 業 に お い て,幾 つか の注 目す べ き動 きを見 せ た 。1975年 にお け るUnidata

の崩 壊 以来,Siemensの 動 向 は世 界各 国 の 注 視 の的 とな り,コ ン ピュー タ事業

に関 す る撤退,提 携,合 併,独 自路 線 な ど,様 々な憶 測 が乱 れ 飛 ん だ 。 この 意 味

で も,Siemensに とって1976年 と い う年 は,今 後 の 同社 の将 来 を 占 う正 念 場 で

もあ った 。

1976年 に お け るSiemensの 動 きの 中 で,ひ とつの 山場 と も見 られ るの は,何

と い って も10月 に おけ る新 コ ン ピュ ー タ事 業 部 の形 成 で あ ろ う。同 社 の コ ン ピュ

ー タ関 連 ビジ ネスは 従来 ,DataSystemsグ ル ープの 中 で行 な われ て いた が,同

グル ー プは デー タ処 理装 置 の外 に,テ レ グ ラ フお よ び デー タ通信 機 器,鉄 道 信号

シ ステ ム,そ の他 信 号 機 器 とい った広 範 な事 業 を遂 行 して いた 。76年 の 組 織 再編

では,汎 用 デ ー タ処理 シス テム とOEM向 周 辺装 置 を分離 独 立 させ,DIPS(Data

&InformationProcessingSystems)事 業 部 と した 。

DIPS設 立 の 直 前 の7月 に は,IBM370/138お よ び同148対 抗 の7.738,

7.748を 発 表 し,ま た10月 には7000シ リー ズ の大 型 機7.760を 打 ち 出 した。 こ

れ ら一連 の 動 きは,コ ン ビ。ユー タ ・ビ ジ ネス に対 す るSiemensの 並 々な らぬ意

欲 の 表 れ と受 け と るこ とが で きよ う。特 に,長 期 にお よ ぶ コン ピュ ー タ事 業 の赤

字 計 上 か ら抜 け 出 し,名 実 共 に 西独 の強 力 な 国産 メー カー と しての 地 位 を確 立 し

よ うとす る第1弾 と評 価 す るこ と もで き る。

Siemensは70年 代 末 まで に,コ ン ピ ュー タ事業 の 利益 転換 を最 大 目標 と して

お り,こ の た め 当面 以下 の政策 を推 進 す る こ とに して い る。

● 高 品 質 なEDP製 品 の 開発,生 産
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●

含

● マ ー ケ テ ィン グ網 の拡 充,強 化

●IBMカ ス トマ'一に 対 す るSiemens製 品 の ア ピール

● 超 大 型,超 小型,OEM市 場 な ど,可 能 性 の高 い マー ケ ッ トへ の 進 出

Siemensは 目下,Unidetaか ら踏 襲 した7000シ リ ーズの 整備 に全 力 を あ

げ てい る。す で に 触 れ た よ うに,上 位 では370/158-3対 抗 の7.760か ら,下 位

で は370/115-2対 抗 の7.722ま で完 成 して お り,370/168相 当 の ニ ュー ・モ

デ ル開発 が 急 務 とな って い る。昨 年10月 の7.760発 表 の際,7.770の 開発 に つ い

て も一 部 触れ られ てお り,同 モ デ ルが7000シ リー ズ の真 打 ち と して何 れ 登場 す

る とみ られ る。7.760/7.770と い う上位 機 種 に つ い ては,一 時 仏 か ら購 入 す る

計 画 もあ った 。 両 機 種 はUnidata当 時,仏CIIが 開 発 を 担 当 して お り,X4/

X5と い う コ ー ド ・ネ ー ム を付 され て いた(現 在CII/HBで は同 開発 プ ロジ

ェク トをY4/Y5と 変 更 して続 行 して いる)。 結 局Siemensは,大 型 機 開 発

に関 して,独 自路 線 を打 ち 出 したわ けで,こ の辺 に も同 社 の意 欲 の 一 端 が うか が

わ れ る。

超 大 型機 分 野 に つ い ては,こ れ ま た富 士通 との 提携 な どが 取 沙 汰 さ れ た こ と も

あ った 。 しか し,こ の件 に つい ては 両 社 か ら詳 細 な報 告は 行 な わ れな い ま ま,結

局 ま とま らな か った とい わ れ る。Siemensが 超 大 型 機分 野 に関 して,ど んな 戦

略 を持 っ て い るの か は,現 時点 で は明 確 でな い。

ま た,長 期 的 戦 略 とし て は,7000シ リー ズ次 世 代機 としてYシ リ ーズ(コ ー

ド名)の 開発 をほ の めか してい る。 同 シ リーズ に つ い て も,現 在 まだ全 く不 明 だ

が,CII-HBの 統 一 シ リーズUnisysな ど と共 に,い つベ ー ルを 脱 ぐか 注 目

され る。

7000シ リ ー ズ 整 備 状 況

Siemensの 主 力 機 は,Unidataか ら継 承 し た7000シ リ ー ズ だ が,ロ ー ・

エ ン ドの モ デ ル7.722か ら現 時 点(77年3月)で の ハ イ ・エ ン ド機 種7.760ま で,

7機 種 が 整 備 さ れ て い る 。 これ をIBM370シ リ ー ズ と比 較 す る と,モ デ ル115
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一2か ら モ デ ル158-3ま で に 対 応 し て お り
,Siemensと し て は か つ て な い 程

の 充 実 した ラ イ ン ア ッ プ と な る(表1-9-12)。

UnidataがUnidata統 一 レ イ ン ジ と し て 発 表 した の は,7.720〔 開 発 担 当

Philips),7・730〔 同Siemens),7.740(同CII),7 .750(同Siemens)の

わ ず か4機 種 。Siemensが こ れ らの 機 種 を 引 継 い だ 以 降,IBMは モ デ ル115

お よ び125の 強 化 バ ー ジ ョ ン の 外,モ デ ル138お よ び148と い う注 目 す べ き機 種

を 加 え て い る。Siemensも こ れ を 受 け て,115-2対 抗 と し て7 .722,125-・

2対 抗 と し て7.730強 化 バ ー ジ ョ ン を 打 ち 出 し た 外,既 述 の よ う に7 .738,7.748

を 急 ぎ発 表 し て い る 。

表ll-9-12Siemens7000シ リ ー ズ 整 備 状 況

モデル名 メ モ リ 買取値(DM)
1年 レンタル1

ル(DM)
納入時期

IBM<370>

対応モデル

7,760 1MB 5,440,000 123,000

2〃 5,970,000 140,000

3〃 6,500,000 158,000 1978年 158-3

4〃 7,030,000 175,000 第1・

8〃 9,150,000 246,000
四半期

7,755 1MB 2,650,000 75,000
、

2〃 3,260,000 93,000 1976年 158

3〃 3,880,000 111,000 7月

4〃 4,490,000 128,000
、̂

7,748 1024KB 1,88・0,000 53,700
1976年

1536〃 2,188,000 62,500
11月

148

2048〃 2,496,000 71,300

7,738 512KB 860,000 24,550
`

768〃 1,014,000 28,950 1976年 138

1024〃 1,168,000 33,350 11月
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7,740 128KB 880,000 25,000 8月

192〃 990,000 28,000
1975年

256〃 1,090,000 31,000

384〃 1,270,000 36,000 135

512〃 1,350,000 38,000

640〃 1,420,000 41,000

768〃 1,500,000 43,000

1024〃 1,650,000 47,000

7,730-1 (最 大) 平均 19損 年 125-2

7,730-2 512KB 40,000 135

7,722-1 (最 大)
1976年
2月 115-2

7,722-2 384KB

次 に,Siemens7000シ リ ー ズ の う ち,特 に 注 目 され て い る モ デ ル,7.738,

7.748,7.760に つ い て,IBM370対 応 モ デ ル との 比 較 な ど を ま と、め て み よ う。

モ デ ル7.738お よ び7.748

こ の 両 モ デ ル は,IBM370/138,148発 表 後,わ ず か1週 間 と い う短 期 間

内 に 行 な わ れ た 。 西 独 国 内 で は,Siemensの 驚 く べ き反 応 の 速 さ を,「 意 表

を つ く決 断 」 と し て高 く評 価 し て い る 。

性 能 の 点 に お い て,7.738は 既 存 機 種7.740に 相 当 し,7.748は 同 じ く7.750

の 上 位 に 位 置 づ け られ る。 表 ∬-9-13は,7 .738/7.748とIBM対 応 機 種 の

価 格/メ モ リを 比 較 し た もの 。 まず メ モ リ ・サ イ ズ に つ い て 見 る と,Siemens

/IBMモ デ ル 共,メ モ リ幅 は 全 く同 じ 。 た だ し,IBMの 場 合,2種 の サ イ ズ

しか 用 意 し て な い が,Siemensモ デ ル で は そ の 中 間 の サ イ ズ を 加 え,3種 の サ

イ ズ が 提 供 さ れ て い る 。

ま た,価 格 に つ い て は,Siemensモ デ ル の 方 が 低 くお さ え ら れ て い る 。 例 え

ば,512KBの7.738の 場 合,同 メ モ リの370/138に 比 し,月 間 レ ン タ ル で17

%,1024KBの7.748で は,同 じ く370/148よ り7 .7%ほ ど 安 く な っ て い る 。
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表ll-9-13Siemens7.738/7.748と

IBM370/138,同148比 較

(1)370/138▼8・7.738 (単 位 ドィ ッ ・マ ル ク)

メ モ リー
買 取 値 レンタル(1年)

7,738 370/138 7,738 370/138

512KB

768KB

1024KB

860ρ00

1ρ14ρ00

1,168,000

1ρ36,730

-

1β00,910

24β50

28,950

33350

29,420

-

38β20

(2}370/148▼s.7」748 (単 位 ドイ ツ ・マル ク)

、

メ モ リ ー
買 取 値 レンタル(1年)

7,748 370/148 7,748 370/148

1024KB

1536KB

2048KB

1,880,000

2.188ρ00

2.496ρ00

2,019,190

-

2,547,550

53,700

62,500

71300

58260

-

76,050

モ デ ル7.760

同 モ デ ル が 発 表 さ れ た の は,76年10月18日,即 ち 新 コ ン ピ ュ ー タ事 業 部 の 形 成

直 後 で あ る 。7.760は 現 時 点(77年3月)に お い て,7000シ リ ー ズ の 最 高 峰 だ

が,16Kビ ッ トのRAM技 術 お よ び レ ー ザ ー ・プ リ ン タ とい う特 色 を備 え て登 場

した 。Siemensが 仏CIIか ら のX4/X5購 入 を 断 念 し,7000シ リ ー ズ大

型 機 の独 自開 発 を 正 式 に 表 明 した の は,76年3月 の こ とだ か ら,こ れ ま た 「予想

外 に 早 い 」 発 表 で あ っ た 。

7.760はIBM370/158-3の 対 抗 機 種 だ が,Siemens既 存 モ デ ル の う ち,

4004/150,4004/151,7.755と も一 部 オ ーバ ー ラ ッ プ し て い る。 従 っ て,

7.760の マ ー ケ テ ィ ン グ に お い て は,こ れ ら機 種 との 販 売 調 整 が 当 面 の 課 題 と な

ろ う。Siemensで は,77年 一78年 に お け る 西 独 国 内 の7.760販 売 台 数 を30台 と

見 込 ん で い る 。 ま た,調 査 会 社IDCに よ れ ば,マ ー ケ テ ィ ン グが 好 く 行 け ば,

3～4年 で80台 は 売 れ る と 予 測 し て い る。

表II-9-14は,7.760と370/158-3の メ モ リ容 量 と価 格 を 比 較 した もの 。
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一
7.760の 主記 憶 は,1メ ガ ・バ イ トか ら最 高8メ ガ ・バ イ トま で用 意 され てい る。

なお,7.755の 場 合 は,1～4メ ガ ・バイ トまで,ま た4004/150お よ び4004

/151は 最大2048Kバ イ トま で とな っ てい る。

7.760の 主記 憶 に は,16Kビ ッ トの メモ リ ・チ ップが使 用 され て い るが,こ れ

は米 国Intelか ら購 入 した、もの。 しか しSiemensで は,量 産 体 制 に 入れ ば,自

社 の 部 品 事 業部 製 造 の もの を採 用 す る とし てい る。

7.760用 周辺 装 置 と して発 表 され た ニ ュー製 品 の 中 で,特 に注 目 された のは レ

ー ザ ー ・プ リ ンタ。 これ は3352型 と銘打 た れ て お り,70,000字/秒 とい う高 速

を誇 る。

表 ∬-9-147.760お よ び370/158-3CPUの 価 格 比 較

〔単位;独 マル ク,換 算)

主記憶容

量(MB)

Siemens7.760 IBM370/158-3

1年 レンタル 4年レンタル 買取 価格 1年 レンタル 4年レンタル 買 取 価格

1

2

3

4

8

123,000

140,000

158,000

175,000

246,000

111,000

127,000

143,000

159,000

223,000

5,440,000

5,970,000

6,500,000

7,030,000

9,150,000

134,660

152,460

173,610

191260

122,420

138,600

157,830

173,870

5,780,920

6,309,280

7,011,860

7.540220

そ の 他 の7000シ リ ー ズ

Siemensは7.738,7.748の 発 表 と 同 時 に(76年7月),既 存 の7000シ リ

ー ズ ・モ デ ル に つ い て も
,一 斉 に コ ス ト ・パ フ ォ ー マ ン ス の 向 上 な ど を打 ち 出 し

た 。 主 な 改 良 点 は 次 の と お り。

07 .740

7.740の 内 部 処 理 速 度 は 約20%向 上 し た 。512KB以 上 の レ ン タ ル 料 は 値 下 り

し,7.738の 新 型 記 憶 装 置 と同 じ 水 準 に な っ た 。 完 全 な セ ッ ト ア ッ プ は 早 く と も
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今 年1月 以 降 に な る予 定 で,価 格 引 下 げ もそ れ と 同 時 に 行 な わ れ る こ と に な っ て

い る。

07.730

セ ン トラ ル プ ロ セ ッサ7.730-1お よ び2の パ ワ ー が 約200/・ ア ップ さ れ た 。 こ

れ に よ っ て7.730-2は370/135と 同 じ パ ワ ー を持 つ こ と に な っ た 。

07.750

7.750の 内 部 機 能 は 約30%向 上 し た 。786KB以 上 の レ ン タ ル 料 が 引 下 げ ら れ,

新 型es7,748の 標 準 価 格 と 同 じ に な っ た 。 こ の 機 種 は7.748に よ っ て リ プ レ ー ス

され る と み ら れ て い る 。

07755

7.755の 価 格 は7750の 水 準 に 引 下 げ られ,786KB以 上 の レ ン タ ル 料 は7748

の 水 準 に 適 合 され る。

oこ の 外4004/220,7 .722-1,7.722-2の 最 大 記 憶 容 量 が384KBに,

7.730-1,7.730-2が512KBに 拡 張 さ れ た 。 セ ン トラ ル ・ プ ロセ ッサ の た め

の4年 間 の 賃 貸 契 約 制 度 も新 設 され,こ れ は1年 契 約 に 比 べ て約9%安 く な っ て

い る。

表 ∬-9-157000シ リ ー ズ 既 存 モ デ ル の 設 置 状 況

↓

1976年 平 均 レン タ 主記憶装置 オペ レーテ ィング

モ デ ル 7月1日 ル料(単 位 の記憶容量
現在の台数 1000DM) (単 位;KB) システム

7720.4004/220 110 30 128,160 OS1000

Z730.4004/230 75 40 256 OS1000

Z740 30 90 512 OS1000

Z750 30 150 512 OS2000

7755 12 180 1024 OS2000
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Siemensの 業 績 一 コ ン ピ ュー タ事 業 欠 損 は 大 幅減

Siemensの コン ピュ ー タ事 業 は,76年 度 にお い て も赤 字 を計 上 した ものの,

欠 損 額 は 著 しく削 減 した 。Siemesは 欠 損額 に つ い て は 明 らか に して いな い が,

1975年 度7,000万 ドル,76年 度7,500万 ドル あ る いは75,76両 年 で1億5,800

万 ドル と も伝 え られ て い る 。 しか し,Siemensコ ン ピュ ー タ事業 部(DIPS)

のAntonPeisl部 長 に よ る と,76年 度 欠 損 額 は,前 年 の予 測値 をは るか に 下回

った 。 さ らに同 氏 は,デ ー タ伝 送 お よ び信 号 機 器類 を分 離 して 新 発足 した コ ン ピ

ュー タ ・ビ ジ ネ スは,1980年 代 初 め ま でに は利 益 転 換 で きる と述 べ て い る。

Siemensに よ る と,76年 度 にお け る コン ピュ ー タ事業 の 受 注額 は,前 年 比10

%増 で5億 ドル に達 した 。特 に,西 独 連 邦 鉄 道 か ら4SOO万 ドル に もの ぼ る総 合

輸 送 コ ン トロー ル ・シ ス テ ム を受 注 す るな ど,大 口契 約に 成 功 し てい る。

な おSiemensAGの76年 度 総 売 上高 は96億 ドル 。この う ち43億 ドルは,海 外

で の 売 上高 で あ る 。

図 ∬-9-39は,Siemens年 次報 告 書 に よ る最 近数 ケ年 の 業績 推 移 で あ る

(連 結 決算)。

図ll-9-39Siemnsの 業 績 推 移

(1)総 売 上 高(10億 独 マ ル ク)

22

20

一
18

1970/71 7117272/7373/7474/7575176

-353一



'

(2)純 益(100万 独 マ ル ク)

1,400

1,勿0

1,000

800

600

1970/717117272173

(3)純 益/総 売 上 高(%)

3.5

73/74 74/7575/76

3.0
2.9 2.9

2.5 2.5

2.8

2.6
2.7 2;8

..

・・ノ

2.0

ツ 》

1.5

1.8

1.0

L7

O.5

0

196616767/686816969/707017171/7272/7373/7474/7575/76

一354一

、

◆

◆



プ ラ グ ・コ ンパ テ ィ ブルCPUメ ー カ ー

1976年 の米 国 コ ン ピ ュー タ本 体 産 業 の動 き の中 で,最 も注 目 され た の は,IB

Mの 本 体 リプ レ ー ス を狙 った プ ラ グ ・コ ンパ テ ィブ ルCPUの 分 野 で あ った 。IB

Mの 本体 と ソ フ トウ ェア ・コ ン パ テ ィブ ル なCPUを つ く り,IBMの 市場 を切 り

崩 して い こ う とす る試 み は,Amdahlの 成 功 に よ り,大 き く注 目 され る こ と とな

った。

IBMユ ーザ横 取 り作 戦 とい う こと を考 え る と,ま ず思 い浮 か ぶ の がRCAの 悲

劇 で あ る。 同 じ くIBMの ユ ーザ 横 取 りを画 策 しなが ら,な ぜ 一方 は コ ン ピ ュ ー

タ事業 か らの撤 退 に 追 い込 まれ(当 財 団 報告 書46-ROO8「 海 外 の情 報 産業 」P.

69～79参 照),も う一方 は成 功 に至 った の で あ ろ うか。 これ に は 大 きな要 素 が

い くつ か考 え られ る。

第1に,RCAの 提 供 したシステムは,ソ フ トウ ェア ・コ ンパ テ ィブ ル ・ シ ス テ

ムで はな か った とい う こ と,そ して カス トマ ー を横 ど りで き る ほ どの十 分 な価 格

競 争 力(つ ま りIBMの 製 品 に比 べ安 い とい う こ と)を 持 た な か った こ と。 第2

に,技 術,特 に 半 導 体 製 造 技 術 や マ イク ロプ ログ ラ ム応 用 の コ ン ピ ュー タ ・ア ー

キ テ ク チ ャーが,今 ほ ど発 達 して い な か った とい う こ とで あ る。

そ して最 後 に,IBMがFSの コー ド ・ネ ー ム の使 用 中止 を公表 した こ とに よ り,

370の 次期 機 種 の 登 場 は か な り先 に な るで あ ろ うとの 観 測 が生 まれ,こ の 結 果

360,370の 設 置 ベ ー ス が 当分 の 間 固定 化 され る との 見 通 しが 出 た こ とで あ る。

こ うした こ と を背 景 に,AmdahlはIBMの 超 大 型 機 市場 の 蚕 食 に成 功 した。そ し

て この成 功 が,IBMだ け が360そ して370を つ くる こ とが で き る との"神 話"

の 崩壊 を生 み,2番 目のIte1の 登 場 を促 す こ とに な った 。 さ らにItelの 背 後

に は,CDCが 控 え てお り,DPFも 開発 中 との 噂 もあ る。

まず,プ ラ グ ・コ ンパ テ ィブ ルCPUメ ー カの先 駆Amdah1か らみ てみ よ う。

◇ ◇ ◇
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AmdahlCorporation

事 業 内容

AmdahlCorporationは,1970年 に ジ ー ン ・M・ ア ムダ ー ル(GeneM.

Amdah1)博 士 に よ り,大 型 の高 性 能 汎 用 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの 設 計,開 発,

製 造 そ して販 売 を 目的 と して設 立 され た。 本 社 は カ リ フ ォルニ ア州 サ ニ ーベ ー ル。

IBMシ ステ ム360/370シ リー ズ ・コ ン ピ ュー タ とソ フ トウ ェアお よ びハ ー ドウ

ェ ア ・イ ンタ フ ェー ス ・コ ンパ テ ィ プル な470V/6を 開 発 し,現 在 は これ をバー

ジョン ・ア ップさせた470V/6一 皿の 製 造 販 売 を行 な って い る。従 業 員 は76年9月

末 現 在 で645名 。

創 立 者 の アム ダ ー ル博 士 は,現 在 会 長 の 職 に あ り,社 長 は74年8月 か ら ユ ー

ジ ン ・R・ ホ ワ イ ト(EugeneR.White)氏 が つ とめ て い る 。Amdahlの 取 締

役 に は,ア ム ダー ル会 長 と同 じ くIBM出 身 者 が少 くな い が,デ ィレ ク ター に は

資 金 的 援助 を して きた 富 士 通 お よ びHeizerCorp.か らの 出 向者 な ら びに 推 薦

者 が名 を連 ね て い る。

Amdahlが 設 立 され た1970年 とは,GEとHoneywe11両 社 の コ ン ピ ュー タ部

門 が合 併 し,GEが 事 実 上本 体 か ら手 を ひ いた 年 で あ り,翌71年 に はRCAが コ

ン ピ ュー タ事業 か ら撤 収 して い る。 この危 機 と変革 の 時 代 の幕 あ け と もい うべ き

年 に,ア ム ダ ー ル博 士 はIBMを 辞 して新 たな 会 社 を興 したの で あ る。

Amdahl470V/6の 第1号 機 は,1975年6月 にNASA(米 航 空 宇 宙 局)に 設

置 され,同 年 中 に は カナ ダ の アル バ 一 夕大 学 を含 め,計6シ ス テ ム が 出荷 され,

Amdahlは 創 立 以 来 初 め て の 収入 を,1,439万8,800ド ル計 上 す る こ とが で き

た。 しか し75年 決 算 で は878万8,844ド ル の欠 損 に終 った 。

76年 に 入 る と,第1四 半 期 は2月 にSouthwesternOhioRegionalComp-

uterCenterへ の納 入 が あ った だけ だ った が,第2四 半 期 以 降 は急 速 に 出 荷 数

を増 や し,76年 末時 点 で のAmdah1マ シ ン ・ユ ーザ ーは,カ ナ ダ,欧 州 を含 め

少 くと も34に 達 して い る とみ られ て い る。

76年8月12日 に は,SEC(証 券 取 引 委 員会)の 審 査 をパ ス,1株27.5ド ル
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で 待 望 の 株 式 公 開 に 成 功,財 務 内容 は 大 幅 に 向 上 した。 年 間 決算 で は9,284万

ドル(約278億7,200万 円)の 売上 げ と,早 くも売 上 げ1億 ドルの大 台 に 近 づ け る

と と もに,純 益 は2,267万 ドル(約68億100万 円)を 計上,1株 当 り純 益 は3.3

ドル とな った。

事 業 が 好 調 に進 展 す るに つれ,財 政 難iか ら 一時 縮 少 した生 産 施 設 お よ び人 員 規

模 を急 速 に拡 大 して い る。 かつ て は増 大 す る一 方 の 資 金 需要 に対 拠 す るた め,製

造 を富 士通 に委 託 す る こ とに よ り施 設,人 員 の 削減 を は か り,赤 字 の縮 少 に努 め

たAmdahlで あ った が,現 在 は拡 張政 策 が と られ て い る。人 員 の増 加 は,75年

6月 か ら12月 ま で16%,76年 の9ヵ 月 間 で は71%に 達 して お り,75年6月

と76年9月 を比 べ る と人員 は322名 か ら645名 へ と倍 増 して い る。

470V/6の ユ ーザ ー は,大 学,研 究 機 関,サ ー ビ ス ・ビ ュー ロー が 多 い が,注

目 され る ユ ー ザ ー とし て は,IBMの 天 下 で あ る保 険業 界 か ら獲 得 したMassa-

c・husettsMutualLifeInsuranceCo.お よ びLibertyNationalLife

InsuranceCo.が あ げ られ る(ち な み に同 業 界 に おけ るIBMの シ ェア は,75

年 末 に お いて86.7%に 達 して い る)。 ま た,AT&TがAmdahlマ シ ンの 大 量 購

入 の意 向 を みせ て い るの も注 目 され る。

470V/6ハ ー ドウ ェア

Amdah1470V/6は,IBM370と の プ ラ ・コ ンCPUで あ り,構 造 的 な 仕 様

は370シ ス テ ム に 追 随 して い るが,具 体 的 な 機 構 そ の もの は か な り異 な って い る。

IBM370/168に 比 べ,LSIを 大 幅 に と り入 れ て お り,物 理 的 サ イズ の縮 小 化

と信 頼 性 の向 上 を実現 して い る。

470V/6は,物 理 的 に分 れ た3つ の 部 分 か らな って い る。 配電 装 置,オ ペ レ ー

タ ・コ ンソ ー ル,そ して 主 記憶,セ ン トラ ル ・プ ロセ ッサ,1/Oチ ャネ ルを含 む

メ イ ン フ レー ムで あ る。 供給 電 源 は370/168と 同 じで あ るが,低 電 圧 の 直 流 電

源 と してCPUお よ び メ モ リに供 給 す る168の 配電 装 置 とは異 り,470V/6は 同

じ状 態 の ま ま,つ ま り208VAC,415ヘ ル ツで メ イン フ レー ムに供 給 す る。
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熱 処 理 の 方 法 も370/168と は 異 っ て お り,168が 水 冷 と空 冷 の 併 用 で あ る の

に 対 し,470V/6は 空 冷 方 式 の み を 採 用 し て い る 。

メ イ ン フ レ ー ム で の オ プ シ ョ ンが 少 い の も470V/6の 特 徴 で,カ ス トマ ー が 発

注 の 際 に 選 択 決 定 しな け れ ば な ら な い の は,①1MBか ら8MBま で の 主 メ モ リ の

サ イ ズ,②2バ イ ト ・チ ャ ネ ル ・イ ン タ フ ェー ス が 必 要 か 否 か,そ し て③ チ ャ ネ

ル ・ツ ー ・チ ャネ ル ・ア ダ プ タ が 必 要 か ど う か とい う点 で あ る 。 ま た,31ビ ッ ト ・

ア ド レ ッ シ ン グ の 拡 張 ア ド レ ス 機 能 も付 加 で き る 。

最 大 の 特 徴 は,い う ま で もな く中 央 処 理 装 置 で あ る。 こ こ に は バ イ ポ ー ラEC

L(エ ミ ッ タ ・カ ップ ル ド ・ ロ ジ ッ ク)のLSIが 用 い られ て お り,チ ッ プ速 度

は600ピ コ 秒 前 後,CPUサ イ ク ル ・タ イ ム は32ナ ノ 秒 で あ る 。 約100回 路 か ら

な るLSIチ ッ プ(O.154イ ン チ

表 ∬-9-16470V/6の 平 均 実 行

四 方)が 最 大42個,1っ のM

時 間

CC(マ ル チチ ッ プ ・ キ ャ リ ア)

に マ ウ ン ト され て い る 。CPU

はMCCを40,そ し てLSIチ

ャ ネ ル は11個 有 し て い る 。 こ

のMCCが1つ の 単 位 と な っ て

お り,メ ン テ ナ ン ス ・サ ー ビ ス

で の フ ィ ー ル ド ・リ プ レ ー ス が

行 わ れ る 。

コ ン ソ ー ル は,ス イ ッ チ ・パ

ネ ル,キ ー ボ ー ドお よ び デ ィ ス

プ レ イ,そ し てDG(Data

General)めNova1200ミ ニ

コ ン ピ ュ ー タ か ら な る ベ ー ス ・

(Amdahl社 資 料 に よ る)

ユ ニ ッ トか ら な っ て い る 。

Novaは,キ ー ボ ー ド/デ ィ ス
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イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン マ イ ク ロ秒

加 算(32ビ ッ ト ・2進) 0065

乗 算(〃) 0,228

除 算(〃) 1,625

ロー ド(〃) 0065・

ス トア(〃) 0065

加 算(5桁10進) 0423

比 較(〃) 0488

加 算(単 精度浮動小数) α195

乗 算(〃) 0,260

除 算(〃) α878

加 算(倍 精度浮動小数) α260

乗 算(〃) 0650

除 算(〃) α080



プ レ イ,512KBの デ ィ ス ク,磁 気 テ ー プ ・カ セ ッ ト装 置,非 同 期 式 コ ミュニ ケ

ー シ ョ ン ・ア ダ プ タ ー
,IBMI/0チ ャ ネ ル ・イ ン タ フ ェー ス な ど を 制 御 し て

い る。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ア ダ プ タ ー がNovaに よ り制 御 さ れ る こ と に よ っ て,

メ イ ン フ レー ム の 作 動 の 如 何 に か か わ らず リ モ ー ト診 断 を行 な う こ と が で き,こ

れ もAmdah1マ シ ン の 大 き な 特 徴 と な っ て い る 。

77年 第3四 半 期 か ら出 荷 さ れ る バ ー ジ ・ ン ・ア ッ プ ・シ ス テ ム,470V/6一 皿

は,キ ャ ッシ ュ ・メ モ リが16KBか ら32KBに 倍 増 さ れ て い るの が 特 徴
。 旧 モ デ

ル に 比 べ て の パ フ ォ ー マ ン ス ・ア ッ プ は,OSお よ び ジ ョ ブ に よ り異 る が
,5～

15%と い わ れ る 。 ま た,こ れ に よ る コ ス ト ・ア ッ プ は,3～5%程 度
。Amdahl

に よ れ ば,旧 モ デ ル の 新 モ デ ル へ の フ ィ ー ル ド ・ア ッ プ グ レ ー ド も可 能 で あ る と

い う。

マ ーケ テ ィ ング

Amdahlは ・470V/6の 販 売 方 法 と して,売 切 りを原 則 と して い るが ,こ れ は

現 金 収 入 を最 大 にす るた め で あ る。 これ は メー カー ・リース,レ ン タ ル,第3者

リー ス1そ して買 取 りと い った種 々の取 得 方 法 が あ るIBMの シ ス テ ム に比 べ ,不

利 で あ ると もい え る。 しか し,リ ー スや レ ンタル の た め の 自己 資 金 を持 た な い

Amdah1に して みれ ば これ は 当然 と もい え るや り方 で あ る。

とは い え,全 ての カ ス トマー が385万 ～524万 ドル の シ ス テ ム をAmdahlの 思

惑 通 り購 入 す るわ けで は な い。 す で に4～5件 の カ ス トマ ーが 長 期 リー ス あ るい

は条 件 付 購入 とい うこ とに な って い る事実 か ら も明 らかで あ ろ う。 で は これ らの

長期 リース契 約 あ るい は 買 取 りを 前提 と した リース契 約 の た め の 資 金 を,ど の よ

うに して念 出 した の だ ろ うか 。 これ ら契 約 に か かわ る売 掛 勘 定 を,金 融機 関 あ る

い は富 士通 に非 償 還 請 求 方 式 で売 却 し てい るの であ る。 し たが ってAmdah1は ,

これ ら リー ス契 約 分 も売 切 りシ ス テ ム と して計 上 して い る。

リー ス を望 む カス トマ ー に対 して は,Amdah1は 第3者 リー ス の 斡旋 を 行 っ て

い る。 さ らに ・77年 に な って 明 らか に され た構 想 に よれ ば,年 間12シ ス テ ム ま
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で は オペ レー テ ィン グ ・ベー スでの 直接 の リース を行 な う意 向 で あ る とい う。 これ

は,76年 決算 が好 調 で,大 き な利 益 と と もに財 務 内容 の 向上 が 達 成 で きた 結 果 ・

資金 的 余 裕 が生 れ た こ と,そ して銀 行 との融 資話 合 い が 順調 に い って い る こ とに

よ る。 これ に先 立 っ76年7月 に は,77年7月31日 を期 限 として,最 大3,000万

ドル まで リー スの た めの 資金 融資 を受 け られ る との 確 約 を銀 行 団 か ら得 て い る。

米 国 内 マーケテ ィングの 拠 点 は,い うまで もな くサ ニ ー ベ ー ル の本 社 で あ るが,

この他 に もニ ュー ヨー ク,シ カ ゴ,ヒ ュー ス トン,デ トロ イ ト,そ して ワ シ ン ト

ンの各 都市 に ゼ ー ル ス ・オ フ ィス を開 設 して お り,セ ー ル ス マ ンお よび サ ポ ー ト

の た め の シ ス テ ム ・エ ンジ ニ アを常 駐 させ て い る。

カ ナ ダで の マ ー ケ テ ィ ング の た め に,Amdahlは 全 額 出資 の子 会 社Amdahl

Ltd.を トロ ン トに設 立 して い る。 同 国 内 向 け の デ モ ン ス トレー シ ・ ン とベ ンチ

マー ク ・テ ス トの た め の 施 設 は,76年8月 に470V/6を 導 入 したlndustrial

LifeTechnicalServicesが 提 供 してい る。

欧 州各 国へ の販 売 の た め に は1富 士通 と合 弁 で,AmdahlInternational

Limited(AI)を 英 領 バ ミュー ダ島 ハ ミル トン市 に,76年11月9日 付 で 設 立

し,続 い て 西独 お よ び英 国 にAIの 子 会 社 を設 立 し てい る。 バ ミュー ダ島 に 子 会

社 を設 立 した こ との真 意 は,多 くの 巨大 多 国籍 企 業 が や って い るよ うに,税 金 の
'

回避 に あ る とみ られ る。

IBMの 対 応 と今 後 のAmdahl

IBMの 超 大型 機 市場 を狙 うAmdahlは,着 々 とそ の版 図 を広 げ て い るが,そ

れ で もIBMの 大 型,超 大 型 設 置 ベ ー スに対 す る侵 略 度 は 微 々た る もの にす ぎない 。

76年 末 現 在 に お け るIBMの 大 型,超 大 型 機 設 置 ベ ー ス は131億6,900万 ドル

に達 して お り,こ れ はIBMの 全 設 置 ベ ー スの50%に あ た る。 また,こ れ らの ク

ラ スで のIBMの シ ェア は,米 国 内 で76.5%に 達 して い る。 そ して75年 との比 較

で 設置 ベ ー ス の伸 び を み る と,IBM全 体 で は12%で あ るの に対 し・IBMの 大

型,超 大 型 機 ベ ー スは26%増 加 してい る。 この 間 のIBM以 外 の 大 型,超 大 型 機
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図 皿 一9-40Amdahl470V/60の 出 荷 予 測
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の ベ ー ス の 伸 び率 は14%で あ る。

こ う した こ とか ら,大 型,超 大 型 機 のベ ー ス は,IBMに と って重 要 な も の で,

また そ の成 長 に も大 き く寄 与 して い る こ とがわ か る。Amdahlの 侵 略 度合 は,前

に ものべ た よ うに,微 々 た る もの にす ぎな いが,76年 の 出荷 とい うこ と だ け で

み る と,そ の 勢 い は無 視 で きな い もの とな る。

76年 にIBMが 米 国 内 に 出荷 した370/158は210シ ス テ ム,そ し て168は

105シ ス テム で あ った。 一方,168の 競 合 機 で あ るAmdahl470V/6の 出 荷は21

シス テ ム,そ の他 の メ ー カ ーに よ る大 型 機(158ク ラス)の 出 荷 は85,超 大 型

機(168ク ラ ス)は28シ ス テ ム で あ った 。

IBMに と って,Amdahlは もは や無 視 で きな い存 在 とな ってい るの だ 。IBM

の76年 決 算 か ら も明 らか な よ うに(IBMの 項 参 照),Amdah1はIBMの 成 長

を脅 か す まで に は至 って い な いが,本 格 的対 応 策 に乗 り出 す の は時 間 の問 題 で あ

ろ う。

76年 に 発 表 され た158,168のAP(付 加 プ ロセ ッサ)シ ス テ ム や,メ モ リ ・

ア ップは,Amdah1対 応 策 の 一環 で あ った し,MOSメ モ リ価 格 の 引 下 げ もAm－
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dah1に 少 な か らぬ影 響 を与 えた。 しか し これ らは決 定 的 な イ ンパ ク トを及 ぼ し

た わ けで な く,IBMの 価 格 引 下 げ に対 して は,Amdah1も 直 ちに メ モ リ の 値 下

げ に ふ み切 ってい る。

今 後 の 予想 され るIBMの 動 き と して は,買 取 り価 格 の引 下 げ,パ フ ォー マ ン

スの 向 上,168の 上 位 シ ス テ ム の発 表,158と168の 中 間 の シ ス テ ム の発 表な ど

が あげ られ る。 ま た,ソ フ トウ ェア の ア ンバ ン ドリン グや,OSの マ イ ク ロ コ ー

ド化 の進 展 とい った搦 手 か らの動 き も予想 され る。

Amdahlと して も,IBMの 対 応 策 に対 す る手 段 を考慮 して い る こ とは 勿 論 で

あ る。77年 に な って 明 らか に され た470V/6-llは そ の端 初 に す ぎな い。 富 士

通 との共 同 で の 新技 術,新 製 品 の 開発 が 計 画 され て い る よ うで あ るが,具 体 的 な

とこ ろは 不 明 だ 。 しか し,今 後 の 製 品 開 発 の方 向 と し ては,ひ き続 きハ イ ・エ ン

け

ド ・クラ ス,す な わ ち超大 型 機分 野 を狙 うこ とは確 実 で あ ろ う。 この た め に は か

な りのR&D投 資 を必要 とす るた め,Amdah1は 税 引 前利 益 を25～30%と す る

こ とを 目標 と してい る。

77年 に入 り,さ らに新 たな積 極 策 を展 開 す るAmdahiは,生 産 ペ ー ス を 第2四

半 期 に は月 間12シ ス テ ム と,こ れ まで の3倍 増 に す る計 画 を明 らか に し て い る

他,電 子 ビ ーム ・メ モ リの開 発 企 業 で あ るMicro-BitCorp.へ 投 資 し,同 社 の

株 主 とな る とい う注 目す べ き動 きを み せ て い る。

図 は,Amdah1が470V/6以 降 の製 品 開発 が ない と仮 定 した時 の 出荷 額 を予想

した もの で あ るが,78～79年 ご ろに 出 荷 は ピー ク を迎 え る とみ られ て い る。

Amdahlは,徐 々に現 在 の シ ス テム の エ ンハ ン ス メ ン トを行 い,最 終 的 に 新 しい

ア ー キ テ クチ ャー を発 表 し て ゆ くで あ ろ う。

77年3月 末 に な って,IBMは 超 大 型 機3033を 発 表 した が,こ れ は 本 格 的 な

Amdah1対 応 策 とみ る こ とが で き る。Amdahlは これ に対 し,470V/7の 開発 計

画 を公表 し,再 対 抗 策 を打 出 して い る。
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1tel/NationalSemiconductor

第2のAmdah1を 目 指 し た わ け で は あ る ま い が,そ の 成 功 に 力 を 得 て,プ ラ グ

・コ ンパ テ ィ ブ ルCPUサ プ ラ イ ヤ ー の2番 手 と し て 名 の り を あ げ た の がItelで

あ る 。

第2のIBMプ ラ ・コ ンCPU,ASシ リ ー ズ6モ デ ル は,リ ー ス 会 社Ite1の 製

造 に よ る もの で は な くi,半 導 体 メ ー カ ーNationalSemiconductorが 開 発 ・

製 造 した もの で あ り,Ite1は 全 世 界 独 占 販 売 権 を 得 て,販 売 に 乗 り出 し た もの で

あ る 。6モ デ ル の う ち3機 種 は シ ン グ ル ・ プ ロ セ ッサ ・モ デ ル,そ し て 残 り3機

種 が マ ル チ ■・プ ロ セ ッサ ・モ デ ル で,そ れ ぞ れAS/4,AS/5-1,AS/5

-3
,AS/4MP,AS/5-1MP,AS/5-3MPと 名 づ け られ て い る 。

AS/4は370/145,148の 対 抗 と し て位 置 づ け ら れ て お り,IBMの148発 表 に

ひ き続 い た こ の 新 製 品 発 表 の 背 景 が うか が え る 。

ASシ リ ー ズ は,す べ て の370のOS,プ ロ グ ラ ム ・プ ロ ダ ク ツ で 作 動 し,360

/370イ ン ス トラ ク シ ・ ン ・セ ッ トを 使 用 す る 。 ユ ニ プ ロ セ ッサ ・シ ス テ ム3機

種 の 基 本 的 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム は,DOS/VS,OS/VS1,0S/VS2お

よ びMVSで,MPシ ス テ ム で はMVSが メ イ ン の オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム と

な る 。

各CPUの プ ロ セ ッ サ ・サ イ ク ル ・タ イ ム は115ナ ノ 秒 で,1/Oチ ャ ネ ル は7,

メ モ リ は 最 小 で1メ ガ バ イ トで あ る 。 マ ル チ ・プ ロ セ ッサ ・モ デ ル の 場 合,チ ャ

ネ ル 数,メ モ リ容 量 は そ の ま ま倍 に な る 。 メ モ リの 増 設 単 位 は1メ ガ バ イ トで,

AS/4で は 最 大4メ ガ バ イ トま で,AS/5-1,5-3で は8メ ガ バ イ トま で で,

MPの 場 合 は こ れ の 倍 とな る。Ite1に よ るIBMモ デ ル と の パ フ ォ ー マ ン ス 比 較

は 表 の 通 りで あ る。

ASシ リ ーズ の カ ス トマ ー へ の 引 渡 し が 始 ま る の は,77年 第2四 半 期 で あ り,

市 場 で の 評 価 は 定 ま っ て い な い 。Amdah1よ り もIBMベ ー ス 侵 略 力 は 大 き い と

す る 見 方 もあ れ ば,ASシ リ ー ズ は370/148や158APな ど と比 べ た 場 合,さ ほ

ど魅 力 あ る シ ス テ ム で も な い し,Ite1の 販 売 方 法 も フ レ キ シ ビ リ テ ィに 乏 し い
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表 皿 一9-17ASシ リ ー ズ とIBMモ デ ル との 比 較

ASシ リ ー ズ IBMモ デ ル と の パ フ ォ ー マ ン ス 比 較

モデル 145 148 158-1 158-3 158-1MP 158-3MP

AS/4 2倍 1.4倍

AS/5-1 26倍 1.9倍 同 等

AS/5-3 28倍 2.1倍 1□ 倍 同 等

AS/4MP 3.3倍 23倍 1.3倍 1.2倍

AS/5-1MP 4.2倍 3.1倍 1.7倍 1.6倍 同 等

AS5-3MP 4.6倍 3.4倍 1,9倍 1.7倍 1.1倍 同 等

●

出所:ItelCorp.

と して,そ の将 来 に 疑 問 を投 げ か け る見 方 もあ る。

市場 で の 評価 は と もか くと して も,こ の プ ラ ・コ ンCPUの 提供 とい うこ とは,

Ite1の 企 業 戦 略 の コ ンテ ス トか ら して,当 然 と もい うべ き帰 結 で あ る。 とい う

のは,IBMのCPUに 自社 製 あるいはPCMか らの 周辺 機 器 をっ け,そ れ をパ ッケ ー

ジ と してIBMよ り も安 くユ ーザ ー に提 供 す る とい うの がIte1の ユ ニ ー クなマー

ケ テ ィング方 法 だ った か らだ 。 言 って みれ ば最 後 の プ ラ ・コ ン ・ペ リ フ ェラル と

い った と こ ろで あ ろ うか 。

CDC/CMl

プ ラ グ ・コ ン パ テ ィブ ル周 辺 機 器 の延 長 線 上 と して の プ ラ ・コ ンCPUと い う

こ とで あ れ ば,最 大 のPCM企 業,CDCも 当然 顔 を出 し て こよ う。 事 実,CDC

は75年 に着 手 した オ メ ガ計 画 の一 部 と して,370/145エ ミュレー タの販 売 意 向

を明 らか に して い る。 この オ メ ガ計 画 とは,IBM370本 体 をCDC製 のプ ラ ・コ

ン周 辺 機 器 と と もに パ ッケ ー ジ化 し,子 会 社CCC(Comm'ercialCreditCo.)

を通 じ,3年 以 上 の長 期 リー ス方 式 で 提 供 しよ う とい う もの。

この 計画 の 一 部 と して145エ ミュ レー タが 登 場 した わ け で,CDCは76年6月

に,CMI(CambridgeMemories,Inc.)が3年 の月 日 をか け て開 発 し てい た
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370/145エ ミュ レ ー タの 北 米 で の販 売 権 を獲 得 した 。

しか し翌7月,IBMは370/138,148を 発 表,従 来 にな い 性 能/価 格 比 を設 定

し,こ の ク ラス の コ ン ピ ュー タ の価格 体 系 は 一変 させ られ るに至 った。138,148

に は 主記 憶 と し て大 容 量 のMOS・FETが 用 い られ て お り,価 格 も従 来 よ り大 き く

引 下 げ られ て い た 。

これ に先 立 つ5月25日 に は,IBMは 半 導体 メモ リの 買取 り価 格 を35%引 下

げ て お り,こ う したIBMの 動 きは,ア ド ・オ ン ・メ モ リ ・メ ー カ ー に と っ て 大

きな打 撃 とな った。 特 にCMIは,経 営 戦 略 の不 味 さ もあ って,一 時 金 企 業 活 動

を停 止 す る とい う破 産 寸 前 の 事 態 に まで陥 った 。 この結 果CDCと の契 約 は 履 行

不 可 能 とな り,解 消 され るに 至 った 。

しか し145エ ミ ュレ ー タ開 発 プ ロジ ェク トは,CMIの 子 会 社IPLSystems,

Inc.の 手 に移 され 継 続 され る こ と にな り,CDCはCMIと 結 ん だ との同 内容 の

契 約 を,76年12月 に最 終 的 に と り交 した 。145エ ミ ュレー タは,元 々IPLで

開 始 され た プ ロ ジ ェク トら し く,親 会 社 の 財 政 破鏡 に よ り,145エ ミュレ ー タ開

発 専 門 企業 と して 独 立 した の で は な い か と推 定 され る。(CMIは,財 政危 機 以

前 はIPLの 株 の49%を 保 有 して い た と伝 え られ るが,現 在 の資 本 関 係 に つ い て

は 定 かで は な い 。)従 業 員100名 の う ち50名 は,こ の事業 の 継 続 の た めにCMI

か ら移 籍 され た 人 で あ る。

CDC内 部 で は モ デ ル450と 呼 ば れ,ま た"Colt45"の コー ド ・ネ ー ムで も

知 られ て い る145エ ミ ュ レー タで あ るが(コ ー ド ・ネ ーム は"Cobra45"と の

報 道 もあ る),そ の ア ー キ テ クチ ャーにつ い て は全 く明 らか に され てい な い 。価

格 は,145の オ リジ ナ ル ・コス トの、50%以 下 で 販売 で き る と され て い るが,148

の 登場 に よ り,145の 中 古 価 格 が オ リジナ ル ・コ ス トの40～45%程 度 にな って

い る と いわ れ,決 して楽 な戦 い とは い えまい 。

148の 登 場 は,450プ ロジェク トに大 きな 影 を落 としてお り・ す で に半 分 の145

ユ ーザ ーが148を 発 注 して い る とい う事 実 か ら して,450の 市 場 は か な り限 られ

た もの とな ろ う。450の 市 場 として 最 も可 能 性 が 高 い と思 わ れ るの は,CDCの
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内部 市 場,つ ま り子 会 社SBC(ServiceBureauCo.)で あ る。SBCは,ネ ッ

トワー ク ・サ ー ビス の た め に8台 の370/158を 有 してい るが,こ の 他 に も 各 地

の バ ッチ ・セ ン ター に合 計35～40台 の 古 い型 で 小 型 のIBMコ ン ピ ュー タが 設

置 され て い る。 論 理 的 に は この リプ レ ース の可 能 性 が 最 も高 い とい え る。

CDCに よ る プ ロ トタ イ プの評 価 テ ス トは,76年 春 か ら行 わ れ てお り,77年2

月 末 に は生 産前 モ デ ル が最 終 テス トの た め にCDCに 引 渡 され て い る。 このテス ト

の結 果 によ り,CDCの モデ ル450販 売 計 画 が 具体 的 に決 定 され るわ け だが,本 格

的 にIBMの 中 型 機 プ ラ ・コ ンCPU作 戦 を狙 お う とい うの で あれ ば,148エ ミ ュ

レー タの開 発 は避 け られ な い方 向 で あ ろ う。CDC内 部 で は,こ の148エ ミュレー

タは モ デ ル480と 呼 ば れ,こ れ に対 す る考 慮 は払 わ れ て い る とは い う もの の,具

体 的 な 計 画 は今 の とこ ろ策 定 され て い な い よ うだ 。
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1.カ ナ ダ

コン ピュー タ市場

設 置 状況

カ ナ ダ情 報 処 理 学 会恒 例 の コ ン ピ ュー タ設 置 調 査 に よ る と.1975年5月1日

現 在 で カナ ダ に は4,940台 の コ ン ピュー タが稼 動 して お り,こ れ は前 年比26.7%

の増 加 で あ った とい う。 な お この 調査 で は月 間 レン タ ル1 ,000ド ル以 下 の コ ン ピ

ュー タ を除 外 して あ る。

カナ ダで 最 大 の コ ン ピ ュー タ ・メー カーは,IBMCanadaLtd .で,同 社 は

台 数 に して1,524台 を設 置 して い る。 これ は台 数 シ ェ アで は32%で あ るが,金 額

で は56%も の シ ェアに 相 当 す る。 しか し,こ の大 きな 支 配 力 も前 年 に 比 べ れ ば

下 降傾 向 に あ る。 ちな みに 前 年 度 は設 置台 数 の39%,金 額 ベ ー ス の66%で あ っ

た 。

IBMに 続 くメ ー カ ー はUnivacだ が,同 社 も市 場 シ ェ ア は 金 額 ベ ー ス で前 年 の

13.4%か ら10%に 低 下 し て い る 。

逆 に シ ェ ア が ふ え て い る の がHISで,金 額 シ ェ ア は 前 年 の7 .6%か ら8.6%に

増 加 し て い る 。 設 置 台 数 で は3番 目 に 属 し482台(9.8%)。DECは 台 数 でIB

Mに 次 ぐ685台(13%)だ が,金 額 で は4.4%の シ ェ ア と な っ た 。

上 記 のIBM,DEC,HIS,Univacお よ びBurroughs,DataGenera1の6社

が カ ナ ダ の コ ン ピ ュ ー タ 本 体 メ ー カ ー の ピ ッ ク6で,こ れ に 続 くの がNCR ,H-

P,Philips,CDcな ど で あ る 。

業 種 別 の コ ン ピ ュ ー タ 利 用 状 況 で は,製 造 業 が 設 置 台 数1,175台 で 一 番 多 く 全

体 の23.8%を 占 め る 。 次 い で サ ー ビス 業 の664台,13.4%,政 府 の592台,12

%と な っ て い る 。
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図1皿 一1-1:カ ナ ダ の コ ン ピ ュー タ設 置 状 況
一1975年5月1日 現 在 一

く設置台数シェア〉 〈設置金額シェア〉

そ の 他

1,831台1,524台

計30.8%

4,940台

685台10
,5%

418台482台13.9%

9.8%

注:と もに月間レンタル料が1,000ド ル以下のものは含まれていない。

カナダ情報処理学会調べ

ミニ コ ン ピ ュー タ 市 場

FinancialPost誌 に よ れ ば カ ナ ダ の ミニ コ ン市 場 規 模 は お よ そ9,000万 ド ル

と い う。DataGeneralCanadaLtd.の み る と こ ろ で は,カ ナ ダ の ミニ コ ン市

場 は年 間 約40%の ペ ー ス で 拡 大 し て い る とい う。DG社 自 身,1976年 度 カ ナ ダ

で は50%も の 成 長 を 予 想 し て い る。

今 の と こ ろ 一 番 大 き な 市 場 シ ェ ア を も って い る の はDECで あ るが ・IBMは 最

近 急 速 に シ ェ ア を 伸 ば し て い る とい わ れ る 。

連 邦 政府 のEDP利 用 状 況

政府 の 財 務 委員 会 は昨 年 につ づ き第2回 の 政府 内EDP支 出調 査 報 告 書 を 出 し

た 。

これ に よ る とEDP予 算 は1976-77年 度 が2億8,000万 ドル,77-78年 度 が

3億1,000万 ドル 予 定 され てい る。EDP支 出 の 伸 びは図1皿 一1-2に 見 られ るよ

うに減 少 す る傾 向 に あ り,1967-68年 度 か ら73-74年 度 の 間 の 平 均年間 伸 び率

は27%だ った が,74-75年 度 か ら77-78年 度 にか け て は16%に な る 予 定 で

あ る。

図 皿 一1-3はEDP支 出 の費 目 別構 成 比 率 の 推移 を表 わ して い る。 た だ し75
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図 皿 一1-2
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年 ま で は 実 際 の 支 出 で,75-78年 は予 測 で あ る。

次 にEDP要 員 数 は,74-75年 度 で7,440人 だ った 。77-78年 度 に は8,675人

が 予 定 され て い るが,年 間 伸 び率 は67-68年 か ら73-74年 に か け て の 平 均14
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%か ら大 き く下 回 って5%程 度 に な る。 図 皿 一1-4に 伸 び率 の推 移 と職 種 別 の

構成 を示 す。
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図 皿 一1-4:政 府 内EDP要 員 の 伸 び と構 成
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外 部 か らの コ ンサ ル タ ン ト要 員 の利 用 は今 後 年 平 均16%増 を予 定 して い る。

図 皿 一1-5は,サ ー ビス の タ イプ とソ ー ス別 需 要 の構 成 比 率 で あ る。

バ ッチ ・ター ミナ ル利 用 の 伸 び率 は17%,タ イム シ ェ ア リ ング ・サ ー ビス は

26%と 予 想 され る。
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図 面 一1-5サ ー ビ ス の 種 類 と ソ ー ス 別EDPサ ー ビ ス 需 要

(1974-75年 度 ～77-78年 度 の 平 均)
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コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス

サ ー ビ ス 産 業 調 査

StatisticsCanadaは サ ー ビ ス産 業 を① サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ー,② ハ ー ドウ

ェ ア販 売,③ 副 次 的 に サ ー ビ ス事 業 を 行 って い る 会 社,の3つ の カ テ ゴ リ ー で と

ら え,毎 年 恒 例 の サ ー ビ ス 産 業 調 査 の 結 果 を 発 表 し て い る。

ま ず,デ ー タ処 理,ソ フ トウ ェ ア,保 守,教 育 な ど を主 要 業 務 に し て い る会 社

は1974年 で345社 あ り,2億1,100万 ド ル の 売 上 げ を あ げ て い る 。 こ の う ち75

%を 主 要25社 が 占 め る 。

次 に,DPハ ー ド ウ ェ ア の セ ー ル ス,リ ー ス,レ ン タ ル を 行 っ て い る会 社 は35

社 あ り,6億1,200万 ド ル の 収 入 を あ げ て い る 。

さ らに,サ ー ビ ス を 副 次 的 業 務 と し て 行 っ て い る企 業 は381あ り,お よ そ1億

ドル の 収 入 を あ げ た とみ られ る 。

この 調 査 に よ れ ば,カ ナ ダ の サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロー は206台 の コ ン ピ ュ ー タ と

1,150台 の タ ー ミナ ル を 保 有 し て い る 。

ま た,ハ ー ド ウ ェ ア の セ ー ル ス,レ ン タ ル,リ ー ス を 行 っ て い る会 社 は148台

の リー ス 用 コ ン ピ ュ ー タ と886台 の タ ー ミナ ル を もつ 。 こ の う ち83台 は 月 間 レ

ン タ ル 料 が1,000～5,000ド ル の も の で,5万 ド ル 以 上 の コ ン ピ ュ ー タ は13台 に す

ぎ な い 。

サ ー ビス ・ピ ー 一 で は 涜 上 げ の ÷ 以 上 は ・ 一 カ ル ・バ ・チ処 理 か ら・

⊥ は ソ フ トウ ェ ア.パ ッケ ー ジお よ びサ ー ビス か らあが って い る。顧 客 で最 大
4

の分 野 は製 造 業 で,2億1,100万 ドル の総 売 上 げ の うち20.30/・ を 占め る。 これ に

次 ぐの が金 融(15.5%),卸 ・小売 業(15.7%)で あ る。政 府 は,連 邦,地 方 すべ

て を合 計 して も19%程 度 と以 外 に 少 な い 。

次 に ハ ー ドウ ェアで は,売 上げ の うち売 切 りの2億2,180万 ドル の26%ま で

を カ ナ ダ製 の ハ ー ドが 占 め て い るが,レ ンタル に な る と ほ とん ど全 て が輸 入 品 に
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●

な る。 この 理 由 と して考 え られ るの は,カ ナ ダの メ ー カー は小 型 コ ン ピ ュー タや

周 辺 機 器,デ ー タ通 信 機 器 とい った比 較 的 低 価格 の ものを 作 って お り,大 型 機 の

多 い レ ンタ ル収 入 で は比 率 は きわ め て少 な くな る とい うこ とで あ る。

主 と して ハ ー ドウ ェ ア を と りあ つか って い る35社 の収 入6億1,200万 ドルのう

ち,デ ー タ処 理 お よ び ソ フ トウ ェア は4,590万 ドル,輸 入 ハ ー ドの セ ール ス が1

億6,480万 ドル,国 産 ハ ー ドの セ ー ル ス が5,700万 ドル,リ ー ス,レ ンタ ル が3

億460万 ドル を 占 め る 。

ハ ー ドウ ェアの 顧 客 で最 大 の分 野 は銀 行 で あ るが,統 計 法 に よる規 制 の た め詳

しい数 字 は不 明で あ る。 明 らか な もの の中 で最 大 の顧 客 は製 造 業 で16%(9,800

万 ドル)を,次 い で運 輸 ・通信,卸 小 売 業 が 各9%前 後 を 占 め る。 また 政 府 関係

はす べ て合 わせ る と13.5%に な る。

サ ー ビス を副 次 的 に 行 って い る会 社,機 関 で 多 い の は製 造 業,政 府,金 融,教

育 で,そ れ ぞれ1,900万 ドル,1,600万 ドル,1,500万 ドル,1,000万 ドル の収 入

を あげ て い る。

、

銀 行 のEDPサ ー ビス 禁 止 案

カナ ダの デ ー タ処 理 サ ー ビス業 界 は,市 場 の将 来 が 明 るい こ とか ら,新 規企 業

の 参入,銀 行 の 計 算 部 門 独 立 な どが 続 き,き わ め て 激 しい競 争 が展 開 され て きた 。

こ う した 中 で,カ ナ ダ の デ ー タ処 理 サ ー ビス業 者 団 体CADAPSOは カ ナ ダ 政

府 に対 して,デ ー タ処 理 サ ー ビス を提 供 して い る企 業 の重要 性 を認 識 し,国 の保

護 政策 の 確 立 を求 め る要 望 書 を提 出 した。 要 望 事 項 は① 他産 業 か らの デ ー タ処 理

サー ビス業へ の進出 を規 制 す る立 法 措 置,② デ ー タ処 理 サ ー ビス業 者 に対 す る優 遇

措 置 の2点 に ま とめ られ る。

① は,と くに大 資 本 を バ ックに した 銀 行 やBellCanadaの 進 出 に よ る 不 当 な

脅威 か ら保 護 を求 め た もので あ る。 ② の 優 遇 措 置 につ い て は,1976年5月 に 資

本 コス トに対 す る税 控 除 が30%に 引 きあげ られ た こ とを歓 迎 して は い る もの の,

米 国 で は これ が40%で あ る こ とを指 摘,さ らに ハ ー ドウ ェア の輸 入 関 税 が 高 い
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こ と もあ って,米 企 業 と フ ェア な競 争 を す るた め に一 層 の 配慮 をす る こ と を求 め

て い る。

これ に対 して カナ ダ政 府 の連 邦 省 は1976年8月,銀 行 のEDPサ ー ビスの 提 供

を禁 じ,EDP関 連 企 業 へ の 資 本 参 加 を10%以 下 に押 え る こ とを提 案 した。 これ

は連 邦 経 済 大 臣が発 表 し た 白書 に の せ た もの で,10年 ご とに行 わ れ る銀 行 法 の

再 調 査 と して,1977年6月30日 まで に国 会 に承認 させ るた め に法 案 の大要 を説

明 した もの 。提案 に対 す る意 見 は10月 中 旬 まで求 め られ,そ れ か ら先 は 実 際 に

必 ず通 過 す る と思 わ れ る法案 に 成 文 化 され る。

白書 の 中 で政 府 は この 理 由 と して,不 当競 争 の可 能 性 と経 済 力 の集 中 を あげ,

カナ ダ のサ ー ビス会社 の 競 争 は き び し く,利 益 が うす い た め 国 の統 制 が 必 要 だ と

して い る。

CADAPSOで は これ を大 い に 歓 迎 してい る。 もし法 案 が 成 立 すれ ば,銀 行 は

会 計 処 理 な どEDPサ ー ビスの 提供 を禁 止 され,ま た現 在 カナ ダ の大 手 銀 行Nova

Scotiaが 行 ってい る よ うなEDP企 業 へ の 資 本 参加 形 態 もな くな る。Novaは ト

ロ ン トの デ ー タ処 理 会 社TelaccountLtd .の 資本49%を 所 有 して い る。

■

●
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コン ピュー タ/通 信の成 長

コ ン ピ ュー タ/通 信 の成 長 予 測

●コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス の売 上 げ は1985年 に は機 器(タ ー ミナル を含 む)の 売

上 げ と同程 度 に な ろ う。

●も っと も急 速 に成 長 す る の は コ ン ピ ュー テ ィング と結 ん だ テ レ コ ミ ュニ ケ ー シ

ョンだ ろ う。

これ は,政 府 の コ ン ピ ュー タ/コ ミュニ ケ ー シ ョ ン局(C/CS)が カ ナ ダの コ

ン ピ ュー タ産 業 の現 状 と将 来 につ い て分 析 した報 告 書ttTheGrowthofCom-

puter/CommunicationsinCanada"の 結 論 の うちの2点 で あ る。

レポ ー トを作 成 す るに あ た ってC/CSは,3つ の 公 に入 手 で きる ソー スか らの

情 報 を利 用 ,Uた 。 これ らはStatisticsCanada,財 務 委 員会 レポ ー ト,カ ナ ダ情

報 処 理 学 会(CIPS)の コ ン ピュー タ ・セ ンサ ス で あ る。

C/CSは,こ れ らの 調 査 結 果 か ら産 業 の統 計 モ デ ル を作 り,1975年 の ユ ー ザ

ー 支 出 を もと に コ ン ビ㌧ 一 夕 ・ハ ー ドウ ェ ア
,サ ー ビス,デ ー タ通 信 に 関 す る活

動 と コ ス トの 現状 を分 析 し,将 来 を予測 して い る。

傾 向予 測

同 レポ ー トに よ る と,ユ ー ザ ー が1975年 に使 った コ ンピ ュー タ/通 信 コ ス ト

の 総 額 は約26億 ドル とみ られ る。1985年 に は これ らの コス トは82億 ドル に 達

す る と予 測 され る 。 この う ち商 用 コ ンピ ュ ー タ ・サ ー ビスの 売 上げ は,1975年 で

は 全 体 の16%で あ った が,85年 に は22%に 増 え,コ ンピ ュー タ機 器(タ ー ミ

ナ ル を含 む)の 売 上げ と同 程 度 に達 す るだ ろ う。 も っと も急 速 な成 長 が 予 想 され

るの は,コ ン ピ ュー テ ィング と結 ん だ電 気 通 信 へ の支 出で あ る。 これ は1975年

に は ユ ー ザ ー支 出 の5%以 下 に す ぎな いが,85年 に は10%に 達 し よ う。

GNPと の関 係 で は,1970年 に コ ン ピ ュー タ/通 信 がGNPに 占 め る率 は1.3%,

電 気 通 信 会 社 の 収 入 の 占め る率 がL9%,商 業 輸 送 が5.2%だ った。 こ の 割 合 は
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1974年 に は そ れ ぞ れ1.6%,2.1%,5.0%と 変 化 し て お り,1980年 には コ ンビ

。一夕/通 信 は甑 通信 の比率 とほぼ同 じ・・な り,・98・ 年には輸送 の 土 ・な

る と い う 。

産 業 モ デ ル

レ ポ ー ト は,コ ン ピ ュ ー タ/コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を測 定 可 能 な もの に す る

た め に,こ れ を ユ ー ザ ー が コ ン ピ ュ ー タ用 機 材,サ ー ビス を 入 手 す る 際 ユ ー ザ ー

が 支 払 う コ ス トに 焦 点 を あ わ せ て い る。

コ ン ピ ュ ー タ/コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。 ン活 動 の モ デ ル は これ ら コ ス トの フ ロ ー を示

す べ く作 り上 げ られ た 。 図 皿 一1-6に 示 さ れ る と お り,モ デ ル は"コ ン ピ ュ ー

テ ィ ン グ ・サ ー ビス 業 者","ハ ー ド ウ ェ ア業 者","デ ー タ伝 送 業 者","ユ

ー ザ ー"の4つ の 単 位 か らな る
。

図 皿 一1-6:1974年 の コ ン ピ ュ ー タ/コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・モ デ ル

/↑㌫鷲1⊇ 露 冨i㌔:富
/他の 」 」竺44%1ハ 識 ア117%・ ・%一遍 匠 一一一

片 の売上げ31

＼

$80

サービス
収 益
$330/収 益

$3

ハードウエア

収 益

$605

1デ ータ その他 の電 気

畷 蓋 縮 収益
1$105$2 ,490

∠弓

$375戸

次 に,た と えば大 きい ハ ー ドウ ェア供 給 業 者 は デ ー タ処理 サ ー ビス を行 って い

た り,コ ン ピ ュー タ/コ ミュニ ケ ー シ 。ンの ア ウ トプ ッ トの大 部分 は 社 内 で の み

利 用 され るた め,か な りの活 動 が あ って も商 業 活 動 に あ らわ れ ない とい う問題 が

あ った り して,産 業 に グ ル ー プ分 け され た売 上 げ や コス トか ら傾 向 を正 確 に識 別

す る こ とはで きな い とい う問 題 が あ る。

この 問 題 を解 決 す る た め に,C/CSは 産業 統 計 を活 動 面 で再 分 類 し,図 皿 一1
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7の よ うに ま と め た 。

これ か ら多 く の 結 論 が 引 き 出 され る。

図 皿 一1-7産 業 別 分 類 と活 動 別 分 類 の 関 係

産業別分類 活動別分類

1.サ ービス産業($211)1.サ ービス活動($316)

サービス ーデータ処理　デ　タココンパ　ジョン

機 器 二忽 ㌫ 摂㌢ .。
2.ハ ー ドウ エ ア ー訓 練

産 業($612)一 コ ンサ ル テ ィ ン グ
サ ー ビ ス ドゥ

ェ ァ活動($607)

一コ ン ピ ュ ー タ,タ ー ミナ ル,

機 器 そ の 他 機 器 の セ ール ス,

リ ー ス,レ ン タル
ー保 守

3.副 次 的 サ プ ラ
イヤ ー($100)
一子一
一 ビス

機 器

・ハ ー ドウ ェア産 業 か らの コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス の供給 は,サ ー ビス お よ び他

の産 業 か らのハ ー ドウ ェアの供 給 と同 程 度 で あ る。(注:サ ー ビス に は ソ フ トウ

ェア開 発,コ ンサ ル テ ィ ング,教 育,デ ー タ処 理 を含 む)

・総 ハ ー ドウ ェア収 入 の う ち,ハ ー ドウ ェア産 業 は93%を あ げ る。

・サ ー ビス産 業 か らの ハ ー ドウ ェア の供 給 はハ ー ドウ ェアお よ び他 の産 業 か らの

サ ー ビス供 給 の ご く一部 に す ぎな い 。

・サ ー ビス産 業 は商 用 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス の64%を 占 め るに す ぎな い。

サ ー ビス産 業 が提 供 す るサ ー ビス の 意 外 に低 い割 合 は,こ の産 業 の 若 さを反 映

してお り,ま だ専 門 性 に よ る優 位 を確 立 して い な いた め と思 われ る。

変 化 の 方 向

図 皿 一1-8はC/CSが 算 出 した1985年 の コ ン ピ ュー タ/コ ミュニ ケ ー シ ・

ン活 動 の 統 計 モデ ル で あ る。 その基 本 的 な前提 と根 拠 は以下 の こ とで あ る。

テ ク ノ ロジ ー一…・現 在 知 られ て い るテ ク ノ ロジー だ け が今後10年 に普 及 利 用 さ

れ る もの と仮 定 して い る。 主 な傾 向 は ひ きつ づ き,プ ロセ ッサ,周 辺 機 器,通 信

機 器 に お け る進 歩 だ ろ う。 い か な る革 命 的 技 術 が発 表 され て も広 く普 及 す るに は
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図 皿 一1-81985年 の コ ン ピ ュ ー タ/コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・モ デ ル

ユ ニ ザ ー の コ ン ピ ュ ー タ/コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 出

$8.235

外 部 社 内 社 内

サ ー ビ スlEDP人 件 費}ハ ードウェア1そ の 他1デ ー タ 伝 送

8%114%120%41%17%

1サービス会社

1への売上げ

サービス

収 益

$1,800

収 益

$165

ξ一記 ・の他の電気
収 益`通 信収益

$800

数 年 を要 す る。

コ ス トと価 格 …・…デ ー タ伝 送 費 は ひ きつ づ き減 少 す る と思 わ れ る。10年 前 に 比

べ れ ば,現 在 の伝 送 経 費 は ほ とん ど半 分 に な って い る。 ま た コ ン ピ ュー タ機 器 の

費用 は,10年 毎 に非 常 な 勢 い で 下 が って きた 。75年 に年 間 レ ン タル料10万 ドル

の コ ン ピ ュー タ の能 力 は65年 の同額 の コ ン ピュ ー タの10倍 は あ ろ う。従 って,

年 間 レ ンタ ル料 は この10年 で8.7倍 に な った が,実 際 の 能 力 は80～90倍 に増 加

してい る と考 え られ る。 これ らの傾 向 は これ か ら も続 く こ とが 仮 定 され る。

市 場拡 大 一 ー ア プ リケ ー シ ョ ンの種 類 の増 加 と,コ ン ピ ュー タ を利 用 す る企 業 の

規 模 の広 が りは今 後 も続 くだ ろ う。 中 小企 業 の数 が増 え るに つれ て,小 型 コ ン ピ

ュー タ とサ ー ビス会 社 の 市場 シ ェアが増 し,そ して 中 型 シ ス テ ムの イ ンハ ウス利

用 は 減 る と思 わ れ る。

ほ とん どの コ ン ピ ュー テ ィ ング"製 品"は いず れ も成 長 を示 すが,そ の成 長 率

は異 な るだ ろ う。 ロー カ ル ・バ ッチ処 理 は リモ ー ト・バ ッチ よ り成 長率 が小 さ く,

リモ ー ト ・バ ッチ は オ ンラ イ ンよ り小 さい 。 もっ と も伸 びが 大 きい の は ソ フ トウ

ェア,と くに ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジだ ろ う。
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サ ー ビス会 社 は,だ ん だん ソ フ ト,ハ ー ド,補 助 を含 め た完 全 な サ ー ビス ・パ

ッケ ー ジ を供 給 す るよ うに な る。

・電 子 郵 便 を含 む テ キ ス ト ・プ ロセ シ ング は85年 まで の最 大 の 成 長分 野 の1つ

に な ろ う。

EFTSの よ うな大 型 集 中 シ ステ ム もま た重 要 な イ ンパ ク トを もと う。

設置 の伸 び・……・レポ ー トは コ ン ピュー タを年 間 レ ン タル料 に よ って4つ の グ ル ー

プに わ け て い る。麦 田 一1-1は,1965年 か ら75年 にか け て の そ れ ぞ れ 台 数

表 皿 一1-1:規 模 別 コ ン ピ ュー タ設 置台 数 の伸 び

一1965～75年 一

伸 び 率

規 模 平 均 レ ン タ ル 料 1965-701970-75

%%

大 型 $600000以 上 9522

中 型 $60,000-$599,999 265

小 型 、$1aoOO-$59999 27

}33{
超 小 型 $1aoOO以 下 63

の成 長 率 で あ る。 どの カ テ ゴ リーで も成 長 はS型 の カ ー ブ を えが くと考 え られ,

図 皿 一1-9の1975年 か ら85年 にか けて の 成 長 予 測 が な され る。

図 皿1-1-10は,レ ン タ ル料 に お け る傾 向 を示 す 。1970年 には 設 置金額 の お

よそ ÷ が中型 ・ ンピ ー タだ ・た・75年 ・・は小型 と超小型が中型 を越 え る よ

う に な っ た 。1985年 には,超 小型 機 が 他 の すべ て のサ イズ の コ ン ピ ュ ータを台

数 の 上 で 圧 倒 す る よ うに な る と予測 され る。 小 型 と超 小型 機 は それ ぞれ 中 型 機 と

同程 度 の レ ン タル 金額 をあ げ るが,大 型 機 の金 額 は他 の あ らゆ るサ イ ズの2倍 と

予想 され る 。

予 測

これ らの 仮 説 を心 に とめ て,C/CSは1985年 の 産業 モ デ ル(図 皿 一1-8)
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図 皿 一1-9:規 模 別 コ ン ピ ュ
ー タ設 置 台 数 の 伸 び
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図 皿 一1-10:年 間 レ ン タ ル 料 別

コ ン ピ ュ ー タ分 布 の 変 化
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を作 りあげ た 。

コ ス トー 一財 務 委員 会 の数 字 を ベ ー スに,以 下 の傾 向 をC/CSは み ち び きだ した 。

人 件 費 の割 合 の 低 下

・外 部 サ ー ビス利用 の 増加

デ ー タ伝 送 費 の増 加

・機 器 そ の他 の 支 出 の割 合 の低 下

これ らは政 府 の利 用 の 調 査 で あ るが,こ れ は 一般 傾 向 を反 映 す る と考 え られ る。

サ ー ビス 産 業 は,StaFisticsCanadaの 統 計 によると70年 には 欠 損 を出 し,現

在 も利 益率 は低 い が,C/CSは これ を急 速 に 成 長 す る資本集 約 的 な サ ー ビス産業

に お け る設備 投 資 と開始 コ ス トの ため と認 め て い る。 しか し,将 来 に つ い て は ・

税 引 前 利 益率 が 少 くと も1980年 まで は10%,85年 まで に は12%程 度 に改善 さ

れ る必 要 が あ る。 この可 能 性 は 米 国の デ ー タが 証 明 して い る。 も し カナ ダ で 達 成

され な か った場 合 に は,カ ナ ダの 業 者 は競 争 能 力 を失 うこ とに な る。

ハ ー ドウ ェア市場 …・…・ハ ー ドウ ェア市 場 に お け る主 な変化 は:

サ ー ビス会 社 の シ ェ アの 増 加

そ の 他 の ハ ー ドウ ェア ・サ プラ イ ヤー(ミ ニ コ ン会 社 な ど)の シ ェアの 増 加

・現 在 の 減価 償 却 控 除 を越 え る現 価 計 上 され た 売上 げ の超 過 の 減少

エ ン ド ・ユ ーザ ーの シ ェ アの減 少

麦 田 一1-2:コ ン ピ ュ ー タ の 予 想 伸 び 率

一1975～85年 一

台 数 年 間 レ ン タ ル 料

規 模 1975-801980-85 1975-801980-85

%% %%

大 型 84 139

中 型 42 42

小 型 197 153

超 小 型 2612 2612
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パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワ ー ク

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク形 成 の 機 運 が 高 ま る 中 で,各 国 で パ ケ ッ ト交 換 ネ

ッ ト ワ ー ク の 計 画 お よ び 建 設 が あ い っ い で 発 表 さ れ て い る が,カ ナ ダ に お い て は,

DatapacとInfoswitchと い う2っ の パ ケ ッ ト ・ネ ッ トワ ー ク の 建 設 が 進 め ら

れ て い る 。

Datapacは,BellCanadaを は じ め と す る8大 電 話 会 社 の コ ン ソ ー シ ャ ム で

あ るTCTS(TransCanadaTelephoneSystem)が1974年 に 明 らか に し た

パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ ト ワ ー ク構 想 で,当 初 の 予 定 よ り少 々遅 れ て,1977年 春 に 稼

動 に 入 る 予 定 で あ る。 初 期 の 段 階 で は,ト ロ ン ト,モ ン ト リオ ー ル,オ タ ワ,カ

ル ガ リ ー の4地 点 を結 ぶ サ ー ビ ス が 予 定 さ れ て い る が,1980年 ま で に は,さ ら

に 主 要14都 市 に 拡 大 す る こ と が 予 定 され て い る 。

ネ ッ ト ワ ー ク ・プ ロ トコ ル に は,BellCanadaの 開 発 し たSNAPと 呼 ば れ る

プ ロ ト コ ル が 採 用 さ れ て い る 。 こ れ は 基 本 的 にCCITTのX25と 同 じ内 容 を

もっ もの で あ る 。

提 供 され るサ ー ビ ス と して,Datapac3000とDatapac3101の2種 類 が 発 表 され

て い る 。Datapac3000は,コ ン ピ ュ ー タ を は じ め と す る イ ン テ リ ジ ェ ン ト機 器

の た め の サ ー ビ ス で,ネ ッ トワ ー ク と機 器 はSNAPで 接 続 さ れ る。

一 方
,Datapac3101は,非 イ ン テ リ ジ ェ ン トの テ レ プ リ ン タ型 タ ー ミ ナ ル を

ネ ッ トワ ー クに 結 ぶ もの で,接 続 に はNetworkInterfaceMachine(NIM)が

用 い られ る 。

TCTSは,1973年 か らDatarouteと 呼 ば れ る 新 デ ジ タ ル ・デ ー タ通 信 サ ー ビ

ス を 実 施 し て きて い る が,Datapacで は これ を で き る 限 り利 用 し て,信 頼 度 と効

率 を 改 善 す る方 針 を と っ て い る。 現 在,Datapacで 達 成 され て い る レ ス ポ ン ス ・

タ イ ム は1ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 処 理 に 対 して3秒 以 下 で あ る と い う。

な お,Datapacは 現 在,米 国 のTelenet,お よ びTymnetと 相 互 接 続 計 画 を進

め て い る と い わ れ,こ れ が 実 現 す れ ば 世 界 で は じ め て の 国 際 間 接 続 に な る 。

一 方 ,Datap.acに 続 く第2の パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ ト ワ ー ク と し て,CNCP
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(CanadianNationalRailway&CanadianPacific)通 信 会 社 がInfos-

witchネ ッ ト ワ ー ク 計 画 を進 め て い る 。Infoswitchネ ッ トワ ー ク は,回 線 変

換 方 式 お よ び パ ケ ッ ト交 換 方 式 の 両 方 を と りい れ た 混 合 型 ネ ッ ト ワ ー ク で,Data-

pacと 前 後 し て 稼 動 が 予 定 さ れ て い る。

最 初 の 計 画 と し て ま ず モ ン ト リ オ ー ル,ト ロ ン ト,バ ン ク ー バ ー,エ ドモ ン ト

の4ヵ 所 を 結 ぶ こ と が 計 画 され て お り,最 初 は ま ずInfoexchangeと い う回 線 交

換 方 式 の サ ー ビス が 提 供 され る 予 定 で あ る。 こ れ は 顧 客 の 通 信 上 の 要 求 に 合 った

回 線 ス ピ ー ドを,個 別 に 専 用 に わ りあ て る方 式 が 採 用 され る 。

一 般 に
,ネ ッ トワ ー ク で 論 理 的 な パ ス を 確 立 す る 手 法 と し て,現 在 バ ー チ ュ ア

ル ・コ ー ル と デ ー タ グ ラ ム と呼 ば れ る2つ の プ ロ ト コ ル が 提 案 され て い る が,

Infoswitchネ ッ トワ ー ク で は これ に よ く類 似 し た もの と し て,Infocallお よ

びInfogramと 呼 ば れ る2種 類 の プ ロ ト コ ル を 提 供 し て い る 。 す な わ ち,Info-

cal1で は ネ ッ トワ ー ク が パ ケ ッ ト化 機 能 を 分 担 し,Infogramで は デ ー タ ・タ

ー ミナ ル が 分 担 す る こ と に な る
。

し た が っ て,Infogramサ ー ビ ス を 利 用 す る場 合 は デ ー タ ・タ ー ミナ ル に イ ン

テ リ ジ ェ ン ス が 必 要 と され る。 一 方Infocallの 場 合 は,非 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・

タ ー ミナ ル も利 用 で き る。 だ が,そ の サ ー ビス 対 象 は 低 速 の イ ン タ ラ ク テ ィ ブ処

理 を 求 め る ユ ー ザ ー に 限 られ る こ と に な る 。

こ の よ う にInfoswitchネ ッ ト ワ ー ク で は,回 線/パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス,お

よ び ・Infogram/lnfocallの 両 者 の サ ー ビ ス に よ り,ど ん な タ イ プ の タ ー ミ ナ

ル で も ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 で き る点 が 強 味 と い え る 。 ま た 他 の ネ ッ トワ ー ク と の

接 続 に 関 して も,相 手 が パ ケ ッ ト交 換 型 で も回 線 交 換 型 で あ って も相 互 接 続 が 可

能 で あ る。

次 に,プ ロ トコ ル の 統 一 化 を め ぐ っ てCNCP,BellCanada,IBMの 動 き が

注 目 され て い る。

BellCanadaとCNCPの 間 で,パ ケ ッ ト交 換 通 信 プ ロ トコ ル の 考 え方 に 関 し

て,昨 年 基 本 的 な 合 意 が 成 立 し た が,相 互 の 利 害 に 関 わ る い くつ か の 問 題 点 は 依
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㌦然
として残 され て い る。

現在,カ ナ ダ政府 は,国 内 の 金 融 機 関 を結 び,財 務 トラ ンザ ク シ ョン処 理 を全

国 的 な規 模で 行 うこ と を大 きな 目標 と して お り,パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワー クは,

こ うした こ とを実現 す る上 で の要 に な る もの と考 え られ て い る。 政府 は,そ の第

一 段 階 と して ,金 融機 関 内に お け る電 子 支払 シ ス テ ムの 実 現 と通 信 プ ロ トコル の

統 一 を強 く要 望 して い る。

DatapacとInfoswitchの 接 続 は,技 術 上 は それ ほ ど困 難 な問 題 は な い と 考

えて よい 。 しか しCNCPで は,TCTSの と って い るプ ロ トコ ル(SNAP:CCIT

TのX25に ほ ぼ等 しい)の80%ま で は同意 す る こ とが で き るが,残 り20%は

まだ 研 究 の 余地 が あ る と して い る。

1つ は,呼 の設 定 手 順(CSR)に 要 す る時 間 の 問題 で あ る。 ま た,Bellは 自

社 製 品 以 外 の もの を ネ ッ トワー クに接 続 す る こ と を認 め て い な い が,こ れ は異 っ

た 通信 業 者 の ネ ッ トワー ク を相 互 に接 続 す る上 で 非常 に 問 題 に な る と して い る。

またX.25のCSRの 問 題 点 と して,ネ ッ トワー ク と コ ン ピ ュー タの 間 の イ ン タ

フ ェー スが 複雑 に な る と い う点 も指 摘 され て い る。

Bellは ター ミナ ルの プ ロ トコル を単 純化 す る必 要 を十 分 承 知 して お り,目 下

イ ン タ フ ェー ス ・マ シ ン を必 要 とし ない よ うな プ ロ トコル の開 発 を急 いで い る と

い う。 その 設計 に は ネ ッ トワー ク ・ア クセ ス法 の標 準 化 とい う点 が重 視 され て お

り,こ れ が実 現 すれ ば ユ ー ザ ー は 自 由 に装 置 を選 択 で き るよ うに な り,コ ス ト節

減 に も結 びつ く こ とに な る。

とこ ろで,BellCanadaは1971年 か らコ ン ビ'ユー タ通 信 の分 野 に進出 しは じ

めた が,カ ナ ダで は以 前 か らCNCPが テ レ ックス お よ び 広帯 域 マ イ ク ロウ ェー ブ

・サ ー ビス を手 が け て い た た め ,両 者 は この分 野 で 対 立 す る こ とと な り,CNCP

はBellが 独 占 して しま うの で は な い か とお それ て い る。 しか しBe11は,コ ン

ピ ュー タ市場 に関 して は競 争 関係 が発 展 す る可 能 性 はあ るが,デ ー タ伝 送 の 分 野

に関 して は その よ うな こ とは考 え られ な い と してい る。

一方 ,Bel1とIBMは ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス範 囲 に 関 して一 体 どこで境 界線
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を 引 くか とい う問題 を め ぐ って 対立 して い る。Be11に よれ ば,IBMはSNAを

導 入 す る こ とに よ り,そ の階 層 の 中 にIBMコ ン ピ ュ ータ ・フ ァ ミリー を 定 着 さ

せ る こと を意 図 して お り,Bellに は 単 に物 理 的 な 回 線 の提供 だ け を求 め て い る

が,こ れ は通 信 業 者 の サ ー ビス範 囲 とすべ きで あ る とい う。 これ に 対 し てIBM

は,次 のCCITT会 議 で妥 協 が 成 立 す るで あ ろ うと して い る。

◆
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EDP企 業動向

汎用 大 型 分 野 は,IBMを は じめ とす る米 国籍 メ ー カーが 強 固 に地 盤 を固 めてお

り,ほ とん どが子 会社 をつ くって生 産 を行 ってい る。CDCな どは 政府 の 援 助 を

受 け てCyber170を 開発 製造 して い るな ど,こ の分 野 で の新 規参 入 は難 しい。

まだ 固 って い な い の は,周 辺 端 末 分 野 と小型 ビジ ネ ス ・分 野 で は な い だ ろ うか。

富 士 通 が,本 格 的 に 進 出 をす る こ とに な った の は この分 野 で あ る。76年6月

に 同社 は カ ナ ダの デ ー タエ ン トリー端 末 機 器 メ ー カ ーCCIてConsolidated

ComputerInc.)と の 間 で,小 型 コ ン ピ ュー タ,周 辺 端末 機 器 な どに 関 す る 技

術供 与契 約 を締 結 す る ことで 合意 に達 した。 カ ナ ダ 政府 は 国 内 コ ン ピュー タ産 業

の育成 に 力 を入 れ て お り,CCIは そ の対 象 とな って い る国策 メ ー カ ーで あ る。

富 士 通 は フ ァコ ム ・デ ー タ ・ター ミナル を通 じてCCI機 器 を取 り扱 って い る

関係 か ら,CCIの3.5%の 株 式 を有 して い た が,契 約 後 は 富 士通20%,カ ナ ダ

政 府36%,CCI2.5%,そ の 他4L5%の 出 資比 率 に な る。

両 社 の協 定 は取 扱 製 品 の拡 大,協 力 関係 の拡 大 とい う形 で さ らに強 化 され て お

り,CCIは 富 士 通 の小 型 機 か ら周 辺 機 器 に い た る多 様 な製 品 を カ ナダ で 独 占 的

に生 産 販 売 す る こ とに な る。

こ う した動 き と は別 に,巨 大 外 資 の 中 で 純 国 産 企 業Geacは 急 速 な 成長 を とげ

て い る。 同 社 は1971年 に トロ ン トに設 立 され たが,売 上げ が こ こ2年 は連 続 し

て倍増 し,76年4月 の決 算 で は300万 ドル の売 上 規 模 に成 長 した 。

同 社 は い わ ゆ るFM(フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト)サ ー ビス を提 供 し て い る

の だが,成 功 の原 因 は 一 味 ちが ったFMに あ る。 顧 客 の シス テ ム の運 営 ・保 守 の

た め に要 員 を派 遣 す るの で は な く,必 要 な要 因 と と もに ハs－ ド,ソ フ トも提 供 す

るので あ る。 ソ フ トは 各 ア プ リケ ー シ ョン毎 に 開発 し,標 準 パ ッケ ー ジ の開 発 は

して い な い 。

Geacの シ ス テ ム はデ ュアル な い しは それ 以 上 の ミ,ニコ ン をCPUと して用 いて
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お り,オ ンラ イ ン ・トラ ンザ ク シ ・ン処 理 に適 した 各種 周 辺 装 置 構 成 が と られ て

い る。CPUに はH-PのHP2100が 用 い られ てい るが,機 能 を大 幅 に 強 化 す る

OSが 開 発 され て お り,こ の シ ス テ ム は顧 客 の 汎用 機 を リ プ レ ー ス し てい るの で

あ る。

現 在 の と ころ ほ とん どの 構 成 機 器 は外 部 か ら購 入 調 達 され て い るが,マ ル チ プ

レク サ,デ ィス ク ・コ ン トロー ラ,1/0イ ン タ フ ェー ス は独 自に 開発 製 造 し て

お り,CPUに つ い て も開発 が進 め られ て い る。

シ ス テム お よ びサ ー ビスの 提 供 方式 は,装 置,ソ フ ト,FMを5年 契 約 で販 売

す るか,顧 客 が ソ フ トを用 意 しGeacが ハ ー ドを販 売 す る と い う2つ の形 の ど ち

らか が と られ て い る。 直 売 の場 合,.保 守 は5年 契 約 で 行 わ れ る。

な お従 業 員 数 は,カ ナ ダ に60名,英 国子 会 社 に12名 で あ る 。
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2.欧 州 各 国

イ タ リー

市 場

イ タ リー の コ ン ピ ュー タ設 置台 数 は,

ミラ ノの調 査 会 社MetraIndustria

の調 査 に よ れ ば,1974年 の時 点 で,

5,730台 で あ る。 この う ち,小 型 が85

%の4,865台 を 占め,中 型,大 型 はそ

れ ぞれ710台,155台 で あ る。

図 皿 一2-1は,1965年 か らの設

置 台 数 の 伸 び と80年 の予 測,お よ び

74年 か ら80年 に か け て の マ シ ン規 模

別 の台 数 の 伸 び を示 して い る。 中 皿大

型 機 に関 して は大 幅 な増 加 は予 想 され

な いが,小 型 機 は今 後 非 常 に高 い伸 び

を示 す と思 われ る。 これ は,中 小 企 業

の 多 い イタ リー の産 業 構 造 に よ る。 こ

れ ら企 業 は今後 コ ン ピ ュー タ化 を進 め

図 皿 一2-1イ タ リ ー の コ ン ピ ュ

ー タ 設 置 台 数 の 伸 び

lO.eOO

5.eOO

注)一ーーーー一は 予測

る と 予 想 され る が,ま だ コ ン ピ ュ ー タの 浸 透 度 は 低 く,今 後 の 市 場 性 は き わ め て

高 い 。75年 末 の 小 型 シ ス テ ム の ユ ー ザ ー は1,500だ っ た が,さ ら に12,000～

15,000の 潜 在 的 ユ ー ザ ー が あ る と考 え られ る。

ミニ コ ン ピ ュー タ の 伸 び も大 き い 。 ミニ コ ン の 設 置 台 数 は74年 で1,300台,総

台 数 に 占 め る比 率 は18.5%だ っ た が,80年 に は10,000台 に 増 え,比 率 も47.60/・

に も達 す る と予 測 され る 。
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ま た周 辺 機 器 の利 用 も,今 後 の コ ン ピ ュー タ台 数 の 伸 びに と もな って,大 き く

広 が る と予 想 され る。 と くに ポ テ ン シ ャル を もつ の は入 出 力 機 器,タ ー ミナ ル,

記憶 装 置 な ど。

業 種 別 の コ ン ピ ュー タ設置 台 数 と,EDP支 出 額 は,表 皿 一2-3の と お りで

あ る。 製 造,銀 行,卸 小売,政 府 が4大 都 市 とな って い る。

表 皿 一2-1:イ タ リー の生 産 ・輸 出 入 ・消 費実 績 お よ び予測

(百 万 ドル)

大 ・中 ・小 型 コンピゴータ ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ 周 辺 装 置

76年 80年 76 80 76 80

国内生産 1930 343.5 3.8 14.4 89.3 179.0

輸 入 287.9 453.6 15.4 402 61.6 130.2

輸 出 133.2 24α0 0 2.0 68.5 134.0

国内消費 347.7 557.0 19.1 52.6 82.4 175.2

注)国 内消 費額 一国内生産+輸 入 一輸 出

表 皿 一2-2:輸 入 先 一覧(1975年)

大 ・中 ・小 型 コ ン ピュー タ ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ 周 辺 装 置

米 国25.0%

西 独252

仏17.3

英 国14.8

そ の 他177

米 国600%

西 独15.5

仏94

英 国67

その 他&4

米 国3τ0%

西 独18.5

仏15.5

英 国15.2

そ の 他138

100% 100% 100%
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表 面 一2-3:エ ン ド ・ユ ー ザ ー 市 場

(百 万 ドル,台)

EDP支 出

(コンピュータ/周 辺 装 置)
設置台数(74年 末)

1974 1980 ミニ 小 中 大 計

政 府 41.3 902 40 365 80 30 515
,

製 造 1305 36015 580 2130 247 43 2920

銀 行 51.54 942 80 500 120 25 725

保 険 120 274 20 100 29 6 155

卸 小 売 4α0 1100 100 962 55 18 1,135

輸 送 11.0 260 20 107 30 3 160

公共 事 業 79 1&0 30 55 15 5 105

通 信 55 133 100 64 12 4 180

病 院 5.1 125 130 137 15 3 285

教育/研 究 16.15 35.32 150 '165 50 5 370

'

出版/印 刷 44 1α2 20 60 13 2 95

計算 センター 134 321 50 92 29 9 180

()livetti

Olivettiの 首 脳 部 は現 在 「IBMス タ イ ル を注 視 しなが ら トー タル ・オ フ ィ～x

オ ー トメ ー シ ョ ンお よ び小 型 ビジ ネ ス 市場 」 をOlivettiの 進 む べ き道 と して

目 ざ して い る。

欧 州 の 代 表 的 タ イ プ ラ イ タ ・メ ー カー と して の資 力 で,か つ て は 汎用 コ ン ピ ュ

ー タ事業 も手 が けた こ との あ るOlivettiだ が ,1967年 に は早 く も リス ク の 大

きい 本 体 事 業 に 見 切 りをつ け,そ の周 辺 の可 能 性 を選 んで い る。

そ して,60年 代 にお け る事業 多 角化 に伴 う経 費増,製 品 間 の ノ ンコ ン パ テ ィ

ビ リテ ィ,メ カ ニ カ ル製 品 が 主 流 とい った方 向 を打 破 す るた め,70年 代 に 入 る

とす べ ての 面 で の 一新 化 を実 施 して い る。
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この方 針 に そ って,Olivettiは 今 後 続 々 と製 品 を打 出 す 予 定 で あ る。 これ ち

に は,IBMの ミニ プ ロセ ッサ5100へ の 回答 と して ,通 信 機能 を備 えたP-6060

メ モ リ機 能 を強 化 した新 しい ワー ド ・プ ロセ シ ング ・マ シ ンTC-800イ ンテ リジ

ェ ン ト ・タ ー ミナ ル の バ ー ジ ョンが 含 まれ る。 また,ア カ ウ ン テ ィン グ ・シス テ

ムのAシ リーズ も,す で にA5 ,A7に 続 い て,ニ ューメ リ カ ル ・ア カ ウ ンテ ィ

ング ・シス テ ムA4,フ ロ ッ ヒ。一 ・デ ィス クを備 えたA6(メ モ リ容 量ROM11

～18KB ,RAM4KB)が 発表 され て い る。

こ う して近 代 化 を実 行 して きたOlivettiだ が,1975年 の業 績 は,売 上 げ で

は前 年 よ り7.6%伸 びて9億390万 ドル を あげ た もの の,純 益 は 前 年 の480万 ド

ル か ら赤 字 に 転 じて,980万 ドル の欠 損 を出 した。 この理 由 と して同 社 は ,世 界

的 不 況 と生 産 コ ス トの増 大 を あ げ て い るが,1976年 第1・ 四半 期 の注 文 が75年

同期 よ り33%伸 びて い る こ とか ら,今 後 の業 績 は楽 観 して い る。

販売 の や り方 と して は,一 発 必 中 をね ら った ア プ ロー チ を とろ う と して い る。

っ ま り,特 殊 な 製 品 を,そ れ に マ ッチ した特 殊 な ア プ リケ ー シ ョン,特 殊 な業 界 ,

特 殊 な 国 々の 市場 に売 って い こ うと して い る。 た と えば銀 行 市場 を念 頭 に お い て

設 計 したTC-800は,こ れ まで同 市場 に重 点 的 に販 売 して きた が,最 近 は新 市 場

を ね ら ったニ ュー ・バ ー ジ ョン開 発 に と り くん で い る。 また,A5,A7は 日本,

ブ ラ ジル,仏,西 独 市 場 で 成 功 して い る。 オ ー ス トラ リアで は テ ラ 一 夕 ー ミナル

で92%の シ ェ ア を も って い る。

海外 戦略 で,特 に 注 目 され るの は,米 国 市場 で の攻 勢 で あ る。01ivettiが 米

国 市場 で会 計 機 や情 報 処 理 機 器 を マー ケ テ ィン グ して す で に10年 近 くに な るが,

まだ これ らの 製 品 で利 益 をあ げ る まで に は い って い な い 。Olivettiア メ リ カの

目標 と して は,現 在 売 上 げ の16～7%し か な いEDPシ ス テ ム を50%に ま で も

って い く ことで あ る。OliYettiの 支 店 は米 国に100ケ 所 あ り,同 社 の全 製 品 を

販 売 して い る。 主 要 製 品 は,IBMシ ス テ ム32対 抗 のA7小 型 事 務用 シス テ ム で,

す で に150台 の オ ー ダ ー を と って い る。 また 従 来 の 主力 機 器,数 千 台 を売 ったP

-602 ,603会 計機 の 後 続 機 種 と してのA5シ ス テ ム は 月150台 売 れ て い る。 ま
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た,7%の シ ェ ア をIBMが 占 め る銀 行 市 場 に も,

1,000台 を 売 っ た と い う 。

TC-800で 進 出 し て お り,

づ

`
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ス イス

ス イ スの コ ン ピ ュー タ 市場 は,他 の 欧 州 諸 国 に比 べ て静 か な もの とな って い る。

この理 由 と して は,買 取 りに よ る購 入 方法 が64%と 圧倒 的 に 多 い こ とが あ げ ら

れ る。 レ ン タ ル の場 合 と ちが い よ り永久 的 な投 資 とい う こ とに な り,新 しい 機種

の導 入 に は消 極 的 で,現 在 所 有 して い る コン ビ。ユ一 夕の最 大 限 有効 利用 を 目 ざ し

て い る。 この た め メ イ ン フ レー ム市 場 は飽 和 状 態 に近 く,今 後 の伸 び は小 さい と

思 わ れ るが,周 辺 機 器,タ ー ミナ ル に は高 い需 要 があ る。

メ イ ン フ レー ム市場

フ ライ ブル グ大 学 の調 査 に よ る と,ス イスに 設 置 され て い る コ ン ピ ュー タの 台

数 は1975年 半 ば で2,183台,金 額 に して346億 ス イス ・フラ ン(1SF-117円)

で あ る。 設置 台 数 の 伸 び は図 皿 一2-3の とお りで ,ほ とん ど増 えて い な い 。 メ

ー カ ー別 の シ ェア は 図 皿1-2-2の と お り,台 数 で はIBMが46 .9%で ト ップ,

図 皿 一2-2:ス イ ス の コ ン ピ ュ ー タ 市 場 シ ェ ア

ー1975年6月 一

1)台 数2)金 額

Burrough813%

CDC13%
Siemensl.4%
Singerl.9%

2,183台
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次 い でNCR,Honeywell-Bull,

Univacの1頂,金 額 で はIBMが5&2%

次 ぎに多 い の がUnivacの15.0%で あ

る。CDCは 台 数 で は1.3%と シ ェア は

小 さいが,金 額 で は6.0%を 占 め る。

これ を1969年 の 調 査 と比 べ る と,

UnivacとHoneywel1-Bu11が それ ぞ

れ 台 数 で20%か ら9%,17.5%か ら

11.2%へ と減 少 し,一 方NCRは5%

か ら15.6%へ と増加 して い る。ほ か で

はIBMが40/・ の ダ ウ ン,CDCは ほ と

ん ど変 化 な い。

業 種 別 で は,銀 行業 が 一番 大 きい市

場 で,全 体 の台 数 の17.8%を 占 め る。

さ らに金 属 工 業,商 業,行 政 ・教 育 機

関 を合 わ せ る と4業 種 で過 半 数 を 占め

て い る。 図 皿 一2-4に 業 種 別 の 設 置

台 数 を示 す 。

ア プ リケ ー シ ョンで は,財 務用 が も

っ と も,多 く利用 され,給 与 計 算,在

庫 管理,生 産 管 理 が これ に次 い で い る。

タ ー ミナ ル

タ ー ミナ ル の台 数 は1972年 末 に は

1,432台 に す ぎな か った が,

一 ミナ ルの 大 口 ユ ーザ ーは 電 気 ・

(台)

3ρ00

2.000

1,000

図 皿 一2-3 コ ン 』rユタ設 置

台 数 の年 次 推移

1973

図 皿 一2-4

1974 1975(年)

業種別設置台数

比 率

2,183台

1975年 半 ば の 調 査 で は6,991台 に 急 増 し て い る 。 タ

ガ ス ・水 道,運 輸 業 界 で あ る 。 伝 送 の50%は

専 用 回 線 に よ っ て 行 わ れ て い る 。 ま た リ ア ル タ イ ム 処 理 が77.5%を 占 め,リ モ ー

ト ・バ ッチ は6.3%に す ぎ な い 。
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ス イスの 大 企 業 の50%が 近 い将 来 デ ー タ通信 シ ス テ ム を拡 張 す る計 画 を も っ

て い る。 現在 の大 ユ ーザ ー はCreditSuisse社(タ ー ミナ ル数200),Swiss-

air(同800)と い った 会 社 で あ る。 国 際的 規 模 で の テ レ プ ロ セ シ ング は一般的

で は な い が,SwissairとFidesサ ー ビス ・ビ ュー ロ ーが 国 外 に タ ー ミナ ル を

保 有 して い る。

オ ン ラ イ ン ・シ ステ ム に対 す る各企 業 の需 要 は強 く,デ ー タ通 信 は今 後 ス イス

の コ ン ピ ュー タ 市場 の成 長 の 中心 に な る と思 われ る。

小型 事 務用 シ ス テ ム

小 型 事 務 用 コ ン ピ ュ ー タ は2,080台 設 置 され て い る 。 市 場 シ ェ ア はNCRとOli-

vettiが 各16%を も ち,次 い でRUF,Burroughs,Philipsが 各11%,Nix-

dorfとKeinzleが 各5%を 占 め て い る 。

表1皿 一2-4:メ モ リ ・サ イ ズ 別 コ ン ピ ュ ー タ 台 数 一1975年6月

メ モ リ ・サ イズ(Kバ イ ト) 台 数%

～16 88440.5

16～32 55625.4

32～64 24711.3

64～128 1838.4

128～256 1486.8

256～512 924.2

512～1,024 321.5

1,024～ 411.9

計 2,183100.0
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'表 皿
一2-5:価 格 ク ラ ス 別 コ ン ピ

ュ ー タ 台 数 一1975年6月

価格 クラス(百 万 スイス フラン) 台 数%

～0 .5 87940.3

0.51～1.0 59827.4

1.01～2.0 30714.1

2.01～3.0 1366.2

3.01～4.0 1275.8

4.01～5.0 1366.2

5.01～

計 2,183100.0

＼ 表 皿1-2-6:購 入 方 法 別台 数

メ ー カ ー レ ンタ ル 買 取 不 明 計

IBM

Honeywell-Bull

Univac

NCR

そ の 他

366286371

3715256

714545

43173124

9021771

1,023

245

197

340

378

小 計 543973667 2,183

4

●
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オ ー ス トリア

ウ ィー ンに あ る米 国大 使 館 の 調 査 に よれ ば1975年7月1日 現 在 で,オ ー ス ト

リアに は汎 用 コ ン ピュー タが837台,プ ロセ ス ・コン トロー ル用 コ ン ピ ュー タが

361台,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タが6,844台 設 置 され て い る。 金 額 に して そ れ ぞれ5

億3,500万 ドル,2,500万 ドル,1億7,300万 ドル で あ る。

同 大 使 館 に よ る と市場 は まだ飽 和 に は ほ ど遠 く,し たが っ て コ ン ピ ュー タ会 社,

と くに周 辺 機 器 メ ー カに と って大 き な セ ー ル ス の可 能 性 を もつ 市場 とい う。

現 在 オー ス トリ アに設 置 され て い る コ ン ピ ュ ータ お よび関 連 機 器 の90%ま で

が 米 国籍 メー カ ーの 製 品で 占め られ て い る 。 た だ し,そ の う ちの大 部 分 は 欧 州 の

工 場 で 作 られ た もの で あ る。

ま た大 使 館 に よ る と,長 ら く少 数 の ハ ー ドウ ェア ・メ ー カー に独 占 され て き た

オ ー ス ト リア市場 も,だ んだ ん 多 数 の周 辺 機 器 メー カー を受 容 す る方 向 に向 か っ

て い る とい う。

国産 のEDPメ ー カー は1社 だ け あ るが,こ れ も米 国の周 辺 機器 メ ー カ ー の 子

会 社 で あ る。

'

ふ
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スペ イ ン

米 国 の調 査 会 社IDCに よ る とス ペ イ ンの コ ン ピュー タ設 置台 数 は1975年 末現

在 で2,515台,金 額 に して6億2,000万 ドル とみ られ る。

一方 ,ス ペ イ ンのInstitutodeIndustria}こ よ る と,1975年 末 で ミニ コ ン

ピ ュー タ を除 い て2,254台 とい う。 これ は1973年 の1,420台 に比 べ て急 激 な 伸び

で あ り,欧 州 で最 高 の市 場 成 長 率 を示 してい る。 現 在 の 伸 び か ら予 想 す る と1980

年 に は5,600台 に達 す る とみ られ る。

ス ペ イ ンの コ ンサ ル タ ン ト会 社Syscomに よれ ば,ハ ー ドと ソ フ トの比 率 は50

50で,75年 の ハ ー ド市場 は1億5,000万 ドル で あ った こ とか ら,ソ フ ト市 場

も同 じ位 の規 模 を もつ とい う。 ま た ソ フ ト市 場 の伸 び は ハ ー ドの 伸 び を急 速 に 上

回 りつ つ あ る とい う。

な お,現 在 ス ペ イ ンで ソ フ ト ・サ ー ビス を してい る のは大 部 分 が 米 国の 本 体 メ

ー カ ーで ,独 立 の ソ フ トウ ェア会社 は きわ め て少 な い。

デ ー タ通信 事 情

ス ペ イ ンの 通 信 サ ー ビスは,半 官 半 民 のCTNEお よ び スAOイ ンPTTの 二 者 か

ら提 供 され てい る 。

CTNEは1972年 か らパケ ッ ト交 換 ネ ッ トワ ー クCTNEネ ッ トの サ ー ビス を開

始 し て い る 。'

これ は1968年 に大 手 の銀 行 が1,000台 以 上 の 端 末 か らな る ネ ッ トワー ク の 構

想 を発 表 した こ とが契 機 とな ってい る。 す な わ ち,CTNEは こ う した 直接 の需要

を意 識 して い た わ け で あ る。

現 在,CTNEの 交 換 ノ ー ドは マ ドリ ッ ドとバ ル セ ロナ に置 か れ て お り,ノ ー ド

・プ ロ セ ッサ ー と して はUNIVAC418が 採 用 され てい る。 ノ ー ドは,1980年 ま

で には さ らに4っ 追 加 す る こ とが予 定 され て い る。 また,回 線 ス ピー ドは現 在,

4.8Kbpsが サ ー ビス され てい るが,こ れ は 間 もな く9.6Kbpsに ア ッ プ され る予 定
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で あ る。 パケ ッ トは最 大256バ イ トで,迂 回 ル ー テ ィ ングが採 用 され て い る。

現 在 提 供 され て い る主 な サ ー ビスは,リ ア ル タイ ム ・サ ー ビス,バ ッチ ・サ ー

ビス お よ び メ ッセ ー ジ交 換 サ ー ビスの3種 類 で あ る。 料金 制 は,定 額 制 と従 量 制

を併 用 して お り,端 末 とター ミナ ル ・コ ンセ ン トレ一 夕間 に は距 離 に基 づ い て,

一定 料 金 が 課 せ られ る
。 また従 量 制 で ほ,サ ー ビス ・タ イ プ,時 間 帯,位 置 な ど

の要 因 を加 味 して デ ー タ量 に基 づ く料金 が課 せ られ るよ うに な って い る。

現 在CTNEネ ッ トに は1,279台 の タ ー ミナ ル お よ び コン ピ ュー タが 接 続 され て

い る。

CTNEは この ほか に 専用 デ ー タ通 信 回 線 を9,532回 線 有 し て お り,さ らに 別 の

メ ッセ ー ジ交 換 サ ー ビス を400ケ 所 で 実 施 して お り,欧 州 の デ ー タ通 信 の最 先 端

を行 って い る。

マ ドリ ッ ドのA・E・Anderson&Associatesの 行 った ス ペ イ ン通 信 市 場 調 査

に よれ ば,1975年 の 通 信 市場 規 模 は3億8,000万 ドル で,こ の うち90%は 国産

で まか な って い る とい う。 な お国 産 メ ー カー の大 部 分 は多 国 籍 企 業 の子 会 社 で あ

る。通 信 機 器 の最 大 の 買 い手 は や は りCTNEで,85%を 占 め る。

ター ミナル の台 数 は1975年 か ら毎 年 平 均25%増 え続 け る と予 想 され,1980

年 に は2万 台 に達 す る とみ られ る。 コ ン ピュ ー タ ・ユ ーザ ー が リモ ー ト ・タ ー ミ

ナ ル 利用 に 切 り換 え る傾 向 が 大 き くな って い る ため で あ る 。
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ベネルクス3国

ベ ネ ル クスは,1948年,ベ ネ ル ク ス経 済 連合 と して,オ ラ ン ダ,ベ ル ギ ー,

ル クセ ン ブル グの3国 が 結 合 し て 以来,労 働 力 の 交流,内 部 で は パ ス ポ ー トや 関

税 を不 要 にす る こ と,移 住 の 自 由化 な ど を実 施 し,強 い 結 び つ き を誇 って い る。

またEC(欧 州 共 同体)の 心 臓 部 に あ た る上,人 口 密度,生 活 水 準 と もに 高 く,

魅 力 的 な市 場 を形 成 して い る。

ハ ー ドウ ェア市 場

1.オ ラ ン ダ

欧 州 最大 の 貿易 港 ロ ッテ ル ダム をか か え,数 社 の 巨大 な 多 国 籍 企 業 の 本 社 を も

ち,欧 州 の 中 で は比 較 的安 定 した 活発 な経 済 活 動 を続 け て い る国 オ ラ ンダの コ ン

ピ ュー タ市場 は ダ イ ナ ミ ックな 市場 で あ る。
4

RoyalDutch-She11,Unileverを は じめ とす る巨大 企 業 は 大 型 シス テ ムの

大 ユ ーザ ー とな って お り,大 型 コ ン ピ ュー タの 割合 は32%と きわ め て 高 い(表

皿一2-7)。 ちな み に西 独,仏 は25%,ベ ル ギ ー は17%,英 国 が34%で あ

る。 大 型 シ ステ ム は また 最 も成 長 率 の 高 い市 場 で,1974年 の設 置 金 額 の 伸 び は

34%を 示 した 。

伝 統 的 な大 規模 バ ッチ処 理 が 強 い オ ラ ン ダだ が,分 散処 理 に 対 す る関 心 も強 ま

ってお り,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タお よ び小 型 事 務 用 コ ン ピ ュー タ,イ ン テ リジ ェン

ト ・タ ー ミナル の 伸 び率 は 大 型 シス テ ム に次 い で い る。

メ ー カ ー別 シ ェ アは やは りIBMが ト ップだ が,そ の 割 合 は 欧 州 で は英 国に次 い

で低 い 。一 方HoneywellBull,Univac,CDCは 比 較 的 大 き い シ ェ ア を もつ

(表 皿1-2-8)。 ま た,購 入 に際 して,国 産 や 欧 州 メーカー を優 先す る よ うな心

情主 義 は み られ な い。
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表 皿1-2-7オ ラ ン ダ の コ ン ピ ュー タ設 置 状 況

台 数
置 金 額

100万 ドル % 74年 の成長率

ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ

小 型 事 務 用 コ ン ピ ュ ー タ

(月 間 レ ン タ ル 料2,500ド ル 以 下)

小 型 コ ン ピ ュ ー タ

(同2500～1万 ドル)

中 型 コ ン ピ ュ ー タ

(同1～4万 ドル)

大 型 コ ン ピ ュ ー タ

(4万 ドル 以 上)

1,306

549

1,001

341

87

51.5

424

1848

300.5

276.9

6.0

5.0

2ユ.6

35.1

32.3

23.5

17.4

6.7

&9

342

計 3284 856.1 1000 16.8

1975年1月1日 現 在

2.ベ ル ギ ー/ル クセ ン ブル グ

ベル ギー は,仏 語 と フ ラマ ン語 を使 う地 域 に わ かれ てお り,そ の文 化 的 相 違 は

大 き く,あ た か も別 の 国の よ うで もあ る。

その コ ン ピ ュー タ化 は比 較 的 慎 重 で あ る。 ベ ル ギ ー とル クセ ン ブル グを あ わせ

た 人 口は1,014万 人(う ち後 者 は34万 人)で オ ラ ンダの80%だ が,コ ン ピュー

タの 設 置金 額は オ ラ ンダの68%に す ぎな い。 そ して,小 ・中 型 シ ス テ ムの 割 合

は オ ラ ン ダに比 べ てか な り大 きい が,大 型 シス テ ムの 割 合 の 低 さは 欧 州 で も最 低

の 部類 に 属す る。 しか し,オ ラ ン ダ同様,大 型 シス テ ム部 門 は きわ め て成 長 率 の

高 い 部 門 に な って い る(表 皿 一2-9)。

仏 との 結 びつ きは 伝 統 的 に 強 く,こ れ は ミニ ・コン ピュー タ市 場 にお け るCII

の24%と い うシ ェ ア とな っ て あ らわれ て い る(表 皿 一2-10)。 しか し近 年 で は

仏 の 影 響 も減 少 して い る。

国産 メ ーカ ーは1社 しか な い。 これ は小 さい ター ミナル ・メ ー カ ーSAITで,

VDUをf乍 ってい る。

ベ ル ギ ー政府 は1970年 か ら海 外 の コ ン ピュー タ ・メー カ ーの 工 場 誘 致 策 を積
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表 皿 一2-8オ ランダ の メー カー 別 コン ピュータ 設 置 状 況

1

ふ
O
N
ー

1)汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

メ ー カ ー
設 置 金 額

`

台数
100万

ド ル
%
74年成

長率%

1.IBM 915 415.4 51.6 18.0

2.Honeywe11-Bul1{注1 428 84ユ 105 5.5

CII 1 07 0.1 一340

RankrXeroxi 3 1.5 0.2 27.2

3Univac 181 66.4 8.3 37.5

4Siemens 33 27.6 34 221

5・Phili興

＼

80 75.1 93 34

6.Burroughs 90 3&2 4.7 15.4

7.CDC 21 4&9 6.1 6.4

8.NCR 89 21.1 26 221

9.ICL囲 44 16.0 20 44.6
.

Singer 30 3.5 0.4 20.0

10MAIBasicFour 51 23 03 104.0

11.DEC 2 1.3 0.2 1000

12Nixdorf 5 04 0.1 66.7

計 1,978 804.6 100.0 16.4

(2)ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ

設 '置 金 額

メ ー カ ー 台数
100万

ド ル %
74年成

長率%

1.Philips 497 16.8 32.5 509

2DEC 504 13.7 26.6 1&7

3.IBM 30 4.5 &8 15.0

4Siemens 22 3.2 6.1 130

5.CII(SEMS) 2 0.3 0.5 0.0

6.CDC 33 3.1 6.0 一1
.5

7.Honeywel1 39 25 4.8 7.5

8.Ferranti 6 1.1 2.1 α0

9.Mergenthater(Eltra) 22 07 1.4 4.1

1(1Varian 55 1.4 27 3&5

11.AEG-Telefunken 6 1.6 3.0 00

12GEC-ElliottAut一 3 03 0.5 一3&5

omation

13.GeneralAutomation 1 00 00 0.0

計 1,306 51.5 1000 23.5
'

囲1.

2.

3.

1975年1月1日 現 在

Honeywell-BullはCIIとRank-Xeroxの カ ス トマー ・ベ ース を1976年7月1日 に ひ き つ い だ 。

ICLはSingerの 欧 州 ベ ー ス を1976年10月1日 に 吸 収
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表 皿 一2-10:ベ ル ギ ー お よ び ル クセ ンブル グの メーカー 別 コンピュータ 設 置 状 況

1

±
O
ω
ー

(1)汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

メ ー カ ー 台数
設 置 金 額
100万

ド ル
% 74年成
長率%

1.IBM 683 3108 563 6.0

aHoneywe11-Bul1(注) 351 64.8 11.8 一23 .8

CII 3 4.0 α7 1220

RankrXerox 一 一 一 －

aUnivac 119 31.7 5.8 31.3

4.Siemens 68 66.9 121 33.4

5.Philips 21 17.2 3.1 35.6

6.Burronghs 61 34.7 6.3 61.6

7.CDC 4 7.0 1.3 99.2

&NCR 23 5.7 10 一248

9.ICL 12 2.9 05 一35 .6

Singer 32 38 0.7 28.0

1αMAIBasicFour 16 07 01 77.8

11.DEC 1 06 0ユ 00

12Nixdorf 8 α1 α1 166.7

計 1,402 551.6 100.0 8.5

'

(2)ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ

メ ー カ ー 台数
設 置 金 額
100万

ド ル
% 74年成
長率%

1.Philips 50 20 5.8 31

2.DEC 234 49 14.2 3&3

3.IBM 38 5.7 16.4 一37

4.Siemence 38 5.5 15.9 15.6

5.CII(SEMS) 61 &2 237 一6
.0

6.CDC 16 1.3 3.7 1652

7.Honeywell 6 0.3 08 200

8.Ferranti 5 1.3 38 75.6

9.Mefgenthaler(Eltra) 40 1.5 44 31.3

10Varian 25 07 2.0 26.4

11.AEG-Telefunken 3 01 04 00

12..GEC-ElliottAu一 6 13 38 00
tomation

13.GeneralAutoma一 61 1.5 44 512

tion

計 588 346 1000 125

囲1.

2.

3.

1975年1月1日 現 在

Honeywell-BullはCIIとRank-Xeroxの カ ス トマー ・ベ ース を1976年7月1日 に ひ きつ い だ 。

ICLはSingerの 欧 州 ベ ー ス を1976年10月1日 に 吸 収



表 皿 一2-9:ベ ル ギ ー お よ び ル ク セ ン ブ ル グ の コ ン ピ ュ ー タ設 置 状 況

台 数
設 置 金 額

100万 ドル % 74年 成長率

ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ

小 型 事 務 用 コ ン ピ ュ ー タ

(月 間 レ ン タ ル 料a500ド レ以 下)

小 型 コ ン ピ ュ ー タ

(同a500～1万 ドル)

中 型 コ ン ピ ュ ー タ

(同1～4万 ドル)

大 型 コ ン ピ ュ ー タ

(4万 ドル 以 上)

588

379

696

294

33

34.6

3α9

131.5

2872

1021

5.9

5.3

22.4

500

17.4

12.5

-1 .5

-74

4.2

71.5

計 1,990 5862 100.0 8.7

1975年1月1日 現 在

極 的 に と り,SiemensとPhilipsと の 交 渉 に 成 功 した 。Siemensは リエ ージ

ュに組 立 工 場 をた て るか わ りに,ベ ル ギ ー政 府 の 注 文 の50%を 約 束 され,こ の結

果1975年 初 めに は ベ ル ギ ー市 場 で12%の シ ェア を もつ に い た って い る。しか し

Philipsの 方 は,Unidata7.720を その ベ ル ギ ー子 会 社MBLEで 開発 製 造 す る

す る見 返 りに ベ ル ギ ー政 府 の オ ー ダ ーの40%を 獲 得 す るは ず だ った が,こ の 計

画 はPhilipsのUnidata撤 退 に よ ってつ ぶ れ て しま った 。

～

Philips

ベ ネ ル クス 随一 の コ ン ピ ュー タ ・メ ー カー は オ ラ ン ダのPilipsの デ ー タ シ ス

テ ム ズ部 門 で あ る。頑 固 で感 情 に 流 され な い オ ラ ン ダ式 商法 はPhilipsの 歴史に

よ くあ らわ れ て い る。

1.歴 史

欧州 の トップ ・エ レ ク トロニ クス ・メ ー カ ーで あ り,十 分 な資 力 とエ レ ク トロ

ニ クスの 豊 富 な経 験 を もったPilipsが コ ン ピ ュ ー タ 事 業 に の りだす の は,い わ

ば 当然 の 方 向 で あ った 。 この決 定 が な され た の は1962年 だ ったが,そ の後 の過
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程 は きわ め て慎 重 で あ る。

Pilipsの コ ン ピ ュー タ事 業 は4本 の 柱 を中 心 に 進 め られ た 。 それ は① 汎 用 コ

ン ピ ュー タP1000(オ ラ ン ダの メ ー カーElectrologica社 の 買 収 に よ る)② オ

フ ィス ・コン ピ ュー タP350(西 独 のSiemag社 買 収 に よ る)③ ミニ ・コ ン ピュ

ー タP9200
,P800M(仏 のHoneywe11-Bul1と の ライセ ン ス契 約 に よ り仏 国 内

で 製 造)④ バ ンキ ン グ ・タ ー ミナ ルPTS6000(ス ウ ェー デ ンのSvenska社 の買

収 に よ る)と い う,1966年 か ら73年 に か けて行 われ た 買 収 あ るい はライセ ンス

協 定 を もとに した4つ の 事 業 で あ る。

この うち① の汎 用 コ ン ピ ュー タ をの ぞ く3事 業 は 順 調 に進 ん だ 。 た とえ ば,西

独 で生 産 され たP350オ フ ィス ・コ ン ビ。ユー タは1969年 の発 表 以 来2万 台 以 上

を売 った し,ス ウ ェー デ ンで 作 られ るPTS6000銀 行 テ ラ ー ・ター ミナル は1973

年 以 来1万 台 以上 を売 上 げ て な お6,000台 の発 注 を受 けて お り,ト ッ プ ・メー カ

ーのDatasaabと 首 位 争 い を展 開 して い る
。 ま た仏 で 作 られ る ミニ ・コ ン ピ ュー

タはPhilips内 部 向 けだ が,オ ラ ン ダの ミニ ・コ ン市場 の32%の シ ェ アを もつ 。

しか し,オ ラ ンダの アペ ル ドル ンで作 られ たPlOOO汎 用 コ ン ピ ュー タ は1969

年 か ら74年 の 間 に わず か200台 しか売 られ てお らず,し か もその 半 分 はPhil-

ipsグ ル ー プ 内で あ った 。 当然 この よ うな小 さい カ ス トマ ー ・ベ ー スで は 研 究 開

発 費 を支 え るに は 不 十 分 で,完 全 な 製品 ライ ン をそ ろえ る意 味 か ら も,Philips

はUnidataに 参 加 す るこ とを決 定 し(1972年),IBMコ ンパ チ ブル の7.OOOシ

リー ズ開 発 プ ロ ジ ェク トに加 わ った わ けで あ る。

しか し,周 知 の よ うにPhilipsは1975年9月 に はUnidataを 脱 退 し,汎 用 コ

ン ピ ュー タ 事業 か ら手 を引 い た 。 この 理 由 として は,仏 のCIIがHoneywe11-

Bullと 合 併 した こ と,西 独 のSiemensと お りあわ なか った こ と等 が と りざ た さ

れ たが,結 局 の理 由は 同社 の い う"わ が 社 が コ ン ピ ュー タを売 るの は 栄 光 の た め

で は な く,利 益 の た め で あ る"と い うこ とだ ろ う。

7.000シ リー ズ が 対象 と した 小 一中 型 シス テ ム市 場 は1974年 に は 明 らか に横

ば い だ った し,Philipsが 受 け もった ベ ネル ク スや 北 欧のIBMユ ー ザ ー は,

-405一



7.000に コ ンバ ー トす るの を断 った 。 こ うし て7.000シ リー ズ か らは 利 益 が 得 ら

れ な いと 判 断 した 時PhilipsはUnidata撤 退 を決 め た わ けで,現 在 アペ ル ドル

ンの か つ ての7.720の 工 場 は,P450オ フ ィス ・コ ン ピ ュ ー タの生 産 に き りか え

られ て い る 。

2.改 革

汎 用 事業 か ら撤 退 したPhilipsは その 後組 織 を改 編 し,コ ン ピ ュータ産業の変

化 の 方 向 に そ って 小型 シ ス テ ムに 主 力 を向 け,着 々 と歩 を進 め て い る。 同時 に こ

れはPhilipsが 以 前 か ら も っ と も得 意 と して きた 分 野 で あ る。

1969年 以 来 汎用 事 業 で 失 った金 額 は5億 ドル前 後 に な る とい わ れ,1975年

はPhilips全 体 で6.500万 ドルの 税 引 前 欠 損 を 出 した が,汎 用 シス テ ム 事業 を手

ば な した後 の76年 の 業 績 は 好 調 で,上 半期 の売 上 高 は前 年 同期 の17%増 とな っ

ている。

小 型 シス テ ム 事 業 で は,ま だ 利 益 をあげ る まで に は至 って い な いが,そ れ で も

"わ ずか な 赤字"に と ど ま
って い る と い う。会 社 側 で は,1976年 デ ー タ ・シス

テム ズ部 門で 損益 分 岐点 に も ちこみ,77年 には 利益 を あげ る予定 で い る。

デ ー タ ・シス テ ム ズ部 門 の 改 編 は 以 下 の 方 向で 進 め られ て い る。 ① 製 品 ご とに

細 分 化 され て い た マ ー ケ テ ィン グ組 織 の一 本 化② 製 品 ラ イ ンの検 討 ③ 開 発 生 産組

織 の 柔軟 化 。

製 品 ライ ンは,① オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ② バ ンキ ン グ ・タ ー ミナ ル③ デ ー タ

入 力 装 置④ ミニ ・コ ン ピ ュー タ を柱 に して い る。

この根 底 に あ るの は分 散 処 理 ネ ッ トワー ク思 想 で あ る。 か つ て は中 一大 型 機 が

市 場成 長 の 中 心 だ った が,最 近 で は 小型 機 を使 用 した分 散 処 理 シス テ ムが 市 場 の

主 な 流れ とな ってお り,Philipsは この 市場 に力 を結 集 し よ う とい うの で あ る。

戦 略 の 中 心 に な るの は オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ ・シ リー ズで あ る。 も と もと オ

フ ィス ・コ ン ピ ュー タは デ ー タ ・シス テ ム ズ部 門 の 収 入 の80%を あ げ る最 大 の

事 業分 野 で あ る。1969年 に 発 表 され たP350は27ケ 国25,000台 と,Burroughs,

NCRに 次 ぐ シ ェ アを も って い る。
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1976年 に はP350とP450の 中 間機 種16～64Kバ イ トのP410が シ リー ズ

に 追 加 され,IBMの シ ステ ム32を は じめ とす る対 抗 機種 と競 合 して ゆ く こ とに

な ろ う。

また 最近,Philipsは ユ ー ゴス ラ ビ アと合 弁 事 業 をす るこ とを決 め た 。第2次

大 戦 前 に は東 欧 各地 に子 会 社 を も って いたPhilipsだ が,そ の 後 は 東 欧 の共産 化

に と もない完 全 撤退 した形 に な って いた 。

今度 の 進 出 は,ユ ー ゴス ラ ビア政 府 とPhilipsが 共 同で ユ ー ゴの リュブ リアナ

にlskra社 とい う合 弁 会 社 を設立,オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タのP300,350,400,

450の 組 立 をす るこ とで 合 意 して い る。

サー ビス 市 場

多 国籍 企 業 やEC(欧 州共 同体),国 際 司 法裁 判 所 を含 む各 政 府 機 関 が 集 中 し

て い るベ ネ ル クス は,サ ー ビス会 社 に と っ て豊 か な 市 場 とな って い る。

ベ ネル クスの コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス 産 業 の規 模 は お よ そ1億 ポ ン ドで ,さ ら

に年 間20%程 度 の 成 長 を続 け て い る。

この う ち,オ ラン ダが 約70%と 最 大の シ ェ アを もつ 。デ ー タ処 理 サ ー ビス と

ソ フ トウ ェア ・サ ー ビスの 比 率 は ほ ぼ 同 じで あ る。

サ ー ビス を提 供 して い るの は他 の 国 同様,ハ ー ドウ ェア ・ メー カー,サ ー ビス

・ビュー ロー ,ソ フ トウ ェ ア会 社 な どで あ る。

専 門 の サ ー ビス会 社 の 団体 と して,オ ラ ンダ で はCOSSOが あ る。 メ ン バ ー は

21社 で,EDP要 員数 は3,000を 超 え る。

ベル ギ ーで は サ ー ビス 団体 の 力 は それ ほ ど大 きい もので は な く,大 手20社 を

含 む100余 りの サ ー ビス会 社 の うち,わ ず か7社 の み がINSIEAと い う団 体 に

加 盟 して い る。

な お オ ラ ン ダで もベ ル ギ ーで も,大 手 サ ー ビス ・ ビューロ ーの ほ とん どは 独 立

系 で は な く,金 融 機 関 な どが所 有 して い る もの で あ る。

サ ー ビスは イ ンプ ッ ト ・サ ー ビスか らタ イ ム シ ェ ア リング ・サ ー ビス に い た る
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まで な され て い るが,全 部 の サ ー ビス を提 供 して い る会 社 は わず か で あ る。 イ ン

プ ッ ト ・サ ー ビス あ るいは タ イ ム シ ェア リン グの み を行 う専 門会 社 を除 く と,ベ

ネ ル クス に は約20の 主 要 会 社 が あ る 。 この う ち,40%は ソ フ トウ ェ ア会 社 で,

60%は ソ フ トウ ェア/デ ー タ処 理 会 社 で あ る。

全 般 的 な傾 向 と して以 下 の こ とが み とめ られ る。

・ソ フ トウ ェ ア市場 で は,他 の 国 に比 べ て,特 殊 パ ッケ ー ジ よ り もズ タ ン ダー ド

・パ ッケ ー ジを求 め る傾 向 の 方 が 強 い。

・バ ッチ が 主体 の ビ ュー ロー も,徐 々に オ ンラ イ ン/リ モ ー ト ・バ ッチ ・サ ー ビ

ス に切 りか え つ つ あ る。顧 客 も この 型 の サ ー ビス を求 め て い る。

・デ ー タ処 理 サ ー ビスの 需 要 は,一 般 の雇 用 状 況 を反 映 して い る。DP要 員 を社

内 で 雇 うこ との で きな い ユ ー ザ ー は外 部 サ ー ビス に頼 る 。

θ

ソ フ トウ ェア市 場

ベ ネ ル ク スの ソ フ トウ ェア市場 は密 度 が 濃 く,豊 かで,ソ フ トウ ェア を受 け入

れ る力 が 強 い 。 市場 は 英,米,仏 の 会社 が 独 占 して い る。

オ ラ ンダは と くに活 気 が あ り,し っか りした ソ フ トウ ェ ア市 場 を生 み 出す 要 素

をそ ろ え てい る。 ロ ッテ ル ダム とい う大 貿 易 港 を背 景 に,数 多 くの 国 際企 業 をか

か え,ま た現 実 的 な オ ラ ン ダ式 経 済 感 覚 は 外 部 サ ー ビス の利 用 に 向 い て い る こ と

が あ る。 ま た経 済 も,欧 州 の 中 で は も っと も強 い部 類 に 入 る。

こ うい った環 境 は 競 争 を呼 び,40に の ぼ る ソ フ トウ ェア会 社 が オ ラ ン ダ に は

存 在 す るが,そ の 半 分 は外 国 か ら進 出 した 企 業 で あ る。

一 方 ,ベ ル ギ ーは,本 質 的 に は サ ー ビス を好 ま な い国 だ とい え る。

ソ フ トウ ェ ア会 社 の 売 上 高 は6億 ベ ル ギ ー ・フ ラン ほ どに な る。売 上 げ の う ち

わ け は,55%が 民 間 か ら,35%が 公 共 部 門 か ら,10%が ザ イ ール,ア ル ジ ェ

リア な ど海外 へ の 輸出 か らあが って い る。

ま た ベ ル ギ ーで は,各 地 方 に あ る9つ の 公 共 地 域 サ ー ビス ・セ ン タ ーが 大 きな

力 を もち,公 共 部 門の サ ー ビスは こ こでか な りの 部 分 が 行 われ てい る。
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曳

`

TSS市 場

集 中 す る 国 際 機 関,政 府 ・地 方 自 治 体,流 通 業,運 輸 業,銀 行,製 造 業 な ど を

ね ら っ て,ベ ネ ル ク ス に は 欧 米 の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ネ ッ ト ワ ー ク が 多 数 進 出

し て い る 。

1975年 のTSS市 場 規 模 は,600万 ポ ン ド。国 が 小 さ い だ け に 大 き い 規 模 と は

い え な い が,欧 米TSSネ ッ トワ ー ク の ほ と ん ど が 進 出 し,激 し い 競 争 を 演 じ て い

る 。

現 在 こ の 市 場 に 参 入 し て い る 企 業 に は,Honeywell-Bu11とGeneralTime

ShareのGEMarkmを は じ め,IBM,Cyphernetics/TSL,CDC,Atkins,

Comshare,Intersystems,UCC,ContinentalComputing,CEGOS-Tym-

shareが あ り,ま っ た く の 乱 戦 もよ う と な って い る 。

と こ ろ が,こ こ3年 ば か りは,TSSの 伸 び が 期 待 に 反 し て 鈍 化 し て い る(表

皿 一2-11)。

表 皿 一2-11:ベ ネ ル ク ス のTSS市 場 成 長 率

1973 1974 1975 1976

オ ラ ンダ

ベ ル ギ ー

英 国

15%

25

35

25%

20

30

34%

27

30

30%

20

35

1976年 は 予 測

表 皿 一2-12:TSS市 場 規 模

(単 位100万 ポ ン ド)
●

◆

1972 1973 1974 1975 1976

オ ラ ン ダ

ベ ル ギ ー

計

1.7

1.5

3.2

1.9

1.8

3.7

2.4

2.2

4.6

3.2

2.8

6.0

4.2

3.4.

7.6

1976年 は 予 測
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例 えば 英 国で のTSSの 平均 伸 び率 は30～35%と い う高 い 伸 び率 を示 して い

るに もか か わ らず,ECの 本 部 を もつ ベ ル ギ ーで は73年 以 降20～27%で 推 移 し

て い る。

米 国 を除 い てTSSが も っと も普 及 して い る とされ るベ ネ ル ク スで の この数字 は

大 きな意 味 を もつ 。

1975年 の 調 査 に よ る と,TSSを 利 用 して い る企 業の 半 数 がEDP支 出 の95%

をTSSに 投 入 して い る。これ らTSSを 広 く利 用 して い る企 業 は,そ の ほ とん どが

大型 の 社 内 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの ユ ーザ ー で あ る。

TSSの,予 測 を下 回 る伸 びの 理 由 と して 考 え られ る こ とは,ミ ニ ・コ ン ピ ュー

タの 導 入 で あ る。 ユ ー ザ ーに と って,言 語 や 文 化 上 の 相 違,法 律 体 系,会 計 方 式

な どの ちが う遠 い海 外 の シ ステ ム を利 用 す る こ とに は やは り抵 抗 感 が あ る こ とか

ら,自 社 で ミニ ・コ ン を導 入 す る動 きが 急 速 に 強 ま って い る。

しか し,TSS業 者 もさ ま ざまな対 抗 戦 略 を う ちだ して い る。

その1つ は,そ れ ぞれ の 国 内に コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ーを設 置す る動 きが 出 た

こ とで あ る。 た と えばGEは アム ス テル ダ ムに 情 報 処 理 セ ン ター を設 け,77年 第

1四 半 期 か ら商業 営 業 を 開 始す る予 定 で あ る。 この セ ン タ ーは 同社 の3番 目の セ

ンタ ー とな り,米 国 内 に あ る2ケ 所 の セ ン タ ー と直 結 され る。

これ は,各 国 それ ぞ れ の 独 自の情 報 につ い ては 国 内で 処 理 し,大 デ ー タベ ー ス

の ア クセ ス が必 要 な場 合 は ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ を 倒せ る とい う考 え方 で あ る。

これ な ら,海 の 向 こ うの シ ス テ ム とい う心 細 さは解 消 で き る し,各 国 の 国情 に あ

った サ ー ビス を提 供 で き る。

第2は,国 際 的 イ ン フ レー シ ョン を加 味 した 在庫 管 理,原 料 管 理 ・ 財務 管理 な

ど高級 な パ ッケ ー ジ を提 供 す るこ とで あ る。
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ス ウ ェ ー デ ン

市 場 概 要

ス ト ック ホ ル ム の 調 査 会 社SwedishMarketInformationに よ れ ば,コ ン ピ

ュ ー タ の 設 置 台 数 は1975末 で 約2,900台 で あ る 。 この う ち ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ

が2,000台,小 型 機 が600台,中 型 が200台,大 型 が100台 を 占 め る 。

汎 用 機 の メ ー カ ー 別 シ ェ ア は 図 皿 一2-5の と お り,IBMが56%と 他 を 圧 倒

し て お り,Univacの12%が こ れ に 次 い で い る 。

●

表1皿 一2-13はSMLに よ る1975年 の産 業 分 野 別 のEDP機 器 支 出 額 お よび

1980年 の 支 出 予 想 額 で あ る。

図 皿 一2-5:汎 用 コンピュータの メーカ 麦 田 一2-13:産 業別EDP機 器支 出
一別 シェア ー1975年 末 ,金 額 ベ ースー(単 位:100万 ドル)

O内 は100万 ドル

Stansaab1%(6)

NCR1%(6)

Siemens2%(13)

CDC2%(13)

6%(39)

Saab(42)
'6%

12%

(77)計6億4
,300万 ドル

1975年 支 出 1980年 予想額

政 府 179 21.4

製 造 500 71.0

銀 行 100 100

保 険 100 11.0

小 売 70 21.0

運 輸 95 143

電気 ・ガス 48 98
樋
通 信 50.0 5α0

医 療 95 190

印刷出版 60 1ao

・政 府 一分 散 処 理 と集 中 処 理 を 併用 す る計 画 で,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タに対 す る需
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要 が 多 く生 まれ よ う。

・製 造 …・事 務 管 理 に は す で に68%の 企 業がEDPを 利 用 して い るが,生 産管 理 面

で の利 用 は まだ12%に す ぎず,多 くの企 業 が この面 の 開発 利 用 を今 後 の中 心 と

して い る。 ま た企 業 の3分 の2は サ ー ビス会 社 を利 用 して い る。設 置 台 数 は ミニ

600,小 型280,中 型220,大 型24台 。

・銀 行 ・…14の 商業 銀 行 と220の 貯 蓄銀 行 が あ る。 設置 台 数 は ミニ14,小 型6,

中 型6,大 型10台 。

・保 険 ・…主 要 な保 険会 社 は32あ る。EDP支 出の 伸 び は 低 い 。

・小 売 ・…設 置台 数 は ミニ が60台,大 型 が6台 。

・運 輸 …・民 間 航 空 委 員会 は1980年 まで にSturupとLandvetterの2ケ 所 に航 空

管 制 用 大 型 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム を設 置 す る予定 。航 空 業 界 のEDP支 出は

1975年 で880万 ドル で,半 分 は ソ フ トウ ェアに使 わ れ た 。

・通 信 …・PostOfficeの 全 国 オ ン ライ ン計 画 と,TheSwedishTelecommuni-

cationsAdministrationのNordicシ ス テ ムが 中心 。 前 者 はPhilipsの ス ウ

ェー デ ン子 会 社 の キ ャ ッシ ャー ・タ ー ミナル を2.600台 ロ ー カ ル ・オ フ ィスに設

置 して750台 の ミニ ・コ ン ピ ュ ー タに接 続す る。 後 者 は 今 後1億6.500万 ドルが

投 入 され る計 画 。

Datasaab

Saab-Scaniaグ ル ー プのEDP事 業部 門 で,国 内最 大 の コ ン ピ ュー タ・メー カ

ーDatasaabの 改 編 は 順 調 に 進 んで い る。同 社 の年 次 報 告 書 に よ る と1975年 度

の売 上げ は 前年 比48%増 の4億3,500万 クロ ー ネ(1ク ロー ネ=70円)と な り,

グル ー プ全 体 の 売 止げ に 占 め る割 合 も4%か ら6%に 増 大 して い る。

Datasaabの 改 編 は1974年 に始 ま った。 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ事 業 で 財 政 的に 行

き詰 ま って しま った同 社 は,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タや 小 型 事 務用 コ ン ピ ュー タ ・タ

ー ミナル に将 来 の可 能 性 を見 い 出 し,主 力 を これ らに 向 け る こ とを決 め たの で あ

る。
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⑱

こ う して1975年4月 に はUnivacと 提 携 して 合 弁 会社Saab-Univacを 設 立,

汎用 コ ン ピ ュー タ事 業 をす べ て引 渡 した 。

組 織 の改 編 は,よ り小 型 の シス テ ムへ の 移 行 の ほか に,マ ーケ テ ィン グ組 織 の

強 化 とい う形で 行 われ た。 従 来 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タの マーケ テ ィン グはSaab-

Univacに 移 し,小 型 シ ステ ムの 販 売 体 制 を強 化 し た。販 売 力 強化 は 海 外 に も波

及 し,優 秀 な 国 際流 通 網 を作 りあ げ て い る。

製 品 と製 品 開 発

Datasaabの 手 が けて い る コ ン ピ ュー タ製 品 は 以 下 の とお りで あ る。

・事 務用 シス テ ム(D5,D12,M10 ,な ど)

・タ ー ミナル ・シス テム(D5)

D12は1975年 に 出 され た マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ ・ベ ー スの 新 製 品 で,中 小

企 業 向 け イ ンボ イ ス ・会 計 ・給与 支 払 用 シス テ ムで あ る。

1975年 の納 入 台数 は,D15ビ ジ ネス ・シ ス テ ム が225台(1974年 は60台)

デ ー タ ・レ コー デ ィ ン グ ・ユ ニ ッ トMシ リー ズが2,300台(2,400台),D5タ

ー ミナ ル ・シス テ ムが1
,300台(825台),バ ン ク ・タ ー ミナ ルが3,500台(2.200

台)を 数 え る。

マ ー ケ テ ィン グ

Datasaab製 品 の マ ーケ テ ィン グは,子 会 社 や 代 理 店 を中 心 に 行 わ れ て い る。

販 売 子 会社 は12あ り,国 外 で550人 の 従 業 者 を もつ 。 国外 で の売 上 げ は1975

年 で1億9,100万 ク ロ ー ネ(前 年 比54%増)に 達 し,輸 出 は売 上 げ の44%を 占

め た 。

そ の積 極 的 な 販売 ぶ りを例 えば 英,仏 で み る と,英 国で は2ケ 月 間50台 の ペ

ー ス でD15を 設 置 して お り
,同 国の 超 小 型 事 務用 コ ン ピュー タ市 場の 競 争 激 化

に 輪 をか け て い る。76年 にはIBMシ ス テ ム32ク ラ スのD15-10を 英 国 で 発

表,さ らに セ ー ル ス を強 化 す る構 えだ 。 仏 で は 現 地 の 代理 店 を通 し たD5銀 行 用

タ ー ミナ ルの マ ー ケ テ ィン グ 戦 略に 成功 して い る。
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デー タ法の再検討

ス ウェーデ ンは1973年,世 界では じめて デー タ法 を制定 したが,こ の法律は

最初 か ら暫定 的な性質の もので,政 府は現在議会 の中に委員会 を設置 して再検討

を行 ってい る。

委員会 は,個 人 のデー タについては これまで以上の保 護を与 え,公 的,私 的利

用 と もに制限 を強化す る手段 を検討 してい る。

さ らに委 員会では 当局が保有 してい る情報 を国民 が よ り広 く利用で きる可能性

につ いて も検討 してお り,ADP技 術 によ り情報 を手に入れ ることに よって どの

程度個人 の プライバ シーが侵害 され ることに な るか も調査す る。

7人 の委 員か ら成 るこの委 員会 は,77年 春eう には将来の データ規制 に つ い

ての一連の提案 を行 う予定で ある。

⑨

?
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ノル ウ ェ ー

ノル ウ ェーの 米 国大 使 館 の調 査 に よ る と,1975年 にお け る ノル ウ ェー の コ ン

ピ ュー タ設 置 台 数 は891台,こ の うち ミニ ・コ ン ピ ュー タが500台(全 体 の

56.1%),小 型 が297台(33.3%),中 型 が66台(7.4%),大 型が28台(3.2

%)を 占 め る。

市 場 規 模 は1973年 の2,830万 ドル か ら1975年 に は3,630万 ドルに 増 大 し た

が,今 後 も年17%の 割 合 で 大 き くな りつ づ け,1980年 に は6,600万 ドルに 達 す

る と予 想 され て い る。成 長 の 中心 は ミニ ・小型 コン ピ ュー タ と周 辺 機 器 と思 われ

る。

ノル ウ ェーの 市 場 で特 徴 的 な こ とは,サ ー ビス ・ビ ュー ロ ー利 用 が きわ め て 多

い こ と と分 散 化 志 向 が強 い こ とで あ る。

市場 規 模

1975年 の ミニ ・コ ン ピ ュー タの 市 場 規 模 は1,550万 ドル で1973年 よ り123%

増 加 して い る。 市場 は米 国 の メ ー カ ーが 独 占 して い るが,地 元 のNorskData

ElektronikkとKongsbergVaapenfavrikの2社 が米 国 勢 に 対 す る最 大の 相

手 とな って い る。汎 用 コ ン ピ ュー タの1975年 の市 場 規模 は1,490万 ドルで73年

とほ ぼ同 じで あ る。80年 に は2,200万 ドル程度 に な ろ う。周 辺 機 器 市 場 は75年

で900万 ドル,80年 に は2,000万 ドル に な る と予 想 され る。

IBMは 相 変 わ らず 市場 を独 占 して い るが,そ れ で も少 し ず つ 減 る傾 向 に あ り,

現 在 の シ ェアは50%程 度 とみ られ る。

エ ン ド ・ユ ーザ ー

サ ー ビス ・ビュー ローは ノ ル ウ ェー の全 コ ン ピ ュー タ設 置 金 額 の40%を 占 め,

EDP機 器 の ユ ー ザ ー とし ては 最 大 の 業界 で あ る。 この国 で は,新 た に コン ピュー

タ を業 務 に利 用 した い と考 え るユ ー ザ ー は,自 社導 入 を考 え る よ りまず サ ー ビス
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・ビュー ロー を利 用 す る 。 しか し,ビ ュー ローの 多 くは産 業 界,銀 行,保 険 会社

な どが 作 った もの で,独 立 の サ ー ビス ・ビ ュー ロー は コ ン ピ ュー タ設置 金 額 で い

く と全 体 の17%に と ど ま る。

政 府 は,1975年 のEDP機 器 市場 の26%を 占 め る。現 在 政 府 の コ ン ピュー タ

利 用 はStatensDriftsentra1(行 政 管 理 庁)の 手 で集 中 的 に な され て い るが,

EDP機 能 を分 散 させ よ うとい う機 運 が 強 ま って い る。

製 造 業 は 第3のEDP機 器 市場 とな って い る。 他 に 成 長 の期待 され る市 場 は小

売 業 と造 船 業 で あ る。

マ

φ
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デ ンマ ー ク

Regnecentralen

1972年 に 財 政 的 行 き詰 ま りか ら,い った ん汎 用 コン ピ ュー タ事 業か ら撤退 し

な が ら,3年 後 に 再 びRC800の 発 表 と と もに 復 帰 し たRegnecentralen社 は,

汎 用 コ ン ピ ュー タ を手 離 し,よ り小型 の シス テ ムに活 路 を 見 い 出す メー カ ーが 多

い中 で,動 向 が 注 目 され る。

RC8000は,撤 退 の原 因 に な ったRC4000の 後 続 機 に あ た る もの で,規 模 か ら

は 中 型 機 に 属 す る。 ソ フ トウ ェ アに 関 して は,RC4000の ソ フ トと完全 に互換性

を もつ もの で あ る。同 社 の年 次 報 告 に よ る と,76年 春 の発 表 以 来9台 の オ ー ダ

ー を と りつ け て い る。

ほか に 同社 はDatapoint社 の 製 品 の セ ー ル ス や,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ ・タ ー ミ

ナ ルの 生 産,計 算 セ ン タ ー業務 に して い る。

年 次 報 告 書 か らその 業 績 をみ て み る と,全 体 の売 上げ は 前年 よ り38%増 えて2

億5,500万 ク ロー ネ(1ク ロー ネ=50円)を あげ,純 益 も前 年 の580万 ク ロー ネ

か ら760万 ク ロー ネに伸 び て い る 。 デ ンマ ー ク国 内 に 限 る と,売 上 げ は16%

増 の1億5,400万 クロ ー ネ をあ げ た が,し か し純 益 で は8%減 の1,690万 ドルとな

って い る 。 こ の主 因 と して は 同社 はRC8000の 開 発 コス トをあ げ て い る。

●
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フィ ンラン ド

ヘ ル シ ン キに あ る米 国 大 使 館 の 調 べ に よ る と,1975年 にお け る フ ィンラ ン ド

の コ ン ピ ュー タ設 置 台 数 は654台 で あ る。 この う ち ミニ コ ン ピ ュー タが65.0%

の425台,小 型 機 が245%の160台,中 型 機 が9.3%の61台,大 型 機が1.2%

の8台 を 占 め る。 なお,こ の 分 類 は 月 間CPUレ ンタ ル料 が1,250ド ル 以下 を ミ

ニ,1 ,250～12,500ド ル を小 型,12,501～50,000ド ル を中型,5万 ドル以上 を大

型 と して区 分 され て い る。

EDP機 器 市場 の 規模 は1975年 に は6,540万 ドル だ った が,今 後 成 長 しつ づ け

て80年 に は75年 の2倍 の規 模 に 達 す る と予 測 され る。

市 場 構造 は変 化 して い る。す でに 大 きい ユ ー ザ ーは コ ン ピ ュー タ を導 入 済 み で,

今後 は中 小 の ユ ーザ ーが よ り小型 の フ レキ シ ブル な シス テ ムに 需 要 を示 す とみ ら

れ る。 ミニ と小型 シ ス テ ム市 場 は今 後80年 ま で に年 平均20%の 伸 び を示 そ う。

中 ・大型 シス テ ムは,ほ とん どの フ ィン ラ ン ド企 業 に と って大 きす ぎ るよ うで あ

る。 また,こ れ まで サ ー ビス会 社 を利 用 して きた 中 規 模 の会 社 が 小 型 シス テ ム導

入 に移 行 す る傾 向 も強 い。

な お,市 場 の81%は 輸 入 品 で 占 め られ て お り,国 が サ ポ ー トす るメ ー カ ー は

存在 しな い 。 米 国 メ ー カ ーが この う ち41.9%を 占 め る 。

¶

/

メ ー カ ー 進 出 状 況

大 型 機 市 場 を 独 占 し て い る の はIBMとHoneywe11で あ る 。 ま た 小 型 一 ミニ ・

コ ン ピ ュ ー タ 市 場 はHewlett-PackardとDECが 大 きな シ ェ ア を も っ て い る 。

IBMと,H-p,DEC,Honeywe11は 現 地 子 会 社 を 設 立 し て い る 。 な か で も

Honeywel1は フ ィ ン ラ ン ド最 大 の メ ー カ ーNokiaOy社 と協 力 関 係 を結 び 成 功

し て い る 。 ま たBurroughsも 現 地 のParagon社 と マ ー ケ テ ィ ン グ で 協 力 関係 を
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結 ん で い る。 またDECはNokia社 にOEM製 品 を供 給 して い る。

Nokia-Honeywe11の 成 功 は,機 器 サ ー ビス や要 員訓練 に 現 地 の能 力 が不 可 欠

で あ る こ とを示 して い る 。

D

エ ン ド ・ユ ーザ ー

主 要 ユ ー ザ ーは,政 府,銀 行,製 造 業 で あ る。

政府 部 門 は,Postipankki(郵 便 貯 金 機 関),国 有鉄道,国 有 航 空 を除 い て も,

1975年 現 在 の設 置 コ ン ピ ュー タ654台 中175台 を保有 し,1,700人 のEDP要

員 を もつ 。 シス テ ム は 各省 庁 に分 散 し てい るが,し か し2つ の セ ンタ ーが 中 心 で

あ る。 国 有 コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ー(VTK)と 技 術 研究 局(VTT)が それ で,

VTKは16の 支 所 を もち,IBM370,360,PDP-11/40シ ス テ ム に つな いで い

る。VTKは,銀 行 や 保 険 会社 同様,全 体 のす う勢 とは別 に,ル ー チ ンの 行 政 事

務 を バ ッチ処 理 す るた め 大型 集 中 処 理 システ ム を続 け る意 向 で あ る。VTTは 研究

お よ び コン ピ ュー タ ・ア プ リケ ー シ ョ ンの 研究 に コ ンピ ュー タを利 用 して い る。

銀 行 部 門 は 大 型 シ ス テ ムの 大 ユ ー ザ ー で,と くにNokiaを 通 じてHoneywel1

の シス テ ム を利 用 し て い る とこ ろが 多 い。

製 造 業界 は 今 後10年 の う ちに 分 散処 理 にお きか え られ る と予想 され る。 これ

は各 工 場 の規 模 が 小 さ く,広 い範 囲 に分 散 して い る こ とに よ る。

●

デ ー タ通信

デ ー タ伝 送 を扱 う通 信 会 社 はPTTの ほか,約60の 民 間 の小 規 模 の 電 話 会 社 が

ロ ー カル ・サ ー ビス を行 って い る。

現在 フ ィン ラ ン ドの デ ー タ伝 送 は 完 全 に 電話 に よ ってい る。 質 量 と もに現 在 の

施 設 で は不 十 分で あ り,ま だ デ ー タ伝 送 用専 用 回線 は存 在 し ない 。 しか しPTT

は 国 際 電 信電 話 諮 問 委 員会(CCITT)に 従 って1985年 ま で に デ ジ タ ル 公 衆 デ

ー タ網 を建 設 す る決 定 に 到達 して い る 。 これ は共 同 の北 欧 ネ ッ トワー クの一 部 に

な る。
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現 在 の 施 設 で 提 供 され るデ ー タ伝 送 速 度 は200-1.OOOボ ー と 一般 に低 く,最

高 の ス ピー ドで も4.800ボ ー だ が,こ れ を9.600ボ ーに 上 げ る計 画 が た て られ て

い る。 ま た伝 送 方 式 は 単信 と半 二 重 が ほ とん どで,現 在 全 二 重 モ ー ドへ の移 行 が

進 め られ て い る。 ま たPTTは 高速 の フ ァク シ ミリ ・サ ー ビス も計 画 して い る。
t

国有 コ ン ピ ュー タ ・セ ン ター の 拡 充

フ ィ ンラ ン ド最 大 の コ ン ピ ュ ー タ ・ビ ュー ロ ーで あ る同 セ ンタ ーは 現 在,1年

に わ た るハ ー ドウ ェ アの 強 化 の後,マ ー ケ テ ィ ン グの 強 化 に とり かか って い る。

この 目的 は,増 大 す る政 府 市 場 の需 要 に応 じ るた め だ けで は な く,現 在 は ま だ

20%に す ぎ な い民 間部 門 の 仕 事 の 増 大 を は か る もの で あ る。

1962年 に設 立 され た 同 セ ン タ ーは これ ま で ヘ ル シ ンキ か ら各 地 の セ ン タ ーの

60の タ ー ミナ ル を結 ぶ ネ ッ トワ ー クを通 して サ ー ビス して きたが,今 度 の ハー

ドウ ェ アの強 化 は この 形 式 を破 る もの で,Jyvaskyla,Oulu,Kuovolaの3ケ 所

に メ イ ン フ レー ム が 設 置 され た 。 現 在Jyvaskylaに は2台 のIBM370/145が,

OuluKuovolaに はDECのPDP-11/40が 置 か れ て い る。

セ ンタ ーの 仕 事 の 大 部 分 は 政 府 か らの もの で,国 民 登録,所 得 税,自 動 車 税,

不動 産 登録 を は じめ 種 々の処 理 を して い る。

1974年 に は570の ユ ーザ ーの1.730件 の仕 事 を処 理 し,1976年 の 売 上 げは

3,600万 フ ィンマ ル ク(1FM=79円)を あげ て い る。 要 員 数 は .600人 で,こ れ は

73年 の10倍 に も増 え て お り,同 セ ン ター の 民間 市場 に 対 す る意 気 込 み を反 映し

て い る。組 織 は,マ シ ン ・プ ラ ニ ン グ(プ ロ グ ラ ミーン グ を含 む),管 理,技 術

(研 究 開発,訓 練),マ ーケ テ ィン グの5部 門 か らな って い る。

ウ

一420一



3.共 産 圏

●

ソ連 ・東欧圏概要

傍

1974年 末 の 時 点 で ソ連(人 口2億5,200万 人)の コ ン ピ ュー タ 設 置 ベ ー スは

1万2,500台 で あ った。 同 時 期 の他 の 国 と較 べ る と その 差 異 が よ くわか る。 専 用

コ ン ピ ュー タ も含 め て米 国 は2億1,200万 人 で16万8,000台,英 国は5,600万 人

で1万5,000台 一 とな る。

更 に米 国,日 本,西 独,仏,英 国 を合 計 した場 合,人 口は4億9,200万 人 で 設

置 台数 は24万 台,こ れ に対 し て ソ連,ブ ル ガ リ ア,チ ェ コス ロバ キ ア,東 独,

ハ ン ガ リー,ポ ー ラ ン ド,ル ー マ ニ アの 合計 は,人 口3億5,700万 人 で1万5,435

台 とな る。

これ らの数 字 は 米 商務 省 報告 書 を基 礎 に した もの だ が,た とえ東 西 の 違 い,つ

ま り社 会 主義 圏 の 国 々に 自社 コ ン ピ ュー タ を持 った ビジネ スが 少 ない とい う 事 実

を考 慮 に入 れ た として も,東 欧 ブ ロ ックが コ ン ピ ュー タ リゼ ー シ ョンで は るか に

西 欧 に遅 れ を と って い る現 状 はお お い隠 せ な い 。 ま た シス テ ムの 大 部 分 が 科 学 技

術 計 算 の ア プ リケ ー シ ・ンに使 用 され て い る点 も見 逃 せ な い。

東 欧諸 国 に 設 置 され てい る コ ン ピュー タの 多 くは 第2世 代機 が 中心 で,第1世

代機 が 使 わ れ て い る とこ ろ もまだ あ る。 商務 省 報 告 に よれ ば,ソ 連 で は1950年

代初 頭 に開 発 され たMinskやBesmの 両 マ シ ンが 依 然 相 当数 使用 され て い る とい

う。

しか し,こ の よ うな ハ ー ドウ ェアの 遅 れ とは 別 に,ソ フ トウ ェア分 野 の進 展 は

著 しい とい う指 摘が あ る。

管理 用,商 用 ア プ リケ ー シ ョ ン とは ちが い,数 学 理 論 や,あ らゆ る タ イ プの 科

学,軍 事用 ア プ リケ ー シ ・ンは きわ めて 進 ん で い る といわ れ,こ の場 合 ハ ー ドの
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遅 れ を先 進 的 ソ フ トウ ェ アで カバ ー して い る とい われ る。 東 側 の ソ フ トウ ェア専

門 家 と接 し た西 側 の 専 門 家 は その 能 力 の 優 秀 さを み とめ て い る。 彼 らは 手 元に 自

由に 使 用 で き るハ ー ドウ ェア ・ツ ー ル を もた な か った し,あ って も西 欧 各 国 の そ

れ よ りず っ と原 始 的 な もの だ った の で,彼 らの ソ フ ト能 力 は,ハ ー ドを充 分 活 用

す るた め に,相 当の もの が 必 要 だ った とい うの だ 。

表 皿 一3-1ソ 連 東 欧の コン ピ ュー タ設 置 状 況

国 名 人 口

(100万)

コンピュータ

設 置 台 数

100万 人

当 り台 数

GNP

(10億 ドレ)

コンピュータ

設置 金 額

(10億 ドレ)

GNP
での

割 合

ソ 連

東 欧
6ケ 国

2521

104.8

12,500

2,935

50

28

710

245.2

45

1.1

0.6%

0.4%

計 356.9 15,435 43 955.2 5.6 06%

1974年 末 現 在

東 西 間 貿 易

60年 代 初 期 に ソ連 ・東 欧 を訪 れ た コ ン ピ ュー タ産 業 関係 者 は一 様 に,未 開 拓

の ア プ リケ ー シ ョンが 無 限 に 眠 って お り,豊 か な可 能 性 を秘 めた 市 場 が 広 が って

い る と信 じて帰 国 した 。 そ して 英 国 のICLを 皮 切 りに 欧米 の 主 要 メ ー カーの い く

つ か が積 極 的に マ ーケ テ ィン グ を進 め て い った 。 しか し,ラ イセ ンス契 約 とか 合

弁 事 業 の 計 画 が は な ぱ な し ぐ伝 え られ た わ りには その 業 績 は 余 りふ るわ ず,そ の

マ ーケ テ ィ ング を打 ち切 ろ うとす る動 き もで て きて い る。

この 理 由 と しては4点 ほ どが 考 え られ る。 まず 第1に,ワ シ ン トンの 輸 出 管 理

お よ び コ コ ムの 輸 出 規 制 で あ る。第2に,東 側 諸 国の 外 貨 不 足 が あげ られ る 。東

西 貿 易は 西 側 の 輸 出超 過 状 態 に あ り,コ メ コ ン諸 国 は い ずれ も深 刻 な 外貨 不 足 に

悩 ん で い る。 この た め各 国は 西 側 か ら輸入 す る場 合,優 先 度 の 高 い もの か ら輸 入

し,。 ン ピ 。一 夕は む しろ 工 業 ぜ い た く品 の扱 い を う けて い る・ これ に 関連 し て ・

第3に 。メ ・ンの 轍 管 理 は,西 欧 か らの 輸 入 に 関 して・ 西 欧の 輸 出 管理 よ り も
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は るか に 厳 密 な審 査 を行 って い る とい われ る。 また 導入 が認 め られ た場 合 も,そ

の購 入 額 は 当 初予 定 され て い た もの よ り大 幅 に 削 減 され て い る こ と も多 い 。 第4

は,東 側 内部 の 生 産 の 伸 びが あげ られ る。 コ ン ピ ュータの共 同 開 発 もあ って 内 部

の 自給体 制 は 以前 よ り高 ま って きてお り,さ らに コ メ コン諸 国 の 外 部 に 対 す る輸

出 も増 加 して きて い る。

1973年 度 の コメ コ ン諸 国 のEDP製 品 の 輸 出 高 は 少 な く と も5.5億 ドルであ り,

そ の 大部 分 は コメ コン 内部 の 取 引 きが 占 めて い る もの と思 わ れ る 。 しか し,そ れ

以 外 の 諸 国 や西 欧の 一 部 に 対す る輸 出 も次 第 に そ の 比 率 を高 め て きて い る。 た と

え ば,ソ ヴ ィエ ト,東 独,お よび チ ェコ ス ロバ キ アは,す で に イ ン ド輸 入 市 場 の

約25%を 掌 握 して い る とい わ れ て い る。

こ うした中 で,東 側 に セ ールス 基 盤 を も って い るICL,IBM,CDC,Hone-

ywel1,Univac,Varianに して も受 注 は か な り困難 な状 況 に な っ てお り,マ ー ケ

テ ィ ン グ ・プ ラ ンの 再 検 討 を して い る メ ー カ ー も多 く,東 欧 諸 国 市 場 を敬 遠 す る

動 き も出 て い る。

小 規 模 メ ー カ ーが こ う した 中 で 東 欧 市 場 に参 入 で きる道は2つ 考 え られ る。1

つ は,優 先 度 の 高 い 製 品 を用 意 し,販 売 だ けで な く ライセ ンス生 産 の準 備 もす る

こ とで,Logabax社 が この例 で あ る。 同社 は ポ ー ラ ン ドでLX180マ トリク ス ・

プ リン タの 販売,ラ イセ ンス生 産 に 成 功 して い る。 ま たRedifon社 もキ ーツーデ

ィス ク ・タ ー ミナル を提 供 して い る。第2は,当 該 国の 貿易 関係 省 庁 が西 欧 通 貨

との 為 替 差 損 を懸念 せ ず に取 引 きが で き るバ ー ター取 引方 式 で の 交 渉 で あ る。

⑳

西 側 の輸 出規 制

西側 か らソ連 ・東 欧 に 対 す る コ ン ピ ュー タ輸 出 は,各 国 政 府 の 輸 出認 可 の あ と,

Cocomの 認 可 を受 けね ば な らな い。Cocomは 依 然 と して実 質 的 に す べ て の コ ン

ピ ュー タ装置 の 対 共 産 圏輸 出 を抑 制 す る方 針 を と りつ づ けて い るが,し か し最 近

は性 能 的 にIBM370/145ク ラ ス まで な ら認 可 す る方 向に あ る。

こ う した中 で,こ れ ま で 他 の 西 欧 諸 国 の 審 査 に 比べ て格 段 に きび しい と国 内 メ
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一 カ ーか ら不 満 の 声 が 強 か った 米 国政 府 も,Cocomの 認 可基 準 に準 拠 し て ゆ こ

うとい う方 針 を決 め,昨 年5月 に はIBM,Univac,Burroughs,Honeywe11,

CDC,DEC,DG,H-P,Varianの9メ ー カー に輸 出 規 制緩 和 の ガ イ ドラ イ ン

を文 書 で 示 し,膠 着 状 態 に あ った 対 共 産 圏輸 出 の先 行 きに 明 る さを加 えた 。

こ うし た申 で,東 欧 共 産 圏輸 出 問 題 に つ い て10月 中 旬 に米 国政 府 が 対 中 国 向

けのCDCCyberl72が 米国 家安 全 保 障会 議 で 認 め られ 多 くの注 目 を集 め た 。

これ と前 後 して 米 国 は 中 国 一 辺 倒 で は な く ソ連 輸 出 に つ い て も認 可 をす るバ ラ

ン ス政 策 を取 った た め,永 ら く宙 ぶ ら りん とな って い た ソ連 イ ンツ ー リス ト向 け

予 約 シ ス テ ムが 正 式 認 可 とな った 。

こ うし て,政 治 的 配 慮 にお う もの が 多 い な が ら も,中 大 型 機 の共 産 圏輸 出 は 新

しい段 階 を迎 えた わ け だ 。

中 国輸 出の 決 定 したCyber172は,約200万 ドル で,油 田 開発,人 工 地 震 デ

ー タ分 析 用 の もの で ,軍 事 目 的に 転 用 しな い 旨 の 保 証取 りきめ を契 約 に うた い込

ん で 平 和 利 用 を双 方 が 確 認 して い る。

一 方 ,そ の 前 に 認 可 され た ソ連 イ ン ツ ー リス ト向 けの シ ステ ムは 当初 計 画 の

370/158を370/145に 大 幅に スケ ー ル ・ダウ ンし て よ うや く条 件 を満 たす形に

まで こ ぎつ け た 。

当初 契 約 で は370/158に24台 の3330デ ィス ク をつ け た1,000万 ドル に及

ぶ もの で,そ の 却 下 後Ryad1040を デ ュア ルで 入 れ る話 しが 進 ん で い た 。この シ

ス テ ムは1980年 モ ス ク ワ ・オ リン ピ ックに 間 に 合 わ せ る目 標が あ り,い ず れ に

しろ タ イ ム ・ス ケ ジ ュー ル は 厳 しい もの に な って きた。

コ コムは 輸 出規 制 ガイ ドと して,370/145ク ラ ス に は 輸 出 を認 め て い るため,

IBMの370/145と8台 の3330デ ィス ク とい うシ ス テ ム は米 国 政 府 だけが これ

を禁 止 す る バ ック グラ ウ ン ドをな く して きつ つ あ っ たの も大 きな原 因 で あ る。
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統 合 シ リー ズRyadの 動 向

ミニ コ ン ピ ュー タか ら大 型 コ ン ピ ュー タ まで の 統 合 シ リー ズ を共 同 で 開 発 しよ

う とい う構 想 は1969年12月 に 合 意 に 達 し た。

目的 は,第3世 代機 シ リー ズ を生 産 し て ソ連 東 欧 諸 国の コ ン ピュ ー タ需 要 に

1985年 ま で に応 じよ う とした もの だ った 。 これ に 参 加 し た 国は ソ連,ブ ル ガ リ

ア,チ ェ コス ロバ キ ア,東 独,ハ ン ガ リー,ポ ー ラ ン ドで あ っ た。 表 皿 一3-2

は それ ぞれ の 国 の 分 担 を示 す 。

しか し 米 国 商務 省の 調 べ に よれ ば,こ の 中 で 大 規 模 に生 産 を して い るの は1020,

1030,1040,の み で,し か も1020と1030の 大部 分 は ブル ガ リア あ るい は ポ ー ラ

ン ドよ りも,ソ 連 で 生 産 され てお り,分 担 は 順 調 に 進 んで い る とは い え な い よ う

だ 。 同省 に よれ ば ソ連 は1020を400台,1030を300台,東 独 は1040を100台 の

年 間 生 産能 力 を もつ とい う。

1050は トラ ブル の末 結 局 中止 され た と伝 え てお り,か わ りに1040が ギ ャ ッ

プを埋 め るべ く拡 張 され て い る と い う。 こ うして ソ連 は1060に 集 中 す る こ とに

な った が,1050は 数 台 設 置 され た もの の,1060は ま だ生 産 段 階 に 達 し て い な

い とい われ る。

"統 一 レイ ンジ"と い う呼 び 方 は 明 らかに 誤 ま
った もの で,実 際1010(CII

表 皿 一3-2:RYADコ ン ピ ュー タ ・シ リー ズ

モ デ ル ES-1010 ES-1020A ES-1020 ES-1030 ES-1040 ES-1050 ES-1060

分担国 ハ ン ガ リ ー チェW洋 ア ブルガ リア

ソ 連

ポ」ランド

ソ 連
東 ドイツ ソ 連 ソ 連

サ イズ
ミ ニ 小 型 小 型 中型 中一大型 大 型 超大型

主 メ モ リ

容 量

サイクル

タ イ ム

KB

8-64

μS

1.0

KB

16-64

μS

20

KB

65-256

μS

ao

KB

l28-512

μS

10～2.0

KB

256-1,024

μS

O.9

-

KB

128-1,024

μS

O〔ト10

KB

256-2,048

μS

O6

互換性 直接にはなし 直願目まなし 完全に互換性 を有す る
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Mitra15の ラ イセ ンス生 産)と1021は,他 の モ デ ル と互 換 性 を もた な い。

ま た,開 発 には2万 人 が た ず さわ って い る とい わ れ,さ らに7万 人 が 製 造 に 従

事 し て い る とい うが,統 一 シ リー ズは 予 定 よ り遅 れ て い る。

この シ リー ズの 弱 点 は,周 辺 機 器 の 性能 の 低 さ とア プ リケ ー シ ョン ・ソ フ トウ

ェアの 未 熟 さに あ る とい われ る。 た と えば,最 大 の デ ィス ク ・ ドラ イ ブは,ブ ル

ガ リアで 作 られ て い る30メ ガ バ イ トの もの で あ る。

だ が,シ リー ズ中 最 大 の 成功 をお さめ て い るES1000を 購 入 して,性 能 を調

査 したCDCは,統 合 シ リー ズは 西 側 の シス テ ム に 比 べ て テ ク ノ ロジ ーで3～10

年 の 遅れ が あ る もの の,プ ロセ ッサ の パ フ ォー マ ン スに は 驚 くべ き もの が あ る と

い う。CDCに よれ ば,科 学 計算 で はIBM370/145に 比 べ て3～4倍 の速 さを も

ち,商 用 ア プ リケ ー シ ョンで も同 程 度 の 性 能 は もつ とい う。

さて,次 世 代 の統 一 シ リ ーズ開 発 は今 初 ま って い る。 ポ ー ラ ン ドは1032を 開

発中 で あ る し,東 独 は現 在1055を 開 発 して お り,1978年 に は公 開 し て・80年

か ら生 産 に 入 る計 画 で あ る。 これ は 昨年 末 に 東 欧 諸 国 を訪 れ た米 国政 府 調 査 団 に

対 して 明 らか に され た こ とで,東 独 ロ ボ トロ ン社 が 次 世 代 機 と して 開発 に着 手 し

て い るES1055は370/158相 当の マ シ ンで,1KのRAMメ モ リを使 い,バ ー

チ ャル ・メモ リと ブ ロ ック ・マ ル チ プ レ クサ ・チ ャネ ル を採用 して い る。 また,

現 在 の1040は テ レ プ ロセ シ ン グの 機 能 を も って い な い が・1055で は リモ ー ト

・タ イ ム シ ェア リ ング機 能 を もた せ る とい う。

o
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ソ 連

ソ連 国 内 の コ ン ピ ュー タ設 置 台数 は,IDCに よれ ば1974年 末 で8,000台(汎

用 の み)と み られ る。 また 米 商務 省 に よれ ば75年 時 点 で15,000台 とみ られ るが

この う ちの 大 半 は10万 ドル 以 下 のNAIRI-3タ イ プの 事 務 用,あ るいはMIR-

3の よ うな科学計算機 と思われ る。

ソ連の コンピュー タの利用の歴史は,1953年 のBesm-1で 始 ま る。1959年 ま

で にBesm-1は 国 内で400台 生 産 設 置 され て い る。 その 応 用 分 野 は 科 学用 アプ

リケ ー シ ョンに 集中 して い た 。

1961年 に は第2世 代 機Besm-4が 登 場 し,ま もな くこ の シ リー ズの 最 大 機

種Besm-6が 生 まれ る。Besm-6はIBM7904に 相 当す る もの で,こ の 拡 張 強

化 バ ー ジ ョンが そ の後 の ソ連 の 軍 事用 コン ピュー テ ィン グに利 用 され た とみ られ

る。

Besmと 歩調 をそ ろえ て 小 型 機 のMinskシ リー ズ も登場 して い る。 その 初 期 モ

デ ルは1950年 代 に 開 発 され たM20だ 。 その 後 トラ ン ジス タ ー搭 載 のM220が

60年 代 に,IBM360/30に 相 当す るM32が69年 に,70年 代 にM5000と7000

が登 場 して い る。

1970年 に は第3世 代 機 のNairi3が 発表 され た が,そ の 後 の 動 きは不 明 で あ

る。

Ryadプ ロ ジ ェク トは69年 に初 ま った が,ソ 連 は この 中 で 最 大 機 種1050の 開

発 に 着手 した もの の結 局 失 敗 にお わ り,現 在 は それ よ り一 段 上 位 の1060に 力 を

注 い で い る とい う。 ソ連 は この ほ かに ブル ガ リジ とポ ー ラ ン ドが 担 当す るは ず だ

った1020と1030の 大部 分 も製 造 して い る。

ソ連 に は,Elorgと 呼 ば れ る貿易 機 関が あ り,こ れ が コ ン ピ ュー タお よ び電子

機 器 の 輸 出入 を 専 門 に行 って い る。Elorgは,創 立 か ら5年 を経 過 した1975年

に は,す で に売 上 げ10億 ドル を達 成 してお り,コ メ コ ン諸 国 以 外 に も,ベ ル ギ ー,
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オ ラ ン ダ,フ ィ ン ラ ン ド,イ ン ドな ど に コ ン ピ ュ ー タ を 輸 出 し て い る 。

ソ 連 に は,現 在 少 く と も10ヵ 所 の コ ン ピ ュ ー タ 製 造 工 場 が あ り,こ の う ち4

つ はRyadプ ロ セ ッサ の 生 産 に あ た っ て い る 。1975年 の ソ 連 の コ ン ピ ュ ー タ 生

産 能 力 は2,000～2,500台 で,1971年 か ら75年 に か け て 約280%の 伸 び を 示 し

て い る 。

現 在 生 産 さ れ て い る 機 種 はES1020,1030,1060,M-5000,K-200,IS

KRAシ リ ー ズ と い っ た 第3世 代 機 で,第2世 代 の もの は ほ と ん ど 作 られ て い な

いo

ES1060は76年7月 か ら生 産 が 開始 され た とい われ ・BESM-6の2倍 の ス

ピー ド,150万 オペ レー シ ョン/秒 の処 理能 力 を もつ といわ れ る。

この ほか 開 発申 の もの に,ス ー パ ー コ ン ピ ュー タ とい わ れ るBESM-X,そ し て

ミニ コ ン ・シ リー ズ のASVT-Mが 伝 え られ て い る。

なお 西 側 か らソ連 に 輸 出 され た大 型 シス テ ムの 主 な もの に は,高 エ ネ ル ギ ー物

理学 研 究所 へ の2台 のICL1906A,ア エ ロ フ ロー トへ のUnivacllO6,科 学 機 関

へ のCIIのIris80(2台)が あ る。CIIは 後 に コ ン ピ ュー タ用プ リン ト回路 製

造 施 設 で3,000万 ポ ン ドの 輸 出契 約 を成 立 させ て い る 。

●

◆
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東 独

1976年3月 の ラ イ プチ ヒ ・フ ェ アで は,東 独 のRobotronが 開 発 したES1040

が 最 大 の注 目 を集 め,ソ 連 の影 を うす い もの に した 。

東 独 は東 欧 圏 ブ ロ ックの中 で 最 も進 ん だ コ ン ピ ュー タ産 業 を擁 してお り,マ シ

ンの配 置 密 度 で も トップを保 って い る。商務 省 調 査に よ る と,1974年 末 の 設 置

台 数 は10,000台(人 口1,800万 人)だ と され て い るが,同 年3月 に発 表 された公

式 数 字 で は,コ ン ビ ュー一夕500台,ミ ニ コ ン2,000台 とな って い る。

東独 の コ ン ピ ュー タ産業 を見 る 時特 に留 意 すべ きは,同 国 設 置 ベ ー スの85%

が 国産 で あ るこ とだ。 た だ大 規 模 シス テ ムの 内少 く と も6'台 は,ソ 連 製 のBesm

-6で あ る。

東 独 は,コ メ コ ン諸 国の 中 で も,事 務 機 お よび コン ピュー タの 最 大 の 輸出 国 と

な ってい る。1973年 の輸 出高 は3.1億 ドル で,こ れ は,ス ウ ェー デ ン,オ ラ ン

ダ を しの ぐ もの で あ り,ほ ぼ イ タ リ ア と並 ん で い る。 そ の主 な 輸 出先 は,ソ 連,

チ ェ コス ロバ キア,お よび ポ ー ラ ン ドで,東 独 製 のRIADES-1040お よ びD-

ARO製 品 な どを輸 出 して い る。

Robotronは 東 独 の 代表 的 な コ ン ピ ュー タ ・メー カ ーの1つ で あ り,1966年

に 活 動 を開 始,現 在 は2万 人 の 従 業 員が,主 と して,RIADES-1040の 生 産

を担 当 して い る。

ES-1040はRIADシ リー ズの 中 で も最 も成 功 を収 め た機 種 と考 え られ て お

り,1973年 の 発 表 以 来100台 以 上 を納 入 した とい う。 その 他 に も,Robotron・

300,Robotron21(RIADES-1020担 当),Robotron4000シ リー ズ(ミ ニ

コ ン)な ど も開 発 して い る。 ま た,こ の12月 に は,新 た に第3世 代 の 高性 能 機

ES-1055が 発 表 され た 。

Zentronikも よ く知 られ た メ ー カーの1つ で あ り,主 として 小 型 事 務 用 計 算

機 の 生 産 に あた って い る(DAROの 商 標で 世 界 に 出廻 って い る)。 代 表 別 な 製 品
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と して は,Cellatron8205を 挙 げ る こ とが で き る。 その 他,DARO1720会 計

用 計 算 機 な ど もよ く知 られ て い る。 これ らの マ シ ー ンは,西 独,仏,ス ペ イ ン,

オ ー ス トラ リアに も輸 出 され てい る。

東 独 で,コ ン ピ ュー タの マ ーケ テ ィン グ を担 当 して い るのは ベ ル リンの プ ロマ

シネ ン輸 出 局(BuromashinentExport)で あ る。最 近 で は,CDCにRYADES

-1040を 納 入 し てお り,西 欧へ の 売 り込 みに も力 を入 れ て い る。ES-1040は

イ ン ドに も1台 納 入 され てい る。 これ まで に生 産 され たES-1040の50%は

や は りコ メ コ ン 諸国 に 輸 出 され て い る。 しか し,東 独 として は,今 後 ア フ リ カ,

南 ア メ リカ とい った 開 発 途上 国 に積 極 的 に売 り込 ん で ゆ く考 え を持 って い るよ う

だ 。

■

'

ひ

◆
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ポ ー ラ ン ド

ポ ー ラ ン ドで はMERA(ポ ー ラ ン ド自動 制 御 計 測 機 器同 盟)が,コ ン ピ ュー タお

よ び周 辺 機 器 の 開 発 を担 当 す る代表 的 な組 織 とな って い る。MERAは,現 在 約

40,000人 の 従 業 員 を擁 し,Elwro,Blonie,Era,Nermet,Piapの5工 場 にお

い て コン ピ ュ ー タお よび 周 辺 装 置 を生 産 して い る。1975年 の 生 産 高 は 約30億

ドルで あ り,そ の う ち50%がDP装 置 で あ ると み られ て い る。

MERAは,RYADプ ロ ジ ェク トに お い ては,ES-1030を 担 当 して お り,最

近 は その 改 良版ES-1032の 製 造 に も着手 してい る。 ま た,ES-1045の 開 発

も予定 され て い る。

ODRA1305の 生 産 は,こ こ1～2年 内 には 中 止 され る も よ うで,こ れ に代

わ って 小 型 ビジ ネ ス ・コ ン ヒ。ユ 一 夕MERA300お よび400シ リー ズ の 生 産 が

強 化 され る もの と思 われ る。 なお,ODRAシ リー ズは1960年 前 半 か ら開発 が す

す め られ,60年 代 半 ば に 最 初の コン ピ ュー タODRA-1003を 発 表,つ づ い て66

年 に は第2世 代 マ シ ンODRA1204(64K)を,68年 に は英 国ICLと ライセ ンス

契 約 を結 び,ICL1904を ベ ー ス と した第3世 代 機ODRA1304,1903ベ ー ス

の 同1325を 発 表,さ らに256Kま で 拡 張 で き るODRA1305を 生 産 し た。現 在

まで の生 産 台 数 は700台 とい われ,う ち200台 が 輸 出向 けで,東 欧 の 中 で は 歴 史

と実 績 を もつ シ リー ズの1つ で あ る。

Metronexは,コ ン ピ ュー タお よ び制 御 機 器の 貿易 の 担 当 機 関 で あ る 。 その

1973年 度の 売 上 げは,約3億 ドル と推 定 され て い る。

コ ン ピ ュー タお よ び周 辺 装置 の大 部 分 は,主 と して コメ コ ン諸 国に 輸 出 され て

い るが,こ の 他に も北 朝 鮮,北 ベ トナ ム,シ リア,エ ジプ トな どに も輸 出 され て

い る。現 在 の と ころ は,ソ ビ エ トが最 大の 市場 とな ってい るが,今 後 は,輸 出 高

を さ らに250%の 水準 に高 め,西 欧諸 国に も積 極 的 に売 り込 ん で ゆ く考 えを持 っ

て い る よ うだ 。
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コメ コ ン諸 国 と西 欧 との 取 引 に お い て,非 常 に重 要 な 役 割 を 果 し て い る もの と

して ライセ ンス契 約 が あ る。 ポ ー ラ ン ドは,コ メ コ ン諸 国 の 中 で も最 も積 極 的

に ライ セ ンス契 約 を活 用 し て い る。現 在,コ メ コ ン諸 国 が,最 も望 んで い る契 約

形 式 は,い わ ゆ る"協 業"タ イプ の 契 約で あ る。MERA-LogAbaxの 製 造契 約は,

そ の 典 型的 な もの と い え るだ ろ う。す な わ ち,こ の 契 約 に お い て,ポ ーラ ン ドは

LogAbaxD-180高 速 プ リ ンタ ー の 製造 ライセ ン ス を入 手 し たが,こ れ に よ り独

自に作 り出 し た製 品 を 他の コ メ コ ン諸 国 や仏 を除 くそ の 他 の 諸 国 に 販 売す る こ と

がで き る。 一 方,LogAbaxは,最 初 の4年 間は,MERAか ら一 定台 数 の 装 置 を

買 い あ げ,そ の 組 立 て を 行 な う こ と を約 束 して い る。 これ に よ り,ポ ー ラン ドで

生 産 され た 製 品 に 対す る,最 初 の 市 場 が 西 欧 に保 証 され る こ とに な るわ けだ 。

1975年3月 に は,こ の契 約 は 更 新 され,さ らにLogAbaxの 新 製 品 もその適用範

囲 に 含 まれ る こ とに な っ た。

これ 以 外 に もMERAは,CDCとCDC9425の 製造,RedifonとSeecheckキ ー

ツー デ ィス ク ・シス テ ムの 製 造,StansaabとCRTタ ー ミナル の 製 造 で ライセ ン

ス契 約 を結 ん で い る。 ま た,現 在CII-HBとIRIS80の ラ イセ ン ス製造 に 関

して話 合 い が 進 め られ て い る 。

同 国 の 大 型 コ ン ピュー タ ・シ ス テ ム として は ・ ウ ロ ク ロ ウ工 大 ・ ポ ッナ ン工

大,ワ ル シ ャ ワ工 大,ワ ル シ ャ ワお よ び ク ラ コ ウの原 子 力 研 究 所 が 有 名 で あ る。

ウ ロ ク ロ ウ工 大 の 計 算 セ ンタ ー に は,デ ュア ルODRA1305シ ス テ ムが あ り,

メ モ リ ー 容 量 は 各128K。 一 台 は バ ッチ ・サ ー ビス,他 方 は デ ィス プ レ ー ・タ

ー ミナルに よ るマ ル チ ア クセ スMOPサ ー ビス を受 け も って い る 。 さ らに 別 の 同

1325はICLの 会 話型 ソ フ トを用 い て27台 の タ ー ミナ ル サ ー ビス を実施して い

る。 また,デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン トに も意 欲 を みせ てお り 「INSPEC」 シ ス

テ ムに は,同 大 学 だ けで な く周 辺1500の ユ ー ザ ーが 加 入 して い る とい う。

さ らに 同大 学 の情 報処 理学 部 は 独 自にODRA1305,CDCCyber72を 所 有 し

てい る。 ポ ッ ナ ン工 大 で は,各 学 部 がPDP-11,NOvA,DigicoM16な どを所 有,

中 央 の128KのODRAI305と 結 ん で い る。1305に は 米 国 製30Mバ イ ト ・デ
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イス クが 付 設 され,OSは ジ ョー ジMK3.42で ラ ン ・MOPソ フ トを使用 してい る。

ワル シ ャ ワ工 大 に は 同国 唯 一 のIBM370マ シ ンが ある ほか,2か 所 の 原研 で は

CDCサ イバ ー72デ ュア ル ・シ ス テム が稼 動 して い る。

同 国は 最 近,こ れ ら各 工 大 を4.8K・BPSの 通信 回線 で リ ン クす る コ ン ピ ュー

タ ・ネ ッ トワ ー ク の 構 築 を 計 画 してい る。 これ は,イ ンテ リ ジ ェン ト ・ノ ー ド

にMERAシ リー ズの ミニ コ ン を用 い,モ デ ム・を介 して ネ ッ トに 組 み 上 げるとい う

もの 。 しか し,同 国 はか つ て,ウ ラク ロ ウエ 大 に4台 の テ レ タ イ プ ・タ ー ミナ ル

を設 置 し,ワ ル シャ・ワ工 大 のIBM370と のRJEリ ン クを完 成 させ て い るが,遠

距 離 モ デ ム ・リ ンクの 経 験 が 全 くな い た め この シス テ ムは 満 足 に 作 動 して い な い

と もい われ て い る。

、

`

●
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チ ェ コス ロバ キ ア

1974年 の 時点 で,チ ェコ ス ロバ キ アの コ ン ピ ュ ー タ設置 台数 は,合 計827台

と推 定 され て い る。 そ の 内 訳 は,汎 用 コ ン ピュー タ が486台,ミ ニ ・コ ン ピ ュー

タが341台 とな って い る。

1971年 か ら1975年 の 期 間 に,チ ェコス ロバ キ ア内部 で 少 な くと も115台 の

RYADコ ン ピ ュ ー タが稼 動 して い た もの とみ られ て い るが,さ らに1976～1980

年5カ 年 計 画 にお い て は,750台 の コ ン ピ ュー タ(こ の 内80%はRYADマ シン

とな る見 込 み)を 追 加 導 入 す る こ とが 計画 され て い る。西 欧か らの輸入 は現 在 も

な お 継 続 さ れ て お り,最 近 で はUnivacが1,400万 ドル相 当の90/30シ ス テ ム

(約40台)の 受 注 に成 功 した 。 しか し,チ ェコス ロバ キ アは,60年 代 に西 欧 か

ら導 入 した 大量 のDP製 品 は,重 要 度 の 高 い経 済 セ ク タ ー を急 速 に コ ン ピ ュー タ

ラ イ ズす るた めの 当座 しの ぎ とみ て お り,こ こ数 年 の 間 に国 内 産 業 の充 実 を図 り,

西 欧 か らの 輸入 量 を大 幅 に 減 ら して きて い る。

チ ェ コス ロバ キ アは,1973年 に は 約5,320万 ドル相 当 のDP製 品 を,コ メ コ ン

諸 国 お よ び 他の 国 々に 輸 出 して い る 。 その 主な 輸 出先 は ソ ビ エ トお よ び ポ ー ラ ン

ドで あ るが,こ の 他 に も,キ ュー バ,イ ン ド,ユ ー ゴス ラ ビア ・ス ペ イン,ギ リ

シ ャ,ス イ ス,西 ドイ ツ,北 ベ トナ ム,パ キ ス タ ン,北 朝 鮮,エ チ オ ピア,オ ー

ス トラ リア,米 国 な ど に も輸 出 し て い る。

チ ェコ ス ロバ キ アの 代 表的 メ ー カ ーに は,TeslaとZPAが あ る。

Teslaは,チ ェコ ス ロバ キ アの 誇 りとす る電 子 機 器 メ ー カーで あ る。 その 従業

員数 は 約75,000人 で,29企 業,50工 場 を使 って 半導 体 部 品,IC,コ ン ピュ

ー タ
,テ レ ビジ ョン,そ の 他 の 消 費 者 製 品 の生 産 に あた って い る。 ま た,Bul1-

GEの ラ イセ ン ス(1975年 で 期 限 切 れ)を 得 て,Model200コ ン ピ ュー タ(Ga－

㎜a140ベ ー ス)の 生 産 も行 っ て きた 。1975年1月 に は,ICを 使 った 新機種

Tesla201を 発表 し て い る。 そ の 他,磁 気 テ ー プ装 置,プ ロセ ス制 御 用 コンビ ュ
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一 夕(RPP16 ,RPP16M),イ ンタ フ ェース な ど も生 産 して い る。Tesla200

は,1975年 に は 同 国 で もっ と も多 く使 用 され て い る中型 機 種 に な って い る。

ゼ ピ ァ(ZPA)も 代 表 的 な 企 業 合 同の1つ で,35,000人 の 従 業 員,16企 業,

24工 場 お よ び2つ の 研 究 所 か ら成 り立 って い る。 こ こで は,主 としてRYAD

ES-1021が 生 産 され て い るが,必 ず じ も順 調 に す す ん で い る とは いえ ず,現

在 の と ころ量 産 され て い る とい う情 報は な い 。 な お1977年 ～1978年 に は,新

機 種RIADES-1025の 生 産 が予 定 され て い る。

アル テ ィマ(Aritma)は,ZPAの 下 部 組 織 で あ り,5工 場 を使 って主 とし て 周

辺 装 置 の生 産 に あ た って い る。

コ ボ(Kovo)は,DP製 品,そ の 他の 輸 出入 を担 当 す る機 関 で あ り,Tesla,Ar-

itma,RIADの 製 品 の ほか に,チ ェコス ロバ キ ア内 部 で生 産 され た,タ イ プ ラ イ

タ ー,紙 テ ー プ入 出 力 装 置 お よび そ の他 の 周 辺 装 置 の 輸 出 を行 って い る。

◆

●
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ハ ン ガ リ ー

ハ ン ガ リーの1974年 末 の 設 置 台 数 は300台 で あ るが,そ の 大 半 は 小 型 又 は

中 型 マ シ ンで あ る。1971年 の 時 点で は85台 で あ った か ら着 実 に伸 びてい るわ け

で,1975年 の 設 置 目標 を500台 と して い る。

東 欧諸 国 の 中で もハ ン ガ リー は特 に 海 外 志 向が 強 く,西 側 に シ ス テ ム を輸 出 す

る面 で も若 干の 成 果 を あげ て い る。 これ らの 輸 出対 象 機 器 は,V70,V50,

56100イ ンテ リ ジ ェン ト ・デ ィス プ レ イ ・ター ミナ ルの よ うな小 型 シ ス テ ム で

あ る。

ハ ン ガ リーに は,ミ ニ コ ン,周 辺 装 置,CRT,デ ー タ通信 機 器 の メ ー カーが い

くつ か あ るが,こ れ らの メ ー カーは,他 の コ メ コ ン諸 国 と違 って,独 自に輸 出入

を行 うこ とが 認 め られ て い る 。 ま た,中 央 の 貿易 機 関 と して のMetrimpexも 存

在 し,こ こでは 主 と して コ ン ピ ュー タお よ び周 辺 装 置 の 輸 入 が 扱 わ れ て い る。

Videotbnは,ハ ンガ リー の代 表 的 な電 子機 器 メ・一 カ ーで あ り,Ryadの 最 小

モ デ ルES-1010ミ ニの 製 造 を行 って い る。 ま た1973年 にはDataproducts

と ライ セ ン ス契 約 を 交 わ し,2310お よび2410ラ イン プ リ タ・一一の 製造 を開 始 し

た 。 ま た76年 に はSAAB社(ス ウ ェー デ ン)の 協 力 を得 て汎 用 コ ン ピ ュー タ

"VT50"と 特 殊用 コ ン ピ ュー タ"VT70"の 生 産 準 備 を始 め た 。Videoton

が コ ン ピ ュー タの 本体 を,SAABが 周 辺 機 器 を生 産 し,ソ フ トウ ェアは両 者 が

共 同 開発 し,77年 初 め 頃 に は大 量 生 産 が 開 始 され る こ とに な ろ う。 協 力生 産 を

目指 してTabに あ るVideoton社 の 工場 では 新 し い建物 が 建 設 中 で あ る。そ の 他,

重要 な企 業 と して,ハ ン ガ リー科 学 ア カデ ミーの 機 関 で あ るMTA-KFKIが あ

る。 ここで はIPA70/25お よびTPA70/i40ミ ニ コ ン ピ ュー タ(DEC-PDP/11

相 当)を 生 産 して い る。

Orion-Radioも 代 表 的 な 電 子 機 器 メ ー カ ーの1つ で あ る。 こ こで は キ ャ ラ ク

ター ・デ ィス プ レ イ,GP-71グ ラ フ ィ ック ・ディ ス プ レ イ装 置な ど を生 産 して
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い る 。 ま た,HungarianOpticalWorks-MOMで は,紙 テ ー プ 入 出 力 装 置,

固 定 ヘ ッ ド ・デ ィス ク装 置 を生 産 し て い る 。 そ の 他,TRT-Orion工 場 で はR-

IADコ ン パ テ ィ ブ ル な タ ー ミ ナ ル,マ ル チ プ レ ク サ ー,モ デ ム な ど を生 産 して い

る 。

1973年 に お け る,ハ ン ガ リ ー のDP製 品 の 輸 出 総 額 は,約2,520万 ド ル と推

定 され て お り,そ の 大 部 分 は ソ ヴ ィエ トお よ び 東 ドイ ツに 向 け ら れ て い る 。

1976年 ソ ヴ ィエ トは,約1,800万 ド ル 相 当 のRYADコ ン ピ ュー タ(ES-1020,

ES-1030,お よ びES-1050)を ハ ン ガ リ ー に 輸 出 す る予 定 で あ る 。 こ れ に 対 し

て ハ ン ガ リ ー は,約2,500万 ド ル 相 当 のES-1010ミ ニ コ ン お よ び デ ィ ス プ レ

イ 装 置 を ソ ヴ ィ エ トに 輸 出 す る こ とに な っ て い る 。

現 在,少 な く と も2台 のRYADES-1040が ハ ン ガ リー 国 内 で 稼 動 して い る も

の と み られ て い るが,こ れ は,ハ ン ガ リ ー に お い て は,ICLSystem4お よ び

Siemens4004シ ス テ ム に 次 ぐ大 型 シ ス テ ム と い う こ とに な る 。

o
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ブル ガ リア

ブ ル ガ リアは 東 欧 諸 国 の 中で は ル ー マ ニ ア と と もに 農 業 中心 の 産 業構 造 を持 ち,

比 較 的 後 進 域 に あ る国 と され て い た。 しか し,こ こ数 年 の 工 業化 指 向路 線 に よ っ

て 重 化 学,機 械 工 業 が 大 い に 伸 展 し,現 在 で は む し ろ工 業 国 と称 さね ば な らな

い ほ どに な って い る。 この 路 線 の 中 で エ レ ク トロ ニ ク ス産 業 も重 視 され,東 欧 中

で もユ ニ ー ク な技 術 を有 す る国 に 現 在 な って い る と考 え られ る。

デ ー タ処 理 機 器 の 分 野 で は先 に み た よ うに,RYAD計 画 中 の 小型 機(ES-1020)

を担 当 して い る が,現 在,そ の 生 産 は ほ とん ど ソ連 が 肩 が わ りして い る と伝 え ら

れ る。特 筆 す べ きは 磁 気 デ ィス ク装 置 に 関 す る技 術 で,こ め 製品 は現 在 フ ラン ス,

イ タ リア等 西 欧 諸 国 へ も輸 出が な され て い る もよ うで あ る。 当然,東 欧諸 国 へ は

コ ン ピ ュ ー タ本体 とと もに か な り輸 出 され てお り,東 独,ポ ー ラ ン ド等 はOEMと

して利 用 して い る。 現 在 生 産 され て い るの は,30メ ガバ イ トの デ ィス クだが,

さ らに100メ ガバ イ トの もの が 開発 中 とい わ れ る 。

1974年 末 の ブ ル ガ リアの コ ン ピ ュー タ設 置 台 数 は130台 で,そ の 大半 は ソ連

製 の もの だ 。 こ こ数 年 前 まで は,コ ン ピ ュー タの 大 部 分 は 西 欧製 だ った が,現 在

で は,124あ る コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ーの ほ と ん どが 国 産 のES1020,あ るいは

ソ連 製 のASVT-M(プ ロセ ス制 御 用)を 採 用 し て い る。

ブル ガ リアの 代 表 的 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーに はIzotが あ る。
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ル ー マ ニ ア

ル ー マニ アは,そ の 政 治 的 立場 もあ り,他 の 東 欧諸 国 ほ ど統 合 レインジに コ ミッ

トして い な い 。 この 間 の 事 情 は,設 置 コン ピ ュー タの70%が 西 側 メ ー カ ー製 だ

とい う現状 で も明 らか で あ る。 米 国 商務 省 レポ ー トは,同 国 の1974年 設 置 ベ ー

ス を150台 と推 定 して い る(1970年 は50台)。

1975年 まで に80ケ 所 の コン ピ ュー タ ーセ ンタ ー を設 置 し,400め 企 業 に サ

ー ビス させ る こ とを 内容 と した1972年 プ ラ ンは
,1973年 に な って20セ ンタ ー

に修 正 され た 。 現 在 稼 動 し て い る これ らの セ ンタ ーの 大部 分 はFelixC256を 保

有 して い るが,こ の 機 器 は ル ー マ ニ アの工 場 で ラ イセ ンス生 産 され て い るCII

Iris50で あ る。

1973年,ル ー マ ニ アはControlData社 との協 定 で 周 辺 機 器生 産 に あ た る合

弁 企 業RomControlDataを 設立 した。 同 社 は ル ー マ ニ ア政 府 の 支 配 下 に 置 か

れ,カ ー ド ・ソ ー ター や プ リン ター に生 産 の 重点 を置 いて い る。

な お,CDCは,コ メ コ ン諸 国の 中 で は ブル ガ リアが リー ドし て い るデ ィス ク市

場 を ね ら って,RomContro1で よ り高 性能 の40メ ガバ イ ト程 度 の デ ィス クを生

産 す る計 画 を も って い るが,ま だ政 府 の 認可 が お りて いな い 。

米 国 とコ メ コ ン諸 国 の 貿 易 関 係 に お い て,ル ー マニ ア とポ ー ラ ン ドの二 国 に は

へ

特 別 に,最 恵 国(MostFavoredNation)と し て の ス テ ー タ ス が 与 え ら れ て い る。

こ れ は,ル ー マ ニ ア お よ び ポ ー ラ ン ドが,米 国 や 西 欧 メ ー カ ー と,ラ イ セ ン ス 契

約 を 通 じ て,い く つ か の 協 力 体 制 を 組 ん で い る こ とか ら き て い る もの と思 わ れ る 。

す な わ ち,ポ ー ラ ン ドは,先 に 述 べ たCIIお よ びCDCと の 関 係 以 外 に も,フ ラ

ン ス のThomsonCSF(TTLの 製 造 に 関 し て),BunkerRamo西 ド イ ツ 子 会 社

(コ ネ ク タ ー の 生 産 に 関 し て),Singer(カ リ キ ュ レ ー タ ー の 生 産 に 関 し て),

Foxboro(プ ロ セ ス 制 御 用 機 器 の 生 産 に 関 し て)な ど と も ラ イ セ ン ス 契 約 を結 ん

で い る 。 ま た ・MemorexとAmpexと は,Felixコ ン ピ ュ ー タ 用 の 磁 気 デ ィ ス
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クお よび磁 気 テ ー プの 供 給 に 関 す るOEM契 約 を 交 わ して い る。 その 他Corning

Glassと はCRT装 置の 製 造 に 関す る合 弁 事 業 を開 始 して お り,ま た,ITTと は

技 術 協 力 に 関 して提 携 して い る。

⑱
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中 国

緊 張 緩和 に もか か わ らず,1976年 の 対 中 貿易 は縮 小 しそ うで あ る。 中 国 が 国

産 の デ ー タ処 理 産 業 を築 き あげ るに つれ て,海 外 の コ ンピ ュー タ ・メ ー カ ー は ご

くわ ず か の 輸 出 しか 期待 で きな い だ ろ う。

米 中 貿 易 は,1975年 の10億 ドル か ら76年 に は4億 ドル に ま で低 落す る とみ

こ まれ て い る。 しか も,こ の う ち コ ン ピ ュー タ ・メ ー カーの 手 に お ち るの は,ご

くわず か だ と い うこ とは 疑 い な い 。

中 国 の 対 外 貿易 は2つ の 方 針 で つ らぬ か れ て い る。1つ は,貿 易 赤 字 を減 少 さ

せ るこ とで あ る。76年 は,75年 の7億 ドル に の ぼ る赤 字 を減 少 させ る ことに 力

を入 れ てお り,機 械 類の 輸入 を抑 え るつ も りだ とい う。第2は,自 国で 生 産 で き

る もの は,絶 対 に輸 入 しな い とい うこ とで あ る。

中 国 市場 をね ら って きた 欧米 メ ー カ ーの 期 待 に 反 して,中 国に あ る西 側 の コ ン

ピ ュー タは きわ め で少 な く,そ れ も米 国 製 よ りも欧 州製の もの が 多 い。 もっ と も

成 功 して い るメ ー カー の1つ は,英 国 のICLだ ろ う。ICLは1966年 に1905

と1903の セ ー ル ス に 成功 して い る。 また 仏 のCIIIris60お よ びHoneywel1

-Bul1の61/60も 設 置 され て い る。

人手 の多 い 中 国 で は汎 用 コ ン ピ ュー タの 市 場 は きわ めて 限 られ て い る とい われ,

需 要が あ るの は ほ とん どプ ロセ ス制 御 用 マ シ ンお よ び科学 技 術 用 マ シ ンで あ る。

また,中 国産 の周 辺 機 器 は ま だ質 が低 い といわ れ,こ の分 野 で は西 側 メ ー カー

の進出す る余地 は多い とみ られ る。

この よ うな状 況 の 中 で,CDCが76年Cyber172の 中 国 輸 出 に成 功 した こ と

が 注 目 され る。契 約 金 額 は200万 ドルで,油 田 開 発 と地 震 観測 用 に使 用 され る。

これ に は以 前 か ら米 国 防省 とエ ネ ル ギ ー研 究 開 発 局 が反 対 して きた が,今 回 の 認

可 は 軍 事転 用 を 防 ぐた め の 予 防手 段 で 合 意 に 達 した 結 果 で あ る。

また,NCRは 現 在,中 国銀 行 へ の 輸 出 交 渉 を進 め てい る とい われ る。
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中 国 の コ ン ピ ュー タ生 産能 力 は ほ とん ど明 らか に され て い な いが,ソ 連 と同程

度 に 進 ん で い る とい う推 測 もあ る。

中 国 で は,1958年 以来,全 部 で20種 の コ ン ピ ュ ー タ ・モ デ ルが 開発 され て き

て い る と い うが,第3世 代 のICマ シ ンが 最 初 に現 わ れ た の は,1970年 頃 で は

な い か と思 わ れ る。

現 在,中 国 で最 大 の規 模 を持 つ とい わ れ て い る コ ン ピ ュー タ は,北 京 大 学 で 開

発 され た48ビ ッ ト ・ワー ド ・マ シ ンのDJS-11で,約100万 オ ペ レー シ ョ ン

/秒 の処 理能 力 を持 つ とい われ て い る。 最 も利 用 され て い るマ シ ンは,科 学 技 術

計 算 用 のDJS-17(10万 オ ペ レー シ ョン/秒),ま た は,DJS-18(15万 オペ

レー シ ョン/秒)で はな い か と思 わ れ る。 ま た 最 も新 しい機 種 と しては,1975年

に な ってDJS-130が 発 表 され た 。 これ は 約50万 オ ペ レー シ ョ ン/秒 の 処 理 能

力 を持 つ とい われ て い る。

1975年 に,日 本 の電 子 工 業 視察 団 が 訪 中 した と き,北 京 の半 導 体 工 場 にお い

て,LSI回 路(10,000ト ラ ンジ ス タ ー)の 組 み立 て が行 わ れ て い るの を見 た こ

と を報 告 して い る。 しか し,日 本 の 代表 者 は,こ れ が果 して大 量 生 産 の 体 制 に入

って い るか ど うか は,疑 わ しい と して い る。 また,中 国 製のICを 使 った コ ン ピ

ュー タは,最 近 の 日 本 の製 品 と比 較 して,演 算 ス ピ ー ドが2倍 か ら3倍 お そ い と

い う点 も指 摘 して い る。

現 在,中 国 は急 テ ンポ に コ ン ピ ュ ー タ産 業 の 充 実 を計 りつ つ あ る。 やが て は そ

の 巨大 な 国 内市 場 を満 た す ば か りで な く,国 外 市 場(特 に第3世 界)に も,進 出

を企 て て い く もの と思 わ れ る。 す で に,ア ルバ ニ アは,中 国 製 の コ ン ピ ュ三 夕 を

導 入 して い る。
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4.ア ジ ア 各 国

韓 国

韓 国 科学 技 術 所 情 報 産 業 用 の調 査 レポ ー トに よれ ば,76年7月 現 在 の コンピュ

ー タ設 置 台数 は 約100台 に達 した
。 これ は,1967年 に初 め て経 済企 画 院 がIBM

360を 導 入 して 以 来,毎 年 平 均 約40%の 伸 び で増 加 した こ とに な る。 現 在 の 需

要 か ら予測 す る と,1980年 度 末 まで に は 約500台 の コ ン ピ ュー タが設 置 され る

とみ られ る。

政府 は全 国行 政 の コ ン ピ ュー タ化 を120億 円 の予 算 で7ケ 年 計 画 で 進 めて い る。

また民 間分 野 で も,銀 行,製 造 業,サ ー ビス 業 な どを 中心 に需 要が 急 増 す る こ と

が 予想 され,こ れ らの こ とか ら判 断 して も韓 国 の コ ン ピ ュー タ利 用 は,着 実 に 伸

展 して い く こ とが 予 想 され る。

現在 韓 国 にはIBM,Univac,富 士 通 な ど11の 外 資 系 コ ン ピ ュー タ関 係 会 社 が

進 出 して,サ ー ビス を行 って い るが,こ の ほ か に もCDC,Burroughs,DEC,DG,

Wangな どが 国 内代 理店 形式 で進 出 してい る。

一方 ,コ ン ピ ュー タ関係 の 製造 を行 って い る会 社 は 関 連 部 品 を中 心 に23社 が

あ る。

現在 政 府 は,コ ン ピ ュー タの 国産 化 計 画 を検討 して お り,と くに ミニ コ ン ピ ュ

ー タに つ い て は具 体 的 に1980年 度 には 国 産 機 を開発 生 産す る計 画 で ,今 メ ー カ

ーの 選定 な どを して い る とい われ る。 計 画 に よ れ ば,80年 度 には770台(6,650

万 ドル),81年 度 に は1,030台(8,895万 ドル)の ミニ コン を生 産 して,国 内は

もちろん 輸出 を も計 画 して い る。

な お 韓 国 の コ ン ピ ュー タの メー カ ー別 シ ェアは,現 在IBMが 半 数 近 くを 占 め て

お り,つ づ い て富 士 通,Univac,CDC,Burroughs,NCRな ど とな って い る。
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ユ ーザ ー別 で は,政 府 が14台,教 育研 究 機 関が20台,金 融 保 険 が8台 ・デ ー

タ処 理 セ ンタ ーお よびEDPメ ー カ ーが14台,一 般 企 業 が39台 とな って い る。

な お,軍 関 係 の 数字 は 公表 され て い な い 。

ひ
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4

ホ ンコ ン

ホ ン コ ン生 産 性 本 部 の 調 べ に よれ ば,1963年 に は じめて コ ン ピ ュー タが導 入

され て 以来12年 た った1975年 末 現 在 の設 置 台数 は337台 で,内 訳 は ミニ コ ン

が189台,小 型 機 が86台,中 型 機 が48台,大 型 機 が14台 で あ る。1980年 末

の 予 測 では ミニ コ ンが756～850台,小 型 が139～173台,中 型 が77～97台,

大 型 が23～28台 と推測 され て い る。

金 額 ベ ース で み て も,ホ ン コ ンの市 場 は 急 速 な 伸 び が予 想 され て い る。75年

の 推 定 市場 規 模 は560万 ドル,76年 末 は660万 ドル,80年 に は900万 ドル以

上 と推 定 され る。 と くに ミニ と周 辺機 器 の成 長 が 予想 され,80年 に は それ ぞれ

900万 ドルの う ち,126万 ドル,200万 ドル を占 め るとみ られ る。

コ ン ピュー タの 設置 を産 業 別 に み たの が 表 皿 一4-1で あ る。

メー カー別 で は,金 額 比 で み た場 合,IBMが ト ップで37%,Univacが22 .8

%,ICLが14.8%の 順 と な って い る。 以 下DG,Burroughs,NCR,DEC,Da-

tapoint,Wang,H-Pと 続 い て い る。

ホ ン コンは 国 際 商/工 業 都 市 と して今 後 も発 展 が 予 想 され,こ れ に つれ て コ ン

ピ ュー タ市場 も成 長 す る もめ とみ られ るが,商 工 業 分 野 にお い て200人 以上の従

業 員 を もつ 比 較 的 大 きい企 業 を除 けば,利 用 は広 ま って い ない 。

今 後の 市場 の 方 向 に つ い て は2つ の ちが う見 解 が あ る。1つ は,大 型 機 が 金 額

ベ ー スで み て 大 きな伸 び を示 し,台 数 で は 大 型 の伸 び が著 しい と い う もの 。 も う

1つ は,ミ ニ コ ンお よ び小 一 中型 が伸 び る とい う もの 。

導 入 方式 は リー スが 一 般 的 だが,大 手 銀 行,公 益 企 業,サ ー ビス ・ビ ュー ロー

な どは買 取 りも多 い。 また サ プ ライ ヤ ーは 単 一 の場 合 が 多 い が,こ れ は 各 装 置 の

完全 な互 換 性 を得 た い とす る ユ ーザ ーが 多 い ためで あ る。

デ ー タの 入 力 形式 は キ ー パ ンチ が一 般 的 で,キ ー ツ ー テー プ/デ ィス クの 利 用

は少 な い。 しか し銀 行 で は キ ー ボー ドか らの オ ンラ イ ン入力 や テ レプ ロセ シ ン グ
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・タ ー ミ ナ ル,ま た わ ず か な が らOCR, 表M-4-1:ホ ン コ ンの産業別 コンピュータ

設置状況

OMR,MICR,な ど も用 い られ て い る 。
産 業 大型 中型 小型

ミ ニ ・合計
コ ン

1980年 まで に 伸 び る と期 待 され る 周
政 府 1 4 1 4 10

辺 機 器 に は,リ ム ー バ ブ ル ・デ ィ ス ク,
製 造 業 1 6 8 21 36

銀 行 4 4 16 22 46

デ ィ ス ケ ッ ト ・ ドラ イ ブ,カ セ ッ トお よ 保 険 0 0 0 5 5

小 売 0 0 4 16 20

び カ ー トリ ッ ジ磁 気 テ ー プ ・ ドラ イ ブ, 運 輸 3 3 6 5 17

キ ー ツ ー ・デ ィス ケ ッ ト,MICR,OCR,
公 益

通 信

1

0

2

14

0

7

0

2

3

23

OMR,英 数 字 デ ィ ス プ レ イ,デ ィ ス プ レ 教 育 1 1 1 8 11

出 版 0 0 2 4 6

イ/キ ー ボ ー ド ・タ ー ミナ ル,イ ン テ リ サ ー ビ ス ・
3 6 14 1 24

ビ ュ ー ロ ー

ジ ェ ン ト ・ タ ー ミ ナ ル,POSタ ー ミ ナ ル, 貿 易 商 社 0 6 17 23 46

金 融 タ ー ミナ ル,キ ャ ッ シ ュ ・デ ィス ペ
石 油

建 設

0

0

0

0

4

1

0

3

4

4

ン サ ー な ど が あ る 。 株式仲買お
よび金融 0 1 1 49 51

デ ー タ通 信 サ ー ビス を提 供 し て い るの ホ テ ル 0 0 0 5 5

食 品 0 0 0 1 1

はCable&WirelessLtd.とHongKo一 会計事務所 0 0 2 2 4

ngTelephoneCo.の2社 が あ る 。Cab-

le&Wirelessは 国 際 通 信 サ ー ビ ス を

設計事務所

不動産およ
び投資

そ の 他

0

0

0

0

0

1

0

1

1

9

3

6

9

4

8

行 っ て お り,2400ボ ー,4800ボ ー,

合 計 14 48 86 189 337

乳600ボ ー お よ び5Kボ ー ま で の サ ー ビ

ス を 提 供 し て い る。 一 方 且ongKongTelephoneCo.は 国 内 通 信 の み を行 っ て お

り,デ ー タ 通 信 の 伝 送 速 度 は150ボ ー,300ボ ー,1,200ボ ー,2,400ボ ー,4800

ボ ー の 各 種 で あ る 。
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フ ィ リ ピ ン

フ ィ リピ ンの コ ン ピ ュー タ利 用 は ここ数年 急 速 な発 展 をみ せ,今 や 東 南 アジ ア

で は 先 進 的 な コ ン ピ ュ ー タ利 用 国 とな って い る。

フ ィリ ピ'ンの 国立 コ ン ピ ュー タ ・セ ン ター(NCC)に よれ ば,1971年 か ら75

年 に か け て コ ン ピ ュー タの台 数 は倍 増 し,年 率 平 均20%以 上 の伸 び を示 しだ とい

う。

真 空 管 式 のIBM650が 第1号 コ ン ピ ュー タ と して 国土 庁 に導 入されたのは1960

年 で あ った 。 そ の 後 つ ぎつ ぎに 導 入 され て い った が,100台 を越 えた の は71年

の こ とだ った 。 そ れ か らは 急増 をつ づ け,75年 末 の 時点 で は201台 に達 した 。

コ ン ピ ュー タ輸 入 額 は1972年 で370万 ドル,74年 に は440万 ドル だ った 。

今 後 も20%程 度 の成 長 をつ づ け る とみ られ,1979年 に は1,000万 ドルに 達 し,

設置 台 数 は300台 に 達す る と予 想 され る。

メ ー カ ー別 に み る と,IBMが46.8%と 市 場 の半 分 近 くを握 って い る。 しか し,

最 近 は 他 メ ー カ ーの 追 い上 げ が 激 し く,第2位 のNCRは21.4%の シ ェア を もつ

に い た って い る。3位 のBurroughsは 若 干低 下傾 向 に あ り,現 在 は73年 よ り も

や や 下 った12,4%と な って い る。4位 は 富 士 通 で,6%を 占め る。5位 はUniv-

acで4.5%。

産 業別 に 設 置 状 況 をみ る と・製 造 業 ・銀 行 業 ・公 共 企 業 体,政 府 の 利用 が 多 い。主

な ア プ リケ ー シ ョ ンは記 録 管 理,銀 行 業 務,会 計,研 究,統 計 お よび各 種 数 学 計
tS

算 な どで あ る。 導 入 され て い る機 種 は 多 様 で370/125,115な どの 新 し い もの

もあ る。利 用 形 態 として 企 業 グル ー プに よ る共 同利 用 が行 われ て い るの が 注 目 さ

れ る。銀 行 のEDP利 用 は 進 ん で お り,中 華 銀 行 は 東 南 ア ジ アで 最 初 にオ ンライン

・銀行 シス テ ム を導 入 ,一 方 マニ ラ銀 行 も370/115を 中心 に した オ ン ライ ン ・

シス テ ム を構 築 して い る。

市 場 は 海 外 の 各EDP企 業 の子 会 社,支 店,代 理 店 が 激 しい競 争 を展 開 し てい る
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が,フ ィ リピ ンの 場 合 と くに,シ ス テ ム ・サ ポ ー トと ブ ラ ン ドの 知 名 度 が決 め 手

に な る といわ れ る。

なお,米 商 務省 に よれ ば 今 後 と くに 需 要 が あ るの は 大 型 お よ び 小型 コ ン ピ ュー

タ,デ ィス ク ・メ モ リ,高 速 プ リン タ,キ ー ツー テ ー プ機 器,デ ー タ ・コ レ クタ

ー な ど。 ま た,中 古 コ ン ピ ュ ー タ も大 きな市 場 性 を もつ とい う。

フ ィ リピ ン政 府 は,政 府 部 門 に お け る効 率 的 な情 報 シス テ ム をつ く るた め,5

年 計 画 で コ ン ピ ュー タの 利 用 促進 を計 画 して い る。 これ は71年 に 設 立 され たN-

CCが 中 心 とな って 進 め て い る もの で,各 省 庁 が それ ぞれ コ ン ピ ュー タ を 導 入 す

るの で は な く,共 同 利用 を しよ う とい う もの 。計 画 で は22ヵ 所 に コンピュータが

設 置 され るこ とに な って い る。

■

⇔
■
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イン ドネ シア

イ ン ドネ シ アで は コ ン ピ ュー タ は まだ 目新 し い もの だが,こ れ に対 す る関 心 は

大 企 業 や機 関 を中 心 に高 ま りつ つ あ る。

1974年 現 在,イ ン ドネ シア に は43台 の コ ン ピ ュー タが 設 置 され て い るが,

この うち%は 国 有 石 油 公 団Pertaminaと 国 有 電 気 会 社PerusahaanListrik

Negaraに 設 置 され てい る(共 に4台)。 この ほか 主 なユ ーザ ーに は,イ ン ドネ

シ ア銀 行,ガ ル ー ダ航 空,ジ ャ カル タ市,P .T.Pusri(南 ス マ トラの 肥 料会社),

バ ン ドン工科 大 学,中 央 統 計 局,財 務 省,国 防 省,労 働 省 な どが あ る。

イ ン ドネ シ ア市 場 に 参 入 し て い る コ ン ピ ュー タ ・メ ー カー に は お よそ7社 が あ

る。主 導 的 な の はIBMで,IBMWTCの 子 会 社IBMイ ン ドネ シ ア を通 して活動

して い る。 ほか に はUnivac,NCR,Wang,ICL,TIAC,Burroughsが ある。

IBMは ま た イ ン ドネ シ アに い ち早 く進出 し た メー カー で もあ る。オ ラ ンダ統 治

下 に あ った1937年WatsonBedrijfmachineJaveN.V.と して設 立 され,こ

れ が53年 末 にIBMIndonesiaと 改 称 され た の で あ る。 しか し,イ ン ドネ シ ア

の 第1号 コ ン ピ ュー タはUnivacに よ る もの に な った 。 これ は イ ン ドネ シア 中 央

銀 行 が1956年 に 導入 したUnivac1004で あ る。IBMが 最 初 の コ ン ピ ュー タ売

込 みに成 功 したの は68年,警 察 省 に対 す る360/30で あ った 。 これ 以 前 のIBM

の 活 動 は 簡単 な デ ー タ処 理 機 械 に 限 られ てい た 。

この 後各 社 が 次 々に 市場 に参 入 し,現 在IBMが 設置 して い る最 新 モ デル は370

/145,Univacは9200で あ る。Wangは シス テ ム2200,'ICLは2030,TIAC

は827-A2・Burr・ughsはL4000を 設 置 して い る。

NCRは 最 後 発 の メ ー カーで,72年 に 現地 販 売会 社 のN.V.MugiにCentr

ry200を 設 置 し て い るが74年 の 時点 で は この1台 だ けで あ る。

導 入方 式 は レ ン タ ル が一 般 的 で あ る。 これ は ユ ー ザ ーが 買取 る ほ どの 資 金 的 余

裕 を もってい な い こ と と,レ ンタ ルは 買取 りに比 べ て シ ス テ ム変 更 が しや す い こ
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とに よ る。

コ ン ピュー タ を導 入 で き な い ユ ー ザ ーは,デ ー タ処 理 サ ー ビス を利用 して い る。

セ ン タ ーは ジ ャカル タに4ヵ 所,ス ラバ ヤに1ヵ 所 あ る。 ジ ャ カル タの セ ンタ ー

は,Pansystems(360/30を 使 用),IBMIndonesia(360/30),NV.Mu-

gi(Century200),SudarpoCorp.(Univac9200/皿),ス ラバ ヤに はGre-

sikが ある 。

政 府 関係 の コ ン ピ ュー タ導 入 はBAKOTAN(BadanKoordinasOtomatisasi

AdministrasiNegara)の 審 査 を経 な けれ ば な らな い よ うに な って い る。BAK-

OTANは1969年 に 設 立 され た機 関 で あ るが,導 入 審 査 の ほか,コ ン ピ ュー タ要

員 の不 当引 き抜 きの 監 視 と い う役 目 も もって い る。 熟 練 要 員 の数 は 限 られ て い る

た め,こ の任 務 は重 要 な もの と な ってい る。

イ ン ドネ シ アは1976年7月,カ ナ ダ,米,ソ に つ ぎ世 界 で4番 目に,国 内用

通 信衛 星 の 所 有 国 に な った 。

イ ン ドネ シ アは 典型 的 な群 島 国 家 で,こ の た め通 信 ネ ッ トワ ー クの整 備 が 大 幅

に遅 れ て い た。 これ を一 挙 に 解 消 す る手 段 と して着 目 した の が,す で に カナ ダ,

米,ソ で好成 績 をあ げ て い る国 内 向 け通 信衛 星 シス テ ム で,開 発 を米 航空 宇 宙 局

(NASA)に 委 託 して 製 作,打 上 げ を行 った もの 。

今 回打 上 げ られ た通 信衛 星Palapaの 通信 能 力 は テ レビ12チ ャンネル と,電 話

を含 む通 信 回線5,000チ ャ ン ネ ルで,77年 には 第2号 を打 上 げ て全 国通 信 シ ス

テ ム を完 成 させ る計 画 で あ る。 全 国40ヵ 所 の地 上 ス テ ー シ ョ ン も完 成 し,8月 の

独 立 記念 日 か ら本 格 稼 動 に 入 る。 な お,同 シス テ ムの 構 築 費 は総 額2億5,000万

ドルに の ぼ る。
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マ レー シ ア

マ レー シ アの コ ン ピ ュ一 夕 ラ イ ゼ ー シ ョンは1965年 ,電 力 局(NEB)の シス

テ ム導 入 と と もに は じま った 。 現 在67台 の コ ン ピ ュータが稼 動 して お り
,さ らに

15～20台 が 今 後5年 間 に導 入 され る予 定 で あ る。

メ ー カ ー別 ではIBMが31台 と,半 数 近 くを しめ る。 しか も大型 は独 占 に近 い 。

IBMの 競 争 勢力 にはNCR,ICL,DG,DEC ,Univacな ど が あ る。日本 の メ

ー カ ーは ま だ進 出 して お らず
,今 後 も進 出 は む つ か しいの で は な いか とい う。 こ

の 理 由 と して は,言 語 上 の 問題 か ら教 育 や サ ー ビス が十 分 に 行 えな い とい う点 が

あげ られ て い る。

コ.ン ピ ュ一 夕技 術 者 の 教 育 訓 練 は,、NEBが 内 部 的に行 って い るほか,科 学 大

学,技 術 大 学,Mara研 究所 な どに コ ース が 設 け られ て い る。

マ レ ー シ アで 最大 の ユ ー ザ ーは 政 府 とそれ に 準 じ る機 関 で
,NEB,文 部 省,統

計 局,電 気 通信 局,歳 入 省,科 学 大学,マ レー大 学 な どが あ る。

私 企 業で の 主 なユ ーザ ーは,Esso,She11,ShawBrothers,Nestle,Ass-

ociatedMines,Dunlop,TexasInstrumentsな どで あ る。 ま たTheNew

StraitsTimes出 版 社 は1976年 末 コ ン ピ ュー タ を導 入 す る予 定 で ,こ れ は83

万 ドル に達 す る印刷 シス テ ムで,こ の 種 の もの と しては 最先 端 の もの に な る とい

う。

民間企業の コンピュータ導 入意 欲は決 して低 くはないが,各 種 税 をあわせて34

%に も達 す る コ ン ピ ュー タ導 入 税 に意 欲 を そが れ て い るの が現 状 で あ る
。 マ レ ー

シ ア ・コ ン ピ ュー タ学 会 は 政 府 に対 し,こ の 高 い税 率の 引下 げ を求 め て い るが
,

政 府 は 今 の と こ ろ回 答 を示 して い な い 。 マ レ ー シ ア政 府 は,コ ン ピ ュー タ化 が 労

働 力 需 要 を低 下 させ るので は な い か とお それ て,導 入 に消 極 的 だ と いわ れ るが ,

政 府 の コ ン ピ ュー タ政 策 が 変 わ らな い限 り,マ レー シ アの コ ン ピ ュー タ化 は 急 速

に 進 ま な いだ ろ う。
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タ イ

タ イ統 計 局 の 調 べ に よれ ば,1976年 現 在 タ イに設 置 され て い る中 一大 型 コ ン

ピ ュー タは50台 あ り,こ れ は1972年 の 倍 とい う。

タ イで コ ン ピ ュー タを もっ と も利 用 し てい るの は 政 府 で,コ ン ピュー タ総 台数

の 半 分 を所 有 し て い る。政 府 は ま た チ ュラ ロ ン コ ー ン大 学 とな らび タイ の コ ン ピ

ュー タ導 入第1号(1963年)で あ る。

この ほか コ ン ピ ュー タが 使用 され て い るの は銀 行,金 融,航 空 会社 な ど一 部 の

大 企 業 に 限 られ てい る。 また,一 般 に マ シ ン規 模 は きわ めて 小 さ く,大 型 コ ン ピ

ュー タは 統 計 局 に あ るの みで あ る。

タ イ に 進 出 して い る外 資系 本 体 メ ー カ ーには,IBM,CDC,Burroughs,Un-

ivac,ICL,NCR,日 本電 気 が あ る 。IBMは タ イ市 場 にお け るパ イオ ニ アで,

1973年 に100%子 会 社 を設 立 してお り,市 場 の70%の シ ェ アを もつ 。IBM

ユ ー ザ ー に は統 計 局,会 計 検 査 院,チ ュラ ロ ン コ ー ン大 学,ア ジ ア技 術 研 究 所,

空軍,警 察 庁,タ イ電 力 局,タ イ国 際 航 空 が あ る。

コ ン ピ ュー タは バ ンコ ッ クに 集 中 し て い るが,76年 に は じめ て バ ン コ ック 以

外 で コ ン ピ ュー タ が稼 動 に入 った 。 これ は チ ェ ンマ イ大 学 の 英 国Digico製Mi-

cro16Vで,56KBの デ ィス ク,9ト ラ ックの テ ー プ ・シス テ ム,カ ー ド ・リー

ダ,300行/分 の プ リ ン タ を備 え て い る。Micro16Vは 最 大32台 まで の タ ー

ミナ ルを制 御 で き る タ イ ム シ ェア リン グ機能 を もって お り,現 在 同 大学 で は7台

の タ ー ミナル を接 続 して,学 生 の プ ロ グ ラ ム実 習 な どに 用 い て い る。 いず れ は他

学 部 や 一 般 企 業へ もタ ー ミナ ル を設 置 し てCPUタ イ ム販 売 を行 い た い と して い

る。
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イ ン ド

イ ン ドに は じ め て コ ン ピ ュ ー タ が 導 入 さ れ た の は1951年,カ ル カ ッ タ に あ る

イ ン ド統 計 研 究 所 が は じ め て だ っ た 。 そ の 後60年 代 に は 毎 年15～17台 の 割 合

で ふ え つ づ け て,1976年3月31日 に は,ニ ュ ー デ リー の 米 国 大 使 館 調 べ に よ

る と,313台 の コ ン ピ ュ ー タ が 稼 動 し て い る 。 こ れ は ア ジ ア で は,大 き な 開 き が

あ る もの の,日 本 に 次 い で2番 目 で あ る 。

し か し,人 口 に 比 較 す る と,世 界 で 最 も コ ン ピ ュ ー タ 普 及 率 の 低 い 国 の1つ に

な り,こ の こ と は と り もな お さ ず 巨 大 な 市 場 が 残 さ れ て い る と い う こ と で あ る。

メ ー カ ー 別 の シ ェ ア を み る と,313台 の う ちIBMが144台,ICLが31台,

DECが23台,Hewlett-Packardが10台,Honeywe1110台,Computer

Automation7台,Elliot3台,Burroughs2台,CII2台,東 欧(主 に

RyadとBESM)10台,そ し て国 産 が79台 と な って い る。

ソ 連,ポ ー ラ ン ド,ル ー マ ニ ア,ブ ル ガ リア,ハ ン ガ リ ー は 最 近,ル ピ ー 支 払

契 約 に よ って,急 速 に イ ン ドに 進 出 し て い る 。

この 結 果,1978年 に は 米 国 メ ー カ ー の 市 場 シ ェ ア は 現 在 の70%か ら,50%

程 度 に 低 下 す る こ と が 予 想 さ れ る 。

国 内 生 産

最 近 イ ン ドは,デ ィ ス プ レ イ ・タ ー ミナ ル,紙 テ ー プ ・ リ ー ダ,パ ン チ,カ ー
●

ドキ ー ・デ ー タ入 力機 器,マ ト リクス プ リンタ,テ レタ イ プ ラ イ タの 国 産能 力 を

もつ よ うに な った 。 しか し,高 速 ラ イ ン プ リ ンタ,テ レタ イ プ,メ モ リ ・デ ィス・

ク ・ユ ニ ッ ト,キ ー ツー テ ー プ ・シ ステ ムの よ うな 高度 な周 辺 機 器 の 国 産能 力 は

まだ な いた め,外 国 メ ー カー に と って この 分 野の 市場 性 は 高 い。

コ ン ピ ュー タの 生 産 は1970-71年 か ら始 ま った が,大 型 シ ス テ ム は まだ全 て

輸 入 に た よ って い る。政 府 の電 子 省 の 政策 として は,実 行 可 能 な ミニ ー中 型 コ ン
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ピ ュ 一 夕の 国 産 化 を す す め る計 画 だ 。

イ ン ドの コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー に は,国 策 メ ー カ ー のTheElectronics

Corp.ofIndiaLtd.(ECIL)と,ICLが イ ン ドのBharatElectronics
l

Ltdと 共 同 で作 った 子会 社InternationalComputersIndianMfg.Ltd.(I

CIML),お よ びIBM子 会 社 の3社 が あ る。

ECILは,CPUの 組 立 を し てお り,周 辺 機 器 は 海 外 メ ー カ ーに た よ ってい る。

す で に100台 の 小 型 コ ン ピ ュー タ を生 産 して お り,今 後 は 中型 機 の生 産 に も着手

す る とい う。

ICIMLは,現 在ICL-1901Aの 組 立 て を行 って い るが,2903に つ いて も製造

許可 の 申請 中 で あ る。

IBMの 場 合 は,1973年 に ライ セ ンス期 限 が 切 れ た た め現 在 は コ ン ピ ュー タの

製 造 は 行 って お らず,ユ ニ ッ ト ・レ コー ダの 製造 の み を し てい る。

イ ン ドの コ ン ピ ュー タ産 業 人 口 は16万 人 だが,こ の う ちECILの 従 業 員 が

5,000人,ICIMLが5,000人,IBMが1,200人 の 従 業 員 をか か え て い る。

⑱

●

需要 予測

イ ン ド電子 省 に よれ ば,第5次5ケ 年 計 画(74～78年 度)のEDP予 算1億

7,200万 ドル の うちわ けは,大 型 コ ン ピ ュー タが1,590万 ドル,中 型 コ ン ピ ュー

タが4,240万 ドル,同 じ く ミニ コ ンが4,240万 ドル そ の他 とな って い る。 この う
、

ち9,000万 ドルは 輸 入 に よ る見 込 み で あ る。

第6次5ケ 年 計 画 で は 大 型 機1,760万 ドル,中 型 機8,830万 ドル,ミ ニ コ ン1

億2,940万 ドルが 予 定 され て い る。 周 辺 機 器 も含 め て 総 額4億4,140万 ドル の う

ち,2億3,000万 ドルが 輸 入 され る とみ られ る。

特 殊 周 辺 装 置の 需 要

79年 ま で に大 きな需 要 が あ る とみ られ る周 辺 機 器 は,高 速 ライ ンプ リ ンタ,高

速 ヘ ッ ドム ー バ ブル ・デ ィス クお よ び コ ン トロー ラ,磁 気 テ ー プお よ び コ ン トロ

ー ラ ,ビ デ オ ・ター ミナル,キ ー ツ ーテ ー プ ・シス テ ム,カ セ ッ ト ・ドライ ブお
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よ び カ ー ト リ ッ ジ,コ ア メ モ リ,半 導 体 メ モ リ,CPUチ ッ プ な ど で あ る 。

第6次5ケ 年 計 画 で 政 府 が 求 め て い る周 辺 機 器 に は,テ レ タ イ プ ラ イ タ(10字

/秒),紙 テ ー プ リ ー ダ(300字/秒),紙 テ ー プ パ ン チ(110字/秒),ラ イ ン

プ リ ン タ(300LPm,600LPm),カ ー ド リ ー ダ(300cpln,600cpm),低 お よ び

高 速 磁 気 テ ー プ 装 置,CRTデ ィ ス プ レ イ,デ ィ ス ク ドラ イ ブ,カ セ ッ トテー プ 装

置/キ ー ツ ー テ ー プ 装 置 が あ る 。

q

政 府 施 策

政 府 は 各地 方 に コ ン ピ ュー タ ・セ ン ター を設 立 す る計 画 を たて てお り,ボ ンベ

イ,カ ル カ ッタ,マ ドラ ス,ニ ュ ー デ リー,バ ン ガ ロ ール,カ ン プー ル に地 域 国

立 コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ を作 って い る。 これ らセ ン ターは ソ フ トウ ェ ア,ネ ッ ト

ワ ー ク,ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラム の開 発 に た ず さわ る こ とに なゐ 。

政 府 の コ ン ピ ュ ー タ輸入 政 策 は,国 産 で手 に 入 らな い もの に 限 って い る。

政 府 は ま た ミニ コ ン ピュ ー タの 国 内生 産 量 を あげ る方 針 を と ってお り,年産200

台 を 目標 に して い る。現 在 電 子 省 で は民 間,公 共 分 野 あわ せ て37件 のライセ ンス

申請 に つ い て検 討 して お り,最 終 的 に許 可 す るの は10件 以 内 に な る とみ られ る。

電 子省 の 設 立 したThcComputerMaintenanceCorp.は 最 近 ハ イ デ ラ バ ー

ドに本 社 を,ボ ンベ イ とニ ュー デ リー に支 社 をお き,輸 入 コ ン ピ ュー タの 保 守 サ

ー ビス に向 け て準 備 を開始 した
。 政 府 発 表 に よれ ばCMCは 数 十 台のIBM,ICL,

Honeywe11の シス テ ムお よ び76-77年 以 降 に 輸 入 され る全 ての シ ス テ ムの 保

守 サ ー ビス,ソ フ トウ ェ ア ・サ ー ビス な どを外 国 メ ー カー か ら引 き継 ぐつ も りで

い る。 この た め の 技 術者 の 養成 は77-78年 度 に始 め られ る とい う。

この イ ン ド政 府 の 決 定 は,コ ン ピ ュー タ 自給 策 の 一 環 で あ ると見 られ る。

ま た政 府 は,周 辺 機 器 の 国 内 生 産 の 貧弱 さ を改 善 す るた め,76年1月8社 に

製 造 施 設 建 設 認 可 を与 えた ほか,MOSとLSIを 製 造 す るSemiconductorCorp.

を設 立 し た。

行 政 ネ ッ トワー ク計 画
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政 府 は,ニ ュー デ リー に あ る40政 府 機 関 を対 象 に,大 型 コ ン ピ ュー タ をベ ー

ス に した 大 規 模 な 行 政 情 報 シス テ ム を構 築 す る計画 を進 めて い る。 これ は 国 連 の

援 助 に よ り開 発 され る もの で,政 府 は40機 関 全 部 に ミニ コ ンを1台 ず つ設 置 し,

これ を国 立 情 報 セ ン タ ーの 中央 コ ン ピ ュー タ と結 ぶ もの に な り,予 算 総 額 は13

億 円 程 度 に な る とい う。

,

⑭
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中東諸国

中 国 諸 国 に お け る コ ン ピ ュー タ利用 は こ と数 年急 速 に 高 ま って い る。

OPECが 強硬 な石 油 戦 略 を うちだ して以 後,豊 富 な オ イル ・マ ネ ー を有 す る石

油産 油 国 は コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーに と って 将 来有 望 な魅 力 的 な 市 場 と な って き

て い る。IBMは い ち早 くテ ヘ ラ ンに オ フ ィス ・ビル を建 設,Honeywell,CDC

NCRも 次 々 と市 場 に参 入 した 。

しか しHoneywellの 場 合 は その 子 会 社 をイ ラ ンの 国営企 業IEI(lranEle-

ctronicsIndustries)に 売 却 せ ざ るをえ な くな り,ま たCDCは6600シ ス テ

ム を2つ の大 学 に 売 込 ん だ もの の,小 型 機 を もたな い こ とで 伸 び 脳 ん で い る。

中 東 市 場 をね ら って い るの は 本体 メ ー カー ばか りで は な い 。 主要 ミニ コ ン ピ ュ

ー タ ・メー カ ーは ,生 産 制 御,教 育,通 信 とい った 従来 か らの ミニ コ ン利 用 分 野

とい うよ り,ANSICobol,RPG皿,デ ータ・ベース ・ソ フ トウ ェ アな どを携 え て

本体 メー カ ー と対 抗 し よ うと して い る。

ソ フ トウ ェアや コ ンサ ル タ ン ト会 社 に と って も中 東 は魅 力 的 な市 場 とな って い

る。 各国 は ハ ー ドウ ェアだ けで は な く,プ ログ ラ ミン グや シ ス テ ム設 計 に も強 い

関心 を示 して お り,プ ロ グ ラマ達 は 欧 米の 標準 か らみ て も高 度 な ソ フ トウ ェ ア開

発 に と り くんで い る。

欧 米 の ソ フ トウ ェ ア会 社 に対 す る依存 度 は高 く,大 小 さ ま ざ まの ソ フ ト会 社 は

テ ヘ ラン,ク ウ ェー ト,ア ブ ダ ビ,ダ バ ラ ン,バ グ ダ ッ ドとい っ た と こ ろに 事 務

所 を 開 いて い る 。契 約 は 「人 ×年 」 ベ ー スで 算定 され,前 もって 定 め られ た以 外

の 追 加 コス トが 要 求 され るこ とが しば しば で あ る。 ま た納入 期 限 が 守 られ な い こ

と も少 な くな い。 この 理 由 は さ ま ざまで あ るが,発 注 者 側 が 最終 目 標 を的 確 に 設

定 し えな い とい うこ と も一 つ の 理 由で あ る。 豊富 な オ イル ・マ ネ ー を背 景 とし て,

他 の 社会 的,経 済的 諸 条件 を十 分 に 考慮 せ ず に コン ピュ ータ 化 を 推 進 し てい る こ

とが こ う した こ との背 景 に あ る。
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中 東 の どの 国で も一 番 頭 を痛 め て い るの は コ ン ピ ュー タ要 員の 数 と経 験 の 不 足 で,

と くに高 度 な技 術 者 不 足 の 問 題 は切 実 な もの とな っ てい る。

,

燈シ
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イ ラ ン

イ ラ ンは 中 東 諸 国 の 中 で 最大 の 経 済規 模 を誇 り,石 油収 入 を背 景 に 急 激 な 経 済

成 長 を とげ て い る。 中東 諸 国 の 中 で も,人 口 に比 べ て最 もコ ン ピ ュー タ化 が 進 ん

で お り,同 時 に強 い 意 欲 もみせ て い る。

無 か らの近 代 化 を 野心 的 に め ざ してい る イ ラ ンは,コ ン ビ ■一 夕 を未 来 へ の カ

ギ に な る手 段 とみ な して い る。 今 後30年 の 石 油 資 源 が枯 渇 す るこ と も予 想 され

てお り,そ の 後の 独 立 と生 存 の 道 を確立 す るた め に不 可 欠 な もの と して コ ン ピュ

ー タ を位 置 づ けて い るの で あ る
。

しか し現在 まで の とこ ろ,コ ン ピ ュー タの利 用 は さま ざま な 問題 を は らん で お

り,決 して ス ム ー ズに 進 んで きた とは い え な い。 この 原 因 は,急 速 な変 化 に 対 し

て,時 間 や エ ネル ギ ー,人 材 の 整 備 が 不 適 切 で あ った こ とが 考 え られ る。 これ に

対 して政 府 は第 一 歩 と して要 員の 養 成 に の りだ し,現 在 イ ランの 主 要10大 学 に

は すべ て,コ ン ピ ュー タ ・コー スが 設 け られ て い る。 ま た 国営 の コ ン ピ ュー タ販

売 会 社ISIRANも 要 員養 成 機 関 を設立 して い る。

現 在 イ ラ ンに は2,850人 の コ ン ピ ュー タ要 員 が い るが,転 職 率 は きわ め て 高 く,

サ ラ リーは 欧 米 主 要 国 に 匹 敵 す る もの とな って い る。

政 府 は,国 内 に 熟 練技 術 者が 少 な い分 野で は 外 国人 技術 者 の 雇 用 も認 め てお り,

外 国 企 業 に よ る要 員派 遣 に もつ なが って い るが,し か し要 員の 質 の 問 題 が 最 近 表

面 化 して きて い る。

現 在,イ ランで 有 力 な外 資 コンサ ル タ ン ト会 社 に は,米 のCSC,SDC,英 のS

CICONな どが あ り,イ ラ ン政府 はDP予 算 の 多 くを これ ら企 業 の マ ン パ ワー ・

サ ー ビスに 対 し支 払 って い る とみ られ る。

イ ラ ンは 外 国 企 業 に 対 す る過 度 の 依 存 を改 め よ う と努力 して い るが,そ の 最 も

典 型 的 な 例 が 国営 企 業IEIに よ るISIRANの 創 設 で あろ う。ISIRANは3年

前 に設 立 され,現 在はHISと の15年 間 の独 占 販 売 契 約に よ りHISマ シンの 販
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売 を行 って い る。

ま たIEIは この ほか,デ ィス プ レ イ ・タ ー ミナ ルの 開 発 製 造 を 目的 にCDCと

提 携,合 弁 会 社CTI(ComputerTerminalsofIran)の 設 立 を1976年9月

に 発 表 した 。 出 資比 率 はIEI70%,CDC30%で,78年 の生 産 開 始 をめ どに

し て い る。

イ ラ ンの コ ン ピ ュー タ設置 台 数 は,テ ヘ ラ ンのMSR社 の 調 べ に よれ ば,1975

年 末 で ミニ コ ン39台,小 型116台,中 型45台,大 型65台 の 計265台 で,さ ら

に76年 初 めの2ケ 月に は 確 実 に35台 が納 入 され て お り,現 在 は300台 を超 え

て い る とみ られ る。、1971年 に は わ ず か75台 に す ぎ なか った イ ラ ンだ が,MSR

社 に よれ ば,80年 には ミニ146台,小 型185台,中 型63台,大 型104台 の 計

500台 程度 に達 す る と予 想 され る。 同 じ く80年 の コ ン ピ ュー タ お よ び関連機 器

輸 入 額 は1,060万 ドルに 達 し,そ の96%は 米 国 か らの 輸 入 が 占 め よ う とい う。

イ ラ ンの コ ン ピ ュー タ市 場 で 最 大 の シ ェア を もつ の は や は りIBMで,1972年

に は80%ま で を 占 め て い た。 しか し1976年 に は49%ま で 低 下 して い る。この

ほか イ ラ ン市 場 に進 出 し て い るメ ー カー には,Isiran(Honeywel1),Datiran

(DataGeneral),CDC,Burroughs,NCR.SperryRand,Ratheon,

DEC,Interdata,Wang,Mael(働 が あ り,最 後 の2社 以 外 は すべ て イ ラ ン

に 子 会社 をお い て い る。

イ ラ ンで は コ ン ピ ュ ー タの70%は バ ッチ ・モ ー ドで行 われ て い るが,通 信 回

線 の 整 備計 画 が 現 在 着 々 と進 め られ て お り,現 在 の リモ ー ト ・タ ー ミナル数 は40

台 に 満 た な い が,電 話 シス テ ムが 改造 され た あ とは この状 況 は 変 化 す る と思 わ れ

る。

EDPユ ー ザ ー として は,や は り政 府 が 最 大 で70～80%を 占 め てい る。 この

ほか に は 銀 行,製 造 業 が 多 い。
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サ ウ ジ ア ラ ビ ア,イ ラ ク,ク ウ ェ ー ト

サ ウ ジ ア ラ ビア

現 在 の コ ン ピ ュー タ稼 動 台数 は30台 程度 と推 定 され るが,最 近 に な って急 速

に普 及 しは じめ て い る。要 員 不 足 を ど うや って解 決 して い くか が 今 後 の カギ とな

ろ う。

サ ウジ ア ラ ビアの 石 油 ・鉱 山大 学 の コン ピ ュー タ ・セ ンタ ー は 中東 最 大 規 模 の

1つ に 数 え られ る。 こ こで は3Mバ イ ト・メモ リのIBM370/158が 設 置 され

て お り,こ れ にIBM2501/1403バ ッチ処理 ス テ ー シ ョ ン と28台 のIBMO29

キ ー パ ンチ装 置 が 学 生 の デ ー タ入 出用 に付 属 され,学 校 事務 と科 学 技 術計 算 用 に

はIBM3780遠 隔 バ ッチ 処 理 ス テ ー シ 。ンと10台 のIBM2741対 話方 式 タ ー ミ

ナ ル,IBM3881光 学 読 取 装 置,5台 のIBM3742キ ー ツー デ ィス ク装 置 が取 り

つ け られ て い る。

オ ペ レー テ ィン グ ・シ ス テ ムはOS/VSIで 科学 技 術 ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッ

ケ ー ジ と してCSMP,HIDES,ICES,DYNAMO,SSPな どが 準 備 され て い る。

同大 学 の 工 学 部 が 同セ ン タ ー の シス テ ム ・サ ポー トを行 って お り産 業 管 理学 部

で は学 位 授 与 情 報 シス テ ムが 開発 され,教 育 サ ー ビス ・グル ー プが 学 生 対 象のD

P教 育訓 練 コー スの 開 発 を行 って い る。 この ほか,政 府 関係 と国 内企 業 ユ ーザ ー

の 利用 が 同 セ ンタ ーの コ ン ピ ュー タ利 用 比 率の50%に の ぼ って い る。

な おIBM370/158は,同 セ ンタ ーが1967年 に8KのIBM1130を 導 入 し

て 以 来4回 目の グ レー ド ・ア ップに よ る もので あ る。

また,サ ウ ジ アラ ビアに は世 界 で もっと もコン ピ ュー タ化 され て い る といわ れ

る病 院 が あ る。 これ は リヤ ドに あ るTheKingFaisalSpecialistHospital

で,医 師 や看 護 婦 が 医療 に 専 従 で き るよ う,徹 底 した 事務 管 理 の コ ン ピ ュー タ化

を初 め か ら意 図 し て設 立 され た病 院で あ る。 コ ン ピ ュー タの コ ンサ ル タ ン トお よ

び 医療 技 術 シス テ ムの サ プ ラ イ ヤ には 英 国の ソ フ トウ ェア/シ ス テ ム会 社Scicon
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が あ た った。 シ ステ ム は ミニ コ ン ピュ ー タ 図1皿 一4-1:TheKingFaisal病 院

の コンピュータ ・システム
で 構 成 され て お り,ハ ー ドウ ェ ア,ア プ

リケ ー シ ョ ン と もに 大 規 模 な もの で,患

者 ケ ア,病 院 事 務,医 療 シ ス テ ム,通 信

関 係 シ ス テ ム の4つ を カ バ ー し て い る

(図 皿 一4-1)。

イ ラ ク

現 在 の コ ン ピ ュー タ設 置台 数 は,政 府

を主 体 に18台 で,民 間へ の コ ン ピ ュー

タ リゼ ー シ ョンは こ れ か らとい う段 階 で

ある。

政 府 の コ ン ピ ュー タ導 入 に あた って は,政 府 機 関で あ るナ シ ョナ ル ・コ ン ピ ュ

ー タ ・セ ン ターが 中心 に な って計 画 的 に行 って い る。
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ク ウ ェー ト

豊 富 な石 油収 入 が あ る うえ国 が 小 さい こ と もあ って 生活 水準 は 高 い。 コ ン ピ ュ

ー タの台 数 は16台 と ,小 国 の わ りに は 多 い 。 しか も他 の ア ラ ブ諸 国 と ちが い民

間 企 業に 多 いの が 特 徴 で あ る。
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5.そ の 他 各 国

ブラジル

ブ ラ ジル の コ ン ピ ュー タ産 業 は,現 在 大 きな転 換 期 を迎 えて い る。契 機 とな っ

たの は 石 油 シ ョ ック以 来 の 国 際収 支 の 悪 化 で あ る。 多 額の 対 外 債 務 に 脳 む ブラ ジ

ル政 府 は,貿 易 収 支 を好 転 させ るた めEDP分 野 で もさま ざ まな 輸 入 規 制策 を講

じ,さ らに,遅 れ て い る国産 コ ン ピ ュー タ生 産計 画 を 強化 して,輸 入 か ら国 産 化

へ の転 換 策 を打 ち出 した 。 しか し,今 の と ころ ユ ー ザ ーは輸 入 コ ン ピ ュー タに 頼

ら ざ る を得 な く,米 国 内価 格 の2倍 近 い支 出 を よ ぎ な く され て い る。

ブ ラ ジルの 国 内 市 場 は海 外 メー カ ーに と って恰 好 の 輸 出市 場 に な って い る。 し

か し,政 府 の 厳 しい輸 入 規 制 に よ り足 か せ をは め られ た有 力 メ ー カー 各社 は,こ

れ に 対 応 し て続 々 と現 地 製 造策 を検 討 しは じめ て い る。 なか で もIBMは シス テ ム

32製 造 計 画 を 明 らか に して い るが,こ れ は 国 産 プ ロ ジ ェク トを進 め る ブ ラ ジ ル

政 府 を刺 激 す る と こ ろ とな り,政 府 は これ に 対 す る戦術 と して,小 型事 務 用 シ ス

テ ム の 国産 化 計 画 を促 進す るこ と とな った 。一 方,圧 力 をか け られ て い る と い わ

れ るIBMも 計 画 を 続行 す る と表 明 してお り,今 後 の 動 向 が注 目 され て い る 。

輸 入 規 制

ブ ラ ジ ルの 国 際 収 支 の状 況 は 相 当に 苦 しい もの で,ち なみ に1975年 度 の 貿 易

収 支 は 輸出 が87億 ドル,輸 入 が122億 ドル と,35億 ドル に の ぼ る赤字 とな って

お り,貿 易 外収 支 も34億 ドル の赤 字 を あ げ,対 外 債務 は75年 末 で220億 ドルに

達 して い る。

これ に 対 して 同 国政 府 は さ ま ざ ま な 輸入 規 制策 を打 ち出 し,EDP機 器 に 対 し

て も極 め て高 い 関 税 を課 す な ど厳 し い輸 入 規 制 を実 施 した。1975年10月 に は,

それ まで10%だ った コン ピ ュー タに 対 す る輸 入 関税 率 を40%に 引 き上げてい る。
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ま た,コ ン ピ ュー タ導入 に あ た ってはCAPRE(CommissaodoCoorderacao

doActividadesdoProcessamentoElectronico:コ ン ピ ュー タ導 入 調 整

委 員会)に よ って,そ の経 済 的 技 術 的 妥 当性 が 厳 し くチ ェ ック され る ほか,コ ン

ピ ュー タ輸 入 に 際 して は,輸 入 ラ イ セ ンス取 得 時 にFOB価 格 相 当額 を1年 間 無

利 子 で ブ ラジ ル銀 行 に 預託 す る こ とが 義 務 づ け られ て い る 。 この結 果 ブ ラ ジル の

ユ ー ザ ー は米 国 の価 格の192%と い う途 方 もな い支 払 をす る こ とに な っ てい る。

しか し,こ う して輸 入 を抑 制 して も,ま だ ブ ラ ジ ルに は 本 格 的 な 国 産 コ ン ピ ュ

ー タ業 界 が 形 成 され て い ない た め
,ユ ーザ ーは 輸 入 に頼 らざ る を得 な い状 況 に あ

る。CAPREに よれ ば75年7月 現在 に お け る総 設 置 台 数 は3,793台 だ が,こ の ほ

とん どは 輸 入 品 で あ る。

7

ぎ'

市 場

ブ ラ ジ ルの コ ン ピ ュー タ市場 は 世界 で12番 目,中 南 米全 体 の 約 半分 の規 模 を

もって お り,年 間成 長 率 も75年 ま で30%を 超 え る 高 さ を示 して い た 。また,中

南 米 に お い ては 例 外 的 に 政 治 経 済 と もに 安 定 し てい る と い うこ と もあ って,各 メ

ー カ ーは ブ ラ ジル 市場 を特 に 注 目 して い る。

メー カーの 中 で,ブ ラ ジル で圧 倒 的 な 強 さ を示 し てい るの はIBMとBurroughs

で あ る。 図 に 示 す とお り,汎 用 市場 で はIBMが 約60%,Burroughsが15%と

両 者 で 全体 の4分 の3を 占め る。 また ミニ ・コ ン ピ ュー タではBurroughsが42

%で ト ップ,こ れ に01ivetti,Philips,NCRが 続 い て い る。

これ ら海外 メ ー カ ーに と って極 め て魅 力 的 な 輸 出 市 場 とな って い る 自国 市場 に

対 して ブ ラ ジル政 府 は,国 産 メー カ ー を育 成 す る こ とに よ り歯 止 め を う ち,輸 入

か ら国 産 へ の転 換 をは か ろ う と して い るわ けで あ る。

こ う した方 針 に そ って,政 府 は 現 在,そ の 弱 体 が 目立 つ 国産 メ ー カーCobra社

を軌 道 に乗 せ よ うと躍 起 に な って い る。

■
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図 皿 一5-1:ブ ラ ジ ル ・コ ン ピ ュー タ 市 場 の メ ー カ ー ・シ ェ ア

(台 数 ベ ー ス:1975年7月1日 現 在)

.◆

その 他

Philips

10.2%

3.8

%

Olivetti

33.9%

、ミニ コ ン ピ
ュ ータ

2,266台

その他

汎 用 コ ン ピュ ー タ

1,527台

表IH-5-1:規 模 別 コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数

¶

'

ヤ

メ ー カ ー ミ ニ 小型 中型 大型 超大型 計
Burroughs 944 119 86 7 11 1167
IBM 0 625 162 72 47 906
01ivetti 769 0 0 0 0 769
Philips 232 0 0 0 0 232
NCR 181 8 9 1 0 199
DEC 0 101 2 0 0 103

Honeywell-Bu11 0 43 42 2 2 89.
Hewlett-Packard 0 72 0 0 0 72
UnivaC/SiemenS 0 45 22 0 0 67
RUF 54 0 0 0 0 54

Singer 20 19 0 0 0 39
Commicromation 33 0 0 0 0 33

Varian 23 0 0 0 0 23
Facom 2 14 6 0 0 22
CII 0 6 3 0 0 9
Wang 8 0 0 0 0 8
ControlData 0 0 0 0 ・1 1一

計 2266 1052 332 82 61 3793
1

注)・

■

1975年7月1日CAPRE調 べ

ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ ・・

小 型 ・・

中 型 ・・

大 型 ・・

超 大 型 ・・

・一 ・3万 ドル 以 下

……3～18万 ド ル

……18～60万 ド ル

……60～120万 ドル

……120万 ド ル 以 上
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国 産 プ ロ ジ ェク トCobra

ブ ラ ジル 政 府 の 国 産 コン ピ ュー タ生 産計 画 は60年 代後 半 のDigibras誕 生 に

さか の ぼ る。Digibrasは 政 府 各 機 関 の 出資 に な る会 社 で,コ ン ピュー タ を含 む

エ レ ク トロ ニ クス 全般 に わ た って,国 産 技 術に よ る製 品 開 発,製 造 の保 護 育 成の

た めの 調 整,ま た 自国 企 業 へ の投 資 を 目的 に 設 立 され た。

政 府 の 方 針 と して は,こ のDigibrasを 中 心 に,国 内お よ び海 外 の民 間企 業に

呼 び か け,合 弁 会 社 を 発 足 させ よ うとい う もの だ っ た.海 外 メ ー カー か らは英 国

のFerrantiが 選 ば れ,国 内の民 間 企 業か らはE.E.(EquipmentosElectron-

icos)が 参 加 す る こ とに な った 。 こ う してDigibras,Ferranti,E.E.が3分

の1ず つ 出 資 し,74年7月 にCobraと い うブ ラ ジ ルの コ ン ピュ ータ ・メ ー カ ー

が 出 現 した 。

Cobraが 生産 し よ うと した の はFerrantiのArgus700だ った 。同機 種 は,・デ

ー タ 通 信
,プ ロセ ス ・コ ン トロー ル な どに 利 用 され る16ビ ッ トの 小 型 機 で あ る。

Cobraは これ をCSB・1と 銘打 ち,ま ず40台 を販 売 す る計 画 をた て,76年10

月 に第1号 機が 国有 石 油会 社 に納 入 され た 。

しか し,CSB・1プ ロ ジ ェク トは,財 政 難 に 苦 しみ,順 調 に は進 ま なか った 。

E.E.は 出資 を ま か な い きれず,最 終 的 に は 政府 が ほ とん ど肩 が わ りす る ことと

な った 。 この た め中 止 の うわ さ も出 て い たが,現 在 の と こ ろ結 局 続行 され る とい

う。

これ に 代 わ って,政 府 はCobraの 軌道 を修 正 す る こ と を決 め た。 す な わ ち,従

来 か ら も って いた 小 型 事務 用 コ ン ピュ ー タの生 産 に あた る別 の合 弁 会 社を 設 立 す

る とい う構想 を転 換 し て,Cobraの 中 に 同 シ ス テ ム担 当 部 門 を新 設 す るこ とに決

定 した の で あ る。

こ う して 小 型 事務 用 シス テ ム市 場 に主 力 を向 けて,Cobraの 変革 は 以 下 の よ う

に 進 め られ て い る。 ① ブ ラジ ル最 大 の 商 業 銀行Bradescoの 参 加② 役 員会 の 再 編

成 ③ 海 外 ハ ー ドウ ェア ・メ ー カ ー との 交 渉 な どで あ る。

Bradescoの 参 加 は,E.E.に か わ る国 内 企 業 の 参 加 を呼 び か けた政 府 の 要
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請 に もとず く もの で,参 加 が 決定 す れ ば,2,000万 ドル を 出 資 す る同 銀 行 はCo-

braに お け る最 大 の 株 主 の 地 位 をDigibrasか ら引 きつ ぐ こ とに な る。 なお 同 銀

行 が この要 請 に応 じたの は,自 身 も数 千 台 の 小型 事 務用 コ ン ピ ュ ー タ を必 要 と し

て い るた め とい う。

海 外 メー カー との交 渉 は,Ferrantiが この分 野 に強 くな い た めで,現 在 ラ イ

セ ン ス協 定 を め ぐ って,DEC,DataGenera1,Logabaxな ど と交 渉 が 進 め られ

て いた が,結 局77年3月 に米 国Sycor社 との 間 で交 渉 が ま と ま り,今 後 同 社 が

小 型 事 務用 コ ン ピ ュー タの 技 術 指 導 とOEM生 産 に あ た る こ とに な った 。'

¶

■

海 外 メー カー の 動 き

以 上 の よ うなCobraの 生 産 計画 の 突 然の 強 化 は,IBMの 侵 入 に対 す る敏 感 な

反 応 と もと られ る。

IBMブ ラ ジル は 最近,シ ス テ ム32を ブラ ジル で生 産 す る計 画 を 明 らか に した 。

計 画 に よ る と,シ ス テ ム32は65%ま で を ブ ラ ジル製 部 品 で 構 成 す る もの とな り,

国内 市 場用 に ブ ラ ジル 製 と して 売 られ る予 定 に な って い る。 も ちろ ん 輸入 規制 に

対 抗 した もの と思 わ れ る。

当然 この計 画 は,Cobraプ ロ ジ ェク トを推 進 し よ う とす る政 府 の反 対 に あ って

い る。IBMの 経営 上 の意 志 決定 機 関 が な い限 り,国 産品 と は 認 め られ な い と政

府 は 考 えて い るが,法 律 的 に は 製 造 を阻止 す る手 だ て は な い。 ま と もに た ち う ち

で きな い と考 え る政府 は,Cobraの 新 製 品の たet}に 一 定 の 市 場 を確 保 し,最 低5

年 間 は 保 護 を 与 え る こ と を考 えて い る らしい。 政 府 の意 図 で は,Cobraに 特定

の 市 場 を割 り当 て るか わ りに,IBMは じめ外 国 メ ー カーに は,大 型,科 学用 な ど

Cobraが 関 心 を もた な い 市 場 で は 歓 迎 す る とい うこ との よ うだ 。

しか しIBMブ ラ ジル は,政 府 の 圧力 に もか か わ らず シス テ ム32生 産 計画 を続

行す る と表 明 して お り,今 後の 動 向 が 注 目 され る。

IBM以 外 で も,ブ ラ ジル 政府 の 輸 入 規 制 強化 に と もない,海 外 の 有 力メーカー

各 社 は 現地 生 産 計画 を検 討 す る よ うに な って い る。
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Burroughsは,OEMベ ー スで 周辺 機 器 を ブ ラジ ルで 生 産 し,他 メ ー カーに供

給す る計 画 を明 らか に して い る。 これ は,輸 入規 制 の た め に,顧 客 は あ るの に機

器が な い と い う特 異 な 事 態 に 追 い 込 まれ,マ ーケ テ ィン グ活 動 の 縮 少 を よ ぎな く

され て い るEDP関 係 者 の 窮状 を救 う こ とを意 図 して い る とい う。

ま たDECも 中 南 米全 域 へ の 拠 点 とし て,ブ ラ ジル国 内 に お け るPDP-11の 製

造 ・販 売 の 可 能 性 を探 って い る。 英国 のICLも,100%出 資 の 子会 社 を設 立 し

て,NationalInstituteofSocialWelfareと い う大 ユ ーザ ー を手 に入 れ

活 発 な活 動 を開 始 し た。 これ もま た将 来 は ブ ラ ジル で組 立 て行 う計 画 を もって い

る。 ほかに もNixdorf,FourPhase,Logabax,Olivetti,WangLab.な ど強

い 関 心 を示 し て い るメ ー カー は多 く,ブ ラジ ルは注 目 され る市場 とな って い る。

▼
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●

o

メキ シ コ

メ キ シ コの コ ン ピ ュー タお よび 関 連 機 器 市 場 は 今 後急 激 な伸 び を示 す と予 想 さ

れ る。1975年 に お け る同 機 器 の 輸入 額 は3,300万 ドルで あ ったが,1980年 に

は150%増 の8,000万 ドル に達 す る と期 待 され る。

メキ シ コ ・シ テ ィーのC .R.QuickYAsociados社 の 調 査 に よ る と,な か で

も最 大 の成 長 を示 す とみ られ るの は ミニ ・コ ン ピュー タで,年 間 平均 成 長 率25

%,小 一中 一大 型 コ ン ピ ュー タは 同 じ く12-14%の 成 長 を示 す とい う。

国 内 には 国 産 メ ー カー は な い た め,こ の 国のEDP機 器 は すべ て輸 入 に頼 って

い る。

1975年 末 にお け るメ キ シ コの コ ン ピ ュー タ設 置金 額 は3億4,430万 ドルで,

その 内訳 は 以 下 の とお りで あ る。

・ ミニ コ ン ピ ュー タ6 ,110万 ドル

・小 型 コ ン ビ ュー タ7
,200万 ドル

・中型 コ ン ピ ュー タ1億1
,930万 ドル

・大型 コ ン ピ ュー タ9
,190万 ドル

ま た周 辺 機 器 市 場 も年20%の 割合 で 伸 び つ づ け る とみ られ る。

デ ー タ通 信 施 設 は 現在 の と ころ限 られ て い るが,こ れ も成 長 の き ざ し をみ せ て

い る。 メ キ シ コで は デ ー タ伝 送 は す べ て政 府 の 手 で 管 理 され て い る。

EDP要 員の 問 題 が メ キ シ コで は 大 きな 問 題 で,今 後 も要 員 不 足は ひ きつ づ く

とみ られ る。 現 在 要 員の55%はEDPメ ー カ ーに よ って教 育 され て い るが 。 今

後 もこの 傾 向 は 続 くだ ろ う。

高 い 市場 成 長 率

前述 した よ うな 平 均20%と い う成長 率 の 高 さは 以 下 に あ げ る要 因 に よ る。 ①

政 府 が,1975年 に 出 した 輸 出 規制 を緩 和 し,も っ と自由 な コ ン ピ ュー タ輸 入 政.

策 に移 行 す る と予想 され る。(政 府 は最 大 の コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザ ーで 売 上 全 体
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の50%を 占 め る)②1977年 に は6～8%と い う経 済 成 長 率 の ペ ースを回復す る

とみ られ る。③ ミニ ・コ ン ピ ュー タは と くに25～30%の 高 い 伸 び 率 が期待 され

るが,こ れ は 中 規 模企 業 が新 規 顧 客 と して大 量 に 開 拓 され る とみ られ るか らで あ

る。1975年 の ミニ ・コ ンの ユ ー ザ ー 数 は1,640だ が,潜 在 的 顧 客 は18,000あ る

とい わ れ る。

▼

市場傾向

1975年 末 にお け るコ ン ピ ュー タ設 置 台 数 は2,525台 とみ られQ。

この う ち96%は レ ン タル契 約 に よ る もの で,レ ン タル の割 合 が きわ め て高 い 。

しか し,こ の 割合 も徐 々に下 が る とみ られ,80年 に は90%程 度 に な ろ う。これ

は,買 い取 りの 多 い ミニ ・コ ン ピ ュー タの 割 合 の 増 加 に よ る。

この ほか,以 下 の 点 が 傾 向 と し て あげ られ る。

・DBMSが ご く最 近 メ キ シ コで も発 表 され,コ ンサ ル タ ン ト会社 数社 が サ ー ビ

スに の りだ して い るが,ま だ 大 部 分 の ユ ーザ ー に と って は縁 遠 い と思 わ れ る。

・デ ー タ ・エ ン トリー は,最 近 で は キ ーパ ンチ と カ ー ドリー ダで な され て い た

が,IBMの シス テ ム3の 発 表 に よ り,キ ー ツ ー デ ィス クへ の移 行 が み られ る。

・金 融 機 関 で はOCR,OMR,MICRを 利 用 し て い るが,ほ かの 業 界 には ま だ

普 及 して い ない 。

・テ レプ ロセ シ ン グ に対 す る関 心 は強 く,す で に40の ネ ッ トワ ー クが 存在 す
b

る。 政府 も全国 ネ ッ トワー ク用 の 基 礎設 備 を建 設 中 で あ る。

・流通 部 門 の大 手 で はPOSに 対 す る関心 が 強 い 。

・銀 行 は,米 国 で のEFTSの 動 向 を注 視 して い る もの の,こ の 国で は 当分 実行

の段 階 で は ない 。

デ ー タ通 信

メ キ シ コの デ ー タ 通信 機 能 と サ ー ビ ス は,通 信 運 輸大 臣官 房(SCT)の 電 気

通信 局 が 一 手 に 掌握 して お り,そ の 電 信 ネ ッ トワー ク,連 邦 マ イ ク ロ ウ ェー ブ ・
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ネ ッ トワー ク,通 信衛 星経 由の 電 気 通 信 リン ク,電 話 ネ ッ トワ ー ク を通 し て供給

され て い る。

デ ー タ伝 送 用 の 専用 ネ ッ トワー クは な いが,SCTは 将来 これ を 提供 す る 計 画

を進 め て い る。

現 在 使 われ てい る デ ー タ伝 送 速 度 は,1秒 当 り50,110,134.5,200,300,

600ビ ッ トで,伝 送 は す べ て 専 用 回線 に よ って い る。広帯 域 チ ャ ネ ル(4800bps)

を使用 す るこ と も可 能 で,す で に い くつ か の ユ ーザ ー が利 用 し て い るが,サ ー ビ

ス 料金 は不 明で あ る。

9

,

エ ン ド ・ユ ー ザ ー

・政府 が 最大 の ユ ー ザ ーで,EDP機 器 市場 の40%を 占 め る。1975年 の 政 府

のEDP機 器 予算 は440万 ドル だ っ たが,1980年 に は180%増 の1,235万 ドル

に 達す る と予 想 され る。

・製 造 業 の75年EDP機 器 支 出 は1 ,150万 ドル で,80年 に は3,420万 ドル に

達 す る とみ られ る。

・銀 行 に お け る支 出の 伸 び は 今 後 毎年20%ほ どだ と予想 され る。

・大 学 は75年 の140万 ドル か ら80年 には310万 ドル(年17%増)と な ろ う。

・EDPサ ー ビス業 界 の1975年 総 売 上 げ は約2 ,000万 ドル で,295万 ドル が

EDP機 器 に 支 出 され た 。

メ キ シコの サ ー ビス ・ビュ ー ロ ーは,バ ッチ処 理 の み を行 って い る。 これ は 政

府 が 公 衆 用 の リモ ー ト ・タ ー ミナル を通 じた テ レプ ロセ シ ン グを 規 制 して い る た

め で,サ ー ビス 業界 は 国 の テ レ プ ロセ シ ン グ計画 の 進 展 を期 待 して い る。 この 計

画 は1977年 半 ば に始 ま り,82年 まで 続 け られ る といわれ る。

メ ー カー ・シ ェア

米 国 メ ー カ ーが市 場 を圧 倒 し て い る。 設 置 コ ン ピ ュー タの 実 に95%ま で が 米

国製 で あ る。 メ ー カー 別 に み る と,IBMが530台,設 置金 額 の43%で トップ
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を 占 め,こ れ にHoneywell-Bul1,Burroughs,SperryUnivac,CDC,NCRの

順 で 続 い て い る 。

ま た 小 型 事 務 用 シ ス テ ム で は,BurroughsとNCRが 大 き な シ ェ ア を もつ 。

、

●
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■

イス ラエル

イ ス ラ エ ル の科 学 技 術 情 報 局ILTAMに よれ ば,1975年 末現 在 で イ ス ラエ ル

に は489台 の コ ン ピ ュー タが 設 置 され て い る。 た だ しこれ には 国 防省 に 設置 され

て い る数 十 台 は 含 まれ て い な い。

これ まで の コ ン ピ ュー タ設 置 台 数 の 伸 び は表 皿 一5-3の とお りで あ る。

パ ワー あ る い は金 額 とい う意味 で み れ ば,明 らか に大 型 シ ス テ ムの 比 重 が もっ

と も大 き く,年 間成 長 率(金 額)18.5%の うちの11.9%を 占め て い る。 なお中

型 は4.1%,小 型 は1.2%,ミ ニは1.2%で あ る。

業 種 別 の 利 用 状 況 は 表 皿 一5-4に 示 す とお りで,政 府 ・公 共 事 業体 と金 融機

関 が 最 大 の ユ ー ザ ーに な って い るが,後 者 の場 合 は ミニ コ ン ピ ュー タが 多 い 。

オ ンラ イ ン ・シス テ ムは25シ ス テ ムの みで,こ れ に接 続 され て い る ター ミナル

の台 数 は358で あ る 。 この う ち18台 が 商 工 業,19台 が運 輸,85台 が政 府,

236台 が 教 育 ・研 究機 関 で 利 用 され て い る。1シ ス テ ム当 り平均 月 間 使用 時 間は,

大 型 シ ス テ ムが426時 間,中 型 が424時 間,小 型 が299時 間,ミ ニ が250時 間 。

イ ス ラエ ル で は,コ ン ピ ュー タは 買 取 りに して も レ ンタル に して も決 して安 い

もの で は な く,1975年10月 の 課 税 率 引 上 げで,現 在 は 取 引 額 の48.8%の 税 が

か か るよ うに な って い る。 しか し これ に よ って 輸入 が減 少 して は お らず,1976

年 第1四 半 期 の コ ン ピ ュー タの 輸入 額 は49億5,500万 ドル,前 年 同期 の22%増

とな って い る。

1974年 のEDP支 出は1億1,000万 ドル で,前 年 に 比べ て13.6%増 だ った 。

支 出 の パ タ ー ンは 近 年 変 化 して きて お り,機 器 の 占 め る割合 は43%か ら36%に

減 少,一 方 消耗 品 は15%か ら21%に ア ップ,人 件 費は42%か ら43%に 微 増

し て い る。 最 大 の 支 出 者 は 政 府 で26%,次 いで 教 育 研 究 が21%,銀 行 が17%。

な お74年 のEDP支 出 のGNPに 占 め る割 合 は1.3%だ った.。

今 後数 年 間 に わ た って不 足 が 予想 され るのはEDP要 員で,1974年 末 で ブ ロ
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ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャ ー606人,シ ス テ ム ・ア ナ リス ト851人,プ ロ グ ラ マ1
,259

人,オAe・ ・一・タ910人 の 計3,626人 が い た が,77年 に は そ れ ぞ れ850人,1,200

人,1,800人,1,400人 が 必 要 と さ れ る と い う。

イ ス ラ エ ル の メ ー カ ー

最 近 活 躍 し て い る イ ス ラ エ ル の メ ー カ ー に はELTAとElbitが あ る 。

ELTAは,ECTATERM8504と い う9600ビ ッ トま で の 非 同 期 式 通 信 機 能 と

プ リ ン タ/カ セ ッ ト ・イ ン タ フ ェ ー ス を 備 え た マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ・ベ ー ス の プ

ロ グ ラ マ ブ ルVDUを 同 社 初 め て の 輸 出 商 品 と し て 発 表 した 。

Elbitは,DC1920と い う ス タ ン ド ア ロ ン型 アル フ ァ ニ ュ ー メ リ ッ ク ・デ ィ

ス プ レ イ を 発 表,輸 出 に 力 を 入 れ て い る。 同 社 はCDCの 子 会 社 で,1975/76年

度 の 売 上 げ は 前 年 比31%増 の1億3,900万IL(11L=43円),税 引 後 利 益 は

880万 ドル を 達 成 し た 。 こ の う ち輸 出 は840万 ド ル を 占 め る 。 な お73/74年

度 の 輸 出 は110万 ドル に す ぎ な か った が,74/75年 度 に813万 ド ル に 急 増 し

て い る 。

表 皿 一5-2:イ ス ラ エ ル の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数

、

年 計 大型 中型 小型 ミ ニ サイズ

不 明

1967 66 2 20 25 16 3

1969 141 7 24 42 65 3

1971 229 17 27 52 130 3

1973 359 24 28 67 237 3

1975 489 35 47 84 322 1

●
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表 皿 一5-3:業 種 別 コ ン ピ ュー タ設置 台 数(た だ し74年 末)

ミ ニ 小型 中型 大型 計

農 業

製 造 業

電 気 ・水 道

建 設

商 業 ・不 動 産

運 輸 ・通 信

銀 行 ・金 融機 関

保 険

サ ー ビス ・ビ ュー ロ ー

政 府 ・公共 事 業

6

50

5

2

25

14

86

4

19

69

一

16

-

3

5

1

5

4

17

22

一

4

二

1

4

7

1

11

5

一

1

こ

2

3

3
-

3

14

6

71

8

5

33

22

101

9

50

110

合 計 280 73 33 29 415

図 皿 一5-2:イ ス ラエルの コン ピュータ

輸 入 額 推 移

20,000

($)

10,000

0
1972 1973 1974 1975年
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オ ー ス トラ リア

米 国 商務 省 の 調 査 に よ る とオ ー ス トラ リアに は1975年12月 末 現 在で5,811

台 の コ ン ピ ュー タが 設 置 され て い る。 た だ しこの う ちの2,200台(37.8%)は ミ

ニ コン ピ ュー タで,小 型 機 は2,427台(41.7%),中 型 機 は1,014台(17.5%),

大型 は170台(2.9%)で あ る。

需 要 の 主 流 は ソ フ ィス トケ ー トされ た小 型 シス テ ム に あ り,一 方 大 型 シ ス テム

は ゆ っ く りした ペ ー スで 増 え るだ ろ う。

商務 省 の 予測 に よ る と1980年 には 台 数 は23,562台 に増 え,こ の う ち ミニ コ ン・

の 占め る割 合 は44.2%に 増 加,小 型 も44.3%を 占め る。一 方,中 型 と大 型 は そ

れ ぞれ10.3%,1.2%と 割 合 が 減 少 す る とい う。

市 場 規 模 は,1976年 で汎 用 コ ン ピ ュ ー タ市 場 が1億6,140万 ドル,ミ ニ コ ン

ピ ュー タ市 場 が1,480万 ドル,周 辺 機 器 が6,380万 ドル と見 込 まれ て い る。 この

うちの90%は 輸 入 に よ る もの で,現 在 実 質 的 な国 産 メ ー カーは 存 在 せ ず,国 産

品 は ほ とん ど全 て 輸 入 部 品 の組 立 に よ る もの で あ る。

,

市 場 傾 向

購 入 方 法 は,一 般 に 政 府 と金 融 機 関 で は 買 取 りの 傾 向 が 強 く,一 方 小 さ い 企 業

や 製 造 業 は レ ン タ ル か リ ー ス に よ って い る 。 買 取 りの 割 合 は 大 体40%だ が,大

型 シ ス テ ム に 限 っ て そ の 割 合 は60%と 高 い 。

ソ フ ト ウ ェ ア に 関 し て は,1975年 ま で は ほ と ん ど 全 て の プ ロ グ ラ ミン グ は 設

置 時 に テ ー ラ ー ・ベ ー ス で な され て い た 。 しか し プ ロ グ ラ ミ ン グ ・コ ス トの 上 昇

と ア プ リケ ー シ ョ ン あ る い は シ ス テ ム ・ソ フ トウ ェ ア の パ ッケ ー ジが 手 に 入 りや

す く な っ た こ とに よ り状 況 は 変 化 し て い る 。 シ ス テ ム ・ソ フ トで はIMS(IBM)・

TOTAL(Cincom)と い っ た デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム,GRASP

(ADAPSLtd.),LlBRARlAN(ADR),PANVALET(Pansophic)と い
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った シ ス テ ム ・イ ン プル ー ブ メ ン トに 関 心 が 集 ま って い る。 アプ リケ ー シ ョン ・

ソ'フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ も現 在 ます ます 利 用 され るよ うに な って きて い る 。

テ レ プ ロセ シ ン グ,あ る いは タ イム シ ェ ア リ ン グはす で に オ ース トラ リアで は

よ く受 け入 れ られ て い る。IBM,CDC,Honeywe11は 全 国 ネ ッ トワー ク を も っ

て い る。 大 企 業 は 専 用 ネ ッ トワー クを保 有 して い る。 た とえ ば 銀 行 で は,こ の 国
、

に は19の 銀 行 が あ るだ けだ が,こ の う ち12ま で が 発達 した ネ ッ トワー クを もち,

9つ は 自動 テ ラー ・ステ ー シ ョンを もつ 。 現 在EFTSが 検 討 され て い るが,実 用

に移 るの は80年 前 後 とな ろ う。

EDP要 員は 不 足 して お り,そ の 給 与 は 米 国 の レベ ル に達 するほ どたな っている.

現 在 この 国 に は11,000人 の 要 員が 存在 す るが,今 後3年 間 に さ らに8,200人 が

確 実 に 必 要 と され る とい う。

オ ー ス トラ リアの 市 場 は 小 さい な が ら,米 国の 全 メ ー カ ー をは じめ 各 国の メー

カ ーが 進 出 して い る ユ ニ ー クな 市場 に な って い る。

市 場 の大 半 は 米 国の メ ー カ ーが独 占 して い るが,日 本 をは じめ とす る第3国 の

メ ー カー の競 争 も強 ま って い る。

表 皿 一5-4:主 要 業 種 の 設 置 台 数 お よび支 出 額

(金 額 単 位:100万 ドル)

コン ピュ ー タ 設 置 台 数 コンピュータ/周辺機器支出

ミ ニ 小 型 中型 大型 1975 1980

銀 行 90 113 191 118 27.95 507

保 険 一 『 一 一 27.3 325

小 売 75～80 172、 17 0 965 22.1

運 輸 120 132 27 4 26 52

電 気 ・ガ ス ・水 道 180 8 10.4 312

医 療 70 46 19 0 2.6 312

教 育 ・研 究 516 436 126 15 325 45.5

印刷 ・出版 78 60 4 0 39 17.5

EDPサ ー ビ ス 48 161 103 29 26 45.5
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ア フ リカ諸 国

先 進諸 国 の コ ン ピ ュー タ市 場 が 飽 和 に近 づ くにつ れ て,コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ

ーは 第3世 界 に対 す る期 待 を ふ く らま せ て い る。 この 中 で ア フ リカ諸 国 は 重 要 な

位 置 を占 め る。 開 発の 手段 と しての コ ン ピ ュー タの 必 要 性 は よ く認 織 され て お り,

財 政 的 な 問 題 や技 術者 不 足 の 問 題 は あ る ものの,ポ テ ン シ ャル は 高 い 。

は っき りして い る こ とは,現 在 行 わ れ て い る開 発が 不 調 和 で あ る とい うこ と と,

市 場 に 関 す る情 報 が 限 られ た もの だ とい うこ とで あ る。IDCに よれ ば,1976年

現 在 で ア フ リカに は 約700台 の コ ン ピ ュー タが設 置 され て い る とい われ,こ れ は

開 発 途上 国 全 体 の14%,世 界 全 体 のO.35%を 占 め る とい う。 この 台 数 は 政 府,

公 共 分 野,半 官 半民 分 野 の み を カバ ー した もの で,民 間の 利 用 は ま だ非 常 に 限 ら

れ た もの で し か ない 。

ア フ リカで 最 初 の コ ン ピ ュー タは1958年,ア ル ジ ェリ アに入 った もの だ った 。

現 在 国 別 で 一 番 設 置 台 数 が 多 い の は ナ イ ジ ェ リアで,180台 の コ ン ピ ュー タを も

つ 。 なお ナ イ ジ ェ リアに 初 め て コ ン ピ ュー タが 導 入 され た の は1962年 だ った 。

これ に次 ぐの が アル ジ ェ リアで100台 で あ る。

ア フ リカ で は,当 然 と い え るが,コ ン ピ ュー タの66%ま で が 首 府 に 設 置 され

て お り,首 府 以外 に コ ン ピ ュー タが 置 かれ て い ない 国 も7つ あ る。

マ シ ンの 規 模は,大 部 分 が 小 型 か ら中型 で92%ま で が 記 憶容 量256Kバ イ ト

以 下,35%は16Kバ イ ト以 下 で あ る。

言 語 で は,Cobo1が も っ と も一 般 に使 用 され て い る。 この ほかFortran,Re-

portGenerators,機 械 語 な どで あ る。 先 進地 域 で はPLIとBasicも 使 用 され

て い る。

ア ル ジ ェ リアの5カ 年 計 画

アル ジ ェ リア政府 は,5年 間 で 同 国 の コ ン ピ ュー タ設 置 能 力 を2倍 に す る計 画
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をた て て い る。 表1皿 一5-5.ア フ リカの 国別 コ ン ピ ュ
ー タ設 置 台 数

これ は アル ジ ェ リア政 府 関係 者 が ワ シ

ナイ ジ ェ リア180ン トンでIBM
,Univac,NCR,CDCな アル ジ

ェ リア100

ど米 国 の主 要 コ ン ピ ュー タ ・メー カー の モ ロ ッ コ74

ザ イ ー ル58代表
に 明 らか に した もの で ・ 本 体 メ ー カ エ ジ プ ト54

一 に と って は絶 好 の 機 会 を与 え られ るこ コー トジボアール53

チ ュニ ジ ア33

とに な る。 ガ ー ナ20

セ ネ ガ ル16アル ジ
ェ リ アの コ ン ピ ュー タ設 置 台 数

リ ビア15

は,1973年 の69台 か ら,1975年 末 に エチ オ ピア11

ガ ボ ン11は100台 に 達 し て
い る。1台 当た りの金 ザ

ン ビア8

額 は15万 ～400万 ドル で,総 設 置 金額 タ ンザ ニ ア7

コ ン コ7
は6・OOO万 ドル の 規模 で あ る。 モ ー リ シ

ャス6

5カ 年 計 画 は,こ れ を1980年 に は設 リベ リ ア5
マ リ4

置金 額 を2倍 の1億2,000万 ドル ・EDPそ の 他22

合 計684処 理 能 力 で3倍 に
,さ らに1985年 に は

2億5,000万 ドル まで も って ゆ こ う とい 注)た だ しナ イ ジ ェ リ アは う ち110台

う もの 。 これ は 急 速 な経 済 発 展 に 対 応 す が ミニ コン ピ ュー タ

る もの で,ナ シ ョナ ル ・イ ン フ ォメ ー シ ョン ・シ ステ ムの 開 発 の た め に は 今 後 広

範 な 技 術 援助 を必 要 とす るよ うに な るで あ ろ うとい う。 コ ン ピ ュ ー タは 主 と して

工 業 開 発,農 業,電 気 通信,サ ー ビス に 利 用 され る こ とに な るが,ア ル ジ ェ リ ア

の 産 業 は投 資 段 階 に あ り,EDPの フル利 用 が は じま るのは1980年 に な って か

らの こ とで あ ろ う。

な お,1974年 の アル ジ ェ リ ア政 府 統 計 に よ る と,市 場 シ ェアはIBMが65%

を占有 してお り,残 りはHoneywe11-Bu11,Univac,NCR,Burroughsと な っ

て い る。Honeywell-Bullの 場 合 は,仏 と アル ジ ェ リアの 国家 関 係 に よ る と こ

ろが 強 い と思 わ れ る。
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南 ア フ リ カ 市 場

ComputerWeekly誌 に よ る と 南 ア フ リ カ はIBMの 独 占 状 態 に な い 世 界 で も

数 少 な い 市 場 に な っ て い る 。

台 数 で ト ッ プ はICLの275台,次 い でIBMの250台,残 りがNixdorf,Ph-

ilips,Burroughs,NCRな ど。ICLの シ ェ ア が ふ え た の はSingerBusiness

Machines買 収 に よ る と こ ろ が 多 く,設 置 金 額 で は や は りIBMが ト ッ プ で あ る 。

な お 南 ア フ リカ の1975-76年 の 市 場 規 模 は1億5,000万 ラ ン ド(1ラ ン ド二

約350円)だ っ た 。

、

エ ジ プ ト

コ ン ピ ュ ー タ事 情 は 徐 々に 進展 して お り,現 在 の設 置 台 数 は ミニ コ ン を除 き,

40台 で あ る。 エ ジ プ トに と っての 救 い は 豊富 な マ ンパ ワーが あ る こ とで,7万

人 の 学 生 を有 す る カ イ ロ大 学 が今 後 の コ ン ピ ュー タ普 及 の 足 がか りに な る と期 待

され る 。

■

●
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付 表1:各 国の コ ン ピ ュー タ設 置状 況

国 名 設置台数 設 置 金 額 調査時点 調 査 元/備 考

米 国 61,120 372億8,700万 ドル 76年 末 IDC(超 小 型除 く汎用)

英 国 6,266 26億5400万 ドル 76.1.1 PAL

' メイ ンフレーム の み

仏 15,660 224億 ⑤500万 フラン 76.1.1 COTTI

西 独 12,832 一 75年 末 Kindel汎 用 の み

イ タ リ ー 5,730 18億5,600万 ドル 74年 末 MetraIndustriaミ ニ を 除 く

オ ラ ン ダ 3,284 8億5,610万 ドル 75.1.1 ComputerWeekly誌

うち ミニが1,300台

ベ ルギー/ 1,990 5億 亀600万 ドル 75.1.1 ComputerWeekly誌

ルクセ ンブル グ うち ミニ が588台

ス ウ ェ ー デ ン 2,900 一 75年 末 米国大使館

うち ミニ が2000台

デ ン マ ー ク 660 2億8,000万 ドル 74.1.1 Quantum

ノ ル ウ ェ ー 891 『 75年 末 米国大使館

うち ミニが500台

フ ィ ン ラ ン ド 654 一 75年 末 米国大使館

うら ミニが425台

オ ー ス ト リ ア 837 5億3,500万 ド ル 74.7.1 米国大使館

ス イ ス 2,183 35億 ス イ ス フ ラ ン 75年 IDC

ス ペ イ ン 2,515 6億2,000万 ドル 75年 末 IDC

ソ 連 12,500 45億 ドル 74年 末 米商務省 専用 も含む

東 独 2,500 一 74年 東独政府

ハ ン ガ リ ー 300 一
74年 末 米商務省

チ ェコス ロバ キ ア 837 一 〃 〃

ブ ル ガ リ ア 130 一 〃 〃

ル ー マ ニ ア 150 『 〃 〃

ソ 連 東 欧 計 15,435 56億 ドル 74年 末 〃

カ ナ ダ 4,940 一 75.5.1 カナダ情報処理学会

オ ー ス ト ラ リ ア 5,811 一 75年 末 米商務省 うち ミニが2200台

一48i一



国 名 設置台数 設 置 金 額 調査時点 調 査 元/備 考

イ ス ラ エ ル 490 一 75年 11tamミ ニ を 含 む

ブ ラ ジ ル 3,793 一 75.7月 CAPREう ち ミニ が2266台

メ キ シ コ 2,525 3億 ドル 75年 米商務省 ミニを含む

ナ イ ジ ェ リ ア 180 一 1976年 IDCう ち ミニが110台

ア ル ジ ェ リ ア 100 一 〃 IDC

モ ロ ッ コ 74 『 〃 〃

ザ イ ー ル 58 一 〃 〃

エ ジ プ ト .54 一 〃 〃

象 牙 海 岸 53
一 〃 〃

チ ュ ニ ジ ア 33 一 〃' 〃

ガ ー ナ 20 一 〃

、

〃

セ ネ ガ ル 16 一 〃 〃

リ ビ ア 15 一 〃 〃

エ チ オ ピ ア 11 一 〃 〃

ガ ボ ン 11 一 〃 〃

ザ ン ビ ア 8 一 〃 〃

タ ン ジ ニ ア 7 一 〃 〃

コ ン ゴ 7 一 〃 〃

モ ー リ シ ャ ス 6 『 〃 〃

リ ベ リ ア 5 一 〃 〃

マ リ 4 一 〃 〃

アフリカ 計 684
一 〃 〃

イ ラ ク 18
一 75年 イ ラク政府

イ ラ ン 265
一 75年 末 MSR社 うち ミニ が39台

ク ウ ェ ー ト 16 一 75年 政 府

レ バ ノ ン 60 一 〃 〃

シ リ ア 5 一 〃 〃

サ ウ ジ ア ラ ビ ア 30 『 〃 〃

パ キ ス タ ン 30
『 〃 〃

'

イ ン ド 313 一 76.3.31 米国大使館 ミニを含む

タ イ 50 一 76年 タ イ統計局 た だし中一大型
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国 名 設置台数 設 置 金 額 調査時点 調 査 元/備 考

マ レ ー シ ア 67 一 76年 AIFEPressReview

イ ン ド ネ シ ア 43 一 74年 〃

フ ィ リ ピ ン 201 『 75年 末 ブ イリピ ンNCC

台 湾 70 一 74年 末 米商務省

ホ ン コ ン 337 『 75年 末 ホンコ ン生産性本部

うち ミニが189台

韓 国 100 一 76.7 韓国政府

●

"
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付 表2:1976年 海 外 コ ン ピ ュー タ産 業 の動 向

米 国

1月

2月

Burroughs:150万 ド ル の 不 当 支 出 が 判 明;組 織 再 編

CDC:製 品 お よ び サ ー ビ ス を 値 上 げ

Honeywell:レ ベ ル6ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ3機 種 発 表;Singerの ビ ジ ネ ス ・

マ シ ン 事 業 部 買 収 で 同 社 と 接 触;新 ソ フ トウ ェ ア 政 策 の 波 紋 続 く

NCR:SpiritをCentury全 モ デ ル で 提 供;NCR499発 表;DataPathing社 買 収 で

同 社 と基 本 的 合 意 に;Century8200用 ソ フ ト ウ ェ ア 強 化

SperryUnivac:仏 と チ ェ コ か ら そ れ ぞ れ1,400万 ドル の 受 注:事 務 機 器 部 門 で3工 場

の 閉 鎖 と23%の 要 員 レ イ ・オ フ を 実 施 し た と公 表

IBM:プ ロ グ ラ ム ・プ ロ ダ ク ツVSPCを 発 表;S/3モ デ ル4,S/32の グ レ ー ・ド ア ッ

プ;5230デ ー タ 収 集 シ ス テ ム を 発 表

Burroughs:FloridaDataCorp.を 設 立

CDC:HISへ のMT供 給 契 約 締 結;オ ー ス ト ラ リ ア でTSS開 始;2250フ ロ ン ト ・エ ン

ド ・プ ロ セ ッ サ の 機 能 拡 充;NCRと の 共 同 プ ロ ジ ェ ク トの 概 要 明 らか に さ れ る 。

Honeywe11:ス コ ッ トラ ン ド工 場 の 大 量 レ イ ・オ フ方 針 を 公 表;GSAがHISの ソ フ ト

ウ ェ ア 政 策 に 対 し 反 対 を 表 明:HISに 対 す るGEの 特 殊 が18.5%か ら11.7%に 減 少:

Honeywe11-Bul1,イ ラ ク で 総 計500万 ドル の 契 約 を獲 得;モ デ ル6031パ ッ ケ ー ジ 発

表1コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム ・セ キ ュ リ テ ィ と プ ラ イ バ シ ー に 関 す る共 同 セ ミナ ー を開 催

NCR:250電 子 式 キ ャ ッ シ ュ ・ レ ジ ス タ を バ ー ジ ョ ン ・ア ッ プ

SperryUnivac;ワ ー ル ドワ イ ド ・マ ー ケ テ ィ ン グ部 門 再 編 成;ス ウ ェ ー デ ン 政 府 機 関

か ら2,000万 ドル の 受 注

IBM:独 占 禁 止 法 係 争 でSymbolicContro1,Incに 勝 訴;370/168APシ ス テ ム を

発 表 ・;OS/VS2リ リ ー ス1.7を 強 化;ラ ル フ ズ ・ス ー パ ー ・チ ェ ー ン か ら150万 ド ル

に の ぼ るPOSを 受 注;3850の 第1号 をNASAに 納 入

DPMA:民 間 分 野 を 適 用 範 囲 と す る プ ラ イ バ シ ー 法 案 の 立 法 化 に 反 対 を表 明

欧 州,そ の 他

Siemens,ユ ニ デ一夕か ら引継い だ7000シ リ

ーズで新 モデル7 .722と7.730の 強 化機種を発

表

カ ナダのCADASPO,財 務 省 に銀行法修 正案

に対 す る見解 を提出

英 国ICL,モ デル2903/20発 表

CAP-Sogetiグ ル ープの75年 売 上 げ発表 一

好調 なすべ り出 し

CSC,Infonetサ ー ビスを欧州に拡張

IBMイ タ リアの75年 決 算発表 一 売 上げは23

%増

EC郵 政 大臣会議でEuronet建 設 に合意

西独Siemens,仏CIIか らのX5,X4大 型

機 導入 とりや め

㊨
句
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米 国 欧 州,そ の 他

3月 Burroughs:ト ップ人事移動;76年 の 投資額 を3億 ドル と決定 西独政府,第3次 情報処理振興政策を開始

CDC:航 空 リザ ベ ー シ ョ ン市 場 か ら 撤 退 を 決 定;ICLとControlDataset設 立 で 合 意 英 国ICLモ デ ル2960発 表

Honeywell:Xeroxコ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー に 対 す る サ ポ ー ト活 動,カ ナ ダ,欧 州 で も 英 国ICL,SingerBMD海 外 部門買収

開 始;且oneywell-Bull,MPIに 参 加
CDC/HIS合 弁 のMPIにHoneywel1-Bull

NCR:280POSタ ー ミナルを平均6.5%値 下 げ;MATRHソ フ トウェア発表 が参加

SperryUnivac:IBM360/370用 コ ンバ ー ジ ョ ン ・ソ フ トウ ェ ア 開 発;8430-99 CCITTで パ ケ ッ ト交換 プロ トコル標準化案採

デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ発 表 択 さる(X25)

「76年 消費者通信改革法案」が下院に提出される。 ライプチ ヒ貿易祭 で東独のES-1040に 人気

連邦最高裁,コ ンピュー タ ・プログラム特許 申請 を却下

4月 Burroughs:B730シ リ ー ズ 発 表;B7700シ リ ー ズ に4機 種 追 加;ベ ル ギ ー のSeneffe GEが ア ム ス テ ル ダ ム に ス ーパ ー セ ン タ ー 建 設

工場 を閉鎖 開始

CDC:Cyberl8発 表;AmericanExpressと 和 解;コ ン ピ ュ ー タ ・ベ ー ス 教 育 シ ス テ 仏政 府,ThomsonCSFを 中心ーとす る周辺機器

ムPLATO発 表;ブ ラ ッ セ ル にCybernetセ ン タ ー 開 設 ミニコン業界再編の予算案を発表

NCR:Century75発 表;101,151の 価 格 引 下 げ オ ランダPhilips,中 大型機開発中止 に ともな

SperryUnivac:中 古 装 置 政 策 の 概 要 明 らか と な る 。
い6,700万 ドル の ラ イ トオ フ

IBM:3600,3790の 機 能強化 とコ ン トローラーな どの価格引 下げ発表;独 禁法係争で 伊Olivetti,1975年 業 績 で86億 リ ラ の 赤 字

VIPSystems,Inc.と 示 談;SBS,FCCに 対 し,経 営 か らIBM社 の 影 響 力 を 切 '

り離 す と の 新 方 針 を 提 示;3803テ ー プ ・ ド ラ イ ブ ・ コ ン トロ ー ラ ー を 発 表

5月 Burroughs:B80発 表;英 国 のFifeの 工 場 を 拡 張 英 国ICLモ デ ル2904発 表

CDC:Cybernet日 本 進 出 計 画 を 発 表;370/158,168用 ア ド ・オ ン ・メ モ リ発 表; 英 国ICL,CDCと 共 同出資でContro1

ControlDataste設 立;Cyber71発 表 DatasetLtd.設 立

Honeywell:64/30,64/50発 表;レ ベ ル66へ の コ.ン バ ー ジ ョ ン ・パ ッケ ー ジCM66 カ ナ ダ で 税 制 改 革,コ ン ピ ュ ー タ は リ ー ス よ り

販 売 開 始;62/40エ ン ハ ン ス メ ン ト 買取 りが有利に

NCR:Criterionシ リ ー ズ 発 表;POSタ ー ミナ ル にEFTS機 能 追 加 テ ス ト;2500タ 米 の ソフ ト会社ADP社,ブ ラジルに進出

一 ミナル発表
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米 国 欧 州,そ の 他

5月 SperryUnivac:UT400お よ び700イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル 発 表;Uniservo

30シ リ ー ズ 磁 気 テ ー プ ・ ド ラ イ ブ発 表

IBM:年 次 総 会 で ケ ア リ ー 会 長 が,日 本 の コ ン ピ ュ ー タ産 業 に 言 及;コ ン ピ ゴ 一 夕 ・ シ

ステム製品 の買取価格引下 げ;シ ステム/3モ デル8お よ び10の 機 能強 化

技術的新規利用に関する全国委員会(CONTU),著 作権法やその手続に関する公聴 会 を

開催

6月 Burroughs:ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ ・シ ス テ ム,RedactorHを 発 表 仏Sligos株 の20%をTymshareが 獲 得

CDC:CambridgeMemories,Inc.と 提 携;9730ミ ニ ・ モ ,ジ ュ ー ル を 発 表;ケ ベ ッ 英国ICL,モ デ ル2904を 米 国で発表

ク大 学 とPLATOの 実 施 で 提 携;NCR,CPIと と も にJohnA.BauerInc.よ り名
英国ICLモ デル2976発 表

誉殿損 で提訴 さる;Telemoney社 設 立でEFTS分 野 に参入 。
イ ンド政府,IBMとICLの 保 守を引継 ぐ

Honeywell:Xeroxマ シ ン か ら レ ベ ル66へ の コ ンバ ー ジ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム 開 発 意 向 を

表 明;MICR業 界 に進出;レ ベル66を 強 化
カナダの国策 周辺端末 メーカーCCIに 富 士通 が

技術供与
NCR:子 会 社ElectronicCommunications,Inc.の 売 却 で,売 却 先E-System,

Inc.と 合 意
ブラジルでBurroughsがOEM用 周辺機 器製造

計画を発表
SperryUnivac:NCCで 大 型 コ ン ピ ュ ー タ90/80発 表

IBM:OS/VS2リ リース37を 発 表;画 像 記録 のための新しい アプ ローチを発 見;

S/32に ワ ー ド ・プ 　 セ シ ン グ機 能 を 追 加;J.C.Penney社 か ら3653POSタ ー ミ ナ

ル6,000台,3651コ ン ト ロ ー ラ数 百 台 を 受 注;小 型,超 小 型 の 両 分 野 で2っ の ニ ュ ー

モデルを発表

OMPA,プ ラ イバ シー諸法案 に対処す るガイ ドラインを刊行

PPSC(プ ラ イバシー保護調査委員 会):大 統 領 と会議に 「連邦税納税 申告 書の 機 密 保

護」 と題 す るレポー トを送付;ロ サ ンゼルスで民 間の診療機関 の記録保管業務 を対 象 と

した公聴会を開催

7月 Burroughs:B700,1700用 ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッケ ー ジManifestを 開 発;B6800シ リ 仏SEMS(Soci6t6Europ6ennedeMini一

一 ズ3機 種 を 発 表;TD730 ,830イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル 発 表;ブ ラ ジ ル の 子 会 InformatiqueetdeSystさmes)設 立 さ

社BurroughsElectronicaがOEM事 業 を 開 始 。 る

◆ 頑
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米 国 欧 州,そ の 他

7月 CDC:38500大 容量 記憶装置初出荷:33801デ ィスク発表
西 独Siemens,ニ ュ ー ・モ デ ル7738,7748

Honeywel1:Honeywell二BullとCIIの 合 併 完 了 を 発 表;ペ ー ジ ・プ リ ンテ ィ ン グ ・ 発表
システム開発 部設立;欧 州で もレベル6ミ ニ コ ンピュータ発表 ,OEM事 業 開始 仏政 府,プ ライバ シー保護法案 を承認

NCR:DataPathing買 収 完 了;6440ド ッ ト ・マ ト リ ッ ク ス ・プ リ ン タ 発 表;7218 英 国,DPC(DataProtectionCommittee)

タ ー ミナ ル 発 表 のメ ンバー決定

SperryUnivac:Univac1の25周 年 記 念 仏CII-HB発 足

IBM:370/138,148発 表;1966年67年 に リ リ 』 ス し たOS/MFT,MVTの サ ポ ー ト 仏CII-HB,ニ ュ ー ・モ デ ル7730,7735

中止 を決定;デ ータ安全 システムRACFを 発 表 発表

仏CII-HB,7000シ リ ー ズ を77シ リー ズ

に改称

1
英 国ICL,Singer子 会 社Cogar社 を 吸 収

畠 欧州の ネ ッ トワークEIN稼 動 開始へ

T イン ドネ シア,静 止衛星打 上げ 一4番 目の保

有国に

ソ連Ryadの 最 大機種ES1060の 生産開始

8月 Burroughs:メ モ リ ・シ ス テ ム 値 下 げ;財 務 担 当 執 行 副 社 長 チ ャ ー ル ズ ・E .エ ク ス レ イ カ ナ ダ 政 府,銀 行 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 禁

氏辞職 止案を提出

CDC:38032/34202発 表;92451CRTタ ー ミ ナ ル 用 の サ ー マ ル ・ プ リ ンタ と カ セ ッ ト

2機 種発表

Honeywell:ス コ ッ ト ラ ン ド工 場 で ス ト ラ イ キ;陸 軍 か ら テ レ プ リ ン タ ・ タ ー ミ ナ ル 受

注;メ ンテナ ンス料金値 上げ

NCR:ElectronicCommunication,Inc.の 売 却 完 了;金 融 機 関 向 け パ ッ ケ ー ジ ・

シ ス テ ム,Mo8t発 表
.



ー

《

g。

o。

ー

米 国

8月

9月

10月

Sperry.Univac:モ ジ ュ ラ ー ・キ ャ ッ シ ュ ・レ ジ ス タ と ス ー パ ー ・マ ー ケ ッ トの チ ェ ッ

ク ・ア ウ ト用 ス キ ャナ ー 発 表;ユ チ カ 工 場 の 閉 鎖 を 決 定;90シ リ ー ズ の メ モ リ ー ・

ア ッ プ お よ び 値 下 げ

IBM:DB/DCソ フ トウ ェ ア の 改 良 とCICS/VSとIMS/VSの ニ ュ ー リ リ ー ス を実 施

;副 社 長GSD事 業 部 長 の ロ ジ ャ ー ス 氏,WTA/FE(WorldTradeAmericans/

FarEastCorp.)の 取 締 役 に 選 任 さ る;SNAタ ー ミ ナ ル3777の ニ ュ ー バ ー ジ ョ ン

を 発 表

VL「yly,Datran事 業 停 止 決 定;AT&Tを 独 禁 法 違 反 で 提 訴

FCC,第2次 コ ン ピ ュ ー タ/通 信 調 査 に 着 手

CDC;CybernetにStar100を 投入;イ ラ ンとの合弁会社CTIに750万 ドル投資;

NCRと の 共同開発機 の プロ トタイプ完成 を公表

Honeywel1:MDBM発 表;レ ベル66機 能 強化

NCR:元Burroughs副 社 長 のC.E.Exley氏,NCR社 長 に就任;ス コ ッ トラン ドの ダ

ンデ ィ工場 で600人 の レイ ・オフを計画;Century151を メ モ リ ・ア ップ

SperryUnivac:IBMSystem/3か ら90/30へ の コ ンバージ ョン ・ エ イ ド ・パ ッ

ケ ージを開発

IBM:シ ス テム/32に8機 種追加,ト ータル32モ デルに,同 時にIAP追 加 とMCR機

能 も発表;小 型機系製品の レンタル,2年 リー ス,保 守料金,SE料 金 を値 上げ

CONTU,「 写 真複写に関す るガ イ ドライン」を公表

ベル法案 をめ ぐる第1回 下院通信小委員 会の聴聞会開催

Burroughs:超 大 型機 開発構想 を発表

CDC:米 政 府よ りソ連,中 国への輸出認可 さる

NCR:ソ 連 と電 子式小売 システム開発 で提携;2151POSタ ー ミナル発表:POS,ECR

の 設 置 ベースが20万 台(10月1日 現 在)に な った と発表

欧 州,そ の 他

仏CII-HB,X4/X5をY4/Y5に 改 称,

開 発 続 行 を 打 ち 出 す

仏CII-HB,次 期 統 一 シ リ ー ズUnisys構

想 を 発 表

イ ン ド政 府 のMIS開 発 計 画 発 表 さ る 。

仏HBNetworkInformation:Services

設 立 さ る －Mark皿 を マ ー ケ テ ィ ン グ

オ ラ ン ダPhilips,ワ ー ドプ ロ セ ッ サ ・フ ァ ミ

リ ー のWP5000シ リ ー ズ 発 表

イ ラ ン のIEIとCDCが タ ー ミナ ル 事 業 で 合 弁

会 社CTI設 立 発 表

ソ 連 イ ン ツ ー リ ス ト向 けIBM370/145に 米

政 府 の 正 式 認 可

西 独Siemens,新 コ ン ピ ュ ー タ 事 業 部 設 立

西 独Siemens,ニ ュー ・モ デ ル7.760発 表

英 国 でNationalCommitteeComputer

Networks設 立

㌧ 」
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米 国 欧 州,そ の 他

10月 IBM:370/158APSを 発 表;デ ータ ・エ ン トリー装置の販売価格 を25%切 り下 げ 米国周辺機器メーカーとソ連の不正取引発覚

ECの コ ンピュータ産業助成案 ま とまる

英ICL,ECの 契 約 を獲得

オ ラ ン ダPhilips,P410の グ レ ー ド ア ッ プ 用

磁 気 テ ー プ カ セ ッ ト ・ シ ス テ ムP380を 発 表

カナダのDatapacネ ッ トが当局 に料金申請

・

中国へのCDCCyber172輸 出,米 政府 が認

可

11月 Burroughs:RT5000バ ン キ ン グ ・タ ー ミ ナ ル 発 表;B1800シ リ ー ズ3機 種 を 発 表 英国ICL,マ レごシアに子会社設立

SperryUnivac:1100/80お よ びDCAコ ンセ プ ト発 表;ICL買 収 の 噂 ICL,買 上策強化を英政府に要請

IBM:3838ア レイ ・プロセ ッサーを発表;158APSと 新SNAを 米 国で発表;OS/vS ブ ラ ジル の国策 メーカーCobraの 体 質強 化本格

1リ ・リ ー ス6の 提 供 開 始;シ ス テ ム/3モ デ ル12の メモ リー ・キ ャパ シ テ ィを 拡 大 化 一 国内最大の商業銀行の参加決定

PPSC,ワ シ ントンで教 育機関 の個人 デ ータ保 管業 務に関す る公聴会を開催

FCC,AT&TのDataspeed40/4認 可

CCPA(米 関 税特許控訴裁),ソ フ トウェアは特 許の対象にな りうるとの判決

12月 Burroughs:B870お よ び860コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ッサ 発 表 西 独連 邦議会,プ ライバシー法 を可決

CDC:一 部 機器およびサー ビスの価格調整;370/145エ ミ ュレー タ販売権 に関 しIPL ソ 連 政 府,SperryRandに モ ス ク ワ事 務 所 開

Systemと 契 約 設認可

Honeywel1:レ ベ ル62エ ン ハ ン ス メ ン ト;組 織 再 編 東独Robotron,次 世 代機ES1055開 発 計画を

FCC,SBS認 可 表明

ブラジルIBMが シ ステム32製 造 計 画発表

一 ブラジル政府 と対立
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1976年 現 在の米 国コ ンピュータ市場 シェ ァ

ー 台数 べース ー

"一 金額 べース ー ・

産業別汎用 コ ンピュー タ設置状 況

EDP関 係投資状況

主 要本 体 メーカーの76年 売 上高

〃 純益額

収入規模 でみた ミニコ ンピュー タ市場 シェア

専用 および ミニ コンピ ュータ ・メーカー別設 置台 数

メーカー別 にみた州政府の コ ンピューター設置状況

コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の 導 入 方 法

EDP支 出の内訳

シ ン グ ル ベ ン ダ ー ・サ イ トの ロ イ ヤ ル テ ィ ・プ ロ フ ィー

潜 在 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ・マ ー ケ ッ トの 成 長

モ ー ド別 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス ・マ ー ケ ッ ト

サ ー ビ ス ・タ イ プ別 コ ン ピ ュ ー タ 処 理 サ ー ビ ス

ユ ー ザ ー 規 模 別 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ・マ ー ケ ッ ト

業 界 別 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス ・マ ー ケ ッ トの 推 移

産 業 別,サ ー ビ ス 内 容 別 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ・

マ ー ケ ッ ト

NIS潜 在 マ ー ケ ッ ト

ユ ー ザ ー 規 模 別 フ デ シ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビ ス

・マ ー ケ ッ トの 推 移

9オ ン サ イ トお よ び リモ ー ト ・フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン

10

11

12

13

14

ト ・マ ー ケ ッ ト ・ シ ェ ア

企業規 模別ユ ーザ ーの年間支 出

ベ ンダ ーの タイプ別サ ービス状況

業 界 別 フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・マ ー ケ ッ トの 推 移

タ イ プ 別 ソ フ ト ウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト ・マ ー ケ ッ トの 推 移

ユ ー ザ ー 規 模 お よ び プ ロ ダ ク ト ・タ イ プ 別 ソ フ ト ウ ェ ア

・プ ロ ダ ク ト ・マ ー ケ ッ トの 推 移

15ユ ー ザ ー 規 模 別 デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ

ム の 潜 在 マ ー ケ ッ ト

16米 国 にお ける本体 メーカー別パ ッケ ー ジ流通状況
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図 皿 一3-1
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図ll-9-1
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ICPSoftwareDirectoryに 掲 載 が あ つ た プ ロ グ

ラ ム の 使 用 言 語

ユ ー ザ ー ・ソ フ ト ウ ェ ア 支 出 予 測

ユ ー ザ ー ・ソ フ ト ウ ェ ア 関 連 支 出 予 測

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ソ フ トウ ェ ア の 提 供 ソ ー ス 別 の ユ ー

ザー支出予測

Datranの ネ ッ ト ワ ー ク

西独の情報処理振興政策助成金内訳

サー ビス部門別動 向

英 国の コンピュータ ・サー ビス産業従業員推移

仏 コン ピュータ設置台数推移

仏 コ ンピュータ設置金額推移

仏 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ:メ ー カ ー 別 シ ェ ア

仏周辺機器輸入 市場 をめ ぐる米菓両国 メーカーの シェア

争い

汎用 コンピ ュータ輸入額 国別 内訳

仏 コンピ ュータ ・サー ビス業界 の再編状況

IBM年 間売上推移

IBM年 間純益推移

IBM年 間売上推移

IBMの 産 業別設置 ベース

規模 別にみたIBMの 米 国内設置 ベース

取得方法 によるIBMの 米 国内設置 ベース

従来のSNA

複数 のホス ト・コンピュータを接続 した拡張型SNA

拡 張 型SNAに よ る ドメ イン間データ ・フロー管理

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 機 能 構 成

Burroughs売 上 げ 純 益 推 移

Burroughs1株 当 り純 益 推 移

Burroughsの コ ン ピ ュ ー タ 事 業 収 入 推 移

取得方法 によるBurroughsの 米 国内設置 べ一ス

規模 別にみたBurroughsの 米 国内設置ベ ーズ

Burroughsの 産 業 別 設 置 ベ ー ス

CDC売 上純益推移

CDC1株 当 り純益推移
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図ll-9-9CDCの コ ンピ ュータ事業収入推移

10取 得 方法 によるCDCの 米 国内設置 ベース

11規 模 別にみ たCDCの 米 国内設置ベース

12CDCの 産 業別 設置ベー ス

13SBCの サ ー ビス ・セ ンター

14CYBRNETの サ ー ビス ・センター

15Honeywell売 上純 益推移

16Honeywell1株 当 り純益推移

17HISの コ ンピ ュータ事業収入推移

18取 得 方法 によ るHISの 米 国内設置 べ一ス

19規 模 別にみたHISの 米 国内設置べ 一ス

20HISの 産 業別 設置べ 一ス

21NCR売 上 純益推移

22NCR1株 当 り純益推移

23NCRの コ ンピ ュータ事業収入推移

24取 得 方法 によるNCRの 米 国内設置 ベ ース

25規 模 別 にみたNCRの 米 国内設置 べ一ス

26NCRの 産 業別設置 べ一ス

27Criterionの 基本 アーキテ クチ ャー

28SperryRand売 上 純益推移

29SperryRand1株 当 り純益推移

30Univacの コ ンピュータ事業収入推移

31取 得 方法に よ るUnivacの 米 国内設 置ベー ス

32規 模 別 にみたUnivacの 米 国内設置べ 一ス

33Univacの 産 業別 設置 べ 一ス

34DCAの 基本機 能設定

35Singer社 の 純益推移

36

37欧 州 におけ るCII-HBの 設 置べ一ス

38CII-HBを め ぐる株主構成

39Siemensの 業 績推移

40Amdahl470V/6の 出 荷予測

図皿 一1-1カ ナ ダのコン ピュータ設置状況

2カ ナ ダ政府 のEDP経 費推移

3カ ナ ダ政府 のEDP経 費 の費 目別構成比率推移

4政 府内EDP要 員 の伸 び と構成

5サ ー ビスの種類 とソース別EDPサ ー ビス需要

ICL2903お よ びSingerシ ス テム10の 国別設置状況
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図 皿 一2-1
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図-HI-4-1

図M-5-1

2

1974年 の コ ン ピ ュー タ/コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン モ デ ル

産業別分類 と活動別分類の関係

1985年 の コ ン ピ ュ ー タ/コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・モ デ ル

規模別 コンピュータ設置台数の伸 び

年 間 レンタル料別 コンピ ュータ分布の変化

イ タリーの コンピュータ設置台数の伸 び

スイスの コンピュータ市場 シェア

コ ンピュータ設置台 数の年次 推移

業種別設置台数比率

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ の メ ー カ ー別 シ ェ ア

TheKingFaisa1病 院 の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム

ブ ラ ジ ル ・コ ン ピ ュ ー タ 市 場 の メ ー カ ー ・ シ ェ ア

イスラエルの コンピュータ輸入額推移
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一1一皿表 エ レク トロニクス市場 としての連邦政府

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン装 置 お よ び デ ー タ エ ン ト リ ー 装 置 の

利用状況

18

つ
」

4

5

ρ0

シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ トの ロ イ ヤ ル テ ィ

金 額 ベ ー ス か らみ た ロ イ ヤ ル テ ィ と 競 合 力

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム に 対 す る ユ ー ザ ー 評 価

小 型 ビ ジ ネ ス ・コ ン ピ ュ ー タ お よ び ミニ コ ン ピ ュー タ に

対す るユ ーザー評価
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表fi-2-1
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表H-3-1

2

3

表II-4-1

2

3

4

5

6

大 手 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ・ベ ン ダ ー

商用銀行 におけ るコ ンピュータ ・サ ー ビス産 業の 状況

業界 別NISマ ーケ ッ トの推移

サ ー ビ ス の モ ー ドお よ び タ イ プ 別NISマ ー ケ ッ ト

サ ー ビ ス ・モ ー ドお よ び ユ ー ザ ー 規 模 別NISマ ー ケ ッ ト

機能 別 ソフ トウェア関連 ユ ーザー支 出

米国電気通信市場統計

AT&Tに 対する主な独禁法係争

AT&Tの 業績推移

EC委 の コ ンピュータ政策案

英政府の コンピュータ助成金推移

英国政府/公 共分野 のコンピ ュータ設置状況

西独の情報処理振興政策助成額推移

西独第3次 政策年間別助成額一覧

助成対象分野別内訳

0

8

3

6

8

9

3

6

5

7

0

2

4

2

4

5

4

5

7

8

8

8

1

3

4

4

5

5

5

6

6

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一493一



表皿一4-7第2次 情報処理計画実施期間中に開発助成を受けた小型
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表 皿 一7-1

2

表H-8-1

2

表 皿 一9-1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

コ ン ピ ュー タ お よ び プ ロ セ ス 制 御 用 コ ン ピ ュ ー タ ー 覧

英国の コンピュータ設 置状況

英国のメイ ンフレーム市場 におけ るメーカー別 シェア

英国の ミニ コン市場 におけ るメーカー別 シェア

英国におけ るIBM/ICL設 置 ベース比較

英国におけ るIBM,ICLの 設 置台数比較

英国の コンピ ュータ輸出状況

英 国の コンピ ュータ輸入 状況

英国の コンピ ュータ ・サ ー ビス市場推移

英 国の コ ンピ ュータ ・サ ー ビス市場推移(再 分類)

英 国 の カ ス ト マ 一 別 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 市 場 推 移

仏 コ ンピュータ市場 推移 ・予測

仏 のEDPハ ー ドウ ェア輸入状況

仏 のEDPハ ー ドウェア市場規模

仏 コ ンピュータ ・サ ー ビス産業発展状 況

仏 の主要 コ ンピ ュータ ・サー ビス企業の1975年 業 績

1974年 仏 コ ンピュータ周辺事 業市場

Thomson-CSF主 導 の ミニ コン/周 辺機 器業界再編 の

第1の 柱

仏 の 主 な"Peri-Informatique"企 業

西独の コ ンピ ュータ設置 状況

西独のEDPハ ー ドウ ェア市場規模

0.5メ ガバ イ トCPUの 場 合,135と138の 価 格構成

1メ ガバイ トCPUの 場 合,145と148の 価 格構成

BurroughsとIBMの 製 品 比 較

CDCの デー タ ・サ ー ビス収入 内訳

ICL2900シ リーズ整備状況

モデル2960仕 様

モデル2904仕 様

仏市場におけ るICLの 設 置 ベース

ICLの 業績推移

CII-HB77シ リ ー ズ 整 備 状 況

CII-HBとIBM主 力 機 の競 合状況

CII-HBの 概 要

CII-HBの 業 績

Siemens7000シ リ ー ズ 整 備 状 況
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表 皿 一2-1
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Siernen・s7.738/7.748とIBM370/138,同148比 較

7.760お よ び370/158-3CPUの 価 格 比 較

7000シ リー ズ既存モデルの設置状況

Amdahl470V/6の 平 均実行時間

ASシ リーズ とIBMモ デ ルとの比較

規模 別 コンピ ュータ設置台数 の伸び 一65～75年

コ ンピ ュータの予測伸 び率 一75～85年

イ タ リーの生 産 ・輸出入 ・消費実績 および予測

輸入先一覧

エ ン ド ・ユ ー ザ ー 市 場

メ モ リ ・サ イ ズ 別 コ ン ピ ュ ー タ台 数

価 格 ク ラ ス 別 コ ン ピ ュ ー タ台 数

購入方法別台数

オラ ンダの コンピュータ設置状 況

オ ラ ン ダ の メ ー カ ー 別 コ ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況

ベル ギーおよびルクセ ンブル グの コンピュータ設置状況

ベルギ ーおよびル クセ ンブル グのメーカー別 コンピ ュー

タ設置状況
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表 皿 一4-1

表IH-5-1
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ベネル クスのTSS市 場 成長率

TSS市 場規模

産業分野別EDP機 器支出

ソ 連 東 欧 の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況

Ryadコ ン ピ ュー タ ・シ リ ー ズ

ホンコ ンの産業 別 コンピ ュータ設置状況

規模別 コ ンピュータ設置台数

イ ス ラ エ ル の コ ン・ピ ュ 一 夕設 置 台 数

業種別コンピュータ設置台数

主要業種の設置台数および支出額

アフリカ の国別 コンピュータ設置台数
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